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ヒラマン書しょ

ニーファイ人じんについての話はなし。彼かれらの戦せん争そうと争あらそいと，彼かれらの不ふ和わについての話はなし。キリストの来らい臨りん前まえの，多おおくの聖せいなる預よ言げん者しゃたちの預よ言げんについての話はなし。ヒラマンの息むす子こであるヒラマンの記き録ろく，および彼かれの息むす子こたちの記き録ろくによるもので，キリストの来らい臨りんの時ときにまで至いたる。また，多おおくのレーマン人じんが改かい宗しゅうする。彼かれらの改かい宗しゅうについての記き事じ。レーマン人じんの義ぎ，およびニーファイ人じんの悪あく事じと忌いまわしい行おこないについての記き事じ。ヒラマンと彼かれの息むす子こたちの記き録ろくによるもので，キリストの来らい臨りんの時ときにまで至いたる。この記き録ろくはヒラマン書しょと呼よばれる。


第1章

パホーラン二世せい，大だいさばきつかさになり，キシクメンに殺ころされる。パクメナイ，さばきつかさの職しょくに就つく。コリアンタマー，レーマン人じんの軍ぐん隊たいを率ひきいてゼラヘムラを奪うばい，パクメナイを殺ころす。モロナイハ，レーマン人じんを破やぶり，ゼラヘムラを取とり返かえす。コリアンタマー，殺ころされる。紀き元げん前ぜん約やく五十二年ねんから五十年ねんに至いたる。

1 さて見みよ，ニーファイの民たみのさばきつかさの統とう治ち第だい四十年ねんの初はじめに，ニーファイ人じんの民たみの中なかに一つの重じゅう大だいな問もん題だいが起おこった。

2 見みよ，①パホーランが死しんで，世よのすべての人ひとの行いく道みちを行いってしまったので，だれがさばきつかさの職しょくに就つくべきかについて，パホーランの息むす子こたちである兄きょう弟だいの中なかで深しん刻こくな争あらそいが起おこったからである。

3 さばきつかさの職しょくのために争あらそって，民たみをも争あらそわせたこの兄きょう弟だいたちの名なは，パホーラン，パアンカイ，パクメナイという。

4 パホーランの息むす子こはこの三人にんだけではない。（彼かれには多おおくの息むす子こがいた。）しかし，さばきつかさの職しょくのために争あらそったのはこの三人にんであり，彼かれらは民たみを三つの集しゅう団だんに分ぶん裂れつさせてしまった。

5 それでも，パホーランが①民たみの声こえによって大だいさばきつかさとなり，ニーファイの民たみを治おさめる総そう督とくとなるように任にん命めいされた。

6 そしてパクメナイは，自じ分ぶんがさばきつかさの職しょくを得えられないことを知しると，民たみの声こえに同どう意いした。

7 しかし見みよ，パアンカイと，彼かれが総そう督とくになることを願ねがった民たみの一いち部ぶの者ものたちは，非ひ常じょうに怒いかった。そのため彼かれは，その人ひと々びとにへつらって，同胞はらからに対たいして謀む反ほんを起おこさせようとした。

8 そして彼かれは，まさにそれを実じっ行こうしようとしたときに，見みよ，捕とらえられ，民たみの声こえによって裁さばかれ，死し刑けいを宣せん告こくされた。彼かれが謀む反ほんを起おこし，民たみの①自じ由ゆうを損そこなおうとしたからである。

9 ところが，彼かれが総そう督とくになることを願ねがった者ものたちは，彼かれに死し刑けいが宣せん告こくされたことを知しって怒いかった。そして見みよ，彼かれらは，キシクメンという者ものをさばきつかさの職しょくにあるパホーランのもとに遣つかわし，さばきつかさの席せきに着ついているパホーランを殺ころした。

10 パホーランの従じゅう者しゃたちはキシクメンを追おいかけたが，見みよ，キシクメンの逃にげ足あしが非ひ常じょうに速はやかったので，だれも彼かれに追おいつけなかった。

11 そして，彼かれは自じ分ぶんを行いかせた者ものたちのところに帰かえり，彼かれらは全ぜん員いん誓ちかいを立たてた。すなわち，彼かれらはキシクメンがパホーランを殺ころしたことをだれにも話はなさないと，自じ分ぶんたちの永えい遠えんの造つくり主ぬしにかけて誓ちかったのである。

12 そのためキシクメンは，パホーランを殺ころしたときに姿すがたを変かえていたので，ニーファイの民たみに知しられることはなかった。そしてキシクメンも，彼かれと誓ちかった仲なか間まも，見みつかることのないように民たみの中なかに交まじっていたが，見みつかった者ものは皆みな，①死し刑けいを宣せん告こくされた。

13 さて見みよ，パクメナイが民たみの声こえによって大だいさばきつかさとなり，民たみの総そう督とくとなるように任にん命めいされ，彼かれの兄きょう弟だいパホーランに代かわって治おさめることになった。それは彼かれの権けん利りにかなっていた。これはすべてさばきつかさの統とう治ち第だい四十年ねんにあったことであり，この年としは終おわった。

14 さて，さばきつかさの統とう治ち第だい四十一年ねんに，レーマン人じんはおびただしい数かずの兵へいを集あつめて，剣つるぎと三み日か月づき刀とう，弓ゆみ，矢や，かぶと，胸むね当あて，それにあらゆる盾たてで武ぶ装そうさせていた。

15 そして彼かれらは，ニーファイ人じんと戦たたかうためにまたもややって来きた。彼かれらはコリアンタマーという名なの男おとこに率ひきいられていた。この男おとこはゼラヘムラの子し孫そんであり，ニーファイ人じんからの離り反はん者しゃであって，大おおきな強つよい男おとこであった。

16 それで，①アモロンの息むす子こで名なをツバロスというレーマン人じんの王おうは，コリアンタマーが強つよい男おとこであり，彼かれの力ちからと深ふかい知ち恵えでニーファイ人じんに立たち向むかえると思おもったので，彼かれを行いかせてニーファイ人じんを支し配はいする権けん力りょくを得えようとした。

17 そこでツバロスは，レーマン人じんを扇せん動どうして怒いからせ，自じ分ぶんの軍ぐん隊たいを集あつめ，コリアンタマーを軍ぐん隊たいの指し揮き官かんに任にん命めいして，ニーファイ人じんと戦たたかうために彼かれらをゼラヘムラの地ちへ進しん軍ぐんさせた。

18 さて，ニーファイ人じんは，政せい府ふ内ないに多おおくの争あらそいと多おおくの問もん題だいがあったので，ゼラヘムラの地ちに十じゅう分ぶんな見み張はりの兵へいを配はい置ちしていなかった。彼かれらはレーマン人じんがあえて自じ分ぶんたちの地ちの中ちゅう央おう部ぶに入はいって来きて，この大おおきな町まちゼラヘムラを攻こう撃げきすることはないと思おもっていたからである。

19 ところが，コリアンタマーは大たい軍ぐんを率ひきいて進すすみ，その町まちに住すむ者ものを襲おそったのである。しかも，彼かれらの進しん軍ぐんが非ひ常じょうに速はやかったので，ニーファイ人じんは軍ぐん隊たいを集あつめる暇ひまがなかった。

20 そのためコリアンタマーは，町まちの入いり口ぐちの近ちかくで警けい備び兵へいを切きり倒たおし，全ぜん軍ぐんを率ひきいて町まちに入はいった。そして，彼かれらは手て向むかう者ものをすべて殺ころし，町まち全体ぜんたいを占せん領りょうした。

21 さて，大だいさばきつかさであったパクメナイは，コリアンタマーから逃のがれて町まちの城じょう壁へきの所ところまで行いった。しかし，そこで城じょう壁へきに寄よりかかった状じょう態たいでコリアンタマーに討うたれ，死しんだ。このようにして，パクメナイの生しょう涯がいは終おわった。

22 コリアンタマーは，ゼラヘムラの町まちが手てに入はいったのを見みて，またニーファイ人じんがレーマン人じんの前まえから逃にげ出だし，殺ころされ，捕とらえられ，牢ろうに入いれられなどして，自じ分ぶんが全ぜん地ちで最もっとも堅けん固ごなとりでの占せん領りょうを終おえたのを見みて，心こころが奮ふるい立たち，全ぜん地ちに向むかって出でて行いこうとした。

23 そして，彼かれはゼラヘムラの地ちに長なが居いせず，大たい軍ぐんを伴ともなってバウンティフルの町まちに向むかって進しん軍ぐんした。それは，進すすんで行いって剣つるぎで道みちを切きり開ひらき，国くにの北ほく部ぶも手てに入いれようと決けつ意いしていたからである。

24 また彼かれは，ニーファイ人じんの軍ぐん隊たいの主しゅ力りょくが国くにの中ちゅう央おう部ぶにいると思おもっていたので，ニーファイ人じんが幾いくつかの小ちいさな軍ぐん隊たいに集あつまる以い外がいに集あつまる暇ひまのないように進しん軍ぐんした。このようにして，彼かれらはニーファイ人じんを攻せめ，地ちに切きり倒たおしたのであった。

25 しかし見みよ，国くにの中ちゅう央おう部ぶを通とおったこのコリアンタマーの進しん軍ぐんは，殺ころされたニーファイ人じんがおびただしい数かずに上のぼったにもかかわらず，彼かれらに対たいしてモロナイハを非ひ常じょうに有ゆう利りな立たち場ばに置おくことになった。

26 見みよ，モロナイハは，レーマン人じんがあえて国くにの中ちゅう央おう部ぶに入はいって来くることはなく，これまで行おこなってきたように，境さかいの地ちの方ほう々ぼうの町まちを攻こう撃げきして来くるであろうと思おもい，ニーファイ人じんの強つよい軍ぐん隊たいに境さかいの地ちの方ほう々ぼうを守まもらせていたからである。

27 しかし見みよ，レーマン人じんは彼かれの願ねがったようには恐おそれず，国くにの中ちゅう央おう部ぶに入はいって来きて首しゅ府ふであるゼラヘムラの町まちを奪うばい，国くにの最もっとも重じゅう要ような地ち方ほうを経けい由ゆして進すすみながら，男おとこ，女おんな，子こ供どもの区く別べつなく民たみを大おお勢ぜい殺ころし，多おおくの町まちと多おおくのとりでを占せん領りょうした。

28 モロナイハはこれを知しると，彼かれらがバウンティフルの地ちへ達たっする前まえに遠とお回まわりして彼かれらの進しん路ろを断たつため，すぐにリーハイを軍ぐん隊たいとともに派は遣けんした。

29 そして，リーハイはそのように行おこなった。彼かれはレーマン人じんがバウンティフルの地ちに達たっする前まえに，彼かれらの進しん路ろを断たって攻こう撃げきしたので，彼かれらはゼラヘムラの地ちへ向むかって退たい却きゃくし始はじめた。

30 そこでモロナイハも，退たい却きゃく中ちゅうの彼かれらの退たい路ろを断たって攻こう撃げきした。そのため，非ひ常じょうに血ちなまぐさい戦たたかいになった。まことに，多おおくの者ものが殺ころされ，殺ころされた者ものたちの中なかに①コリアンタマーもいた。

31 さて見みよ，レーマン人じんはあらゆる方ほう向こうからニーファイ人じんに取とり囲かこまれたので，北きたにも，南みなみにも，東ひがしにも，西にしにも，どの方ほう向こうにも退たい却きゃくできなかった。

32 このように，コリアンタマーがレーマン人じんをニーファイ人じんのただ中なかへ突とつ入にゅうさせたので，彼かれらはニーファイ人じんの手しゅ中ちゅうに落おちて，コリアンタマー自じ身しんも殺ころされてしまった。そして，レーマン人じんはニーファイ人じんに降こう伏ふくした。

33 そこでモロナイハは，ゼラヘムラの町まちを取とり返かえし，捕ほ虜りょになったレーマン人じんを安やすらかに国こく外がいへ去さらせた。

34 このようにして，さばきつかさの統とう治ち第だい四十一年ねんが終おわった。



第2章

ヒラマンの息むす子こヒラマン，大だいさばきつかさになる。ガデアントン，キシクメンの団だんを率ひきいる。ヒラマンの僕しもべがキシクメンを殺ころし，ガデアントンの団だんは荒あれ野のへ逃にげる。紀き元げん前ぜん約やく五十年ねんから四十九年ねんに至いたる。

1 さて，さばきつかさの統とう治ち第だい四十二年ねんに，モロナイハはニーファイ人じんとレーマン人じんの間あいだに再ふたたび和わ平へいを成せい立りつさせていたが，見みよ，さばきつかさの職しょくに就つく人ひとはだれもいなかった。そのため，だれがさばきつかさの職しょくに就つくべきかについて，民たみの中なかに再ふたたび争あらそいが起おこった。

2 そして，ヒラマンの息むす子こであるヒラマンが，民たみの声こえによって選えらばれ，さばきつかさの職しょくに就ついた。

3 しかし見みよ，以い前ぜんにパホーランを殺ころした①キシクメンは，ヒラマンをも殺ころそうとして待まち伏ぶせした。彼かれは自じ分ぶんの仲なか間まに支し援えんされ，その仲なか間まはだれにもキシクメンの悪あく事じを知しらせないという誓ちかいを立たてていた。

4 多おおくの言こと葉ばを非ひ常じょうに巧たくみに操あやつり，またひそかに殺さつ人じんと強ごう盗とうを行おこなう悪わる知ぢ恵えにも非ひ常じょうにたけていた①ガデアントンという者ものがいた。この男おとこはこのように巧たくみな者ものであったので，キシクメンの団だんの首しゅ領りょうになった。

5 そこで彼かれは，仲なか間まとキシクメンとをおだてて，もし自じ分ぶんをさばきつかさの職しょくに就つかせてくれるならば，団だんに所しょ属ぞくする者ものたちを民たみの中なかで権けん力りょくと権けん威いのある地ち位いに就つかせようと言いった。そこでキシクメンはヒラマンを殺ころそうとしたのである。

6 さて，キシクメンがヒラマンを殺ころすためにさばきつかさのもとへ向むかっていたとき，見みよ，ヒラマンの僕しもべに会あった。この僕しもべは，前まえに夜よる出でて行いって姿すがたを変かえてこの団だんに紛まぎれ込こみ，この団だんがヒラマンを殺ころすために企くわだてた計けい画かくを知しっていた。

7 そこで彼かれは，キシクメンに会あうと合あい図ずを送おくった。それでキシクメンは自じ分ぶんがしようとしていることを打うち明あけ，ヒラマンを殺ころせるように自じ分ぶんをさばきつかさの席せきに案あん内ないしてもらいたいと言いった。

8 ヒラマンの僕しもべはキシクメンの心こころがすべて分わかった。人ひとを殺ころすことが彼かれの目もく的てきであり，また人ひとを殺ころし，盗ぬすみ，権けん力りょくを得えることが彼かれの団だんに所しょ属ぞくしているすべての者ものの目もく的てきであった。（これが彼かれらの①陰いん謀ぼうであり，彼かれらの結けっ社しゃである。）ヒラマンの僕しもべはこのことを知しると，キシクメンに，「さばきつかさの席せきへ行いこう」と言いった。

9 キシクメンはこれを非ひ常じょうに喜よろこんだ。自じ分ぶんの企くわだてを遂とげられると思おもったからである。ところが見みよ，さばきつかさの席せきへ行いく途と中ちゅう，ヒラマンの僕しもべがキシクメンを心しん臓ぞうまで突つき刺さしたので，キシクメンはうめき声ごえさえ立たてずに死しんで倒たおれた。そこで，ヒラマンの僕しもべは走はしって行いき，自じ分ぶんが見みたこと，聞きいたこと，行おこなったことをすべてヒラマンに告つげた。

10 そこでヒラマンは，この強ごう盗とう団だんの者ものたちを法ほう律りつによって処しょ刑けいするために，人ひと々びとを送おくって彼かれらを捕とらえようとした。

11 しかし見みよ，ガデアントンは，キシクメンが帰かえって来こないのを知しると，自じ分ぶんが殺ころされることになるのではないかとひどく心しん配ぱいになり，仲なか間まに自じ分ぶんについて来くるように告つげた。そして彼かれらは，間かん道どうを通とおってその地ちから荒あれ野のへ逃にげ出だした。したがって，ヒラマンが彼かれらを捕とらえるために人ひと々びとを送おくったときには，彼かれらはどこにもいなかった。

12 このガデアントンのことは，後あとでもっと述のべることにする。このようにして，ニーファイの民たみのさばきつかさの統とう治ち第だい四十二年ねんが終おわった。

13 そして見みよ，あなたがたはこの書しょの終おわりで，この①ガデアントンがニーファイの民たみを覆くつがえす，まことにほとんど完かん全ぜんに滅ほろぼしてしまう元もとになることを知しるであろう。

14 見みよ，わたしが言いうのは，ヒラマン書しょの終おわりではなく，わたしがこれまで書かいてきたすべての話はなしの基もとであるニーファイの書しょの終おわりのことである。



第3章

多おおくのニーファイ人じんが北ほっ方ぽうの地ちへ移い住じゅうする。彼かれらはセメントで家いえを造つくり，また多おおくの記き録ろくを記しるす。数すう万まん人にんが改かい宗しゅうし，バプテスマを受うける。神かみの言こと葉ばは人ひとを救すくいに導みちびく。ヒラマンの息むす子こニーファイ，さばきつかさの職しょくに就つく。紀き元げん前ぜん約やく四十九年ねんから三十九年ねんに至いたる。

1 さて，さばきつかさの統とう治ち第だい四十三年ねんには，ニーファイの民たみの中なかにまったく争あらそいがなかった。ただ教きょう会かい員いんの中なかに少すこし高こう慢まんがあり，それが民たみの中なかに多た少しょうの不ふ和わを引ひき起おこしたが，第だい四十三年ねんの終おわりにはその問もん題だいは解かい決けつした。

2 また，第だい四十四年ねんには民たみの中なかにまったく争あらそいがなく，第だい四十五年ねんにもひどい争あらそいはなかった。

3 さて，第だい四十六年ねんには，ひどい争あらそいと多おおくの離り反はんがあった。そのために，ゼラヘムラの地ちを去さり，①北ほっ方ぽうの地ちへ行いってそこに住すもうとした者ものが非ひ常じょうに大おお勢ぜいいた。

4 彼かれらは非ひ常じょうに遠とおくまで旅たびをし，幾いくつもの①大おおきな湖こ沼しょうと多おおくの川かわのある所ところに着ついた。

5 そして，彼かれらはその地ちの全ぜん域いきに広ひろがった。以い前ぜんにその地ちに住すんでいた多おおくの者もののために荒あらされておらず，樹じゅ木もくもなくなっていない方ほう々ぼうの地ち方ほうに広ひろがった。

6 その地ちはどこも樹じゅ木もくのほかは少すこしも荒あれていなかった。しかし，前まえにその地ちに住すんでいた人ひと々びとの①滅めつ亡ぼうがひどかったので，②荒あれ果はてた地ちと呼よばれた。

7 その地ちの面おもてには樹じゅ木もくがほとんどなかったので，そこへやって来きた人ひと々びとはセメントの工こう事じが非ひ常じょうに上じょう手ずになった。そこで彼かれらは，セメント造づくりの家いえを建たてて住すんだ。

8 そして彼かれらは増ふえ，広ひろがり，南なん方ぽうの地ちから北ほっ方ぽうの地ちへ移うつり，広ひろがったので，南みなみの海うみから北きたの海うみまで，①西にしの海うみから東ひがしの海うみまで，全ぜん地ちの面おもてを覆おおい始はじめた。

9 北ほっ方ぽうの地ちにいた人ひと々びとは天てん幕まくやセメント造づくりの家いえに住すんでいた。そして彼かれらは，その地ちの面おもてに生はえる木きはどんなものでも育そだてるようにして，将しょう来らい材ざい木もくを得えて自じ分ぶんたちの家いえを建たてられるように，まことに自じ分ぶんたちの町まちを築きずき，自じ分ぶんたちの神しん殿でんや会かい堂どう，聖せい堂どう，そのほかあらゆる建たて物ものを建たてられるようにした。

10 そして，北ほっ方ぽうの地ちには材ざい木もくが非ひ常じょうに乏とぼしかったので，南なん方ぽうの地ちの人ひと々びとは①船ふねで多おおくの材ざい木もくを送おくった。

11 このようにして，彼かれらは北ほっ方ぽうの地ちの人ひと々びとが，多おおくの町まちを木きとセメントの両りょう方ほうで建けん設せつできるようにした。

12 そして，生うまれがレーマン人じんであった①アンモンの民たみも，多おおくの者ものがこの地ちに移うつった。

13 ところで，この民たみの多おおくの者ものがこの民たみの行おこなってきたことを書かき続つづけてたくさんの記き録ろくを残のこしており，その記き録ろくは詳しょう細さいで非ひ常じょうに大たい部ぶである。

14 しかし見みよ，この民たみが行おこなってきたことの百分ぶんの一も，この書しょに載のせることができない。すなわち，レーマン人じんについての話はなしとニーファイ人じんについての話はなし，彼かれらの戦せん争そうと争あらそいと不ふ和わ，宣せん教きょうと預よ言げん，海かい運うんと船ふねの建けん造ぞう，①神しん殿でんと会かい堂どうと聖せい堂どうの建けん設せつ，義ぎと悪あく，殺さつ人じんと強ごう盗とうと略りゃく奪だつ，あらゆる忌いまわしい行おこないとみだらな行おこない，これらについての話はなしの百分ぶんの一も載のせることはできない。

15 しかし見みよ，多おおくの書しょとあらゆる多おおくの記き録ろくがある。これらはおもにニーファイ人じんが書かき記しるしてきたものである。

16 そして，ニーファイ人じんが戒いましめに背そむき，殺ころされ，略りゃく奪だつされ，狩かり出だされ，追おい出だされ，虐ぎゃく殺さつされ，地ちの面おもてに散ちらされ，レーマン人じんと交まじってもはやニーファイ人じんと①呼よばれなくなり，邪じゃ悪あくで野や蛮ばんで残ざん忍にんになり，まことにレーマン人じんになってしまうまで，これらはニーファイ人じんによって代よ々よ②伝つたえられてきた。

17 さて，わたしの話はなしに戻もどろう。わたしがこれまで述のべてきたことは，ニーファイの民たみの中なかにひどい争あらそい，騒そう動どう，内ない戦せん，不ふ和わがあった後のちに起おこったことである。

18 さばきつかさの統とう治ち第だい四十六年ねんが終おわった。

19 そして，この地ちにはなお，第だい四十七年ねんにも，第だい四十八年ねんにもひどい争あらそいがあった。

20 それでもヒラマンは，公こう正せいと公こう平へいをもってさばきつかさの職しょくを務つとめた。まことに彼かれは，神かみの掟おきてと裁さい決けつと戒いましめを守まもるように努つとめた。そして，引ひき続つづき神かみの目めから見みて正ただしいことを行おこなった。また彼かれは，自じ分ぶんの父ちちの道みちを歩あゆんだので，この地ちで栄さかえた。

21 さて，彼かれには二人ふたりの息むす子こがおり，兄あにに①ニーファイという名なを付つけ，弟おとうとに②リーハイという名なを付つけた。そして，二人ふたりは成せい長ちょうして主しゅの役やくに立たつようになった。

22 そして，ニーファイの民たみのさばきつかさの統とう治ち第だい四十八年ねんの末すえには，ニーファイ人じんの民たみの中なかの内ない戦せんと争あらそいは多た少しょう収おさまり始はじめた。

23 さて，さばきつかさの統とう治ち第だい四十九年ねんには，秘ひ密みつ結けっ社しゃを別べつにして，国こく内ないは引ひき続つづき平へい和わが確かく立りつされていた。強ごう盗とうの①ガデアントンは，人ひと々びとが住すんでいる地ち域いきの大たい半はんですでにこの秘ひ密みつ結けっ社しゃを設もうけていたが，当とう時じこの秘ひ密みつ結けっ社しゃは，政せい府ふの指し導どう的てきな立たち場ばにある人ひと々びとには知しられていなかったので，この国くにから駆く逐ちくされていなかった。

24 そして，この同おなじ年としに，教きょう会かいは非ひ常じょうに大おおきな発はっ展てんを遂とげ，数すう千せん人にんが教きょう会かいに加くわわって悔くい改あらためのためのバプテスマを受うけた。

25 教きょう会かいの発はっ展てんは著いちじるしく，また人ひと々びとに注そそがれた祝しゅく福ふくはとても多おおく，大だい祭さい司したちや教きょう師したちでさえ非ひ常じょうに驚おどろいたほどであった。

26 そして，主しゅの業わざは発はっ展てんし，バプテスマを受うけて神かみの教きょう会かいに加くわわった人ひとは多おおく，まことに数すう万まん人にんに及およんだ。

27 これによって分わかるように，主しゅは，真ま心ごころから主しゅの聖せいなる名なを呼よぼうとするすべての人ひとに憐あわれみをかけられる。

28 まことに，これによって分わかるように，天てんの①門もんは②すべての人ひとに，言いい換かえれば，神かみの御おん子こイエス・キリストの名なを信しんじようとする人ひと々びとに開ひらかれているのである。

29 まことに，望のぞむ者ものはだれでも，神かみの①言こと葉ばを手てに入いれることができるということも，わたしたちに分わかるのである。この神かみの言こと葉ばは②生いきていて力ちからがあり，悪あく魔まの悪わる知ぢ恵えとわなと策さく略りゃくをことごとく断たつ。また，悪あく人にんをのみ込こむために備そなえられている，あの不ふ幸こうの永えい遠えんの③淵ふちを横よこ切ぎる細ほそくて④狭せまい道みちにあって，キリストの人ひとを導みちびき，

30 また彼かれらを，まことに彼かれらの不ふ滅めつの霊れいを天てんの王おう国こくにおられる神かみの①右みぎに至いたらせ，もはや外そとに出だされることなく，アブラハム，イサク，ヤコブ，およびわたしたちのすべての聖せいなる先せん祖ぞとともに座ざに着つかせるものである。

31 この年としには，ゼラヘムラの地ちと周しゅう辺へんのすべての地ち方ほう，まことにニーファイ人じんが所しょ有ゆうしていた全ぜん地ちに引ひき続つづき喜よろこびがあった。

32 そして，第だい四十九年ねんの残のこりの期き間かんは平へい和わであり，非ひ常じょうに大おおきな喜よろこびがあった。また，さばきつかさの統とう治ち第だい五十年ねんも引ひき続つづき平へい和わであり，大おおきな喜よろこびがあった。

33 さばきつかさの統とう治ち第だい五十一年ねんも，教きょう会かいの中なかに入はいり込こんできた高こう慢まんを別べつにすれば，平へい和わであった。教きょう会かいの中なかに入はいり込こんできたと言いったが，神かみの教きょう会かいの中なかではなく，神かみの教きょう会かいに属ぞくしていると公こう言げんする人ひと々びとの心こころの中なかに入はいり込こんできたのである。

34 そして彼かれらは①高こう慢まんになり，多おおくの兄きょう弟だいたちを迫はく害がいするようになった。これは大おおきな悪あくであり，このために彼かれらよりも謙けん遜そんな人ひと々びとはひどい迫はく害がいを受うけ，多おおくの苦く難なんを踏ふみ越こえなければならなかった。

35 それでも彼かれらは，しばしば①断だん食じきして②祈いのり，ますます③謙けん遜そんになり，ますますキリストを信しんじる信しん仰こうを確かっ固ことしたものにしたので，喜よろこびと慰なぐさめで満みたされ，まことに④清きよめられ，心こころの⑤聖きよめを受うけた。この聖きよめは，彼かれらが心こころを神かみに⑥従したがわせたために受うけたのである。

36 そして，第だい五十二年ねんも平へい穏おんに終おわったが，民たみの心こころの中なかには大たい変へんにひどい高こう慢まんが入はいり込こんでいた。それは彼かれらが非ひ常じょうに豊ゆたかに①富とみ，その地ちで栄さかえていたためであり，それは日ひに日ひに募つのってきた。

37 さて，さばきつかさの統とう治ち第だい五十三年ねんにヒラマンが死しんで，彼かれの長ちょう男なんニーファイが彼かれに代かわって治おさめ始はじめた。彼かれは公こう正せいと公こう平へいをもってさばきつかさの職しょくを務つとめ，まことに，神かみの戒いましめを守まもり，自じ分ぶんの父ちちの道みちを歩あゆんだ。



第4章

ニーファイ人じんの離り反はん者しゃとレーマン人じん，軍ぐん隊たいを連れん合ごうして，ゼラヘムラの地ちを奪うばう。ニーファイ人じん，自みずからの悪あく事じのために敗はい北ぼくする。教きょう会かいは衰おとろえ，民たみはレーマン人じんのように弱よわくなる。紀き元げん前ぜん約やく三十八年ねんから三十年ねんに至いたる。

1 さて，第だい五十四年ねんに教きょう会かい内ないに多おおくの不ふ和わがあった。また，民たみの中なかにも①争あらそいがあり，多おおくの流りゅう血けつがあった。

2 そして謀む反ほんを起おこした者ものたちは，殺ころされたり，国くにから追つい放ほうされたりした。そこでこれらの者ものは，レーマン人じんの王おうのもとへ行いった。

3 そして彼かれらは，レーマン人じんを扇せん動どうしてニーファイ人じんと戦たたかわせようとしたが，見みよ，レーマン人じんは非ひ常じょうに恐おそれて，離り反はん者しゃたちの言こと葉ばを聴きこうとしなかった。

4 ところが，さばきつかさの統とう治ち第だい五十六年ねんにも，ニーファイ人じんのもとからレーマン人じんのもとへ行いった①離り反はん者しゃたちがおり，彼かれらはほかの者ものたちとともに，レーマン人じんを扇せん動どうしてニーファイ人じんに対たいして怒いかりを抱いだかせるのに成せい功こうした。そこで，彼かれらはその年としの間あいだ，戦せん争そうの準じゅん備びをした。

5 第だい五十七年ねんに，彼かれらはニーファイ人じんのもとに来きて戦たたかい，死しの業わざを開かい始しした。そして，さばきつかさの統とう治ち第だい五十八年ねんに，彼かれらはゼラヘムラの地ちと，またバウンティフルの地ちに近ちかい地ち方ほうまですべての地ちを占せん領りょうすることに成せい功こうした。

6 そして，ニーファイ人じんとモロナイハの軍ぐん隊たいは，バウンティフルの地ちに追おい込こまれた。

7 そこで彼かれらは，西にしの海うみから東ひがしの海うみに至いたるまで，その地ちでレーマン人じんに対たいする防ぼう備びを固かためた。彼かれらが北きたの地ちを守まもるために防ぼう備びを固かためて軍ぐん隊たいを配はい備びしたその境きょう界かい線せん上じょうでは，西にしの海うみから東ひがしの海うみまで，ニーファイ人じんが一日にち旅たびをすれば行いける距きょ離りであった。

8 このようにして，ニーファイ人じんの離り反はん者しゃたちは，レーマン人じんの大たい軍ぐんの助たすけを得えて，南なん方ぽうの地ちにあるニーファイ人じんの領りょう土どをすべて手てに入いれたのであった。これはすべて，さばきつかさの統とう治ち第だい五十八年ねんと第だい五十九年ねんにあったことである。

9 さて，さばきつかさの統とう治ち第だい六十年ねんに，モロナイハは軍ぐん隊たいをもってその地ちの多おおくの地ち方ほうを手てに入いれることに成せい功こうした。まことに，彼かれらはレーマン人じんの手てに落おちていた多おおくの町まちを取とり返かえした。

10 そして，さばきつかさの統とう治ち第だい六十一年ねんには，彼かれらは自じ分ぶんたちの全ぜん領りょう土どの半はん分ぶんまで取とり返かえすことに成せい功こうした。

11 ところで，ニーファイ人じんの被こうむったこの大おおきな損そん害がいと，彼かれらの中なかで行おこなわれたひどい殺さつ戮りくは，彼かれらの中なかにあった悪あく事じと忌いまわしい行おこないがもしもなかったならば，起おこらなかったであろう。この悪あく事じと忌いまわしい行おこないは，神かみの教きょう会かいに属ぞくしていると公こう言げんする者ものたちの中なかにもあった。

12 彼かれらは非ひ常じょうに①富とんでいたために心こころが②高こう慢まんになり，また飢うえている者ものに食しょく物もつを与あたえず，着きる物もののない者ものに着きる物ものを与あたえず，謙けん遜そんな同胞はらからの頬ほおを打うつなどして③貧まずしい者ものを虐しいたげ，神しん聖せいなものをあざけり，預よ言げんと啓けい示じの霊れいを否ひ定ていし，人ひとを殺ころし，略りゃく奪だつし，偽いつわりを言いい，盗ぬすみ，姦かん淫いんを犯おかし，ひどい争あらそいを起おこし，ニーファイの地ちへ逃にげて行いってレーマン人じんに加くわわったために，

13 すなわち，彼かれらはこのように大おおきな悪あく事じを行おこなったために，また自じ分ぶんの力ちからを①誇ほこったために，自じ分ぶんの力ちからしか頼たよれない状じょう態たいに置おかれたのであった。したがって，彼かれらは栄さかえることなく，苦くるしめられ，悩なやまされ，レーマン人じんの前まえから追おい出だされて，とうとうほとんどすべての所しょ有ゆう地ちを失うしなってしまった。

14 しかし見みよ，モロナイハは民たみが罪ざい悪あくを犯おかしていたので彼かれらに多おおくのことを説とき，またヒラマンの息むす子こである①ニーファイとリーハイも民たみに多おおくのことを説とき，また彼かれらの罪つみ深ぶかい状じょう態たいと，罪つみを悔くい改あらためなければ彼かれらに起おこることについて，多おおくのことを預よ言げんした。

15 そこで，彼かれらは悔くい改あらためた。そして，悔くい改あらためた程てい度どに応おうじて栄さかえ始はじめた。

16 モロナイハは民たみが悔くい改あらためたのを見みると，大だい胆たんにもあちらこちらに，また町まちから町まちへと彼かれらを率ひきいて行いき，ついに彼かれらは自じ分ぶんたちの所しょ有ゆう物ぶつの半はん分ぶんとすべての所しょ有ゆう地ちの半分はんぶんを取とり返かえした。

17 このようにして，さばきつかさの統とう治ち第だい六十一年ねんが終おわった。

18 さて，さばきつかさの統とう治ち第だい六十二年ねんには，モロナイハはそれ以い上じょうレーマン人じんから領りょう土どを取とり返かえすことができなかった。

19 それで彼かれらは，残のこりの土と地ちを手てに入いれる計けい画かくを断だん念ねんした。レーマン人じんが非ひ常じょうに大おお勢ぜいであったので，ニーファイ人じんは彼かれらに勝まさって勢せい力りょくを得えることが不ふ可か能のうになったからである。そこでモロナイハは，それまでに取とり返かえした地ち方ほうを守まもるために，自じ分ぶんの全ぜん軍ぐんを使つかった。

20 そして，レーマン人じんの数かずが非ひ常じょうに多おおかったので，ニーファイ人じんは打うち負まかされ，踏ふみにじられ，殺ころされ，滅ほろぼされるのではないかとひどく恐おそれた。

21 まことに彼かれらは，アルマの預よ言げんとモーサヤの言こと葉ばを思おもい出だし始はじめた。そして彼かれらは，自じ分ぶんたちが強ごう情じょうな民たみであったこと，また神かみの戒いましめを軽かろんじてきたこと，

22 自じ分ぶんたちがモーサヤの①法ほう律りつ，すなわち主しゅが民たみに与あたえるようにとモーサヤに命めいじられた法ほう律りつを変へん更こうし，足あしで踏ふみつけてきたことを知しった。また彼かれらは，自じ分ぶんたちの法ほう律りつが不ふ正せいなものになってしまったこと，そして自じ分ぶんたちが邪じゃ悪あくな民たみになってしまったために，まさにレーマン人じんのように悪わるくなっていることを知しった。

23 また，彼かれらの罪ざい悪あくのために，教きょう会かいは①衰おとろえ始はじめていた。そして彼かれらは，預よ言げんの霊れいと啓けい示じの霊れいを信しんじなくなり，神かみの裁さばきは彼かれらの目もく前ぜんに迫せまっていた。

24 彼かれらは，自じ分ぶんたちが同胞はらからのレーマン人じんのように①弱よわくなってしまったこと，また主しゅの御み霊たまがもはや自じ分ぶんたちを守まもってくださらないことを知しった。まことに，②主しゅの御み霊たまは③清きよくない宮みやにはとどまらないので，彼かれらから去さってしまわれたのである。

25 したがって主しゅは，奇き跡せきを起おこすたぐいない力ちからで彼かれらを守まもることをおやめになった。彼かれらが①不ふ信しん仰こうな，ひどい邪じゃ悪あくな状じょう態たいに陥おちいっていたからである。また彼かれらは，レーマン人じんが自じ分ぶんたちよりもはるかに大おお勢ぜいであり，もし自じ分ぶんたちが主しゅなる神かみに堅かたく②すがらなければ必かならず滅ほろびるに違ちがいないということを知しった。

26 見みよ，彼かれらは，レーマン人じんの兵へい力りょくが自じ分ぶんたちの兵へい力りょくと同どう等とうであり，一人ひとり一人ひとりを比くらべても同どう等とうであることを知しったからである。このように彼かれらは大おおきな背そむきに陥おちいっていた。まことに，彼かれらは背そむきに陥おちいったので，このように，①わずかな歳さい月げつで弱よわくなってしまったのであった。



第5章

ニーファイとリーハイ，宣せん教きょうに専せん念ねんする。この二人ふたりの名なは，先せん祖ぞに倣ならって生せい活かつするように彼かれらを促うながすものである。キリストは悔くい改あらためる人ひと々びとを贖あがなわれる。ニーファイとリーハイ，多おおくの人ひとを改かい宗しゅうさせ，投とう獄ごくされ，火ひに包つつまれる。暗あん黒こくの雲くもが三百人にんを覆おおう。大だい地ちが揺ゆれ動うごき，悔くい改あらためるように命めいじる声こえが人ひと々びとに聞きこえる。ニーファイとリーハイ，天てん使したちと語かたり，群ぐん衆しゅうは火ひに包つつまれる。紀き元げん前ぜん約やく三十年ねん。

1 さて，この同おなじ年としに，見みよ，①ニーファイはセゾーラムという名なの人ひとにさばきつかさの職しょくを譲ゆずった。

2 それは，ニーファイ人じんの法ほう律りつと彼かれらの政せい体たいが①民たみの声こえによって定さだめられ，②悪あくを選えらんだ者ものが善ぜんを選えらんだ者ものよりもはるかに大おお勢ぜいであったために，法ほう律りつが改かい悪あくされて彼かれらの滅めつ亡ぼうの機きが熟じゅくしていたからである。

3 また，これだけではない。彼かれらは強ごう情じょうな民たみであったので，法ほう律りつによっても正せい義ぎによっても彼かれらを治おさめることができず，ただ滅めつ亡ぼうがあるのみであった。

4 そしてニーファイは，彼かれらの罪ざい悪あくにうんざりしてしまった。そこで彼かれはさばきつかさの職しょくを①譲ゆずり，神かみの言こと葉ばを宣のべ伝つたえる務つとめに余よ生せいをささげた。また，彼かれの弟おとうとリーハイも同おなじ務つとめに余よ生せいをささげた。

5 彼かれらは父ちちヒラマンが自じ分ぶんたちに語かたった言こと葉ばを思おもい出だしたからである。ヒラマンが語かたった言こと葉ばは次つぎのとおりである。

6 「見みよ，わが子こらよ，わたしはあなたたちが神かみの戒いましめを守まもることを忘わすれないようにと願ねがっている。また，次つぎの言こと葉ばを民たみに告つげ知しらせてもらいたい。見みよ，わたしは，エルサレムの地ちからやって来きたわたしたちの最さい初しょの①先せん祖ぞの名なを，あなたたちに付つけた。わたしがこうしたのは，あなたたちが自じ分ぶんの名なを思おもうときに先せん祖ぞを思おもい起おこせるように，そして先せん祖ぞを思おもい起おこすときに先せん祖ぞの行おこないを思おもい起おこせるように，そして先せん祖ぞの行おこないを思おもい起おこすときに，先せん祖ぞの行おこないが②善よかったことがどのように言いい伝つたえられ，書かき記しるされているか分わかるようにするためである。

7 わが子こらよ，あなたたちは先せん祖ぞについて言いい伝つたえられ，書かき記しるされてきたように，自じ分ぶんたちについても言いい伝つたえられ，書かき記しるされるように善よいことをしてもらいたい。

8 わが子こらよ，見みよ，あなたたちに望のぞむことがもう少すこしある。それは，誇ほこるためにこれらのことを行おこなうのではなく，まことに永えい遠えんの，消きえてなくなることのない①宝たからを自じ分ぶん自じ身しんのために天てんに蓄たくわえるため，これらのことを行おこなうようにということ，そしてわたしたちの先せん祖ぞにすでに与あたえられていると考かんがえて当とう然ぜんである，あの②貴とうとい永えい遠えんの命いのちの賜たま物ものをあなたたちも持もてるようにということである。

9 おお，覚おぼえておきなさい。わが子こらよ，ベニヤミン王おうが彼かれの民たみに語かたった①言こと葉ばを覚おぼえておきなさい。まことに，将しょう来らい来こられるイエス・キリストの②贖あがないの血ちによってのみ人ひとは救すくわれるのであり，ほかには一いっ切さい道みちも手しゅ段だんもないことを覚おぼえておきなさい。まことに，イエス・キリストが③世よを④贖あがなうために来こられることを覚おぼえておきなさい。

10 また，アミュレクがアモナイハの町まちでゼーズロムに語かたった①言こと葉ばも覚おぼえておきなさい。アミュレクは彼かれに，主しゅは確たしかに主しゅの民たみを贖あがなうために来こられるが，彼かれらを罪つみのあるまま贖あがなうためではなく，彼かれらを罪つみから贖あがなうために来こられるのであると語かたった。

11 主しゅは，彼かれらが悔くい改あらためるときに彼かれらを罪つみから贖あがなうために，御おん父ちちから授さずけられた力ちからを持もっておられるのである。したがって，主しゅは悔くい改あらための条じょう件けんについて告つげ知しらせるために，天てん使したちを①遣つかわしてこられた。この悔くい改あらためは人ひと々びとを贖あがない主ぬしの力ちからのもとに導みちびき，彼かれらに救すくいを得えさせるものである。

12 わが子こらよ，覚おぼえておきなさい。あなたたちは，神かみの御おん子こでありキリストである贖あがない主ぬしの①岩いわの上うえに②基もといを築きずかなければならないことを覚おぼえておきなさい。そうすれば，悪あく魔まが大おお風かぜを，まことに旋せん風ぷうの中なかに悪あく魔まの矢やを送おくるときにも，まことに悪あく魔まの雹ひょうと③大おお嵐あらしがあなたたちを打うつときにも，それには不ふ幸こうと無む窮きゅうの苦く悩のうの淵ふちにあなたたちを引ひきずり落おとす力ちからはない。なぜならば，あなたたちは堅けん固ごな基もといであるその岩いわの上うえに建たてられており，人ひとはその基もといの上うえに築きずくならば，倒たおれることなどあり得えないからである。」

13 さてこれは，ヒラマンが息むす子こたちに①教おしえた言こと葉ばである。まことに，彼かれはここに書かき記しるされていない多おおくのことと，ここに書かき記しるされている多おおくのことを彼かれらに教おしえた。

14 ヒラマンの息むす子こたちは父ちちの言こと葉ばを思おもい出だしたので，神かみが命めいじられるままに，ニーファイのすべての民たみの中なかで神かみの言こと葉ばを教おしえるために出でて行いった。そして，最さい初しょにバウンティフルの町まちで教おしえた。

15 そして，そこからギドの町まちへ行いき，ギドの町まちからミュレクの町まちへ行いった。

16 そして，町まちから町まちへと巡めぐって，ついに彼かれらは南なん方ぽうの地ちにいたすべてのニーファイの民たみの間あいだを巡めぐり終おえ，そこからゼラヘムラの地ちへ行いってレーマン人じんの中なかに入はいって行いった。

17 そして彼かれらは，大おおきな力ちからをもって教おしえを説とき，前まえにニーファイ人じんから別わかれて去さった①離り反はん者しゃたちの多おおくを説とき破やぶった。そこで，これらの者ものたちは進すすみ出でて，罪つみを告こく白はくし，悔くい改あらためのためのバプテスマを受うけ，以い前ぜんにニーファイ人じんに対たいして自じ分ぶんたちが行おこなった不ふ当とうな仕し打うちを償つぐなうために，すぐにニーファイ人じんのもとに帰かえって行いった。

18 そしてニーファイとリーハイは，レーマン人じんにも同おなじように大おおきな力ちからと権けん能のうをもって教おしえを説といた。彼かれらは①語かたることができるように力ちからと権けん能のうを与あたえられており，また語かたるべき事こと柄がらも示しめされたからである。

19 そこで彼かれらは語かたってレーマン人じんを非ひ常じょうに驚おどろかせ，彼かれらに①確かく信しんを抱いだかせたので，ゼラヘムラの地ちとその周まわりで悔くい改あらためのためのバプテスマを受うけ，自じ分ぶんたちの先せん祖ぞの言いい伝つたえが正ただしくないことを確かく信しんしたレーマン人じんは八千人にんに上のぼった。

20 そして，ニーファイとリーハイはそこからニーファイの地ちへ向むかった。

21 さて，彼かれらは，レーマン人じんの軍ぐん隊たいに捕とらえられ，①牢ろうに入いれられてしまった。まことに，アンモンと彼かれの同どう僚りょうたちがリムハイの部ぶ下かによって入いれられた，あの牢ろうであった。

22 ニーファイとリーハイが食たべ物ものもなく牢ろうに入いれられたまま幾いく日にちも過すぎてから，見みよ，人ひと々びとが二人ふたりを連つれ出だして殺ころそうと，牢ろうの中なかに入はいって来きた。

23 さて，ニーファイとリーハイは①火ひのようなものに包つつまれていた。そのため，人ひと々びとは自じ分ぶんたちが焼やかれてしまうのではないかと恐おそれ，あえて二人ふたりに手てをかけようとしなかった。それでも，ニーファイとリーハイは焼やかれなかった。二人ふたりは火ひの中なかに立たっているようでありながら焼やかれなかった。

24 二人ふたりは，自じ分ぶんたちが①火ひの柱はしらに包つつみ込こまれていながらも焼やかれないのを見みて，心こころに勇ゆう気きを得えた。

25 二人ふたりは，レーマン人じんがあえて自じ分ぶんたちに手てをかけようとせず，またあえて近ちかづこうともせず，驚おどろきのあまり物ものが言いえなくなったかのような有あり様さまで立たっているのを見みたからである。

26 そこで，ニーファイとリーハイは進すすみ出でて，彼かれらに語かたり始はじめた。「恐おそれてはならない。見みよ，あなたがたにこの驚おどろくべきことを示しめされたのは神かみである。わたしたちに手てをかけて殺ころすことはできないということが，これによってあなたがたに示しめされているのである。」

27 見みよ，二人ふたりがこれらの言こと葉ばを語かたり終おえると，大だい地ちが激はげしく揺ゆれ動うごき，牢ろうの壁かべがまさに地ちに崩くずれ落おちるほどに揺ゆれた。それでも見みよ，壁かべは倒たおれなかった。また見みよ，牢ろうの中なかにいた者ものたちは，レーマン人じんと，離り反はん者しゃのニーファイ人じんであった。

28 そして彼かれらは，①暗あん黒こくの雲くもに覆おおわれ，非ひ常じょうな恐きょう怖ふに襲おそわれた。

29 そして，その暗あん黒こくの雲くもの上うえの方ほうから聞きこえるかのように，一つの①声こえがあって言いった。「悔くい改あらためよ，悔くい改あらためよ。よきおとずれを告つげ知しらせるためにあなたがたのもとに遣つかわした僕しもべたちを，二に度どと滅ほろぼそうとしてはならない。」

30 さて，彼かれらはこの声こえを聞きいたが，見みよ，それは雷かみなりのような声こえではなく，大おおきな騒そう々ぞうしい音おとでもなく，見みよ，まるでささやきのような，まったく優やさしい①静しずかな声こえであり，それでいて心こころの底そこまでも貫つらぬいた。

31 その声こえは優やさしかったにもかかわらず，見みよ，大だい地ちは激はげしく揺ゆれ動うごき，まさに地ちに崩くずれ落おちるほどに牢ろうの壁かべは再ふたたび揺ゆれた。見みよ，彼かれらを覆おおっていた暗あん黒こくの雲くもは消きえ去さらなかった。

32 そして見みよ，再ふたたび声こえが聞きこえた。「悔くい改あらためよ，悔くい改あらためよ。天てんの王おう国こくは近ちかいからである。二に度どとわたしの僕しもべたちを滅ほろぼそうとしてはならない。」その後のち，再ふたたび大だい地ちが揺ゆれ動うごき，壁かべが揺ゆれた。

33 それから三度ど目めの声こえが聞きこえ，人ひとに言いい表あらわせない驚おどろくべき言こと葉ばを彼かれらに告つげた。そして，またもや壁かべが揺ゆれ，大だい地ちがまさに引ひき裂さけるほどに揺ゆれ動うごいた。

34 さてレーマン人じんは，暗あん黒こくの雲くもに覆おおわれていたので，逃にげることができなかった。また恐きょう怖ふに打うたれていたので，動うごくこともできなかった。

35 このレーマン人じんの中なかに，生うまれがニーファイ人じんで，かつて神かみの教きょう会かいに属ぞくしていたが，その後ご教きょう会かいから離り反はんしていた者ものが一人ひとりいた。

36 そして，彼かれは振ふり返かえると，見みよ，暗あん黒こくの雲くもを通とおしてニーファイとリーハイの顔かおを見みた。すると見みよ，二人ふたりの顔かおはまるで天てん使しの顔かおのように非ひ常じょうに①輝かがやいていた。また彼かれは，二人ふたりが目めを天てんに向むけて，二人ふたりには見みえているある人ひとに語かたりかけて，すなわち声こえを上あげているような様よう子すであるのも見みた。

37 そこでこの男おとこは大おお勢ぜいの者ものたちに，振ふり向むいて見みるように叫さけんだ。そして見みよ，振ふり向むいて見みる力ちからが彼かれらに与あたえられたので，彼かれらはニーファイとリーハイの顔かおを見みた。

38 そして彼かれらはその男おとこに，「見みよ，これは一体いったいどういうことなのだ。この者ものたちが話はなしている相あい手てはだれなのか」と尋たずねた。

39 その男おとこの名なはアミナダブといった。アミナダブは彼かれらに，「二人ふたりは神かみの天てん使したちと話はなしている」と言いった。

40 そこで，レーマン人じんは彼かれに，「我われ々われを覆おおっているこの暗あん黒こくの雲くもが離はなれ去さるようにするには，我われ々われは①どうすればよいのか」と言いった。

41 そこでアミナダブは彼かれらに，「あなたがたは①悔くい改あらためて，アルマとアミュレクとゼーズロムがあなたがたに教おしえた，キリストを信しんじる②信しん仰こうを持もてるまで，先さきほどの声こえに向むかって叫さけび求もとめなければならない。このようにするときに，あなたがたを覆おおっている暗あん黒こくの雲くもは離はなれ去さるだろう」と言いった。

42 そこで，彼かれらは皆みな，大だい地ちを震ふるわせた御お方かたの声こえに向むかって叫さけび求もとめ，まことに，暗あん黒こくの雲くもが消きえ去さるまで叫さけび求もとめた。

43 そして周まわりを見み回まわすと，彼かれらを覆おおっていた暗あん黒こくの雲くもは離はなれ去さり，見みよ，彼かれらは一人ひとり残のこらず火ひの柱はしらに①包つつみ込こまれていた。

44 そして，ニーファイとリーハイが彼かれらの真まん中なかにいた。まことに，彼かれらは包つつみ込こまれ，まるで燃もえる火ひの中なかにいるかのようであったが，その火ひは彼かれらを損そこなうことなく，また牢ろうの壁かべに燃もえつくこともなかった。また彼かれらは，言いいようのない，栄えい光こうに満みちた①喜よろこびに満みたされた。

45 そして見みよ，神かみの①聖せいなる御み霊たまが天てんから降くだって，彼かれらの心こころの中なかに入はいられたので，彼かれらはあたかも火ひで満みたされたかのようになり，驚おどろくべき言こと葉ばを②語かたることができた。

46 そして彼かれらに声こえが，すなわち，まるでささやくような快こころよい声こえが聞きこえた。

47 「①平へい安あんがあるように。あなたがたは世よの初はじめからいる，わたしの心こころから愛あいする者ものを信しんじているので，あなたがたに平へい安あんがあるように。」

48 彼かれらはこの声こえを聞きくと，どこから声こえが聞きこえてくるのか見みようとするかのように仰あおぎ見みた。すると見みよ，①天てんが開ひらくのが見みえた。そして，天てん使したちが天てんから降くだって来きて，彼かれらに仕つかえた。

49 これらのことを見み聞ききした者ものはおよそ三百人にんであった。彼かれらは不ふ思し議ぎに思おもうことなく，また疑うたがうこともなく出でて行いくように命めいじられた。

50 そこで，彼かれらは出でて行いき，民たみを教おしえ，自じ分ぶんたちが見み聞ききしたすべてのことを，周まわりのすべての地ち方ほうに告つげ知しらせた。その結けっ果か，レーマン人じんの大たい半はんがそれらのことを確かく信しんするようになった。彼かれらの得えた証しょう拠こが偉い大だいであったからである。

51 そして，①確かく信しんを得えた者ものたちは皆みな，武ぶ器きを捨すて，また憎ぞう悪おと先せん祖ぞの言いい伝つたえも捨すてた。

52 そして彼かれらは，ニーファイ人じんの所しょ有ゆう地ちをニーファイ人じんに譲ゆずり渡わたした。



第6章

義ぎ人じんのレーマン人じん，悪あく人にんのニーファイ人じんに教おしえを説とく。民たみはともに栄さかえ，平へい和わで豊ゆたかな時じ代だいを迎むかえる。罪つみの根こん源げんであるルシフェル，悪あく人にんとガデアントンの強ごう盗とうたちの心こころをかき立たて，殺さつ人じんと悪あく事じを行おこなわせる。強ごう盗とうたち，ニーファイ人じんの政せい権けんを握にぎる。紀き元げん前ぜん約やく二十九年ねんから二十三年ねんに至いたる。

1 さて，さばきつかさの統とう治ち第だい六十二年ねんが終おわったときには，これらのことがすべて起おこり，レーマン人じんはその大たい半はんが義ぎ人じんになっていたので，レーマン人じんの①義ぎはニーファイ人じんの義ぎをしのいでいた。彼かれらは確かっ固ことして揺ゆるぎない信しん仰こうを抱いだいていたからである。

2 見みよ，ニーファイ人じんの多おおくは①かたくなになり，悔くい改あらためをせず，非ひ常じょうに邪じゃ悪あくになっていたので，神かみの言こと葉ばと彼かれらの中なかで行おこなわれた宣せん教きょうと預よ言げんを少すこしも受うけ入いれなかった。

3 にもかかわらず，教きょう会かいの人ひと々びとは，レーマン人じんが改かい宗しゅうしたことと，レーマン人じんの中なかに神かみの教きょう会かいが設せつ立りつされたことで大おおきな喜よろこびを得えた。そして両りょう者しゃは互たがいに①親したしく交まじわり，またともに喜よろこび，大おおきな幸しあわせを得えた。

4 そして，多おおくのレーマン人じんがゼラヘムラの地ちにやって来きて，自じ分ぶんたちが①改かい宗しゅうした次し第だいをニーファイ人じんの民たみに告つげ知しらせ，信しん仰こうをもって悔くい改あらためるように勧すすめた。

5 そして，多おおくの者ものが非ひ常じょうに大おおきな力ちからと権けん能のうをもって教おしえを説とき，ニーファイ人じんの多おおくを心しん底そこ謙けん遜そんにへりくだらせ，神かみと小こ羊ひつじに謙けん遜そんに従したがう者ものとした。

6 そして，多おおくのレーマン人じんが北ほっ方ぽうの地ちへ行いき，ニーファイとリーハイも民たみに教おしえを説とくために①北ほっ方ぽうの地ちへ行いった。このようにして，第だい六十三年ねんが終おわった。

7 見みよ，全ぜん地ちが平へい和わであったので，ニーファイ人じんはニーファイ人じんの中なかであろうとレーマン人じんの中なかであろうと，自じ分ぶんが行いきたい所ところへはどこへでも行いった。

8 そしてレーマン人じんも，レーマン人じんの中なかであろうとニーファイ人じんの中なかであろうと，自じ分ぶんの行いきたい所ところへはどこへでも行いった。このようにして，彼かれらは互たがいに自じ由ゆうに交こう流りゅうし，自じ分ぶんたちの思おもいのままに売ばい買ばいをして利り益えきを得えた。

9 そしてレーマン人じんもニーファイ人じんも，ともに非ひ常じょうに豊ゆたかになった。また，南みなみの地ちでも北きたの地ちでも，彼かれらは非ひ常じょうにたくさんの金きんと銀ぎんとあらゆる貴とうとい金きん属ぞくを持もっていた。

10 ところで，南みなみの地ちはリーハイと呼よばれ，北きたの地ちはゼデキヤの息むす子こにちなんで①ミュレクと呼よばれた。主しゅがミュレクを北きたの地ちへ導みちびき，リーハイを南みなみの地ちへ導みちびいてこられたからである。

11 見みよ，これらの地ちには両りょう方ほうとも，あらゆる金きんと銀ぎん，あらゆる貴とうといあらがねがあった。また，あらゆるあらがねを加か工こうし精せい錬れんする，技ぎ量りょうの優すぐれた職しょく人にんたちもおり，そのために彼かれらは豊ゆたかになった。

12 彼かれらは北きたでも南みなみでも豊ゆたかに穀こく物もつを栽さい培ばいし，北きたでも南みなみでも非ひ常じょうに栄さかえた。また，彼かれらは増ふえて，その地ちで非ひ常じょうに力ちからをつけた。そして，多おおくの大だい小しょうの家か畜ちくの群むれ，多おおくの肥こえた若わかい家か畜ちくを飼し育いくした。

13 見みよ，女おんなたちは骨ほね折おって働はたらき，糸いとを紡つむぎ，裸はだかにまとうためにあらゆる織おり物ものを，すなわち，より糸いとで織おった亜あ麻ま布ぬのとあらゆる織おり物ものを作つくった。このようにして，第だい六十四年ねんが平へい穏おんに過すぎ去さった。

14 第だい六十五年ねんも，大おおきな喜よろこびがあり，平へい和わであって，まことに多おおくの宣せん教きょうが行おこなわれ，将しょう来らい起おこることについて多おおくの預よ言げんが述のべられた。このようにして，第だい六十五年ねんが過すぎ去さった。

15 さて，さばきつかさの統とう治ち第だい六十六年ねんに，見みよ，①セゾーラムが，さばきつかさの席せきに着ついていたときに何なに者ものかによって殺ころされた。また，同おなじ年としに，彼かれに代かわって民たみによって任にんじられた彼かれの息むす子こも殺ころされてしまった。このようにして，第だい六十六年ねんが終おわった。

16 第だい六十七年ねんの初はじめに，民たみはまた非ひ常じょうに悪わるくなり始はじめた。

17 見みよ，主しゅが長ながい間あいだ，世よの富とみを彼かれらに恵めぐんでこられたので，彼かれらは扇せん動どうされて怒いかることも，戦たたかうことも，流りゅう血けつを起おこすこともなかった。そのため，彼かれらは富とみに執しゅう着ちゃくするようになり，互たがいに相あい手ての上うえに立たてるように，利り益えきを得えようと求もとめ始はじめた。その結けっ果か，彼かれらは①暗あん殺さつや強ごう盗とうや略りゃく奪だつをして利り益えきを得え始はじめたのである。

18 さて見みよ，そのような殺さつ人じん者しゃたちと略りゃく奪だつ者しゃたちは，キシクメンと①ガデアントンが作つくった団だんに所しょ属ぞくしていた。そして，ニーファイ人じんの中なかにさえガデアントンの団だんに所しょ属ぞくしている者ものが大おお勢ぜいいた。しかし見みよ，レーマン人じんの中なかの悪わるい者ものたちの中なかにはもっと多おおくの者ものがいた。そして彼かれらは，ガデアントンの強ごう盗とうおよび殺さつ人じん者しゃと呼よばれた。

19 大だいさばきつかさセゾーラムとその息むす子こを，さばきつかさの職しょくにある間あいだに殺ころしたのは彼かれらであったが，見みよ，殺さつ人じん者しゃは見みつからなかった。

20 さて，レーマン人じんは自じ分ぶんたちの中なかに強ごう盗とうがいることを知しると，非ひ常じょうに嘆なげいた。そして彼かれらは，できるかぎりあらゆる手しゅ段だんを使つかって，地ちの面おもてから強ごう盗とうたちを滅ほろぼし去さろうとした。

21 ところが見みよ，ニーファイ人じんの大たい半はんはサタンにひどく心こころをあおり立たてられ，それらの強ごう盗とうの団だんに加くわわった。そして彼かれらは，どのような困こん難なんな状じょう態たいに置おかれても，自じ分ぶんたちの殺さつ人じんや略りゃく奪だつや盗ぬすみのために苦くるしみを受うけることのないように，互たがいに保ほ護ごし，守まもり合あうという誓せい約やくと誓ちかいを交かわした。

22 そして，彼かれらには合あい図ず，すなわち①秘ひ密みつの合あい図ずと秘ひ密みつの言こと葉ばがあった。これは，仲なか間まがどのような悪あく事じを働はたらいても，その仲なか間まから，すなわちこの誓ちかいを立たてて団だんに所しょ属ぞくした者ものたちから害がいを受うけることのないように，誓ちかいを立たてた仲なか間まを確かく認にんできるようにするためのものであった。

23 したがって彼かれらは，国くにの法ほう律りつにも神かみの律りっ法ぽうにも背そむいて人ひとを殺ころし，略りゃく奪だつし，盗ぬすみ，みだらな行おこないをし，あらゆる悪あく事じを行おこなうことができた。

24 また，団だんに所しょ属ぞくしている者ものはだれであろうと，彼かれらの①悪あく事じと忌いまわしい行おこないを世よの人ひと々びとに漏もらしたならば，国くにの法ほう律りつによってではなく，ガデアントンとキシクメンが定さだめた，彼かれらの邪じゃ悪あくな掟おきてによって裁さばかれることになっていた。

25 さて見みよ，これらの秘ひ密みつの①誓ちかいの言こと葉ばと誓せい約やくこそ，アルマが息むす子こに，民たみを滅めつ亡ぼうに至いたらせる手しゅ段だんとならないように世よの人ひと々びとに公おおやけにしてはならないと命めいじたものである。

26 見みよ，それらの①秘ひ密みつの誓ちかいの言こと葉ばと誓せい約やくは，ヒラマンに渡わたされた記き録ろくからガデアントンに伝つたわったのではない。見みよ，それらは，禁きん断だんの実みを食たべるようにわたしたちの始し祖そを②そそのかした者ものによって，ガデアントンの心こころに植うえ付つけられたのである。

27 まことにその者ものは，弟おとうとのアベルを殺ころしても，世よの人ひと々びとには分わからないと，①カインとはかりごとを巡めぐらしたその者ものである。その者ものは，そのとき以い来らい，カインおよび彼かれに従したがう者ものたちとはかりごとを巡めぐらしてきた。

28 また，十じゅう分ぶんに①高たかい塔とうを建たてて天てんに達たっすることができるようにしようという思おもいを，民たみの心こころに与あたえたのも，その者ものである。その塔とうからこの地ちに来きた人ひと々びとを惑まどわし，闇やみの業わざと忌いまわしい行おこないを地ちの全ぜん面めんに広ひろめ，ついに民たみを②完かん全ぜんに滅ほろぼし，永えい遠えんの地じ獄ごくに引ひきずり落おとしてしまったのも，その者ものである。

29 まことに，闇やみの業わざと暗あん殺さつの業わざをなお続つづけようという思おもいを①ガデアントンの心こころに与あたえたのも，その者ものである。彼かれは人じん類るいの始はじまりから現げん在ざいに至いたるまで，それを続つづけてきた。

30 見みよ，彼かれこそ，あらゆる罪つみの①根こん源げんである。見みよ，彼かれは，人ひとの子こらの心こころを支し配はいできるかぎり代よ々よ闇やみの業わざと暗あん殺さつの業わざを続つづけ，カインと彼かれに従したがう者ものたちのはかりごとと，誓ちかいの言こと葉ばと，誓せい約やくと，恐おそろしい悪あく事じの策さくを伝つたえている。

31 さて見みよ，彼かれは，すでにニーファイ人じんの心こころを大おおいに支し配はいしており，そのために，彼かれらは非ひ常じょうに邪じゃ悪あくになっていた。彼かれらの大半たいはんはすでに義ぎの道みちを離はなれており，神かみの戒いましめを足あしの下したに①踏ふみつけ，自じ分ぶん勝かっ手てな道みちに向むかい，自じ分ぶんのために金きんと銀ぎんで偶ぐう像ぞうを造つくっていた。

32 そして，これらの罪ざい悪あくはすべて，①わずかな年ねん数すうで彼かれらに起おこった。しかもそのほとんどは，ニーファイの民たみのさばきつかさの統とう治ち第だい六十七年ねんに彼かれらに起おこったのであった。

33 そして彼かれらは，第だい六十八年ねんにもますます罪ざい悪あくを募つのらせ，義ぎ人じんの深ふかい悲かなしみと嘆なげきを誘さそった。

34 このことから分わかるように，ニーファイ人じんは不ふ信しん仰こうに陥おちいって，ますます悪あく事じと忌いまわしい行おこないをするようになった。一いっ方ぽうレーマン人じんは，神かみをますます深ふかく知しるようになった。まことに，彼かれらは神かみの掟おきてと戒いましめを守まもり，神かみの前まえを真しん理りにかなってまっすぐに歩あゆみ始はじめたのであった。

35 またこのことから，ニーファイ人じんの心こころが邪じゃ悪あくでかたくなであったので，主しゅの御み霊たまが彼かれらから①去さり始はじめたことが分わかる。

36 またこのことから，レーマン人じんが主しゅの言こと葉ばを容よう易いに喜よろこんで信しんじたので，主しゅが彼かれらに主しゅの御み霊たまを注そそぎ始はじめられたことも分わかる。

37 そしてレーマン人じんは，ガデアントンの強ごう盗とう団だんを捜さがし，強ごう盗とう団だんの中なかのひときわ悪わるい者ものたちの中なかで神かみの言こと葉ばを宣のべ伝つたえたので，この強ごう盗とう団だんはレーマン人じんの中なかから完かん全ぜんに絶たえてしまった。

38 そして，他た方ほうニーファイ人じんは，強ごう盗とう団だんの中なかのひときわ悪わるい者ものたちをはじめとして，強ごう盗とう団だんを盛もり上あげ，彼かれらを支し援えんした。そのため，ついに強ごう盗とう団だんはニーファイ人じんの地ちの全ぜん体たいに広ひろがり，義ぎ人じんの大たい半はんを惑まどわしてしまった。そしてついには，これらの者ものたちも強ごう盗とう団だんの行おこなうことを信しん頼らいし，奪うばったものの分わけ前まえをもらうようになり，彼かれらと暗あん殺さつを共ともにし，彼かれらの秘ひ密みつ結けっ社しゃに加くわわるようになった。

39 このようにして，強ごう盗とう団だんは政せい府ふのすべての管かん理り権けんを手てに入いれ，①貧まずしい者ものと柔にゅう和わな者ものと神かみに謙けん遜そんに従したがう者ものを足あしの下したに踏ふみつけ，打うち，裂さき，また彼かれらを無む視しした。

40 このことから，彼かれらが恐おそろしい状じょう態たいにあり，永えい遠えんの滅ほろびの機きが①熟じゅくしてきたことが分わかる。

41 そして，ニーファイの民たみのさばきつかさの統とう治ち第だい六十八年ねんが終おわった。

[image: ]

ヒラマンの息むす子こであるニーファイの預よ言げん—神かみはニーファイの民たみに，悪あく事じを悔くい改あらためなければ怒いかりを下くだして罰ばっし，ことごとく滅ほろぼしてしまおうと脅おどされる。神かみは疫えき病びょうをもってニーファイの民たみを打うたれる。ニーファイの民たみ，悔くい改あらためて神かみに立たち返かえる。レーマン人じんサムエル，ニーファイ人じんに預よ言げんする。

次つぎの第だい七－十六章しょうがそれに相そう当とうする。



第7章

ニーファイ，北ほっ方ぽうで拒こばまれ，ゼラヘムラの地ちに帰かえる。ニーファイ，自じ分ぶんの庭にわにある塔とうの上うえで祈いのり，次ついで民たみに悔くい改あらためるように求もとめ，悔くい改あらためなければ滅ほろびることを告つげる。紀き元げん前ぜん約やく二十三年ねんから二十一年ねんに至いたる。

1 見みよ，ニーファイ人じんの民たみのさばきつかさの統とう治ち第だい六十九年ねんに，ヒラマンの息むす子こであるニーファイは，北ほっ方ぽうの地ちからゼラヘムラの地ちに①帰かえって来きた。

2 彼かれは北ほっ方ぽうの地ちにいる人ひと々びとの中なかを巡めぐって，彼かれらに神かみの言こと葉ばを宣のべ伝つたえ，また多おおくのことを彼かれらに預よ言げんした。

3 ところが，彼かれらがその御み言こと葉ばをまったく受うけ入いれなかったので，彼かれは彼かれらの中なかにとどまっていることができず，生うまれ故こ郷きょうに帰かえって来きたのであった。

4 そして，彼かれが見みると，民たみはひどく邪じゃ悪あくな状じょう態たいにあり，あのガデアントンの強ごう盗とうたちがさばきつかさの職しょくに就ついていて，国くにの権けん力りょくと権けん威いを奪うばい取とっていた。また，強ごう盗とうたちは神かみの戒いましめを捨すて，神かみの前まえに少すこしも正ただしいことを行おこなわず，人ひとの子こらをまったく公こう正せいに扱あつかわず，

5 義ぎ人じんを彼かれらの義ぎのゆえに罪つみに定さだめ，罪人つみびとと悪あく人にんは金きん銭せんを受うけ取とって無む罪ざい放ほう免めんとし，さらに自じ分ぶんたちが利り益えきと①世よの誉ほまれを得えられるように，またもっと安あん易いに姦かん淫いんを犯おかし，盗ぬすみ，殺ころし，自じ分ぶんの思おもいどおりのことを行おこなえるように，政せい府ふの要よう職しょくに就ついて統とう治ちし，自じ分ぶんの思おもいどおりに行おこなっていた。

6 このひどい罪ざい悪あくは，わずかな年ねん数すうでニーファイ人じんに及およんでいた。ニーファイはそれを見みると，悲かなしみで胸むねが詰つまり，苦くるしみもだえて叫さけんだ。

7 「おお，わたしの先せん祖ぞのニーファイが初はじめてエルサレムの地ちからやって来きたその時じ代だいにわたしも生いきていて，約やく束そくの地ちで先せん祖ぞのニーファイと一いっ緒しょに喜よろこぶことができたらよかったのに。当とう時じのニーファイの民たみは容よう易いに勧かん告こくに従したがい，神かみの戒いましめを確かっ固ことして守まもり，罪ざい悪あくを犯おかすように誘さそわれるのは遅おそく，主しゅの御み言こと葉ばを聴きくのは早はやかった。

8 まことに，もしわたしがその時じ代だいに生いきていたら，同胞はらからの義ぎを喜よろこんだことだろう。

9 しかし見みよ，わたしはこの時じ代だいを自じ分ぶんの時じ代だいとし，同胞はらからのこの悪あく事じを見みて悲かなしみに打うちひしがれるように定さだめられている。」

10 さて見みよ，それは，ニーファイの庭にわにある塔とうの上うえで叫さけんだことであった。彼かれの庭にわはゼラヘムラの町まちにある最もっとも大おおきな市いち場ばへ通つうじている大おお通どおりのそばにあった。そしてニーファイは，自じ分ぶんの庭にわにあるその塔とうの上うえでひれ伏ふしていた。その塔とうも大おお通どおりに出でる庭にわの門もんの近ちかくにあった。

11 さて，ある人ひと々びとが近ちかくを通とおりかかり，ニーファイが塔とうの上うえでその心こころを神かみに注そそぎ出だしているのを見みた。そして，彼かれらは走はしって行いって，自じ分ぶんたちの見みたことを人ひと々びとに告つげた。すると人ひと々びとは，彼かれが民たみの悪あく事じをそのように深ふかく嘆なげいている訳わけを知しろうとして，大おお勢ぜい集あつまって来きた。

12 さて，ニーファイは立たち上あがると，大おお勢ぜいの人ひと々びとが集あつまっているのを見みた。

13 そして彼かれは口くちを開ひらくと，彼かれらに言いった。「見みよ，①何なんのためにあなたがたは集あつまって来きたのか。あなたがたの罪ざい悪あくについてわたしに語かたらせるためか。

14 まことに，それはわたしがあなたがたの罪ざい悪あくのことで心こころに深ふかい憂うれいを覚おぼえ，その心こころを神かみに注そそぎ出だすために塔とうに登のぼったからである。

15 わたしが嘆なげき，悲かなしんでいるので，あなたがたは集あつまって驚おどろいている。あなたがたは大おおいに驚おどろく必ひつ要ようがある。あなたがたは悪あく魔まに引ひき渡わたされて，心こころをこのように大おおいに支し配はいされてきたので，驚おどろいて当とう然ぜんである。

16 まことに，どうしてあなたがたは，永えい遠えんの不ふ幸こうと無む窮きゅうの苦く悩のうへ投なげ落おとそうとしている者ものの誘ゆう惑わくに身みをゆだねることができたのか。

17 おお，悔くい改あらためなさい，悔くい改あらためなさい。①なぜあなたがたは死しのうとするのか。立たち返かえりなさい，主しゅなるあなたがたの神かみに立たち返かえりなさい。なぜ主しゅはあなたがたを見み捨すてられたのか。

18 それは，あなたがたが心こころをかたくなにしたからである。まことに，あなたがたは，①良よい羊ひつじ飼かいの声こえを聴きこうとしない。まことに，あなたがたは，自じ分ぶんたちのことで良よい羊ひつじ飼かいを②怒いからせてしまったのだ。

19 見みよ，あなたがたが悔くい改あらためようとしなければ，見みよ，羊ひつじ飼かいはあなたがたを①集あつめるどころか，追おい散ちらして犬いぬと野や獣じゅうのえじきにされるであろう。

20 おお，どうしてあなたがたは，神かみが助たすけてくださったその日ひに，神かみを忘わすれることができたのか。

21 しかし見みよ，それは利り益えきを得え，人ひと々びとから称しょう賛さんされ，また金きんと銀ぎんを得えようとするからである。あなたがたは富とみと，この①世よのむなしいものに執しゅう着ちゃくしてきた。そのためにあなたがたは人ひとを殺ころし，略りゃく奪だつし，盗ぬすみ，隣りん人じんに不ふ利りな②偽ぎ証しょうをし，あらゆる罪ざい悪あくを行おこなっている。

22 だから，悔くい改あらためなければ，あなたがたに災わざわいが下くだるであろう。もしあなたがたが悔くい改あらためようとしなければ，見みよ，わたしたちの所しょ有ゆう地ちにあるこの偉い大だいな町まちも，周まわりの偉い大だいな町まち々まちもすべて奪うばわれ，そこにあなたがたの居い場ば所しょはなくなるであろう。見みよ，主しゅは，これまでしてくださったようには，敵てきを防ふせぐ①力ちからをあなたがたに与あたえてくださらないからである。

23 見みよ，主しゅはこう言いわれる。『自じ分ぶんたちの罪つみを悔くい改あらため，わたしの言こと葉ばに聞きき従したがう者ものでなければ，わたしは悪あく人にんにはほかの者もの以い上じょうに力ちからを示しめすまい。』そのため，同胞はらからよ，あなたがたが悔くい改あらためなければ，①レーマン人じんの方ほうがあなたがたよりも幸さいわいであることを知しってほしい。

24 見みよ，彼かれらは，あなたがたに与あたえられてきたあの大おおいなる知ち識しきに対たいして罪つみを犯おかさなかったので，あなたがたよりも義ぎにかなっている。そのため，主しゅは彼かれらに憐あわれみをかけられる。まことに，主しゅは彼かれらの日ひを①長ながくして，子し孫そんを増まし加くわえられる。一いっ方ぽうあなたがたは，悔くい改あらためなければことごとく②滅ほろぼされる。

25 まことに，あなたがたの中なかに起おこったあのひどく忌いまわしいもののために，あなたがたは災わざわいである。あなたがたはその忌いまわしいもの，ガデアントンが設もうけたあの①秘ひ密みつの団だんに加くわわっている。

26 まことに，あなたがたの心こころに募つのる高こう慢まんのために，①災わざわいが下くだるであろう。その高こう慢まんは，あなたがたが非ひ常じょうに多おおくの②富とみを得えたために，度どを越こしてあなたがたを高たかぶらせた。

27 まことに，あなたがたの悪あく事じと忌いまわしい行おこないのために，あなたがたは災わざわいである。

28 あなたがたは悔くい改あらためなければ滅ほろびるであろう。すなわち，あなたがたの土と地ちは奪うばわれ，あなたがたは地ちの面おもてから滅ほろぼし去さられるであろう。

29 見みよ，わたしは，これらのことが起おこるであろうと，わたし自じ身しんから言いうのではない。わたしがこれらのことを①知しっているのは，わたしが独ひとりで知しったのではない。しかし見みよ，主しゅなる神かみがこれらのことを知しらせてくださったので，わたしはこれらのことが真しん実じつであると知しっているのである。したがって，これらのことが将しょう来らい起おこると証あかしする。」



第8章

邪じゃ悪あくなさばきつかさたち，民たみをそそのかしてニーファイのことを怒いからせようとする。アブラハム，モーセ，ゼノス，ゼノク，イザイアス，イザヤ，エレミヤ，リーハイ，ニーファイは皆みな，キリストについて証あかしした。ニーファイ，大だいさばきつかさが殺ころされたことを霊れい感かんによって告つげる。紀き元げん前ぜん約やく二十三年ねんから二十一年ねんに至いたる。

1 さて，ニーファイがこれらの言こと葉ばを語かたり終おえたとき，見みよ，そこには，さばきつかさでありながらガデアントンの秘ひ密みつの団だんにも所しょ属ぞくしている男おとこたちがおり，彼かれらは怒いかってニーファイに非ひ難なんの声こえを上あげ，人ひと々びとに言いった。「なぜあなたがたはこの男おとこを捕とらえて連つれて来きて，この男おとこが犯おかした罪ざい科かに応おうじて罪つみに定さだめられるようにしないのか。

2 なぜあなたがたはこの男おとこに見みとれていて，この男おとこがこの民たみと我われ々われの法ほう律りつを非ひ難なんするのを聞きいているのか。」

3 見みよ，ニーファイが，彼かれらの法ほう律りつが腐ふ敗はいしていることについて彼かれらに語かたったからである。まことに，ニーファイはここに書かき記しるせない多おおくのことを語かたった。しかし，神かみの戒いましめに反はんすることは何なに一ひとつ言いわなかった。

4 ところが，ニーファイがさばきつかさたちの隠かくれた闇やみの業わざについて，彼かれらにあからさまに①語かたったので，さばきつかさたちは，彼かれに対たいして怒いかったのである。それでもさばきつかさたちは，あえて彼かれを捕とらえようとはしなかった。彼かれらは，人ひと々びとが自じ分ぶんたちに非ひ難なんの声こえを上あげるのではないかと恐おそれたからである。

5 それで彼かれらは，人ひと々びとに向むかって叫さけんだ。「なぜあなたがたはこの男おとこが我われ々われを非ひ難なんするのを許ゆるしておくのか。見みよ，この男おとこはこの民たみの全ぜん員いんに滅めつ亡ぼうを宣せん告こくしている。そのうえ，これらの偉い大だいな町まちが我われ々われから奪うばわれ，そこに我われ々われの居い場ば所しょがなくなるとも言いっている。

6 我われ々われは，このようなことがあり得えないのを知しっている。見みよ，我われ々われは強つよく，町まちは偉い大だいであるので，敵てきは我われ々われを支し配はいする権けん力りょくを持もてないからだ。」

7 そして，彼かれらは人ひと々びとを扇せん動どうしてニーファイのことを怒いからせ，人ひと々びとの中なかに争あらそいを生しょうじさせた。というのは，次つぎのように叫さけんだ人ひと々びともいたからである。「この人ひとをそのままにしておけ。この人ひとは立りっ派ぱな人ひとだ。我われ々われが悔くい改あらためなければ，この人ひとの言いうことは必かならず起おこるだろう。

8 そして見みよ，この人ひとが我われ々われに証あかしした裁さばきは，すべて我われ々われに下くだるだろう。我われ々われは，この人ひとが我われ々われの罪ざい悪あくについて正ただしく証あかししたのを知しっている。見みよ，我われ々われの罪ざい悪あくは多おおい。この人ひとは，我われ々われの罪ざい悪あくを①知しっているように，将しょう来らい我われ々われに起おこるすべてのことも知しっている。

9 まことに見みよ，もしこの人ひとが預よ言げん者しゃでなかったならば，それらのことについて証あかしができなかっただろう。」

10 そして，ニーファイを殺ころそうとした者ものたちは恐おそれ，彼かれを捕とらえることはどうしてもできなかった。そこで彼かれは，ある人ひと々びとが自じ分ぶんに好こう意いを寄よせ，またそのことでほかの者ものが恐おそれているのを見みて，人ひと々びとに再ふたたび話はなし始はじめた。

11 彼かれはもっと話はなすように強つよく促うながされて，人ひと々びとに言いった。「見みよ，同胞はらからよ，あなたがたは神かみが一人ひとりの人ひとモーセに，①紅こう海かいの水みずを打うつ力ちからを与あたえられたことを読よんだことがないのか。紅こう海かいの水みずは右みぎと左ひだりに分わかれたので，わたしたちの先せん祖ぞであるイスラエル人じんは，乾かわいた地ちを通とおって出でて来きた。また，その水みずはエジプト人じんの軍ぐん勢ぜいの上うえに閉とじ，彼かれらをのみ尽つくしてしまった。

12 そして見みよ，神かみがかつてこのような力ちからをこの人ひとに与あたえられたのであれば，なぜあなたがたは互たがいに論ろんじ合あうのか。あなたがたが悔くい改あらためなければあなたがたに及およぶことになる裁さばきについて，知しることのできる力ちからを，神かみがわたしに与あたえられなかったと言いうのか。

13 しかし見みよ，あなたがたは，わたしの言こと葉ばを否ひ定ていしているだけでなく，わたしたちの先せん祖ぞが語かたったすべての言こと葉ばと，このような偉い大だいな力ちからを与あたえられたこのモーセが語かたった言こと葉ば，まことに，彼かれがメシヤの来らい臨りんに関かんして語かたった言こと葉ばをも否ひ定ていしている。

14 まことに彼かれは，神かみの御おん子こが将しょう来らい来こられることを証あかししなかったか。彼かれが荒あれ野ので青せい銅どうの蛇へびを①上あげたように，将しょう来らい来こられる神かみの御おん子こも上あげられるであろう。

15 また，その蛇へびを仰あおぎ見みる者ものが皆みな①生いきたように，悔くいる霊れいを抱いだいて，信しん仰こうをもって神かみの御おん子こを仰あおぎ見みる者ものは皆みな，②生いきることができ，永えい遠えんであるあの命いのちにあずかるであろう。

16 さて見みよ，これらのことを証あかししたのはモーセだけではない。彼かれの時じ代だいからアブラハムの時じ代だいにさかのぼる聖せいなる①預よ言げん者しゃたちも皆みな，証あかしした。

17 そして見みよ，①アブラハムは，神かみの御おん子この来らい臨りんを見みて，喜よろこびに満みたされ，うれしく思おもった。

18 見みよ，あなたがたに言いうが，これらのことを知しっていたのはアブラハムだけではない。アブラハムの時じ代だい以い前ぜんにも，神かみの①位くらいに従したがって，すなわち神かみの御おん子この位くらいに従したがって召めされた人ひと々びとが②多た数すういた。これは，神かみの御おん子この来らい臨りんに先さき立だつ何なん千ぜん年ねんも前まえに，将しょう来らい贖あがないが与あたえられるということを民たみに示しめすためであった。

19 またあなたがたは，アブラハムの時じ代だい以い降こうにもこれらのことを証あかしした預よ言げん者しゃが多おおくいたということを知しってほしい。見みよ，預よ言げん者しゃ①ゼノスは大だい胆たんに証あかしし，そのために殺ころされた。

20 また見みよ，①ゼノクも，イザイアスも，②イザヤも，③エレミヤもいた。（エレミヤとは，④エルサレムの滅めつ亡ぼうについて証あかししたあの預よ言げん者しゃである。）そしてわたしたちは，エルサレムがエレミヤの言こと葉ばのとおりに滅ほろぼされたことを知しっている。おお，それならば，どうして彼かれの言こと葉ばのとおりに神かみの御おん子こが来こられないことがあろうか。

21 あなたがたは①エルサレムが滅ほろぼされたという事じ実じつに反はん論ろんするつもりか。あなたがたは，ゼデキヤの②息むす子こたちが③ミュレクのほか皆みな殺ころされたのに，殺ころされなかったと言いうつもりか。ゼデキヤの子し孫そんがエルサレムの地ちを追おわれ，今いまわたしたちとともにいるのを，あなたがたは見みていないのか。しかし見みよ，これだけではない。

22 わたしたちの先せん祖ぞリーハイは，これらのことを証あかししたためにエルサレムから追おい出だされた。ニーファイもこれらのことを証あかしし，現げん在ざいに至いたるまでの先せん祖ぞたちもほとんど皆みな，証あかしした。彼かれらはキリストの①来らい臨りんについて証あかしし，将しょう来らいを見み通とおし，将しょう来らい来くるキリストの日ひを喜よろこんだ。

23 見みよ，キリストは神かみであり，今いまわたしたちの先せん祖ぞとともにおられる。また，キリストは彼かれらに御ご自じ身しんを現あらわし，彼かれらがキリストによって贖あがなわれることを告つげられた。そこで彼かれらは，将しょう来らい起おこることのために，キリストに栄えい光こうを帰きした。

24 あなたがたはこれらのことを知しっており，偽いつわりを言いうのでなければこれらのことを否ひ定ていできないので，このことにおいてあなたがたは罪つみを犯おかした。あなたがたは，このように多おおくの証しょう拠こを与あたえられてきたにもかかわらず，これらのことをすべて受うけ入いれなかったからである。まことに，あなたがたはこれらのことが真しん実じつであるという証しょう拠ことして，①万ばん物ぶつを，すなわち天てんにあるものと地ちにある万ばん物ぶつを，ともに与あたえられてきた。

25 しかし見みよ，あなたがたは真しん実じつを受うけ入いれず，聖せいなる神かみに①背そむいてきた。そして，今いまでさえあなたがたは，何なにものも朽くちない，また清きよくないものは何なに一ひとつ入はいれない天てんに，自じ分ぶん自じ身しんのために②宝たからを蓄たくわえるのではなく，③裁さばきの日ひに対たいして自じ分ぶん自じ身しんのために激はげしい怒いかりを積つみ重かさねている。

26 まことに，今いまでさえあなたがたは，殺さつ人じんと①不ふ貞ていと悪あく事じのために永えい遠えんの滅ほろびの機きを熟じゅくさせつつある。悔くい改あらためなければ，それは間まもなくあなたがたに及およぶであろう。

27 まことに見みよ，それは今いままさにあなたがたの戸と口ぐちにある。さばきつかさのいる所ところへ行いって調しらべてみなさい。見みよ，あなたがたのさばきつかさは殺ころされており，血ちの中なかに①横よこたわっている。彼かれはさばきつかさの職しょくに就つくことを求もとめている自じ分ぶんの②兄きょう弟だいに殺ころされたのである。

28 見みよ，彼かれらは二人ふたりとも，あなたがたの秘ひ密みつの団だんに所しょ属ぞくしている。その秘ひ密みつの団だんの①創そう設せつ者しゃは，ガデアントンと，人ひと々びとの霊れいを滅ほろぼそうとしている悪あしき者ものである。」
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使つかいの者ものたち，大だいさばきつかさがさばきつかさの席せきで死しんでいるのを発はっ見けんする。彼かれらは投とう獄ごくされ，後のちに釈しゃく放ほうされる。ニーファイ，霊れい感かんによってセアンタムを殺さつ人じん者しゃと断だん定ていする。ニーファイ，ある人ひと々びとから預よ言げん者しゃとして受うけ入いれられる。紀き元げん前ぜん約やく二十三年ねんから二十一年ねんに至いたる。

1 さて見みよ，ニーファイがこれらの言こと葉ばを語かたり終おえると，彼かれらの中なかのある者ものたちがさばきつかさのいる所ところへ走はしって行いった。すなわち，五人にんの者ものが行いき，行いく途と中ちゅうで互たがいに言いった。

2 「見みよ，この男おとこが預よ言げん者しゃかどうか，またこのような驚おどろくべきことを我われ々われに預よ言げんするように，神かみがこの男おとこに命めいじたのかどうか，必かならず分わかるだろう。見よ，我われ々われは神かみが命めいじたとは信しんじない。まことに，彼かれが預よ言げん者しゃであるとも信しんじない。しかし，彼かれが大だいさばきつかさについて言いったこのことがほんとうで，大だいさばきつかさが死しんでいれば，彼かれの語かたったほかの言こと葉ばもほんとうだと，我われ々われは信しんじよう。」

3 そして彼かれらは力ちからの限かぎり走はしって，さばきつかさのいる所ところに入はいって行いった。すると見みよ，大だいさばきつかさが地ちに倒たおれ，血ちの中なかに①横よこたわっていた。

4 さて見みよ，彼かれらはこれを見みると非ひ常じょうに驚おどろき，地ちに倒たおれてしまった。彼かれらはニーファイが大だいさばきつかさについて語かたった言こと葉ばを信しんじていなかったからである。

5 しかし，彼かれらは見みて信しんじ，ニーファイの語かたった裁さばきがすべて民たみに下くだるのではないかという恐おそれに打うたれた。そして，そのために彼かれらは震ふるえおののき，地ちに倒たおれてしまったのである。

6 ところで，さばきつかさが殺ころされるとすぐに，すなわち，彼かれの兄きょう弟だいがひそかに彼かれを突つき刺さして逃にげるとすぐに，従じゅう者しゃたちは走はしって行いき，人ひと々びとに殺さつ害がいのことを大おお声ごえで告つげ知しらせた。

7 すると見みよ，人ひと々びとはさばきつかさの席せきのある場ば所しょに集あつまって来きたが，見みよ，驚おどろいたことに，五人にんの者ものが地ちに倒たおれていた。

8 さて見みよ，人ひと々びとは，ニーファイの①庭にわに集あつまっていた大おお勢ぜいの者もののことは何なにも知しらなかったので，互たがいに，「この男おとこたちはさばきつかさを殺ころした者ものたちだ。この男おとこたちが我われ々われから逃にげられないように，神かみが打うたれたのだ」と言いった。

9 そして彼かれらは，この五人にんを捕とらえて縛しばると，牢ろうに入いれた。それから，さばきつかさが殺ころされ，殺さつ人じん者しゃたちが捕とらえられて牢ろうに入いれられたということが広ひろく告つげ知しらされた。

10 そしてその翌よく日じつ，殺ころされた大だいさばきつかさの埋まい葬そうに当あたって，人ひと々びとは哀あい悼とうの意いを表ひょうし，①断だん食じきするために集あつまった。

11 そのため，ニーファイの庭にわにいて，彼かれの言こと葉ばを聞きいたさばきつかさたちも，埋まい葬そうに集あつまっていた。

12 そして彼かれらは人ひと々びとの中なかで，「大だいさばきつかさが死しんでいるかどうか調しらべるために遣つかわされた五人にんの者ものはどこにいるだろうか」と尋たずねた。すると人ひと々びとは，「あなたがたが遣つかわしたと言いうその五人にんについては，我われ々われは知しりませんが，殺さつ人じん者しゃである五人にんの者ものは牢ろうに入いれてあります」と答こたえた。

13 そこでさばきつかさたちは，彼かれらを連つれて来くるように求もとめ，彼かれらは連つれて来こられた。見みよ，それは遣つかわされた五人にんの者ものたちであった。そこで見みよ，さばきつかさたちは，その件けんについて彼かれらに尋たずね，彼かれらは自じ分ぶんたちの行おこなったことをすべて，さばきつかさたちに話はなした。

14 「わたしたちは走はしって，さばきつかさのいる所ところに行いきました。そして，ニーファイが証あかししたとおりのことをすべて見みたので，驚おどろいて地ちに倒たおれてしまいました。そして，驚おどろきが収おさまって正しょう気きに戻もどると，まことに，牢ろうに入いれられていました。

15 この方かたの殺さつ害がいに関かんしては，わたしたちはだれがそれを行おこなったのか知しりません。わたしたちの知しっているのは，ただ，あなたがたに求もとめられたとおりにわたしたちが走はしって行いったところ，まことに，ニーファイの言こと葉ばのとおりに，この方かたが死しんでいたことです。」

16 そこでさばきつかさたちは，人ひと々びとにそのことをよく説せつ明めいし，ニーファイを非ひ難なんして叫さけんで言いった。「見みよ，我われ々われは知しっている。そのニーファイという者ものがだれかと共きょう謀ぼうして，さばきつかさを殺ころしたに違ちがいない。そして彼かれは，その後のちに我われ々われにそのことを告つげ，我われ々われを彼かれの信しん仰こうに転てん向こうさせて，自じ分ぶんが神かみの選えらばれた偉い大だいな者ものに，また預よ言げん者しゃになろうとしたのだ。

17 さて見みよ，我われ々われはその男おとこを調しらべよう。その男おとこは自じ分ぶんの悪あく事じを自じ白はくし，このさばきつかさのほんとうの殺さつ害がい者しゃを我われ々われに告つげるだろう。」

18 そして五人にんの者ものは，埋まい葬そうの日ひに釈しゃく放ほうされた。しかし彼かれらは，さばきつかさたちがニーファイを非ひ難なんして語かたった言こと葉ばのことで，さばきつかさたちをたしなめ，彼かれらの一人ひとり一人ひとりと論ろんじ合あって，彼かれらを言いい伏ふせた。

19 にもかかわらず，さばきつかさたちはニーファイを捕とらえて縛しばらせ，群ぐん衆しゅうの前まえに連つれて来こさせた。そして彼かれらは，いろいろな方ほう法ほうで彼かれを尋じん問もんし，彼かれに矛む盾じゅんしたことを言いわせて，死し刑けいにする訴うったえを起おこせるように謀はかった。

20 そして，彼かれらは彼かれに言いった。「おまえは共きょう謀ぼう者しゃだ。この殺さつ害がいを行おこなった当とう人にんはだれだ。我われ々われに話はなして，おまえの悪あく事じを認みとめよ。」また言いった。「見みよ，ここに金かねがある。もしおまえが我われ々われに話はなして，おまえが殺さつ人じん者しゃと取とり決きめを結むすんだことも認みとめるならば，我われ々われはおまえの命いのちを許ゆるしてやろう。」

21 しかし，ニーファイは彼かれらに言いった。「おお，①愚おろかな者もの，心こころに割かつ礼れいのない者もの，盲もう目もくな者もの，②強ごう情じょうな民たみよ。あなたがたがこの罪つみの道みちを歩あるき続つづけるのを，主しゅなる神かみがいつまで許ゆるされるか，あなたがたは知しっているのか。

22 おお，あなたがたは悔くい改あらためなければ，今いまあなたがたを待まち受うけているひどい滅めつ亡ぼうのために，泣なきわめき，①嘆なげき悲かなしむようになるに違ちがいない。

23 見みよ，わたしがある男おとこと共きょう謀ぼうして，わたしたちの大だいさばきつかさであるセゾーラムを殺ころさせたと，あなたがたは言いう。しかし見みよ，あなたがたに言いうが，あなたがたがそう言いうのは，あなたがたがこのことについて知しることができるように，わたしが証あかししたためである。すなわち，あなたがたの中なかにある悪あく事じと忌いまわしい行おこないを知しっている証しょう拠ことして，あなたがたに証あかししたためである。

24 ところが，わたしがこのようにしたので，あなたがたは，わたしがある男おとこと共きょう謀ぼうしてこのことを行おこなわせたと言いう。また，わたしがこのしるしをあなたがたに示しめしたので，あなたがたはわたしのことを怒いかり，わたしの命いのちを取とろうとしている。

25 さて見みよ，わたしはもう一つのしるしをあなたがたに示しめし，あなたがたがこのことで，わたしを殺ころそうとするかどうかを見みよう。

26 見みよ，あなたがたに言いう。セゾーラムの①兄きょう弟だいであるセアンタムの家いえに行いき，彼かれに，

27 『この民たみについて非ひ常じょうに多おおくの災わざわいを預よ言げんしている，自じ称しょう預よ言げん者しゃのニーファイがあなたと共きょう謀ぼうし，それであなたがたが兄きょう弟だいのセゾーラムを殺ころしたのですか』と言いいなさい。

28 見みよ，彼かれは，『そうではない』とあなたがたに言いうだろう。

29 そこで，あなたがたは彼かれに，『あなたが兄きょう弟だいを殺ころしたのですか』と言いいなさい。

30 すると彼かれは恐おそれて立たち尽つくし，言こと葉ばに詰つまる。そして見みよ，彼かれはあなたがたの言こと葉ばを打うち消けし，驚おどろいたふりをするだろう。それでも，自じ分ぶんは潔けっ白ぱくであるとあなたがたに告つげるだろう。

31 しかし見みよ，彼かれをよく調しらべなさい。そうすれば，彼かれの外がい套とうのすそに血ちが見みつかるだろう。

32 あなたがたはこれを見みたら，『この血ちはどこでついたのですか。これはあなたの兄きょう弟だいの血ちではないですか』と言いいなさい。

33 すると彼かれは震ふるえおののき，まるで死しんだように蒼そう白はくになる。

34 そこであなたがたは，『このように恐おそれ，また顔かお色いろが蒼そう白はくになったからには，見みよ，あなたが罪つみを犯おかしたのだろう』と言いいなさい。

35 すると彼かれは，ますます恐おそれて，やがてあなたがたに自じ白はくし，自じ分ぶんがこの殺さつ害がいを行おこなったことをもはや否ひ定ていしないだろう。

36 それから彼かれは，神かみの力ちからによってわたしニーファイにそれが示しめされたのでなければ，そのことについて分わかるはずがないと，あなたがたに告つげるだろう。そのときあなたがたは，わたしが正しょう直じきな男おとこであり，あなたがたのもとに神かみから遣つかわされていることを知しるだろう。」

37 そこで彼かれらは行いって，ニーファイから言いわれたとおりにした。するとまことに，彼かれの言いった言こと葉ばはほんとうであった。セアンタムはその言こと葉ばのとおりに否ひ定ていし，またその言こと葉ばのとおりに自じ白はくした。

38 そして，彼かれ自じ身しんがまさにその殺さつ害がい者しゃであることが立りっ証しょうされたので，五人にんの者ものは釈しゃく放ほうされ，ニーファイも釈しゃく放ほうされた。

39 ニーファイの言こと葉ばを信しんじた者ものがニーファイ人じんの中なかに何なん人にんもおり，また五人にんの者ものが証あかししたことで信しんじた者ものも何なん人にんもいた。五人にんの者ものは，牢ろうの中なかにいた間あいだに改かい心しんしていたからである。

40 そして，ニーファイは預よ言げん者しゃであると言いう者ものが，民たみの中なかに何なん人にんもいた。

41 また，「神かみでなければすべてのことを知しることができないので，まことに，この人ひとは神かみだ。まことに，この人ひとはわたしたちの心こころの思おもいを告つげ，またいろいろなこともわたしたちに告つげてきた。わたしたちの大だいさばきつかさのほんとうの殺さつ害がい者しゃさえも教おしえてくれた」と言いう者ものたちもいた。



第10章

主しゅ，ニーファイに結むすび固かための権けん威いを授さずけられる。ニーファイ，地ち上じょうでも天てんでもつなぎ，解とく力ちからを付ふ与よされる。ニーファイ，悔くい改あらためるように民たみに命めいじ，悔くい改あらためなければ滅ほろびることを告つげる。ニーファイ，御み霊たまによって群ぐん衆しゅうから群ぐん衆しゅうへと連つれて行いかれる。紀き元げん前ぜん約やく二十一年ねんから二十年ねんに至いたる。

1 さて，民たみの中なかに不ふ一いっ致ちが生しょうじたため，彼かれらはあちらこちらに分わかれて，それぞれ去さって行いった。そしてニーファイは，彼かれらの真まん中なかに立たっていて，ただ一人ひとり残のこされた。

2 そこでニーファイも，主しゅが自じ分ぶんに示しめしてくださったいろいろなことを①深ふかく考かんがえながら，家いえ路じに就ついた。

3 そして，彼かれは深ふかく考かんがえ，ニーファイの民たみの悪あく事じと，彼かれらの隠かくれた闇やみの業わざと，殺さつ人じんと，略りゃく奪だつと，あらゆる罪ざい悪あくのことでひどく沈しずんでいた。そして，彼かれがこのように心こころの中なかで深ふかく考かんがえていたとき，まことに一つの声こえが彼かれに聞きこえて，こう言いわれた。

4 「ニーファイ，あなたはこれまで行おこなってきたことのために幸さいわいである。わたしがあなたに授さずけた言こと葉ばを，あなたが①根こん気きよくこの民たみに告つげ知しらせたことを，わたしは見みたからである。あなたは彼かれらを恐おそれることなく，また②自じ分ぶんの命いのちを得えようとせず，わたしの③思おもいを求もとめ，わたしの戒いましめを守まもろうとしてきた。

5 さて，あなたがこのように根こん気きよくこのことを行おこなってきたので，見みよ，わたしはとこしえにあなたを祝しゅく福ふくしよう。また，わたしはあなたを言こと葉ばにも行おこないにも，信しん仰こうにも働はたらきにも，力ちからのある者ものにしよう。あなたはわたしの思おもいに反はんすることを①求もとめないので，まことに，②すべてのことがあなたの③言こと葉ばのとおりに行おこなわれるであろう。

6 見みよ，あなたはニーファイであり，わたしは神かみである。見みよ，わたしは天てん使したちの前まえであなたに宣せん言げんする。あなたはこの民たみに対たいして力ちからを持もち，またこの民たみの悪あくに応おうじて①飢き饉きん，疫えき病びょう，破は壊かいで地ちを打うつであろう。

7 見みよ，あなたが地ち上じょうで①結むすぶことは何なんでも天てんで結むすばれ，あなたが地ち上じょうで解とくことは何なんでも天てんで解とかれるように，わたしはあなたに力ちからを授さずける。したがって，あなたはこの民たみの中なかで力ちからを持もつであろう。

8 したがって，もしあなたがこの神しん殿でんに向むかって二つに裂さけるように言いえば，そのとおりになるであろう。

9 もしあなたがこの①山やまに向むかって，『崩くずれて平たいらになれ』と言いえば，そのとおりになるであろう。

10 また見みよ，もしあなたが神かみはこの民たみを打うたれると言いえば，そのようになるであろう。

11 さて見みよ，今いまわたしはあなたに命めいじる。あなたは行いってこの民たみに，『全ぜん能のう者しゃである主しゅなる神かみは，「あなたがたは悔くい改あらためなければ①滅ほろびるまで打うたれる」と言いわれる』と告つげ知しらせなさい。」

12 さて見みよ，主しゅがこれらの御み言こと葉ばをニーファイに言いわれると，ニーファイは立たち止どまり，自じ分ぶんの家いえに帰かえらず，地ちの面おもての方ほう々ぼうに散ちっている群ぐん衆しゅうのもとへ戻もどって行いった。そして，彼かれらは悔くい改あらためなければ滅ほろびるという，自じ分ぶんに告つげられた主しゅの言こと葉ばを彼かれらに告つげた。

13 さて見みよ，ニーファイが大だいさばきつかさの死しについて彼かれらに告つげて行おこなった，あの大おおきな奇き跡せきがあったにもかかわらず，彼かれらは心こころをかたくなにし，主しゅの言こと葉ばに聞きき従したがわなかった。

14 そこでニーファイは，彼かれらに主しゅの言こと葉ばを告つげ，「『あなたがたは悔くい改あらためなければ滅ほろびるまで打うたれる』と主しゅが言いわれる」と語かたった。

15 さて，ニーファイが彼かれらにその御み言こと葉ばを告つげても，見みよ，彼かれらはなおも心こころをかたくなにし，彼かれの言こと葉ばに聞きき従したがおうとしなかった。そして彼かれらは，ニーファイをののしり，また牢ろうに入いれるために彼かれを捕とらえようとした。

16 しかし見みよ，神かみの力ちからがニーファイとともにあったので，彼かれらはニーファイを捕とらえて牢ろうに入いれることができなかった。彼かれは御み霊たまによって取とり上あげられ，彼かれらの中なかから連つれ去さられてしまったからである。

17 そして，彼かれは御み霊たまの内うちにあって群ぐん衆しゅうから群ぐん衆しゅうへと巡めぐり，神かみの言こと葉ばを告つげ知しらせた。そして，ついに彼かれはすべての者ものに神かみの言こと葉ばを告つげ終おえ，すべての民たみの中なかに神かみの言こと葉ばを伝つたえ終おえた。

18 さて，彼かれらはニーファイの言こと葉ばを聴きこうとしなかった。そして，争あらそいが起おこったため，彼かれらは分わかれて互たがいに剣つるぎで殺ころし合あうようになった。

19 このようにして，ニーファイの民たみのさばきつかさの統とう治ち第だい七十一年ねんが終おわった。



第11章

ニーファイ，民たみの戦せん争そうの代かわりに飢き饉きんがあるように主しゅに願ねがう。多おおくの人ひとが死しぬ。人ひと々びとは悔くい改あらため，ニーファイは主しゅに雨あめを請こい願ねがう。ニーファイとリーハイ，多おおくの啓けい示じを受うける。ガデアントンの強ごう盗とうたち，その地ちで勢せい力りょくを確かく立りつする。紀き元げん前ぜん約やく二十年ねんから六年ねんに至いたる。

1 さて，さばきつかさの統とう治ち第だい七十二年ねんに，争あらそいが激はげしくなり，国くに中じゅう至いたる所ところですべてのニーファイの民たみの中なかに戦せん争そうが起おこった。

2 この滅めつ亡ぼうと悪あくの業わざを行おこなったのは，あの①秘ひ密みつ強ごう盗とう団だんであった。この戦せん争そうは年ねん内ない続つづき，第だい七十三年ねんにも続つづいた。

3 そしてこの年としに，ニーファイは主しゅに叫さけび求もとめた。

4 「おお，主しゅよ，この民たみが剣つるぎで滅ほろびることのないようにしてください。おお，主しゅよ，むしろ国こく内ないに①飢き饉きんがあるようにし，彼かれらに主しゅなる彼かれらの神かみを思おもい起おこさせてください。恐おそらく彼かれらは悔くい改あらためて，あなたに立たち返かえるでしょう。」

5 すると，ニーファイの言こと葉ばのとおりになった。その地ちに，すなわちすべてのニーファイの民たみの中なかに大だい飢き饉きんがあった。このようにして，第だい七十四年ねんにも飢き饉きんは続つづき，剣つるぎによる滅めつ亡ぼうの業わざはやんだが，飢き饉きんによって滅めつ亡ぼうがひどくなった。

6 この滅めつ亡ぼうは第だい七十五年ねんにも続つづいた。地ちは打うたれて乾かわき，穀こく物もつの実みのる季き節せつにも穀こく物もつを産さんしなかった。また，全ぜん地ちが打うたれて，ニーファイ人じんの中なかだけでなくレーマン人じんにも影えい響きょうが及およんだ。その結けっ果か，民たみは打うたれ，ひときわ邪じゃ悪あくな地ち方ほうでは何なん千ぜんもの人ひと々びとが死しんだ。

7 そこで人ひと々びとは，自じ分ぶんたちがまさに飢き饉きんによって滅ほろびようとしているのを見みて，主しゅなる神かみを①思おもい起おこすようになり，またニーファイの言こと葉ばを思おもい返かえすようになった。

8 そして人ひと々びとは，自じ分ぶんたちの大だいさばきつかさたちと指し導どう者しゃたちに，ニーファイに対たいして次つぎのように言いうよう頼たのんだ。「まことに，わたしたちはあなたが神かみの人ひとであることを知しっています。ですから，あなたがわたしたちの滅めつ亡ぼうについて語かたった①言こと葉ばがすべて成じょう就じゅすることのないように，主しゅなるわたしたちの神かみに，この飢き饉きんを遠とおざけてくださるよう叫さけび求もとめてください。」

9 そこでさばきつかさたちは，人ひと々びとが望のぞんだ言こと葉ばのとおりにニーファイに言いった。するとニーファイは，人ひと々びとが悔くい改あらため，粗あら布ぬのをまとってへりくだっているのを見みて，再ふたたび主しゅに叫さけび求もとめて言いった。

10 「おお，主しゅよ，御ご覧らんのとおり，この民たみは悔くい改あらためています。彼かれらが自じ分ぶんたちの中なかからガデアントンの団だんを一いっ掃そうしたため，団だんの者ものたちはいなくなり，彼かれらは秘ひ密みつのはかりごとを地ち中ちゅうに隠かくしてしまいました。

11 おお，主しゅよ，このように彼かれらは謙けん遜そんになっていますので，あなたの怒いかりを解といてください。あなたがすでに滅ほろぼされたあの悪あく人にんたちの滅めつ亡ぼうをもって，あなたの怒いかりを和やわらげてください。

12 おお，主しゅよ，あなたの怒いかり，まことにあなたの激はげしい怒いかりを解といて，この地ちにおける飢き饉きんをやませてください。

13 おお，主しゅよ，わたしの祈いのりをお聴ききください。わたしの言こと葉ばのとおりになり，地ちの面おもてに①雨あめが降ふり，穀こく物もつの実みのる季き節せつに，地ちが果か実じつと穀こく物もつを産さんするようにしてください。

14 おお，主しゅよ，わたしが，『飢き饉きんがあって，剣つるぎによる滅めつ亡ぼうがやむようにしてください』と申もうし上あげたときに，あなたは①わたしの言こと葉ばをお聴ききくださいました。また，あなたがかつて，『この民たみが悔くい改あらためるならば，わたしは彼かれらの命いのちを助たすけよう』と言いわれましたので，わたしはこの度たびも，あなたがわたしの言こと葉ばをお聴ききくださることを存ぞんじています。

15 まことに，おお，主しゅよ，彼かれらに起おこった飢き饉きんと疫えき病びょうと滅めつ亡ぼうのために，彼かれらがすでに悔くい改あらためていることを，あなたは御ご存ぞんじです。

16 おお，主しゅよ，あなたの怒いかりを解とき，彼かれらがあなたに仕つかえるかどうかもう一いち度どお試ためしください。もし仕つかえるならば，おお，主しゅよ，かつて言いわれた御み言こと葉ばのとおりに，彼かれらを祝しゅく福ふくしてください。」

17 そこで，第だい七十六年ねんに，主しゅは民たみから怒いかりを遠とおざけて地ちに①雨あめが降ふるようにされたので，地ちは果か実じつの実みのる季き節せつに果か実じつを産さんした。また，穀こく物もつの実みのる季き節せつに穀こく物もつを産さんした。

18 そこで見みよ，民たみは喜よろこび，神かみをあがめ，喜よろこびが地ちの全ぜん面めんに満みちた。そして彼かれらは，もうニーファイを殺ころそうとせず，彼かれを①偉い大だいな預よ言げん者しゃとして，また神かみから授さずけられた大おおいなる力ちからと権けん能のうを持もつ神かみの人ひととして尊とうとんだ。

19 見みよ，彼かれの弟おとうとリーハイも，義ぎにかかわることに関かんしては少すこしもニーファイに①劣おとらなかった。

20 さて，ニーファイの民たみは再ふたたびその地ちで栄さかえるようになり，荒あれ果はてた所ところを建たて直なおし始はじめた。また彼かれらは，増ふえて広ひろがり始はじめ，ついに北ほっ方ぽうと南なん方ぽうの地ちの全ぜん面めんを，西にしの海うみから東ひがしの海うみに至いたるまで覆おおった。

21 そして，第だい七十六年ねんが平へい穏おんに終おわり，第だい七十七年ねんも平へい穏おんに始はじまった。①教きょう会かいは全ぜん地ちの面おもてに広ひろがり，ニーファイ人じんもレーマン人じんも，民たみの大たい半はんが教きょう会かいに所しょ属ぞくし，彼かれらはその地ちで非ひ常じょうに大おおいなる平へい和わを得えた。このようにして，第だい七十七年ねんが終おわった。

22 また第だい七十八年ねんも，預よ言げん者しゃたちによって定さだめられた教きょう義ぎの幾いくつかの点てんについて少すこし争あらそいがあったほかは，平へい和わであった。

23 ところが第だい七十九年ねんに，多おおくの争あらそいが始はじまった。しかし，ニーファイとリーハイと，彼かれらの同どう僚りょうたちの多おおくは，教きょう義ぎの真しんの要よう点てんについて理り解かいし，日ひ々び多おおくの①啓けい示じを受うけていたので，人ひと々びとに教おしえを説とき，その年としのうちに争あらそいを鎮しずめた。

24 さて，何なん年ねんか前まえにニーファイの民たみからレーマン人じんのもとへ行いき，自みずからレーマン人じんと名な乗のった離り反はん者しゃたちがおり，また，その離り反はん者しゃたちによって怒いかりをかき立たてられたレーマン人じんの実じつの子し孫そんたちもいて，ニーファイの民たみのさばきつかさの統とう治ち第だい八十年ねんに，これらの者ものたちが同胞はらからと戦せん争そうを始はじめた。

25 彼かれらは殺さつ人じんと略りゃく奪だつを行おこなっては，山やまの中なかや荒あれ野のや隠かくれ場ばに引ひき揚あげて身みを隠かくし，見みつからないようにしていた。そして，彼かれらのもとに行いく離り反はん者しゃたちがいたため，日ひ々びその人にん数ずうが増ふえた。

26 このようにしてついに，何なん年ねんもたたないうちに，彼かれらは非ひ常じょうに大おおきな強ごう盗とう団だんになった。そして彼かれらは，ガデアントンの秘ひ密みつのはかりごとをすべて探さがし出だし，ガデアントン流りゅうの強ごう盗とうになった。

27 さて見みよ，この強ごう盗とうたちは，ニーファイの民たみの中なかに，またレーマン人じんの民たみの中なかにも，ひどい荒こう廃はい，まことにひどい滅めつ亡ぼうをもたらした。

28 そこで，この滅めつ亡ぼうの業わざをやめさせることが必ひつ要ようであったので，この強ごう盗とう団だんを捜さがし出だして滅ほろぼすために，荒あれ野のと山やまに強つよい兵へいから成なる軍ぐん隊たいが送おくり込こまれた。

29 しかし見みよ，その年としのうちに，兵へいはそれぞれの地ちへ追おい返かえされた。このようにして，ニーファイの民たみのさばきつかさの統とう治ち第だい八十年ねんが終おわった。

30 さて，第だい八十一年ねんの初はじめに，彼かれらは再ふたたびこの強ごう盗とう団だんに向むかって出でて行いき，多おおくの者ものを殺ころした。しかし，彼かれらもひどい損そん害がいを受うけた。

31 また，山やまや荒あれ野のに群むれを成なしていたその強ごう盗とうたちの数かずが非ひ常じょうに多おおかったので，兵へいは再ふたたび荒あれ野のと山やまからそれぞれの地ちに引ひき揚あげざるを得えなかった。

32 そして，このようにしてこの年としは終おわった。強ごう盗とうたちは依い然ぜんとして増ふえ続つづけ，強つよくなったため，ニーファイ人じんとレーマン人じんの全ぜん軍ぐんをものともしなかった。そして，彼かれらは地ちの全ぜん面めんで人ひと々びとをひどく恐おそれさせた。

33 まことにそれは，彼かれらが多おおくの地ち方ほうを襲おそって，民たみにひどい滅めつ亡ぼうをもたらしたからである。すなわち，多おおくの者ものを殺ころし，またある者ものたちを，特とくに，女おんなたちと子こ供どもたちを捕とらえて荒あれ野のへ連つれ去さったからである。

34 そこで民たみは，自じ分ぶんたちの罪ざい悪あくのために受うけたこの大おおきな災わざわいに促うながされ，再ふたたび主しゅなる彼かれらの神かみを思おもい起おこすようになった。

35 このようにして，さばきつかさの統とう治ち第だい八十一年ねんが終おわった。

36 ところが第だい八十二年ねんに，彼かれらはまた主しゅなる神かみを①忘わすれ始はじめた。そして第だい八十三年ねんに，彼かれらはさらに罪ざい悪あくを募つのらせ，第だい八十四年ねんにも行おこないを改あらためなかった。

37 そして第だい八十五年ねんには，彼かれらはますます高こう慢まんと悪あく事じを募つのらせ，そのために再ふたたび滅めつ亡ぼうの機きが熟じゅくしてきた。

38 このようにして，第だい八十五年ねんが終おわった。



第12章

人ひとは不ふ安あん定ていで，愚おろかで，悪あくを行おこなうのが早はやい。主しゅは御ご自じ分ぶんの民たみを懲こらしめられる。人ひとの無む力りょくさと対たい比ひされる神かみの力ちから。裁さばきの日ひに，人ひとは永えい遠えんの命いのちか永えい遠えんの罰ばつの定さだめかのどちらかを受うける。紀き元げん前ぜん約やく六年ねん。

1 このことからわたしたちは，人ひとの子こらの心こころがどれほど不ふ誠せい実じつで不ふ安あん定ていであるかを知しることができる。まことに，主しゅを①信しん頼らいする者ものたちを，主しゅが大おおいなる限かぎりない慈いつくしみをもって祝しゅく福ふくし，②栄さかえさせられるということも，わたしたちは知しることができる。

2 また，主しゅが御ご自じ分ぶんの民たみを栄さかえさせられるまさにそのとき，まことに，民たみの畑はたけと家か畜ちくの群むれを増まし，金きん銀ぎんと，あらゆる自し然ぜんの貴き重ちょうな品しな々じなと人じん工こうの貴き重ちょうな品しな々じなを与あたえ，民たみの命いのちを助たすけ，敵てきの手てから民たみを救すくい出だし，また宣せん戦せんすることのないように敵てきの心こころを和やわらげ，要ようするに御ご自じ分ぶんの民たみの繁はん栄えいと幸さいわいのためにあらゆることを行おこなわれるそのときに，彼かれらは心こころを①かたくなにし，主しゅなる神かみを忘わすれ，聖せい者じゃを足あしの下したに②踏ふみつけるということが，わたしたちに分わかるのである。これは，彼かれらが安あん楽らくで，非ひ常じょうに豊ゆたかに繁はん栄えいしたためである。

3 またこのことから，主しゅが多おおくの苦く難なんをもって御ご自じ分ぶんの民たみを①懲こらしめられなければ，まことに，死しと恐きょう怖ふと飢き饉きんとあらゆる疫えき病びょうを下くだされなければ，彼かれらは主しゅを②思おもい起おこそうとしないことが分わかる。

4 おお，人ひとの子こらは何なんと愚おろかで，虚きょ栄えい心しんが強く，邪じゃ悪あくで悪あく魔まに従したがい，何なんと罪ざい悪あくを行おこなうのが①早はやく，善ぜんを行おこなうのが遅おそいことか。何なんと悪あしき者ものの言こと葉ばを聴きくのが早はやく，俗ぞく世せのむなしいものに②執しゅう着ちゃくするのが早はやいことか。

5 まことに，何なんと①高こう慢まんになるのが早はやいことか。何なんと誇ほこるのが早はやく，あらゆる罪ざい悪あくを行おこなうのが早はやいことか。人ひとの子こらは何なんと主しゅなる神かみを思おもい起おこすのが遅おそく，主しゅの勧かん告こくに耳みみを傾かたむけるのが遅おそいことか。何なんと知ち恵えの道みちを②歩あゆむのが遅おそいことか。

6 見みよ，人ひとの子こらは，自じ分ぶんたちを①造つくってくださった主しゅなる神かみに②治おさめられ，統とう治ちされるのを望のぞまない。主しゅが深ふかい慈いつくしみと憐あわれみをかけてくださっているのに，人ひとの子こらは主しゅの勧かん告こくを軽かろんじ，主しゅが自じ分ぶんたちの導みちびき手てになってくださるのを望のぞまない。

7 おお，人ひとの子こらは何なんと①無む力りょくなことか。まことに，地ちのちりよりも劣おとっている。

8 見みよ，地ちのちりは，わたしたちの大おおいなる永えい遠えんの神かみの命めい令れいに応おうじてあちらこちらに動うごいて分わかれる。

9 まことに見みよ，神かみの声こえによって丘おかと山やまは揺ゆれ動うごき，①震ふるえる。

10 神かみの声こえの①力ちからによってそれらは崩くずれて平たいらになり，まことに谷たにのようにさえなる。

11 まことに，神かみの声こえの力ちからによって①全ぜん地ちが揺ゆれ動うごく。

12 まことに，神かみの声こえの力ちからによって地ちの基もといがその中ちゅう心しんまでも振しん動どうする。

13 そして，もし神かみが大だい地ちに向むかって，「動うごけ」と言いわれれば，大だい地ちは動うごく。

14 まことに，もし神かみが①大だい地ちに向むかって，「②逆ぎゃくに進すすんで，昼ひるを何なん時じ間かんも③長ながくせよ」と言いわれれば，そのとおりになる。

15 このように，神かみの言こと葉ばのとおりに大だい地ちは逆ぎゃくに進すすむので，人ひとには太たい陽ようが静せい止ししているように見みえる。見みよ，これは事じ実じつである。確たしかに動うごいているのは大だい地ちであり，太たい陽ようではないからである。

16 また見みよ，もし神かみが大おおいなる深ふかみの①水みずに向むかって，「②干ひ上あがれ」と言いわれれば，そのとおりになる。

17 見みよ，もし神かみがこの山やまに向むかって，「①持もち上あがって，行いってあの町まちの上うえに落おち，町まちを埋うめよ」と言いわれれば，見みよ，そのとおりになる。

18 見みよ，もしある人ひとが地ち中ちゅうに宝たからを①隠かくし，主しゅが，「それを隠かくした者ものの罪ざい悪あくのために，それは②のろわれよ」と言いわれれば，見みよ，それはのろわれる。

19 もし主しゅが，「今いまから後のちとこしえにだれにも見みつからないように，おまえはのろわれよ」と言いわれれば，見みよ，これから先さきとこしえに，だれもそれを得えられない。

20 見みよ，もし主しゅがある人ひとに向むかって，「あなたは自じ分ぶんの罪ざい悪あくのためにとこしえにのろわれる」と言いわれれば，そのとおりになるであろう。

21 もし主しゅが，「あなたは自じ分ぶんの罪ざい悪あくのためにわたしの前まえから絶たたれる」と言いわれれば，主しゅはそのようになさるであろう。

22 主しゅからこのように言いわれる者ものは災わざわいである。罪ざい悪あくを行おこなう者ものはそのとおりになり，その者ものは救すくわれないからである。このため，人ひと々びとが救すくわれるように，悔くい改あらためが告つげ知しらされてきたのである。

23 したがって，悔くい改あらためて，主しゅなる神かみの声こえに聞きき従したがおうとする者ものは幸さいわいである。①救すくわれるのはこれらの者ものだからである。

24 神かみが御ご自じ分ぶんの大おおいなる完かん全ぜんさに照てらして，人ひと々びとを悔くい改あらためと善ぜん行こうに導みちびき，それぞれの行おこないに応おうじた①恵めぐみに回かい復ふくしてくださるように。

25 わたしはすべての人ひとが救すくわれることを願ねがっている。しかし，わたしたちの読よんだところによれば，大おおいなる終おわりの日ひには，捨すてられる者ものたち，まことに，主しゅの前まえから追おい出だされる者ものたち，

26 まことに，無む窮きゅうの惨みじめな状じょう態たいに置おかれる者ものたちがいるとのことである。そして，「善ぜんを行おこなった者ものは①永えい遠えんの命いのちを受うけ，悪あくを行おこなった者ものは永えい遠えんの②罰ばつの定さだめを受うける」という御み言こと葉ばが成じょう就じゅするのである。まことにそのとおりである。アーメン。
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レーマン人じんサムエルがニーファイ人じんに語かたった預よ言げん。

次つぎの第だい十三－十五章しょうがそれに相そう当とうする。



第13章

レーマン人じんサムエル，ニーファイ人じんは悔くい改あらためなければ滅めつ亡ぼうすることを預よ言げんする。ニーファイ人じんと彼かれらの富とみはのろわれる。ニーファイ人じんは預よ言げん者しゃたちを拒こばんで石いしを投なげつけ，悪あく霊れいたちに取とり囲かこまれ，罪ざい悪あくを行おこなうことに楽たのしみを求もとめる。紀き元げん前ぜん約やく六年ねん。

1 さて，第だい八十六年ねんにも，ニーファイ人じんは依い然ぜんとして悪あく事じを，まことに大おおきな悪あく事じを続つづけていた。一いっ方ぽう①レーマン人じんは，モーセの律りっ法ぽうに従したがって神かみの戒いましめを厳げん密みつに守まもるように努つとめていた。

2 そしてこの年としに，レーマン人じんのサムエルという者ものがゼラヘムラの地ちにやって来きて，民たみに教おしえを説とき始はじめた。彼かれは幾いく日にちもの間あいだ，民たみに悔くい改あらためを宣のべ伝つたえたが，民たみが彼かれを追おい出だしたので，彼かれは自じ分ぶんの国くにへ帰かえろうとした。

3 ところが見みよ，主しゅの声こえが彼かれに聞きこえて，もう一いち度ど引ひき返かえし，①心こころの中なかに浮うかぶことを，どのようなことであろうと民たみに預よ言げんするように言いわれた。

4 さて，民たみは，彼かれが町まちに入はいるのを許ゆるさなかった。そこで彼かれは，町まちの城じょう壁へきの上うえに登のぼり，手てを伸のばして大おお声ごえで叫さけび，主しゅが心こころに与あたえてくださることをすべて民たみに預よ言げんした。

5 彼かれは民たみに言いった。「見みよ，わたし，レーマン人じんサムエルは，主しゅがわたしの心こころに与あたえてくださる主しゅの御み言こと葉ばを告つげる。見みよ，この民たみに告つげるように主しゅがわたしの心こころに与あたえてくださったことは次つぎのとおりである。罰ばつの①剣つるぎが今いまこの民たみのうえに迫せまっている。四百年ねんたたないうちに，罰ばつの剣つるぎはこの民たみのうえに振ふり下おろされる。

6 まことに，ひどい①滅めつ亡ぼうがこの民たみを待まち受うけており，それは必かならずこの民たみに下くだる。悔くい改あらためて，主しゅイエス・キリスト，すなわち，将しょう来らい必かならずこの世よに来きて，多おおくの苦くるしみを受うけ，御ご自じ分ぶんの民たみのために殺ころされる主しゅイエス・キリストを信しんじる以い外がいに，何なに事ごともこの民たみを救すくうことはできない。

7 そして見みよ，主しゅの①天てん使しがそれをわたしに告つげた。また主しゅの天てん使しは，わたしに②喜よろこびのおとずれを携たずさえて来きた。見みよ，あなたがたもその喜よろこばしいおとずれを得えられるように，わたしはあなたがたにそれを告つげ知しらせるために遣つかわされたのである。しかし見みよ，あなたがたはわたしを受うけ入いれようとしなかった。

8 したがって，主しゅは次つぎのように言いわれる。『ニーファイ人じんの民たみの心こころがかたくなであるので，彼かれらが悔くい改あらためなければ，彼かれらからわたしの言こと葉ばを取とり去さろう。また，わたしの霊れいも①取とり去さろう。そしてわたしは，もはや彼かれらをそのままにはしておかず，彼かれらの同胞はらからに彼かれらに対たいする敵てき対たい心しんを抱いだかせよう。

9 ①四百年ねんたたないうちに，わたしは彼かれらが打うたれるようにしよう。まことに，わたしは剣つるぎと飢き饉きんと疫えき病びょうを彼かれらに及およぼそう。

10 まことにわたしは，激はげしい怒いかりをもって彼かれらを罰ばっしよう。あなたがたの敵てきの①第だい四世せ代だいの者ものの中なかには，生いき長ながらえて，あなたがたの完かん全ぜんな滅めつ亡ぼうを見みる者ものがいるであろう。あなたがたが悔くい改あらためなければ，このことは必かならず起おこる』と，主しゅは言いわれる。『その第だい四世せ代だいの者ものたちがあなたがたを滅ほろぼすであろう。

11 しかし，もしあなたがたが悔くい改あらためて，主しゅなるあなたがたの神かみに①立たち返かえるならば，わたしは怒いかりを解とこう』と，主しゅは言いわれる。まことに，主しゅは次つぎのように言いわれる。『悔くい改あらためてわたしに立たち返かえろうとする者ものは幸さいわいである。しかし，悔くい改あらためない者ものは災わざわいである。

12 まことに，この大おおきなゼラヘムラの町まちは①災わざわいである。見みよ，この町まちが今いま救すくわれているのは，義ぎを守まもっている者ものたちのおかげである。まことに，この大おおきな町まちは災わざわいである。多おおくの者もの，まことにこの大おおきな町まちの大たい半はんの者ものが将しょう来らいわたしに対たいして心こころをかたくなにすることを，わたしは知しっているからである』と，主しゅは言いわれる。

13 『しかし，悔くい改あらためる者ものは幸さいわいである。わたしはその者ものたちの命いのちを救すくうからである。しかし見みよ，もしこの大おおきな町まちに義ぎ人じんがいなければ，見みよ，わたしは天てんから①火ひを下くだし，この町まちを滅ほろぼしていたであろう。

14 しかし見みよ，この町まちが今いま助たすかっているのは，義ぎ人じんのためである。しかし見みよ，あなたがたが義ぎ人じんを追おい出だす時ときが来くる。そのとき，あなたがたの滅めつ亡ぼうの機きは熟じゅくする』と，主しゅは言いわれる。『まことに，この大おおきな町まちは，その中なかにある悪あく事じと忌いまわしい行おこないのために災わざわいである。

15 また，ギデオンの町まちも，その中なかにある悪あく事じと忌いまわしい行おこないのために災わざわいである。

16 また，周まわりの地ちにあるニーファイ人じんが所しょ有ゆうしているすべての町まちは，その中なかにある悪あく事じと忌いまわしい行おこないのために災わざわいである。』

17 また見みよ，万ばん軍ぐんの主しゅは言いわれる。『この地ちにいる民たみのために，まことに彼かれらの悪あく事じと忌いまわしい行おこないのために，①のろいが地ちに下くだるであろう。』

18 そしてこのように，万ばん軍ぐんの主しゅ，まことにわたしたちの大おおいなるまことの神かみは言いわれる。『地ち中ちゅうに宝たからを①隠かくす者ものは，その者ものが義ぎ人じんであって，主しゅに託たくしてそれを隠かくすのでなければ，地ちのひどいのろいのために，もはや二に度どとそれを見みいだせないであろう。』

19 主しゅは言いわれる。『宝たからを隠かくす者ものはわたしに託たくして隠かくすようにわたしは望のぞむ。わたしに託たくすことなく宝たからを隠かくす者ものはのろわれる。義ぎ人じん以い外がいにはだれも，わたしに託たくして宝たからを隠かくさないからである。わたしに託たくすことなく宝たからを隠かくす者ものはのろわれるし，その宝たからものろわれる。また，地ちがのろわれるために，それを取とり出だす者ものはだれもいない。

20 人ひと々びとが富とみに執しゅう着ちゃくして自じ分ぶんの宝たからを隠かくす日ひが来くる。人ひと々びとは自じ分ぶんの富とみに執しゅう着ちゃくし，敵てきの前まえから逃にげるときに自じ分ぶんの宝たからを隠かくすであろう。しかし，彼かれらは宝たからを隠かくすときにわたしに託たくさないので，彼かれらも宝たからものろわれる。そしてその日ひに彼かれらは打うたれる』と，主しゅは言いわれる。

21 見みよ，あなたがた，この大おおきな町まちの民たみよ，注ちゅう意いを払はらい，わたしの言こと葉ばを①聴ききなさい。まことに，主しゅが言いわれる御み言こと葉ばを聴ききなさい。見みよ，あなたがたは富とみのためにのろわれると，主しゅは言いわれる。また，あなたがたが富とみに執しゅう着ちゃくし，それを授さずけてくださった御お方かたの御み言こと葉ばに聞きき従したがわなかったので，あなたがたの富とみものろわれると，主しゅは言いわれる。

22 あなたがたは，主しゅなる神かみが授さずけてくださったものについて，主しゅを思おもい起おこさない。あなたがたはいつも①富とみのことを心こころにかけていて，主しゅなるあなたがたの神かみに富とみのことを感かん謝しゃするのを忘わすれている。まことに，あなたがたの心こころは主しゅに向むいておらず，ひどくおごり②高たかぶって，誇ほこりや大たい言げん壮そう語ご，③ねたみ，争あらそい，悪あく意い，迫はく害がい，殺さつ人じん，そのほかあらゆる罪ざい悪あくに陥おちいっている。

23 このために，主しゅなる神かみは，のろいが地ちに下くだるように，またあなたがたの富とみにも下くだるようにされた。それはあなたがたの罪ざい悪あくのためである。

24 まことに，この民たみは災わざわいである。あなたがたは昔むかしの人ひと々びとが行おこなったように，今いま，預よ言げん者しゃたちを①追おい出だし，あざけり，石いしを投なげつけ，彼かれらを殺ころし，また彼かれらに対たいしてあらゆる罪ざい悪あくを行おこなっているからである。

25 あなたがたは語かたるとき，『わたしたちは，もし昔むかしの①先せん祖ぞの時じ代だいに生いきていたならば，預よ言げん者しゃたちを殺ころさなかったであろう。預よ言げん者しゃたちに石いしを投なげつけることも，彼かれらを追おい出だすこともしなかったであろう』と言いう。

26 見みよ，あなたがたは彼かれらよりも悪わるい。主しゅが生いきておられるように，もし①預よ言げん者しゃがあなたがたの中なかに来きて，あなたがたの罪つみと不ふ義ぎを証あかしする主しゅの御み言こと葉ばを告つげ知しらせたならば，あなたがたはその預よ言げん者しゃのことを②怒いかり，追おい出だし，あらゆる方ほう法ほうを使つかって殺ころそうとする。まことに，彼かれがあなたがたの行おこないは悪わるいと③証あかしするので，あなたがたは，彼かれは偽にせ④預よ言げん者しゃであり，罪つみ人びとであり，悪あく魔まから出でた者ものであると言いう。

27 しかし見みよ，もしある人ひとがあなたがたの中なかに来きて，『これを行おこないなさい。行おこなっても罪ざい悪あくではない。それを行おこないなさい。行おこなっても苦くるしみを受うけない』と言いえば，また，『あなた自じ身しんの心こころの高たかぶりに従したがって歩あるきなさい。まことに，あなたの目めの高たかぶりに従したがって歩あるきなさい。あなたの心こころが望のぞむことを何なんでも行おこないなさい』と言いえば，すなわち，もしある人ひとがあなたがたの中なかに来きてこのように言いえば，あなたがたは彼かれを受うけ入いれ，彼かれは①預よ言げん者しゃであると言いうであろう。

28 まことに，あなたがたは彼かれをあがめ，彼かれにあなたがたの持もち物ものを与あたえ，彼かれにあなたがたの金きん銀ぎんを与あたえ，また彼かれに高こう価かな衣い服ふくを着きせるであろう。そして，彼かれがあなたがたに①へつらいの言こと葉ばを語かたり，万ばん事じよしと言いうので，あなたがたは彼かれを非ひ難なんしないであろう。

29 おお，邪じゃ悪あくでよこしまな人ひと々びとよ，かたくなで強ごう情じょうな民たみよ，あなたがたは，主しゅがいつまであなたがたをそのままにしておかれると思おもっているのか。まことに，あなたがたはいつまで①愚おろかな②盲もう目もくの導みちびき手てたちに引ひかれていくつもりか。まことに，あなたがたはいつまで③光ひかりよりも④闇やみを選えらぶつもりか。

30 まことに見みよ，主しゅの怒いかりはすでにあなたがたに向むかって燃もえている。見みよ，主しゅはあなたがたの罪ざい悪あくのために地ちをのろわれた。

31 また見みよ，主しゅがあなたがたの富とみをのろわれて，それが①なくなりやすくなり，あなたがたがそれを保たもつことのできない時ときが来くる。あなたがたは，貧まずしいときにそれを保たもてない。

32 あなたがたの貧まずしいときに，あなたがたは主しゅに叫さけび求もとめるであろう。しかし，あなたがたが叫さけび求もとめても無む駄だである。すでに荒こう廃はいがあなたがたに及およんでおり，あなたがたの滅めつ亡ぼうが確かく定ていしているからである。そして，『その日ひ，あなたがたは涙なみだを流ながし，泣なきわめくであろう』と，万ばん軍ぐんの主しゅは言いわれる。また，そのときにあなたがたは嘆なげいて，

33 『おお，わたしは①悔くい改あらため，預よ言げん者しゃたちを殺ころさず，②石いしを投なげつけず，追おい出ださなければよかった』と言いうであろう。まことに，その日ひにあなたがたは言いうであろう。『おお，主しゅなるわたしたちの神かみが富とみを与あたえてくださったその日ひに，主しゅを思おもい起おこしておけばよかった。そうすれば，富とみがなくなりやすくなって，それを失うしなうということはなかったであろう。見みよ，わたしたちの富とみは今いまはもうわたしたちのもとにない。

34 見みよ，わたしたちがここに道どう具ぐを置おくと，翌よく日じつにはそれはなくなる。見みよ，戦たたかいのために自じ分ぶんの剣つるぎを捜さがす日ひには，それはなくなっている。

35 まことに，わたしたちは自じ分ぶんの宝たからを隠かくしておいたのに，地ちののろいのために失うしなわれてしまった。

36 おお，主しゅの御み言こと葉ばがわたしたちに及およんだ日ひに，悔くい改あらためておけばよかった。見みよ，地ちはのろわれ，すべてのものがなくなりやすくなっており，わたしたちはそれらを保たもてない。

37 見みよ，わたしたちは悪あく霊れいに取とり囲かこまれている。わたしたちの霊れいを滅ほろぼそうとしてきた者ものの使つかいに取とり囲かこまれている。見みよ，わたしたちの罪ざい悪あくは大おおきい。おお，主しゅよ，あなたの怒いかりを解といていただけませんでしょうか。』これがその日ひにあなたがたの言いう言こと葉ばである。

38 しかし見みよ，あなたがたの試ためしの①日ひはすでに過すぎ去さった。あなたがたは自じ分ぶんの救すくいの日ひを②引ひき延のばしたので，とうとう永えい遠えんに間まに合あわなくなってしまい，あなたがたの滅めつ亡ぼうは確かく定ていしてしまった。まことに，あなたがたは手てに入いれることのできないものを，生しょう涯がいをかけて求もとめてきたのである。あなたがたは，罪ざい悪あくを行おこないながら③幸こう福ふくを求もとめてきた。それはわたしたちの大おおいなる永えい遠えんの頭かしらの内うちにある，あの義ぎの本ほん質しつに反はんすることである。

39 おお，この地ちの民たみよ，わたしの言こと葉ばを聞きいてもらいたい。わたしは主しゅの怒いかりが解とかれるように，またあなたがたが悔くい改あらためて救すくわれるようにと祈いのっている。」



第14章

サムエル，キリストの降こう誕たんの時ときには夜よ中なかも明あかるく，一つの新あたらしい星ほしが現あらわれることを予よ告こくする。キリストは人ひと々びとを肉にく体たいの死しと霊れいの死しから贖あがなわれる。キリストの死しのしるしとして，三みっ日か間かんの暗くら闇やみがあり，岩いわが裂さけ，自し然ぜんの大だい変へん動どうがある。紀き元げん前ぜん約やく六年ねん。

1 さて，レーマン人じん①サムエルは，ほかにもここに書かき記しるせない非ひ常じょうに多おおくのことを預よ言げんした。

2 見みよ，彼かれは民たみに言いった。「見みよ，わたしはあなたがたにしるしを与あたえる。もう五年ねんたつと，見みよ，神かみの御おん子こがその御み名なを信しんじるすべての人ひとを贖あがなうために来こられる。

3 見みよ，神かみの御おん子この来らい臨りんの時ときの①しるしとして，あなたがたに次つぎのことを知しらせておく。見みよ，天てんに大おおいなる光ひかりがあるために，神かみの御おん子こが来こられる前まえの夜よるは暗くら闇やみがなく，人ひとにはまるで昼ひるのように思おもわれる。

4 したがって，二昼ちゅう一夜やがまるで一日にちのようであって，夜よるがない。これがあなたがたへのしるしである。あなたがたには日ひの出でも日ひの入いりも分わかるので，二昼ちゅう一夜やであることが確たしかに分わかる。しかし，夜よるは暗くらくならない。それが神かみの①御おん子このお生うまれになる前ぜん夜やである。

5 また見みよ，あなたがたが一いち度ども見みたことのないような一つの新あたらしい①星ほしが現あらわれる。これもあなたがたへのしるしである。

6 そして見みよ，これだけではない。天てんには多おおくのしるしと不ふ思し議ぎがある。

7 そして，あなたがたは皆みな，驚おどろき，不ふ思し議ぎに思おもい，地ちに①倒たおれるであろう。

8 そして，神かみの御おん子こを①信しんじる者ものは皆みな，永えい遠えんの命いのちを受うける。

9 見みよ，わたしが来きて，このことをあなたがたに告つげるように，主しゅは天てん使しを通つうじてわたしに命めいじられた。まことに，これらのことをあなたがたに預よ言げんするようにと，主しゅは命めいじられた。まことに，主しゅはわたしに，『悔くい改あらためて主しゅの道みちを備そなえよと，この民たみに叫さけびなさい』と言いわれた。

10 ところが，わたしがレーマン人じんであって，主しゅから命めいじられた御み言こと葉ばをあなたがたに語かたったので，また，それがあなたがたにとって堪たえ難がたかったので，あなたがたはわたしを怒いかって，わたしを殺ころそうとし，あなたがたの中なかからわたしを①追おい出だした。

11 あなたがたは，わたしの言こと葉ばを聞きかなければならない。わたしがこの町まちの城じょう壁へきに登のぼったのは，あなたがたの罪ざい悪あくのゆえにあなたがたを待まち受うけている神かみの裁さばきについて，あなたがたが聞きいて知しることができるように，またあなたがたが悔くい改あらための条じょう件けんを知しることができるようにするためである。

12 また，あなたがたがイエス・キリスト，すなわち神かみの御おん子こ，天てん地ちの①父ちち，時ときの初はじめからの万ばん物ぶつの創そう造ぞう主ぬしの来らい臨りんを知しることができるようにするためであり，さらにあなたがたがイエス・キリストの来らい臨りんのしるしを知しって，イエス・キリストの御み名なを信しんじられるようにするためである。

13 あなたがたは，イエス・キリストの御み名なを①信しんじるならば，罪つみをすべて悔くい改あらためるであろう。それによってあなたがたは，イエス・キリストの②功く徳どくを通つうじて罪つみの赦ゆるしを得えるのである。

14 見みよ，さらにわたしはもう一つのしるし，すなわち，イエス・キリストの死しのしるしをあなたがたに知しらせておく。

15 見みよ，イエス・キリストは必かならず死しななくてはならない。①救すくいがもたらされるためである。まことに，それはイエス・キリストの務つとめである。死し者しゃの②復ふっ活かつをもたらし，それによって人ひと々びとが主しゅの御み前まえに導みちびかれるようにするために，イエス・キリストが死しなれることが必ひつ要ようになっているのである。

16 まことに見みよ，この死しは復ふっ活かつをもたらし，第だい一の死し，すなわちあの霊れいの死しから全ぜん人じん類るいを①贖あがなう。全ぜん人じん類るいは，アダムが②堕だ落らくしたことによって主しゅの御み前まえから③絶たたれているので，現げん世せの事こと柄がらに関かんしても霊れい的てきな事こと柄がらに関かんしても，ともに④死しんだと考かんがえられているからである。

17 しかし見みよ，キリストの復ふっ活かつは人じん類るい，まことに全ぜん人じん類るいを①贖あがなって主しゅの御み前まえに連つれ戻もどす。

18 そして，それは悔くい改あらための条じょう件けんを果はたし，悔くい改あらためる者ものは，切きり倒たおされて火ひの中なかに投なげ込こまれることはないが，悔くい改あらためない者ものは皆みな，切きり倒たおされて火ひの中なかに投なげ込こまれる。そしてこれらの者ものには，再ふたたび霊れいの死し，まことに第だい二の死しが及およぶ。彼かれらは義ぎにかかわる事こと柄がらに関かんして再ふたたび絶たたれるからである。

19 だから，あなたがたは悔くい改あらためなさい，悔くい改あらためなさい。さもなければ，あなたがたはこれらの事こと柄がらを知しっていて行おこなわないので，罪つみの宣せん告こくを受うけることになり，またこの第だい二の死しに落おとされることになる。

20 ところで見みよ，前まえに言いったように，もう一つの①しるし，すなわちキリストの死しのしるしについて述のべると，見みよ，キリストが死しなれる日ひには，太たい陽ようは②暗くらくなって，あなたがたにその光ひかりを与あたえようとしない。また，月つきも星ほしも同どう様ようである。キリストが亡なくなられるときから③三みっ日か間かん，すなわちキリストが再ふたたび死し者しゃの中なかからよみがえられるときまで，この地ちの面おもてにはまったく光ひかりがない。

21 まことに，キリストが息いきを引ひき取とられるときには，何なん時じ間かんも①雷かみなりと稲いな妻ずまがあり，大だい地ちが震しん動どうし，揺ゆれ動うごくであろう。また，この地ちの面おもてにある岩いわは地ち上じょうの岩いわも地ち下かの岩いわも，今いまあなたがたの知しっているように堅けん固ごであり，その大たい半はんは頑がん丈じょうな一つの塊かたまりであるが，それが②砕くだかれるであろう。

22 まことに，それらの岩いわは二つに裂さけて，ひびや割われ目めや砕くだけた破は片へんがその後のちいつまでも，全ぜん地ちの面おもてに，また地ち上じょうにも地ち下かにも①見みいだされるであろう。

23 また見みよ，大だい暴ぼう風ふう雨うがあるであろう。そして，多おおくの山やまが谷たにのように低ひくくなり，現げん在ざい谷たにと呼よばれている多おおくの場ば所しょが，非ひ常じょうに高たかい山やまとなるであろう。

24 また，多おおくの街かい道どうが破は壊かいされ，多おおくの①町まちが荒あれ果はてるであろう。

25 さらに，多おおくの①墓はかが開ひらかれて，多おおくの死し者しゃを出だし，多おおくの聖せい徒とが多おおくの人ひとに現あらわれるであろう。

26 見みよ，このように①天てん使しがわたしに語かたった。何なん時じ間かんにもわたって雷かみなりと稲いな妻ずまがあると，天てん使しはわたしに言いった。

27 また天てん使しはわたしに，これらのことは，このように雷かみなりと稲いな妻ずまと暴ぼう風ふう雨うが続つづく間あいだにあり，さらにまた①暗くら闇やみが三みっ日か間かん，全ぜん地ちの面おもてを覆おおうと言いった。

28 また天てん使しはわたしに，①これらのしるしとこれらの不ふ思し議ぎがこの地ちの全ぜん面めんに現あらわれることを，多おおくの者ものが信しんじられるように，また人ひとの子こらの中なかに不ふ信しん仰こうの起おこることがないように，多おおくの者ものはこれらのことよりも大おおいなることを見みるであろうと言いった。

29 またこれは，信しんじる者ものが皆みな救すくわれ，信しんじない者ものに義ぎの①裁さばきが下くだるようにするためでもある。そして，もし彼かれらが罪つみに定さだめられるとすれば，自じ分ぶんの罪つみの宣せん告こくを自じ分ぶん自じ身しんに招まねくのである。

30 覚おぼえておきなさい。わたしの同胞はらからよ，覚おぼえておきなさい。滅ほろびる者ものは自じ分ぶんで滅ほろび，罪ざい悪あくを行おこなう者ものは自じ分ぶんでそれを行おこなうのである。なぜなら，見みよ，あなたがたは①自じ由ゆうであり，あなたがたは随ずい意いに行こう動どうすることを許ゆるされているからである。見みよ，神かみはあなたがたに②知ち識しきを与あたえて，あなたがたを自じ由ゆうにしてくださったからである。

31 神かみはあなたがたが①善ぜん悪あくをわきまえられるようにしてくださり，また，あなたがたが生せいでも死しでも②選えらべるようにしてくださった。あなたがたは善ぜんを行おこなって，善ぜんであるものに③回かい復ふくされる。言いい換かえれば，あなたがたに回かい復ふくされた善ぜんであるものを持もつことができる。また，あなたがたは悪あくを行おこなって，あなたがたに回かい復ふくされた悪あくであるものを持もつこともできるのである。」



第15章

主しゅはニーファイ人じんを愛あいしておられたので，彼かれらを懲こらしめられた。改かい宗しゅうしたレーマン人じんは信しん仰こうが確かっ固ことして堅けん固ごである。主しゅは末まつ日じつにレーマン人じんに憐あわれみをかけられる。紀き元げん前ぜん約やく六年ねん。

1 「わたしの愛あいする同胞はらからよ，見みよ，あなたがたに告つげる。悔くい改あらためなければ，あなたがたの家いえは①荒あれ果はてたまま残のこされるであろう。

2 まことに，あなたがたが悔くい改あらためなければ，あなたがたの婦ふ人じんたちは乳ちちを飲のませる日ひに嘆なげき悲かなしむことになる。あなたがたは逃にげようとするが，避さけ所どころとなる場ば所しょがない。また，子こ供どもを①宿やどしている婦ふ人じんたちは災わざわいである。身み重おもで逃にげられないからである。したがって，その婦ふ人じんたちは踏ふみにじられ，置おき去ざりにされて死しぬであろう。

3 まことに，ニーファイの民たみと呼よばれているこの民たみは，自じ分ぶんたちに示しめされるこれらのしるしと不ふ思し議ぎをすべて見みるときに，悔くい改あらためなければ災わざわいである。見みよ，彼かれらは主しゅの選えらばれた民たみであったからである。まことに，ニーファイの民たみを主しゅは愛あいしてこられ，また主しゅはこの民たみを①懲こらしめてこられた。主しゅはニーファイの民たみを愛あいしておられたので，彼かれらが罪ざい悪あくを犯おかした日ひに彼かれらを懲こらしめられた。

4 しかし見みよ，わたしの同胞はらからよ，主しゅはレーマン人じんを憎にくんでこられた。彼かれらの行おこないがいつも悪わるかったからであり，これは彼かれらの先せん祖ぞの①言いい伝つたえが正ただしくなかったためである。ところが見みよ，ニーファイ人じんの宣せん教きょうによって，救すくいがレーマン人じんに与あたえられ，このために主しゅは彼かれらの時じ代だいを②引ひき延のばされた。

5 またあなたがたは，レーマン人じんの①大たい半はんが自じ分ぶんの義ぎ務むの道みちにあり，神かみの御み前まえを注ちゅう意い深ぶかく歩あゆみ，モーセの律りっ法ぽうに従したがって神かみの戒いましめと神かみの掟おきてと神かみの裁さい決けつを守まもるように努つとめているのを，見みてもらいたい。

6 まことに，あなたがたに言いうが，彼かれらの大たい半はんがこのように行おこなっている。そして彼かれらは，残のこりの同胞はらからにも真しん理りを知しらせようと熱ねっ心しんに勤きん勉べんに努つとめているので，日ひ々び彼かれらの仲なか間まに加くわわる者ものが多おおい。

7 見みよ，あなたがた自じ身しん見みて知しっているとおり，彼かれらの多おおくは今いま真しん理りを知しっており，彼かれらの先せん祖ぞの言いい伝つたえが邪じゃ悪あくで忌いまわしいことも知しっており，また聖せい文ぶん，まことに書かき記しるされている聖せいなる預よ言げん者しゃたちの預よ言げんを信しんじるようになっている。これらの預よ言げんは主しゅを信しんじる信しん仰こうと悔くい改あらために彼かれらを導みちびき，その信しん仰こうと悔くい改あらためが彼かれらに心こころの①変へん化かをもたらしている。

8 したがって，あなたがた自じ身しん知しっているとおり，このようになった者ものは皆みな，信しん仰こうにおいて，また彼かれらに自じ由ゆうを得えさせた事こと柄がらにおいて①確かっ固ことして堅けん固ごである。

9 また，あなたがたも知しっているように，彼かれらは自じ分ぶんたちの武ぶ器きを①埋うめてしまった。そして彼かれらは，決けっして罪つみを犯おかしてはならないと思おもい，武ぶ器きを取とることを恐おそれている。まことに，あなたがたは彼かれらが罪つみを犯おかすのを恐おそれているのを見みることができる。見みよ，彼かれらは敵てきに踏ふみにじられて殺ころされるに任まかせ，敵てきに対たいして剣つるぎを振ふり上あげようとしない。これは，彼かれらがキリストを信しんじているためである。

10 また彼かれらには，自じ分ぶんの信しんじていることを信しんじる確かっ固ことした強つよさがあり，一ひと度たび啓けい発はつされると固かたく守まもり通とおす強つよさもあるので，彼かれらが罪ざい悪あくを犯おかしたにもかかわらず，見みよ，主しゅは将しょう来らい彼かれらを祝しゅく福ふくし，彼かれらの時じ代だいを引ひき延のばされるであろう。

11 まことに，たとえ彼かれらが不ふ信しん仰こうに陥おちいったとしても，主しゅは彼かれらの時じ代だいを①引ひき延のばされ，わたしたちの先せん祖ぞと預よ言げん者しゃ②ゼノスとそのほか多おおくの預よ言げん者しゃが語かたってきた時ときが訪おとずれるであろう。すなわち，同胞はらからであるレーマン人じんに，③再ふたたび以い前ぜんのように真しん理りが知しらされることについて語かたってきた，その時ときが訪おとずれるであろう。

12 まことに，あなたがたに言いう。末すえの時じ代だいにおける主しゅの①約やく束そくはわたしたちの同胞はらからであるレーマン人じんに与あたえられている。彼かれらは多おおくの苦く難なんに遭あい，地ちの面おもてであちらこちらへ②追おい立たてられ，狩かり出だされ，打うたれ，広ひろく散ちらされて，避さけ所どころとなる場ば所しょがなくなるにもかかわらず，主しゅは彼かれらに③憐あわれみをかけられる。

13 これは，彼かれらが真しん実じつの知ち識しき，すなわち彼かれらの贖あがない主ぬし，彼かれらの大おおいなるまことの①羊ひつじ飼かいを知しる知ち識しきに再ふたたび②導みちびかれて，その羊ひつじ飼かいの羊ひつじの中なかに数かぞえられるという預よ言げんにかなっている。

14 したがって，あなたがたに言いう。あなたがたが悔くい改あらためなければ，彼かれらの方ほうがあなたがたよりも①幸さいわいである。

15 見みよ，これまであなたがたに示しめされてきた①力ちからある業わざが，彼かれらに，まことに先せん祖ぞの言いい伝つたえのために不ふ信しん仰こうに陥おちいっている彼かれらに示しめされていたならば，彼かれらは決けっして二に度どと不ふ信しん仰こうに陥おちいらなかったであろう。あなたがた自じ身しん，それを見みることができる。

16 したがって主しゅは，『彼かれらを完かん全ぜんには滅ほろぼさず，わたしの知ち恵えにかなう日ひに，彼かれらを再ふたたびわたしに立たち返かえらせよう』と言いわれる。

17 また見みよ，主しゅは，ニーファイ人じんの民たみについて，『もし彼かれらが悔くい改あらためてわたしの思おもいを行おこなうように努つとめなければ，わたしが彼かれらの中なかで行おこなってきた多おおくの力ちからある業わざにもかかわらず，彼かれらは不ふ信しん仰こうであるので，わたしは彼かれらをことごとく①滅ほろぼそう。主しゅが生いきているように確たしかに，これらのことは行おこなわれる』と言いわれる。」



第16章

サムエルの言こと葉ばを信しんじたニーファイ人じん，ニーファイからバプテスマを受うける。悔くい改あらためないニーファイ人じんの矢やも石いしも，サムエルを殺ころすことはできない。ある者ものは心こころをかたくなにし，別べつの者ものは天てん使しを見みる。キリストを信しんじることも，エルサレムにキリストが来らい臨りんされることを信しんじることも道どう理りにかなっていないと，不ふ信者しんじゃたちは言いう。紀き元げん前ぜん約やく六年ねんから一年ねんに至いたる。

1 さて，レーマン人じんサムエルが町まちの城じょう壁へきの上うえで語かたる言こと葉ばを聞きいた者ものは大おお勢ぜいいた。そして，彼かれの言こと葉ばを信しんじた者ものは皆みな，出でて行いってニーファイを捜さがした。彼かれらは行いってニーファイを見みつけると，バプテスマを受うけて主しゅのものとなることを願ねがって，罪つみを彼かれに告こく白はくして否ひ定ていしなかった。

2 しかし，サムエルの言こと葉ばを信しんじない者ものたちもおり，彼かれらは皆みなサムエルに腹はらを立たてた。そして彼かれらは，城じょう壁へきの上うえにいる彼かれに石いしを投なげつけた。また，城じょう壁へきの上うえに立たっている彼かれに多おおくの者ものが矢やを射いかけた。しかし，主しゅの御み霊たまが彼かれに伴ともなっていたので，彼かれらは石いしも矢やも当あてることができなかった。

3 そして，当あてることができないのを見みて，さらに多おおくの者ものが彼かれの言こと葉ばを信しんじた。そして彼かれらは，バプテスマを受うけるためにニーファイのもとへ行いった。

4 見みよ，それは，ニーファイがバプテスマを施ほどこし，預よ言げんし，教おしえを説とき，民たみに悔くい改あらためを叫さけび，またキリストが①間まもなく必かならず来こられることを民たみに知しらせるために，数かず々かずのしるしと不ふ思し議ぎを示しめし，彼かれらの中なかで数かず々かずの②奇き跡せきを行おこなっていたからである。

5 ニーファイは，間まもなく起おこることを民たみに告つげていた。それらのことが実じっ際さいに起おこったときに信しんじることができるように，あらかじめそれが知しらされていたということを認みとめさせ，思おもい起おこさせるためであった。そこで，サムエルの言こと葉ばを信しんじた者ものは皆みな，バプテスマを受うけるためにニーファイのもとへ行いった。彼かれらは悔くい改あらため，罪つみを告こく白はくするために行いったのである。

6 しかし，民たみの大たい半はんはサムエルの言こと葉ばを信しんじなかった。そこで彼かれらは，石いしも矢やも彼かれに当あてることができないのを見みると，彼かれらの隊たい長ちょうたちに叫さけび，「この男おとこを捕とらえて，縛しばってくれ。見みよ，この男おとこには悪あく霊れいがついている。この男おとこの内うちにある悪あく魔まの力ちからのために，我われ々われは石いしも矢やも当あてることができない。だから，この男おとこを捕とらえて，縛しばり，追おい払はらってくれ」と言いった。

7 そこで，隊たい長ちょうたちが行いってサムエルを捕とらえようとしたところ，見みよ，彼かれは城じょう壁へきから飛とび降おりて，彼かれらの地ちから逃にげ出だし，自じ分ぶんの国くにへ帰かえって行いった。そして彼かれは，自じ分ぶんの民たみの中なかで教おしえを説とき，預よ言げんし始はじめた。

8 見みよ，彼かれがこれ以い上じょうニーファイ人じんを訪おとずれたという話はなしは一いち度どもない。民たみの状じょう況きょうは以い上じょうのとおりであった。

9 このようにして，ニーファイの民たみのさばきつかさの統とう治ち第だい八十六年ねんが終おわった。

10 また，さばきつかさの統とう治ち第だい八十七年ねんもこのようにして終おわり，民たみの大たい半はんは依い然ぜんとして高こう慢まんで悪あく事じを続つづけており，神かみの前まえをさらに注ちゅう意い深ぶかく歩あゆんでいたのは，少しょう数すうの者ものにすぎなかった。

11 さばきつかさの統とう治ち第だい八十八年ねんもこのような状じょう態たいであった。

12 また，さばきつかさの統とう治ち第だい八十九年ねんも，民たみがさらに罪ざい悪あくにふけるようになり，ますます神かみの戒いましめに反はんすることを行おこなうようになったことを除のぞけば，民たみの状じょう況きょうはほんの少すこし変かわっただけであった。

13 ところが，さばきつかさの統とう治ち第だい九十年ねんになると，民たみに数かず々かずの①大おおきなしるしと不ふ思し議ぎが与あたえられ，預よ言げん者しゃたちの言こと葉ばが②成じょう就じゅし始はじめた。

14 また，①天てん使したちが人ひと々びと，すなわち賢かしこい人ひと々びとに現あらわれ，胸むね躍おどる大おおいなる喜よろこびのおとずれを彼かれらに告つげ知しらせた。このように，聖せい文ぶんに記しるされていることがこの年としに成じょう就じゅし始はじめた。

15 にもかかわらず，ニーファイ人じんもレーマン人じんも，民たみの中なかで最もっとも信しん仰こうの深ふかい人ひと々びとを除のぞいて，彼かれらは皆みな，心こころをかたくなにし始はじめ，自じ分ぶん自じ身しんの力ちからと①自じ分ぶん自じ身しんの知ち恵えに頼たよるようになって，こう言いった。

16 「このように多おおくのことの中なかで，彼かれらがうまく言いい当あてたことも幾いくらかある。しかし見みよ，これまで述のべられてきたこれらの大おおいなる驚おどろくべき業わざが，すべて現げん実じつに起おこることはあり得えないのを我われ々われは知しっている。」

17 また，彼かれらは互たがいに論ろんじ，論ろん争そうして言いった。

18 「キリストのような者ものが来くることは道どう理りに①合あわない。仮かりにそうだとして，これまで言いわれてきたように，その人ひとが神かみの御おん子こであり天てん地ちの父ちちであるとすれば，なぜエルサレムにいる者ものたちだけでなく，我われ々われにも現あらわれないのか。

19 まことに，なぜエルサレムの地ちだけでなく，この地ちにも姿すがたを現あらわさないのか。

20 しかし見みよ，我われ々われは，これが我われ々われの先せん祖ぞから伝つたえられてきた悪わるい①言いい伝つたえであることを知しっている。これが伝つたえられたのは，将しょう来らい起おこるある大おおいなる驚おどろくべきことを我われ々われに信しんじさせるためであるが，それは我われ々われの中なかではなく，我われ々われの知しらない遠とおくの地ちで起おこる。だから，我われ々われはその言いい伝つたえがほんとうであることを自じ分ぶんの目めで②見みることができないので，彼かれらは我われ々われを無む知ちの中なかにとどめておくことができる。

21 また彼かれらは，悪あしき者ものの悪わる知ぢ恵えと不ふ思し議ぎな術じゅっ策さくによって，我われ々われの理り解かいできないある大おおきな奇き跡せきを起おこし，我われ々われを従したがえて彼かれらの言こと葉ばの奴ど隷れいとし，彼かれらの僕しもべにしようとする。それは，我われ々われが彼かれらから御み言こと葉ばを教おそわろうとするからである。このように我われ々われが彼かれらに自じ分ぶんの身みをゆだねようとすれば，彼かれらは生しょう涯がい我われ々われを無む知ちの中なかにとどめておくだろう。」

22 民たみは，愚おろかで①むなしいことをほかにもたくさん心こころに思おもい浮うかべた。またサタンが絶たえず罪ざい悪あくを行おこなうように彼かれらをあおり立たてたので，彼かれらはひどく心こころを乱みだされた。まことに，サタンは方ほう々ぼうを巡めぐって地ちの全ぜん面めんにうわさと争あらそいを広ひろめ，善よいことと将しょう来らい起おこることに対たいして民たみの心こころをかたくなにさせたのであった。

23 そして，主しゅの民たみの中なかで数かず々かずのしるしと不ふ思し議ぎが行おこなわれ，また主しゅの民たみが多おおくの奇き跡せきを行おこなったにもかかわらず，サタンは地ちの全ぜん面めんで人ひと々びとの心こころを大おおいに支し配はいするようになった。

24 このようにして，ニーファイの民たみのさばきつかさの統とう治ち第だい九十年ねんが終おわった。

25 これでヒラマンと彼かれの息むす子こたちの記き録ろくによるヒラマン書しょは終おわる。



第1章

2 ① アル50：40

5 ① モサ29：26－29

8 ① GS「自由」

12 ① GS「死刑」

16 ① アル52：3

30 ① ヒラ1：15

第2章

3 ① ヒラ1：9

4 ① GS「ガデアントンの強盗団」

8 ① 2ニフ10：15；GS「秘密結社」

13 ① ヒラ6：18；4ニフ1：42

第3章

3 ① アル63：4

4 ① モサ8：8；モル6：4

6 ① モサ21：25－27

② アル22：31

8 ① アル22：27，32

10 ① アル63：5－8

12 ① アル27：21－26

14 ① 2ニフ5：16；ヤコ1：17；3ニフ11：1

16 ① アル45：12－14

② 1ニフ5：16－19；アル37：4

21 ① GS「ニーファイ（ヒラマンの息子）」

② GS「リーハイ（ニーファイ人の宣教師）」

23 ① ヒラ2：4

28 ① 2ニフ31：9，17

② 使徒10：28；ロマ2：10－11

29 ① GS「言葉（神の）」

② ヘブ4：12；教義11：2

③ 1ニフ15：28－30

④ 2ニフ9：41；33：9

30 ① マタ25：33－34

34 ① GS「高慢」

35 ① GS「断食」

② GS「祈り」

③ GS「謙遜」

④ GS「清さ」

⑤ GS「聖め」

⑥ 歴下30：8；モサ3：19

36 ① GS「富」

第4章

1 ① 3ニフ11：29

4 ① ヒラ5：17

12 ① 1テモ6：17；2ニフ9：42

② オバ1：3－4；教義101：42

③ 教義42：30－31

13 ① GS「高慢」

14 ① ヒラ3：21

22 ① アル1：1

23 ① GS「背教，背信」

24 ① モサ1：13

② GS「聖霊」

③ モサ2：37；アル7：21；34：36

25 ① GS「不信仰」

② ヤコ6：5

26 ① アル46：8；ヒラ12：3－4

第5章

1 ① ヒラ3：37

2 ① モサ29：25－27

② アル10：19

4 ① アル4：15－20

6 ① 1ニフ1：1，5

② 2ニフ33章

8 ① 3ニフ13：19－21

② 教義14：7

9 ① モサ2：9

② モサ3：17－18；GS「贖罪」

③ GS「世—戒めに従わない人々」

④ GS「贖い，贖う」

10 ① アル11：34

11 ① アル13：24－25

12 ① マタ7：24－27；教義6：34；モセ7：53；GS「岩」「隅の石」

② イザ28：16；ヤコ4：16

③ 3ニフ14：25，27

13 ① モサ1：4

17 ① ヒラ4：4

18 ① 教義100：5－8；GS「預言」

19 ① GS「改宗」「伝道活動」

21 ① モサ7：6－7；21：23

23 ① 出エ3：2

24 ① 出エ14：24；1ニフ1：6；教義29：12；ジ—歴史1：16

28 ① 出エ14：20

29 ① 3ニフ11：3－14

30 ① 列上19：12；教義85：6

36 ① 出エ34：29－35；使徒6：15

40 ① 使徒2：37－39

41 ① GS「悔い改め」

② GS「信仰」

43 ① 3ニフ17：24；19：14

44 ① GS「喜び」

45 ① 3ニフ9：20；エテ12：14

② GS「御霊の賜物」

47 ① GS「平安，平和」

48 ① 1ニフ1：8

51 ① アル31：5

第6章

1 ① ヒラ13：1

2 ① ロマ1：28－32

3 ① GS「フェローシップ」

4 ① GS「改宗」

6 ① アル63：4－9；ヒラ3：11－12

10 ① モサ25：2－4；ヒラ8：21

15 ① ヒラ5：1

17 ① 3ニフ9：9

18 ① ヒラ2：4，12－13

22 ① GS「秘密結社」

24 ① GS「邪悪」

25 ① アル37：27－32

26 ① モセ5：29，49－52

② 3ニフ6：28；モセ4：6－12

27 ① モセ5：18－33

28 ① 創世11：1－4；エテ1：3

② エテ8：9，15－25

29 ① ヒラ2：4－13

30 ① アル5：39－42；モロ7：12，17；モセ4：4

31 ① 1ニフ19：7

32 ① アル46：8

35 ① モサ2：36；教義121：37

39 ① 詩篇109：16；アル5：54－56；教義56：16

40 ① ヒラ5：2；11：37；教義18：6

第7章

1 ① ヒラ6：6

5 ① マタ13：22；16：26

13 ① マタ3：5－8

17 ① エゼ18：23，31－32

18 ① エゼ34：12；ヨハ10：14－16；アル5：38－41，57－60；GS「良い羊飼い」

② ヤコ1：8；アル12：36－37

19 ① 3ニフ10：4－7

21 ① GS「物欲」

② 出エ20：16；マタ15：19－20

22 ① モサ7：29

23 ① ヒラ15：11－15

24 ① アル9：16；教義5：33

② アル9：19

25 ① ヒラ3：23

26 ① イザ5：8－25

② ヤコ2：13

29 ① アル5：45－46

第8章

4 ① 1ニフ16：2－3

8 ① ヒラ7：29

11 ① 出エ14：16；1ニフ17：26；モサ7：19；教義8：2－3；モセ1：25

14 ① 民数21：6－9；2ニフ25：20；アル33：19－22；GS「イエス・キリスト—キリストの予型と象徴」

15 ① 1ニフ17：41；アル37：45－47；3ニフ15：9

② ヨハ11：25

16 ① ヤコ4：4－5；7：11

17 ① 創世22：8－14；ヨハ8：56

18 ① GS「メルキゼデク神権」

② アル13：19；教義84：6－16；136：37

19 ① アル34：7

20 ① 1ニフ19：10；3ニフ10：15－16；GS「聖文—失われた聖文」

② イザ53章

③ 1ニフ5：13；7：14

④ エレ26：18；1ニフ1：4

21 ① 2ニフ6：8；オム1：15

② 列下25：7；エレ39：6；52：10

③ エゼ17：22－23；ヒラ6：10

22 ① GS「イエス・キリスト—降誕と死に関する預言」

24 ① アル30：44；モセ6：63

25 ① モサ2：36－38；3：12

② ヒラ5：8；3ニフ13：19－21

③ 教義10：20－23；121：23－25

26 ① GS「不貞」

27 ① ヒラ9：3，15

② ヒラ9：6，26－38

28 ① ヒラ6：26－30

第9章

3 ① ヒラ8：27

8 ① ヒラ7：10

10 ① GS「断食」

21 ① 使徒7：51

② GS「背く」

22 ① モサ7：24

26 ① ヒラ8：27

第10章

2 ① GS「深く考える」

4 ① GS「熱心」

② GS「犠牲」

③ 3ニフ11：11

5 ① 2ニフ4：35；教義46：30

② 3ニフ18：20；教義88：63－65

③ エノ1：12

6 ① ヒラ11：4－18

7 ① マタ16：19；GS「結び固め」

9 ① マタ17：20；ヤコ4：6；モル8：24；エテ12：30

11 ① ヒラ5：2

第11章

2 ① ヒラ6：18－24；11：25－26

4 ① 列上17：1；ヒラ10：6

7 ① ヒラ12：3

8 ① ヒラ10：11－14

13 ① 列上18：1，41－46

14 ① ヒラ11：4

17 ① 申命11：13－17

18 ① ヒラ10：5－11

19 ① ヒラ5：36－44

21 ① GS「イエス・キリストの教会」

23 ① アル26：22；教義107：19

36 ① アル46：8

第12章

1 ① 詩篇36：7－8；2ニフ22：2；モサ4：6；GS「信頼」

② 歴下26：5；詩篇1：2－3

2 ① GS「背教，背信」

② アル5：53；3ニフ28：35

3 ① モサ23：21；教義98：21；101：8

② アモ4：6－11

4 ① 出エ32：8

② マタ15：19；ヘブ3：12

5 ① 箴言29：23；GS「高慢」

② GS「歩む（神とともに）」

6 ① イザ45：9；教義58：30；モセ7：32－33

② 教義60：4

7 ① イザ40：15，17；モサ4：19；モセ1：10

9 ① 3ニフ22：10

10 ① 1ニフ17：46

11 ① モル5：23；エテ4：9

14 ① ヨシ10：12－14

② イザ38：7－8

③ 列下20：8－11

16 ① マタ8：27

② イザ44：27；51：10

17 ① 3ニフ8：10

18 ① モル1：18；エテ14：1

② ヒラ13：17

23 ① GS「救い」

24 ① GS「恵み」

26 ① マタ25：46；ヨハ5：28－29；ロマ6：13

② GS「罰の定め」

第13章

1 ① ヒラ15：4－5

3 ① 教義100：5

5 ① アル60：29；3ニフ2：19

6 ① アル45：10－14；ヒラ15：17

7 ① アル13：26

② イザ52：7

8 ① ヒラ6：35

9 ① アル45：10－12

10 ① 1ニフ12：12；2ニフ26：9；3ニフ27：32

11 ① 3ニフ10：5－7

12 ① 3ニフ8：8，24；9：3

13 ① 創世19：24；列下1：9－16；3ニフ9：11

17 ① ヒラ12：18

18 ① モル1：18；エテ14：1

21 ① GS「聞き従う，聴く」

22 ① ルカ12：34；GS「富」「物欲」

② GS「高慢」

③ GS「ねたみ」

24 ① 歴下36：15－16；1ニフ1：20

25 ① 使徒7：51

26 ① 歴下18：7；ルカ16：31

② イザ30：9－10

③ ガラ4：16

④ マタ13：57

27 ① ミカ2：11；GS「偽善売教」

28 ① 2テモ4：3－4

29 ① 2ニフ28：9

② マタ15：14

③ ヨブ24：13

④ ヨハ3：19

31 ① モル1：17－18

33 ① モル2：10－15

② マタ23：37

38 ① モル2：15

② アル34：33－34

③ アル41：10－11

第14章

1 ① ヒラ13：2

3 ① 3ニフ1：15

4 ① GS「イエス・キリスト—降誕と死に関する預言」

5 ① マタ2：1－2；3ニフ1：21

7 ① 3ニフ1：16－17

8 ① ヨハ3：16

10 ① ヒラ13：2

12 ① モサ3：8；3ニフ9：15；エテ4：7；GS「イエス・キリスト」

13 ① 使徒16：30－31

② 教義19：16－20

15 ① GS「救い主」

② アル42：23；GS「復活」

16 ① GS「贖いの計画」

② GS「堕落（アダムとエバの）」

③ アル42：6－9

④ GS「死（霊の）」

17 ① GS「贖い，贖う」

20 ① 3ニフ8：5－25

② ルカ23：44

③ モサ3：10

21 ① 3ニフ8：6

② 3ニフ10：9

22 ① 3ニフ8：18

24 ① 3ニフ9：3－12

25 ① マタ27：50－54；3ニフ23：9－11

26 ① アル13：26

27 ① 1ニフ19：10；3ニフ8：3

28 ① 1ニフ12：4－5

29 ① GS「最後の裁き」

30 ① 2ニフ2：26－29；モセ6：56；GS「選択の自由」

② GS「知識」

31 ① モロ7：16

② 2ニフ2：28－29；アル3：26－27

③ アル41：3－5

第15章

1 ① マタ23：37－38

2 ① マタ24：19

3 ① 箴言3：12；ヘブ12：5－11；教義95：1

4 ① GS「言い伝え」

② アル9：16

5 ① ヒラ13：1

7 ① GS「改宗」

8 ① アル23：6；27：27；3ニフ6：14

9 ① アル24：17－19

11 ① アル9：16

② ヒラ8：19

③ 2ニフ30：5－8

12 ① エノ1：12－13

② モル5：15

③ 1ニフ13：31；2ニフ10：18－19；ヤコ3：5－6

13 ① GS「良い羊飼い」

② 3ニフ16：12

14 ① ヒラ7：23

15 ① マタ11：20－23

17 ① ヒラ13：6－10

第16章

4 ① ヒラ14：2

② GS「奇跡」

13 ① 3ニフ1：4

② ヒラ14：3－7

14 ① アル13：26

15 ① イザ5：21

18 ① アル30：12－13

20 ① GS「言い伝え」

② エテ12：5－6，19

22 ① GS「むなしさ」









ニーファイ第だい二書しょ

リーハイの死し。ニーファイの兄あにたち，ニーファイに背そむく。主しゅ，ニーファイに荒あれ野のへ立たち去さるように警けい告こくされる。荒あれ野のでの旅たびなど。


第1章

リーハイ，自じ由ゆうの地ちについて預よ言げんする。リーハイの子し孫そんは，イスラエルの聖せい者じゃを拒こばむならば散ちらされ，打うたれる。リーハイ，義ぎの武ぶ具ぐを身みに着つけるように息むす子こたちに勧すすめる。紀き元げん前ぜん約やく五百八十八年ねんから五百七十年ねんに至いたる。

1 さて，わたしニーファイが兄あにたちに教おしえ終おえてから，①父ちちのリーハイもまた多おおくのことを兄あにたちに話はなし，主しゅが彼かれらをエルサレムの地ちから連つれ出だすに当あたり，どれほど大おおいなることをなさったかを彼かれらに語かたった。

2 父ちちはまた，彼かれらが海うみの上うえで①背そむいたことや，神かみが彼かれらを憐あわれんで，海うみにのみ込こまれないように命いのちを助たすけてくださったことについて，彼かれらに語かたった。

3 さらに父ちちは，彼かれらが得えた約やく束そくの地ちについて話はなし，また，エルサレムの地ちから逃のがれるように警けい告こくしてくださった主しゅがいかに憐あわれみ深ぶかい御お方かたであるかを，彼かれらに語かたった。

4 見みよ，父ちちは言いった。「わたしは①示じ現げんを受うけ，②エルサレムがすでに滅ほろびてしまったことを知しっている。エルサレムに残のこっていたら，わたしたちもまた③滅ほろびていたであろう。」

5 父ちちは言いった。「しかし，わたしたちはいろいろな苦く難なんに遭あったにもかかわらず，①約やく束そくの地ちを手てに入いれた。これはほかのあらゆる地ちに勝まさった②えり抜ぬきの地ちであって，主しゅなる神かみがわたしの子し孫そんの受うけ継つぎの地ちとしてわたしに聖せい約やくしてくださった地ちである。まことに，主しゅはこの地ちを，わたしやわたしの子し孫そんにとこしえに下くださると③聖せい約やくされ，また主しゅの御み手てによってほかの国くに々ぐにから導みちびかれて来くるすべての人ひとにも与あたえると聖せい約やくされた。

6 それでわたしリーハイは，わたしの内うちにある御み霊たまの働はたらきによって預よ言げんする。すなわち，主しゅの御み手てによって導みちびかれて来くるのでなければ，①だれもこの地ちに来くることはない。

7 したがって，この①地ちは主しゅが連つれて来こられる者もののために聖せい別べつされている。もしこの人ひと々びとが主しゅから与あたえられた戒いましめに従したがって主しゅに仕つかえるならば，ここは彼かれらにとって②自じ由ゆうの地ちとなり，彼かれらは決けっして囚とらわれの身みに陥おちいることがないであろう。もし囚とらわれの身みに陥おちいるならば，それは罪ざい悪あくのためである。罪ざい悪あくがはびこるとき，地ちは罪ざい悪あくを犯おかす人ひと々びとのために③のろわれるが，義ぎ人じんのためにはとこしえに祝しゅく福ふくされるからである。

8 見みよ，この地ちを今いまなおほかの国こく民みんに知しられないようにしておくのは，賢かしこいことである。見みよ，多おおくの国こく民みんが群むらがって来きて，受うけ継つぎの地ちがなくなってしまうからである。

9 それで，わたしリーハイは約やく束そくを受うけている。すなわち，主しゅなる神かみによってエルサレムの地ちから連つれて来こられる人ひと々びとは，主しゅの命めい令れいを①守まもるかぎりこの地ちの面おもてで②栄さかえ，またほかのすべての国こく民みんからも離はなされて，この地ちを自じ分ぶんのものとして所しょ有ゆうする。そして彼かれらは，主しゅの命めい令れいを③守まもるならばこの地ちで祝しゅく福ふくを受うけ，彼かれらを苦くるしめる者ものはなく，またその受うけ継つぎの地ちを取とり上あげる者ものもなく，とこしえに安あん全ぜんに暮くらせるのである。

10 しかし見みよ，彼かれらが主しゅの御み手てから非ひ常じょうに大おおきな祝しゅく福ふくを受うけた後のち，すなわち，彼かれらが地ちとすべての人ひとの創そう造ぞうについての知ち識しきを得え，世よの創そう造ぞう以い来らいの主しゅの大おおいなる驚おどろくべき業わざを知しり，信しん仰こうによってすべてのことを行おこなう力ちからを与あたえられ，世よの初はじめからの戒いましめをことごとく授さずかり，しかも主しゅの限かぎりない慈いつくしみによってこの貴とうとい約やく束そくの地ちへ連つれて来こられた後のちに，不ふ信しん仰こうに陥おちいる時ときが来くると，見みよ，わたしは言いうが，もし彼かれらがまことの①メシヤ，彼かれらの贖あがない主ぬし，彼かれらの神かみであるイスラエルの聖せい者じゃを拒こばむ日ひが来くれば，見みよ，公こう正せいな神かみの裁さばきが彼かれらにとどまるであろう。

11 まことに主しゅは，彼かれらのもとに①ほかの国こく民みんを連つれて来きて力ちからを授さずけられる。そして，彼かれらは所しょ有ゆうしている地ちを取とり上あげられ，②散ちらされ，打うたれる。

12 まことに，世せ代だいが移うつるにつれて，彼かれらの中なかに①流りゅう血けつがあり，大おおきな刑けい罰ばつが下くだる。だから息むす子こたちよ，覚おぼえておいてほしい。まことに，わたしの言こと葉ばに聞きき従したがってほしい。

13 おお，あなたがたは目めを覚さましていてもらいたい。深ふかい眠ねむりから，すなわち①地じ獄ごくの眠ねむりから目め覚ざめて，あなたがたを縛しばっている恐おそろしい②鎖くさりを振ふり払はらいなさい。その鎖くさりは人ひとの子こらを縛しばって，不ふ幸こうと災わざわいの永えい遠えんの③淵ふちに連つれ去さる鎖くさりである。

14 目めを覚さましなさい。そして地ちから立たち上あがり，おののく①父ちちの言こと葉ばを聞ききなさい。あなたがたは間まもなく父ちちの体からだを冷つめたい無む言ごんの②墓はかに横よこたえなければならない。そこからはどんな旅たび人びとも決けっして戻もどって来くることができない。あとわずかで，わたしは世よのすべての人ひとのたどる③道みちを行いく。

15 しかし見みよ，主しゅはわたしを地じ獄ごくから①贖あがなってくださった。わたしは主しゅの栄えい光こうを見みた。そして，主しゅの②愛あいの③御み腕うでに永えい遠えんに抱だかれている。

16 わたしは，あなたがたが主しゅの①掟おきてと裁さい決けつを忘わすれずに守まもることを願ねがっているが，見みよ，これは，初はじめからわたしの心しん配ぱいしていたところである。

17 わたしの心こころは時とき々どき，悲かなしみに押おしつぶされるようであった。それは，あなたがたの心こころがかたくななために，主しゅなるあなたがたの神かみが満みちみちる①激はげしい怒いかりを下くだされて，あなたがたが②絶たたれ，とこしえに滅ほろぼされてしまうのではないかと恐おそれてきたからである。

18 あるいは，①多おおくの代よにわたってのろいがあなたがたに及および，剣つるぎや飢き饉きんに見み舞まわれ，忌いみ嫌きらわれ，また②悪あく魔まの意い志しに惑まどわされ，捕とらえられはしないかと恐おそれてきたからである。

19 おお，息むす子こたちよ，これらのことがあなたがたに及およぶことなく，あなたがたが主しゅに①選えらばれた愛あいされる民たみとなるように願ねがっている。しかし見みよ，②主しゅの道みちはとこしえに義ぎであるから，御み心こころが行おこなわれるように。

20 主しゅは『あなたがたはわたしの①命めい令れいを②守まもるかぎり地ちに③栄さかえる。しかし，わたしの命めい令れいを守まもらなければ，わたしの前まえから絶たたれる』と言いわれた。

21 さて，わたしの霊れいがあなたがたにあって喜よろこびを得えて，あなたがたのことを喜よろこびながらこの世よを去さることができるように，また，わたしの心こころが憂うれいや悲かなしみを抱いだいて墓はかに入はいることのないように，息むす子こたちよ，地ちから立たち上あがって，①男おとこらしくありなさい。そして②思おもいを一つにし，心こころを一つにして決けつ意いを固かため，あらゆることに結けっ束そくしなさい。これはあなたがたが囚とらわれの身みに陥おちいらないためである。

22 また，ひどいのろいをもってのろわれないためであり，①公こう正せいな神かみの不ふ興きょうを自じ分ぶんに招まねいて，滅ほろびを，まことに霊れいと体からだの両りょう方ほうの永えい遠えんの滅ほろびを受うけることのないようにするためである。

23 目めを覚さましなさい，息むす子こたちよ。義ぎの①武ぶ具ぐを身みに着つけなさい。あなたがたを縛しばっている鎖くさりを振ふり払はらい，暗くら闇やみを抜ぬけ出でて，地ちから立たち上あがりなさい。

24 これからはもう，あなたがたの弟おとうとに背そむかないようにしなさい。彼かれの見みた示じ現げんは荘そう厳ごんなものであって，彼かれはわたしたちがエルサレムを出でたときから神かみの命めい令れいを守まもり，神かみの御み手てに使つかわれる者ものとしてわたしたちを約やく束そくの地ちへ導みちびいて来きた。もし彼かれがいなかったなら，わたしたちはきっと荒あれ野ので①飢うえ死じにしていたであろう。にもかかわらず，あなたがたは彼かれの命いのちを②奪うばおうとした。そして，彼かれはあなたがたのためにひどく憂うれい悲かなしんだ。

25 わたしは，この後のちまたニーファイが苦くるしむのではないかと，見みよ，あなたがたのことで非ひ常じょうに恐おそれおののいている。それはあなたがたが，彼かれがあなたがたを①支し配はいする権けん力りょくと権けん能のうを求もとめたと言いって彼かれをひどく責せめてきたからである。しかしニーファイは，あなたがたを支し配はいする権けん力りょくと権けん能のうを求もとめたのではなく，神かみの栄えい光こうとあなたがた自じ身しんの永えい遠えんの幸さいわいを求もとめてきたのである。わたしはそのことを知しっている。

26 あなたがたは，彼かれがはっきり言いったのでつぶやいた。あなたがたは，彼かれが①厳きびしかった，自じ分ぶんたちに対たいして怒いかったなどと言いう。しかし見みよ，彼かれの厳きびしさは，彼かれの内うちにある神かみの御み言こと葉ばの力ちからの厳きびしさであって，またあなたがたの言いう怒いかりとは，神かみの内うちにある真しん理りにほかならない。それをニーファイは自みずから抑おさえることができなくて，あなたがたの罪ざい悪あくについて大だい胆たんに明あきらかにしたのである。

27 ①神かみの力ちからが彼かれとともにあるのは必ひつ要ようなことであって，彼かれが命めいじたことにあなたがたは従したがわなければならない。しかし見みよ，彼かれが口くちをつぐむことができないほど彼かれの②口くちを開ひらいて語かたらせたのは，彼かれ自じ身しんではなく，彼かれの内うちにある③主しゅの御み霊たまであった。

28 さて，わたしの息むす子こレーマン，それにレムエル，サム，ならびにイシマエルの息むす子こであるわたしの息むす子こたちよ。見みよ，あなたがたがニーファイの声こえに聞きき従したがうならば，滅ほろびないであろう。そして彼かれに聞きき従したがうならば，わたしはあなたがたに①祝しゅく福ふくを，それも第だい一の祝しゅく福ふくを残のこそう。

29 しかし，もしあなたがたが彼かれに聞きき従したがわないならば，わたしは①第だい一の祝しゅく福ふく，まことにわたしの祝しゅく福ふくを取とり上あげて，それをニーファイに授さずけよう。

30 さて，ゾーラムよ，わたしはあなたに告つげる。見みよ，あなたはラバンの①僕しもべであったが，エルサレムの地ちから連つれて来こられた。わたしはあなたが息むす子こニーファイにとって，とこしえに真しんの友ともであることを知しっている。

31 したがって，あなたが忠ちゅう実じつであったので，あなたの子し孫そんはニーファイの子し孫そんと①ともに祝しゅく福ふくを受うけて，長ながくこの地ちの面おもてに住すんで栄さかえるであろう。そしてあなたの子し孫そんの中なかで罪ざい悪あくが行おこなわれないかぎり，この地ちの面おもてで栄さかえるのを損そこなったり阻そ害がいしたりする者ものは，とこしえにないであろう。

32 それで，あなたがたが主しゅの命めい令れいに従したがうならば，主しゅはこの地ちを聖せい別べつし，あなたの子し孫そんをわたしの息むす子この子し孫そんとともに，安あん全ぜんに守まもってくださるであろう。」



第2章

贖あがないは聖せいなるメシヤを通とおしてもたらされる。選せん択たくの自じ由ゆうは存そん在ざいと進しん歩ぽにとって欠かかせない。アダムが堕だ落らくしたのは人ひとが存そん在ざいするためである。人ひとは自じ由ゆうと永えい遠えんの命いのちを選えらぶことを許ゆるされている。紀き元げん前ぜん約やく五百八十八年ねんから五百七十年ねんに至いたる。

1 「さて，ヤコブよ，わたしはあなたに告つげる。あなたは，わたしが荒あれ野ので艱かん難なんに遭あっていたときに①最さい初しょに生うまれた子こである。見みよ，あなたは，幼おさないとき，あなたの兄あにたちが乱らん暴ぼうなためにひどい苦く難なんを味あじわい，つらい思おもいをした。

2 しかしながら，荒あれ野ので最さい初しょに生うまれたわたしの子こヤコブよ，あなたは神かみの偉い大だいさを知しっている。神かみはあなたの苦く難なんを聖せい別べつして，あなたの益えきとしてくださる。

3 そのため，あなたは祝しゅく福ふくされて，兄あにニーファイとともに安あん全ぜんに暮くらすであろう。そして，神かみに仕つかえて生しょう涯がいを送おくるであろう。それでわたしは，あなたが贖あがない主ぬしの義ぎによって贖あがなわれていることを知しっている。それは，時ときが満みちると人ひとに救すくいをもたらすために贖あがない主ぬしが来こられることを，あなたが見みたからである。

4 またあなたは，若わかいときに贖あがない主ぬしの栄えい光こうを①見みた。だからあなたは，贖あがない主ぬしが肉にくにあってお仕つかえになるときにそれを受うける人ひと々びとと同おなじように幸さいわいである。それは，御み霊たまは昨日きのうも，今日きょうも，またとこしえに変かわらない御お方かただからである。人ひとの堕だ落らく以い来らい，方ほう法ほうが用よう意いされており，救すくいは②無む料りょうである。

5 人ひとは①善ぜん悪あくをわきまえることを十じゅう分ぶんに教おしえられている。また，人ひとには律りっ法ぽうが与あたえられている。しかし，この律りっ法ぽうによって②義ぎとされる者ものはだれもいない。すなわち，この律りっ法ぽうによって人ひとは③絶たたれるのである。まことに，現げん世せにかかわる律りっ法ぽうによって人ひとは絶たたれ，また霊れいにかかわる律りっ法ぽうによっても人ひとは良よいものから絶たたれて，とこしえに惨みじめな状じょう態たいになる。

6 したがって，①贖あがないは聖せいなる②メシヤによって，またメシヤを通つうじてもたらされる。それは，メシヤが③恵めぐみと真しん理りに満みちておられるからである。

7 見みよ，メシヤは律りっ法ぽうの目もく的てきを達たっするため，打うち砕くだかれた心こころと悔くいる霊れいを持もつすべての人ひとのために，罪つみに対たいする①犠ぎ牲せいとして御ご自じ身しんをささげられる。このような人ひと々びとのためにしか，②律りっ法ぽうの目もく的てきは達たっせられないのである。

8 したがって，これらのことを地ちに住すむ者ものに知しらせて，聖せいなるメシヤの功く徳どくと憐あわれみと恵めぐみに①よらなければ，だれも神かみの御み前まえに住すめる者ものがいないことに気きづかせるのは，何なんと大たい切せつなことであろうか。聖せいなるメシヤは，肉にくにおいて御ご自じ分ぶんの命いのちを一いち度ど捨すて，そして，死し者しゃの②復ふっ活かつをもたらすために御み霊たまの力ちからによって再ふたたびそれを得えて，最さい初しょによみがえる者ものとなられる。

9 したがって，メシヤは神かみにとって初はつ穂ほとなられるので，すべての人ひとの子こらのために①執とり成なしをしてくださる。だから，メシヤを信しんじる者ものは救すくわれるのである。

10 また，すべての人ひとへの①執とり成なしがあるので，人ひとは皆みな，神かみのみもとに来くる。そのため，彼かれらは神かみの御み前まえに立たち，神かみの内うちにある真しん理りと②聖きよさによって③裁さばかれる。したがって，聖せい者じゃが授さずけられた律りっ法ぽうの目もく的てきは，定さだめられた罰ばつの執しっ行こうにあり，④贖しょく罪ざいの目もく的てきを達たっするために定さだめられた罰ばつを科かすることは，同おなじ目もく的てきで定さだめられている幸こう福ふくを与あたえることと相あい対たいしている。

11 それは，すべての事じ物ぶつには①反はん対たいのものがなければならないからである。荒あれ野ので最さい初しょに生うまれた息むす子こよ，もし事じ物ぶつに反はん対たいのものがなければ，義ぎは生しょうじ得えないし，邪じゃ悪あくも，聖きよさも惨みじめな状じょう態たいも，善ぜんも悪あくも生しょうじ得えない。そうすると，すべての事じ物ぶつは混まじり合あって一つとならざるを得えない。したがって，事じ物ぶつが一いっ体たいとなるならば，生せいも死しも，朽くちる状じょう態たいも朽くちない状じょう態たいもなく，幸こう不ふ幸こうも，意い識しきも無む意い識しきもなく，死しんだ状じょう態たいで続つづかなければならない。

12 そうすると，すべての事じ物ぶつは無む用ように造つくられたということになり，したがって，創そう造ぞうには何なにも①目もく的てきがなかったことになる。そのため，この一いっ体たいとなった事じ物ぶつは神かみの知ち恵えとその永えい遠えんの目もく的てき，また神かみの力ちからと憐あわれみと②公こう正せいを滅ほろぼしてしまうに違ちがいない。

13 もし①律りっ法ぽうがないと言いうならば，罪つみもないと言いわなければならない。もし罪つみがないと言いうならば，義ぎもないと言いわなければならない。そして，もし義ぎがなければ，幸こう福ふくはない。そして，義ぎも幸こう福ふくもなければ，罰ばつも不ふ幸こうもない。そしてこれらのものがなければ，神かみは②実じつ在ざいしない。神かみが実じつ在ざいしなければ，わたしたちは存そん在ざいせず，大だい地ちもない。なぜならば，作さ用ようするものも作さ用ようされるものもなく，事じ物ぶつの創そう造ぞうはあり得えなかったからである。そこで，すべての事じ物ぶつは消きえうせていたに違ちがいない。

14 さて，息むす子こたちよ，わたしがこれらのことをあなたがたに話はなすのは，あなたがたの利り益えきとなり知ち識しきとなるようにするためである。それは，神かみが実じつ在ざいし，すべての事じ物ぶつを，すなわち天てん地ちとその中なかにある万ばん物ぶつを，作さ用ようするものも①作さ用ようされるものも②創そう造ぞうされたからである。

15 また，神かみがわたしたちの最さい初しょの先せん祖ぞと野のの獣けものと空そらの鳥とり，要ようするに，創そう造ぞうされて現げん在ざいあるすべての事じ物ぶつを創そう造ぞうされた後のち，人ひとの行ゆく末すえにかかわる永えい遠えんの①目もく的てきを達たっするために反はん対たいのものが備そなえられなくてはならなかった。すなわち，②禁きん断だんの③実みに対たいしては④命いのちの木きというようであって，一いっ方ぽうは甘あまく他た方ほうは苦にがかった。

16 そのようにして，主しゅなる神かみは思おもいのままに①行こう動どうすることを人ひとに許ゆるされた。しかし人ひとは，一いっ方ぽうに②誘さそわれるか他た方ほうに誘さそわれるかでなければ，思おもいのままに行こう動どうすることはできなかった。

17 わたしリーハイは，自じ分ぶんが読よんだことから考かんがえるのだが，記き録ろくにあるとおり神かみの一人ひとりの①天てん使しが天てんから②落おち，彼かれは神かみの御み前まえで邪じゃ悪あくなことを求もとめたので，悪あく魔まになったと思おもわざるを得えない。

18 彼かれは天てんから落おちて，とこしえに惨みじめな状じょう態たいになったので，全ぜん人じん類るいもまた惨みじめな状じょう態たいに①しようとした。そこで彼かれ，すなわち悪あく魔まであり，あらゆる②偽いつわりの父ちちである，あの年としを経へた蛇へびは，③エバに，『禁きん断だんの実みを食たべなさい。あなたがたは死しぬことがなく，④善ぜん悪あくを知しって神かみのようになるであろう』と言いった。

19 アダムとエバは禁きん断だんの実みを①食たべた後のち，②エデンの園そのから追おい出だされ，地ちを耕たがやすことになった。

20 そして彼かれらは，子こ供どもをもうけ，まことに全ぜん地ちの①家か族ぞくをもたらした。

21 また，①人ひとの子こらの命いのちは，肉にくにある間あいだに②悔くい改あらためることができるように，神かみの御み心こころによって引ひき延のばされた。したがって，彼かれらの状じょう態たいは③試ためしの状じょう態たいとなり，彼かれらの寿じゅ命みょうは主しゅなる神かみが人ひとの子こらに与あたえられた命めい令れいで長ながくされた。主しゅなる神かみが，すべての人ひとは悔くい改あらためなければならないと命めいじられたからである。主しゅなる神かみはすべての人ひとに，先せん祖ぞの背そむきのために彼かれらが④道みちに迷まよった状じょう態たいにあることを示しめされたのである。

22 ところで見みよ，アダムがもし背そむかなかったならば，彼かれは堕だ落らくをせずにそのままエデンの園そのにいたであろう。そして創そう造ぞうされたすべてのものは，創そう造ぞうされた後のちの状じょう態たいそのままで存そん続ぞくしたに違ちがいない。また，すべてのものはとこしえに存そん続ぞくし，終おわりがなかったに違ちがいない。

23 そして，アダムとエバは①子こ供どもを持もたなかったであろう。また，不ふ幸こうを知しらないので喜よろこびもなく，罪つみを知しらないので善ぜんも行おこなわず，罪つみのない状じょう態たいにとどまっていたであろう。

24 しかし見みよ，すべての物もの事ごとは，万ばん事じを①御ご存ぞんじである御お方かたの知ち恵えによって行おこなわれてきた。

25 ①アダムが②堕だ落らくしたのは人ひとが存そん在ざいするためであり，人ひとが③存そん在ざいするのは④喜よろこびを得えるためである。

26 そして時ときが満みちると，人ひとの子こらを堕だ落らくから①贖あがなうために②メシヤが来こられる。人ひとの子こらは堕だ落らくから贖あがなわれているので，すでにとこしえに③自じ由ゆうとなり，善ぜん悪あくを知しるようになっている。彼かれらは，神かみが下くだされた戒いましめによって，大おおいなる終おわりの日ひに④律りっ法ぽうに伴ともなう罰ばつを受うけるほかは，思おもいのままに行こう動どうすることができ，強しいられることはないのである。

27 そのため，人ひとは肉にくにおいては①自じ由ゆうであり，人ひとのために必ひつ要ようなものはすべて与あたえられる。そして人ひとは，すべての人ひとの偉い大だいな仲ちゅう保ほ者しゃを通つうじて自じ由ゆうと②永えい遠えんの命いのちを③選えらぶことも，あるいは悪あく魔まの束そく縛ばくと力ちからに応おうじて束そく縛ばくと死しを選えらぶことも自じ由ゆうである。悪あく魔まは，すべての人ひとが自じ分ぶんのように惨みじめになることを求もとめているからである。

28 ところで，息むす子こたちよ，わたしはあなたがたが偉い大だいな①仲ちゅう保ほ者しゃに頼たより，主しゅの大おおいなる戒いましめに聞きき従したがい，主しゅの御み言こと葉ばに忠ちゅう実じつであって，主しゅの聖せいなる御み霊たまの御み心こころに添そって永えい遠えんの命いのちを選えらんでほしいと思おもっている。

29 肉にくの思おもいとその中なかに潜ひそむ悪あくに従したがって，永えい遠えんの死しを選えらんではならない。肉にくの思おもいは，悪あく魔まの霊れいに力ちからを与あたえ，あなたがたを①捕とらえて②地じ獄ごくに落おとし，悪あく魔まは彼かれ自じ身しんの王おう国こくであなたがたを支し配はいするであろう。

30 息むす子こたちよ，わたしは自じ分ぶんの試ためしの生しょう涯がいが終おわろうとするに当あたって，これらのわずかな言こと葉ばを，あなたがたすべての者ものに告つげておく。わたしは預よ言げん者しゃの言こと葉ばに従したがって善ぜんなるものを選えらんできた。わたしには，あなたがたの永えい遠えんの幸さいわいを願ねがう以い外がいに何なんの目もく的てきもないのである。アーメン。」



第3章

エジプトにおいてヨセフは示じ現げんでニーファイ人じんを見みた。ヨセフは，末まつ日じつの聖せい見けん者しゃジョセフ・スミスと，イスラエルを救すくい出だすモーセと，世よに出でる『モルモン書しょ』について預よ言げんした。紀き元げん前ぜん約やく五百八十八年ねんから五百七十年ねんに至いたる。

1 「わたしの①末すえの子こであるヨセフよ，わたしはあなたに告つげる。あなたはわたしが苦く難なんに遭あった荒あれ野ので生うまれた。まことに，わたしが大おおいに嘆なげき苦くるしんでいたころに，あなたの母はははあなたを産うんだ。

2 あなたとあなたの子し孫そんがイスラエルの聖せい者じゃの戒いましめを守まもることにより，主しゅがあなたの受うけ継つぎとして，またあなたの同胞はらからとともにあなたの子し孫そんが受うけ継つぐ地ちとして，またとこしえに安あん全ぜんな地ちとして，最もっとも貴とうとい地ちである①この地ちを聖せい別べつしてくださるように。

3 さて，わたしが苦く難なんに遭あった荒あれ野のから連つれて来きた末すえの子こヨセフよ，主しゅがとこしえにあなたを祝しゅく福ふくしてくださるように。あなたの子し孫そんがことごとく①滅ほろびてしまうことはないであろう。

4 見みよ，あなたはわたしの腰こしから出でた者ものであり，また①囚とらわれの身みとなってエジプトへ連つれて行いかれた②ヨセフの子し孫そんだからである。主しゅがヨセフに立たてられた聖せい約やくは偉い大だいである。

5 すなわち，ヨセフはまことにわたしたちの時じ代だいを①見みた。そしてヨセフは，主しゅなる神かみがイスラエルの家いえのために，ヨセフの腰こしから出でた者ものの中なかから一本ぽんの②義ぎにかなった③枝えだを起おこされるという，主しゅの約やく束そくを受うけた。その枝えだというのはメシヤではなく，折おり取とられる一本ぽんの枝えだのことである。この枝えだは，折おり取とられるにもかかわらず，主しゅの聖せい約やくの中なかで思おもい起おこされる。その聖せい約やくとは，彼かれらを暗くら闇やみから光ひかりに連つれ出だすために，まことに隠かくれた④暗くら闇やみと束そく縛ばくから自じ由ゆうへ連つれ出だすために，⑤メシヤが力ちからの霊れいによって末まつ日じつにその御み姿すがたを彼かれらに現あらわされるというものである。

6 ヨセフはまことに証あかしして言いった。『主しゅなるわたしの神かみは，一人ひとりの①聖せい見けん者しゃを立たてられる。それは，わたしの②腰こしから出でた者もののためのえり抜ぬきの聖せい見けん者しゃである。』

7 まことに，ヨセフはまた言いった。『主しゅはわたしにこう言いわれた。「わたしはあなたの腰こしから出でた者ものの中なかから，一人ひとりのえり抜ぬきの①聖せい見けん者しゃを立たてよう。彼かれはあなたの腰こしから出でた者ものの中なかで大おおいに尊とうとばれるであろう。わたしはその聖せい見けん者しゃに，彼かれの同胞はらからであるあなたの腰こしから出でた者もののために一つの業わざを行おこなうように命めいじよう。その業わざは，彼かれらにとって大おおいに価か値ちのあるものであり，わたしがあなたの先せん祖ぞと交かわした聖せい約やくをあなたの腰こしから出でた者ものに知しらせるものである。

8 わたしはその聖せい見けん者しゃに，わたしが命めいじる業わざのほかには①何なんの業わざも行おこなわないように命めいじよう。彼かれはわたしの業わざを行おこなうので，わたしは彼かれを，わたしの目めにかなった偉い大だいな者ものとしよう。

9 その聖せい見けん者しゃは①モーセのように偉い大だいである。モーセとは，わたしの民たみを②救すくい出だすために，おお，イスラエルの家いえよ，わたしがあなたのために立たてると言いっておいた者ものである。

10 わたしはモーセを立たてて，あなたの民たみをエジプトの地ちから救すくい出だそう。

11 しかし，わたしはあなたの腰こしから出でた者ものの中なかから一人ひとりの聖せい見けん者しゃを立たて，わたしの言こと葉ばをあなたの腰こしから出でた子し孫そんに伝つたえる①力ちからを彼かれに授さずけよう。また，わたしの言こと葉ばを伝つたえるだけでなく，すでに彼かれらの中なかに伝つたわっているわたしの言こと葉ばを確かく信しんさせる力ちからも授さずけよう。

12 そのために，あなたの腰こしから出でた者ものは①書かき記しるす。また②ユダの腰こしから出でた者ものも③書かき記しるす。そして，あなたの腰こしから出でた者ものが書かき記しるすものと，ユダの腰こしから出でた者ものが書かき記しるすものは一つに合あわされて，偽いつわりの教きょう義ぎを④打うち破やぶり，争あらそいを鎮しずめ，あなたの腰こしから出でた者ものの中なかに平へい和わを確かく立りつし，また末まつ日じつに先せん祖ぞについての⑤知ち識しきを彼かれらに⑥与あたえ，そしてまた，わたしの聖せい約やくについても知しらせる。」主しゅはそう言いわれる。

13 「おお，イスラエルの家いえよ，あなたを元もとどおりにするために，わたしの業わざがわたしのすべての民たみの中なかで始はじまるその日ひ，その聖せい見けん者しゃは弱よわさを強つよくされる」と主しゅは言いわれる。』

14 またヨセフは次つぎのように預よ言げんした。『見みよ，主しゅはその聖せい見けん者しゃを祝しゅく福ふくされる。わたしがわたしの腰こしから出でた者ものについて主しゅから頂いただいたこの約やく束そくは，必かならず果はたされるので，その聖せい見けん者しゃを滅ほろぼそうとする者ものは打うち破やぶられる。見みよ，わたしは，この約やく束そくが果はたされることを確かく信しんしている。

15 その聖せい見けん者しゃの①名なはわたしにちなんで付つけられ，またその名なは彼かれの②父ちちの名なを取とって付つけられる。そして，彼かれはわたしのようである。主しゅが彼かれの手てにより，主しゅの力ちからによってもたらされるものが，わたしの民たみを救すくいに至いたらせるからである。』

16 まことにヨセフは，次つぎのように預よ言げんした。『わたしは，モーセについての約やく束そくを確かく信しんしているように，このことも確かく信しんしている。それは主しゅが，「あなたの子し孫そんをとこしえに①守まもろう」とわたしに言いわれたからである。

17 また，主しゅは言いわれた。「わたしはモーセを立たてよう。そして，杖つえをもって彼かれに力ちからを与あたえ，また明めい瞭りょうに書かき記しるす力ちからも彼かれに与あたえよう。しかしわたしは，彼かれの舌したを緩ゆるめて，彼かれがよく語かたれるようにはしない。わたしは彼かれを，語かたるに力ちからある者ものとはしないからである。しかしわたしは，自じ分ぶんの手ての指ゆびでわたしの律りっ法ぽうを彼かれに①書かき与あたえ，また彼かれのために一人ひとりの②代だい弁べん者しゃを備そなえよう。」

18 主しゅはまたわたしに言いわれた。「わたしはあなたの腰こしから出でた者もののために聖せい見けん者しゃを立たて，また彼かれのために一人ひとりの代だい弁べん者しゃを備そなえよう。そして見みよ，わたしはその聖せい見けん者しゃに，あなたの腰こしから出でた者ものの書かき記しるしたものをあなたの腰こしから出でた者ものに書かき伝つたえさせる。また，あなたの子し孫そんの代だい弁べん者しゃがそれを告つげ知しらせる。

19 その聖せい見けん者しゃが書かき記しるす言こと葉ばは，わたしの知ち恵えにかなって，あなたの①腰こしから出でた者ものに伝つたわる言こと葉ばである。それはあたかも，あなたの腰こしから出でた者ものが，②地ちから叫さけんでいるかのようである。わたしは，彼かれらの信しん仰こうを知しっているからである。

20 あなたの腰こしから出でた者ものは，地ちから①叫さけぶ。すなわち，多おおくの時じ代だいが過すぎてから，彼かれらの同胞はらからに悔くい改あらためを叫さけぶ。そして，彼かれらの叫さけびは分わかりやすい言こと葉ばで伝つたわる。

21 彼かれらの信しん仰こうのゆえに，彼かれらの①言こと葉ばはわたしの口くちから出でて，あなたの腰こしから出でた者ものである彼かれらの同胞はらからに伝つたわる。わたしは彼かれらの言こと葉ばの弱よわいところを，彼かれらの信しん仰こうのゆえに強つよくし，わたしがあなたの先せん祖ぞと交かわした聖せい約やくを思おもい起おこさせよう。」』

22 さて見みよ，わたしの息むす子こヨセフよ，わたしの遠とおい先せん祖ぞはこのように①預よ言げんした。

23 したがって，あなたはこの聖せい約やくによって祝しゅく福ふくされている。あなたの子し孫そんはその書しょ物もつの言こと葉ばに聞きき従したがうので，滅ほろぼされないからである。

24 あなたの子し孫そんの中なかに，一人ひとりの力ちからある者ものが現あらわれる。その者ものは神かみの御み手てに使つかわれる者ものとして，篤あつい信しん仰こうをもって，言こと葉ばにも行おこないにも大おおいに善ぜんをなし，偉い大だいな驚きょう嘆たんすべきことを行おこない，また神かみの目めに大おおいなることを行おこない，イスラエルの家いえとあなたの兄あにたちの子し孫そんに対たいして十じゅう分ぶんな回かい復ふくをもたらす。

25 さて，ヨセフよ，あなたは幸さいわいである。見みよ，あなたはまだ若わかいので，兄あにのニーファイの言こと葉ばに聞きき従したがいなさい。そうすれば，わたしの語かたった言こと葉ばのとおりになるであろう。もうすぐこの世よを去さろうとする父ちちの言こと葉ばを覚おぼえておきなさい。アーメン。」



第4章

リーハイ，子し孫そんに勧かん告こくと祝しゅく福ふくを残のこす。その後のち，死しんで葬ほうむられる。ニーファイ，神かみの慈いつくしみを喜よろこび，とこしえに主しゅに信しん頼らいを寄よせる。紀き元げん前ぜん約やく五百八十八年ねんから五百七十年ねんに至いたる。

1 さて，わたしニーファイは，エジプトに連つれて行いかれた①ヨセフに関かんし，父ちちが語かたった預よ言げんについて述のべる。

2 見みよ，ヨセフは自じ分ぶんのすべての子し孫そんについて預よ言げんした。そして，彼かれの書かき記しるした①預よ言げんに勝まさるものは少すくない。彼かれはわたしたちと，わたしたちの将しょう来らいの子し孫そんについて預よ言げんした。その預よ言げんは真しん鍮ちゅうの版はんに書かき記しるされている。

3 それで父ちちは，ヨセフの預よ言げんについて語かたり終おえると，レーマンの子こ供ども，すなわちレーマンの息むす子こ，娘むすめたちを呼よび寄よせて言いった。「見みよ，わたしの①長ちょう子しの息むす子こや娘むすめであるわたしの孫まごたちよ，わたしの言こと葉ばに耳みみを傾かたむけてほしい。

4 それは主しゅなる神かみが，『あなたがたは，わたしの命めい令れいを①守まもるかぎり地ちに栄さかえる。しかし，わたしの命めい令れいを守まもらなければ，わたしの前まえから絶たたれる』と言いわれたからである。

5 しかし見みよ，わたしの孫まごたちよ，わたしはあなたがたに①祝しゅく福ふくを残のこさなければ，墓はかに入はいることができない。見みよ，わたしは，あなたがたが②行いくべき道みちに従したがって育そだてられるならば，その道みちから離はなれないことを知しっているからである。

6 したがって，もしあなたがたがのろわれるならば，見みよ，そののろいがあなたがたから取とり去さられて，その責せき任にんが両りょう親しんの①頭こうべに帰きするように，わたしはあなたがたに祝しゅく福ふくを残のこす。

7 したがって，わたしの祝しゅく福ふくのゆえに，主しゅなる神かみはあなたがたが滅ほろびるのを①許ゆるさず，あなたがたと子し孫そんを，とこしえに②憐あわれんでくださるであろう。」

8 さて，父ちちはレーマンの息むす子こ，娘むすめたちに語かたり終おえると，次つぎにレムエルの息むす子こ，娘むすめたちを自じ分ぶんの前まえに連つれて来こさせた。

9 そして，父ちちは彼かれらに言いった。「見みよ，わたしの次じ男なんの息むす子こや娘むすめである孫まごたちよ，見みよ，わたしはレーマンの息むす子こ，娘むすめたちに残のこした祝しゅく福ふくと同おなじ祝しゅく福ふくをあなたがたに残のこす。したがって，あなたがたはことごとく滅ほろぼされてしまうことはなく，あなたがたの子し孫そんは，最さい後ごには祝しゅく福ふくされるであろう。」

10 そして父ちちは，彼かれらに語かたり終おえると，見みよ，①イシマエルの息むす子こたちと，またイシマエルの家いえのすべての者ものに語かたった。

11 そして，彼かれらに語かたり終おえると，父ちちはサムに言いった。「あなたとあなたの子し孫そんは幸さいわいである。あなたは弟おとうとのニーファイと同どう様ように，地ちを受うけ継つぐからである。あなたの子し孫そんは，ニーファイの子し孫そんとともに数かぞえられる。そして，あなたは弟おとうとと同おなじようになり，あなたの子し孫そんは弟おとうとの子し孫そんと同おなじようになる。そしてあなたは生しょう涯がい，祝しゅく福ふくを受うけるであろう。」

12 そして父ちちリーハイは，自じ分ぶんの心こころに感かんじるままに，また自じ分ぶんの内うちにある主しゅの御み霊たまに従したがって，自じ分ぶんの家いえのすべての者ものに語かたった後のち，年とし老おいて，死しんで葬ほうむられた。

13 さて，父ちちの死し後ご幾いく日にちもたたないうちに，レーマンとレムエル，それにイシマエルの息むす子こたちは，主しゅの勧かん告こくのことでわたしに腹はらを立たてた。

14 それは，わたしニーファイが主しゅの言こと葉ばに促うながされて，やむを得えず彼かれらに語かたったからである。わたしはそれまでに多おおくのことを彼かれらに語かたり，父ちちも生せい前ぜんに多おおくのことを彼かれらに語かたってきた。そして，語かたったことの多おおくは，わたしの造つくった①ほかの版はんに書かき記しるしてある。わたしの造つくったほかの版はんには，歴れき史しに関かんする部ぶ分ぶんが多おおく書かき記しるしてあるからである。

15 そして①この版はんには，わたし自じ身しんのことと，真しん鍮ちゅうの版はんに刻きざまれている聖せい文ぶんの多おおくを書かき記しるす。わたしは聖せい文ぶんに喜よろこびを感かんじるからである。わたしは聖せい文ぶんについて心こころに②深ふかく考かんがえ，わたしの子し孫そんの③知ち識しきとなり利り益えきとなるようにこれを書かき記しるす。

16 見みよ，わたしは主しゅに関かんすることに①喜よろこびを感かんじる。わたしの②心こころは，これまでに見み聞ききしたことを絶たえず深ふかく考かんがえている。

17 それでも，主しゅが深ふかい①慈いつくしみを，大おおいなる驚おどろくべき業わざの中なかでわたしに示しめしてくださっているにもかかわらず，わたしの心こころは，「おお，わたしは何なんと②惨みじめな人にん間げんなのだろう」と叫さけぶ。まことに，わたしの心こころはわたしの肉にくのために苦く悩のうし，わたしの霊れいはわたしの罪ざい悪あくのために嘆なげく。

18 わたしは，非ひ常じょうにたやすく①まとわりつく誘ゆう惑わくと罪つみに取とり囲かこまれている。

19 そしてわたしが喜よろこぼうとすると，心こころは罪つみのためにうめき苦くるしむ。それでもわたしは，これまでに自じ分ぶんがだれに頼たよってきたかを知しっている。

20 わたしを支ささえてこられたのは神かみである。神かみはわたしが荒あれ野ので苦く難なんに遭あっていたときに，いつもわたしを導みちびき，また底そこ知しれない深ふかみの海うみの上うえでも，わたしを守まもられた。

21 神かみは，わたしの肉にく体たいが燃もえ尽つきるほどに，わたしを①愛あいで満みたされた。

22 また，わたしの①敵てきを辱はずかしめ，わたしの前まえで彼かれらの身みを震ふるえさせられた。

23 見みよ，神かみは，日にっ中ちゅうはわたしの嘆たん願がんを聞きき，夜よるは①示じ現げんによってわたしに知ち識しきを授さずけられた。

24 また日にっ中ちゅう，わたしは神かみの前まえに熱ねつ烈れつな①祈いのりを力ちから強づよくささげ，まことにわたしの声こえを天てんに向むかって上あげた。すると天てん使したちが降くだって来きて，わたしに仕つかえてくれた。

25 わたしの体からだは神かみの御み霊たまの翼つばさに乗のせられて，非ひ常じょうに高たかい山やまの上うえに①運はこばれて行いった。そしてわたしの目めは数かず々かずの偉い大だいなことを，まことに人ひとにとってあまりにも偉い大だいすぎることを見みた。そのためにわたしは，それらのことを書かき記しるしてはならないと告つげられた。

26 おお，わたしがそれほど偉い大だいなことを見みたのであれば，そして主しゅが，人ひとの子こらに対たいして御ご自じ身しんを低ひくくして，それほど深ふかい憐あわれみをもって人ひと々びとを訪おとずれてこられたとするならば，たとえわたしが苦く難なんに遭あったからと言いって，①どうしてわたしの心こころが涙なみだし，わたしの霊れいが悲かなしみの谷たににとどまり，わたしの肉にく体たいがやせ衰おとろえ，わたしの力ちからが弱よわくなってよいだろうか。

27 またわたしの肉にくのことで，どうして罪つみに①負まけてよいだろうか。まことに，どうして②誘ゆう惑わくに負まけて，悪あしき者ものがわたしの心こころに入はいって，わたしの③平へい安あんを破やぶり，わたしの霊れいを苦くるしめるのを許ゆるしてよいだろうか。わたしが敵てきのことで怒いかりを抱いだくのはなぜなのか。

28 目め覚ざめよ，わたしの霊れいよ。もはや罪つみの中なかでしおれるな。喜よろこべ，おお，わたしの心こころよ。もうわたしの①敵てきに場ば所しょを与あたえてはならない。

29 わたしの敵てきのことで二に度どと怒いかってはならない。苦く難なんのために力ちからを弱よわくしてはならない。

30 喜よろこべ，おお，わたしの心こころよ。主しゅに叫さけび求もとめて言いえ。「おお，主しゅよ，わたしはとこしえにあなたをほめたたえます。まことに，わたしの神かみであり，わたしの救すくいの①岩いわであるあなたを喜よろこびます。

31 おお，主しゅよ，わたしを贖あがなってください。わたしを敵てきの手てからお救すくいください。わたしが①罪つみの兆きざしに震ふるえおののくようにしてください。

32 わたしの①心こころは打うち砕くだかれており，わたしの霊れいは悔くいていますので，地じ獄ごくの門もんがいつもわたしの前まえに閉とじていますように。おお，主しゅよ，わたしが低ひくい谷たにの道みちを②歩あゆみ，しっかりと平へい坦たんな道みちを進すすむことができるように，わたしの前まえで義ぎの門もんを閉とざさないでください。

33 おお，主しゅよ，あなたの義ぎの衣ころもでわたしを包つつみ込こんでください。おお，主しゅよ，わたしが敵てきの前まえから逃のがれられるように道みちを備そなえてください。わたしの前まえに道みちをまっすぐにしてください。つまずかせるものをわたしの道みちに置おかず，わたしの前まえに道みちを開ひらいてください。わたしの道みちを遮さえぎらず，敵てきの道みちをふさいでください。

34 おお，主しゅよ，わたしはあなたを頼たよってまいりました。これからもとこしえに，あなたを①頼たよってまいります。わたしは②肉にくの腕うでに頼たよる者ものはのろわれることを知しっているので，肉にくの腕うでには③頼たよりません。まことに，人ひとに頼たよる者もの，すなわち肉にくを自じ分ぶんの腕うでとする者ものはのろわれます。

35 まことに，わたしは，神かみは求もとめる者ものには①惜おしみなく与あたえられることを知しっています。わたしが②道どう理りに外はずれた③求もとめ方かたをしなければ，わたしの神かみはわたしに与あたえてくださいます。それでわたしはあなたに声こえを上あげ，まことに，わたしの神かみ，わたしの義ぎの④岩いわであるあなたに叫さけび求もとめます。まことに，わたしの声こえはわたしの岩いわであり，永えい遠えんの神かみであるあなたのみもとに，とこしえに上のぼることでしょう。アーメン。」



第5章

ニーファイ人じんはレーマン人じんから分わかれ，モーセの律りっ法ぽうを守まもり，神しん殿でんを建たてる。レーマン人じんは不ふ信しん仰こうのために主しゅの前まえから絶たたれ，のろいを受うけ，ニーファイ人じんにとって鞭むちとなる。紀き元げん前ぜん約やく五百八十八年ねんから五百五十九年ねんに至いたる。

1 さて見みよ，わたしニーファイは，兄あにたちが①腹はらを立たてたので，主しゅなるわたしの神かみに切せつに叫さけび求もとめた。

2 しかし見みよ，わたしに対たいする兄あにたちの怒いかりは激はげしくなり，彼かれらはわたしの命いのちを奪うばおうとした。

3 まことに彼かれらは，わたしに向むかってつぶやいて言いった。「弟おとうとは我われ々われを①支し配はいしようと思おもっている。我われ々われは彼かれのためにひどい試し練れんを受うけてきた。見みよ，もう弟おとうとの言こと葉ばで苦く難なんを味あじわわなくても済すむように，弟おとうとを殺ころしてしまおう。我われ々われは弟おとうとを支し配はい者しゃには決けっしてさせない。この民たみを支し配はいする権けん利りは，兄あにの我われ々われにある。」

4 ところでわたしは，兄あにたちがわたしに対たいしてつぶやいた言こと葉ばのすべてをこの版はんに載のせることはしない。ただ，彼かれらがわたしの命いのちを奪うばおうとしたと言いえば十じゅう分ぶんである。

5 さて，主しゅはわたし①ニーファイに，彼かれらのもとを去さって荒あれ野のへ逃にげるように，またわたしとともに行いきたい者ものも皆みな，そうするように②警けい告こくされた。

6 そこでわたしニーファイは，自じ分ぶんの家か族ぞくと，①ゾーラムとその家か族ぞく，兄あにサムとその家か族ぞく，弟おとうとのヤコブとヨセフ，わたしの姉し妹まいたち，そのほかわたしとともに行いきたい者ものたち全ぜん員いんを連つれて出でた。わたしとともに行いくことを望のぞんだ者ものたちは皆みな，神かみの②警けい告こくと啓けい示じを信しんじる者ものたちであったので，わたしの言こと葉ばに聞きき従したがった。

7 わたしたちは天てん幕まくと持もてるものをすべて携たずさえて，幾いく日にちも荒あれ野のを旅たびした。そして，幾いく日にちも荒あれ野のを旅たびした後のち，わたしたちは天てん幕まくを張はった。

8 そして，わたしの民たみがその地ちを①ニーファイと呼よぶことを望のぞんだので，わたしたちはその地ちをニーファイと名な付づけた。

9 また，わたしとともにいた者ものたちは皆みな，自じ分ぶんたちを①ニーファイの民たみと呼よぶことにした。

10 わたしたちはモーセの①律りっ法ぽうに従したがって，何なに事ごとにも主しゅの裁さい決けつと掟おきてと戒いましめを守まもるように努つとめた。

11 そして，主しゅがわたしたちとともにおられた。わたしたちは種たねをまき，豊ゆたかに収しゅう穫かくして，非ひ常じょうに栄さかえた。またわたしたちは，大だい小しょうの家か畜ちくの群むれと，あらゆる動どう物ぶつを飼かい始はじめた。

12 わたしニーファイは，①真しん鍮ちゅうの版はんに刻きざまれた記き録ろくと，前まえにわたしがこの版はんに刻きざんだとおり，主しゅの手てによって父ちちのために備そなえられた②球たま，すなわち③羅ら針しん盤ばんも持もって来きた。

13 そこでわたしたちは，非ひ常じょうに栄さかえて，その地ちで増ふえ始はじめた。

14 それでわたしニーファイは，①ラバンの剣つるぎを取とり，それに倣ならって多おおくの剣つるぎを造つくった。それは今いまや②レーマン人じんと呼よばれている民たみが，わたしたちを襲おそって滅ほろぼすことのないようにするためであった。彼かれらがわたしとわたしの子こ供どもたちと，またわたしの民たみと称しょうする者ものたちを憎にくんでいることを，わたしは知しっていたからである。

15 わたしは民たみに，建たて物ものを建たてることを教おしえ，また非ひ常じょうに豊ほう富ふにあった木もく材ざいや①鉄てつや銅どう，また真しん鍮ちゅうや鋼はがねや金きんや銀ぎんや貴き重ちょうなあらがねなど，あらゆる材ざい料りょうで物ものを造つくり出だすことを教おしえた。

16 また，わたしニーファイは①神しん殿でんを建たてた。②ソロモンの神しん殿でんに倣ならって建たてたが，その違ちがいは，建たてるのにそれほど多おおく③貴き重ちょうな品しなを使つかわなかったことである。そのような貴き重ちょうな品しながこの地ちになかったため，ソロモンの神しん殿でんと同おなじようには建たてることができなかった。しかし，建けん築ちくの様よう式しきはソロモンの神しん殿でんと同おなじで，その造つくりは非ひ常じょうに見み事ごとであった。

17 そしてわたしニーファイは，民たみを①勤きん勉べんに働はたらかせ，また手てを使つかって働はたらくようにさせた。

18 さて，民たみはわたしが彼かれらの①王おうになることを望のぞんだ。しかしわたしニーファイは，彼かれらには王おうがない方ほうがよいと思おもった。それでも，わたしの力ちからの及およぶかぎり彼かれらのために尽つくした。

19 見みよ，主しゅは兄あにたちについて，わたしが彼かれらを①治おさめる者ものになり②教おしえる者ものになると言いわれたが，その主しゅの言こと葉ばはすでに成じょう就じゅしていた。したがって，彼かれらがわたしの命いのちを奪うばおうとしたときまで，わたしは主しゅの命めい令れいどおりに彼かれらを治おさめる者もの，教おしえる者ものとなっていたのである。

20 それで，主しゅがわたしに言いわれた，「あなたの言いうことに①聞きき従したがわなければ，彼かれらは主しゅの前まえから②絶たたれる」という御み言こと葉ばは成じょう就じゅした。見みよ，彼かれらは御み前まえから絶たたれてしまったのである。

21 主しゅはまた，彼かれらの罪ざい悪あくのために，①のろいを彼かれらに下くだされた。まことにひどいのろいを下くだされた。見みよ，彼かれらが主しゅに対たいして心こころをかたくなにし，あたかも火ひ打うち石いしのように硬かたくなってしまったからである。それで主しゅなる神かみは，彼かれらが肌はだの白しろい，非ひ常じょうに麗うるわしく②喜よろこばしい者ものたちであったので，わたしの民たみに誘ゆう惑わくとならないように，彼かれらの肌はだを③黒くろずんだ肌はだにされた。

22 主しゅなる神かみはこう言いわれる。「彼かれらが自じ分ぶんたちの罪ざい悪あくを悔くい改あらためなければ，わたしは彼かれらをあなたの民たみにとって①不ふ快かいな者ものとしよう。

23 彼かれらの子し孫そんと①縁えんを結むすぶ者ものの子し孫そんはのろわれる。それらの者ものは同おなじのろいを受うけるからである。」主しゅはそう言いわれ，そのとおりになった。

24 彼かれらは，自じ分ぶんたちに下くだされたのろいのために，悪あく意いと狡こう猾かつさに満みちた①怠たい惰だな民たみとなり，荒あれ野ので猛もう獣じゅうをあさった。

25 主しゅなる神かみはわたしに言いわれた。「彼かれらはあなたの子し孫そんにわたしのことを思おもい起おこさせるため，あなたの子し孫そんにとって鞭むちとなるであろう。そして，あなたの子し孫そんがわたしを覚おぼえて，わたしの言こと葉ばに聞きき従したがわなければ，彼かれらはあなたの子し孫そんを，滅ほろびに至いたるまで鞭むち打うつであろう。」

26 さて，わたしニーファイはヤコブとヨセフを①任にんじ，彼かれらをわたしの民たみの地ちにおける祭さい司しと教きょう師しにした。

27 そして，わたしたちは幸こう福ふくの習ならわしに従したがって暮くらした。

28 そして，わたしたちがエルサレムを去さってから三十年ねんが過すぎた。

29 わたしニーファイはこれまで，自じ分ぶんの造つくった版はんにわたしの民たみについての記き録ろくを付つけてきた。

30 そこで，主しゅなる神かみはわたしに，「①ほかに版はんを造つくり，あなたの民たみの益えきとなるように，わたしの目めに善よしとする多おおくの事こと柄がらをそれに刻きざみなさい」と言いわれた。

31 それでわたしニーファイは，主しゅの命めい令れいに従したがい，行いって①この版はんを造つくり，これらのことを刻きざんだ。

32 わたしは神かみに喜よろこばれる事こと柄がらを刻きざんだ。もしもわたしの民たみが神かみにかかわる事こと柄がらを喜よろこぶならば，彼かれらはこの版はんにわたしが刻きざんだことも喜よろこぶであろう。

33 また，もしもわたしの民たみが自じ分ぶんたちの歴れき史しについてもっと詳くわしく知しりたいならば，わたしの造つくったほかの版はんを調しらべなくてはならない。

34 しかし，もう四十年ねんが過すぎ去さり，兄あにたちとの間あいだにすでに戦せん争そうや争あらそいがあったと言いえば，それで十じゅう分ぶんであろう。



第6章

ヤコブ，ユダヤ人じんの歴れき史しを詳くわしく述のべる。バビロニア捕ほ囚しゅうと帰き還かん。イスラエルの聖せい者じゃの務つとめと十じゅう字じ架かの刑けい。異い邦ほう人じんから受うける助たすけ。ユダヤ人じんがメシヤを信しんじるときに起おこる末まつ日じつのユダヤ人じんの回かい復ふく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 ニーファイの弟おとうとヤコブがニーファイの民たみに語かたった言こと葉ば。

2 「見みよ，わたしの愛あいする同胞はらからよ，わたしヤコブは神かみから召めされ，神かみの聖せいなる位くらいに従したがって聖せい任にんされ，またあなたがたが①王おうすなわち保ほ護ご者しゃとして頼たより，身みの安あん全ぜんのよりどころとしているわたしの兄あにニーファイによって任にんじられたので，見みよ，あなたがたも知しっているように，わたしは非ひ常じょうに多おおくのことをあなたがたに語かたってきた。

3 にもかかわらず，わたしはあなたがたの幸さいわいを願ねがって，あなたがたに再ふたたび話はなしをする。まことに，わたしはあなたがたのことを非ひ常じょうに心しん配ぱいしている。また，あなたがたも知しっているように，わたしはこれまでも心しん配ぱいしてきた。そのためにわたしは，力ちからの限かぎりあなたがたに説とき勧すすめ，父ちちの言こと葉ばをあなたがたに教おしえ，また，世せ界かいの創そう造ぞう以い来らい書かき記しるされてきたすべての事こと柄がらについて，あなたがたに語かたってきた。

4 ところで，見みよ，わたしはあなたがたに，現げん在ざいあることとこれから起おこることについて話はなしたいと思おもう。それで，①イザヤの言こと葉ばを読よんで聞きかせよう。これらの言こと葉ばは，わたしがあなたがたに話はなすようにと兄あにが望のぞんだものである。わたしは，あなたがたが神かみの御み名なを覚おぼえてあがめるように，あなたがたのためを思おもってこれを話はなす。

5 さて，わたしがこれから読よむ言こと葉ばは，イザヤがイスラエルの家いえに属ぞくするすべての者ものについて述のべたものである。したがって，あなたがたはイスラエルの家いえの者ものであるので，それらをあなたがたにたとえて差さし支つかえない。また，あなたがたはイスラエルの家いえの者ものであるので，イザヤが述のべたことの中なかには，あなたがたにたとえて差さし支つかえないものがたくさんある。

6 ところで，イザヤの述のべた言こと葉ばは次つぎのとおりである。①『主しゅなる神かみはこう言いわれる。「見みよ，わたしは異い邦ほう人じんに向むかって手てを挙あげ，もろもろの民たみに向むかってわたしの②旗はたを掲かかげよう。すると彼かれらはあなたの息むす子こたちを腕うでに抱だき，あなたの娘むすめたちを肩かたに乗のせて来くる。

7 王おうたちはあなたの養よう父ふとなり，王おう妃ひたちはあなたの養よう母ぼとなる。彼かれらは顔かおを地ちに向むけてあなたに身みをかがめ，あなたの足あしのちりをなめる。こうしてあなたは，わたしが主しゅであることを知しる。わたしを①待まち望のぞむ者ものは恥はじを受うけないからである。」』

8 わたしヤコブは，これらの言こと葉ばについて少すこし話はなしたい。見みよ，わたしたちは①エルサレムから出でて来きたのであるが，主しゅは，そのエルサレムにいた人ひと々びとがすでに殺ころされ，また囚とらわれの身みとなって②連つれ去さられたことを，わたしに示しめされた。

9 しかしながら，主しゅは，彼かれらが再ふたたび①帰かえって来くることをわたしに示しめしてくださった。またイスラエルの聖せい者じゃである主しゅなる神かみが，肉にくにあって彼かれらに御ご自じ身しんを現あらわされることと，主しゅが御ご自じ身しんを現あらわされた後のち，わたしに語かたった天てん使しの言こと葉ばのとおりに，彼かれらが主しゅを鞭むち打うって②十じゅう字じ架かにつけることも，主しゅはわたしにお示しめしになった。

10 彼かれらがイスラエルの聖せい者じゃに対たいして心こころをかたくなにし，強ごう情じょうになった後のち，見みよ，イスラエルの聖せい者じゃの①裁さばきが下くだる。そして彼かれらが打うたれ，苦くるしめられる日ひが来くる。

11 したがって彼かれらは，あちらこちらに追おい立たてられた後のち，天てん使しが言いうように，多おおくの者ものが肉にくにあって苦くるしみを受うける。しかし，忠ちゅう実じつな者ものの祈いのりのおかげで，彼かれらは滅ほろびることはない。彼かれらは散ちらされ，打うたれ，嫌きらわれるが，主しゅが彼かれらに憐あわれみをかけられるので，①彼かれらは自じ分ぶんたちの贖あがない主ぬしを②知しるようになるとき，再ふたたび受うけ継つぎの地ちに③集あつめられる。

12 この預よ言げん者しゃが書かき記しるしている①異い邦ほう人じんは，幸さいわいである。見みよ，彼かれらは悔くい改あらためてシオンと戦たたかわず，あの大おおきな②忌いまわしい教きょう会かいに加くわわらなければ救すくわれるからである。主しゅなる神かみは御ご自じ分ぶんの子こ供どもたちと交かわされた③聖せい約やくを果はたされるからである。預よ言げん者しゃがこれらの事こと柄がらを書かき記しるしたのはこのためである。

13 したがって，シオンと，また主しゅの聖せい約やくの民たみと戦たたかう者ものたちは，これらの人ひと々びとの足あしのちりをなめるであろう。しかし，主しゅの民たみは①恥はじを受うけることはない。主しゅの民たみは主しゅを②待まち望のぞむ者ものであり，今いまなおメシヤの来らい臨りんを待まち望のぞんでいるからである。

14 見みよ，この預よ言げん者しゃの言こと葉ばによれば，メシヤは彼かれらを①再ふたたび元もとに戻もどす業わざを始はじめられる。それで，彼かれらがメシヤを信しんじる日ひが来くると，メシヤは力ちからと大おおいなる栄えい光こうとをもって，彼かれらに御ご自じ身しんを②現あらわし，彼かれらの敵てきを③滅ほろぼされる。またメシヤは，御ご自じ分ぶんを信しんじる者ものを一人ひとりも滅ほろぼされない。

15 メシヤを信しんじない者ものは，①火ひと嵐あらしと地じ震しんと流りゅう血けつと②疫えき病びょうと飢き饉きんによって③滅ほろぼされる。そして彼かれらは，主しゅがイスラエルの聖せい者じゃなる神かみであられることを知しるのである。

16 ①『勇ゆう士しから獲え物ものをどうして取とり返かえせようか。また②正せい当とうな捕ほ虜りょをどうして救すくい出だせようか。』

17 しかし主しゅはこのように言いわれる。『勇ゆう士しの捕とらえた①捕ほ虜りょさえ取とり返かえされ，荒あら々あらしい者ものに奪うばわれたものさえ奪うばい返かえされる。』②力ちからの神かみが御ご自じ分ぶんの聖せい約やくの民たみを③救すくい出だされるからである。主しゅはこう言いわれる。『わたしはあなたと争あらそう者ものと争あらそう。

18 わたしはあなたを虐しいたげる者ものに，彼かれら自じ身しんの肉にくを食くわせる。彼かれらは甘あまいぶどう酒しゅに酔ようように自じ分ぶんの血ちに酔よう。こうしてすべての者ものは，主しゅなるわたしがあなたの救すくい主ぬし，あなたの①贖あがない主ぬし，②ヤコブの力ちからある者ものであることを知しるようになる。』」



第7章

ヤコブ，イザヤ書しょから読よみ続つづける。—イザヤ，メシヤについて述のべる。メシヤは博はく学がくな者ものの舌したを持もっておられる。また，打うつ者ものに御ご自じ分ぶんの背せを向むけられる。メシヤは辱はずかしめられることはない。イザヤ書しょ第だい五十章しょうと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「まことに，主しゅはこう言いわれる。『わたしはあなたを去さらせたか。とこしえにあなたを捨すてたか。』主しゅは言いわれる。『あなたの母ははの離り縁えん状じょうはどこにあるか。わたしはあなたをだれのもとに去さらせたか。どの債さい主しゅにあなたを売うり渡わたしたか。わたしはだれにあなたを売うり渡わたしたか。見みよ，あなたは自じ分ぶんの罪ざい悪あくのために自じ分ぶん自じ身しんを①売うり渡わたし，あなたの母ははは，あなたの背そむきのために捨すてられた。

2 それゆえ，わたしが来きたときにはだれもいなかった。わたしが①呼よんだときに，まことに，答こたえる者ものはだれ一人ひとりいなかった。おお，イスラエルの家いえよ，わたしの手てが短みじかくて贖あがなうことができないのか。わたしには救すくう力ちからがないのか。見みよ，わたしは②海うみをしかって干ひ上あがらせ，③川かわを荒あれ野のとする。水みずが乾かわいてその中なかの④魚うおは悪あく臭しゅうを放はなち，渇かわきのために死しぬ。

3 わたしは天てんを①暗あん黒こくで覆おおい，②粗あら布ぬのをその覆おおいとする。』

4 おお，イスラエルの家いえよ，主しゅなる神かみは博はく学がくな者ものの①舌したをわたしに与あたえて，わたしがあなたに，時じ宜ぎを得えた言こと葉ばをどのように語かたればよいか分わかるようにされた。あなたが疲つかれているとき，主しゅなる神かみは朝あさごとに目め覚ざめさせてくださる。主しゅなる神かみはわたしの耳みみを開ひらいて，博はく学がくな者ものとして聞きけるようにしてくださる。

5 主しゅなる神かみは，わたしの①耳みみを開ひらかれた。わたしは逆さからわず，退しりぞくこともしなかった。

6 わたしは①打うつ者ものにわたしの背せを任まかせ，ひげを抜ぬく者ものにわたしの頬ほおを任まかせた。わたしは侮ぶ辱じょくされても，つばきをかけられても，顔かおを隠かくさなかった。

7 主しゅなる神かみがわたしを助たすけてくださるので，わたしは恥はじを受うけない。それで，わたしは顔かおを火ひ打うち石いしのようにした。わたしは自じ分ぶんが辱はずかしめられないことを知しっている。

8 主しゅは近ちかくにいて，わたしを義ぎとされる。わたしと争あらそう者ものはだれか。さあ，ともに立たとう。わたしの敵てきはだれか。近ちかくに来こさせよ。そうすれば，わたしは口くちの力ちからをもってその敵てきを打うとう。

9 主しゅなる神かみがわたしを助たすけてくださる。わたしを①罪つみに定さだめる者ものは皆みな，見みよ，衣ころものように古ふるび，しみが彼かれらを食くい尽つくす。

10 あなたがたの中なかで，主しゅを畏おそれ，主しゅの僕しもべの①声こえに従したがい，暗くら闇やみの中なかを歩あるいて光ひかりを持もたない者ものはだれか。

11 見みよ，火ひをともし，火ひの粉こで自じ分ぶんの身みを囲かこむ者ものよ。あなたがたは皆みな，①自じ分ぶんたちの火ひの光ひかりの中なかを歩あゆみ，自じ分ぶんたちのともした火ひの粉この中なかを歩あゆめ。あなたがたがわたしの手てから受うけるのは，苦くるしみのうちに横よこたわることである。」



第8章

ヤコブ，イザヤ書しょから読よみ続つづける。—終おわりの時ときに，主しゅはシオンを慰なぐさめ，イスラエルを集あつめられる。贖あがなわれた者ものは大おおきな喜よろこびのうちにシオンに来くる。イザヤ書しょ第だい五十一章しょうおよび第だい五十二章しょう一－二節せつと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「『義ぎを追おい求もとめる者ものよ，わたしに聞きき従したがえ。あなたがたが切きり出だされた①岩いわと，あなたがたが掘ほり出だされた穴あなとを思おもいみよ。

2 あなたがたの①父ちちアブラハムと，あなたがたを産うんだ②サラとを思おもいみよ。わたしは彼かれただ一人ひとりを召めし，彼かれを祝しゅく福ふくした。』

3 主しゅは①シオンを慰なぐさめ，すべてその荒あれた所ところを慰なぐさめられる。主しゅはその②荒あれ野のをエデンのようにし，その砂さ漠ばくを主しゅの園そののようにされる。そこには喜よろこびと楽たのしみがあり，感かん謝しゃと歌うた声ごえがある。

4 『わたしの民たみよ，わたしに聴きけ。おお，わたしの国こく民みんよ，わたしに耳みみを傾かたむけよ。①律りっ法ぽうはわたしから出で，わたしは，わたしの裁さばきを民たみを照てらす②光ひかりとする。

5 わたしの義ぎは近ちかい。わたしの①救すくいはすでに出でており，わたしの腕うでは民たみを裁さばく。もろもろの②島しまはわたしを待まち望のぞみ，わたしの腕うでに頼たよる。

6 天てんに向むかって目めを上あげよ。また，下したの地ちを見みよ。①天てんは煙けむりのように②消きえうせ，地ちは衣ころものように③古ふるび，そこに住すむ者ものも同おなじように死しぬ。しかし，わたしの救すくいはとこしえに続つづき，わたしの義ぎは廃すたれない。

7 義ぎを知しる者ものよ，わたしが心こころの中なかにわたしの律りっ法ぽうを書かき記しるした民たみよ，わたしに聴きけ。人ひとのそしりを①恐おそれるな。ののしりを怖こわがるな。

8 しみが彼かれらを衣ころものように食くい尽つくし，虫むしが彼かれらを羊ひつじの毛けのように食くう。しかし，わたしの義ぎはとこしえに続つづき，わたしの救すくいは代よ々よに及およぶ。』

9 目め覚ざめてください，目め覚ざめてください。おお，主しゅの御み腕うでよ，①力ちからをまとってください。昔むかしのように目めを覚さましてください。かつてラハブを切きり裂さき，龍りゅうを貫つらぬいた御お方かたは，あなたではありませんか。

10 かつて海うみを，すなわち大おおいなる深ふかみの水みずを干ひ上あがらせ，海うみの深ふかみを贖あがなわれた者ものの通とおる①道みちとされた御お方かたは，あなたではありませんか。

11 それゆえ，主しゅに①贖あがなわれた者ものは帰かえって来きます。②歌うたいながらシオンに帰かえって来きます。そして，永えい遠えんの喜よろこびと聖きよさは彼かれらの頭ず上じょうにあり，彼かれらは楽たのしみと喜よろこびを得え，悲かなしみと③嘆なげきは逃にげ去さります。

12 『そうしたのは①わたしである。まことに，わたしがあなたがたを慰なぐさめる者ものである。見みよ，あなたは何なに者ものなので，いつかは死しぬ人ひとを，また②草くさのようになる人ひとの子こを③恐おそれるのか。

13 天てんを広ひろげ地ちの基もといを据すえた，あなたの造つくり主ぬしである主しゅを①忘わすれるあなたは，何なに者ものであるか。虐しいたげる者ものがまるで滅ほろぼす用よう意いが整ととのったかのように憤いきどおっているのを，日ひ々び絶たえず恐おそれてきたあなたは，何なに者ものであるか。虐しいたげる者ものの憤いきどおりはどこにあるのか。

14 流る浪ろうの囚とらわれ人びとは速すみやかに解とき放はなされて，穴あなの中なかで死しぬことなく，パンが尽つきることもない。

15 わたしは①波なみをとどろかせる，主しゅなるあなたの神かみである。万ばん軍ぐんの主しゅとは，わたしの名なである。

16 わたしは天てんを設もうけ，地ちの基もといを据すえ，シオンに向むかって，見みよ，あなたはわたしの①民たみである，と言いうために，あなたの口くちにわたしの言こと葉ばを置おき，わたしの手ての陰かげであなたを覆おおった。』

17 おお，エルサレムよ，目め覚ざめよ，目め覚ざめよ，立たち上あがれ。あなたは先さきに主しゅの手てから主しゅの①憤いきどおりの②杯さかずきを飲のんだ。すなわち，あなたは震ふるえる杯さかずきの搾しぼり取とったかすを飲のみ干ほした。

18 彼かの女じょが産うんだすべての息むす子この中なかに，彼かの女じょを導みちびく者ものは一人ひとりもなく，彼かの女じょが育そだて上あげたすべての息むす子この中なかに，彼かの女じょの手てを取とる者ものは一人ひとりもいない。

19 これら二人ふたりの①息むす子こがあなたのもとに来きている。この二人ふたりはあなたの荒こう廃はいと滅めつ亡ぼう，飢き饉きんと剣つるぎのゆえにあなたを哀あわれに思おもう。わたしはだれによって，あなたを慰なぐさめようか。

20 あなたの息むす子こたちは，この二人ふたりのほかは皆みな，気きを失うしなった。この二人ふたりはすべての通とおりの起き点てんに当あたる場ば所しょで横よこたわっている。網あみにかかったかもしかのように，この二人ふたりには主しゅの憤いきどおり，あなたの神かみの責せめが満みちている。

21 それゆえ，苦くるしむ者ものよ，ぶどう酒しゅによらず①酔よっている者ものよ，今いまこれを聞きけ。

22 あなたの主しゅ，御ご自じ分ぶんの民たみのことを①弁べん護ごなさるあなたの神かみ，主しゅはこう言いわれる。『見みよ，わたしはあなたの手てから震ふるえる杯さかずきを，すなわちわたしの憤いきどおりの杯さかずきのかすを取とり除のぞいた。あなたは二に度どとそれを飲のむことはない。

23 ①わたしは，あなたを苦くるしめる者ものの手てにそれを渡わたそう。彼かれらは先さきにあなたに，「身みをかがめて，我われ々われが踏ふみ越こえて行いけるようにせよ」と言いった。そしてあなたは，自じ分ぶんの体からだを地じ面めんのように，また通とおりのように横よこたえて，彼かれらが踏ふみ越こえて行いくに任まかせた。』

24 おお，①シオンよ，②目め覚ざめよ，目め覚ざめよ，③力ちからを着きよ。おお，聖せいなる都みやこエルサレムよ，美うつくしい衣ころもを着きよ。これからはもう，割かつ礼れいを受うけない者ものと清きよくない者ものは，あなたの中なかに④入はいって来くることはないからである。

25 あなたの身みからちりを振ふり落おとせ。おお，エルサレムよ，①立たち上あがって座ざせ。おお，囚とらわれたシオンの娘むすめよ，あなたの首くびの②縄なわを解とき捨すてよ。」



第9章

ヤコブ，説とき明あかす。—ユダヤ人じんは将しょう来らい，彼かれらに約やく束そくされたすべての地ちに集あつめられる。贖しょく罪ざいは人ひとを堕だ落らくから贖あがなう。死し者しゃの体からだは墓はかから出で，霊れいは地じ獄ごくやパラダイスから出でて来くる。その後のち，人ひとは裁さばきを受うける。贖しょく罪ざいは人ひとを死しと地じ獄ごく，悪あく魔ま，無む窮きゅうの苦く痛つうから救すくう。義ぎ人じんは神かみの王おう国こくに救すくわれる。罪つみに対たいしては罰ばつが宣せん告こくされる。イスラエルの聖せい者じゃが門もんを守まもる御お方かたである。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「さて，わたしの愛あいする同胞はらからよ，わたしがこれらのことを読よんだのは，イスラエルの家いえに属ぞくするすべての者ものと交かわされた主しゅの①聖せい約やくについて，あなたがたに知しらせるためである。

2 この聖せい約やくは，ユダヤ人じんが神かみのまことの教きょう会かいと群むれに①回かい復ふくされ，彼かれらの②受うけ継つぎの地ちに③集あつめ戻もどされ，彼かれらに約やく束そくされたすべての地ちに定てい住じゅうする時ときが来くるまで，主しゅが初はじめから代よ々よ，聖せいなる預よ言げん者しゃたちの口くちを通とおしてユダヤ人じんに語かたってこられたものである。

3 見みよ，わたしの愛あいする同胞はらからよ，わたしがこれらのことをあなたがたに話はなすのは，主しゅなる神かみがあなたがたの子し孫そんに授さずけられる祝しゅく福ふくのことで，あなたがたが喜よろこびを味あじわい，とこしえに①頭あたまを上あげていられるようにするためである。

4 わたしはあなたがたが，すなわちあなたがたの多おおくが将しょう来らいのことを知しろうとして，大おおいに探さがし求もとめてきたことを知しっている。その結けっ果かわたしに分わかるのは，わたしたちの肉にく体たいは必かならず衰おとろえて死しぬけれども，将しょう来らいわたしたちが①肉にく体たいにあって神かみにまみえることを，あなたがたが知しっているということである。

5 また，まことにわたしに分わかるのは，わたしたちが出でて来きたエルサレムで，将しょう来らい，神かみが肉にく体たいにあって人ひと々びとに御ご自じ身しんを現あらわされることを，あなたがたが知しっているということである。そのことが，彼かれらの中なかで起おこることが必ひつ要ようだからである。すべての人ひとが大おおいなる①創そう造ぞう主ぬしに従したがうようになるためには，創そう造ぞう主ぬし御ご自じ身しんが肉にくにあって人ひとのなすがままになり，②すべての人ひとのために亡なくなられることが必ひつ要ようなのである。

6 死しがすべての人ひとに及およぶようになったので，大おおいなる創そう造ぞう主ぬしの憐あわれみに満みちた①計けい画かくを成じょう就じゅするためには，②復ふっ活かつの力ちからが必かならずなければならない。その復ふっ活かつは，③堕だ落らくのゆえに必かならず人ひとに及およばなければならない。堕だ落らくは背そむきのゆえに生しょうじたのである。そして，人ひとは堕だ落らくしたために主しゅの御み前まえから④絶たたれてしまった。

7 したがって，①贖しょく罪ざいは②無む限げんの贖しょく罪ざいでなければならない。もしそれが無む限げんの贖しょく罪ざいでなければ，この朽くちるものが朽くちないものを着きることはできない。したがって，人ひとに下くだった③最さい初しょの裁さばきが限かぎりなく④続つづかなければならない。もしそうならば，この肉にく体たいは横よこたえられ，朽くち果はてて母ははなる大だい地ちに返かえり，もう二に度どと起おき上あがることがないに違ちがいない。

8 おお，神かみの①知ち恵え，神かみの②憐あわれみと③恵めぐみよ。見みよ，もしも④肉にく体たいがもう二に度どと起おき上あがることがないとすれば，わたしたちの霊れいは，永えい遠えんの神かみの御み前まえから⑤落おちて⑥悪あく魔まとなったあの天てん使しに従したがうようになり，もはや起おき上あがることはない。

9 そして，わたしたちの霊れいは，あの天てん使しのようになっていたに違ちがいない。わたしたちは悪あく魔まの①使つかいである悪あく霊れいとなって，神かみの御み前まえから②締しめ出だされ，③偽いつわりの父ちちとともに，彼かれ自じ身しんのように惨みじめな状じょう態たいにとどまっていたに違ちがいない。まことに，その者ものはわたしたちの始し祖そを④だました者ものであり，⑤光ひかりの天てん使しであるかのように⑥装よそおい，人ひとの子こらをそそのかして人ひと殺ごろしをする⑦秘ひ密みつ結けっ社しゃを作つくらせたり，あらゆる隠かくれた闇やみの業わざを行おこなわせたりする者ものである。

10 おお，神かみの慈いつくしみの何なんと深ふかいことか。わたしたちがこの恐おそろしい怪かい物ぶつに捕つかまらないように，神かみは逃のがれる道みちを備そなえてくださっている。まことに，その恐おそろしい怪かい物ぶつとは①死しと②地じ獄ごくであり，わたしはそれを肉にく体たいの死しおよび霊れいの死しと呼よぶ。

11 イスラエルの聖せい者じゃであるわたしたちの神かみの①解かい放ほうの道みちにより，わたしが語かたってきたこの②死しは肉にく体たいの死しであって，やがてその死し者しゃを解とき放はなす。その死しとは墓はかのことである。

12 また，わたしが語かたってきたこの①死し，すなわち霊れいの死しもやがてその死しを解とき放はなす。その霊れいの死しとは②地じ獄ごくのことである。したがって，死しと地じ獄ごくとはその死しを解とき放はなさなければならない。すなわち，地じ獄ごくはそこに囚とらわれている霊れいを解とき放はなし，墓はかはそこに囚とらわれている肉にく体たいを解とき放はなして，人ひと々びとの肉にく体たいと③霊れいは互たがいに④回かい復ふくされる。それはイスラエルの聖せい者じゃの復ふっ活かつの力ちからによるのである。

13 おお，わたしたちの神かみの①計けい画かくの何なんと偉い大だいなことよ。今いま語かたったことのほかに，神かみの②パラダイスは義ぎ人じんの霊れいを解とき放はなし，墓はかは義ぎ人じんの体からだを解とき放はなさなければならない。そして，その霊れいと体からだは再ふたたび本ほん来らいのものに③回かい復ふくされ，すべての人ひとは不ふ朽きゅうとなり，④不ふ死しとなる。彼かれらは生いけるものであって，わたしたちのように肉にくにあって⑤完かん全ぜんな⑥知ち識しきを持もつ。わたしたちが持もっている知ち識しきは，そのときに完かん全ぜんになるのである。

14 それでわたしたちは，自じ分ぶんに①罪つみがあること，汚けがれていること，②裸はだかであることについて，すべて完かん全ぜんな③知ち識しきを得える。また義ぎ人じんは，自じ分ぶんの喜よろこびと自じ分ぶんの④義ぎについて完かん全ぜんな知ち識しきを得え，⑤潔けっ白ぱくを，まことに⑥義ぎの衣ころもを⑦まとう。

15 そしてすべての人ひとは，この第だい一いちの死しから命いのちに移い行こうすると，すでに不ふ死しとなっているので，イスラエルの聖せい者じゃの①裁さばきの座ざの前まえに出でなければならない。それから②裁さばきがあって，すべての人ひとは神かみの聖せいなる裁さばきによって裁さばかれなければならない。

16 そして，義ぎにかなった者ものはそのまま義ぎの状じょう態たいにあり，①汚けがれている者ものは，そのまま②汚けがれた状じょう態たいにある。このことは，主しゅが生いきておられるように確たしかである。主しゅなる神かみがそう言いわれたからであり，これは，決けっして③過すぎ去さることのない神かみの永えい遠えんの④御み言こと葉ばである。ところで，汚けがれている者ものは⑤悪あく魔まと悪あく魔まの使つかいであり，これらの者ものは，彼かれらのために用よう意いされた⑥永えい遠えんの火ひの中なかに入はいる。彼かれらの苦く痛つうは，炎ほのおがとこしえに立たち上のぼって消きえることのない，火ひと硫い黄おうの⑦池いけのようである。

17 おお，わたしたちの神かみの偉い大だいで①公こう正せいなことよ。神かみは御ご自じ分ぶんのすべての御み言こと葉ばを実じっ行こうされるからであり，神かみの御み言こと葉ばがすでに神かみの口くちから出でたもので，その律りっ法ぽうは成じょう就じゅされなければならないものだからである。

18 しかし見みよ，義ぎ人じん，すなわちイスラエルの聖せい者じゃの①聖せい徒とたち，イスラエルの聖せい者じゃを信しんじてきた者ものたち，世よの②十じゅう字じ架かを堪たえ忍しのんできた者ものたち，世よの辱はずかしめをいとわなかった者ものたち，これらの人ひと々びとは，③世よの初はじめから彼かれらのために用よう意いされた④神かみの王おう国こくを⑤受うけ継つぐ。そして彼かれらの喜よろこびは，⑥とこしえに満みたされるであろう。

19 おお，イスラエルの聖せい者じゃであるわたしたちの神かみの憐あわれみ深ぶかいことよ。神かみは御ご自じ分ぶんの聖せい徒とたちをあの①恐おそろしい怪かい物ぶつ，すなわち悪あく魔まと死しと②地じ獄ごくと，無む窮きゅうの苦く痛つうであるあの火ひと硫い黄おうの池いけから③救すくわれる。

20 おお，わたしたちの神かみの①聖きよさは何なんと偉い大だいなことか。神かみはすべてのことを②御ご存ぞんじであり，神かみの御ご存ぞんじでないことはない。

21 神かみは，神かみの声こえに聞きき従したがうすべての人ひとを①救すくうために，この世よに来こられる。見みよ，神かみはすべての人ひとの苦く痛つう，まことに男おとこ，女おんな，子こ供どもの区く別べつなく，②アダムの家か族ぞくに属ぞくする，生いけるものすべての③苦く痛つうを受うけられる。

22 神かみがこれを受うけられるのは，復ふっ活かつがすべての人ひとに及および，大おおいなる裁さばきの日ひに，すべての人ひとが神かみの御み前まえに立たつようにするためである。

23 また神かみは，すべての人ひとに，イスラエルの聖せい者じゃに対たいして完かん全ぜんな信しん仰こうを抱いだきながら，①悔くい改あらためて，神かみの御み名なによって②バプテスマを受うけなければならないと命めいじておられる。そうでなければ，人ひとは神かみの王おう国こくに救すくわれない。

24 もし彼かれらが，悔くい改あらためて神かみの①御み名なを信しんじることをせず，またその御み名なによってバプテスマを受うけることなく，最さい後ごまで②堪たえ忍しのぶことをしなければ，彼かれらは③罰ばつの定さだめを受うける。イスラエルの聖せい者じゃである主しゅなる神かみが，そう言いわれたからである。

25 それゆえ，イスラエルの聖せい者じゃは①律りっ法ぽうを授さずけられた。②律りっ法ぽうがないところには罰ばつがない。また罰ばつのないところには罪つみの宣せん告こくもない。そして，罪つみの宣せん告こくのないところで，イスラエルの聖せい者じゃの憐あわれみが人ひと々びとに対たいしてその役やく割わりを主しゅ張ちょうするのはなぜかといえば，それは贖しょく罪ざいのゆえである。彼かれらはイスラエルの聖せい者じゃの力ちからによって救すくわれているからである。

26 その①贖しょく罪ざいは，②律りっ法ぽうを③与あたえられたことのないすべての人ひとにとっても，神かみの④正せい義ぎの要よう求きゅうを満みたすので，これらの人ひと々びとは，あの恐おそろしい怪かい物ぶつ，すなわち死しと地じ獄ごくと悪あく魔まと，無む窮きゅうの苦く痛つうである火ひと硫い黄おうの池いけから救すくわれて，彼かれらに⑤息いきをお与あたえになったイスラエルの聖せい者じゃである神かみのみもとに連つれ戻もどされるのである。

27 しかし，すでに①律りっ法ぽうを与あたえられ，まことにわたしたちと同おなじように神かみのすべての戒いましめを受うけていながら，それらに背そむき，自じ分ぶんの試ためしの生しょう涯がいをいたずらに過すごす者ものは災わざわいである。その者ものの状じょう態たいは恐おそろしいものである。

28 おお，悪あしき者もののあの狡こう猾かつな①策さく謀ぼうよ。おお，人ひとの②虚きょ栄えいと意い志しの弱よわさと愚おろかしさよ。人ひとは③学がく識しきがあると自じ分ぶんは④賢かしこいと思おもい，神かみの⑤勧かん告こくに聞きき従したがわない。そして自じ分ぶん独ひとりで分わかると思おもって神かみの勧かん告こくを無む視しするので，彼かれらの知ち恵えは愚おろかであって役やくに立たたない。そして彼かれらは滅ほろびるのである。

29 しかし，神かみの①勧かん告こくに②聞きき従したがうならば，学がく識しきのあるのはよいことである。

30 しかし，この世よのものを豊ゆたかに持もつ①富ふ者しゃは災わざわいである。彼かれらは自じ分ぶんが富とんでいるので，②貧まずしい者ものをさげすみ，柔にゅう和わな者ものを迫はく害がいする。また，彼かれらの心こころは彼かれらの富とみにあるので，富とみが彼かれらの神かみとなっている。そして見みよ，彼かれらの富とみは彼かれらとともに滅ほろびるのである。

31 ①聞きこうとせずに，耳みみの聞きこえない者もののようになっている者ものは災わざわいである。彼かれらは滅ほろびるからである。

32 見みようとせずに，盲もう人じんのようになっている者ものは災わざわいである。彼かれらもまた滅ほろびるからである。

33 心こころに割かつ礼れいのない者ものは災わざわいである。彼かれらは終おわりの日ひに自じ分ぶんの罪ざい悪あくを知しって打うたれるからである。

34 ①偽いつわりを言いう者ものは災わざわいである。彼かれは②地じ獄ごくに突つき落おとされるからである。

35 故こ意いに人ひとを①殺ころす者ものは災わざわいである。彼かれは②死しぬからである。

36 ①みだらな行おこないをする者ものは災わざわいである。彼かれらは地じ獄ごくに突つき落おとされるからである。

37 ①偶ぐう像ぞうを礼れい拝はいする者ものは災わざわいである。すべての悪あく霊れいを治おさめる悪あく魔まが喜よろこぶからである。

38 要ようするに，罪つみを抱いだいたまま死しぬ者ものは皆みな，災わざわいである。彼かれらは①神かみのみもとに帰かえって神かみの御み顔かおを仰あおぐが，罪つみの中なかにとどまるからである。

39 おお，わたしの愛あいする同胞はらからよ，あの聖せいなる神かみに背そむくことの恐おそろしさと，あの①狡こう猾かつな者ものの誘ゆう惑わくに負まけることの恐おそろしさを思おもい起おこしなさい。②肉にくの思おもいを抱いだくことは③死しであり，霊れい的てきな思おもいを抱いだくことは④永えい遠えんの⑤命いのちであることを覚おぼえておきなさい。

40 おお，わたしの愛あいする同胞はらからよ，わたしの言こと葉ばに耳みみを傾かたむけなさい。イスラエルの聖せい者じゃの偉い大だいさを思おもい起おこしなさい。わたしがあなたがたに対たいしてひどいことを語かたったと言いってはならない。もしそう言いうなら，あなたがたは①真しん理りをののしることになる。わたしはあなたがたの造つくり主ぬしの御み言こと葉ばを語かたってきたからである。わたしは真しん理りの言こと葉ばが，すべての汚けがれに対たいして②厳きびしいことを知しっている。しかし，義ぎ人じんは真しん理りを愛あいしており，おののかないので，真しん理りの言こと葉ばを恐おそれない。

41 おお，それで，わたしの愛あいする同胞はらからよ，聖せい者じゃなる主しゅのみもとに①来きなさい。主しゅの道みちが義ぎにかなっていることを覚おぼえておきなさい。見みよ，その②道みちは人ひとにとって③狭せまいが，人ひとの前まえにまっすぐであり，④門もんを守まもる者ものはイスラエルの聖せい者じゃである。聖せい者じゃはここには僕しもべを使つかわれない。またその門もんを通とおる以い外がいに，ほかの道みちはない。そしてその御お方かたを欺あざむくことはできない。その御お方かたの御み名なは，主しゅなる神かみだからである。

42 そして，たたく者ものにはだれにでも，主しゅなる神かみは門もんをお開あけになる。しかし，自じ分ぶんに学がく識しきのあることを①誇ほこる②知ち者しゃや，知ち恵えのあることを誇ほこる学がく者しゃ，富とみのあることを誇ほこる富ふ者しゃ，まことに，これらの者ものを主しゅなる神かみはさげすまれる。彼かれらがこのようなものを捨すてて，神かみの御み前まえで自じ分ぶんを③愚おろかな者ものだと思おもって心しん底そこ④謙けん遜そんになるのでなければ，主しゅは彼かれらのために門もんをお開あけにはならない。

43 そして，知ち者しゃと賢けん者じゃにかかわるもの，すなわち聖せい徒とたちのために用よう意いされているあの幸こう福ふくは，彼かれらからとこしえに①隠かくされるのである。

44 おお，わたしの愛あいする同胞はらからよ，わたしの言こと葉ばを覚おぼえておきなさい。見みよ，わたしは自じ分ぶんの衣ころもを脱ぬいで，これをあなたがたの前まえで振ふり，わたしの救すくいの神かみに，その①すべてを見み通とおす目めでわたしを見みてくださるように祈いのる。それであなたがたは，すべての人ひとが各かく自じの行おこないに応おうじて裁さばかれる終おわりの日ひに，わたしがこうしてあなたがたの罪ざい悪あくをわたしの身みから②振ふり払はらったのを，イスラエルの神かみが御ご覧らんになったことと，わたしが神かみの御み前まえに輝かがやいて立たっており，あなたがたの血ちから③免まぬがれていることを知しるであろう。

45 おお，わたしの愛あいする同胞はらからよ，罪つみを捨すてなさい。あなたがたを固かたく縛しばろうとする者ものの①鎖くさりを振ふり落おとし，あなたがたの救すくいの②岩いわである神かみのみもとに来きなさい。

46 義ぎ人じんに①公こう正せいな報むくいが与あたえられるあの栄はえある日ひ，すなわち②裁さばきの日ひのために，あなたがた自じ身しんを備そなえなさい。そうすればあなたがたは，ひどく恐おそれてしりごみしなくて済すむ。また，自じ分ぶんのひどい③罪ざい悪あくをことごとく思おもい出だして，『おお，④全ぜん能のうの神かみなる主しゅよ，神しん聖せいです。あなたの裁さばきは神しん聖せいです。わたしは自じ分ぶんに罪つみのあることを知しっています。わたしはあなたの律りっ法ぽうに背そむきました。わたしの背そむきはわたし自じ身しんが犯おかしたものです。そして，わたしはすでに悪あく魔まに捕とらえられており，悪あく魔まのひどい惨みじめな状じょう態たいのとりこになっています』と，やむを得えず叫さけばなくて済すむであろう。

47 しかし見みよ，わたしの同胞はらからよ，わたしがあなたがたに，これらの事こと柄がらが恐おそろしい現げん実じつであることを自じ覚かくさせる必ひつ要ようがあるだろうか。あなたがたの思おもいが清きよかったならば，わたしはあなたがたをひどく苦くるしめたりするだろうか。もしあなたがたが罪つみから解かい放ほうされているならば，わたしは，真しん理りの率そっ直ちょくさに従したがってあなたがたにも率そっ直ちょくであろうとするだろうか。

48 見みよ，もしあなたがたが聖せいなる状じょう態たいであるならば，わたしは，聖きよさについてあなたがたに語かたるだろう。しかしあなたがたは，今いま聖せいなる状じょう態たいではなく，またわたしを師しと見みなしてくれているので，わたしは，①罪つみの結けっ果かについてあなたがたに②教おしえることが必ひつ要ようである。

49 見みよ，わたしの霊れいは罪つみを忌いみ嫌きらい，わたしの心こころは義ぎを喜よろこぶ。そしてわたしは，神かみの聖せいなる御み名なを①ほめたたえよう。

50 さあ，わたしの同胞はらからよ，渇かわいている者ものは皆みな，①水みずの所ところに来きなさい。金かねのない者ものは，さあ，買かって食たべなさい。まことに，さあ，②金かねを出ださず，代だい価かを払はらわないで，ぶどう酒しゅと乳ちちを買かいなさい。

51 それゆえ，価か値ちのないものに金かねを使つかってはならない。満まん足ぞくを得えられないものに①労ろう力りょくを費ついやしてはならない。熱ねっ心しんにわたしに聞きき従したがい，わたしがこれまでに語かたった言こと葉ばを覚おぼえておきなさい。そして，イスラエルの聖せい者じゃのみもとに来きて，腐くさることも朽くちることもないものを②食たべて，豊ゆたかなものによってあなた自じ身しんを喜よろこばせなさい。

52 見みよ，わたしの愛あいする同胞はらからよ，あなたがたの神かみの御み言こと葉ばを覚おぼえておきなさい。日にっ中ちゅうは絶たえず神かみに祈いのり，夜よるは神かみの聖せいなる御み名なに①感かん謝しゃし，心こころを喜よろこばせなさい。

53 主しゅの①聖せい約やくがどれほど偉い大だいで，人ひとの子こらに対たいして主しゅが御ご自じ身しんを低ひくくされる姿すがたがどれほど偉い大だいであるかを見みなさい。主しゅの偉い大だいさと，主しゅの恵めぐみと②憐あわれみのゆえに，主しゅはわたしたちの子し孫そんが肉にくにおいてことごとく滅ほろぼされてしまうことはなく，主しゅ御ご自じ身しんが守まもってくださると，わたしたちに約やく束そくされた。また，後のちの時じ代だいにわたしたちの子し孫そんが，イスラエルの家いえのために一本ぽんの義ぎにかなった③枝えだになるとも約やく束そくされた。

54 さて，わたしの同胞はらからよ，わたしはもっとあなたがたに話はなしたい。しかし明あ日す，わたしの言こと葉ばの残のこりを告つげ知しらせることにしよう。アーメン。」



第10章

ヤコブ，説とき明あかす。—ユダヤ人じんは将しょう来らい，自じ分ぶんたちの神かみを十じゅう字じ架かにつける。ユダヤ人じんは，主しゅを信しんじるようになるときまで散ちらされる。アメリカは将しょう来らい，支し配はいする王おうのいない自じ由ゆうの地ちとなる。人ひとは神かみと和わ解かいし，神かみの恵めぐみによって救すくいを得えるようにしなければならない。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「さて，わたしの愛あいする同胞はらからよ，わたしヤコブは，先さきにわたしが語かたったこの義ぎにかなった①枝えだについて，もう一いち度どあなたがたに話はなそう。

2 見みよ，わたしたちが得えた①約やく束そくは，肉にくにおけるわたしたちへの約やく束そくである。だからわたしに示しめされたように，わたしたちの子し孫そんの中なかには，不ふ信しん仰こうのために肉にくにおいて滅ほろびる者ものが多おおい。しかし，それでも神かみは多おおくの者ものに憐あわれみをかけられる。それで，わたしたちの子し孫そんは元もとに戻もどされ，自じ分ぶんたちの贖あがない主ぬしについて真しん実じつの知ち識しきを与あたえるものを得える。

3 それゆえ，わたしが先さきにあなたがたに語かたったように，キリストは（この名なこそが贖あがない主ぬしの御み名なであるとわたしは昨さく晩ばん①天てん使しから告つげられたが）ユダヤ人じんの中なかに，すなわち世よの人ひと々びとの中なかでいちばん邪じゃ悪あくな者ものたちの中なかに②来こられる必ひつ要ようがある。そして，彼かれらはキリストを③十じゅう字じ架かにつける。それがわたしたちの神かみにとって必ひつ要ようだからである。彼かれらのほかには，自じ分ぶんたちの④神かみを⑤十じゅう字じ架かにつけるような国こく民みんは，地ち上じょうのどこにもいない。

4 もし大おおきな①奇き跡せきがほかの国こく民みんの中なかで行おこなわれたならば，その民たみは悔くい改あらため，その奇き跡せきを行おこなわれた御お方かたが自じ分ぶんたちの神かみであられることに気きづくからである。

5 しかし，エルサレムにいる人ひと々びとは，①偽ぎ善ぜん売ばい教きょうと罪ざい悪あくのために，キリストに対たいして心こころをかたくなにして，キリストを十じゅう字じ架かにつける。

6 それゆえ，彼かれらの罪ざい悪あくのために，滅めつ亡ぼうと飢き饉きん，疫えき病びょう，流りゅう血けつが彼かれらを襲おそう。また滅ほろぼされなかった者ものは，すべての国こく民みんの中なかに①散ちらされる。

7 しかし見みよ，①主しゅなる神かみはこう言いわれる。『彼かれらがわたしをキリストであると信しんじる②日ひが来くると，わたしが彼かれらの先せん祖ぞと聖せい約やくしたように，彼かれらは肉にくにあって，地ち上じょうで彼かれらの受うけ継つぎの地ちに戻もどされる。

8 そして彼かれらは，長なが年ねんの離り散さんから，すなわち①海うみの島しま々じまから，また地ちの四し方ほうから②集あつめられる。また異い邦ほう人じんの国こく民みんは，彼かれらを受うけ継つぎの地ちに③連つれ戻もどすことによって，わたしの目めに大おおいなる者ものとなる。』神かみはこう言いわれる。

9 ①まことに異い邦ほう人じんの王おうたちは，彼かれらにとって養よう父ふとなり，王おう妃ひたちは養よう母ぼとなる。したがって主しゅの②約やく束そくは，異い邦ほう人じんにとって偉い大だいである。主しゅがそう言いわれたからであって，だれがこれに反はん駁ばくできようか。

10 しかし見みよ，神かみは言いわれた。『この地ちはあなたの受うけ継つぎの地ちとなる。また，①異い邦ほう人じんはこの地ちで祝しゅく福ふくされる。

11 そして，この地ちは異い邦ほう人じんにとって①自じ由ゆうの地ちとなり，将しょう来らい異い邦ほう人じんのために立たつ②王おうは，この地ちに一人ひとりもいない。

12 わたしは，ほかのすべての国こく民みんに対たいしてこの地ちを防ふせぎ固かためよう。

13 シオンと①戦たたかう者ものは②滅ほろびる。

14 わたしに逆さからって王おうを立たてる者ものは滅ほろびる。主しゅであり天てんの①王おうであるわたしが彼かれらの王おうとなり，わたしの言こと葉ばを聞きく彼かれらにとって，わたしはとこしえに彼かれらの②光ひかりとなるからである。

15 さて，わたしはこの目もく的てきのために，すなわち，人ひとの子こらが肉にくにある間あいだにわたしが彼かれらに行おこなうと約やく束そくした①聖せい約やくを果はたすために，②隠かくれた③闇やみの業わざと殺さつ人じんと忌いまわしい行おこないを絶たやさなければならない。

16 そのために，①シオンに挑いどむ者ものは，ユダヤ人じんも異い邦ほう人じんも，束そく縛ばくされた者ものも自じ由ゆうな者ものも，男おとこも女おんなもすべて滅ほろびる。②これらの者ものは全ぜん地ちの淫いん婦ぷだからである。わたしに③味み方かたしない④者ものは，わたしに⑤反はん対たいする者ものだからである。』わたしたちの神かみはこう言いわれる。

17 『わたしは人ひとの子こらに立たてた約やく束そく，すなわち，彼かれらが肉にくにある間あいだにわたしが彼かれらに行おこなうと約やく束そくしたことを①果はたす。』

18 それで愛あいする同胞はらからよ，神かみはこう言いわれる。『わたしは異い邦ほう人じんの手てによって，あなたの子し孫そんを苦くるしめ悩なやます。それでも，わたしは①異い邦ほう人じんの心こころを和やわらげるので，彼かれらはあなたの子し孫そんにとって父ちち親おやのようになる。それで，異い邦ほう人じんは②祝しゅく福ふくされて，イスラエルの家いえの中なかに③数かぞえられる。

19 さて，わたしはあなたの子し孫そんと，あなたの子し孫そんに数かぞえられる者もののために，この地ちを受うけ継つぎの地ちとしてとこしえに①聖せい別べつしよう。』神かみはわたしにそう言いわれる。『この地ちはわたしにとって，ほかのあらゆる地ちに勝まさったえり抜ぬきの地ちである。それゆえわたしは，ここに住すむすべての者ものがわたしを礼れい拝はいすることを望のぞむ。』神かみはそう言いわれる。

20 さて，わたしの愛あいする同胞はらからよ，わたしたちの憐あわれみ深ぶかい神かみは，これらのことについて，このように多おおくの知ち識しきを与あたえてくださったので，わたしたちは神かみを覚おぼえて，罪つみを捨すてようではないか。わたしたちは捨すてられてはいないので，うなだれるのはやめよう。わたしたちは受うけ継つぎの地ちから①追おい出だされたが，主しゅが海うみをわたしたちの②道みちとされたので，わたしたちは③もっと良よい地ちに導みちびかれて来きた。そして，わたしたちは今いま，④海うみの島しまにいる。

21 しかし，①海うみの島しま々じまにいる者ものたちに対たいする主しゅの約やく束そくは偉い大だいである。また，島しま々じまというからには，このほかにももっとあるに違ちがいない。そこにもわたしたちの同胞はらからが住すんでいる。

22 それは見みよ，主しゅなる神かみが御ご自じ分ぶんの意いのまま，思おもいのままに，時とき々どきイスラエルの家いえから人ひと々びとを①連つれ出だされたからである。そして見みよ，主しゅは，折おり取とられた者ものをすべて覚おぼえておられるので，わたしたちのことも覚おぼえておられる。

23 それゆえ，心こころを喜よろこばせなさい。そしてあなたがたは，自じ分ぶんの①思おもうとおりに②行こう動どうすること，すなわち永えい遠えんの死しの道みちを③選えらぶことも，永えい遠えんの命いのちの道みちを選えらぶことも自じ由ゆうであるのを覚おぼえておきなさい。

24 さて，わたしの愛あいする同胞はらからよ，神かみの御み心こころと和わ解かいしなさい。悪あく魔まの意い志しと肉にくの思おもいに自みずからを従したがわせてはならない。また，神かみと和わ解かいした後のちにあなたがたが①救すくわれるのは，ただ神かみの②恵めぐみによること，また神かみの恵めぐみを通つうじてであることを覚おぼえておきなさい。

25 そして，神かみが復ふっ活かつの力ちからによって，あなたがたを死しからよみがえらせ，また①贖しょく罪ざいの力ちからによって，永えい遠えんの死しからもよみがえらせてくださって，あなたがたが神かみの永えい遠えんの王おう国こくに迎むかえ入いれられ，神かみの恵めぐみによって神かみをほめたたえることができるように。アーメン。」



第11章

ヤコブ，贖あがない主ぬしにまみえる。モーセの律りっ法ぽうはキリストの予よ型けいであり，キリストが来こられることを立りっ証しょうする。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 ところで，①ヤコブはそのときに，もっと多おおくのことをわたしの民たみに語かたったが，わたしは以い上じょうのことだけを②書かき記しるすにとどめた。わたしが書かき記しるしてきたことで十じゅう分ぶんだからである。

2 さて，わたしニーファイは①イザヤの言こと葉ばに喜よろこびを感かんじるので，もっと彼かれの言こと葉ばを書かき記しるそう。わたしは彼かれの言こと葉ばをわたしの民たみに当あてはめ，また彼かれの言こと葉ばをわたしの子し孫そんに伝つたえよう。わたしが②贖あがない主ぬしにまみえたと同おなじように，まことに彼かれも贖あがない主ぬしにまみえたからである。

3 わたしの弟おとうとのヤコブもまた，わたしが贖あがない主ぬしにまみえたと同おなじように，すでに贖あがない主ぬしに①まみえている。それで，わたしは自じ分ぶんの言こと葉ばが真しん実じつであることをわたしの子し孫そんに立りっ証しょうするために，この二人ふたりの言こと葉ばを子し孫そんに伝つたえよう。神かみはかつて，「わたしは②三人にんの言こと葉ばをもって，わたしの言こと葉ばを確たしかなものとする」と言いわれた。にもかかわらず，神かみはさらに多おおくの証しょう人にんを遣つかわして，御ご自じ分ぶんの言こと葉ばをことごとく立りっ証しょうされる。

4 見みよ，わたしは，キリストの①来らい臨りんが真しん実じつであることを，わたしの民たみに②立りっ証しょうすることに喜よろこびを感かんじる。モーセの③律りっ法ぽうは，まさにそのために与あたえられたのである。世よの初はじめから神かみが人ひとに与あたえてこられたすべてのものは，キリストの予よ型けいである。

5 わたしはまた，主しゅがわたしたちの先せん祖ぞに立たてられた①聖せい約やくを喜よろこんでいる。まことに，死しから人ひと々びとを解かい放ほうする，偉い大だいな永えい遠えんの計けい画かくに見みられる主しゅの恵めぐみと公こう正せい，力ちから，憐あわれみを喜よろこんでいる。

6 またわたしは，キリストが①来こられなければすべての人ひとが必かならず滅ほろびるということを，わたしの民たみに立りっ証しょうすることを喜よろこぶ。

7 というのは，もしキリストが①実じつ在ざいしなければ神かみは実じつ在ざいせず，神かみが実じつ在ざいしなければ②創そう造ぞうはあり得えないので，わたしたちの存そん在ざいもないからである。しかしながら，神かみは実じつ在ざいしておられ，その神かみはキリストであって，御ご自じ身しんの定さだめられた時ときが満みちると来こられるのである。

8 さて，わたしはイザヤの言こと葉ばを少すこし書かき記しるして，わたしの民たみの中なかでこれらの言こと葉ばを見みる者ものが心こころを高たかめて，すべての人ひとのために喜よろこべるようにしよう。さあ，その言こと葉ばは次つぎのとおりである。あなたがたはこれらを，自じ分ぶん自じ身しんとすべての人ひとに当あてはめてみるがよい。



第12章

イザヤ，末まつ日じつの神しん殿でんとイスラエルの集しゅう合ごう，それに福ふく千せん年ねんの裁さばきと平へい和わを見みる。高たかぶる者ものと悪あくを行おこなう者ものは，主しゅの再さい臨りんの時ときに低ひくくされる。イザヤ書しょ第だい二章しょうと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「アモツの子こ①イザヤが，ユダとエルサレムについて②見みた言こと葉ば。

2 さて，終おわりの時ときに次つぎのことが起おこる。主しゅの①家いえの②山やまは③山やま々やまの頂いただきに堅かたく立たち，もろもろの丘おかよりも高たかくそびえ，すべての国こく民みんはそこに流ながれて来くる。

3 多おおくの民たみが来きて言いう。『さあ，わたしたちは主しゅの山やまに登のぼり，ヤコブの神かみの家いえへ行いこう。主しゅは御ご自じ分ぶんの道みちをわたしたちに教おしえてくださる。わたしたちは主しゅの道みちを①歩あゆもう。』②律りっ法ぽうはシオンから出で，主しゅの言こと葉ばはエルサレムから出でるからである。

4 主しゅは国こく民みんの中なかで①裁さばきを行おこない，多おおくの人ひとを責せめられる。彼かれらは剣つるぎを鋤すき先さきに，槍やりを鎌かまに打うち直なおし，国こく民みんは国こく民みんに向むかって剣つるぎを上あげず，彼かれらはもう戦たたかいのことを学まなばない。

5 おお，ヤコブの家いえよ，さあ，わたしたちは主しゅの光ひかりの中なかを歩あゆもう。さあ，歩あゆもうではないか。あなたがたは皆みな，これまで悪あくの道みちに①迷まよってきた。

6 それゆえ，おお，主しゅよ，あなたはあなたの民たみ，ヤコブの家いえを捨すてられた。それは彼かれらが，東とう方ほうからのものを国くにに①満みたし，②ペリシテ人びとのように占うらない師しに聴きき，見み知しらぬ者ものの子こ供どもたちと③交まじわるのを好このむからである。

7 彼かれらの地ちには銀ぎんと金きんが満みち，彼かれらの宝たからには限かぎりがない。彼かれらの地ちには馬うまも満みち，戦せん車しゃも限かぎりなくある。

8 彼かれらの地ちには①偶ぐう像ぞうも満みち，彼かれらは自じ分ぶんの手ての業わざ，すなわち自じ分ぶん自じ身しんの指ゆびで造つくったものを拝おがむ。

9 地ち位いの低ひくい者ものは①身みをかがめず，地ち位いの高たかい者ものはへりくだらない。それゆえ，彼かれをお赦ゆるしにならないように。

10 おお，あなたがた悪あく人にんたちよ，岩いわの中なかに入はいり，土つちの中なかに①隠かくれよ。主しゅへの畏おそれと主しゅの尊そん厳げんの輝かがやきが，あなたがたを打うつからである。

11 そしてその日ひには，目めを上あげて高たかぶる者ものは低ひくくされ，傲ごう慢まんな者ものはかがめられ，ただ主しゅだけが高たかめられる。

12 それは，万ばん軍ぐんの主しゅの①日ひが間まもなくすべての国こく民みんに，まことにすべての者ものに，すなわち，②誇ほこり高たかぶる者ものに，また思おもい上あがるすべての者ものに臨のぞんで，その者ものは低ひくくされるからである。

13 主しゅの日ひは，レバノンの杉すぎが高たかくそびえているために，そのすべての杉すぎに臨のぞみ，またバシャンのすべてのかしの木きに臨のぞむ。

14 また，すべての高たかい山やま，すべての丘おか，思おもい上あがるすべての国こく民みん，すべての人ひと，

15 また，すべての高たかいやぐら，すべての堅けん固ごな城じょう壁へき，

16 また，①海うみのすべての船ふね，タルシシのすべての船ふね，すべての好このましい景け色しきに臨のぞむ。

17 ①その日ひには，高たかぶる者ものはかがめられ，傲ごう慢まんな者ものは低ひくくされ，ただ主しゅだけが高たかめられる。

18 そして，主しゅは偶ぐう像ぞうをことごとく廃はいされる。

19 主しゅが地ちを激はげしく揺ゆり動うごかされると，主しゅへの畏おそれが彼かれらに生しょうじ，主しゅの尊そん厳げんの輝かがやきが彼かれらを打うつので，彼かれらは岩いわの洞ほら穴あなや地ちの穴あなに入はいる。

20 その日ひ，人ひとは拝おがむために自じ分ぶんで造つくった銀ぎんの偶ぐう像ぞうと金きんの偶ぐう像ぞうを，もぐらやこうもりに投なげ与あたえ，

21 岩いわの割われ目めや，険けわしい岩いわの頂いただきに入はいる。主しゅが地ちを激はげしく揺ゆり動うごかされると，主しゅへの畏おそれが彼かれらに生しょうじ，主しゅの大おおいなる尊そん厳げんの輝かがやきが彼かれらを打うつからである。

22 あなたがたは，①鼻はなで息いきをする人にん間げんに頼たのむことをやめよ。そのような者ものに何なんの価か値ちがあろうか。」



第13章

ユダとエルサレム，不ふ従じゅう順じゅんのために罰ばっせられる。主しゅ，御ご自じ分ぶんの民たみを弁べん護ごし，また裁さばかれる。シオンの娘むすめたち，世せ俗ぞくにつかって，のろいと苦くるしみを受うける。イザヤ書しょ第だい三章しょうと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「見みよ，万ばん軍ぐんの主しゅなる主しゅは，エルサレムとユダから柱はしらと杖つえ，すなわち，杖つえと頼たのむすべてのパンと，柱はしらと頼たのむすべての水みずを取とり去さられる。

2 また勇ゆう士し，戦せん士し，さばきつかさ，預よ言げん者しゃ，賢けん者じゃ，長ちょう老ろう，

3 五十人にんの長ちょう，高こう官かん，議ぎ官かん，熟じゅく練れんした職しょく人にん，雄ゆう弁べんな演えん説ぜつ家かを取とり去さられる。

4 『わたしは子こ供どもたちを彼かれらの君きみとし，みどりごが彼かれらを治おさめる。』

5 民たみは互たがいに虐しいたげ合あい，隣りん人じん同どう士しが虐しいたげ合あい，子こ供どもは長ちょう老ろうに向むかって高たかぶり，地ち位いの低ひくい者ものは高こう貴きな者ものに向むかって高たかぶる。

6 そのとき，人ひとは自じ分ぶんの父ちちの家いえにいる兄きょう弟だいに取とりすがって言いう。『あなたには衣ころもがあります。わたしたちを治おさめる者ものになって，あなたの手てでこの①破は滅めつが起おこらないようにしてください。』

7 その日ひ，彼かれは誓ちかって言いう。『わたしの家いえにはパンも着きる物ものもないので，わたしは①癒いやす者ものにはなれません。わたしを民たみを治おさめる者ものにしないでください。』

8 民たみの舌したと行おこないが主しゅに背そむいて，主しゅの栄えい光こうの目めを怒いからせたために，エルサレムは①滅ほろび，ユダは②倒たおれたのである。

9 彼かれらの顔かおつきは彼かれらについて不ふ利りな証しょう言げんをし，彼かれらの罪つみがあたかも①ソドムのようであることを表あらわしており，彼かれらはそれを隠かくすことができない。彼かれらは災わざわいである。彼かれらは自みずから悪あくの報むくいを受うけたのである。

10 義ぎ人じんに，彼かれらは①幸さいわいであることを告つげなさい。彼かれらは自じ分ぶんの行おこないの実みを食たべるからである。

11 悪あく人にんは滅ほろびるので災わざわいである。彼かれらの手ての報むくいが彼かれらに及およぶからである。

12 わたしの民たみは子こ供どもたちに虐しいたげられ，女おんなたちに治おさめられる。おお，わたしの民たみよ，あなたを①導みちびく者ものたちはあなたを誤あやまらせ，あなたの歩あゆむ道みちを絶たやす。

13 主しゅは①弁べん護ごするために立たち上あがり，民たみを裁さばくために立たたれる。

14 主しゅは御ご自じ分ぶんの民たみの長ちょう老ろうたちと①君きみたちについて裁さばきを行おこなわれる。あなたがたは②ぶどう園えんを③食くい尽つくし，あなたがたの家いえには④貧まずしい者ものから⑤奪うばったものがある。

15 『どういうつもりなのか。あなたがたはわたしの民たみを打うち砕くだき，貧まずしい者ものの顔かおをすりつぶす。』万ばん軍ぐんの主しゅなる神かみはそう言いわれる。

16 さらに主しゅは言いわれる。『シオンの娘むすめたちは高たかぶり，首くびを伸のばして目めでこびを売うりながら歩あるき，①小こまたで歩あるきながら，その足あしで鈴すずの音ねを出だす。』

17 それゆえ，主しゅはシオンの娘むすめたちの頭あたまの頂いただきを打うってかさぶたで覆おおい，また主しゅは彼かの女じょたちの隠かくし所どころを①あらわにされる。

18 その日ひ，主しゅは彼かの女じょたちの鈴すずの音ねを出だす飾かざり物もの，①髪かみにかぶせる網あみ，②月つき形がたの飾かざり物もの，

19 鎖くさり，腕うで輪わ，①顔かお覆おおい，

20 頭あたま飾かざり，すね飾かざり，結ゆわえひも，香こうの入いれ物もの，耳みみ飾かざり，

21 指ゆび輪わ，鼻はな飾かざり，

22 ①礼れい服ふく，外がい套とう，頭ず巾きん，髪かみを縮ちぢらすもの，

23 ①鏡かがみ，こまやかに織おった亜あ麻ま布ぬのの衣い服ふく，ターバン風ふうの帽ぼう子し，かぶり物ものなどの装よそおいを取とり除のぞかれる。

24 そして，芳ほう香こうは変かわって悪あく臭しゅうとなり，帯おびは変かわって①裂さけた布ぬのとなり，美うつくしく整ととのえた髪かみは変かわって②かぶろとなり，③胸きょう衣いは変かわって粗あら布ぬのの帯おびとなり，美うつくしさは変かわって④焼やけ傷きずとなる。

25 あなたの男おとこたちは剣つるぎに倒たおれ，あなたの勇ゆう士したちは戦たたかいで倒たおれる。

26 シオンの門もんは嘆なげき悲かなしみ，シオンは荒あれ廃すたれて，地ちに座ざする。」



第14章

シオンとその娘むすめたち，福ふく千せん年ねんに贖あがなわれ，清きよめられる。イザヤ書しょ第だい四章しょうと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「その日ひ，七人にんの女おんなが一人ひとりの男おとこに取とりすがって言いう。『わたしたちは自じ分ぶんのパンを食たべ，自じ分ぶんの着き物ものを着きます。ただわたしたちをあなたの名なで呼よばれるようにし，わたしたちの①恥はじを取とり除のぞいてください。』

2 その日ひ，主しゅの①枝えだは麗うるわしく栄えい光こうに満みち，地ちの産さん物ぶつは，イスラエルの逃のがれた者ものにとって並なみ外はずれて麗うるわしくなる。

3 そして，シオンに残のこる者もの，エルサレムにとどまる者もの，すなわちエルサレムで暮くらす者ものとして書かき記しるされているすべての者ものは，聖せいなる者ものと呼よばれる。

4 ①主しゅがその裁さばきの霊れいと②焼やき尽つくす霊れいによって，シオンの娘むすめたちの汚けがれを③洗あらい清きよめ，エルサレムの血ちをその中なかからすすぎ清きよめられるとき，そのことは起おこる。

5 主しゅはシオンの山やまのすべての住すまいと，その集しゅう会かいのうえに，昼ひるは①雲くもと煙けむり，夜よるは燃もえる火ひの輝かがやきを設もうけられる。シオンのすべての栄えい光こうのうえに守まもりがあるためである。

6 また一つの幕まく屋やがあって，昼ひるは暑あつさを避さける陰かげとなり，また①避さけ所どころとなり，嵐あらしと雨あめをしのぐ隠かくれ場ば所しょとなる。」



第15章

主しゅのぶどう園えん（イスラエル）は荒あれ廃すたれ，主しゅの民たみは散ちらされる。背はい教きょうし，散ちらされた状じょう態たいにある彼かれらに，数かず々かずの災わざわいが及およぶ。主しゅは一つの旗はたを掲かかげ，イスラエルを集あつめられる。イザヤ書しょ第だい五章しょうと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「そのときに，わたしは深ふかく愛あいする者ものに，その人ひとのぶどう園えんについてわたしの愛あいする者ものの①歌うたを歌うたおう。わたしの愛あいする者ものは，よく肥こえた丘おかにぶどう園えんを持もっていた。

2 彼かれはそこに垣かきを巡めぐらし，その中なかの石いしを取とり除のぞき，そこに最もっとも良よい①ぶどうを植うえ，その中なかにやぐらを建たて，またそこにぶどうの搾しぼり場ばを設もうけた。そして，ぶどうがなるのを待まち望のぞんだ。ところが，なったのは良よくないぶどうであった。

3 さて，おお，エルサレムに住すむ者ものたちと，ユダの人ひと々びとよ，さあ，わたしとぶどう園えんとの間あいだを裁さばきなさい。

4 『わたしがぶどう園えんにしたことのほかに，何なにかもっとそこでできたことがあっただろうか。わたしはぶどうがなるのを待まち望のぞんでいたのに，なったのは良よくないぶどうであった。

5 さあ，わたしは自じ分ぶんがぶどう園えんに行おこなおうとしていることを，あなたがたに告つげよう。わたしはその垣かきを①取とり去さって，食くい尽つくされるに任まかせる。また，その塀へいを取とり壊こわして，踏ふみにじられるに任まかせる。

6 わたしはそれを荒あれるままにしておき，刈かり込こむことも，耕たがやすこともせず，①いばらとおどろを生はえさせる。またわたしは，雲くもに命めいじ，その上うえに②雨あめを降ふらせない。』

7 万ばん軍ぐんの主しゅの①ぶどう園えんはイスラエルの家いえであり，ユダの人ひと々びとは主しゅが楽たのしみにして植うえられた苗なえ木ぎである。主しゅは公こう平へいを望のぞまれたのに，見みよ，圧あっ制せい。義ぎを望のぞまれたのに，見みよ，叫さけび。

8 空あき地ちがなくなるまで①家いえに家いえを建たて連つらね，②自じ分ぶんたちだけが国くにの真まん中なかにいようとする者ものは災わざわいである。

9 万ばん軍ぐんの主しゅがわたしの耳みみに言いわれた。『多おおくの家いえが必かならず荒あれ廃すたれ，大おおきな麗うるわしいもろもろの町まちは住すむ者もののない所ところとなる。

10 まことに，十エーカーのぶどう園えんは一①バテの実みしか結むすばず，一ホメルの種たねはわずかに一エパの実みしか結むすばない。』

11 朝あさ早はやく起おきて強つよい酒さけを①追おい求もとめ，夜よるまで飲のみ続つづけて，②ぶどう酒しゅに身みを焼やかれる者ものは災わざわいである。

12 彼かれらの酒しゅ宴えんには，琴ことと竪たて琴ごと，鼓つづみと笛ふえとぶどう酒しゅがある。しかし，彼かれらは主しゅの業わざに①見み向むきもせず，主しゅの手ての働はたらきに目めを留とめない。

13 それゆえ，わたしの民たみは①無む知ちのために囚とらわれの身みとなる。彼かれらの高こう官かんたちは飢うえ，民みん衆しゅうは渇かわきで干ひ上あがる。

14 それゆえ，地じ獄ごくは広ひろがり，その口くちを限かぎりなく開ひらく。そして彼かれらの栄えい華がと，彼かれらのどよめきと，彼かれらの華はなやかさ，および喜よろこび楽たのしむ者ものは，その中なかに落おち込こむ。

15 地ち位いの低ひくい者ものはさらに下さげられ，力ちからある者ものは低ひくくされ，高たかぶる者ものの目めは低ひくくされる。

16 しかし，万ばん軍ぐんの主しゅは①公こう平へいによってあがめられ，聖せいなる神かみは義ぎをもって神しん聖せいであるとたたえられる。

17 そのとき，子こ羊ひつじたちは自じ分ぶんの牧まき場ばにいるように草くさをはみ，見み知しらぬ者ものたちは肥こえた者ものたちの食たべ残のこしを食たべる。

18 ①虚きょ栄えいの縄なわで悪あくを引ひき寄よせ，②車くるまの綱つなでするように罪つみを引ひき寄よせる者ものは災わざわいである。

19 彼かれは言いう。『我われ々われに①見みえるように，彼かれを②急いそがせ，彼かれの業わざを早はやくさせよ。我われ々われが知しることができるように，イスラエルの聖せい者じゃの勧かん告こくをそば近ちかくに寄よせよ。』

20 悪あくを善ぜんと①呼よび，善ぜんを悪あくと呼よび，②闇やみを光ひかりとし，光ひかりを闇やみとし，苦にがいものを甘あまい，甘あまいものを苦にがいとする者ものは災わざわいである。

21 自じ分ぶんを見みて①賢かしこいと思おもう者もの，自じ分ぶんを見みて分ふん別べつがあると思おもう者ものは災わざわいである。

22 ぶどう酒しゅを飲のむのに強つよい者もの，強つよい酒さけを混まぜ合あわせる剛ごうの者ものは災わざわいである。

23 彼かれらはわいろのために悪あく人にんを義ぎとし，義ぎ人じんからその①義ぎを奪うばう。

24 それゆえ，①火ひが②わらを焼やき尽つくし，炎ほのおが③もみ殻がらをなめ尽つくすように，彼かれらの根ねは腐くさり，彼かれらの花はなはちりのように飛とび散ちる。彼かれらが万ばん軍ぐんの主しゅの律りっ法ぽうを捨すて，イスラエルの聖せい者じゃの言こと葉ばを④侮あなどったからである。

25 それゆえ，主しゅの①怒いかりは主しゅの民たみに向むかって燃もえ，主しゅは彼かれらに対たいして御み手てを伸のばし，彼かれらを打うたれた。もろもろの丘おかは揺ゆれ動うごき，彼かれらのしかばねは通とおりで引ひき裂さかれた。それでも主しゅの怒いかりは解とかれず，なおも御み手ては伸のばされている。

26 主しゅは遠とおく離はなれた国こく民みんに一つの①旗はたを掲かかげ，地ちの果はてから彼かれらを②呼よばれる。すると，彼かれらは急いそいで速すみやかに③来くる。見みよ，彼かれらの中なかには疲つかれる者ものも，つまずく者ものもない。

27 また，まどろむ者ものも，眠ねむる者ものもない。彼かれらの腰こしの帯おびは解とけず，靴くつのひもも切きれない。

28 その矢やは鋭するどく，その弓ゆみはことごとく張はっている。そして，その馬うまのひづめは火ひ打うち石いしのように，その車しゃ輪りんは旋せん風ぷうのように，そのとどろきはライオンのように思おもわれる。

29 彼かれらは若わかい①ライオンのようにほえる。ほえて，獲え物ものを捕とらえると，確かく実じつに運はこび去さるので，だれも救すくい出だす者ものはいない。

30 その日ひ，彼かれらは海うみ鳴なりのように彼かれらにほえる。もし彼かれらが地ちを見みるならば，見みよ，暗くら闇やみと悲かなしみがあり，光ひかりは天てんで暗くらくなる。」



第16章

イザヤ，主しゅを目めにする。イザヤの罪つみは赦ゆるされる。イザヤ，預よ言げんするように召めされ，ユダヤ人じんがキリストの教おしえを拒こばむことを預よ言げんする。残のこりの者ものが帰かえって来くる。イザヤ書しょ第だい六章しょうと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「ウジヤ王おうが死しんだ①年としに，わたしは高たかく上あげられた御み座ざに主しゅが座ざしておられるのを見みた。主しゅの衣ころものすそは神しん殿でんに満みちていた。

2 その上じょう方ほうに①セラピムがいて，それぞれ六つの翼つばさを持もっており，二つの翼つばさで顔かおを覆おおい，二つの翼つばさで両りょう足あしを覆おおい，二つの翼つばさで飛とんでいた。

3 そして，一人ひとりが別べつの一人ひとりに叫さけんで言いった。『聖せいなるかな，聖せいなるかな，聖せいなるかな，万ばん軍ぐんの主しゅ。全ぜん地ちは万ばん軍ぐんの主しゅの栄えい光こうに満みちる。』

4 そのように叫さけんだ者ものの声こえで①入いり口ぐちの柱はしらが揺ゆれ動うごき，宮みやには煙けむりが満みちた。

5 それでわたしは言いった。『わたしは災わざわいだ。わたしは①滅ほろぼされる。わたしは唇くちびるの清きよくない者もので，唇くちびるの清きよくない人ひと々びとの中なかに住すんでいる。ところが，わたしの目めは万ばん軍ぐんの主しゅなる王おうを見みたからである。』

6 そのとき，セラピムの一人ひとりが，火ひばしで祭さい壇だんの上うえから取とった①燃もえ盛さかる炭すみを手てに携たずさえて，わたしのところに飛とんで来きた。

7 そして，彼かれはそれをわたしの口くちに当あてて言いった。『これがあなたの唇くちびるに触ふれたので，あなたの①悪あくは取とり去さられ，あなたの罪つみは清きよめられた。』

8 また主しゅの声こえがあって，こう言いわれた。『だれを遣つかわそうか。我われ々われのためにだれが行いくだろうか。』それでわたしは言いった。『わたしがここにいます。わたしをお遣つかわしください。』

9 すると主しゅは言いわれた。『行いってこの民たみに必かならず聞きけと告つげなさい。』しかし彼かれらは理り解かいしなかった。『必かならず見みよと告つげなさい。』しかし彼かれらは悟さとらなかった。

10 また主しゅは言いわれた。『この民たみの心こころを鈍にぶくし，彼かれらの耳みみを重おもくし，彼かれらの目めを閉とざしなさい。彼かれらが自じ分ぶんの目めで見み，自じ分ぶんの耳みみで①聞きき，自じ分ぶんの心こころで理り解かいし，心こころを改あらためて，癒いやされることがないためである。』

11 それでわたしは，『主しゅよ，いつまでですか』と言いった。すると主しゅは言いわれた。『もろもろの町まちが荒こう廃はいして住すむ者ものがいなくなり，家いえ々いえに人ひとがいなくなり，地ちもすっかり荒あれ果はてるときまでである。

12 そして，そのただ中なかには荒あれ廃すたれた所ところが増ふえるので，主しゅは人ひと々びとを遠とおくに①移うつした。

13 しかし，それでもなお十分ぶんの一の者ものがいる。彼かれらは帰かえって来くるが，食くい尽つくされる。しかし，テレビンの木きとかしの木きがその葉はを落おとしても幹みきが木きの中なかにあるように，聖せいなる子し孫そんはその①幹みきとなる。』」



第17章

エフライムとスリヤ，ユダと戦たたかう。キリストはおとめからお生うまれになる。イザヤ書しょ第だい七章しょうと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「さて，ユダの王おう，ウジヤの子このヨタムの子こ，アハズの時じ代だいに，スリヤの王おうレヂンとレマリヤの子こであるイスラエルの王おうぺカが，エルサレムに上のぼって来きて攻せめたが，勝かつことができなかった。

2 ときに，スリヤが①エフライムと同どう盟めいをしているとダビデの家いえに知しらせがあった。それで，王おうの心こころも，民たみの心こころも，森もりの木き々ぎが風かぜに揺ゆらぐように動どう揺ようした。

3 そのとき，主しゅはイザヤに言いわれた。『あなたとあなたの子こ①シャル・ヤシュブとは出でて行いって，布ぬのさらしの野のの大おお路じにある上かみの池いけの水すい道どうの端はしでアハズに会あい，

4 彼かれに言いいなさい。気きを落おち着つけて静しずかにしていなさい。①恐おそれてはならない。スリヤを率ひきいるレヂンとレマリヤの子こが激はげしく怒いかっても，それは二つのくすぶっているたいまつの燃もえさしにすぎないので，気き弱よわになってはならない。

5 スリヤとエフライム，およびレマリヤの子こは，あなたに対たいして悪あく事じを企くわだてて言いっている。

6 「我われ々われはユダに攻せめ上のぼって，これを悩なやまそう。そして我われ々われのためにこれを①分わけて，タビエルの子こをそこで王おうにしよう。」

7 主しゅなる神かみはこう言いわれる。そのことは行おこなわれない。また起おこることはない。

8 スリヤの頭かしらはダマスコ，ダマスコの頭かしらはレヂンである。エフライムは六十五年ねんのうちに破やぶられて，一つの民たみを成なさなくなる。

9 またエフライムの頭かしらはサマリヤ，サマリヤの頭かしらはレマリヤの子こである。もしあなたがたが①信しんじなければ，しっかりと立たつことはできない。』

10 さらに主しゅは，再ふたたびアハズに言いわれた。

11 『主しゅなるあなたの神かみに①しるしを求もとめなさい。深ふかい所ところにも，また頭ず上じょうの高たかい所ところにも求もとめなさい。』

12 しかしアハズは言いった。『わたしは求もとめません。主しゅを試こころみることはいたしません。』

13 そこでイザヤは言いった。『おお，ダビデの家いえよ，聞ききなさい。人ひとを煩わずらわすことはあなたがたにとってささいなことだろうか。そのようにして，わたしの神かみまでも煩わずらわそうとするのか。

14 それゆえ，主しゅは自みずからしるしをあなたがたに与あたえられる。見みよ，①おとめが身みごもって男おとこの子こを産うみ，その子この名なを②インマヌエルと呼よぶ。

15 その子こはバターと蜂はち蜜みつを食たべて，悪あくを退しりぞけ，善ぜんを選えらぶことを知しるようになる。

16 その①子こが悪あくを退しりぞけ，善ぜんを選えらぶことを知しるようになる前まえに，あなたが忌いみ嫌きらった地ちは②二人ふたりの王おうから捨すてられる。

17 主しゅは，あなたと，あなたの民たみと，あなたの父ちちの家いえに，①エフライムがユダから離はなれた日ひ以い来らいまだ臨のぞんだことのない日ひを②もたらされる。それはアッスリヤの王おうである。』

18 さて，その日ひ，主しゅはエジプトの果はての地ちにいるあぶと，アッスリヤの地ちにいる蜂はちを①呼よばれる。

19 すると，彼かれらはやって来きて，荒あれた谷たにや岩いわの裂さけ目めに，またすべてのいばらと，すべての潅かん木ぼくの上うえにとどまる。

20 その同おなじ日ひに，主しゅは雇やとい入いれたかみそり，すなわち川かわの向むこうの者もの，①アッスリヤの王おうによって，頭あたまと足あしの②毛けをそり，またひげもそり落おとす。

21 そしてその日ひ，一人ひとりの男おとこが若わかい雌め牛うし一頭とうと羊ひつじ二頭とうを①飼かう。

22 そして，これらは乳ちちをたくさん出だすので，彼かれはバターを食たべる。その地ちに残のこされた者ものは皆みな，バターと蜂はち蜜みつを食たべる。

23 そしてその日ひに，かつて銀ぎん千枚まいに値あたいした千株かぶのぶどうの木きのあった所ところは，すべていばらとおどろの生はえる所ところとなる。

24 全ぜん地ちがいばらとおどろになるので，人ひと々びとは弓ゆみと矢やを持もってそこへ行いく。

25 しかし，鍬くわで掘ほり耕たがやされたすべての丘おかは，いばらとおどろの生はえる恐おそれがない。そこは牛うしを放はなす所ところ，①小ちいさな家か畜ちくの踏ふむ所ところとなる。」



第18章

キリストはつまずきの石いし，妨さまたげの岩いわのようである。さえずる口くち寄よせにではなく，主しゅに求もとめよ。律りっ法ぽうと証あかしに頼たよって導みちびきを得えよ。イザヤ書しょ第だい八章しょうと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「さらに，主しゅの言こと葉ばがわたしに言いわれた。『大おおきな巻まき物ものを一巻かん取とり，それに普ふ通つうの文も字じで①マヘル・シャラル・ハシ・バズと書かきなさい。』

2 わたしは，証しょう言げんする確たしかな①証しょう人にんとして，祭さい司しウリヤとエベレキヤの子このゼカリヤをわたしのために立たてた。

3 わたしが①女おんな預よ言げん者しゃのもとに行いくと，彼かの女じょは身みごもって男おとこの子こを産うんだ。すると，主しゅはわたしに言いわれた。『この子この名なをマヘル・シャラル・ハシ・バズと呼よびなさい。

4 それは，見みよ，この①子こがまだ「お父とうさん，お母かあさん」と呼よぶことを②知しらないうちに，ダマスコの富とみとサマリヤの③分ぶん捕どり品ひんが，アッスリヤの王おうのもとに運はこび去さられるからである。』

5 主しゅはまた重かさねてわたしに言いわれた。

6 『この民たみは緩ゆるやかに流ながれるシロアの水みずを捨すてて，①レヂンとレマリヤの子ことを喜よろこんでいる。

7 それゆえ見みよ，主しゅは勢いきおいと水すい量りょうのある川かわの水みず，すなわちアッスリヤの王おうと彼かれのすべての栄えい光こうを①彼かれらのうえにもたらす。それはすべての水すい路ろにあふれ，すべての堤つつみを越こえ，

8 ①ユダに流ながれ込こみ，あふれみなぎって，首くびにまで達たっする。おお，②インマヌエルよ，彼かれの翼つばさは伸のびて，あなたの国くにの広ひろがりのすべてを覆おおう。』

9 おお，民たみよ，①連れん合ごうせよ。それでもあなたがたは打うち砕くだかれる。遠とおくの国くに々ぐにのすべての者ものよ，耳みみを傾かたむけよ。腰こしに帯おびをせよ。それでもあなたがたは打うち砕くだかれる。腰こしに帯おびをせよ。それでもあなたがたは打うち砕くだかれる。

10 ともに諮はかれ。しかし，それは無むに帰きする。言こと葉ばを出だせ。しかしそれは行おこなわれない。①神かみがわたしたちとともにおられるからである。

11 主しゅは強つよい御み手てをもって次つぎのようにわたしに語かたり，この民たみの道みちを歩あゆまないようにわたしを諭さとされた。

12 『この民たみが「同どう盟めいを」と言いうすべての相あい手てに，あなたがたは「①同どう盟めいを」と言いってはならない。彼かれらの恐おそれるものを恐おそれてはならない。おののいてはならない。

13 万ばん軍ぐんの主しゅを聖せいなる御お方かたとしてたたえ，①その御お方かたをあなたがたの恐おそれとし，また，あなたがたのおののきとしなさい。

14 そうすれば，その御お方かたは①聖せい所じょとなる。しかし，イスラエルの両りょう家けには②つまずきの石いしとなり，妨さまたげの岩いわとなる。また，エルサレムに住すむ者ものには，わなとなり，落おとし穴あなとなる。

15 そして彼かれらの多おおくが①つまずき，倒たおれ，砕くだかれ，わなにかかり，捕とらえられる。』

16 証あかしを束たばね，①律りっ法ぽうをわたしの弟で子したちの中なかに封ふうじておきなさい。

17 わたしは，ヤコブの家いえから御み顔かおを①隠かくしておられる主しゅを待まち望のぞむ。わたしは主しゅを待まち受うける。

18 見みよ，わたしと，主しゅがわたしに賜たまわった子こ供どもたちは，シオンの山やまに住すんでおられる万ばん軍ぐんの主しゅからイスラエルに与あたえられた①しるしであり，不ふ思し議ぎである。

19 人ひと々びとがあなたに，『①霊れい媒ばいに求もとめよ，さえずりささやく②口くち寄よせに求もとめよ』と言いうとき，民たみは③死し者しゃから知しらせを受うけようとする生せい者しゃのために，自じ分ぶんたちの④神かみに求もとめるべきではないだろうか。

20 律りっ法ぽうと証あかしに求もとめなさい。もし①彼かれらがこの言こと葉ばに従したがって語かたらないとすれば，それは彼かれらの中なかに光ひかりがまったくないためである。

21 ①彼かれらはそこでつらい目めに遭あい，飢うえに苦くるしむ。そして，彼かれらは飢うえるといらだって，自じ分ぶんたちの王おうと神かみをのろって上うえを見みる。

22 また彼かれらが地ちを見みると，見みよ，災さい難なんと暗くら闇やみと苦くるしみの闇やみがあり，彼かれらは暗くら闇やみに追おいやられる。」



第19章

イザヤ，メシヤについて語かたる。暗くら闇やみの中なかにいる人ひと々びとは大おおきな光ひかりを見みる。わたしたちのために，一人ひとりのみどりごが生うまれる。そのみどりごは平へい和わの君きみとなり，ダビデの王おう座ざに着ついて治おさめる。イザヤ書しょ第だい九章しょうと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「しかし，その闇やみは，初はじめ主しゅが①ゼブルンの地ちとナフタリの地ちを少すこしばかり苦くるしめ，後のちにそれよりも激はげしく，ヨルダンの向むこうの紅こう海かいの道みち沿ぞいにもろもろの国こく民みんの住すむガリラヤを苦くるしめられたときの，その苦くるしみのようではない。

2 ①暗くら闇やみの中なかを歩あるいていた人ひと々びとは大おおきな光ひかりを見みた。死しの陰かげの地ちに住すむ者ものたちのうえに光ひかりがさした。

3 あなたは民たみを増ふやし，喜よろこびを①増まし加くわえられた。彼かれらは刈かり入いれのときに喜よろこぶように，また男おとこたちが分ぶん捕どり品ひんを分わけるときに喜よろこぶように，あなたの前まえで喜よろこぶ。

4 あなたが彼かれの重おも荷にのくびきと，彼かれの肩かたの棒ぼうと，彼かれを虐しいたげる者ものの鞭むちを折おられたからだ。

5 戦せん士しの戦たたかいには，ことごとく騒さわがしい音おとと血ちにまみれた衣ころもが伴ともなうが，しかしこれは，焼やき払はらいと火ひの薪たきぎによって行おこなわれる。

6 わたしたちのために一人ひとりの①みどりごが生うまれる。わたしたちのために一人ひとりの男おとこの子こが与あたえられる。②主しゅ権けんは彼かれの肩かたにあり，その名なは霊れい妙みょう，助じょ言げん者しゃ，③力ちからある神かみ，④永えい遠えんの父ちち，⑤平へい和わの君きみととなえられる。

7 ダビデの王おう座ざにも，また彼かれの王おう国こくにおいても，彼かれの①主しゅ権けんと平へい和わとは増まし加くわわって②限かぎりなく，これから後のちとこしえに公こう平へいと公こう正せいによって王おう国こくは整ととのえられて，確かく立りつされる。万ばん軍ぐんの主しゅの熱ねつ意いがこれを行おこなうのである。

8 主しゅはヤコブに言こと葉ばを送おくられ，それは①イスラエルに及およんだ。

9 すべての人ひとは知しるであろう。エフライムやサマリヤに住すむ者ものでさえ高たかぶりおごった心こころでこう言いうのを。

10 『れんがが崩くずれても切きり石いしで建たてよう。いちじくの木きが切きり倒たおされても杉すぎの木きでそれに代かえよう。』

11 それゆえ，主しゅは①レヂンの敵てきを彼かれに対たいして立たて，彼かれの敵てきを連れん合ごうされる。

12 前ぜん方ぽうにスリヤ人びとがおり，後こう方ほうにはペリシテ人びとがいて，彼かれらは大おお口ぐちを開あけてイスラエルを①食くい尽つくす。それでも主しゅの②怒いかりは解とかれず，主しゅの手ては伸のばされたままである。

13 人ひと々びとが自じ分ぶんたちを打うつ御お方かたに①立たち返かえらず，また万ばん軍ぐんの主しゅを求もとめないからである。

14 それゆえ，主しゅは一日にちのうちに，イスラエルから頭あたまと尾お，また枝えだと葦あしを断たち切きられる。

15 その頭あたまとは長ちょう老ろうであり，その尾おとは偽いつわりを教おしえる預よ言げん者しゃである。

16 この人ひと々びとを導みちびく者ものたちは民たみを誤あやまらせ，彼かれらから導みちびきを受うける者ものは滅ほろびる。

17 それゆえ，主しゅは彼かれらの若わかい男おとこたちを喜よろこばず，父ちちのいない子こ供どもややもめに①憐あわれみをかけられない。彼かれらはことごとく偽ぎ善ぜん者しゃであり，悪あくを行おこなう者ものであって，すべての口くちが②愚おろかなことを語かたるからである。それでも主しゅの怒いかりは解とかれず，主しゅの③手ては伸のばされたままである。

18 悪あくは火ひのように燃もえ盛さかる。火ひはいばらとおどろを焼やき尽つくし，森もりの茂しげみを燃もえ立たたせ，茂しげみは煙けむりの柱はしらのように巻まき上あがる。

19 万ばん軍ぐんの主しゅの激はげしい怒いかりによって地ちは暗くらくなり，民たみは火ひの薪たきぎのようになるが，①だれ一人ひとりその兄きょう弟だいを救すくう者ものはいない。

20 彼かれは右みぎ手てで引ひったくってもなお飢うえ，左ひだり手てで①食くらっても満みたされることはない。彼かれらは皆みな，各おの々おの自じ分ぶんの腕うでの肉にくを食くらうようになる。

21 ①マナセは②エフライムを，エフライムはマナセを攻せめ，両りょう者しゃはともに③ユダを攻せめる。それでも主しゅの怒いかりは解とかれず，主しゅの手てはなお伸のばされたままである。」



第20章

アッスリヤの滅めつ亡ぼうは，主しゅの再さい臨りんの時ときの悪あく人にんの滅めつ亡ぼうの予よ型けいである。主しゅが再ふたたび来こられた後のちに残のこる人ひと々びとはわずかである。その日ひには，ヤコブの残のこりの者ものが帰かえって来くる。イザヤ書しょ第だい十章しょうと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「不ふ義ぎな法ほう令れいを制せい定ていする者ものと，自じ分ぶんの定さだめた圧あっ制せいの法ほうを書かき記しるす者ものは災わざわいである。

2 彼かれらは乏とぼしい者ものを公こう平へいから遠とおざけ，わたしの民たみの中なかの貧まずしい者ものから権けん利りを奪うばい，①やもめを食くい物ものにし，父ちちのいない子こ供どもから略りゃく奪だつする。

3 あなたがたは，①刑けい罰ばつの日ひに遠とおくから荒こう廃はいが来くるとき，どうするつもりか。あなたがたは，だれのもとに逃のがれて助たすけを求もとめるつもりか。自じ分ぶんの栄えい光こうをどこに残のこそうとするのか。

4 わたしがいなかったら，彼かれらは囚とらわれた者ものの中なかにかがみ，殺ころされた者ものの中なかに伏ふし倒たおれる。それでも主しゅの怒いかりはやまず，主しゅの手ては伸のばされたままである。

5 『おお，アッスリヤ人びとよ，わたしの怒いかりの鞭むちよ。彼かれらの手てにある杖つえは①彼かれらの憤いきどおりである。

6 わたしは彼かれを遣つかわして①偽ぎ善ぜんの国くにを攻せめさせる。彼かれに命めいじてわたしの激はげしい怒いかりの民たみを攻せめて物ものを奪うばわせ，獲え物ものを奪うばわせて，彼かれらをちまたの泥どろのように踏ふみにじらせる。

7 しかし，彼かれはそのようには思おもわず，その心こころもそのようには考かんがえない。彼かれの心こころにあるのは，多おおくの国こく民みんを滅ほろぼし，絶たつことである。

8 彼かれは言いう。「わたしの諸しょ侯こうは皆みな，王おうではないか。

9 カルノはカルケミシのようではないか。ハマテはアルパデのようではないか。サマリヤはダマスコのようではないか。

10 ①わたしの手ては偶ぐう像ぞうの王おう国こくを幾いくつも築きずき，その彫ちょう像ぞうはエルサレムやサマリヤのものに勝まさっていた。

11 わたしは，サマリヤとその偶ぐう像ぞうに行おこなったように，エルサレムとその偶ぐう像ぞうにも同おなじように行おこなわないだろうか。」

12 そして，主しゅがシオンの山やまとエルサレムで御ご自じ分ぶんのすべての業わざを成なし遂とげられると，わたしは①アッスリヤの王おうの②頑がん強きょうな心こころの実みと，彼かれらの誇ほこらしげな高たかぶりを罰ばっしよう。

13 それは，①彼かれがこう言いうからである。「わたしは自じ分ぶんの手ての力ちからで，また自じ分ぶんの知ち恵えでこれらのことを行おこなった。わたしは賢かしこいからだ。わたしは人ひと々びとの境さかいを移うつし，彼かれらの宝たからを略りゃく奪だつした。わたしは勇ゆう士しのように住すむ者ものを征せい服ふくした。

14 わたしの手ては，人ひと々びとの富とみを鳥とりの巣すのように見みつけた。また，残のこされた卵たまごを人ひとが集あつめるように，わたしは全ぜん地ちを集あつめた。しかし，翼つばさを動うごかす者ものも，口くちを開ひらく者ものも，さえずる者ものもなかった。」』

15 ①斧おのは，それを使つかって切きる者ものに向むかって，自じ分ぶんを②誇ほこるだろうか。のこぎりは，それをひく者ものに向むかって高たかぶるだろうか。それはちょうど，鞭むちがそれを振ふり上あげる者ものに向むかって，自じ分ぶんを打うち振ふるようなものであり，また，杖つえが木きではないかのように，自みずからを持もち上あげるようなものである。

16 それゆえ，万ばん軍ぐんの主しゅなる主しゅは，彼かれの肥こえた者ものたちの中なかに衰すい弱じゃくを送おくり，①彼かれの栄えい光こうの下もとで，火ひが燃もえるように炎ほのおを燃もえ上あがらせる。

17 イスラエルの光ひかりは火ひとなり，その聖せい者じゃは炎ほのおとなり，燃もえ上あがって，一日にちのうちに彼かれのいばらとおどろとを焼やき尽つくす。

18 また，彼かれの森もりとよく肥こえた畑はたけの栄さかえを，霊れいも体からだも二つながらに①焼やき尽つくす。そこで，旗き手しゅが弱よわり果はてるように彼かれらもそのようになる。

19 その森もりに①残のこる木きはわずかであって，子こ供どもでさえも，それを書かき留とめることができるであろう。

20 そして①その日ひには，イスラエルの残のこりの者ものと②ヤコブの家いえの逃のがれた者ものは，自じ分ぶんたちを打うった者ものにもはや頼たよらず，イスラエルの聖せい者じゃなる主しゅに真ま心ごころから頼たよる。

21 ①残のこりの者もの，すなわちヤコブの残のこりの者ものは，力ちからある神かみに立たち返かえる。

22 あなたの民たみイスラエルは海うみの砂すなのようであっても，その中なかの残のこりの者ものだけが帰かえって来くる。①滅ほろびはすでに定さだまり，義ぎが②あふれようとしている。

23 万ばん軍ぐんの主しゅなる神かみが，すでに定さだめられている滅ほろびを全ぜん地ちに①及およぼされるからである。

24 それゆえ，万ばん軍ぐんの主しゅなる神かみはこう言いわれる。『おお，シオンに住すむわたしの民たみよ，アッスリヤ人びとを恐おそれてはならない。彼かれは①エジプトに倣ならって鞭むちであなたを打うち，杖つえをあなたに向むかって振ふり上あげる。

25 しかし，もうしばらくすれば憤いきどおりはやみ，わたしの怒いかりが彼かれらを滅ほろぼすであろう。』

26 万ばん軍ぐんの主しゅは，かつて①ミデアン人びとがオレブの岩いわで殺ころされたときのように，彼かれに向むかって鞭むちを振ふるわれる。また，海うみの上うえに杖つえがかざされたように，主しゅはエジプトでの例れいに倣ならって，それを振ふり上あげられる。

27 そしてその日ひには，彼かれの①重おも荷にはあなたの肩かたから取とり去さられ，彼かれのくびきはあなたの首くびから取とり除のぞかれ，また②油あぶらを注そそがれたために，そのくびきは砕くだかれる。

28 ①彼かれはアイアテに着つき，ミグロンを過すぎ，ミクマシに荷にを置おいた。

29 彼かれらは渡わたし場ばを過すぎてゲバに宿やどった。ラマはおののき，サウルのギベアは逃にげ去さった。

30 おお，ガリムの娘むすめよ，声こえを上あげよ。おお，哀あわれなアナトテよ，その声こえをライシに聞きかせよ。

31 マデメナはすでに逃にげ去さり，ゲビムに住すむ者ものは集あつまって逃にげ出だそうとしている。

32 しかしその日ひ，彼かれはノブにとどまり，シオンの娘むすめの山やま，エルサレムの丘おかに向むかって手てを振ふる。

33 見みよ，万ばん軍ぐんの主しゅなる主しゅは，恐おそろしい勢いきおいで大おお枝えだを切きり払はらわれる。①丈たけの高たかいものは切きり落おとされ，そびえ立たつものは低ひくくされる。

34 主しゅは鉄てつで森もりの茂しげみを切きり倒たおされ，レバノンは力ちからある御お方かたによって倒たおされる。」



第21章

エッサイの株かぶ（キリスト）は，義ぎをもって裁さばきを行おこなわれる。福ふく千せん年ねんには神かみを知しる知ち識しきが地ちを覆おおう。主しゅは旗はたを掲かかげて，イスラエルを集あつめられる。イザヤ書しょ第だい十一章しょうと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「①エッサイの②株かぶから一つの③芽めが出で，その根ねから一つの枝えだが生しょうじる。

2 そして，そのうえに①主しゅの御み霊たまがとどまる。それは知ち恵えと理り解かいの霊れい，深しん慮りょと能のう力りょくの霊れい，主しゅを知しる知ち識しきと主しゅへの畏おそれの霊れいである。

3 主しゅの御み霊たまは，主しゅを畏おそれることを彼かれに早はやく悟さとらせる。彼かれは自じ分ぶんの目めで見みたことによって①裁さばかず，自じ分ぶんの耳みみで聞きいたことによって責せめることをしない。

4 しかし，彼かれは①義ぎをもって貧まずしい者ものを裁さばき，公こう平へいをもって地ちの②柔にゅう和わな者もののために③責せめられる。また，彼かれの口くちの鞭むちで世よを打うち，彼かれの唇くちびるの息いきで悪あく人にんを殺ころす。

5 義ぎは彼かれの腰こしの帯おびとなり，忠ちゅう信しんは彼かれの腹はらの帯おびとなる。

6 おおかみは子こ羊ひつじとともに宿やどり，ひょうは子こやぎとともに伏ふし，子こ牛うしと若わかいライオンと肥こえた若わかい家か畜ちくはともにいて，幼おさない子こ供どもがこれらを導みちびく。

7 雌め牛うしとくまはともに食たべ，その子こらはともに伏ふし，ライオンは牛うしのようにわらを食たべる。

8 乳ち飲のみ子ごは①毒どく蛇じゃの穴あなの上うえで戯たわむれ，乳ち離ばなれした子こは②まむしの穴あなに手てを置おく。

9 ①彼かれらはわたしの聖せいなる山やまのどこにおいても，害がいを与あたえることも損そこなうこともない。水みずが海うみを覆おおっているように，主しゅを知しる②知ち識しきが地ちに満みちるからである。

10 ①その日ひ，②エッサイの根ねが民たみの旗はたとして立たち，③異い邦ほう人じんは④これに求もとめ，彼かれの安あん息そくは栄えい光こうに満みちる。

11 そしてその日ひ，主しゅは①再ふたたび，残のこされている御ご自じ分ぶんの民たみの残のこりの者ものを，アッスリヤ，エジプト，パテロス，クシ，エラム，シナル，ハマテ，および海うみの島しま々じまから元もとに戻もどす業わざを始はじめられる。

12 主しゅはもろもろの国こく民みんのために①旗はたを掲かかげ，イスラエルの②追つい放ほうされた者ものを集あつめ，ユダの散ちらされた者ものを地ちの四し方ほうから③集あつめられる。

13 また，エフライムの①ねたみは消きえ去さり，ユダの敵てきは絶たたれる。②エフライムは③ユダをねたまず，ユダもまたエフライムを悩なやまさない。

14 彼かれらは西にしの方ほうのペリシテ人びとの肩かたに①飛とびかかり，またともに東ひがしの民たみから強ごう奪だつする。彼かれらはエドムとモアブにも手てを伸のばし，またアンモンの子し孫そんを従したがわせる。

15 主しゅはエジプトの海うみの入いり江えをことごとく①涸からされる。また，強きょう風ふうを伴ともなって川かわの上うえで手てを振ふり動うごかし，それを打うって七つの流ながれとし，乾かわいた靴くつで人ひと々びとを渡わたらせられる。

16 残のこされた主しゅの民たみの残のこりの者もののために，アッスリヤからの①大おお路じがある。イスラエルがエジプトの地ちから上のぼって来きた日ひに，イスラエルのために備そなえられたように。」



第22章

福ふく千せん年ねんには，すべての人ひとが主しゅをほめたたえる。主しゅは民たみの中なかにとどまられる。イザヤ書しょ第だい十二章しょうと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「その日ひ，あなたは言いう。『おお，主しゅよ，わたしはあなたをほめたたえます。あなたはかつて，わたしのことをお怒いかりになりましたが，今いまはあなたの怒いかりも解とかれ，あなたはわたしを慰なぐさめてくださいました。』

2 『見みよ，神かみはわたしの救すくいである。わたしは①信しん頼らいして恐おそれない。主しゅなる②エホバはわたしの力ちからであり，わたしの歌うたである。また，主しゅはわたしの救すくいとなってくださった。』

3 それゆえ，あなたがたは喜よろこんで，救すくいの井い戸どから①水みずをくむ。

4 その日ひ，あなたがたは言いう。『主しゅを①ほめたたえ，主しゅの御み名なを呼よび，主しゅの行おこなわれたことを人ひと々びとの中なかに告つげ知しらせ，主しゅの御み名ながあがめられていることを話はなしなさい。

5 主しゅをたたえて①歌うたいなさい。主しゅはすばらしいことをされたからである。このことは全ぜん地ちに知しられている。

6 シオンに住すむ者ものよ，①大おお声ごえを上あげて叫さけびなさい。イスラエルの聖せい者じゃは，あなたの中なかにあって大おおいなる御お方かたなのだから。』」



第23章

バビロンの滅めつ亡ぼうは，主しゅの再さい臨りんの時ときに悪あく人にんが滅ほろびることの予よ型けいである。やがて怒いかりと報ほう復ふくの日ひが来くる。バビロン（世よ）はとこしえに倒たおれる。イザヤ書しょ第だい十三章しょうと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「アモツの子こイザヤが見みた，①バビロンについての②託たく宣せん。

2 高たかい山やまの上うえに①旗はたを掲かかげ，彼かれらに向むかって声こえを上あげ，②手てを振ふって，彼かれらを貴き族ぞくの門もんに入はいらせなさい。

3 『わたしは①聖せい別べつした者ものたちに命めいじた。また，わたしの勇ゆう士したちを召めした。わたしの怒いかりは，わたしが高たかい位くらいにあることを喜よろこぶ者ものには及およばないからである。』

4 群ぐん衆しゅうのような山やま々やまのとどろき。①寄より集あつまったもろもろの民たみの②王おう国こくのどよめき。万ばん軍ぐんの主しゅが軍ぐん隊たいを召しょう集しゅうしておられる。

5 彼かれらは遠とおい地ち方ほうから，天てんの果はてからやって来くる。まことに，主しゅと主しゅの憤いきどおりの武ぶ器きが全ぜん地ちを滅ほろぼすために来くる。

6 泣なきわめけ。主しゅの日ひは近ちかづいているからである。それは全ぜん能のう者しゃから滅めつ亡ぼうとして来くる。

7 それゆえ，すべての手ては弱よわり，すべての人ひとの心こころはくじける。

8 彼かれらはおののき，ひどい苦くるしみと悲かなしみが彼かれらを捕とらえる。彼かれらは互たがいに見み合あって驚おどろき，彼かれらの顔かおは炎ほのおのようになる。

9 見みよ，主しゅの日ひが来くる。憤いきどおりと激はげしい怒いかりを伴ともなう容よう赦しゃのない日ひが来きて，地ちを荒あれ廃すたれさせる。そして主しゅは，そこにいた罪つみ人びとを①滅ほろぼされる。

10 天てんの星ほしと星せい座ざは光ひかりを放はなたず，①太たい陽ようは日ひの出でから暗くらく，月つきもその光ひかりを輝かがやかさない。

11 『わたしは悪あくのために世よを①罰ばっし，罪ざい悪あくのために悪あく人にんを罰ばっする。また，②誇ほこる者ものの傲ごう慢まんをとどめ，荒あら々あらしい者ものの高こう慢まんを抑おさえる。

12 わたしは①人ひとを純じゅん金きんよりも，オフルの金きん塊かいよりも少すくなくする。

13 それゆえ，わたしは天てんを震ふるわせる。また，万ばん軍ぐんの主しゅの激はげしい怒いかりにより，主しゅのすさまじい怒いかりの日ひに，地ちはその場ば所しょから①移うつる。』

14 それは，狩かり出だされるかもしかのようであり，集あつめる者もののいない羊ひつじのようである。彼かれらは各おの々おの自じ分ぶんの民たみに帰かえり，各おの々おの自じ分ぶんの国くにに逃にげ戻もどる。

15 誇ほこる者ものは皆みな，刺さし貫つらぬかれ，また悪あく人にんの仲なか間まに加くわわる者ものは皆みな，剣つるぎによって倒たおれる。

16 彼かれらの子こ供どもたちは目めの前まえで投なげ砕くだかれ，彼かれらの家いえは強ごう奪だつされ，彼かれらの妻つまは犯おかされる。

17 『見みよ，わたしはメデア人びとを起おこして彼かれらに向むかわせる。メデア人びとは金きん銀ぎんに見み向むきもせず，それを喜よろこびもしない。

18 彼かれらの弓ゆみは若わかい男おとこたちを射い砕くだく。彼かれらは胎たいの実みを哀あわれまず，彼かれらの目めは子こ供どもたちを容よう赦しゃしない。

19 もろもろの王おう国こくの誉ほまれであり，カルデヤ人びとの卓たく越えつした①麗うるわしさであるバビロンは，かつて神かみが②ソドムとゴモラを滅ほろぼされたときのようになる。

20 そこに①住すむ者ものは一人ひとりもなく，代よ々よ住すみつく者ものもいない。アラビア人びともそこには天てん幕まくを張はらず，羊ひつじ飼かいたちもそこには羊ひつじの囲かこいを設もうけない。

21 砂さ漠ばくの①野や獣じゅうがそこに伏ふし，彼かれらの家いえ々いえには陰いん気きな生いき物ものが満みち，ふくろうがそこに住すみ，②鬼き神しんがそこで踊おどる。

22 島しま々じまの野や獣じゅうが彼かれらの①家いえでほえ，彼かれらの華か麗れいな宮きゅう殿でんには②龍りゅうが鳴なく。バビロンの時ときは間ま近ぢかであり，その日ひは延のばされない。わたしは速すみやかにバビロンを滅ほろぼす。まことに，わたしは自じ分ぶんの民たみを憐あわれむが，悪あく人にんは滅ほろびる。』」



第24章

イスラエルは集あつめられ，福ふく千せん年ねんの安あん息そくを享きょう受じゅする。ルシフェルは背そむいたために天てんから追おい出だされた。イスラエルはバビロン（世よ）に打うち勝かつ。イザヤ書しょ第だい十四章しょうと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「主しゅはヤコブを憐あわれみ，やがてイスラエルを①選えらんで，彼かれらを彼かれら自じ身しんの地ちに置おかれる。また，②見み知しらぬ者ものたちが彼かれらに連つらなり，ヤコブの家いえに結むすびつく。

2 ①人ひと々びとは彼かれらを連つれて，彼かれらの地ちに導みちびく。まことに，遠とおくから地ちの果はてまで彼かれらを導みちびく。そして，彼かれらは自じ分ぶんたちの②約やく束そくの地ちに帰かえる。イスラエルの家いえはそれらを所しょ有ゆうし，主しゅの地ちは③僕しもべのものとなり，はしためのものとなる。そして彼かれらは，かつて自じ分ぶんたちをとりこにした者ものをとりこにし，自じ分ぶんたちを虐しいたげた者ものを治おさめる。

3 そしてその日ひ，主しゅはあなたの悲かなしみと恐おそれを取とり除のぞき，またあなたが服ふくしたつらい苦く役えきを解といて，あなたに①安あん息そくを与あたえられる。

4 そしてその日ひ，あなたは①バビロンの王おうに対たいして次つぎの言こと葉ばを告つげて言いう。『虐しいたげる者ものがどうして果はてたのか。黄おう金ごんの都みやこがどうして滅ほろびたのか。

5 主しゅは悪あく人にんの杖つえ，支し配はい者しゃたちの笏しゃくを折おられた。

6 激はげしい怒いかりをもって民たみを打うち続つづけて苦くるしめた者もの，怒いかりのうちに国こく民みんを治おさめた者ものは今いま責せめられる。そして，それをとどめる者ものはだれもいない。

7 全ぜん地ちは安あん息そくを得え，穏おだやかになり，人ひと々びとは声こえを放はなって①歌うたう。

8 まことに，①もみの木きも，レバノンの杉すぎの木きもあなたのことを喜よろこんで言いう。「あなたが②倒たおれてから，わたしたちを切きりに来くる③きこりは一人ひとりもいない。」

9 下したの①地じ獄ごくは，あなたが来くるのを迎むかえて揺ゆれ動うごく。あなたのために②死し者しゃを，すなわち地ちのすべての指し導どう者しゃたちを揺ゆり起おこす。また，国くに々ぐにのすべての王おうたちをその王おう座ざから立たち上あがらせる。

10 彼かれらは皆みな，あなたに告つげて言いう。「あなたもまた，わたしたちのように弱よわくなったのか。あなたも，わたしたちと同おなじようになったのか。」

11 あなたの華はなやかさは墓はかに葬ほうむられ，あなたの琴ことの音ねは聞きこえない。うじがあなたの下したに敷しかれ，またあなたを覆おおう。

12 おお，暁あかつきの子こ①ルシフェルよ，あなたは②どうして天てんから落おちたのか。もろもろの国くに々ぐにを打うちのめしたあなたが，地ちに切きり倒たおされるとは。

13 あなたはかつて心こころの中なかで言いった。「①わたしは天てんに昇のぼり，わたしの王おう座ざを神かみのもろもろの星ほしよりも高たかくしよう。また，②北きたの果はてにある集しゅう会かいの山やまに座ざそう。

14 わたしは雲くもの頂いただきに昇のぼり，いと高たかき者もののようになろう。」

15 しかし，あなたは地じ獄ごくに落おとされ，①穴あなの底そこに入いれられる。

16 あなたを見みる者ものは①つくづくとあなたを見み，あなたに目めを留とめて言いう。「これが地ちを震ふるわせ，もろもろの王おう国こくを揺ゆり動うごかした者ものか。

17 世せ界かいを荒あれ野ののようにし，そのもろもろの町まちを滅ほろぼし，捕とらえた者ものたちを釈しゃく放ほうしなかった者ものか。」

18 もろもろの国くにの王おうたちは皆みな，まことにすべての王おうたちはそれぞれ，尊とうとい有あり様さまで①自じ分ぶんの家いえに横よこたわっている。

19 しかし，あなたは①忌いみ嫌きらわれる枝えだのように墓はかの外そとに投なげ出だされる。また，剣つるぎで刺さし殺ころされた者ものの残のこりは，穴あなの底そこに投なげ落おとされる。まるで，足あしで踏ふみつけられるしかばねのようである。

20 あなたは自じ分ぶんの国くにを滅ほろぼし，自じ分ぶんの民たみを殺ころしたので，彼かれらとともには葬ほうむられない。①悪あくを行おこなう者ものの②子し孫そんは，決けっして名なを知しられることがない。

21 先せん祖ぞが①罪ざい悪あくを犯おかしたので，彼かれの子し孫そんが立たって地ちを占せん領りょうして，世せ界かいの面おもてをもろもろの町まちで満みたすことのないように，子し孫そんを殺ころす備そなえをしなさい。』

22 万ばん軍ぐんの主しゅは言いわれる。『わたしは彼かれらに逆さからって立たち，バビロンからその①名なと，残のこりの者ものと，息むす子こと，②孫まごとを絶たとう。』そう主しゅは言いわれる。

23 『わたしはバビロンをさぎの①住すみかとし，水みずの池いけとする。また，滅ほろびのほうきでそれを掃はこう。』万ばん軍ぐんの主しゅはそう言いわれる。

24 万ばん軍ぐんの主しゅは誓ちかって言いわれた。『わたしが思おもったように必かならず事ことは成なり，わたしが定さだめたように必かならず立たつ。

25 わたしは①アッスリヤ人びとをわたしの地ちに入はいらせ，②わたしの山やま々やまの上うえで踏ふみにじろう。そのとき，アッスリヤ人びとの③くびきはイスラエルから取とり去さられ，その重おも荷には彼かれらの肩かたから取とり除のぞかれる。』

26 ①これは全ぜん地ちに対たいして定さだめられたことであり，またこれは，すべての国こくの上うえに伸のばされた御み手てである。

27 万ばん軍ぐんの主しゅが定さだめられたものを，だれが取とり消けせようか。主しゅの手てが伸のばされているのを，だれが押おし戻もどせようか。

28 ①アハズ王おうの死しんだ②年としに，この託たく宣せんがあった。

29 『ペリシテの全ぜん地ちよ，あなたを打うった者ものの鞭むちが折おれたからといって喜よろこんではならない。蛇へびの根ねからまむしが出で，その実みは火ひの飛とぶ蛇へびとなるからである。

30 貧まずしい者ものの初うい子ごは食しょく物もつを得えて，乏とぼしい者ものは安やすらかに伏ふす。わたしはあなたの根ねを飢き饉きんで枯からし，彼かれはあなたの残のこりの者ものを殺ころす。

31 おお，門もんよ，泣なきわめけ。おお，町まちよ，叫さけべ。ペリシテの全ぜん地ちよ，崩くずれよ。北きたから煙けむりが来くるからである。定さだめられたときに独ひとりでいる者ものはだれもいない。』

32 そのとき，国くに々ぐにの使し者しゃたちは何なんと答こたえるだろうか。『主しゅは①シオンを築きずかれた。主しゅの民たみの②貧まずしい者ものはそれに③頼たよる』と答こたえる。」



第25章

ニーファイは，分わかりやすいことを喜よろこびとする。終おわりの時ときにはイザヤの預よ言げんが理り解かいされる。ユダヤ人じんはバビロンから帰かえり，メシヤを十じゅう字じ架かにつけ，散ちらされ，苦くるしめられる。ユダヤ人じんはメシヤを信しんじるようになると，元もとの状じょう態たいに戻もどされる。リーハイがエルサレムを去さって六百年ねんたつと，メシヤの最さい初しょの来らい臨りんがある。ニーファイ人じんはモーセの律りっ法ぽうを守まもり，イスラエルの聖せい者じゃであるキリストを信しんじる。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 ところで，わたしニーファイは，イザヤの口くちを通とおして語かたられた御み言こと葉ばをこれまで書かき記しるしてきたが，今いまこれらについて少すこし話はなしをしよう。見みよ，イザヤが語かたった多おおくの事こと柄がらは，わたしの民たみの多おおくの者ものにとって①理り解かいしにくいものである。それは，彼かれらがユダヤ人じんの預よ言げんの仕し方かたを知しらないからである。

2 それは，ユダヤ人じんが闇やみの①業わざにふけり，忌いまわしい行おこないに走はしっていたので，わたしニーファイはユダヤ人じんの風ふう習しゅうについて多おおくのことを民たみに教おしえなかったからである。

3 それで，わたしは自じ分ぶんの民たみに，また，わたしが今いま書かいているこれらのものを将しょう来らい受うけるすべての人ひとに書かき記しるして，彼かれらが神かみの語かたられた御み言こと葉ばのとおりに，すべての国こく民みんに及およぶ神かみの裁さばきについて知しることができるようにしよう。

4 したがって，聴ききなさい，おお，イスラエルの家いえに属ぞくするわたしの民たみよ。わたしの言こと葉ばに耳みみを傾かたむけなさい。イザヤの言こと葉ばはあなたがたには分わかりにくいが，①預よ言げんの②霊れいに満みたされている人ひと々びとには分わかりやすい。わたしはあなたがたに，わたしの内うちにある御み霊たまによって預よ言げんする。すなわち，父ちちとともにエルサレムを出でたときから絶たえず示しめしてきた，③分わかりやすい言こと葉ばで預よ言げんする。見みよ，わたしは，民たみが学まなべるように分わかりやすい言こと葉ばで話はなすことを喜よろこびとしているからである。

5 また，わたしは自じ分ぶんがエルサレムから出でて来きた者ものであり，この目めで①ユダヤ人じんにかかわることを見みてきたので，②イザヤの言こと葉ばを喜よろこんでいる。ユダヤ人じんは，預よ言げん者しゃたちの述のべた事こと柄がらをよく理り解かいしている。しかも，ユダヤ人じんに話はなされた事こと柄がらをユダヤ人じんほどよく理り解かいできる者ものは，ユダヤ人じんの風ふう習しゅうを教おそわっていないかぎり，ほかにいない。このことをわたしは知しっている。

6 しかし見みよ，わたしはユダヤ人じんの風ふう習しゅうについて自じ分ぶんの子こ供どもたちに教おしえなかったが，見みよ，わたし自じ身しんはかつてエルサレムに住すんでいたので，その周まわりの地ち方ほうについて知しっている。また，わたしは子こ供どもたちに，イザヤが語かたったすべての事こと柄がらのとおりに，すでにユダヤ人じんに神かみの裁さばきが①下くだったことを告つげた。それについてはここには書かかない。

7 しかし見みよ，わたしは①分わかりやすい言こと葉ばで自じ分ぶんの預よ言げんを続つづけよう。分わかりやすく述のべれば，だれも誤ご解かいしようがないことを知しっているからである。しかし，イザヤの預よ言げんが成じょう就じゅする日ひに，すなわちそれらの預よ言げんが事じ実じつとなるときに，人ひと々びとはそれが確たしかであることを知しるであろう。

8 それゆえ，イザヤの預よ言げんは人ひとの子こらにとって①価か値ちがある。価か値ちがないと思おもう者ものに特とくにわたしは語かたろう。また，②わたしの民たみに対たいしてだけ語かたる。それはイザヤの言こと葉ばが，③終おわりの時ときに，彼かれらにとって大おおいに価か値ちのあるものとなることを知しっているからである。彼かれらはその日ひに，イザヤの言こと葉ばを理り解かいするからである。それゆえ，わたしは彼かれらのためにそれらを書かき記しるしてきたのである。

9 ユダヤ人じんの中なかで一代だいの人ひと々びとがすでに罪ざい悪あくのために①滅ほろびたように，代よ々よのユダヤ人じんも彼かれらの罪ざい悪あくのために滅ほろびてきた。彼かれらの中なかには，主しゅの預よ言げん者しゃたちから②予よ告こくを受うけることなしに滅ほろびた者ものは，これまでにまだ一人ひとりもいない。

10 さて，ユダヤ人じんは，わたしの父ちちがエルサレムを去さったすぐ後あとに滅めつ亡ぼうが及およぶことを告つげられていた。にもかかわらず，彼かれらは心こころをかたくなにした。囚とらわれの身みとなってバビロンへ①連つれ去さられた者もの以い外がいは，わたしの預よ言げんどおりに②滅ほろぼされてしまった。

11 わたしは今いまこのことを，わたしの内うちにある御み霊たまによって語かたる。彼かれらは連つれ去さられたにもかかわらず，将しょう来らい再ふたたび帰かえって来きて，エルサレムの地ちを所しょ有ゆうする。彼かれらの受うけ継つぎの地ちに再ふたたび①戻もどされるのである。

12 しかし見みよ，彼かれらの中なかには戦せん争そうと戦せん争そうのうわさがある。また，御おん父ちちの①独ひとり子ご，すなわち天てん地ちの父ちちが肉にくにあって彼かれらに御ご自じ身しんを現あらわされる日ひが来くると，見みよ，彼かれらは罪ざい悪あくを犯おかし，心こころをかたくなにし，強ごう情じょうになって，その御お方かたを拒こばむ。

13 見みよ，彼かれらは独ひとり子ごを①十じゅう字じ架かにつける。しかし，独ひとり子ごは②三みっ日か間かん③墓はかに横よこたえられた後のち，御ご自じ分ぶんの翼つばさにある癒いやしによって死し者しゃの中なかから④よみがえられる。そして，独ひとり子ごの名なを信しんじる者ものは皆みな，神かみの王おう国こくに救すくわれる。わたしは，この独ひとり子ごについて預よ言げんすることに喜よろこびを感かんじる。それは，わたしはすでにこの独ひとり子ごの生しょう涯がいを⑤見みたからである。したがって，わたしの心こころは独ひとり子ごの聖せいなる名なを賛さん美びする。

14 そして見みよ，①メシヤが死し者しゃの中なかからよみがえり，御ご自じ分ぶんの民たみに，すなわち御み名なを信しんじる多おおくの者ものに御ご自じ身しんを現あらわされた後のち，見みよ，エルサレムは再ふたたび②滅ほろぼされる。神かみと神かみの教きょう会かいの聖せい徒とたちに逆さからって戦たたかう者ものは，災わざわいを受うけるからである。

15 これによって，①ユダヤ人じんはすべての国こく民みんの中なかに②散ちらされる。また，③バビロンも滅ほろぼされるので，ユダヤ人じんはほかの国こく民みんによって散ちらされる。

16 そして，彼かれらが散ちらされ，主しゅなる神かみが何なん世せ代だいもの間あいだ，すなわち，彼かれらが神かみの御おん子こキリストと全ぜん人じん類るいのための無む限げんの贖しょく罪ざいを①信しんじるようになるまで，代よ々よほかのもろもろの国くにによって彼かれらを鞭むち打うたれた後のち，やがて彼かれらがキリストを信しんじ，純じゅん真しんな心こころと清きよい手てをもってキリストの名なにより天てんの御おん父ちちを拝はいし，もうほかのメシヤを待まち望のぞまない日ひが来くる。そのときには，彼かれらはこれらの事こと柄がらを信しんじざるを得えなくなる。

17 やがて主しゅは御ご自じ分ぶんの民たみを，迷まよい堕だ落らくした状じょう態たいから元もとの状じょう態たいに①戻もどす業わざを再ふたたび始はじめられる。そのために，主しゅは②驚おどろくべき業わざと不ふ思し議ぎを人ひとの子こらの中なかで行おこなわれる。

18 そして主しゅは，彼かれらに御ご自じ分ぶんの①言こと葉ばを伝つたえられる。それらの御み言こと葉ばは彼かれらに，かつてユダヤ人じんが拒こばんだまことのメシヤを②信しんじさせ，また，もうほかのメシヤがおいでになるのを待まち望のぞむ必ひつ要ようがないことを確かく信しんさせるために与あたえられるものであるから，彼かれらは終おわりの日ひにこれらの御み言こと葉ばによって③裁さばかれるのである。預よ言げん者しゃたちの語かたるメシヤはただ一人ひとりであって，ユダヤ人じんはそのメシヤを拒こばむのであるから，ほかにメシヤが来くるとすれば，それは民たみを惑まどわす④偽いつわりのメシヤにほかならない。

19 預よ言げん者しゃたちの言こと葉ばによれば，①メシヤはわたしの父ちちがエルサレムを去さってから②六百年ねんで来こられる。また，預よ言げん者しゃたちの言こと葉ばと神かみの③天てん使しの言こと葉ばによれば，その御み名なは神かみの御おん子こイエス・キリストととなえられる。

20 さて，わたしの同胞はらからよ，わたしはあなたがたが誤ご解かいしないように分わかりやすく語かたってきた。イスラエルをエジプトの地ちから①導みちびき出だし，また，民たみが毒どく蛇じゃにかまれたときにはモーセが彼かれらの前まえに上あげた②蛇へびを見みれば③癒いやされるようにモーセに力ちからを与あたえ，さらに，④岩いわを打うてば水みずが出でるようにモーセに力ちからを授さずけられた主しゅなる神かみが生いきておられるように，まことに見みよ，これらのことが真しん実じつであり，主しゅなる神かみが生いきておられるように，わたしが語かたってきたイエス・キリストのほかに，人ひとに救すくいを与あたえることのできる⑤名なは天てん下かに与あたえられていないということを，あなたがたに言いっておく。

21 さて，このような理り由ゆうで，主しゅなる神かみは，わたしが①書かき記しるすこれらのものが保ほ存ぞんされ，残のこされて，代よ々よわたしの子し孫そんに伝つたえられると約やく束そくしてくださった。それによって，ヨセフの子し孫そんは大だい地ちのあるかぎり決けっして②滅ほろびることはないという約やく束そくが，ヨセフに対たいして果はたされるのである。

22 それゆえ，これらのものは大だい地ちのあるかぎり代よ々よ伝つたわる。神かみの御み心こころと思おもいのままに伝つたわるのである。そして，これらのものを所しょ有ゆうする国こく民みんは，書かき記しるされている言こと葉ばによって①裁さばかれるのである。

23 わたしたちは①子し孫そんと同胞はらからに，キリストを信しんじ，神かみと和わ解かいするように説とき勧すすめるために，熱ねっ心しんに記き録ろくし続つづけようと努つとめている。それは，わたしたちが自じ分ぶんの②行おこなえることをすべて行おこなった後のちに，神かみの③恵めぐみによって救すくわれることを知しっているからである。

24 また，わたしたちはキリストを信しんじているが，今いまはモーセの律りっ法ぽうを①守まもり，律りっ法ぽうが成じょう就じゅするまで確かっ固ことしてキリストを待まち望のぞむ。

25 この目もく的てきのために①律りっ法ぽうが与あたえられたからである。それゆえ，律りっ法ぽうはわたしたちにとってすでに②無む用ようとなって，わたしたちは信しん仰こうにより，キリストによって生いかされている。それでも，神かみの戒いましめに従したがって律りっ法ぽうを守まもるのである。

26 わたしたちはキリストのことを①話はなし，キリストのことを喜よろこび，キリストのことを説せっ教きょうし，キリストのことを②預よ言げんし，また，どこに③罪つみの赦ゆるしを求もとめればよいかを，わたしたちの④子し孫そんに知しらせるために，自じ分ぶんたちの預よ言げんしたことを書かき記しるすのである。

27 それゆえ，律りっ法ぽうについて語かたるのは，わたしたちの子し孫そんに律りっ法ぽうが無む用ようであることを知しらせるためである。また彼かれらが，律りっ法ぽうが無む用ようであることを知しって，キリストの内うちにある命いのちを待まち望のぞみ，律りっ法ぽうが何なんの目もく的てきで与あたえられたかを知しることができるようにするためである。さらに，キリストによって律りっ法ぽうが成じょう就じゅして律りっ法ぽうが廃はいされるときに，彼かれらがキリストに対たいして心こころをかたくなにすることがないようにするためである。

28 さて見みよ，わたしの民たみよ，あなたがたは①強ごう情じょうな民たみであるから，誤ご解かいしようのないように，わたしは分わかりやすく語かたってきた。わたしが語かたってきた言こと葉ばは，どんな人ひとにでも正ただしい道みちを②教おしえるのに十じゅう分ぶんであるから，あなたがたを責せめる③証あかしになる。正ただしい道みちとは，キリストを信しんじること，キリストを否ひ定ていしないことである。キリストを否ひ定ていすれば，預よ言げん者しゃと律りっ法ぽうも否ひ定ていすることになる。

29 さて見みよ，わたしはあなたがたに言いっておく。正ただしい道みちとはキリストを信しんじること，キリストを否ひ定ていしないことである。そして，キリストとはイスラエルの聖せい者じゃである。それゆえ，あなたがたはキリストの前まえにひれ伏ふし，あなたがたの①勢せい力りょくと思おもいと力ちからを尽つくし，全ぜん身しん全ぜん霊れいを込こめてキリストを拝はいさなければならない。これを行おこなえば，あなたがたは決けっして追おい出だされることはない。

30 モーセに与あたえられた律りっ法ぽうが成じょう就じゅするまで，必ひつ要ようなかぎり，あなたがたは神かみの勤つとめと①儀ぎ式しきを守まもらなければならない。



第26章

キリストは将しょう来らい，ニーファイ人じんを教おしえ導みちびかれる。ニーファイ，自じ分ぶんの民たみの滅めつ亡ぼうを予よ見けんする。彼かれらは地ちから語かたる。異い邦ほう人じん，偽いつわりの教きょう会かいと秘ひ密みつ結けっ社しゃを作つくる。主しゅは偽ぎ善ぜん売ばい教きょうを禁きんじられる。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 キリストは死し者しゃの中なかから①よみがえった後のち，あなたがた，すなわちわたしの子し孫そんと愛あいする同胞はらからに御ご自じ身しんを②現あらわされる。そして，そのときにキリストがあなたがたに語かたられる御み言こと葉ばは，あなたがたが守まもらなければならない③律りっ法ぽうとなる。

2 見みよ，わたしはあなたがたに言いっておく。将しょう来らい多おおくの代よが過すぎて，わたしの民たみの中なかに大おおきな戦せん争そうと争あらそいがあるのを，わたしは見みた。

3 メシヤが来こられると，わたしの民たみにメシヤの①降こう誕たんの②しるしが数かず々かず与あたえられる。また，死しと復ふっ活かつのしるしも数かず々かず与あたえられる。その日ひは悪あく人にんにとって大たい変へんな恐おそろしい日ひとなる。彼かれらはその日ひに滅ほろびるからである。彼かれらが滅ほろびるのは，預よ言げん者しゃと聖せい徒とを追おい出だし，石いしを投なげつけ，殺ころすからである。そのため，聖せい徒との③血ちの叫さけびが地ちから神かみのもとに上のぼって，彼かれらのことを訴うったえるのである。

4 それであるから，すべて高たかぶる者ものと悪あくを行おこなう者ものが，やがて①焼やき尽つくされる日ひが来くるであろうと，万ばん軍ぐんの主しゅは言いわれる。彼かれらはわらのようになるからである。

5 預よ言げん者しゃと聖せい徒とを殺ころす者ものは地ちの深ふかい所ところに①のみ込こまれると，万ばん軍ぐんの主しゅは言いわれる。②山やま々やまが彼かれらに覆おおいかぶさり，旋せん風ぷうが彼かれらを運はこび去さり，建たて物ものが彼かれらの上うえに倒たおれかかって，彼かれらを押おしつぶし，粉こなみじんにしてしまう。

6 また彼かれらは，雷かみなりや稲いな妻ずま，地じ震しん，およびあらゆる破は壊かいに見み舞まわれる。それは，主しゅの怒いかりの火ひが彼かれらに対たいして燃もえ上あがり，彼かれらはわらのようになり，やがて彼かれらを焼やき尽つくしてしまう日ひが来くるからである。このように万ばん軍ぐんの主しゅは言いわれる。

7 おお，わたしの民たみの中なかの殺ころされて失うしなわれる者もののゆえに，わたしの心こころは痛いたみ，苦くるしむ。わたしニーファイはそれを見みたので，主しゅの前まえに燃もえ尽つきてしまいそうである。しかし，わたしは神かみに向むかって，「あなたが行おこなわれることは①公こう正せいです」と叫さけばざるを得えない。

8 しかし見みよ，預よ言げん者しゃたちの言こと葉ばに聞きき従したがい，また彼かれらを滅ほろぼそうとすることなく，どのような①迫はく害がいを受うけても与あたえられたしるしを心こころに留とめて，確かっ固ことしてキリストを待まち望のぞむ義ぎ人じんは，見みよ，②滅ほろびを受うけない人ひと々びとである。

9 しかし，義ぎの御おん子こは将しょう来らい彼かれらに①現あらわれ，彼かれらを②癒いやされる。そして，③三代だいの人ひと々びとが世よを去さり，④四代だい目めの多おおくの人ひとも義ぎのうちに世よを去さるまで，彼かれらは御おん子こによって⑤平へい安あんを保たもつ。

10 しかし，これらのことがあってから，速すみやかな①滅めつ亡ぼうがわたしの民たみに下くだる。わたしの心こころは痛いたむが，わたしはそれを見みたので，将しょう来らいそのことが起おこることを知しっている。彼かれらは価か値ちのないものに自じ分ぶん自じ身しんを売うり渡わたすのである。わたしの民たみは，高こう慢まんと愚おろかな行おこないの報むくいとして滅めつ亡ぼうを刈かり取とる。彼かれらは悪あく魔まに従したがい，光ひかりよりも闇やみの業わざの方ほうを選えらぶので，②地じ獄ごくへ下くだって行いかなければならない。

11 主しゅの御み霊たまはいつでも人ひとを①励はげますわけではないからである。そして，御み霊たまが人ひとを励はげますのをやめると，速すみやかに滅ほろびが来くる。わたしが悲かなしく思おもうのは，このためである。

12 わたしは，イエスが①まことのキリストであられると②ユダヤ人じんに③確かく信しんさせることについて語かたったが，異い邦ほう人じんにもイエスはキリストであり，永えい遠えんの神かみであられることを確かく信しんさせることが必ひつ要ようである。

13 イエスは御ご自じ分ぶんを信しんじるすべての人ひと，まことにあらゆる国こく民みん，部ぶ族ぞく，国こく語ごの民たみ，民みん族ぞくに①聖せい霊れいの力ちからによって御ご自じ身しんを現あらわされ，人ひとの子こらの中なかで，彼かれらの信しん仰こうに応おうじて大おおきな奇き跡せきとしるしと不ふ思し議ぎを行おこなわれる。このことも，異い邦ほう人じんに確かく信しんさせる必ひつ要ようがある。

14 しかし見みよ，わたしはあなたがたに，①終おわりの時ときについて，すなわち，主しゅなる神かみがこれらのことを人ひとの子こらに②明あきらかにされる時じ代だいについて，預よ言げんする。

15 わたしの子し孫そんとわたしの兄きょう弟だいの子し孫そんは，不ふ信しん仰こうに陥おちいって異い邦ほう人じんに打うたれる。まことに，主しゅなる神かみは彼かれらの周まわりに陣じんを構かまえ，彼かれらを山やまで囲かこみ，彼かれらに対たいしてとりでを築きずかれる。そして彼かれらはちりの中なかに倒たおされて，もはや存そん在ざいしなくなる。しかしながらその後のち，義ぎ人じんの言こと葉ばが書かき記しるされ，忠ちゅう実じつな者ものの祈いのりが聞きき届とどけられるので，不ふ信しん仰こうに陥おちいった者もののすべてが忘わすれ去さられるわけではない。

16 滅ほろぼされる者ものが，地ちから人ひと々びとに①語かたりかけるからである。その言こと葉ばは低ひくく地ちの中なかから出でて来きて，その声こえは霊れい媒ばいの声こえのように聞きこえる。主しゅなる神かみはその者ものに力ちからを授さずけ，まるで地ちの中なかから出でて来くるかのように，その者ものが彼かれらのことをささやけるようにされる。こうして彼かれらの言こと葉ばは，地ちの中なかからささやくのである。

17 主しゅなる神かみはこう言いわれる。「彼かれらは彼かれらの中なかで行おこなわれることを①書かき記しるす。そして，それらのことは，一つの書しょ物もつに書かき記しるされて封ふうじられる。不ふ信しん仰こうに陥おちいった者ものは，神かみにかかわるものを②絶たやそうとするので，それらのものを得えられない。

18 それゆえ，すでに滅ほろぼされた者ものたちは速すみやかに滅ほろぼされた。また，荒あら々あらしい者ものの群むれは，吹ふき飛とぶ①もみ殻がらのようになる。」まことに主しゅなる神かみは言いわれる。「このことは突とつ然ぜんに，瞬またたく間まに起おこる。」

19 そして不ふ信しん仰こうに陥おちいった者ものは，異い邦ほう人じんによって①打うたれる。

20 また異い邦ほう人じんは①高こう慢まんな目めをもって高たかぶり，②つまずきとなるものが大おおきいために③つまずいた。そして多おおくの④教きょう会かいを設もうけた。しかしながら彼かれらは，神かみの力ちからと奇き跡せきを侮あなどり，自じ分ぶんの知ち恵えと⑤学がく識しきを自じ賛さんして，利り益えきを求もとめ，貧まずしい者ものの顔かおを⑥すりつぶす。

21 ①ねたみと争あらそいと悪あく意いを引ひき起おこす教きょう会かいが，多おおく設もうけられる。

22 また昔むかしのように，悪あく魔まの結けっ社しゃである①秘ひ密みつ結けっ社しゃもある。悪あく魔まはすべてこれらのものの創そう設せつ者しゃ，まことに，殺さつ人じんやいろいろな闇やみの業わざの創そう始し者しゃである。そして悪あく魔まは，麻あさ縄なわを彼かれらの首くびにかけて引ひっ張ぱって行いき，ついには強つよい縄なわで，とこしえに彼かれらを縛しばってしまうのである。

23 見みよ，わたしの愛あいする同胞はらからよ，あなたがたに言いっておく。主しゅなる神かみは暗くら闇やみの中なかで業わざを行おこなうようなことはなさらない。

24 主しゅは，世よのためになることでなければ何なに事ごともなさらない。①すべての人ひとをみもとに引ひき寄よせるために御ご自じ分ぶんの命いのちを捨すてるほど，主しゅは②世よを愛あいしておられるからである。したがって主しゅは，御ご自じ分ぶんの救すくいにあずかってはならないと，だれにも命めいじられることはない。

25 見みよ，主しゅがだれかに向むかって，「わたしのもとから去され」と叫さけばれるだろうか。見みよ，わたしはあなたがたに言いう。そのようなことはない。むしろ，「地ちの果はてに至いたるすべての者ものよ，①わたしのもとに来きて，金かねを出ださず，代だい価かを払はらわないで，乳ちちと蜜みつを②買かいなさい」と言いわれる。

26 見みよ，主しゅはだれかに，会かい堂どう，すなわち礼れい拝はいの家いえから立たち去さるように命めいじられたことがあるだろうか。見みよ，わたしはあなたがたに言いう。そのようなことはない。

27 また主しゅがだれかに，主しゅの①救すくいにあずかってはならないと命めいじられたことがあるだろうか。見みよ，わたしはあなたがたに言いう。そのようなことはない。むしろ主しゅは，すべての人ひとに救すくいを無む料りょうで②授さずけてこられた。そして，すべての人ひとに③悔くい改あらためを説とき勧すすめるよう，主しゅの民たみに命めいじてこられた。

28 見みよ，主しゅがだれかに，主しゅの慈いつくしみにあずかってはならないと命めいじられたことがあるだろうか。見みよ，わたしはあなたがたに言いう。そのようなことはない。むしろ①すべての人ひとに，ほかの人ひとと同どう様ようの者ものとなる特とっ権けんが与あたえられており，それを禁きんじられる者ものはだれ一人ひとりいない。

29 主しゅなる神かみは，①偽ぎ善ぜん売ばい教きょうはあってはならないと命めいじられる。見みよ，偽ぎ善ぜん売ばい教きょうとは，利り益えきと世よの②誉ほまれを得えるために，説せっ教きょうをして自じ分ぶん自じ身しんを世よの光ひかりとすることであって，シオンの幸さいわいを求もとめることではない。

30 見みよ，主しゅはこのことを禁きんじられた。それゆえ主しゅなる神かみは，人ひとは皆みな，①慈じ愛あいすなわち②愛あいを持もつようにとの戒いましめを与あたえられた。慈じ愛あいがなかったならば人ひとは何なんの価か値ちもない。それゆえ，もし人ひとに慈じ愛あいがあれば，シオンで働はたらく者ものを死しなせたりはしないであろう。

31 しかし，①シオンで働はたらく者ものは，シオンのために働はたらくべきである。もしも②金きん銭せんのために働はたらくならば，滅ほろびるであろう。

32 また，主しゅなる神かみは，人ひとを殺ころしてはならない，偽いつわりを言いってはならない，盗ぬすんではならない，自じ分ぶんたちの神かみである主しゅの名なを①みだりに唱となえてはならない，ねたんではならない，悪あく意いを抱いだいてはならない，互たがいに言いい争あらそってはならない，みだらな行おこないをしてはならない，これらのことをどれも行おこなってはならないと②命めいじられた。これらのことを行おこなう者ものは滅ほろびるからである。

33 これらの罪ざい悪あくは，いずれも主しゅから来くるものではない。主しゅは人ひとの子こらの中なかで，ためになることを行おこなわれるからである。また主しゅは，人ひとの子こらにとって分わかりやすいことでなければ，何なに事ごとも行おこなわれない。そして主しゅは，御ご自じ分ぶんのもとに来きて主しゅの慈いつくしみにあずかるように，すべての人ひとを招まねかれる。したがって主しゅは，黒こく人じんも白はく人じんも，束そく縛ばくされた者ものも自じ由ゆうな者ものも，男おとこも女おんなも，主しゅのもとに来くる者ものを決けっして①拒こばまれない。主しゅは②異い教きょう徒とさえも心こころにかけられる。ユダヤ人じんも異い邦ほう人じんも，③すべての人ひとが神かみにとって等ひとしい存そん在ざいなのである。



第27章

終おわりの時ときに暗あん黒こくと背はい教きょうが地ちを覆おおう。『モルモン書しょ』が出でて来くる。その書しょ物もつについて三人にんの証しょう人にんが証あかしする。学がく者しゃはその封ふうじられた書しょ物もつを読よむことはできないと言いう。主しゅは驚おどろくべき業わざと不ふ思し議ぎを行おこなわれる。イザヤ書しょ第だい二十九章しょうと比ひ較かく。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 しかし見みよ，①終おわりの時とき，すなわち異い邦ほう人じんの時じ代だいになると，見みよ，異い邦ほう人じんとユダヤ人じんのすべての国こく民みんは，この地ちに来くる者ものもほかの地ちにいる者ものも，すなわち全ぜん地ちの者ものが皆みな，見みよ，罪ざい悪あくとあらゆる忌いまわしい行おこないで酔よう。

2 その日ひが来くると，万ばん軍ぐんの主しゅは，雷かみなり，地じ震しん，大だい音おん響きょう，嵐あらし，暴ぼう風ふう雨う，焼やき尽つくす火ひの①炎ほのおを彼かれらに下くだされる。

3 そして，シオンと①戦たたかい，シオンを悩なやますすべての②国こく民みんは，夜よるの幻まぼろしのようになる。すなわち，飢うえた者ものが夢ゆめを見みるようである。見みよ，飢うえた者ものが夢ゆめの中なかで食たべても，目めを覚さませば空くう腹ふくである。あるいは，のどの渇かわいた者ものが夢ゆめを見みるようである。見みよ，のどの渇かわいた者ものが夢ゆめの中なかで飲のんでも，目めを覚さませば，見みよ，体からだは弱よわっており，渇かわきは続つづいている。まことに，シオンの山やまと戦たたかうすべての国こく民みんの群むれも，そのようになる。

4 見みよ，罪ざい悪あくを行おこなう者ものたちよ，あなたがたは皆みな，立たち尽つくして驚きょう嘆たんせよ。あなたがたは大おお声ごえで叫さけび，わめくであろう。まことに，あなたがたは酔ようが，ぶどう酒しゅによるのではない。震ふるえるが，強つよい酒さけによるのではない。

5 見みよ，主しゅはあなたがたのうえに，深ふかい眠ねむりの霊れいを注そそがれた。それは見みよ，あなたがたが目めを閉とじ，預よ言げん者しゃたちを拒こばんだからである。それで，主しゅはあなたがたの罪ざい悪あくのために，統とう治ち者しゃと聖せい見けん者しゃを隠かくしてしまわれたのである。

6 そして主しゅなる神かみは，ある①書しょ物もつの言こと葉ばを②あなたがたにもたらされる。それは眠ねむりに就ついた者ものたちの言こと葉ばである。

7 見みよ，その書しょ物もつは①封ふうじられており，その中なかには，世よの初はじめから世よの②終おわりまでの神かみからの③啓けい示じが載のっている。

8 また，①封ふうじられているものがあるので，封ふうじられているものは，民たみが悪あく事じと忌いまわしい行おこないにふけっている時じ代だいには②授さずけられない。したがって，その書しょ物もつは人ひと々びとから隠かくされる。

9 しかしその書しょ物もつは，やがて一人ひとりの①男おとこに授さずけられる。そして彼かれは，その書しょ物もつの中なかの言こと葉ば，すなわち地ちの中なかで眠ねむりに就ついている者ものたちの言こと葉ばを，②別べつの男おとこに授さずける。

10 しかし彼かれは，封ふうじられている言こと葉ばは授さずけないし，その書しょ物もつも渡わたさない。その書しょ物もつは神かみの力ちからによって封ふうじられており，また，封ふうじられている啓けい示じは，主しゅがふさわしいと思おもわれる時ときが来きて世よに出でるまで，その書しょ物もつの中なかに保たもたれるからである。見みよ，それらの啓けい示じは世よの初はじめから世よの終おわりまで，すべてのことを示しめすものである。

11 こうして，封ふうじられた書しょ物もつの言こと葉ばが屋や根ねの上うえで読よみ上あげられ，またキリストの力ちからによって読よまれる日ひが来くる。そして，かつて人ひとの子こらの中なかにあったことと，またこれから世よの終おわりまでに起おこることがすべて，人ひとの子こらに①示しめされる。

12 それゆえ，わたしが前まえに述のべた男おとこにその書しょ物もつが授さずけられる日ひに，その書しょ物もつは世よの人ひと々びとの目めにつかないように隠かくされる。そして，その書しょ物もつを授さずけられる男おとこのほかに，①三人にんの②証しょう人にんが神かみの力ちからによってそれを見みるが，そのほかにはだれも見みない。そしてこの三人にんは，その書しょ物もつとその中なかに書かいてあることが真しん実じつであることを証あかしする。

13 このほかにそれを見みる者ものは，ただ神かみの御み心こころに従したがって人ひとの子こらに神かみの言こと葉ばについて証あかしを述のべる少しょう数すうの者ものだけで，だれもほかにいない。主しゅなる神かみは，忠ちゅう実じつな者ものの言こと葉ばはあたかも①死し者しゃから出でるかのように語かたる，と言いわれた。

14 それゆえ，主しゅなる神かみはその書しょ物もつの言こと葉ばをもたらし，また適てき切せつであると見みなされる人にん数ずうの証しょう人にんの口くちを通とおして，御ご自じ分ぶんの言こと葉ばを確たしかなものとされる。したがって，神かみの言こと葉ばを①拒こばむ者ものは災わざわいである。

15 しかし見みよ，そこで主しゅなる神かみはその書しょ物もつを受うけ取とる男おとこにこう言いわれる。「封ふうじられていないこれらの言こと葉ばを取とって別べつの男おとこに渡わたし，彼かれが学がく者しゃにそれを見みせて，『どうぞ，これを①読よんでください』と言いうようにしなさい。するとその学がく者しゃは，『その書しょ物もつをここに持もって来きてください。そうすれば読よみましょう』と言いう。

16 ところで，彼かれらがそう言いうのは，世よの誉ほまれのため，また①利り益えきを得えるためであって，神かみの栄えい光こうのためではない。

17 それで先さきの男おとこは，『その書しょ物もつは封ふうじられているので，持もって来くることはできません』と言いう。

18 すると，学がく者しゃは，『それでは，わたしには読よめない』と言いう。」

19 そこで，主しゅなる神かみはその書しょ物もつとその中なかの御み言こと葉ばをもう一いち度ど学がく識しきのない者ものに授さずけられる。すると学がく識しきのない者ものは，「わたしは無む学がくです」と言いう。

20 そのとき，主しゅなる神かみは言いわれる。「学がく者しゃは，これらの言こと葉ばを受うけ入いれなかったので，読よめない。しかし，わたしにはわたし自じ身しんの業わざを行おこなう能のう力りょくがあるので，あなたはわたしが授さずける言こと葉ばを読よむであろう。

21 封ふうじられている部ぶ分ぶんに①触ふれてはならない。わたしは，自じ分ぶんがふさわしいと思おもうときにそれらをもたらすからである。そして，わたしにはわたし自じ身しんの業わざを行おこなう能のう力りょくがあることを，人ひとの子こらに示しめそう。

22 それゆえ，あなたはわたしの命めいじた言こと葉ばを読よみ，またわたしがあなたに約やく束そくした①証しょう人にんたちを得えたら，その後のち，あなたは再ふたたびその書しょ物もつを封ふうじて，わたしに託たくして隠かくすようにしなさい。そうすればわたしは，人ひとの子こらにすべてのことを明あきらかにするのがわたしの知ち恵えにかなうと思おもうときまで，あなたのまだ読よんでいない言こと葉ばを保たもっておくことができる。

23 さて見みよ，わたしは神かみである。①奇き跡せきの神かみである。わたしは，昨日きのうも，今日きょうも，またとこしえに②変かわらないこと，また，わたしは人ひとの子こらの③信しん仰こうに応おうじてでなければ彼かれらの中なかで業わざを行おこなわないことを，世よの人ひと々びとに示しめそう。」

24 そしてまた，主しゅは御み言こと葉ばを授さずけられて，それを読よむ先さきの男おとこに言いわれる。

25 「①この民たみは口くちではわたしに近ちかづき，唇くちびるではわたしを②あがめるが，彼かれらの心こころはわたしから遠とおく離はなれている。彼かれらがわたしを畏おそれ敬うやまうのは，人ひとの③訓くん戒かいによって教おしえられているからである。

26 それゆえ，わたしはこの民たみの中なかで①驚おどろくべき業わざを，まことに②驚おどろくべき業わざと不ふ思し議ぎを行おこなう。知ち者しゃと学がく者しゃの知ち恵えは失うしなわれ，賢けん者じゃの知ち識しきは隠かくされる。」

27 ①自じ分ぶんたちのはかりごとを奥おく深ふかく隠かくして，主しゅに知しられないようにしようとする者ものは，災わざわいである。彼かれらの行おこないは闇やみの中なかにあり，彼かれらは，「だれがわたしたちを見みていようか。だれがわたしたちを知しっていようか」と言いう。彼かれらはまた，「確たしかに，あなたがたが物もの事ごとを転てん倒とうして考かんがえていることは，②陶とう器き師しの粘ねん土どのようなものだ」と言いう。しかし見みよ，万ばん軍ぐんの主しゅは言いわれる。「わたしは彼かれらのあらゆる行おこないを知しっていることを彼かれらに示しめそう。造つくられたものがそれを造つくった者ものについて，『彼かれはわたしを造つくらなかった』と言いえるだろうか。形かたち造づくられたものが形かたち造づくった者ものについて，『彼かれには分ふん別べつがない』と言いえるだろうか。」

28 しかし見みよ，万ばん軍ぐんの主しゅは言いわれる。「わたしは人ひとの子こらに，もうしばらくするとレバノンがよく肥こえた畑はたけに変かわり，そのよく肥こえた畑はたけが森もりのように思おもわれる時ときが来くることを示しめそう。」

29 ①そしてその日ひ，耳みみの聞きこえない者ものもその書しょ物もつの御み言こと葉ばを聞きき，目めの見みえない者ものも暗くら闇やみから，また暗あん黒こくから出でて見みえるようになる。

30 また，①柔にゅう和わな者ものたちも増ふえて主しゅにあって②喜よろこびを得え，人ひと々びとの中なかの貧まずしい者ものたちは，イスラエルの聖せい者じゃによって喜よろこびを味あじわうようになる。

31 ①荒あら々あらしい者ものはいなくなり，あざける者ものは焼やき尽つくされ，罪ざい悪あくの機きをうかがう者ものは絶たたれることを，主しゅが生いきておられるように確たしかに，彼かれらは知しるからである。

32 たった一ひと言ことのために人ひとを①悪わるく見みる者もの，②門もんでとがめる者ものに対たいしてわなを仕し掛かける者もの，また価か値ちのないもののために正ただしい者ものを③退しりぞける者もの，これらの者ものは断たたれる。

33 さて，アブラハムを贖あがなわれた主しゅは，ヤコブの家いえについてこう言いわれる。「それゆえ，ヤコブはもはや恥はじを受うけることなく，また，もはや顔かお色いろを失うしなうこともない。

34 彼かれが自じ分ぶんの中なかにわたしの手ての業わざである自じ分ぶんの子し孫そんを①見みるとき，彼かれらはわたしの名なを神しん聖せいであるとたたえ，ヤコブの聖せい者じゃを神しん聖せいな御お方かたとしてたたえ，イスラエルの神かみを畏おそれ敬うやまう。

35 心こころに①誤ご解かいを生しょうじていた者ものも理り解かいするようになり，つぶやいていた者ものも教きょう義ぎを②知しるようになる。」



第28章

終おわりの時ときに，多おおくの偽いつわりの教きょう会かいが設もうけられる。これらの教きょう会かいは，偽いつわりの，むなしい，愚おろかな教きょう義ぎを教おしえる。偽にせ教きょう師しがいて背はい教きょうが広ひろがる。悪あく魔まは人ひと々びとの心こころの中なかで荒あれ狂くるう。悪あく魔まはあらゆる偽いつわりの教おしえを広ひろめる。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 さて見みよ，わたしの同胞はらからよ，わたしは御み霊たまによって促うながされるままに，あなたがたに語かたってきた。したがって，これらのことが将しょう来らい必かならず起おこることを，わたしは知しっている。

2 その①書しょ物もつから書かき記しるされる事こと柄がらは，人ひとの子こらのために，特とくにイスラエルの家いえの残のこりの者ものであるわたしたちの子し孫そんのために，大おおいに②価か値ちがある。

3 そしてその日ひには，主しゅのために設もうけられたのではない①数かず々かずの教きょう会かいがあって，ある者ものは別べつの者ものに向むかって，「見みよ，わたしは主しゅの教きょう会かいの者ものだ」と言いい，別べつの者ものも，「わたしこそ主しゅの教きょう会かいの者ものだ」と言いう。教きょう会かいを設もうけた者ものたちは皆みな，主しゅのために設もうけたのではないにもかかわらず，このように言いう。

4 そして，彼かれらは互たがいに言いい争あらそう。また，その聖せい職しょく者しゃたちも互たがいに言いい争あらそって，自じ分ぶんの①学がく識しきで教おしえ，語かたる言こと葉ばを与あたえてくださる聖せい霊れいを否ひ定ていする。

5 彼かれらはイスラエルの聖せい者じゃである神かみの力ちからを①否ひ定ていし，人ひと々びとに言いう。「わたしたちに耳みみを傾かたむけ，わたしたちの訓くん戒かいを聞ききなさい。見みよ，今こん日にち，神かみは②存そん在ざいしないからである。主しゅなる贖あがない主ぬしはすでに御ご自じ分ぶんの業わざを終おえ，御ご自じ分ぶんの力ちからを人ひとに与あたえられた。

6 見みよ，わたしの訓くん戒かいを聴ききなさい。もし主しゅの手てによって奇き跡せきが行おこなわれたと言いう者ものがいても，信しんじてはならない。今こん日にち，神かみは①奇き跡せきの神かみではないからである。神かみはすでに御ご自じ分ぶんの業わざを終おえられた。」

7 また，次つぎのように言いう者ものも大おお勢ぜいいる。「明あ日すは死しぬ身みなのだから，①飲のみ食くいし，楽たのしみなさい。そうすれば，わたしたちは幸しあわせだ。」

8 次つぎのように言いう者ものもまた大おお勢ぜいいる。「飲のみ食くいし，楽たのしみなさい。しかし同どう時じに神かみを畏おそれなさい。神かみは少すこしの罪つみを犯おかすことは①許ゆるしてくださる。だから，少すこしばかり②偽いつわりを言いい，人ひとの言こと葉ばに付つけ込こんで欺あざむき，隣りん人じんを陥おとしいれる③穴あなを掘ほりなさい。これは少すこしも悪わるいことではない。わたしたちは明あ日すは死しぬ身みなのだから，これらのことをすべて行おこないなさい。たとえわたしたちに罪つみがあるとしても，神かみはわたしたちをほんの少すこし鞭むち打うたれるだけで，結けっ局きょくわたしたちは神かみの王おう国こくに救すくわれる。」

9 このように，偽いつわりの，むなしい，①愚おろかな②教きょう義ぎを教おしえ，心こころの中なかで誇ほこり高たかぶり，自じ分ぶんたちのはかりごとを深ふかく隠かくして主しゅに知しられないようにしようとする者ものが大おお勢ぜいいる。彼かれらの行おこないは，闇やみの中なかにある。

10 そのとき，聖せい徒とたちの①血ちが，地ちから叫さけんで彼かれらを訴うったえる。

11 まことに，彼かれらは皆みな，①道みちから外はずれ，②堕だ落らくしてしまっている。

12 彼かれらの教きょう会かいは，高こう慢まんのために，また偽にせ教きょう師しと偽いつわりの教きょう義ぎのために腐ふ敗はいしている。彼かれらの教きょう会かいは思おもい上あがっており，高こう慢まんのために，彼かれらは誇ほこり高たかぶっている。

13 彼かれらは立りっ派ぱな聖せい堂どうを建たてるために①貧まずしい者ものから②奪うばい取とり，また華はなやかな衣ころもをまとうために貧まずしい者ものから奪うばい，柔にゅう和わな者ものと心こころの貧まずしい者ものを苦くるしめる。③高こう慢まんのために誇ほこり高たかぶっているからである。

14 彼かれらは心こころを①かたくなにし，頭かしらを高たかくする。そして，キリストに従したがう少しょう数すうの謙けん遜そんな者ものたちを除のぞいて，すべての者ものが，高こう慢まんと悪あく事じと忌いまわしい行おこないとみだらな行おこないのために②迷まよってしまっている。しかし，キリストに従したがう少しょう数すうの者ものたちも誘さそいを受うけ，人ひとの訓くん戒かいによって教おしえられるので，度たび々たび過あやまちを犯おかす。

15 おお，心こころを①高こう慢まんにして誇ほこり高たかぶる②知ち者しゃ，学がく者しゃ，物もの持もち，また偽いつわりの教きょう義ぎを説とくすべての者もの，みだらな行おこないをして主しゅの正ただしい道みちを曲まげるすべての者もの，これらの者ものは③災わざわいである，災わざわいである，災わざわいである。全ぜん能のうの主しゅなる神かみがこう言いわれる。これらの者ものは地じ獄ごくに突つき落おとされるからである。

16 価か値ちのないもののために正ただしい者ものを①退しりぞけ，善よいことをののしって，それは何なんの価か値ちもないと言いう者ものは，災わざわいである。主しゅなる神かみが地ちに住すむ者ものに，速すみやかに報むくいを下くだされる日ひが来くるからである。罪ざい悪あくが②完かん全ぜんに熟じゅくすその日ひに，彼かれらは滅ほろびるのである。

17 しかし見みよ，地ちに住すむ者ものが自じ分ぶんたちの悪あく事じと忌いまわしい行おこないを悔くい改あらためるならば，彼かれらは滅ほろぼされることはないと，万ばん軍ぐんの主しゅは言いわれる。

18 しかし見みよ，全ぜん地ちの①淫いん婦ぷであるあの大おおきな忌いまわしい教きょう会かいは，地ちに②崩くずれ落おち，その倒たおれ方かたはひどい。

19 悪あく魔まの王おう国こくは必かならず①揺ゆれ動うごく。また，それに属ぞくする者ものは，必かならず悔くい改あらためるように促うながされる。そうでなければ，彼かれらは②悪あく魔まの永えい遠えんの③鎖くさりに縛しばられ，怒いかるようにそそのかされて滅ほろびてしまう。

20 見みよ，その日ひ，悪あく魔まは人ひとの子こらの心こころの中なかで①荒あれ狂くるい，人ひとの子こらをそそのかして善よいことに対たいして怒いからせる。

21 また，悪あく魔まはほかの人ひと々びとを①なだめ，彼かれらを欺あざむいて現げん世せでの安あん全ぜんを確かく信しんさせるので，彼かれらは，「シオンの中なかでは，すべてが良よい。まことに，シオンは栄さかえており，すべてが良よい」と言いう。②悪あく魔まはこのようにして人ひと々びとをだまし，巧たくみに地じ獄ごくに誘さそい落おとすのである。

22 そして見みよ，悪あく魔まはほかの人ひと々びとにへつらい，「①地じ獄ごくはない」と告つげ，「悪あく魔まはいないので，わたしは悪あく魔まではない」と言いう。悪あく魔まはこのように彼かれらの耳みみにささやいて，決けっして逃にげられない恐おそろしい②鎖くさりで縛しばってしまう。

23 まことに彼かれらは，死しと地じ獄ごくに捕とらえられる。そして，死しと地じ獄ごくと悪あく魔まと，それらに捕とらえられたすべての者ものは，神かみの御み座ざの前まえに立たたなければならない。そして，彼かれらは自じ分ぶんの行おこないに応おうじて①裁さばかれる。それから彼かれらは，自じ分ぶんたちのために用よう意いされた場ば所しょ，すなわち無む窮きゅうの苦く痛つうである火ひと硫い黄おうの②池いけに入はいらなければならない。

24 したがって，シオンでのんきに暮くらす者ものは，災わざわいである。

25 「すべてが良よい」と大おお声ごえで叫さけぶ者ものは，災わざわいである。

26 まことに，人ひとの訓くん戒かいに①耳みみを傾かたむけ，神かみの力ちからと聖せい霊れいの賜たま物ものを否ひ定ていする者ものは，災わざわいである。

27 まことに，「わたしたちは受うけているので，もうこれ以い上じょうは①必ひつ要ようない」と言いう者ものは，災わざわいである。

28 要ようするに，神かみの真しん理りのゆえに身みを震ふるわせて①怒いかる者ものは皆みな，災わざわいである。見みよ，②岩いわの上うえに建たてられる者ものは喜よろこんで神かみの真しん理りを受うけ入いれるが，砂すなの土ど台だいの上うえに建たてられる者ものは，倒たおれるのではないかと震ふるえおののくからである。

29 「わたしたちは，すでに神かみの言こと葉ばを頂いただいている。もうこれで十じゅう分ぶんだから，①これ以い上じょう神かみの言こと葉ばは②必ひつ要ようない」と言いう者ものは，災わざわいである。

30 見みよ，主しゅなる神かみはこう言いわれる。「わたしはここにも少すこし，そこにも少すこしと，教おしえに教おしえ，①訓くん戒かいに訓くん戒かいを加くわえて，それを人ひとの子こらに与あたえよう。わたしの訓くん戒かいを聴きき，わたしの勧すすめに耳みみを貸かす者ものは，②知ち恵えを得えるので幸さいわいである。わたしは③受うけ入いれる者ものに④さらに多おおく与あたえ，『もう十じゅう分ぶんである』と言いう者ものからは，彼かれらが持もっているものさえも取とり上あげる。」

31 人ひとに①頼たよる者もの，すなわち肉にくを自じ分ぶんの腕うでとする者ものはのろわれる。すなわち，聖せい霊れいの力ちからによって与あたえられる訓くん戒かいではなく，人ひとの訓くん戒かいに耳みみを傾かたむける者ものはのろわれる。

32 万ばん軍ぐんの主しゅなる神かみは言いわれる。「異い邦ほう人じんは①災わざわいである。わたしが日ひ々び腕うでを伸のべているにもかかわらず，彼かれらはわたしを拒こばむからである。それでも，彼かれらが悔くい改あらためてわたしのもとに来くるならば，わたしは彼かれらを憐あわれもう。わたしは終しゅう日じつ，②腕うでを伸のべているからである」と主しゅなる神かみは言いわれる。



第29章

多おおくの異い邦ほう人じんは『モルモン書しょ』を拒こばむ。彼かれらは，「ほかに聖せい書しょは必ひつ要ようない」と言いう。主しゅは多おおくの国こく民みんに語かたられる。主しゅは書かき記しるされる数かず々かずの書しょによって世よの人ひと々びとを裁さばかれる。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 「しかし見みよ，わたしが異い邦ほう人じんの中なかで①驚おどろくべき業わざを始はじめるその日ひには，異い邦ほう人じんの数かずは多おおい。わたしが驚おどろくべき業わざを行おこなうのは，人ひとの子こらに立たてた②聖せい約やくを思おもい起おこして，イスラエルの家いえに属ぞくするわたしの民たみを③再ふたたび連つれ戻もどす業わざに着ちゃく手しゅするためである。

2 また，あなたニーファイとあなたの父ちちに立たてた約やく束そく，すなわち，あなたがたの子し孫そんを覚おぼえ，あなたがたの子し孫そんの①言こと葉ばがわたしの口くちから出でて，あなたがたの子し孫そんに伝つたわるようにするという約やく束そくを，わたしが思おもい起おこして守まもるためである。わたしの言こと葉ばは地ちの果はてまで②響ひびき渡わたり，イスラエルの家いえに属ぞくするわたしの民たみにとって③旗はたとなる。

3 そして，わたしの言こと葉ばが響ひびき渡わたるので，多おおくの異い邦ほう人じんは，『①聖せい書しょか，聖せい書しょか。我われ々われはすでに聖せい書しょを持もっている。これ以い外がいに聖せい書しょがあるはずがない』と言いう。」

4 しかし，主しゅなる神かみはこう言いわれる。「おお，愚おろかな者ものよ，彼かれらは聖せい書しょを持もつが，それは昔むかしわたしが聖せい約やくを交かわした民たみ，①ユダヤ人じんから出でるものである。彼かれらはユダヤ人じんから得える②聖せい書しょについて，ユダヤ人じんにどのように感かん謝しゃしているか。まことに，異い邦ほう人じんはどういうつもりか。彼かれらはユダヤ人じんが負おった労ろう苦くと労ろう力りょく，骨ほね折おり，また自じ分ぶんたちに救すくいを得えさせることになったユダヤ人じんの，わたしに対たいする努ど力りょくを思おもい起おこしているか。

5 おお，異い邦ほう人じんよ，あなたがたは，昔むかしわたしが聖せい約やくを交かわした民たみ，ユダヤ人じんを覚おぼえていたか。いや，逆ぎゃくにあなたがたは彼かれらをのろい，①憎にくみ，彼かれらを元もとの状じょう態たいに戻もどそうとはしなかった。しかし見みよ，主しゅなるわたしはわたしの民たみを忘わすれたことはないので，これらすべてのことの責せめをあなたがた自じ身しんの頭こうべに求もとめる。

6 『①聖せい書しょか。我われ々われはすでに聖せい書しょを持もっている。だから，ほかに聖せい書しょは必ひつ要ようない』と言いう者ものよ，あなたがたは愚おろか者ものである。あなたがたはユダヤ人じんによらずに聖せい書しょを手てに入いれたか。

7 あなたがたは，国こく民みんは数かず多おおくあることを知しらないのか。主しゅであり，あなたがたの神かみであるわたしがすべての人ひとを①造つくったこと，またわたしが②海うみの島しま々じまにいる者ものたちを覚おぼえていることを知しらないのか。またわたしが上うえは天てんで治おさめ，下したは地ちで治おさめていること，そしてわたしの言こと葉ばを人ひとの子こら，すなわち地ちのすべての国こく民みんにもたらすことを知しらないのか。

8 さて，なぜあなたがたは，わたしの言こと葉ばがもっと多おおく与あたえられるからと言いってつぶやくのか。①二つの国こく民みんの証あかしが，わたしが神かみであることと，一つの国こく民みんをもう一つの国こく民みんと同おなじように覚おぼえていることの，あなたがたへの②証しょう拠ことなることを知しらないのか。わたしは一つの国こく民みんに語かたるのと同おなじ言こと葉ばを別べつの国こく民みんにも語かたる。そして，その二つの③国こく民みんが合あわせられるとき，二つの国こく民みんの証あかしも合あわせられるのである。

9 わたしがこれを行おこなうのは，わたしが昨日きのうも，今日きょうも，またとこしえに①変かわらないことと，わたし自じ身しんの望のぞむままにわたしの言こと葉ばを語かたるということを，多おおくの人ひとに証しょう明めいするためである。したがってわたしが②一ひと言こと語かたったので，もう一ひと言ことも語かたれないと思おもってはならない。わたしの業わざはまだ終おわっていないからである。わたしの業わざは人ひとの存そん在ざいが尽つきるまで終おわらないし，その後のちとこしえに終おわりがないのである。

10 それゆえ，聖せい書しょを持もっているからといって，わたしの①言こと葉ばがすべてそこに含ふくまれていると思おもってはならない。また，わたしがもっと大たい切せつなことを書かき記しるさせなかったと思おもってもならない。

11 わたしは，東ひがしの地ち，西にしの地ち，北きたの地ち，南みなみの地ち，また海うみの島しま々じまにいる①すべての者ものに，わたしの語かたる言こと葉ばを②書かき記しるすように命めいじるからである。わたしは書かき記しるされる③数かず々かずの書しょによって，世よのあらゆる人ひとを，書かき記しるされていることに従したがい，彼かれらの行おこないに応おうじて④裁さばく。

12 見みよ，わたしが①ユダヤ人じんに語かたれば，彼かれらはそれを書かき記しるし，ニーファイ人じんに語かたれば，彼かれらはそれを②書かき記しるす。また，わたしが連つれ出だしたイスラエルの家いえのほかの部ぶ族ぞくに語かたれば，彼かれらもそれを書かき記しるす。さらにわたしが地ちの③すべての国こく民みんに語かたれば，彼かれらはそれを書かき記しるす。

13 そして①ユダヤ人じんはニーファイ人じんの言こと葉ばを得えて，ニーファイ人じんはユダヤ人じんの言こと葉ばを得える。また，ニーファイ人じんとユダヤ人じんは，イスラエルの②行ゆく方えの知しれない部ぶ族ぞくの言こと葉ばを得えて，イスラエルの行ゆく方えの知しれない部ぶ族ぞくは，ニーファイ人じんとユダヤ人じんの言こと葉ばを得える。

14 そして，①イスラエルの家いえに属ぞくするわたしの民たみは，彼かれらの所しょ有ゆうの地ちに集あつめ戻もどされ，わたしの言こと葉ばも②一つに集あつめられる。こうして，わたしが神かみであることと，わたしがアブラハムに彼かれの③子し孫そんを④とこしえに覚おぼえると⑤聖せい約やくを立たてたこととを，わたしの言こと葉ばと⑥イスラエルの家いえに属ぞくするわたしの民たみに逆さからって戦たたかう者ものたちに示しめそう。」



第30章

改かい宗しゅうした異い邦ほう人じんは聖せい約やくの民たみとともに数かぞえられる。多おおくのレーマン人じんとユダヤ人じんが書しょ物もつの御み言こと葉ばを信しんじて，喜よろこばしい状じょう態たいになる。イスラエルは元もとの状じょう態たいに戻もどり，悪あく人にんは滅ほろぼされる。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 さて見みよ，わたしの愛あいする同胞はらからよ，わたしはあなたがたに語かたりたい。わたしニーファイはあなたがたに，自じ分ぶんたちが異い邦ほう人じん以い上じょうに義ぎにかなっていると思おもってほしくないからである。見みよ，神かみの命めい令れいに従したがわないならば，あなたがたも皆みな同おなじように滅ほろびる。しかし，すでに述のべられた言こと葉ばがあるからといって，異い邦ほう人じんがことごとく滅ほろぼされると考かんがえてはならない。

2 それは，見みよ，あなたがたに言いうが，異い邦ほう人じんであっても悔くい改あらためる者ものは皆みな，主しゅの①聖せい約やくの民たみとなり，②ユダヤ人じんであっても悔くい改あらためない者ものは皆みな，捨すてられるからである。③悔くい改あらためてイスラエルの聖せい者じゃである御おん子こを信しんじる者ものでなければ，主しゅはだれとも聖せい約やくされないからである。

3 ところで，わたしはユダヤ人じんと異い邦ほう人じんについてもう少すこし預よ言げんしたい。わたしが前まえに語かたったあの書しょ物もつが出でて，異い邦ほう人じんに書かき伝つたえられ，再ふたたび封ふうじられて主しゅに託たくされた後のち，書かき記しるされたそれらの御み言こと葉ばを①信しんじる人ひと々びとが大おお勢ぜいいる。②彼かれらはそれらの御み言こと葉ばを，わたしたちの子し孫そんの残のこりの者ものに広ひろめる。

4 その後のち，わたしたちの子し孫そんの残のこりの者ものは，わたしたちのことと，わたしたちがエルサレムから出でて来きた次し第だいと，自じ分ぶんたちがユダヤ人じんの子し孫そんであることを知しる。

5 そして，イエス・キリストの福ふく音いんが①彼かれらの中なかで告つげ知しらされる。それゆえ②彼かれらは，自じ分ぶんたちの先せん祖ぞについての③知ち識しきを再ふたたび得えて，また先せん祖ぞの中なかで知しられていたイエス・キリストについての知ち識しきも得えるようになる。

6 そこで彼かれらは，それが神かみの手てから自じ分ぶんたちに与あたえられた祝しゅく福ふくであることを知しって，喜よろこぶであろう。また，暗あん黒こくのうろこが彼かれらの目めからはがれ始はじめ，多おおくの世せ代だいが過すぎないうちに，彼かれらは清きよい，①喜よろこばしい民たみになる。

7 そして，散ちらされている①ユダヤ人じんもキリストを②信しんじ始はじめ，地ちの面おもてに集あつまり始はじめる。そして，キリストを信しんじる者ものは皆みな，喜よろこばしい民たみになる。

8 そして主しゅなる神かみは，御ご自じ分ぶんの民たみを地ち上じょうで回かい復ふくするために，すべての国こく民みん，部ぶ族ぞく，国こく語ごの民たみ，民みん族ぞくの中なかで御ご自じ分ぶんの業わざを始はじめられる。

9 そして①主しゅなる神かみは，義ぎをもって貧まずしい者ものを②裁さばき，公こう平へいをもって地ちの③柔にゅう和わな者もののために責せめられる。また，その口くちの鞭むちで世よを打うち，その唇くちびるの息いきで悪あく人にんを殺ころされる。

10 主しゅなる神かみが，民たみの中なかに甚はなはだしい①分ぶん離りを引ひき起おこされる②時ときが速すみやかに来くる。そのとき，主しゅなる神かみは悪あく人にんを滅ほろぼし，御ご自じ分ぶんの民たみを③救すくわれる。まことに，たとえ火ひで悪あく人にんを④滅ほろぼさなければならなくても，そのようにされる。

11 ①義ぎはその腰こしの帯おびとなり，忠ちゅう信しんはその腹はらの帯おびとなる。

12 ①またそのとき，おおかみは子こ羊ひつじとともに宿やどり，ひょうは子こやぎとともに伏ふし，子こ牛うしと若わかいライオンと肥こえた若わかい家か畜ちくはともにいて，幼おさない子こ供どもがこれらを導みちびく。

13 雌め牛うしとくまはともに食たべ，その子こらはともに伏ふし，ライオンは牛うしのようにわらを食たべる。

14 乳ち飲のみ子ごは毒どく蛇じゃの穴あなの上うえで戯たわむれ，乳ち離ばなれした子こはまむしの穴あなに手てを置おく。

15 彼かれらは，わたしの聖せいなる山やまのどこにおいても，害がいを与あたえることはなく損そこなうこともない。水みずが海うみを覆おおっているように，主しゅを知しる知ち識しきが地ちに満みちるからである。

16 また，①すべての国こく民みんのことが知しられるようになる。まことに，すべてのことが人ひとの子こらに②知しらされるようになる。

17 秘ひ密みつのことで①明あきらかにされないことはなく，闇やみの業わざで明あかるみに出でないものもない。また，地ち上じょうで結むすばれたもので解とかれないものもない。

18 したがって，人ひとの子こらに明あきらかにされてきたことはすべて，その日ひに明あきらかにされる。サタンは①もはや長ながい間あいだ，人ひとの子こらの心こころを支し配はいする力ちからを持もたない。さて，わたしの愛あいする同胞はらからよ，わたしはこれでわたしの言こと葉ばを終おえる。



第31章

ニーファイ，キリストがバプテスマを受うけられた訳わけを告つげる。救すくいを得えるためには，人ひとはキリストに倣ならってバプテスマを受うけ，聖せい霊れいを授さずかり，最さい後ごまで堪たえ忍しのばなければならない。悔くい改あらためとバプテスマは，細ほそくて狭せまい道みちに至いたる門もんである。永えい遠えんの命いのちは，バプテスマを受うけた後のちも戒いましめを守まもる人ひと々びとに与あたえられる。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 さて，わたしニーファイは，あなたがた愛あいする同胞はらからに①預よ言げんすることをこれで終おえる。わたしは将しょう来らい必かならず起おこると知しっていることを，少すこししか書かき記しるせない。また，弟おとうとのヤコブの言こと葉ばも少すこししか書かき記しるせない。

2 しかし，これまで書かき記しるしてきたことで十じゅう分ぶんである。ただ，キリストの①教きょう義ぎについては少すこし述のべておかなければならない。それで，わたしの分わかりやすい預よ言げんの仕し方かたで，あなたがたに分わかりやすく述のべておく。

3 わたしは，分わかりやすいことを喜よろこびとする。主しゅなる神かみは分わかりやすい方ほう法ほうで，人ひとの子こらの中なかで業わざを行おこなわれるからである。主しゅなる神かみは理り解かい力りょくに①光ひかりをお与あたえになる。主しゅなる神かみは，人ひと々びとが理り解かいできるように彼かれらの②言こと葉ばに倣ならって語かたられる。

4 そこで，主しゅがわたしに示しめされたあの①預よ言げん者しゃ，すなわち世よの罪つみを取とり除のぞかれる②神かみの小こ羊ひつじにバプテスマを施ほどこす預よ言げん者しゃについて，わたしが前まえに述のべたことを思おもい起おこしてもらいたい。

5 さて，神かみの小こ羊ひつじが聖せいなる御お方かたであっても，あらゆる義ぎを満みたすために水みずで①バプテスマをお受うけになる必ひつ要ようがあるとすれば，おお，聖きよくないわたしたちがバプテスマを，すなわち水みずでバプテスマを受うけることは，なおさら必ひつ要ようではないだろうか。

6 そこで，わたしの愛あいする同胞はらからよ，神かみの小こ羊ひつじは水みずでバプテスマをお受うけになることによって，どのようにあらゆる義ぎを満みたされたのか，わたしはあなたがたに尋たずねたい。

7 あなたがたは小こ羊ひつじが聖きよくあられたことを知しらないのか。しかし小こ羊ひつじは，聖きよいにもかかわらず，肉にくにおいては御おん父ちちの前まえにへりくだることを人ひとの子こらに示しめされる。そして，御おん父ちちの戒いましめを守まもることについて御おん父ちちに①従じゅう順じゅんであることを，御おん父ちちに証しょう明めいされるのである。

8 それゆえ，小こ羊ひつじが水みずでバプテスマをお受うけになると，聖せい霊れいが①鳩はとの②形かたちを取とって小こ羊ひつじのうえに降くだって来こられた。

9 そしてまた，それは人ひとの子こらに，道みちが細ほそくて彼かれらの入はいる①門もんが狭せまいことを示しめしており，小こ羊ひつじは彼かれらの前まえに模も範はんを示しめされたのである。

10 小こ羊ひつじは，「わたしに①従したがいなさい」と人ひとの子こらに言いわれた。それゆえ，愛あいする同胞はらからよ，進すすんで御おん父ちちの戒いましめに従したがわないで，わたしたちはイエスに②従したがうことができるだろうか。

11 御おん父ちちは言いわれた。「悔くい改あらためよ。悔くい改あらためよ。わたしの愛あいする子この名なによってバプテスマを受うけよ。」

12 また，御おん子この声こえがわたしに聞きこえて言いわれた。「父ちちは，わたしの名なによってバプテスマを受うける者ものに，わたしに授さずけてくださったと同おなじように聖せい霊れいを①授さずけてくださる。それゆえ，わたしに②従したがい，わたしが行おこなうのを見みたそのことを，あなたがたも行おこないなさい。」

13 したがって，わたしの愛あいする同胞はらからよ，もしあなたがたが十じゅう分ぶんに固かたい決けつ意いをもって御おん子こに従したがい，神かみの前まえに決けっして偽ぎ善ぜんと欺あざむきを行おこなうことなく誠せい意いをもって行こう動どうし，罪つみを悔くい改あらため，①バプテスマによって，まことに，あなたがたの主しゅであり救すくい主ぬしである御お方かたに従したがい，主しゅの言こと葉ばのとおりに水みずに入はいり，バプテスマを受うけることによって，キリストの名なを喜よろこんで受うけることを御おん父ちちに証しょう明めいするならば，見みよ，そのとき，あなたがたは聖せい霊れいを受うける。すなわち，そのとき②火ひと聖せい霊れいによるバプテスマを受うける。するとあなたがたは③天てん使しの言こと葉ばで語かたり，イスラエルの聖せい者じゃに賛さん美びの声こえを上あげることができるのである。わたしはそれを知しっている。

14 しかし見みよ，わたしの愛あいする同胞はらからよ，御おん子この声こえが次つぎのように聞きこえてわたしに言いわれた。「あなたがたは罪つみを悔くい改あらため，水みずによるバプテスマを受うけることによってわたしの戒いましめを進すすんで守まもることを御おん父ちちに証しょう明めいし，火ひと聖せい霊れいによるバプテスマを受うけ，新あたらしい言こと葉ば，すなわち天てん使しの言こと葉ばで語かたれるようになった後のちに，わたしを①否ひ定ていするのであれば，わたしを知しらなかった方ほうがあなたがたのために②よかったであろう。」

15 わたしはまた，御おん父ちちがこう言いわれる声こえを聞きいた。「まことに，わたしの愛あいする者ものの言こと葉ばは真しん実じつであり，確たしかである。最さい後ごまで堪たえ忍しのぶ者ものは救すくわれる。」

16 さて，わたしの愛あいする同胞はらからよ，このことから，人ひとは生いける神かみの御おん子この①模も範はんに倣ならって，最さい後ごまで②堪たえ忍しのばなければ救すくわれないことが分わかる。

17 したがって，わたしがあなたがたの主しゅであり贖あがない主ぬしである御お方かたの行おこなわれることを先せん見けんして，これまで語かたってきたことを，あなたがたも行おこないなさい。これらのことがわたしに示しめされたのは，あなたがたが入はいらなければならない門もんを知しることができるようにするためである。あなたがたが入はいらなければならない門もんとは，悔くい改あらためと，水みずによる①バプテスマである。そうすれば，火ひと聖せい霊れいによって②罪つみの赦ゆるしが与あたえられる。

18 そのとき，あなたがたは，永えい遠えんの命いのちに至いたる①細ほそくて狭せまい②道みちにいることになる。まことに，あなたがたはその門もんから入はいっている。あなたがたは御おん父ちちと御おん子この戒いましめに従したがってこのように行おこなっている。またあなたがたは，御おん父ちちと御おん子こについて③証あかしをされる聖せい霊れいを受うけている。こうして，その方ほう法ほうによって入はいるならば受うけると主しゅが約やく束そくされた，その約やく束そくが果はたされたのである。

19 さて，わたしの愛あいする同胞はらからよ，わたしは尋たずねたい。あなたがたがこの細ほそくて狭せまい道みちに入はいったならば，それですべて①終おわりであろうか。見みよ，わたしはそうではないと言いう。もしキリストを信しんじる確かっ固ことした②信しん仰こうをもってキリストの言こと葉ばに従したがい，人ひとを救すくう力ちからを備そなえておられるこの御お方かたの功く徳どくにひたすら③頼たよらなかったならば，あなたがたは，ここまで進すすんで来くることさえできなかったからである。

20 したがって，あなたがたはこれからもキリストを確かっ固ことして信しんじ，完かん全ぜんな①希き望ぼうの輝かがやきを持もち，神かみとすべての人ひとを②愛あいして力ちから強づよく③進すすまなければならない。そして，キリストの言こと葉ばをよく味あじわいながら力ちから強づよく進すすみ，最さい後ごまで④堪たえ忍しのぶならば，見みよ，御おん父ちちは，「あなたがたは永えい遠えんの命いのちを受うける」と言いわれる。

21 さて見みよ，わたしの愛あいする同胞はらからよ，これが①道みちである。そして，②このほかには人ひとを神かみの王おう国こくに救すくう道みちも③名なも天てん下かに与あたえられていない。見みよ，これがキリストの④教きょう義ぎであって，限かぎりなく⑤一つの神かみである⑥御おん父ちちと御おん子こと聖せい霊れいの唯ゆい一いつの真しん正せいな教おしえである。アーメン。



第32章

天てん使しは聖せい霊れいの力ちからによって語かたる。人ひとは祈いのり，自じ分ぶんで聖せい霊れいから知ち識しきを得えるようにしなければならない。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 さて見みよ，わたしの愛あいする同胞はらからよ，あなたがたはその道みちによって入はいってからどのようにすればよいのか，多た少しょう心こころの中なかで深ふかく考かんがえていると思おもう。しかし見みよ，なぜこれらのことを心こころの中なかで深ふかく考かんがえているのか。

2 あなたがたは，聖せい霊れいを①受うけたら②天てん使しの言こと葉ばで語かたることができるとわたしが言いったことを覚おぼえていないのか。また，聖せい霊れいによらなければ，どうして天てん使しの言こと葉ばで語かたることができようか。

3 ①天てん使しは聖せい霊れいの力ちからで語かたる。したがって，天てん使しはキリストの言こと葉ばを語かたる。さて，わたしは，キリストの言こと葉ばを②よく味あじわうようにあなたがたに言いった。見みよ，キリストの言こと葉ばはあなたがたがなすべきことをすべて告つげるからである。

4 さて，わたしがこれらのことを述のべても，あなたがたが理り解かいできないとすれば，それはあなたがたが①求もとめもせず，また，門もんをたたきもしないためである。それゆえ，あなたがたは光ひかりの中なかに導みちびかれず，闇やみの中なかで滅ほろびてしまうに違ちがいない。

5 見みよ，わたしは，もう一いち度どあなたがたに言いっておく。あなたがたがその道みちによって入はいり，聖せい霊れいを受うけるならば，聖せい霊れいは，あなたがたがなすべきことをすべてあなたがたに示しめされるであろう。

6 見みよ，これがキリストの教きょう義ぎである。キリストが肉にくにあってあなたがたに御ご自じ身しんを①現あらわされる時ときまで，これ以い上じょうの教きょう義ぎは与あたえられない。そして，キリストが肉にくにあってあなたがたに御ご自じ身しんを現あらわされる時ときには，あなたがたはキリストが言いわれることを行おこなうように努つとめなければならない。

7 さて，わたしニーファイはこれ以い上じょう言いうことができない。御み霊たまがわたしの語かたるのを止とめられるからである。わたしは，人ひと々びとが①不ふ信しん仰こうで，邪じゃ悪あくで，無む知ちであり，強ごう情じょうであるのを悲かなしく思おもう。彼かれらは知ち識しきを求もとめようとしない。また，偉い大だいな知ち識しきを②分わかりやすく，可か能のうなかぎりはっきりした言こと葉ばで教おしえられても，それを理り解かいしようとしない。

8 さて，わたしの愛あいする同胞はらからよ，わたしはあなたがたがまだ心こころの中なかで深ふかく考かんがえているのを承しょう知ちしている。そして，このことについてあなたがたに述のべなければならないのは，わたしにとって悲かなしいことである。あなたがたは，①祈いのるように人ひとに教おしえてくださる御み霊たまに耳みみを傾かたむけるならば，祈いのらなければならないことが分わかるであろう。②悪あく霊れいは祈いのるようにとは人ひとに教おしえず，かえって祈いのってはならないと人ひとに教おしえる。

9 しかし見みよ，わたしはあなたがたに言いっておく。あなたがたは気きを落おとさずに常つねに①祈いのらなければならない。そして，主しゅがあなたがたの行おこなうことを神しん聖せいにしてくださり，あなたがたの行おこなうことが自じ分ぶん自じ身しんに②幸さいわいをもたらすものとなるように，③キリストの名なによってまず御おん父ちちに祈いのらずには，主しゅのためにどんなことも行おこなってはならない。
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モロナイ，ニーファイ人の記録を埋める

トム・ラベル画
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第だい三ニーファイ ニーファイの書しょ このニーファイは，ヒラマンの息むす子こであったニーファイの息むす子こである

そのヒラマンはヒラマンの息むす子こであり，そのヒラマンはアルマの息むす子こであり，アルマはアルマの息むす子こであり，そのアルマはリーハイの息むす子こニーファイの子し孫そんであり，リーハイはユダの王おうゼデキヤの治ち世せいの第だい一年ねんにエルサレムを出でて来きた人ひとである。


第1章

ヒラマンの息むす子こニーファイはゼラヘムラの地ちを去さり，その息むす子こニーファイが記き録ろくを書かき継つぐ。しるしと不ふ思し議ぎがたくさんあったにもかかわらず，悪あく人にんは義ぎ人じんを殺ころそうとする。キリストの降こう誕たんの夜よるが来くる。しるしが示しめされ，新あたらしい星ほしが現あらわれる。偽いつわりと欺あざむきが増まし，ガデアントンの強ごう盗とうが多おおくの者ものを殺ころす。紀き元げん約やく一年ねんから四年ねんに至いたる。

1 さて，第だい九十一年ねんが過すぎ去さった。それはリーハイがエルサレムを去さったときから①六百年ねんであり，その年としには，ラコーニアスが大だいさばきつかさであり，国くにの総そう督とくであった。

2 ヒラマンの息むす子こニーファイは，①真しん鍮ちゅうの版はんと，それまで書かき継つがれてきたすべての記き録ろくと，リーハイがエルサレムを去さって以い来らい神しん聖せいに保ほ存ぞんされてきたすべての品しな々じなに関かんする責せき任にんを，長ちょう男なんの②ニーファイにゆだねて，ゼラヘムラの地ちを去さっていた。

3 彼かれはその地ちを去さったが，彼かれが①どこへ行いったかはだれも知しらない。そして，彼かれの息むす子こニーファイが父ちちに代かわって記き録ろくを，すなわちこの民たみの記き録ろくを書かき継ついだ。

4 さて，第だい九十二年ねんの初はじめには，見みよ，預よ言げん者しゃたちの預よ言げんがさらに完かん全ぜんに成じょう就じゅし始はじめた。民たみの中なかにさらに大おおきなしるしと，さらに大おおきな奇き跡せきが行おこなわれ始はじめたからである。

5 しかし，レーマン人じんサムエルによって①述のべられた言こと葉ばの成じょう就じゅする時ときは過すぎ去さったと言いい出だす者ものたちが何人なんにんかいた。

6 彼かれらは同胞はらからのことを喜よろこび始はじめて，「見みよ，時ときは過すぎ去さり，サムエルの言こと葉ばは成じょう就じゅしていない。だから，あなたがたがこのことを喜よろこび，信しんじたのは，むなしいことだった」と言いった。

7 そして彼かれらは，国くに中じゅうにひどい騒そう動どうを起おこした。そこで，信しんじていた人ひと々びとは，述のべられていることが何なんらかの理り由ゆうで起おこらないようなことがありはしないかと，非ひ常じょうに悩なやみ始はじめた。

8 しかし見みよ，彼かれらは，まるで夜よるのない一日にちのような二昼ちゅう一夜やを確かっ固ことして待まち設もうけ，自じ分ぶんたちの信しん仰こうがむなしいものでなかったことを知しろうとした。

9 さて，信しん仰こう心しんのない者ものたちはある一日にちを特とくに定さだめ，預よ言げん者しゃサムエルによって告つげられたしるしがその日ひまでに現あらわれなければ，これらの言いい伝つたえを信しんじているすべての人ひとを①殺ころすことにした。

10 さて，ニーファイの息むす子こニーファイは，自じ分ぶんの民たみのこの悪あく事じを見みて，心こころに非ひ常じょうな憂うれいを覚おぼえた。

11 そこで彼かれは，出でて行いって地ちに伏ふし，自じ分ぶんの民たみのために，すなわち先せん祖ぞの言いい伝つたえを信しんじていることで殺ころされようとしている人ひと々びとのために，熱ねつ烈れつに神かみに叫さけび求もとめた。

12 そして彼かれは，①終しゅう日じつ熱ねつ烈れつに主しゅに叫さけび求もとめた。すると見みよ，主しゅの声こえが彼かれに聞きこえて言いわれた。

13 「頭あたまを上あげて，元げん気きを出だしなさい。見みよ，時ときは近ちかい。今こん夜や，しるしが示しめされ，①明あ日す，わたしは世よに来くる。そしてわたしは，聖せいなる預よ言げん者しゃたちの口くちを通とおして②語かたってきたすべてのことを成じょう就じゅすることを，世よの人ひと々びとに示しめす。

14 見みよ，わたしは，①世よの初はじめから人ひとの子こらに知しらせてきたすべてのことを②成じょう就じゅするため，また父ちちと子この③両りょう方ほうの思おもいを行おこなうために，④わたし自じ身しんの民たみのもとへ行いく。わたし自じ身しんのゆえに父ちちの御み心こころを行おこない，わたしの肉にくのゆえに子この思おもいを行おこなう。見みよ，時ときは近ちかい。今こん夜や，しるしが示しめされるであろう。」

15 さて，ニーファイに下くだされた御み言こと葉ばは告つげられたとおりに成じょう就じゅし，見みよ，太たい陽ようが沈しずんでも少すこしも①暗くらくならなかった。こうして夜よるになっても暗くらくならなかったので，民たみは驚おどろいた。

16 そして，預よ言げん者しゃたちの言こと葉ばを信しんじなかった多おおくの者ものは地ちに①倒たおれ，まるで死しんだようになった。預よ言げん者しゃたちの言こと葉ばを信しんじた者ものたちに対たいして企くわだてた②殺さつ害がいの大だい計けい画かくが破やぶれてしまったことが分わかったからである。また，かつて告つげられたしるしがすでに現あらわれたからである。

17 そして彼かれらは，神かみの御おん子こが間まもなく御み姿すがたを現あらわされるに違ちがいないということを知しるようになった。まことに，要ようするに北きたの地ちでも南みなみの地ちでも，西にしから東ひがしに至いたるまで全ぜん地ちの面おもてにいる人ひと々びとは皆みな，非ひ常じょうに驚おどろいて地ちに倒たおれた。

18 彼かれらは預よ言げん者しゃたちが長なが年ねんこれらのことについて証あかししてきたこと，またかつて告つげられたしるしがすでに現あらわれたことを知しったからである。そして彼かれらは，自じ分ぶんたちの罪ざい悪あくと不ふ信しん仰こうのために恐おそれ始はじめた。

19 そして，その夜よるは一ひと晩ばん中じゅう少すこしも暗くらくならず，まるで真ま昼ひるのように明あかるかった。そして朝あさには，いつものとおりに再ふたたび太たい陽ようが昇のぼった。そこで彼かれらは，しるしが与あたえられていたので，その日ひに主しゅが①お生うまれになったことを知しった。

20 そして，預よ言げん者しゃの言こと葉ばのとおりに，すべてのことがことごとく成じょう就じゅした。

21 そして，一つの新あたらしい①星ほしもその言こと葉ばのとおりに現あらわれた。

22 さて，このとき以い後ご，サタンは民たみの心こころをかたくなにし，彼かれらが見みたそれらの数かず々かずのしるしと不ふ思し議ぎを信しんじないようにさせるために，民たみの中なかに偽いつわりを広ひろめ始はじめた。しかし，これらの偽いつわりと欺あざむきにもかかわらず，民たみの大たい半はんは信しんじて，主しゅに帰き依えした。

23 さて，ニーファイは民たみの中なかに出でて行いき，またほかにも多おおくの者ものが出でて行いき，悔くい改あらためのためのバプテスマを施ほどこし，それによって民たみの中なかに罪つみの大おおきな①赦ゆるしがあった。このようにして，民たみはその地ちに再ふたたび平へい和わを保たもつようになった。

24 そして，もうモーセの律りっ法ぽうを守まもる①必ひつ要ようがないことを，聖せい文ぶんを使つかって立りっ証しょうしようと努つとめながら，教おしえを説とき始はじめた数すう人にんの者ものがいたほかは，何なんの争あらそいもなかった。この数すう人にんの者ものは，聖せい文ぶんを理り解かいしていなかったので，このことを誤ご解かいしたのである。

25 さて，彼かれらは間まもなく心こころを改あらため，自じ分ぶんたちが思おもい違ちがいをしていたことを納なっ得とくした。律りっ法ぽうはまだ①成じょう就じゅしていないことと，それはことごとく成じょう就じゅしなければならないことが彼かれらに知しらされたからである。律りっ法ぽうは成じょう就じゅしなければならず，まことに，それがすべて成じょう就じゅするまで一いっ点てん一いっ画かくもむなしくなることはないという御み言こと葉ばが彼かれらに与あたえられた。したがって，この年としのうちに彼かれらは自じ分ぶんたちの思おもい違ちがいを知しり，自じ分ぶんたちの誤あやまりを②告こく白はくした。

26 このように，すべての聖せいなる預よ言げん者しゃたちの預よ言げんの言こと葉ばのとおりに数かず々かずのしるしが現あらわれ，民たみに喜よろこびのおとずれがもたらされて，第だい九十二年ねんが過すぎ去さった。

27 そして，第だい九十三年ねんも平へい穏おんに過すぎ去さったが，ただ①ガデアントンの強ごう盗とうが山やま々やまに住すんでいて，この地ちを荒あらし回まわっていた。彼かれらのとりでと隠かくれ場ばが非ひ常じょうに堅けん固ごであったので，民たみは彼かれらを打うち負まかせなかった。そのため彼かれらは多おおくの殺さつ人じんを犯おかし，民たみの中なかでひどい殺さつ戮りくを行おこなった。

28 そして第だい九十四年ねんに，ニーファイ人じんの多おおくの離り反はん者しゃたちが彼かれらのところへ逃にげ込こんだため，彼かれらは非ひ常じょうに増ふえ始はじめた。このことはこの地ちに残のこっているニーファイ人じんに深ふかい憂うれいを与あたえた。

29 また，レーマン人じんの中なかにも深ふかい憂うれいを与あたえる事こと柄がらがあった。見みよ，彼かれらには成せい人じんになった子こ供どもたちと年ねん齢れいの進すすんできた子こ供どもたちが大おお勢ぜいいたが，彼かれらは独ひとり立だちすると，ある①ゾーラム人じんたちの偽いつわりとへつらいの言こと葉ばに惑まどわされ，あのガデアントンの強ごう盗とうの仲なか間まになった。

30 このようにレーマン人じんも苦くるしんだ。そして，若わか者ものたちの悪あく事じのために，彼かれらの信しん仰こうと義ぎは衰おとろえ始はじめた。
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悪あく事じと忌いまわしい行おこないが民たみの中なかに増ふえる。ニーファイ人じんとレーマン人じんは結けっ束そくして，ガデアントンの強ごう盗とうに対たいして自じ衛えいする。改かい宗しゅうしたレーマン人じん，肌はだが白しろくなり，ニーファイ人じんと呼よばれる。紀き元げん約やく五年ねんから十六年ねんに至いたる。

1 さて，第だい九十五年ねんも過すぎ去さり，民たみは前まえに聞きいたあの数かず々かずのしるしと不ふ思し議ぎを忘わすれ始はじめ，またしるし，すなわち天てんからの不ふ思し議ぎに次し第だいに驚おどろかなくなってきた。そして，彼かれらの心こころはかたくなになり，思おもいはくらみ，彼かれらはかつて見み聞ききしたすべてのことを信しんじなくなった。

2 すなわち，そのしるしは民たみの心こころを惑まどわし①欺あざむくために，人ひとによって，また悪あく魔まの力ちからによって行おこなわれたものであるという，愚おろかな思おもいを心こころに抱いだくようになった。このようにしてサタンは再ふたたび民たみの心こころを支し配はいした。そして，彼かれらの目めをくらまし，彼かれらを惑まどわして，キリストの教きょう義ぎは愚おろかでむなしいものであると信しんじさせた。

3 そこで民たみは，悪あく事じと忌いまわしい行おこないを重かさね，さらにこれからもしるし，すなわち不ふ思し議ぎが示しめされることを信しんじなかった。そしてサタンは，方ほう々ぼうを①巡めぐって民たみの心こころを惑まどわし，誘ゆう惑わくし，民たみにこの地ちで大おおきな悪あく事じを行おこなわせた。

4 このようにして，第だい九十六年ねんが過すぎ去さり，また第だい九十七年ねんも，第だい九十八年ねんも，第だい九十九年ねんも過すぎ去さった。

5 また，ニーファイ人じんの民たみの王おう①モーサヤの時じ代だいからすでに百年ねんが過すぎ去さった。

6 リーハイがエルサレムを去さってからすでに六百九年ねんが過すぎ去さった。

7 キリストが世よに来こられるしるしが預よ言げん者しゃたちによって告つげられたが，そのしるしが示しめされたときから九年ねんが過すぎ去さった。

8 ニーファイ人じんはしるしが示しめされたこのときから，すなわちキリストの来らい臨りんから彼かれらの時ときを数かぞえ始はじめた。したがって，九年ねんが過すぎた。

9 ニーファイは記き録ろくについて責せき任にんを負おっていたが，その父ちちのニーファイはゼラヘムラの地ちに①帰かえって来こず，国くに中じゅうどこにも見み当あたらなかった。

10 そして，民たみの中なかで多おおくの宣せん教きょうと預よ言げんが行おこなわれたにもかかわらず，民たみは依い然ぜんとして悪あく事じを続つづけていた。このようにして，第だい十年ねんも過すぎ去さり，第だい十一年ねんも罪ざい悪あくのうちに過すぎ去さった。

11 そして第だい十三年ねんには，国くに中じゅう至いたる所ところで戦せん争そうと争あらそいが始はじまった。ガデアントンの強ごう盗とうがおびただしい数かずになり，民たみの中なかの多おおくの者ものを殺ころし，多おおくの町まちを荒あらし，国くに中じゅうに多おおくの虐ぎゃく殺さつを広ひろめたので，民たみは皆みな，ニーファイ人じんもレーマン人じんも，彼かれらに対たいして武ぶ器きを取とることが必ひつ要ようになった。

12 そのため，主しゅに帰き依えしていたレーマン人じんは皆みな，同胞はらからであるニーファイ人じんと結けっ束そくし，自じ分ぶんたちの命いのちと女おんな子こ供どもを守まもるために，また自じ分ぶんたちの権けん利りと教きょう会かいの特とっ権けん，礼れい拝はいの特とっ権けんと①自じ由ゆうを守まもるために，仕し方かたなくガデアントンの強ごう盗とうに対たいして武ぶ器きを取とった。

13 そして，この第だい十三年ねんが過すぎ去さる前まえに，ニーファイ人じんは，非ひ常じょうに激はげしくなったこの戦せん争そうのために全ぜん滅めつの危き機きにさらされた。

14 さて，ニーファイ人じんに合ごう流りゅうしていたレーマン人じんは，ニーファイ人じんの中なかに数かぞえられ，

15 彼かれらの①のろいは取とり去さられ，彼かれらの肌はだはニーファイ人じんのように②白しろくなった。

16 また，彼かれらの若わかい男おとこたちと娘むすめたちは非ひ常じょうに麗うるわしくなり，ニーファイ人じんの中なかに数かぞえられ，ニーファイ人じんと呼よばれた。このようにして第だい十三年ねんが終おわった。

17 そして，第だい十四年ねんの初はじめにも強ごう盗とうたちとニーファイの民たみの間あいだの戦せん争そうは続つづき，ますます激はげしくなった。それでも，ニーファイの民たみは強ごう盗とうたちに対たいして幾いく分ぶん優ゆう位いに立たったため，自じ分ぶんたちの土と地ちから彼かれらを山やまや彼かれらの隠かくれ場ばに追おい返かえした。

18 このようにして，第だい十四年ねんが終おわったが，第だい十五年ねんに彼かれらはニーファイの民たみに向むかって出でて来きた。そして，ニーファイの民たみの悪あく事じと多おおくの争あらそいと不ふ和わのために，ガデアントンの強ごう盗とうはニーファイの民たみに対たいして何なん度ども優ゆう位いに立たった。

19 このようにして，第だい十五年ねんが終おわった。このように民たみは多おおくの苦く難なんを受うけ，滅めつ亡ぼうの①剣つるぎは彼かれらのうえに迫せまっていて，彼かれらはまさにその剣つるぎによって打うたれようとしていた。これは彼かれらの罪ざい悪あくのためである。



第3章

ガデアントン強ごう盗とう団だんの首しゅ領りょうのギデアンハイ，降こう伏ふくして土と地ちを明あけ渡わたすようにラコーニアスとニーファイ人じんに要よう求きゅうする。ラコーニアス，ギドギドーナイを軍ぐんの総そう司し令れい官かんに任にん命めいする。ニーファイ人じん，自じ衛えいのためにゼラヘムラとバウンティフルの地ちに集あつまる。紀き元げん約やく十六年ねんから十八年ねんに至いたる。

1 さて，キリストの来らい臨りんから十六年ねん目めに，国くにの総そう督とくであるラコーニアスは，この強ごう盗とう団だんの首しゅ領りょうであり，支し配はい者しゃである者ものから手て紙がみを受うけ取とった。それに記しるされていた言こと葉ばは次つぎのとおりである。

2 「国くにの総そう督とくであるラコーニアス閣かっ下か。見みよ，わたしはあなたにこの手て紙がみを書かき，あなたとあなたの民たみが，自じ己この権けん利りであり自じ由ゆうであると考かんがえているものを守まもるに当あたって確かっ固ことしていることに，甚はなはだ大おおいなる賛さん辞じを呈ていするものである。あなたがたは自じ分ぶんたちの自じ由ゆうと自じ分ぶんたちの所しょ有ゆう物ぶつ，自じ分ぶんたちの国くに，すなわちあなたがたがそのように呼よんでいるものを守まもるのに，まるで神かみの手てによって支ささえられているかのようにしっかりと立たっている。

3 しかし，ラコーニアス閣かっ下か。あなたがたがわたしの指し揮きに従したがうこのように多おおくの勇ゆう敢かんな部ぶ下かたちに立たち向むかえると考かんがえるほど，愚おろかでうぬぼれが強つよいことは，わたしには残ざん念ねんに思おもわれる。わたしの勇ゆう敢かんな部ぶ下かたちは今いま，武ぶ器きを身みに着つけて待まち，『ニーファイ人じんのもとへ下くだって行いって滅ほろぼせ』という言こと葉ばを大おおいに待まち焦こがれている。

4 わたしはすでに戦せん場じょうで部ぶ下かたちを試ためして，彼かれらに不ふ屈くつの精せい神しんがあるのを知しっており，また，あなたがたが彼かれらに行おこなった多おおくの不ふ当とうな扱あつかいのために，彼かれらがあなたがたにいつまでも変かわらない憎ぞう悪おを抱いだいていることも知しっている。したがって，彼かれらがあなたがたに向むかって下くだって行いけば，あなたがたを完かん全ぜんに滅ほろぼしてしまうことだろう。

5 そこでわたしは，あなたがたの幸さいわいを思おもいつつこの手て紙がみを書かいて，自じ分ぶん自じ身しんの手てで封ふうじるものである。それは，あなたがたが自じ分ぶんの正ただしいと思おもったことに対たいして確かっ固ことしており，また戦せん場じょうで高こう潔けつな精せい神しんを示しめしているからである。

6 したがって，わたしはあなたに手て紙がみを書かき送おくり，あなたがたがわたしの部ぶ下かの剣つるぎを受うけて滅めつ亡ぼうするよりは，むしろこのわたしの民たみにあなたがたの町まちと土と地ちと所しょ有ゆう物ぶつを引ひき渡わたすように望のぞむ次し第だいである。

7 つまり，あなたがたが降こう伏ふくし，我われ々われと連れん合ごうして我われ々われの①秘ひ密みつの業わざをよく知しり，仲なか間まになって我われ々われのようになること，すなわち，我われ々われの奴ど隷れいではなく，仲なか間まになり，すべての持もち物ものの共きょう有ゆう者しゃになることである。

8 見みよ，わたしはあなたがたに，もしこのように行おこなうならば，あなたがたは滅ほろぼされないと①誓ちかって約やく束そくする。しかし，もしこのように行おこなわなければ，わたしは誓ちかって言いうが，来らい月げつ命めい令れいを下くだして，軍ぐん隊たいをあなたがたに向むかって下くだって行いかせよう。わたしの軍ぐん隊たいは手てをとどめることなく，助じょ命めいすることもなく，あなたがたを殺ころし，あなたがたが絶ぜつ滅めつするまで剣つるぎを浴あびせることだろう。

9 見みよ，わたしはギデアンハイである。わたしはこのガデアントン①秘ひ密みつ結けっ社しゃの支し配はい者しゃである。わたしはこの結けっ社しゃと結けっ社しゃの業わざが②善よいものであることを知しっている。これらは③昔むかしからあり，我われ々われに伝つたえられたものである。

10 ラコーニアス殿どの。わたしはあなたにこの手て紙がみを書かき送おくる。あなたがたは，血ちを流ながすことなく土と地ちと所しょ有ゆう物ぶつを引ひき渡わたし，あなたがたから離り反はんしたこの民たみが，自じ分ぶんたちの権けん利りと統とう治ち権けんを回かい復ふくできるようにしてもらいたい。この民たみは，あなたがたが不ふ当とうにも統とう治ち権けんを与あたえなかったために離り反はんしたのである。したがって，もしあなたがたがこのようにしなければ，わたしはこの民たみが受うけた不ふ当とうな扱あつかいに報ほう復ふくしよう。わたしはギデアンハイである。」

11 さて，ラコーニアスは，この手て紙がみを受うけ取とると非ひ常じょうに驚おどろいた。ギデアンハイが大だい胆たんにも，ニーファイ人じんの地ちの所しょ有ゆう権けんを要よう求きゅうし，民たみを脅きょう迫はくし，また不ふ当とうな扱あつかいを少すこしも受うけたことのない者ものたちのために不ふ当とうな扱あつかいの報ほう復ふくをすると述のべていたからである。これらの者ものたちは，その邪じゃ悪あくな忌いまわしい強ごう盗とうたちのところへ離り反はんして行いったことで，自みずからに①損そん害がいを招まねいただけであった。

12 さて見みよ，総そう督とくであるこのラコーニアスはまことに正ただしい人ひとであり，①強ごう盗とうの要よう求きゅうも脅きょう迫はくも恐おそれなかった。そこで彼かれは，強ごう盗とうの支し配はい者しゃギデアンハイの手て紙がみを気きにせず，自じ分ぶんの民たみに，強ごう盗とうたちが下くだって来くるときに備そなえて主しゅに力ちからを叫さけび求もとめるようにさせた。

13 まことに，彼かれはすべての民たみの中なかに布ふ告こくを出だし，土と地ちは別べつにして，女おんな子こ供どもと大だい小しょうの家か畜ちくの群むれ，それにすべての持もち物ものを一か所しょに集あつめるように伝つたえた。

14 そして彼かれは，民たみを囲かこむとりでを幾いくつも築きずかせ，それを非ひ常じょうに堅けん固ごにさせた。また彼かれは，ニーファイ人じんと，レーマン人じん，すなわちニーファイ人じんの中なかに数かぞえられたすべてのレーマン人じんの両りょう方ほうから成なる軍ぐん隊たいを，見み張はりとして周しゅう囲いに配はい置ちして民たみを見み守まもらせ，日にち夜や強ごう盗とうから彼かれらを守まもらせた。

15 まことに，彼かれは民たみに言いった。「主しゅが生いきておられるように，あなたがたは罪ざい悪あくをすべて悔くい改あらためて主しゅに叫さけび求もとめなければ，あのガデアントンの強ごう盗とうの手てから決けっして救すくわれない。」

16 ラコーニアスの言こと葉ばと預よ言げんは，まことに大おおいなる驚おどろくべきものであり，民たみの全ぜん員いんに恐おそれを生しょうじさせた。そこで彼かれらは，ラコーニアスの言こと葉ばのとおりに行おこなおうと力ちからの限かぎり努ど力りょくした。

17 さて，ラコーニアスは，ニーファイ人じんの全ぜん軍ぐん隊たいに連れん隊たい長ちょうを任にん命めいし，強ごう盗とうたちが荒あれ野のから攻せめて来くるときに軍ぐん隊たいを指し揮きできるようにした。

18 また，すべての連れん隊たい長ちょうの中なかの最さい高こう位いの者ものである，ニーファイ人じんの全ぜん軍ぐんの総そう司し令れい官かんも任にん命めいされた。その人ひとの名なは①ギドギドーナイといった。

19 ニーファイ人じんの中なかには，（彼かれらが悪あく事じを働はたらいている時じ代だいは別べつにして）啓けい示じと①預よ言げんの霊れいを持もっている人ひとを連れん隊たい長ちょうに任にん命めいするという習ならわしがあった。したがって，このギドギドーナイも大だいさばきつかさと同おなじように，民たみの中なかの偉い大だいな預よ言げん者しゃであった。

20 そこで，民たみはギドギドーナイに言いった。「主しゅに祈いのってください。そして，わたしたちが山やまや荒あれ野のに上のぼって行いき，強ごう盗とうたちを攻せめて，彼かれら自じ身しんの土と地ちで滅ほろぼせるようにしてください。」

21 しかし，ギドギドーナイは彼かれらに言いった。「主しゅは①許ゆるされない。もしわたしたちが彼かれらに向むかって上のぼって行いけば，主しゅはわたしたちを彼かれらの手てに②渡わたされるであろう。だからわたしたちは，自じ分ぶんたちの土と地ちの中ちゅう央おうで準じゅん備びし，わたしたちの全ぜん軍ぐんを集あつめよう。彼かれらに向むかって出でて行いかないで，彼かれらが向むかって来くるまで待まとう。主しゅが生いきておられるように，わたしたちがこのようにすれば，主しゅは彼かれらをわたしたちの手てに渡わたしてくださる。」

22 さて，第だい十七年ねんの末すえに，ラコーニアスの布ふ告こくが地ちの面おもての至いたる所ところに出だされた。そして民たみは，自じ分ぶんたちの馬うまと馬ば車しゃ，家か畜ちく，すべての大だい小しょうの家か畜ちくの群むれ，穀こく物もつ，そのほかすべての持もち物ものを携たずさえて，何なん千ぜん人にんとなく，何なん万まん人にんとなく進すすんで行いき，彼かれらは皆みな，敵てきを防ふせぐために集あつまるように指し定ていされた所ところへ向むかった。

23 指し定ていされた地ちは，ゼラヘムラの地ちと，ゼラヘムラの地ちとバウンティフルの地ちの間あいだの地ちであり，バウンティフルの地ちとデソレションの地ちの間あいだの境きょう界かいにまで達たっしていた。

24 そして，ニーファイ人じんと呼よばれる非ひ常じょうに大おお勢ぜいの人ひと々びとがこの地ちに集あつまった。ラコーニアスが南なん方ぽうの地ちに彼かれらを集あつめさせたのは，①北ほっ方ぽうの地ちにひどいのろいが及およんでいたためである。

25 そして彼かれらは，敵てきに対たいして防ぼう備びを固かため，同おなじ土と地ちに一いち団だんとなって住すんだ。また彼かれらは，ラコーニアスの語かたった言こと葉ばを恐おそれて，自じ分ぶんたちのすべての罪つみを悔くい改あらためた。そして，主しゅなる彼かれらの神かみに祈いのりをささげ，敵てきが攻せめ下くだって来くるときに自じ分ぶんたちを①救すくってくださるように願ねがった。

26 彼かれらは自じ分ぶんたちの敵てきのことで深ふかい憂うれいを抱いだいた。また，ギドギドーナイは彼かれらにあらゆる①武ぶ器きを造つくらせ，自じ分ぶんの指し示じに従したがってよろいと盾たてと小こ盾だてで身みを固かためさせた。
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ニーファイ人じんの軍ぐん隊たい，ガデアントンの強ごう盗とうを打うち負まかす。ギデアンハイは殺ころされ，彼かれの後こう継けい者しゃゼムナライハは木きにつるされる。ニーファイ人じん，勝しょう利りを得えたことで主しゅをほめたたえる。紀き元げん約やく十九年ねんから二十二年ねんに至いたる。

1 さて，第だい十八年ねんの末すえに，強ごう盗とうたちの軍ぐん勢ぜいは戦たたかいの準じゅん備びをし，方ほう々ぼうの丘おかや山やま，荒あれ野の，とりで，隠かくれ場ばから下くだって出しゅつ撃げきして来きた。そして彼かれらは，南みなみの地ちと北きたの地ちの両りょう方ほうで方ほう々ぼうの土と地ちを占せん領りょうし始はじめ，ニーファイ人じんが①捨すてた土と地ちと，荒あれ果はてるに任まかせた町まちをすべて占せん領りょうし始はじめた。

2 しかし見みよ，ニーファイ人じんが捨すてた土と地ちには，まったく野や生せいの獣けものがおらず，獲え物ものとなる動どう物ぶつもいなかった。荒あれ野のの中なかでなければ強ごう盗とうたちの食しょく糧りょうになる鳥ちょう獣じゅうはいなかった。

3 そして強ごう盗とうたちは，食しょく糧りょうがないために，荒あれ野のでなければ暮くらせなかった。それは，ニーファイ人じんが土と地ちを荒あれ果はてるに任まかせて，自じ分ぶんたちの大だい小しょうの家か畜ちくの群むれとすべての持もち物ものを集あつめ，一いち団だんとなっていたからである。

4 そのため強ごう盗とうたちには，ニーファイ人じんに向むかって公こう然ぜんと攻せめ上のぼるほかに略りゃく奪だつして食たべ物ものを得える機き会かいはなかった。一いっ方ぽう，ニーファイ人じんは一いち団だんとなっていて，その数かずは非ひ常じょうに多おおく，食しょく糧りょうや馬うまや家か畜ちくやあらゆる家か畜ちくの群むれを蓄たくわえとして持もっており，七年ねん間かん暮くらすことができたので，彼かれらはその間あいだに地ちの面おもてから強ごう盗とうたちを滅ほろぼしてしまいたいと思おもっていた。このようにして，第だい十八年ねんが過すぎ去さった。

5 そして第だい十九年ねんに，ギデアンハイはニーファイ人じんに向むかって攻せめ上のぼることが必ひつ要ようであることを知しった。彼かれらは略りゃく奪だつし，強ごう奪だつし，人ひと殺ごろしをする以い外がいに生いきていく方ほう法ほうがなかったからである。

6 また彼かれらは，ニーファイ人じんに襲おそわれて殺ころされるのではないかと恐おそれ，思おもい切きって地ちの面おもてに広ひろがって穀こく物もつを作つくることもできなかった。そこでギデアンハイはこの年としに，ニーファイ人じんに向むかって攻せめ上のぼる命めい令れいを自じ分ぶんの軍ぐん隊たいに下くだした。

7 そして，彼かれらは攻せめ上のぼった。それは六月がつのことであり，彼かれらが攻せめ上のぼった日ひは，見みよ，大たい変へんな恐おそろしい日ひであった。彼かれらは強ごう盗とう風ふうの装よそおいをしており，腰こしに子こ羊ひつじの皮かわを巻まき，体からだを血ちで染そめ，頭とう髪はつを刈かり込こみ，かぶとをかぶっていた。ギデアンハイの軍ぐん隊たいはよろいをまとい，体からだを血ちで染そめていたので，ひどい，恐おそろしい姿すがたであった。

8 さて，ニーファイ人じんの軍ぐん隊たいはギデアンハイの軍ぐん隊たいの姿すがたを見みると，全ぜん員いん地ちに伏ふして，主しゅなる神かみに，命いのちを助たすけて敵てきの手てから救すくってくださるように叫さけんだ。

9 そこで，ギデアンハイの軍ぐん隊たいはこれを見みて，ニーファイ人じんが自じ分ぶんたちの恐おそろしい姿すがたに恐おそれをなして倒たおれたのだと思おもい，喜よろこんで，大おお声ごえを上あげて叫さけび始はじめた。

10 しかし，彼かれらのこの期き待たいは外はずれた。ニーファイ人じんは彼かれらを恐おそれたのではなかったからである。ニーファイ人じんは神かみを①畏おそれ，守しゅ護ごを叫さけび求もとめたのである。そこで，ギデアンハイの軍ぐん隊たいが突とつ撃げきして来きたときには，ニーファイ人じんは彼かれらと戦たたかいを交まじえる用よう意いができており，主しゅの力ちからをもって彼かれらを迎むかえた。

11 戦たたかいはこの六月がつに始はじまり，その戦たたかいは大たい変へんな恐おそろしいものであった。まことに，その戦たたかいでの殺さつ戮りくは大たい変へんな恐おそろしいものであって，リーハイがエルサレムを去さって以い来らい，これほどひどい殺さつ戮りくはリーハイの民たみの中なかにまったく知しられていない。

12 そして，ギデアンハイの①脅きょう迫はくや誓ちかいにもかかわらず，見みよ，ニーファイ人じんが彼かれらを打うち負まかしたため，彼かれらはニーファイ人じんの前まえから退しりぞいた。

13 さて，①ギドギドーナイは自じ分ぶんの軍ぐん隊たいに，荒あれ野のの境さかいまで彼かれらを追つい撃げきするように，そして途と中ちゅうでニーファイ人じんの手てに落おちる者ものはだれも容よう赦しゃしないようにと命めいじた。そこで彼かれの軍ぐん隊たいは，荒あれ野のの境さかいまで彼かれらを追つい撃げきして殺ころし，ギドギドーナイの命めい令れいを果はたした。

14 そして，立たち向むかって勇いさましく戦たたかっていたギデアンハイも，ついに逃にげ出だして追つい撃げきされた。そして，激はげしく戦たたかって疲つかれていたので，追おいつかれて殺ころされてしまった。強ごう盗とうギデアンハイの最さい期ごはこのようであった。

15 さて，ニーファイ人じんの軍ぐん隊たいは自じ分ぶんたちの防ぼう御ぎょの地ちへ引ひき返かえした。そして，この第だい十九年ねんが過すぎ去さり，強ごう盗とうたちはもう攻せめて来こなかった。また，第だい二十年ねんにも彼かれらはやって来こなかった。

16 第だい二十一年ねんに，彼かれらは攻せめることはなかったものの，ニーファイの民たみを包ほう囲いするためにあらゆる方ほう面めんから上のぼって来きた。彼かれらは，もしニーファイの民たみを彼かれらの土と地ちから遮しゃ断だんして，あらゆる方ほう面めんで彼かれらを閉とじ込こめれば，また，外そとで活かつ動どうする特とっ権けんをすべて差さし止とめれば，自じ分ぶんたちの望のぞみどおりに彼かれらを降こう伏ふくさせることができると思おもったからである。

17 ところで彼かれらは，ゼムナライハという名なの別べつの首しゅ領りょうを選えらんでいた。したがって，この包ほう囲いを行おこなわせたのはゼムナライハであった。

18 しかし見みよ，これはニーファイ人じんにとって有ゆう利りであった。強ごう盗とうたちがニーファイ人じんに何なんらかの影えい響きょうを及およぼすほど，十じゅう分ぶんに長ながく包ほう囲いを続つづけることは不ふ可か能のうであったからである。というのは，ニーファイ人じんは多おおくの食しょく糧りょうを蓄たくわえており，

19 強ごう盗とうたちの食しょく糧りょうは乏とぼしかったからである。見みよ，彼かれらには命いのちをつなぐための肉にく，すなわち荒あれ野ので手てに入いれた肉にくのほかには何なにもなかった。

20 そして，①野や生せいの鳥ちょう獣じゅうは荒あれ野のに少すくなくなったので，強ごう盗とうたちはまさに飢うえて死しにそうになった。

21 しかも，ニーファイ人じんは昼ひるも夜よるも絶たえず出しゅつ撃げきして敵てきを攻せめ，何なん千ぜん人にんも，何なん万まん人にんも殺ころした。

22 それで，ゼムナライハの民たみは昼ひるも夜よるも大おお勢ぜいの人ひとが殺ころされたため，自じ分ぶんたちの企くわだてを取とりやめたいと思おもうようになった。

23 そして，ゼムナライハは自じ分ぶんの民たみに，包ほう囲いを解といて，北ほっ方ぽうの地ちの最もっとも遠とおい地ち方ほうへ行いくように命めい令れいを下くだした。

24 ところがギドギドーナイは，彼かれらの企くわだてを知しり，また食しょく糧りょうの不ふ足そくとそれまでに受うけた大おおきな殺さつ戮りくのために彼かれらが弱よわっているのを知しっていたので，夜よるの間あいだに軍ぐん隊たいを送おくって彼かれらの退たい路ろを断たち，また彼かれらの退たい路ろに軍ぐん隊たいを配はい置ちした。

25 彼かれの軍ぐん隊たいは夜よるの間あいだにこれを行おこない，強ごう盗とうたちを追おい越こして進しん軍ぐんした。そして翌よく日じつ，強ごう盗とうたちが行こう軍ぐんを始はじめると，ニーファイ人じんの軍ぐん隊たいは前ぜん方ぽうと後こう方ほうの両りょう面めんから彼かれらを攻こう撃げきした。

26 また，南なん方ぽうにいた強ごう盗とうたちも彼かれらの待たい避ひ所じょで絶たたれた。これらのことはすべて，ギドギドーナイの命めい令れいによって行おこなわれたことである。

27 そして，ニーファイ人じんに降こう伏ふくして捕ほ虜りょになった者ものは何なん千ぜん人にんにも上のぼり，ほかの者ものたちは殺ころされた。

28 また，彼かれらの首しゅ領りょうであったゼムナライハは捕とらえられ，木きに，すなわち木きの頂いただきにつるされて死しんだ。ニーファイ人じんは彼かれをつるし，彼かれが死しんでしまうと，その木きを地ちに倒たおして大おお声ごえで叫さけんで言いった。

29 「どうか主しゅよ，義ぎにかなった，心こころの清きよい民たみをお守まもりくださり，この男おとこが地ちに倒たおされたように，権けん力りょくと秘ひ密みつ結けっ社しゃのために主しゅの民たみを殺ころそうとするすべての者ものを地ちに倒たおれさせてくださいますように。」

30 また，彼かれらは喜よろこび，再ふたたび声こえを合あわせて，「どうか①アブラハムの神かみ，イサクの神かみ，ヤコブの神かみよ，義ぎにかなったこの民たみを，この民たみが守しゅ護ごを求もとめて神かみの御み名なを②呼よぶかぎりお守まもりくださいますように」と叫さけんだ。

31 そして彼かれらは，神かみが大おおいなることを自じ分ぶんたちのために行おこない，敵てきの手てに落おちないように守まもってくださったので，皆みな一いっ斉せいに声こえを放はなって歌うたい，神かみを①ほめたたえた。

32 まことに彼かれらは，「いと高たかき神かみに，①ホサナ」と叫さけび，また，「いと高たかき神かみ，②全ぜん能のうの主しゅなる神かみの御み名なはほむべきかな」と叫さけんだ。

33 そして，敵てきの手てから救すくってくださった神かみの深ふかい慈いつくしみのために，彼かれらの心こころは喜よろこびにあふれ，多おおくの涙なみだを流ながした。また彼かれらは，自じ分ぶんたちが永えい遠えんの滅めつ亡ぼうから救すくわれたのは，悔くい改あらためて謙けん遜そんであったためであることを知しったのである。



第5章

ニーファイ人じん，悔くい改あらためて罪つみを捨すてる。モルモン，民たみの歴れき史しを記しるし，また民たみに永えい遠えんの御み言こと葉ばを告つげ知しらせる。イスラエルは将しょう来らい，久ひさしく散さん乱らんした状じょう態たいから集あつめられる。紀き元げん約やく二十二年ねんから二十六年ねんに至いたる。

1 さて見みよ，ニーファイ人じんの民たみの中なかには，すべての聖せいなる預よ言げん者しゃたちがかつて語かたった言こと葉ばをわずかでも疑うたがう者ものはいなかった。彼かれらはそれらの言こと葉ばが必かならず成じょう就じゅすることを知しっていたからである。

2 また彼かれらは，預よ言げん者しゃたちの言こと葉ばのとおりに多おおくのしるしが示しめされたので，キリストが来こられたに違ちがいないことを知しっていた。そして，いろいろなことが起おこったので，かつて告つげられたとおりにすべてのことが将しょう来らい起おこるに違ちがいないことも，彼かれらは知しっていた。

3 そこで彼かれらは，自じ分ぶんたちの罪つみと，忌いまわしい行おこないと，みだらな行おこないをすべて捨すてて，日にち夜や，力ちからの限かぎり神かみに仕つかえた。

4 さて，ニーファイ人じんは殺ころされなかった強ごう盗とうたちを一人ひとりも逃のがすことなく全ぜん員いん捕とらえて捕ほ虜りょにすると，その捕ほ虜りょたちを牢ろうに入いれ，彼かれらに神かみの言こと葉ばを説とき聞きかせるようにした。そして，罪つみを悔くい改あらためて，もう二に度どと殺さつ人じんをしないという聖せい約やくを交かわそうとした者ものは皆みな，①釈しゃく放ほうされた。

5 しかし，聖せい約やくを交かわさず，依い然ぜんとして暗あん殺さつの心こころを持もち続つづける者もの，まことに，同胞はらからを脅おどしていることが分わかった者ものは皆みな，罪つみに定さだめられ，法ほう律りつに従したがって罰ばっせられた。

6 このようにして彼かれらは，そのようなひどい悪あく事じと多おおくの殺さつ人じんを犯おかしたあの邪じゃ悪あくな秘ひ密みつの忌いまわしい結けっ社しゃをことごとく絶たやした。

7 このようにして，①第だい二十二年ねんが過すぎ去さり，第だい二十三年ねんも，第だい二十四年ねんも，第だい二十五年ねんも過すぎ去さった。このようにして，二十五年ねんが過すぎ去さった。

8 ある人ひと々びとの目めに大おおいなる驚おどろくべきことと映うつった多おおくのことが，これまでに起おこった。しかし，それらをすべてこの書しょに書かき記しるすことはできない。まことに，この書しょには，二十五年ねん間かんにそのように多おおくの人ひとの中なかで行おこなわれたことの①百分ぶんの一も載のせることができない。

9 しかし見みよ，この民たみの行おこなったことをすべて載のせている①記き録ろくが幾いくつかある。また，短みじかいけれども真しん実じつの記き録ろくがニーファイによって記しるされた。

10 そこでわたしは，ニーファイの版はんと呼よばれる版はんに刻きざまれたニーファイの記き録ろくに従したがって，これまでこれらのことについて記き録ろくしてきた。

11 そして見みよ，わたしは今いま，自じ分ぶんの手てで造つくった版はんに記き録ろくしている。

12 見みよ，わたしは①モルモンと呼よばれている。この名なは，アルマが人ひと々びとの中なかに教きょう会かいを，まことに彼かれらの背そむきの後あとで最さい初しょの教きょう会かいを彼かれらの中なかに設せつ立りつした地ち，②モルモンの地ちにちなんで名な付づけられたものである。

13 見みよ，わたしは神かみの御おん子こイエス・キリストの弟で子しである。わたしはイエス・キリストの民たみの中なかでイエス・キリストの言こと葉ばを告つげ知しらせ，彼かれらが永えい遠えんの命いのちを得えられるようにするために，イエス・キリストから召めされた。

14 すでに世よを去さった聖せいなる人ひと々びとの祈いのりが，彼かれらの信しん仰こうに応おうじてかなえられるように，これまでに起おこったこれらのことを，神かみの御み心こころに従したがって①記き録ろくすることは望のぞましいことである。

15 まことにわたしは，リーハイがエルサレムを去さったときから現げん在ざいまでに起おこったことを，簡かん潔けつに記き録ろくする。

16 したがってわたしは，自じ分ぶんが生うまれるときまでのことを，わたしよりも前まえに生いきていた人ひと々びとが記しるしてきた記き事じから取とって記き録ろくし，

17 次つぎに，わたし自じ身しんの目めで見みてきたことを①記き録ろくする。

18 わたしは自じ分ぶんの記しるす記き録ろくが正ただしく真しん実じつの記き録ろくであることを知しっている。それでも，わたしたちの言げん語ごでは①書かけないことがたくさんある。

19 わたしは自じ分ぶん自じ身しんのことについて述のべるのを終おえ，わたしの生うまれる前まえにあったことについて記き録ろくを書かき進すすめることにする。

20 わたしはモルモンであり，リーハイの生きっ粋すいの子し孫そんである。神かみであって救すくい主ぬしであるイエス・キリストをわたしが賛さん美びするのは正せい当とうである。神かみはわたしたちの先せん祖ぞをエルサレムの地ちから連つれ出だされた。（このことは神かみ御ご自じ身しんと，その地ちから連つれ出だされた人ひと々びとのほかには①だれも知しらない。）また，神かみはわたしとわたしの民たみに，わたしたちが救すくわれるように多おおくの知ち識しきを与あたえてくださった。

21 確たしかに神かみは①ヤコブの②家いえを祝しゅく福ふくし，ヨセフの子し孫そんに③憐あわれみをかけてこられた。

22 また，リーハイの子し孫そんが神かみの戒いましめを①守まもるかぎり，神かみは御ご自じ分ぶんの言こと葉ばのとおりに彼かれらを祝しゅく福ふくし，栄さかえさせてこられた。

23 そして，神かみはヨセフの子し孫そんの①残のこりの者ものに，主しゅなる彼かれらの神かみのことを再ふたたび②お知しらせになる。

24 また，主しゅが生いきておられるように確たしかに，主しゅは将しょう来らい，地ちの全ぜん面めんに広ひろく散ちらされているヤコブの子し孫そんの残のこりの者ものをすべて地ちの四し方ほうから①集あつめられる。

25 主しゅはヤコブの家いえに属ぞくするすべての者ものと聖せい約やくされたので，主しゅがヤコブの家いえと交かわされた聖せい約やくは主しゅ御ご自じ身しんがふさわしいと思おもわれるときに果はたされ，ヤコブの家いえに属ぞくするすべての者ものに，主しゅがかつて彼かれらと交かわされた聖せい約やくが再ふたたび①元もとのように知しらされる。

26 そのとき彼かれらは，自じ分ぶんたちの贖あがない主ぬし，神かみの御おん子こイエス・キリストを①知しるようになる。そして彼かれらは，地ちの四し方ほうから，散ちらされる前まえに住すんでいた自じ分ぶんたちの土と地ちに集あつめられる。まことに，主しゅが生いきておられるように，それは起おこる。アーメン。



第6章

ニーファイ人じん，栄さかえる。高こう慢まんな者もの，富ふ裕ゆうな者ものが出でて，階かい級きゅう差さ別べつが生しょうじる。不ふ和わのために教きょう会かいが分ぶん裂れつする。サタン，民たみを惑まどわして公こう然ぜんと謀む反ほんを起おこさせる。多おおくの預よ言げん者しゃたち，悔くい改あらためを叫さけんで殺ころされる。殺さつ人じん者しゃたち，政せい府ふの乗のっ取とりを企くわだてる。紀き元げん約やく二十六年ねんから三十年ねんに至いたる。

1 さて，第だい二十六年ねんに，ニーファイ人じんの民たみは皆みな各おの々おのの家か族ぞくを伴ともない，大だい小しょうの家か畜ちくの群むれ，馬うま，牛うしを連つれ，持もち物ものをすべて携たずさえて自じ分ぶんの土と地ちへ帰かえって行いった。

2 そして彼かれらは，食しょく糧りょうを食たべ尽つくしていなかったので，残のこっているあらゆる穀こく物もつを，また金きん銀ぎんやすべての貴き重ちょうな品しな々じなを携たずさえて，南なん北ぼくに分わかれ，北ほっ方ぽうの地ちと南なん方ぽうの地ちのそれぞれの所しょ有ゆう地ちに帰かえって行いった。

3 また，国くにの平へい和わを守まもると聖せい約やくを交かわし，引ひき続つづきレーマン人じんでいたいと望のぞんだ強ごう盗とうたちには，自じ分ぶんの労ろう働どうで生いきていくことができるように，彼かれらの人にん数ずうに応おうじて土と地ちが与あたえられた。このようにして，彼かれらは全ぜん地ちに平へい和わを確かく立りつした。

4 そして，彼かれらは再ふたたび栄さかえて富とみ始はじめた。第だい二十六年ねん，第だい二十七年ねんが過すぎ去さり，国くにの秩ちつ序じょはしっかり保たもたれていた。また彼かれらは，公こう平へいかつ公こう正せいに法ほう律りつを制せい定ていした。

5 民たみが戒いましめに背そむくことさえなければ，彼かれらが引ひき続つづき栄さかえるのを妨さまたげるものは全ぜん地ちに何なに一ひとつなかった。

6 国くににこの大おおいなる平へい和わを確かく立りつした人ひと々びとは，ギドギドーナイと，大だいさばきつかさのラコーニアスと，指し導どう者しゃに任にん命めいされた人ひと々びとである。

7 そして，多おおくの町まちが新あらたに築きずかれ，多おおくの古ふるい町まちが改かい築ちくされ，

8 町まちから町まちへ，地ち方ほうから地ち方ほうへ，地ち域いきから地ち域いきへと通つうじる多おおくの街かい道どうが造つくられ，多おおくの道どう路ろが建けん設せつされた。

9 このようにして，第だい二十八年ねんが過すぎ去さり，民たみは引ひき続つづき平へい和わを保たもっていた。

10 ところが第だい二十九年ねんに，民たみの中なかに多た少しょうの分ぶん裂れつが起おこった。そして，ある者ものたちは非ひ常じょうに豊ゆたかに富とんでいたために①高こう慢まんになって誇ほこり，ひどい迫はく害がいさえ加くわえるようになった。

11 国くにには多おおくの商しょう人にんがおり，また多おおくの法ほう律りつ家かと役やく人にんもいた。

12 そして民たみは，彼かれらの①富とみと学がく問もんの機き会かいの多た少しょうに応おうじて階かい級きゅうに区く別べつされ始はじめた。まことに，貧まずしいために無む学がくな者ものもいれば，富とんでいたので大おおいに教きょう育いくを受うけた者ものもいた。

13 高こう慢まんになった者ものもいれば，非ひ常じょうに謙けん遜そんな者ものもいた。そしる者ものにそしり返かえす者ものもいれば，そしりや①迫はく害がいやあらゆる苦く難なんを受うけながらも，向むき直なおって②ののしり返かえすことをせず，神かみの前まえにへりくだって悔くいる者ものもいた。

14 このように，全ぜん地ちにひどい不ふ平びょう等どうが生しょうじたために，教きょう会かいが分ぶん裂れつし始はじめた。まことに第だい三十年ねんには，真しん実じつの信しん仰こうに帰き依えしている少しょう数すうのレーマン人じんの中なかの教きょう会かいを除のぞいて，全ぜん地ちの教きょう会かいが分ぶん裂れつしてしまった。この少しょう数すうのレーマン人じんは堅かたく確かっ固ことして動うごかず，喜よろこんで①力ちからの限かぎり主しゅの戒いましめを守まもっていたので，真しん実じつの信しん仰こうから離はなれようとしなかった。

15 ところで，民たみのこの罪ざい悪あくの原げん因いんは，あらゆる罪ざい悪あくを行おこなうように民たみをそそのかし，民たみを誇ほこらせて高こう慢まんにし，民たみを誘ゆう惑わくして権けん力りょくと権けん威い，富とみ，俗ぞく世せのむなしいものを求もとめさせる大おおきな力ちからをサタンが持もっていたことである。

16 このように，サタンがあらゆる罪ざい悪あくを行おこなうように民たみの心こころを惑まどわしたため，民たみが平へい和わを享きょう受じゅしたのはほんの数すう年ねんにすぎなかった。

17 したがって，第だい三十年ねんの初はじめには，民たみはすでに悪あく魔まの手てに引ひき渡わたされて久ひさしくたっており，悪あく魔まが行いかせたいと思おもう所ところへはどこへでも①誘さそいに乗のって行いき，また悪あく魔まが行おこなわせたいと思おもう罪ざい悪あくはどんなことでもするようになっていた。そのためにこの第だい三十年ねんの初はじめには，彼かれらは恐おそろしい邪じゃ悪あくな状じょう態たいにあった。

18 彼かれらは①無む知ちで罪つみを犯おかしたのではない。自じ分ぶんたちに関かんする神かみの御み心こころを教おしえられて知しっていた。したがって，彼かれらは故こ意いに神かみに②背そむいたのである。

19 それはラコーニアスの息むす子こラコーニアスの時じ代だいのことである。このラコーニアスはその年としに父ちちの職しょくに就ついて民たみを治おさめたのであった。

20 また，何なん人にんもの人ひと々びとが天てんから①霊れい感かんを受うけ，遣つかわされて，全ぜん地ちの民たみの中なかに立たって教おしえを説とき，民たみの罪つみと不ふ義ぎについて大だい胆たんに証しょう言げんし，また主しゅが御ご自じ分ぶんの民たみのために行おこなわれる贖あがない，言いい換かえれば，キリストの復ふっ活かつに関かんして彼かれらに証あかしした。さらに彼かれらは，キリストの②死しと苦くるしみについても大だい胆たんに証あかしした。

21 ところが，民たみの中なかには，これらのことについて証あかしした人ひと々びとのことを非ひ常じょうに怒いかる者ものが多おおかった。このように怒いかった者ものたちは，特とくに大だいさばきつかさたちと，①かつて大だい祭さい司しや法ほう律りつ家かを務つとめた者ものたちであった。まことに，当とう時じ法ほう律りつ家かであった者ものも皆みな，これらのことを証あかしした人ひと々びとのことを怒いかった。

22 しかし，法ほう律りつ家かもさばきつかさも大だい祭さい司しも，国くにの総そう督とくが宣せん言げん書しょに署しょ名めいしないかぎり，だれに対たいしても死し刑けいを宣せん告こくする力ちからを持もたなかった。

23 ところが，キリストに関かんすることについて大だい胆たんに証あかしした人ひと々びとの多おおくが，さばきつかさたちによって捕とらえられ，ひそかに殺ころされてしまった。そのため，国くにの総そう督とくが彼かれらの死しについて知しったのは，彼かれらが死しんだ後のちのことであった。

24 さて見みよ，このことは，国くにの総そう督とくから権けん限げんを受うけないかぎり人ひとを死し刑けいにしてはならないという国くにの法ほう律りつに反はんしていた。

25 そこで，法ほう律りつに背そむいて主しゅの預よ言げん者しゃたちに死し刑けいを宣せん告こくしたこれらのさばきつかさたちに対たいして，ゼラヘムラの地ちにいた国くにの総そう督とくへの訴うったえが起おこされた。

26 そして，彼かれらは捕とらえられ，大だいさばきつかさの前まえに連つれ出だされて，犯おかした罪ざい悪あくを，民たみによって定さだめられた①法ほう律りつに従したがって裁さばかれることになった。

27 さて，それらのさばきつかさたちには多おおくの友ゆう人じんと親しん族ぞくがいた。また，ほかの者ものたち，すなわち法ほう律りつ家かたちと大だい祭さい司したちもほとんど全ぜん員いんが集あつまり，法ほう律りつによって裁さい判ばんされることになったそれらのさばきつかさたちの親しん族ぞくと結けっ束そくした。

28 そして，彼かれらは互たがいに①誓ちかいを立たてた。すなわち，あらゆる義ぎに敵てき対たいして結けっ束そくするために，昔むかしの人ひと々びとによって設もうけられたあの誓ちかい，②悪あく魔まによって与あたえられ実じっ施しされた誓ちかいを立たてたのである。

29 このために彼かれらは，主しゅの民たみに敵てき対たいして結けっ束そくし，主しゅの民たみを滅ほろぼすという誓ちかいを立たて，また殺さつ人じん罪ざいを犯おかした者ものたちを，法ほう律りつに従したがって実じっ施しされようとしている罰ばつの執しっ行こうから救すくい出だすという誓ちかいも立たてた。

30 そして，彼かれらは国くにの法ほう律りつと権けん利りに反はん抗こうした。また彼かれらは総そう督とくを殺ころし，国くにを治おさめる①王おうを立たて，国くにをもはや自じ由ゆうな国くにではなく，王おうの支し配はいを受うける所ところにしようと互たがいに誓ちかいを立たてた。
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大だいさばきつかさが殺ころされ，政せい府ふは滅ほろぼされ，民たみは部ぶ族ぞくに分わかれる。反はんキリストのヤコブ，秘ひ密みつ結けっ社しゃの王おうとなる。ニーファイ，悔くい改あらためとキリストを信しんじる信しん仰こうを宣のべ伝つたえる。天てん使したち，日ひ々びニーファイに仕つかえる。ニーファイ，自じ分ぶんの兄きょう弟だいを死し者しゃの中なかからよみがえらせる。多おおくの人ひとが悔くい改あらためてバプテスマを受うける。紀き元げん約やく三十年ねんから三十三年ねんに至いたる。

1 さて見みよ，わたしはあなたがたに，彼かれらが国くにを治おさめる王おうを立たてなかったことを示しめそう。この年とし，すなわち第だい三十年ねんに，彼かれらはさばきつかさの席せきに着ついていた国くにの大だいさばきつかさを殺ころした。

2 そして，民たみは互たがいに分ぶん裂れつし，家か族ぞくと親しん族ぞくと友ゆう人じんごとにそれぞれ部ぶ族ぞくに分わかれた。このようにして，彼かれらは国くにの政せい府ふを滅ほろぼした。

3 そして各かく部ぶ族ぞくは，彼かれらを治おさめる族ぞく長ちょうや指し導どう者しゃを任にん命めいした。このようにして，彼かれらは部ぶ族ぞくの者ものとなり，部ぶ族ぞくの指し導どう者しゃとなった。

4 さて見みよ，彼かれらの中なかには家か族ぞくや親しん族ぞくや友ゆう人じんが大おお勢ぜいいない者ものはだれ一人ひとりいなかったので，彼かれらの部ぶ族ぞくは非ひ常じょうに大おおきなものとなった。

5 さて，このようなことがすべて行おこなわれたが，彼かれらの中なかにはまだ戦せん争そうはなかった。この罪ざい悪あくはすべて，民たみがサタンの力ちからに身みを①ゆだねたために民たみに及およんだのであった。

6 また，預よ言げん者しゃたちを殺ころした者ものの友ゆう人じんや親しん族ぞくから成なる①秘ひ密みつ結けっ社しゃのために，政せい府ふの条じょう例れいは損そこなわれてしまった。

7 また，彼かれらがその地ちにひどい争あらそいを引ひき起おこしたので，民たみの中なかでひときわ義ぎにかなった者ものたちも，ほとんど皆みなすでに悪わるくなってしまい，まことに，民たみの中なかに義ぎ人じんはほんのわずかになった。

8 このようにして六年ねんたたないうちに，民たみの大たい半はんは，自じ分ぶんの①吐はいたものに帰かえる犬いぬのように，あるいは泥どろの中なかに転ころがる豚ぶたのように，義ぎに背そむいてしまった。

9 さて，このようなひどい罪ざい悪あくを民たみにもたらしたこの秘ひ密みつ結けっ社しゃの者ものたちは，ともに集あつまり，ヤコブと呼よばれた一人ひとりの男おとこを自じ分ぶんたちの頭かしらに立たてた。

10 そして，彼かれらはヤコブを自じ分ぶんたちの王おうと呼よび，彼かれはこの邪じゃ悪あくな団だんを治おさめる王おうとなった。預よ言げん者しゃたちはイエスについて証あかしをしたが，この男おとこは，その預よ言げん者しゃたちに敵てき対たいする声こえを上あげた首しゅ謀ぼう者しゃの一人ひとりである。

11 さて，彼かれらは，同どう盟めいを結むすんだ民たみの部ぶ族ぞくほど人にん数ずうが多おおくなかった。民たみの部ぶ族ぞくは同どう盟めいしていたが，彼かれらの法ほうはそれぞれ部ぶ族ぞくごとに指し導どう者しゃが定さだめていた。それでも彼かれらは，秘ひ密みつ結けっ社しゃに敵てき対たいしていた。彼かれらは義ぎを守まもる者ものたちではなかったにもかかわらず，政せい府ふを滅ほろぼす誓ちかいを立たてた者ものたちを憎にくむことでは一いっ致ちしていた。

12 したがって，ヤコブはその団だんの王おうであったので，敵てきが自じ分ぶんたちよりもはるかに多おおいのを見みると，自じ分ぶんの民たみに，その地ちの最さい北ほく部ぶへ逃にげて行いき，そこで①王おう国こくを築きずいて離り反はん者しゃを加くわえ（彼かれは多おおくの離り反はん者しゃが出でるように民たみにへつらっていた），民たみの部ぶ族ぞくと戦たたかうのに十じゅう分ぶんな力ちからを蓄たくわえるようにと命めいじた。そして，彼かれらはそのようにした。

13 彼かれらの移い動どうは非ひ常じょうに速はやかったので，妨さまたげられることなく，民たみの手ての届とどかない所ところへ行いってしまった。このようにして第だい三十年ねんが終おわった。ニーファイの民たみの状じょう況きょうはこのようであった。

14 さて，第だい三十一年ねんに，民たみは家か族ぞくと親しん族ぞくと友ゆう人じんごとに部ぶ族ぞくに分わかれていた。それでも彼かれらは，互たがいに戦せん争そうをしないという取とり決きめを結むすんでいた。ところが，彼かれらの法ほうや統とう治ち方ほう法ほうは，彼かれらの族ぞく長ちょうと指し導どう者しゃの思おもいのままに定さだめられていたので，一いっ致ちしていなかった。しかし彼かれらは，部ぶ族ぞくがほかの部ぶ族ぞくを侵しん害がいしてはならないという，非ひ常じょうに厳きびしい法ほうを定さだめていたので，ある程てい度ど地ちは平へい和わであった。にもかかわらず，彼かれらの心こころは主しゅなる神かみからそれていた。そして彼かれらは，預よ言げん者しゃたちに石いしを投なげつけ，預よ言げん者しゃたちを自じ分ぶんたちの中なかから追おい出だした。

15 さて，①ニーファイは天てん使しの訪おとずれを受うけ，主しゅの声こえも聞きき，天てん使しを見みて見けん証しょう者しゃとなり，キリストの務つとめについて知しる力ちからを与あたえられ，また民たみが義ぎから悪あく事じと忌いまわしい行おこないに早はや々ばやと戻もどったことを目もく撃げきした。

16 したがって，彼かれは民たみの心こころがかたくなで，思おもいをくらませていることを悲かなしく思おもい，その年としに民たみの中なかに出でて行いって，悔くい改あらためと，主しゅイエス・キリストを信しんじる信しん仰こうによる罪つみの赦ゆるしについて大だい胆たんに証あかしし始はじめた。

17 彼かれは多おおくのことを民たみに教おしえたが，それを全ぜん部ぶ書かき記しるすことはできない。また，一いち部ぶでは不ふ十じゅう分ぶんであるから，この書しょには書かき記しるさない。ニーファイは，①力ちからと大おおきな権けん能のうをもって教おしえた。

18 そこで民たみは，彼かれが自じ分ぶんたちよりも大おおきな力ちからを持もっていたので，彼かれに腹はらを立たてた。主しゅイエス・キリストを信しんじる彼かれの信しん仰こうが非ひ常じょうに深ふかかったので，天てん使しが日ひ々び彼かれに仕つかえ，そのため彼かれらは，彼かれの言こと葉ばを①信しんじないわけにはいかなかったからである。

19 また彼かれは，イエスの名なによって悪あく霊れいと①汚けがれた霊れいを追おい出だし，また，民たみに石いしを投なげつけられて殺ころされた自じ分ぶんの兄きょう弟だいを，死し者しゃの中なかからよみがえらせた。

20 民たみはそれを目めにし，目もく撃げきし，彼かれに力ちからがあることで腹はらを立たてた。また彼かれは，民たみの目めの前まえでイエスの名なによってさらに①多おおくの奇き跡せきを行おこなった。

21 そして第だい三十一年ねんが過すぎ去さった。そして，主しゅに帰き依えした者ものはごくわずかであったが，心こころを改あらためた者ものは皆みな，自じ分ぶんたちが信しんじているイエス・キリストの内うちにある神かみの力ちからと御み霊たまを与あたえられたことを，民たみに実じっ際さいに示しめした。

22 悪あく霊れいを追おい出だされた者もの，病びょう気きや肉にく体たいの弱よわさを癒いやされた者ものは皆みな，神かみの御み霊たまの働はたらきを受うけて癒いやされたことを民たみに実じっ際さいに告つげた。また彼かれらは，数かず々かずのしるしを示しめし，民たみの中なかで多た少しょうの奇き跡せきを行おこなった。

23 このようにして，第だい三十二年ねんも過すぎ去さった。第だい三十三年ねんの初はじめに，ニーファイは民たみに叫さけび，悔くい改あらためと罪つみの赦ゆるしを宣のべ伝つたえた。

24 ところで，悔くい改あらために導みちびかれた者もので水みずで①バプテスマを受うけなかった者ものは一人ひとりもいなかったことも，覚おぼえておいてもらいたい。

25 したがってニーファイは，人ひと々びとをこの務つとめに聖せい任にんした。彼かれらのもとに来くる人ひと々びとがすべて水みずでバプテスマを受うけられるようにするためであった。このバプテスマは，これを受うける人ひと々びとが悔くい改あらためて①罪つみの赦ゆるしを受うけたことを，神かみの前まえに，また民たみに対たいして立りっ証しょうし，証あかしするものである。

26 この年としの初はじめに，悔くい改あらためのためのバプテスマを受うけた人ひと々びとが多おおくいた。このようにして，その年としの大たい半はんが過すぎ去さった。



第8章

暴ぼう風ふう雨うや地じ震しん，火か事じ，旋せん風ぷう，自し然ぜんの大だい変へん動どうで，キリストの十じゅう字じ架かの刑けいが証しょう明めいされる。多おおくの者ものが滅ほろびる。暗くら闇やみが三みっ日か間かん地ちを覆おおう。生いき残のこった者ものたち，自じ分ぶんの運うん命めいを嘆なげく。紀き元げん約やく三十三年ねんから三十四年ねんに至いたる。

1 さて，わたしたちの記き録ろくによれば，そして，わたしたちはこの記き録ろくが真しん実じつであることを知しっているが，見みよ，それは記き録ろくを書かき継ついだのが正ただしい人ひとであったからである—その人ひとは，①イエスの名なによって実じっ際さいに多おおくの②奇き跡せきを行おこなった。そして，自じ分ぶんの罪ざい悪あくからことごとく清きよめられなければ，イエスの名なによって奇き跡せきを行おこなえる人ひとはだれもいなかった。—

2 さて，わたしたちの時ときの計けい算さんについてこの人ひとが間ま違ちがいをしていなければ，①第だい三十三年ねんが過すぎ去さった。

3 そして民たみは，レーマン人じんの預よ言げん者しゃサムエルによって知しらされたしるし，すなわち地ちの面おもてに三みっ日か間かん①暗くら闇やみが続つづく時ときを，大おおきな期き待たいをもって待まち望のぞむようになった。

4 また，非ひ常じょうに多おおくの①しるしが現あらわれていたにもかかわらず，民たみの中なかにひどい疑うたがいと論ろん争そうが起おこった。

5 さて，第だい三十四年ねん一月がつ四よっ日かに，全ぜん地ちでこれまでにまったく知しられていないような大おおきな嵐あらしが起おこった。

6 また，激はげしくすさまじい暴ぼう風ふう雨うもあった。また，すさまじい①雷かみなりがあり，まさに引ひき裂さくほどに全ぜん地ちを②揺ゆり動うごかした。

7 さらに，全ぜん地ちでこれまでにまったく知しられていないような非ひ常じょうに強きょう烈れつな稲いな妻ずまがあった。

8 そして，①ゼラヘムラの町まちに火ひがついた。

9 モロナイの町まちは海うみの深ふかみに沈しずんで，そこに住すむ者ものはおぼれた。

10 また，地ちがモロナイハの町まちの上うえに持もち上あがり，その町まちのあった所ところに大おおきな山やまができた。

11 南なん方ぽうの地ちにも大たい変へんな恐おそろしい破は壊かいがあった。

12 しかし見みよ，北ほっ方ぽうの地ちにはもっと大たい変へんな恐おそろしい破は壊かいがあった。見みよ，暴ぼう風ふう雨うと旋せん風ぷうと雷かみなりと稲いな妻ずまと全ぜん地ちの非ひ常じょうに激はげしい震しん動どうのために，地ちの全ぜん面めんが変かわってしまった。

13 ①街かい道どうは破は壊かいされ，平へい坦たんな道みちは損そこなわれ，多おおくの平たいらな場ば所しょが起き伏ふくの激はげしい所ところとなり，

14 多おおくの大おおきな名なの知しれた町まちが①沈しずみ，多おおくの町まちが焼やけ，また多おおくの町まちが揺ゆれ動うごいて建たて物ものが地ちに倒たおれ，そこに住すむ者ものが死しに，方ほう々ぼうの地ちが荒あれ果はてるに任まかされた。

15 残のこった町まちも多た少しょうあったが，それでもそれらの町まちの受うけた被ひ害がいは非ひ常じょうに大おおきく，それらの町まちの多おおくの者ものが死しんだ。

16 また，旋せん風ぷうによって運はこび去さられた者ものもかなりいた。人ひと々びとは彼かれらが運はこび去さられたことは知しっているが，どこへ運はこばれて行いったのかだれも知しらない。

17 このように，暴ぼう風ふう雨うと雷かみなりと稲いな妻ずまと地ちの震しん動どうのために，全ぜん地ちの面おもてが形かたちを変かえてしまった。

18 そして見みよ，方ほう々ぼうの①岩いわは二つに裂さけて，全ぜん地ちの面おもてに及およんだので，地ちの全ぜん面めんに砕くだけた破は片へんとして，ひびとして，割われ目めとして見みられるようになった。

19 そして，雷かみなりと稲いな妻ずま，嵐あらし，暴ぼう風ふう雨う，地ちの震しん動どうはやんだ。見みよ，これらはおよそ①三時じ間かん続つづいた。その時じ間かんはもっと長ながかったと言いう人ひと々びともいたが，このような大たい変へんな恐おそろしい出で来き事ごとはすべて，およそ三時じ間かん続つづいた。その後のち，見みよ，地ちの面おもてが暗くらくなった。

20 そして，地ちの全ぜん面めんに深ふかい暗くら闇やみがあり，それまでに倒たおれなかった民たみがその暗あん黒こくの①霧きりに触ふれると，それを②感かんじることができるほどであった。

21 また，暗くら闇やみのために光ひかりはまったく存そん在ざいすることができず，ろうそくも，たいまつもともすことができなかった。また，良りょう質しつの十じゅう分ぶんに乾かん燥そうした木きにも火ひをつけることができなかったので，光ひかりはまったくなかった。

22 地ちの面おもてにある暗あん黒こくの霧きりが非ひ常じょうに深ふかかったので，どんな光ひかりも見みえず，火ひも，かすかな光ひかりも，太たい陽ようも，月つきも，星ほしも見みえなかった。

23 そして，光ひかりのまったく見みえない状じょう態たいが①三みっ日か間かん続つづき，すべての民たみの中なかに大おおきな悲かなしみとわめき声ごえと泣なき声ごえが絶たえなかった。まことに，民たみに及およんだ暗くら闇やみと大おおきな破は壊かいのために，民たみのうめき声ごえは大おおきかった。

24 そして，ある所ところでは民たみが，「おお，この大たい変へんな恐おそろしい日ひが来くる前まえに悔くい改あらためておけばよかった。そうすれば，我われ々われの同胞はらからは命いのちを助たすけられ，あの大おおきな町まち①ゼラヘムラで焼やかれることはなかっただろう」と叫さけぶのが聞きかれ，

25 また別べつの所ところでは，「おお，この大たい変へんな恐おそろしい日ひが来くる前まえに悔くい改あらためておき，預よ言げん者しゃたちを殺ころさず，石いしを投なげつけず，追おい出ださなければよかった。そうすれば，我われ々われの母ははも，麗うるわしい娘むすめたちも，子こ供どもたちも命いのちを助たすけられ，あの大おおきな町まちモロナイハで埋うめられることはなかっただろう」と叫さけぶのが聞きかれた。このように，民たみは大おおいに，またひどくうめき苦くるしんだ。



第9章

暗くら闇やみの中なかでキリストの声こえが聞きこえ，民たみの悪あく事じのために多おおくの者ものが滅ほろび，多おおくの町まちが破は壊かいされたことが宣せん言げんされる。キリストはまた，御ご自じ分ぶんの神しん性せいを宣せん言げんし，モーセの律りっ法ぽうが成じょう就じゅしたことを告つげ，御ご自じ分ぶんのもとに来きて救すくわれるようにと人ひと々びとを招まねかれる。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 さて，この地ちの全ぜん面めんで，地ちに住すむすべての者ものに次つぎのように告つげる①声こえが聞きこえた。

2 「災わざわいである，災わざわいである，この民たみは災わざわいである。全ぜん地ちの民たみは悔くい改あらためなければ①災わざわいである。わたしの民たみの麗うるわしい息むす子こ，娘むすめたちが殺ころされたことを，悪あく魔まは②笑わらい，悪あく魔まの使つかいは喜よろこんでいる。わたしの民たみの麗うるわしい息むす子こ，娘むすめたちが倒たおされたのは，彼かれらの罪ざい悪あくと忌いまわしい行おこないのためである。

3 見みよ，あの大おおきな町まちゼラヘムラとそこに住すむ者ものたちを，わたしは火ひで焼やいた。

4 また見みよ，あの大おおきな町まちモロナイを，わたしは海うみの深ふかみに沈しずめ，そこに住すむ者ものたちをおぼれさせた。

5 また見みよ，あの大おおきな町まちモロナイハとそこに住すむ者ものたちを土つちで覆おおい，彼かれらの罪ざい悪あくと忌いまわしい行おこないをわたしの前まえから隠かくして，預よ言げん者しゃたちと聖せい徒とたちの血ちが，もはや彼かれらについてわたしに訴うったえることのないようにした。

6 見みよ，ギルガルの町まちを沈しずめ，そこに住すむ者ものたちを地ちの深ふかみに埋うめた。

7 また，オナイハの町まちとその民たみ，モクムの町まちとその民たみ，エルサレムの町まちとその民たみも同どう様ようであり，わたしはそれらの町まちに代かわって①水みずをわき上あがらせ，彼かれらの悪あく事じと忌いまわしい行おこないをわたしの前まえから隠かくして，預よ言げん者しゃたちと聖せい徒とたちの血ちが，もはや彼かれらについてわたしに訴うったえることのないようにした。

8 また見みよ，ガデアンダイの町まち，ガデオムナの町まち，ヤコブの町まち，ギムギムノの町まち，これらをすべて沈しずめ，それらの場ば所しょに①丘おかと谷たにを造つくった。また，それらの町まちに住すむ者ものたちを地ちの深ふかみに埋うめ，彼かれらの悪あく事じと忌いまわしい行おこないをわたしの前まえから隠かくして，預よ言げん者しゃたちと聖せい徒とたちの血ちが，もはや彼かれらについてわたしに訴うったえることのないようにした。

9 また見みよ，ヤコブ王おうの民たみが住すんでいたあの大おおきな町まちヤコブガスを，全ぜん地ちのどんな悪あく事じも及およばない彼かれらの罪つみと悪あく事じのゆえに，また彼かれらの①暗あん殺さつと秘ひ密みつ結けっ社しゃのゆえに，わたしは火ひで焼やかせた。わたしの民たみの平へい和わを破やぶり，国くにの政せい府ふを滅ほろぼしたのは彼かれらである。したがって，わたしは彼かれらを焼やかせ，わたしの前まえから彼かれらを②滅ほろぼして，預よ言げん者しゃたちと聖せい徒とたちの血ちが，もはや彼かれらについてわたしに訴うったえることのないようにした。

10 また見みよ，レーマンの町まちと，ヨシの町まちと，ガドの町まちと，キシクメンの町まちと，それらの町まちに住すむ者ものたちを，わたしは火ひで焼やかせた。彼かれらが預よ言げん者しゃたちを追おい出だすという悪あく事じ，また彼かれらの悪あく事じと忌いまわしい行おこないのことを彼かれらに告つげさせるために，わたしが遣つかわした者ものたちに石いしを投なげつけるという悪あく事じを行おこなったからである。

11 彼かれらが預よ言げん者しゃたちをすべて追おい出だし，彼かれらの中なかに一人ひとりも義ぎ人じんがいなくなったので，わたしは①火ひを下くだして彼かれらを滅ほろぼし，彼かれらの悪あく事じと忌いまわしい行おこないがわたしの前まえから隠かくされて，わたしが彼かれらの中なかに遣つかわした預よ言げん者しゃたちと聖せい徒とたちの血ちが，②地ちから叫さけんで彼かれらについてわたしに訴うったえることのないようにした。

12 わたしは，①多おおくのひどい破は壊かいがこの地ちとここに住すむ者ものたちに及およぶようにさせたが，それは彼かれらの悪あく事じと忌いまわしい行おこないのゆえである。

13 おお，彼かれらよりも義ぎにかなっているために，①命いのちを助たすけられているすべての者ものよ。わたしがあなたがたを②癒いやすことができるように，今いまあなたがたはわたしに立たち返かえり，自じ分ぶんの罪つみを悔くい改あらため，心こころを改あらためようとしているか。

14 まことに，あなたがたに言いう。あなたがたは，①わたしのもとに来くるならば②永えい遠えんの命いのちを得えるであろう。見みよ，わたしの③憐あわれみの腕うではあなたがたに向むけて伸のべられている。わたしは来くる者ものをだれでも受うけ入いれよう。わたしのもとに来くる者ものは幸さいわいである。

15 見みよ，わたしは神かみの子こイエス・キリストである。わたしは天てん地ちとその中なかにある万ばん物ぶつを①創そう造ぞうした。わたしは初はじめから父ちちとともにいた。②わたしは父ちちにおり，父ちちはわたしにおられる。そして，わたしによって父ちちは御み名なに栄えい光こうを受うけられた。

16 わたしは自じ分ぶんの民たみのところに来きたのに，民たみはわたしを①受うけ入いれなかった。わたしの来らい臨りんに関かんする聖せい文ぶんは成じょう就じゅしている。

17 わたしを受うけ入いれた者ものに，わたしは神かみの子ことなることを①許ゆるした。わたしの名なを信しんじる者ものにも同どう様ようにしよう。見みよ，わたしによって②贖あがないは可か能のうになっており，またわたしによってモーセの③律りっ法ぽうは成じょう就じゅしている。

18 わたしは世よの①光ひかりであり命いのちである。わたしは②アルパでありオメガであり，初はじめであり終おわりである。

19 あなたがたは，①もはや血ちを流ながすことをわたしへのささげ物ものとしてはならない。あなたがたの犠ぎ牲せいと燔はん祭さいは取とりやめなさい。わたしはこれから，あなたがたの犠ぎ牲せいと燔はん祭さいを受うけ入いれないからである。

20 あなたがたは打うち砕くだかれた心こころと悔くいる霊れいを，①犠ぎ牲せいとしてわたしにささげなさい。打うち砕くだかれた心こころと悔くいる霊れいをもってわたしのもとに来くる者ものに，わたしはレーマン人じんに授さずけたように，火ひと聖せい霊れいによって②バプテスマを授さずけよう。レーマン人じんは改かい心しんしたときにわたしを信しんじたので，火ひと聖せい霊れいによるバプテスマを受うけた。しかし，彼かれらはそれを知しらなかった。

21 見みよ，わたしは，世よに贖あがないをもたらし，世よの人ひと々びとを罪つみから救すくうために世よに来きた。

22 それゆえ，①悔くい改あらためて②幼おさな子ごのようにわたしのもとに来くる者ものを，わたしはだれでも受うけ入いれよう。神かみの王おう国こくはこのような者ものの国くにである。見みよ，このような者もののために，わたしは自じ分ぶんの③命いのちを捨すて，再ふたたびそれを得えた。それゆえ，地ちの果はてに至いたる人ひと々びとよ，悔くい改あらため，わたしのもとに来きて救すくわれなさい。」



第10章

地ちが何なん時じ間かんも静しずかであったこと。キリストの声こえが聞きこえ，めんどりがひなを集あつめるように御ご自じ分ぶんの民たみを集あつめることを約やく束そくされる。守まもられた者ものは，ひときわ義ぎにかなった人ひと々びとであった。紀き元げん約やく三十四年ねんから三十五年ねんに至いたる。

1 さて見みよ，この地ちのすべての人ひとがこれらの御み言こと葉ばを聞きき，それについて証しょう人にんとなった。そして，これらの御み言こと葉ばの後のち，地ちは何なん時じ間かんも静しずかであった。

2 民たみがあまりの驚おどろきに，親しん族ぞくを失うしなったのを嘆なげくこと，また泣なきわめくことをやめてしまったからである。そのために，全ぜん地ちは何なん時じ間かんも静しずかであった。

3 そして，再ふたたび民たみに声こえが聞きこえた。すべての人ひとはそれを聞きき，それについての証しょう人にんとなったが，その声こえは次つぎのように語かたられた。

4 「おお，ヤコブの子し孫そんであり，イスラエルの家いえに属ぞくする者ものである，崩くずれ落おちたこれらの①大おおきな町まちの民たみよ。めんどりが羽はねの下したにひなを集あつめるように，わたしはあなたがたを幾いく度たび集あつめ，②養やしなってきたことか。

5 さらにまた，めんどりが羽はねの下したにひなを集あつめるように，わたしはあなたがたを①幾いく度たび集あつめようとしたことか。まことに，おお，罪つみを犯おかしてきたイスラエルの家いえの民たみよ。まことに，おお，同おなじように罪つみを犯おかしてきたエルサレムに住すむイスラエルの家いえの民たみよ。まことに，めんどりが羽はねの下したにひなを集あつめるように，わたしはあなたがたを幾いく度たび集あつめようとしたことか。しかし，あなたがたは応おうじようとしなかった。

6 おお，わたしが命いのちを①助たすけたイスラエルの家いえよ。あなたがたが悔くい改あらため，十じゅう分ぶんに固かたい決けつ意いをもってわたしに②立たち返かえるならば，めんどりが羽はねの下したにひなを集あつめるように，わたしはあなたがたを幾いく度たびも集あつめよう。

7 しかし，おお，イスラエルの家いえよ，もし悔くい改あらためて立たち返かえらなければ，あなたがたの住じゅう居きょのある所ところは，あなたがたの先せん祖ぞに立たてた①聖せい約やくが果はたされるときまで荒あれ果はてた所ところとなるであろう。」

8 さて，民たみはこれらの御み言こと葉ばを聞きいた後のち，見みよ，親しん族ぞくと友ゆう人じんを失うしなったことで再ふたたび涙なみだを流ながし，泣なきわめき始はじめた。

9 そして三みっ日かたった。そして朝あさになると，①暗くら闇やみは地ちの面おもてから消きえ去さり，地ちが揺ゆれ動うごくのはやみ，岩いわが裂さけるのもやみ，恐おそろしいうなりは静しずまり，騒そう々ぞうしい音おとはすべてやんだ。

10 地ちは再ふたたび合あわさってそのままになった。また，命いのちを助たすけられた人ひと々びとの嘆なげきや泣なき悲かなしむ声こえもやんだ。そして，彼かれらの嘆なげきは喜よろこびに変かわり，彼かれらの悲かなしみは，彼かれらの贖あがない主ぬしなる主しゅイエス・キリストへの賛さん美びと感かん謝しゃに変かわった。

11 預よ言げん者しゃたちによって述のべられた聖せい文ぶんはここまで①成じょう就じゅした。

12 このときに命いのちを助たすけられたのは，①ひときわ義ぎにかなった人ひと々びとである。彼かれらは預よ言げん者しゃたちを受うけ入いれた人ひと々びとで，預よ言げん者しゃたちに石いしを投なげつけなかった。また，聖せい徒とたちの血ちを流ながしたこともなかった。

13 彼かれらは命いのちを助たすけられ，地ちの中なかに沈しずめられることも埋うめられることもなかった。海うみの深ふかみにおぼれることもなく，火ひで焼やかれもせず，落おちて押おしつぶされて死しぬこともなかった。また，彼かれらは旋せん風ぷうに運はこび去さられることもなく，立たち込こめる煙けむりと暗あん黒こくの霧きりに打うち倒たおされるということもなかった。

14 さて，読よむ者ものは理り解かいしなさい。聖せい文ぶんを持もっている者ものは聖せい文ぶんを①調しらべて，火ひと煙けむり，暴ぼう風ふう雨う，旋せん風ぷう，それに人ひと々びとをのみ込こむ地ちの②裂さけた穴あなによるこれらの死しと破は壊かいがすべて，多おおくの聖せいなる預よ言げん者しゃたちの預よ言げんを成じょう就じゅするものでないかどうか確たしかめなさい。

15 見みよ，あなたがたに言いう。まことに，多おおくの預よ言げん者しゃが，キリストの来らい臨りんの時ときのこれらのことについて証あかしし，そしてこれらのことを証あかししたために①殺ころされた。

16 まことに，預よ言げん者しゃ①ゼノスはこれらのことについて証あかしし，ゼノクもこれらのことについて述のべ，彼かれらは特とくに，彼かれらの子し孫そんの残のこりの者ものであるわたしたちについて証あかしした。

17 見みよ，わたしたちの先せん祖ぞヤコブも，ヨセフの子し孫そんの①残のこりの者ものについて証あかしした。見みよ，わたしたちはヨセフの子し孫そんの残のこりの者ものではないだろうか。わたしたちについて証あかしするこれらのことは，先せん祖ぞリーハイがエルサレムから持もって来きた真しん鍮ちゅうの版はんに書かき記しるされてはいないだろうか。

18 さて，第だい三十四年ねんの末すえに，命いのちを助たすけられたニーファイの民たみと，レーマン人じんと呼よばれた命いのちを助たすけられた人ひと々びとに大おおきな恵めぐみが与あたえられ，彼かれらの頭こうべに大おおきな祝しゅく福ふくが注そそがれたことを，見みよ，わたしはあなたがたに示しめそう。キリストは①天てんに昇のぼられてからすぐに，実じっ際さいに彼かれらに御ご自じ身しんを現あらわし，

19 彼かれらに御ご自じ分ぶんの体からだを①示しめし，彼かれらを教おしえ導みちびかれた。キリストの務つとめについての話はなしは後のちに記しるすことにする。したがって，今いまはわたしの言こと葉ばを終おわりにする。

[image: ]

大おお勢ぜいの人ひとがバウンティフルの地ちに集あつまったとき，イエス・キリストはニーファイの民たみに御ご自じ身しんを現あらわし，彼かれらを教おしえ導みちびかれた。イエス・キリストが彼かれらに御ご自じ身しんを現あらわされた次し第だいは，次つぎに記しるすとおりである。

次つぎの第だい十一－二十六章しょうがそれに相そう当とうする。
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御おん父ちち，愛あいする御おん子こについて証あかしされる。キリストが現あらわれ，御ご自じ分ぶんの贖しょく罪ざいについて宣せん言げんされる。人ひと々びと，キリストの両りょう手てと両りょう足あしとわきの傷きず跡あとに触ふれる。人ひと々びと，「ホサナ」と叫さけぶ。キリスト，バプテスマの様よう式しきを述のべられる。争あらそいの心こころは悪あく魔まのもの。キリストの教きょう義ぎとは，人ひとは信しんじてバプテスマを受うけ，聖せい霊れいを受うけなければならないというものである。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 さて，ニーファイの民たみの大おお勢ぜいの群ぐん衆しゅうがバウンティフルの地ちにある神しん殿でんの周まわりに集あつまり，互たがいに驚おどろき，不ふ思し議ぎに思おもい，また各かく地ちに起おこった①大おおいなる驚おどろくべき変へん化かについて互たがいに話はなし合あっていた。

2 彼かれらはまた，すでにその死しにかかわる①しるしが現あらわれたイエス・キリストについても語かたり合あっていた。

3 そして，彼かれらが互たがいに語かたり合あっていたとき，天てんから発はっせられるような①声こえが聞きこえた。しかし彼かれらは，自じ分ぶんたちに聞きこえたその声こえの告つげる意い味みが分わからなかったので，辺あたりを見み回まわした。それは耳みみ障ざわりな声こえではなく，大おおきな声こえでもなかったが，②小ちいさな声こえでありながら，聞きいた人ひと々びとの心こころの中なかまで貫つらぬいたので，彼かれらの全ぜん身しんはことごとくそれによって震ふるえた。まったく，それは魂たましいそのものにまで彼かれらを貫つらぬき，彼かれらの心こころを燃もえ上あがらせた。

4 そして彼かれらは，再ふたたびその声こえを聞きいたが，それでもその声こえの告つげる意い味みが分わからなかった。

5 その声こえは三度どまで聞きこえ，彼かれらはこの度たびは耳みみを開ひらいてそれを聞きき，目めをその声こえのする方ほうへ向むけて，その声こえが発はっせられる天てんを見み詰つめていた。

6 すると見みよ，三度ど目めには，彼かれらは自じ分ぶんたちに聞きこえたその声こえの告つげる意い味みが分わかった。その声こえは彼かれらに語かたった。

7 「わたしの①愛あいする子こを見みなさい。②わたしの心こころにかなう者ものである。わたしは彼かれによって，わたしの名なに栄えい光こうを加くわえた。彼かれに聞ききなさい。」

8 そして，彼かれらはその意い味みが分わかったので，再ふたたび天てんを見み上あげた。すると見みよ，天てんから一人ひとりの男おとこの方かたが降くだって来こられるのが①見みえた。この御お方かたは白しろい衣ころもを着きておられ，降くだって来きて群ぐん衆しゅうの中なかに立たたれた。全ぜん群ぐん衆しゅうの目めがこの御お方かたに注そそがれたが，彼かれらは互たがいの間あいだでさえ，あえて口くちを開ひらこうとはしなかった。また彼かれらは，自じ分ぶんたちに御み姿すがたを現あらわされた御お方かたを天てん使しであると思おもったが，これがどういうことなのか分わからなかった。

9 そこでこの御お方かたは，片かた手てを差さし伸のべて人ひと々びとに言いわれた。

10 「見みよ，わたしはイエス・キリストであり，世よに来くると預よ言げん者しゃたちが証あかしした者ものである。

11 見みよ，わたしは世よの①光ひかりであり命いのちである。わたしは，父ちちがわたしに下くださったあの苦にがい②杯さかずきから飲のみ，世よの罪つみを自じ分ぶんに③負おうことによって父ちちに栄えい光こうをささげた。わたしは世よの罪つみを負おうことによって，初はじめから，すべてのことについて父ちちの④御み心こころに従したがってきた。」

12 さて，イエスがこれらの御み言こと葉ばを語かたり終おえられると，群ぐん衆しゅうは全ぜん員いん地ちに伏ふした。彼かれらは，キリストが天てんに昇のぼられた後のち，自じ分ぶんたちに御ご自じ身しんを現あらわされることが①預よ言げんされていたのを思おもい出だしたからである。

13 そこで，主しゅは彼かれらに言いわれた。

14 「立たってわたしのもとに来きて，あなたがたの手てをわたしのわきに①差さし入いれ，またわたしの両りょう手てと両りょう足あしの釘くぎの跡あとに②触ふれて，わたしが③イスラエルの神かみであり，④全ぜん地ちの神かみであること，そして世よの罪つみのために殺ころされたことを知しりなさい。」

15 そこで群ぐん衆しゅうは進すすみ出でて，主しゅのわきに手てを差さし入いれ，また主しゅの両りょう手てと両りょう足あしの釘くぎの跡あとに触ふれた。彼かれらは一人ひとりずつ進すすみ出でて，全ぜん員いんがこのようにし，自じ分ぶんの目めで見み，自じ分ぶんの手てで触ふれ，①この御お方かたが，将しょう来らい来こられると預よ言げん者しゃたちによって書かき記しるされた主しゅであられることを，確たしかに知しって証あかしした。

16 彼かれらは全ぜん員いん進すすみ出でて，自みずから確かく認にんした後のち，一いっ斉せいに叫さけんだ。

17 「ホサナ。いと高たかき神かみの御み名ながほめたたえられますように。」そして，彼かれらはイエスの足あしもとに伏ふして，イエスを①拝はいした。

18 そして，イエスは（ニーファイが群ぐん衆しゅうの中なかにいたので）①ニーファイに語かたりかけ，進すすみ出でるように命めいじられた。

19 そこでニーファイは，立たち上あがって進すすみ出でて，主しゅの前まえにひれ伏ふし，主しゅの両りょう足あしに口くちづけした。

20 すると主しゅは，立たち上あがるように彼かれに命めいじられた。そこで彼かれは，身みを起おこして主しゅの前まえに立たった。

21 すると主しゅは彼かれに，「わたしはあなたに①力ちからを授さずける。わたしが再ふたたび天てんに上あげられるとき，あなたはこの力ちからをもってこの民たみに②バプテスマを施ほどこしなさい」と言いわれた。

22 さらに主しゅは，①ほかの人ひと々びとも召めして，彼かれらにも同おなじように言いわれた。そして主しゅは，バプテスマを施ほどこす力ちからをこれらの人ひとに授さずけられた。それから，主しゅは彼かれらに言いわれた。「次つぎの方ほう法ほうであなたがたはバプテスマを施ほどこしなさい。あなたがたの中なかに決けっして②論ろん争そうがあってはならない。

23 まことに，あなたがたに言いう。あなたがたの①言こと葉ばによって罪つみを悔くい改あらため，わたしの名なによってバプテスマを受うけたいと②望のぞむ人ひとに，次つぎの方ほう法ほうでバプテスマを施ほどこしなさい。見みよ，あなたがたは水みずの中なかに下おりて行いって③立たち，わたしの名なによって彼かれらにバプテスマを施ほどこしなさい。

24 さて見みよ，そのときにあなたがたの言いう言こと葉ばは次つぎのとおりである。まず，バプテスマを受うける人ひとの名なを呼よんで，

25 『わたしはイエス・キリストより①権けん能のうを受うけたので，②御おん父ちちと御おん子こと聖せい霊れいの御み名なによって，あなたにバプテスマを施ほどこします。アーメン』と言いいなさい。

26 それから，あなたがたはその人ひとを水すい中ちゅうに①沈しずめ，水みずから上あがりなさい。

27 このような方ほう法ほうで，わたしの名なによってバプテスマを施ほどこしなさい。見みよ，まことに，あなたがたに言いう。父ちちと子こと聖せい霊れいは①一つである。わたしは父ちちにおり，父ちちはわたしにおられ，父ちちとわたしは一つである。

28 わたしが命めいじたとおり，あなたがたはこのようにバプテスマを施ほどこしなさい。これまであったような①論ろん争そうが，今こん後ごは決けっしてあなたがたの中なかにあってはならない。また，わたしの教きょう義ぎの要よう点てんについて，これまでにあったような論ろん争そうが，今こん後ご決けっしてあなたがたの中なかにあってはならない。

29 まことに，まことに，あなたがたに言いう。①争あらそいの②心こころを持もつ者ものはわたしにつく者ものではなく，争あらそいの父ちちである悪あく魔まにつく者ものである。悪あく魔まは互たがいに怒いかって争あらそうように人ひと々びとの心こころをあおり立たてる。

30 見みよ，互たがいに怒いかるように人ひと々びとの心こころをあおり立たてるのは，わたしの教きょう義ぎではない。このようなことをやめるようにというのが，わたしの教きょう義ぎである。

31 見みよ，まことに，まことに，あなたがたに言いう。あなたがたにわたしの①教きょう義ぎを告つげよう。

32 これから述のべるのがわたしの①教きょう義ぎであり，父ちちがわたしに与あたえてくださった教きょう義ぎである。わたしは父ちちのことを②証あかしし，父ちちはわたしのことを証あかしされ，③聖せい霊れいは父ちちとわたしのことを証あかしする。父ちちは，どこにいる人ひとでもすべての人ひとに，悔くい改あらためてわたしを信しんじるように命めいじておられることを，わたしは証あかしする。

33 わたしを信しんじて①バプテスマを受うける者ものは，だれでも②救すくわれる。神かみの王おう国こくを③受うけ継つぐのはこれらの者ものである。

34 また，わたしを信しんじないでバプテスマを受うけない者ものは，だれでも罰ばつの定さだめを受うける。

35 まことに，まことに，あなたがたに言いう。これがわたしの教きょう義ぎである。わたしは，父ちちから告つげられたとおりにこれを証あかしする。わたしを①信しんじる者ものは父ちちをも信しんじるのである。その者ものに，父ちちはわたしのことを証あかしされるであろう。父ちちはその者ものに②火ひと③聖せい霊れいを与あたえられる。

36 このようにして，父ちちはわたしのことを証あかしされ，聖せい霊れいはその者ものに父ちちとわたしのことを証あかしする。父ちちとわたしと聖せい霊れいは一つである。

37 もう一いち度どあなたがたに言いう。あなたがたは悔くい改あらため，①幼おさな子ごのようになり，わたしの名なによってバプテスマを受うけなければならない。そうしなければ，あなたがたは決けっしてこれらのものを受うけることができない。

38 もう一いち度どあなたがたに言いう。あなたがたは悔くい改あらため，わたしの名なによってバプテスマを受うけ，幼おさな子ごのようにならなければならない。そうしなければ，あなたがたは決けっして神かみの王おう国こくを受うけ継つぐことができない。

39 まことに，まことに，あなたがたに言いう。これがわたしの教きょう義ぎである。この教きょう義ぎの上うえに①建たてる者ものはわたしの岩いわの上うえに建たてるのである。地じ獄ごくの②門もんもこれらの者ものに打うち勝かつことはない。

40 また，これ以い上じょうのこと，あるいはこれに及およばないことを告つげ知しらせて，それをわたしの教きょう義ぎとする者ものは，悪あくから出でる者ものであり，わたしの岩いわの上うえに建たてられてはいない。このような者ものは，①砂すなの土ど台だいの上うえに建たてているのである。地じ獄ごくの門もんは開ひらかれており，洪こう水ずいが起おこり，風かぜが打うちつけるときにこのような者ものを迎むかえ入いれる。

41 したがって，あなたがたはこの民たみの中なかに出でて行いき，わたしの語かたった言こと葉ばを地ちの果はてまで告つげ知しらせなさい。」
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イエス，十じゅう二に弟で子しを召めして力ちからを授さずけられる。イエス，ニーファイ人じんに山さん上じょうの垂すい訓くんに似にた説せっ教きょうをし，至し福ふくの教おしえを説とかれる。イエスの教おしえはモーセの律りっ法ぽうをしのぎ，モーセの律りっ法ぽうに優ゆう先せんする。イエスと御おん父ちちが完かん全ぜんであられるように完かん全ぜんになることが，人ひと々びとに命めいじられる。マタイによる福ふく音いん書しょ第だい五章しょうと比ひ較かく。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 さて，イエスはこれらの御み言こと葉ばをニーファイと前まえに召めされた人ひと々びと（召めされてバプテスマを施ほどこす力ちからと権けん能のうを授さずけられた人ひと々びとの数かずは①十二人にんであった）に語かたり終おえると，見みよ，群ぐん衆しゅうに手てを伸のばして，大おおきな声こえで言いわれた。「わたしがあなたがたの中なかから②選えらんで，あなたがたに仕つかえ，またあなたがたの僕しもべとなるようにしたこの十二人にんの言こと葉ばに注ちゅう意いを払はらうならば，あなたがたは③幸さいわいである。わたしは水みずであなたがたにバプテスマを施ほどこす力ちからをこの十二人にんに授さずけた。あなたがたが水みずでバプテスマを受うけた後のち，見みよ，わたしはあなたがたに火ひと聖せい霊れいによってバプテスマを授さずけよう。あなたがたはすでにわたしを見みており，わたしが実じつ在ざいすることを知しっているので，わたしを信しんじてバプテスマを受うけるならば，あなたがたは幸さいわいである。

2 さらにまた，あなたがたがわたしに会あったと証あかしし，わたしが実じつ在ざいすることを知しっていると証あかしするとき，あなたがたのその言こと葉ばを①信しんじる人ひと々びとは，なおさら幸さいわいである。まことに，あなたがたの言こと葉ばを信しんじて，②心しん底そこ謙けん遜そんになってバプテスマを受うける人ひと々びとは，幸さいわいである。彼かれらは③火ひと聖せい霊れいを授さずかり，罪つみの赦ゆるしを受うけるからである。

3 まことに，①わたしのもとに来くる②心こころの貧まずしい人ひと々びとは，幸さいわいである。天てんの王おう国こくは彼かれらのものだからである。

4 また，悲かなしむ人ひと々びとは皆みな，幸さいわいである。彼かれらは慰なぐさめられるからである。

5 ①柔にゅう和わな人ひと々びとは，幸さいわいである。彼かれらは②地ちを受うけ継つぐからである。

6 ①義ぎに②飢うえ③渇かわいている人ひと々びとは皆みな，幸さいわいである。彼かれらは聖せい霊れいに満みたされるからである。

7 ①憐あわれみ深ぶかい人ひと々びとは，幸さいわいである。彼かれらは憐あわれみを受うけるからである。

8 ①心こころの清きよい人ひと々びとは皆みな，幸さいわいである。彼かれらは神かみを②見みるからである。

9 ①平へい和わをつくり出だす人ひと々びとは皆みな，幸さいわいである。彼かれらは②神かみの子こと呼よばれるからである。

10 わたしの名なのために①迫はく害がいされる人ひと々びとは皆みな，幸さいわいである。天てんの王おう国こくは彼かれらのものだからである。

11 わたしのために人ひと々びとがあなたがたをののしり，また迫はく害がいし，またあなたがたに対たいして偽いつわって悪あっ口こうを言いうときには，あなたがたは幸さいわいである。

12 あなたがたは大おおきな喜よろこびを得えて，非ひ常じょうに喜よろこぶようになる。天てんにおいてあなたがたの受うける①報むくいは大おおきいからである。あなたがたより前まえにいた預よ言げん者しゃたちも，同おなじように迫はく害がいされたのである。

13 まことに，まことに，あなたがたに言いう。わたしはあなたがたを地ちの①塩しおとする。しかし，もし塩しおがその塩しお気けを失うしなったら，地ちは何なにによって塩しお味あじをつけられようか。その塩しおはもはや何なんの役やくにも立たたず，ただ外そとに捨すてられて，人ひと々びとに踏ふみつけられるだけである。

14 まことに，まことに，あなたがたに言いう。わたしはあなたがたをこの民たみの光ひかりとする。丘おかの上うえにある町まちは隠かくれることができない。

15 見みよ，人ひとは①ろうそくに火ひをつけて升ますの下したに置おくだろうか。そのようなことはせず，燭しょく台だいに立たてて，家いえの中なかのすべてのものを照てらす。

16 だから，あなたがたの①光ひかりをこの民たみの前まえに輝かがやかせて，この民たみがあなたがたの善よい行おこないを見みて，天てんにおられるあなたがたの父ちちをあがめるようにしなさい。

17 わたしが律りっ法ぽうや預よ言げん者しゃを廃はいするために来きた，と思おもってはならない。わたしが来きたのは廃はいするためでなく，成じょう就じゅするためである。

18 まことに，あなたがたに言いう。①律りっ法ぽうは一いっ点てん一いっ画かくもむなしくなることがなく，わたしによってすべて成じょう就じゅした。

19 そして見みよ，わたしはあなたがたに，わたしを信しんじ，罪つみを悔くい改あらためて，①打うち砕くだかれた心こころと悔くいる霊れいをもってわたしのもとに来くるようにという父ちちの律りっ法ぽうと戒いましめを与あたえた。見みよ，あなたがたの前まえには戒いましめがあり，②律りっ法ぽうはすでに成じょう就じゅしている。

20 だから，わたしのもとに来きて救すくいを得えなさい。まことに，あなたがたに言いう。今いまあなたがたに命めいじたわたしの戒いましめを守まもらなければ，あなたがたは決けっして天てんの王おう国こくに入はいれないであろう。

21 昔むかしの人ひと々びとにより，『あなたがたは①殺ころしてはならない。殺ころす者ものはだれでも，神かみの裁さばきを受うける恐おそれがある』と言いわれてきたことは，あなたがたの聞きいているところであり，またそれは，あなたがたの前まえに書かき記しるされている。

22 しかし，あなたがたに言いう。自じ分ぶんの兄きょう弟だいに対たいして怒いかる者ものはだれであろうと，神かみの裁さばきを受うける恐おそれがある。自じ分ぶんの兄きょう弟だいに向むかって『愚おろか者もの』と言いう者ものはだれでも，議ぎ会かいに引ひき渡わたされる恐おそれがある。また，『ばか者もの』と言いう者ものはだれでも，地じ獄ごくの火ひに投なげ込こまれる恐おそれがある。

23 だから，あなたはわたしのもとに来くるとき，またはわたしのもとに来きたいと思おもうとき，兄きょう弟だいがあなたに対たいして何なにか恨うらみを抱いだいていることを思おもい出だしたら，

24 あなたの兄きょう弟だいのところに行いって，まずその兄きょう弟だいと①和わ解かいし，それから十じゅう分ぶんに固かたい決けつ意いをもってわたしのもとに来きなさい。そうすれば，わたしはあなたを受うけ入いれよう。

25 自じ分ぶんに敵てき意いを抱いだいている者ものと，一いっ緒しょにいる間あいだに早はやく仲なか直なおりしなさい。そうしないと，いつか彼かれはあなたを捕とらえるであろう。そして，あなたは牢ろうに入いれられるであろう。

26 まことに，まことに，あなたに言いう。あなたは最さい後ごの一セナインを支し払はらってしまうまで，決けっしてそこから出でて来くることはできない。あなたは牢ろうの中なかにいて一①セナインでも支し払はらえるだろうか。まことに，まことに，あなたに言いう。『支し払はらうことはできない』と。

27 見みよ，昔むかしの人ひと々びとは，『あなたは①姦かん淫いんしてはならない』と書かいている。

28 しかし，あなたがたに言いう。①情じょう欲よくを抱いだいて女おんなを見みる者ものはだれでも，心こころの中なかですでに姦かん淫いんを行おこなったのである。

29 見みよ，わたしはあなたがたに，これらのことを決けっして①心こころの中なかに入いれないようにと命めいじる。

30 あなたがたは，これらのことを断たって自じ分ぶんの①十じゅう字じ架かを負おう方ほうが，地じ獄ごくに投なげ込こまれるよりもよいからである。

31 『妻つまを出だす者ものは①離り縁えん状じょうを渡わたせ』と書かかれている。

32 まことに，まことに，あなたがたに言いう。だれでも，①不ふ貞てい以い外がいの理り由ゆうで自じ分ぶんの②妻つまを出だす者ものは，③姦かん淫いんを行おこなわせるのである。また出だされた女おんなをめとる者ものも，姦かん淫いんを行おこなうのである。

33 さらに，『偽いつわり誓ちかうな。①誓ちかったことは，すべて主しゅに対たいして果はたせ』と書かかれている。

34 しかし，まことに，まことに，あなたがたに言いう。一いっ切さい①誓ちかってはならない。天てんにかけて誓ちかってはならない。そこは神かみの御み座ざであるから。

35 また，地ちにかけて誓ちかってはならない。そこは神かみの足あし台だいであるから。

36 また，自じ分ぶんの頭あたまにかけて誓ちかってはならない。あなたは髪かみの毛け一ひと筋すじさえ黒くろくも白しろくもすることができない。

37 あなたがたの言こと葉ばはただ，『はい，はい』『いいえ，いいえ』であるべきだ。それ以い上じょうのものから出でるものはすべて悪あくである。

38 また見みよ，『①目めには目めを，歯はには歯はを』と書かかれている。

39 しかし，あなたがたに言いう。悪あく人にんに①手て向むかってはならない。もし，だれかがあなたの右みぎの頬ほおを打うつなら，②ほかの頬ほおをも向むけてやりなさい。

40 あなたを訴うったえて，下した着ぎを取とろうとする者ものには，上うわ着ぎをも与あたえなさい。

41 もし，だれかが，あなたを強しいて一マイル行いかせようとするなら，その人ひととともに二マイル行いきなさい。

42 求もとめる者ものには①与あたえ，借かりようとする者ものを断ことわらないようにしなさい。

43 また見みよ，『隣りん人じんを愛あいし，敵てきを憎にくめ』とも書かかれている。

44 しかし見みよ，わたしはあなたがたに言いう。あなたがたの①敵てきを愛あいし，あなたがたをのろう者ものを祝しゅく福ふくし，あなたがたを憎にくむ者ものに善ぜんをなし，あなたがたを不ふ当とうに扱あつかい迫はく害がいする者もののために②祈いのりなさい。

45 こうして，天てんにおられるあなたがたの父ちちの子ことなるためである。天てんの父ちちは，悪わるい者ものの上うえにも善よい者ものの上うえにも太たい陽ようを昇のぼらせてくださるからである。

46 以い前ぜん律りっ法ぽうの下もとにあったことはすべて，わたしによって成じょう就じゅしている。

47 ①古ふるいものは廃はいされて，すべてのものが新あたらしくなったのである。

48 わたしや天てんにおられるあなたがたの父ちちが完かん全ぜんであるように，あなたがたも①完かん全ぜんになることを，わたしは望のぞんでいる。」



第13章

イエス，主しゅの祈いのりをニーファイ人じんに教おしえられる。人ひとは天てんに宝たからを蓄たくわえなければならない。主しゅの務つとめに携たずさわる十じゅう二に弟で子し，この世よのものを思おもい煩わずらわないように命めいじられる。マタイによる福ふく音いん書しょ第だい六章しょうと比ひ較かく。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 「まことに，まことに，わたしは言いう。あなたがたは貧まずしい者ものに①施ほどこしをしてほしい。しかし，見みられるために人ひと々びとの前まえで施ほどこしをすることのないように注ちゅう意いしなさい。もし，そうしないと，天てんにおられるあなたがたの父ちちから報むくいを受うけることがないであろう。

2 だから，施ほどこしをするときには，偽ぎ善ぜん者しゃたちが人ひとから①褒ほめられるために会かい堂どうや通とおりでするように，自じ分ぶんの前まえでラッパを吹ふいてはならない。まことに，あなたがたに言いう。彼かれらはその報むくいを受うけてしまっている。

3 あなたは施ほどこしをするとき，右みぎの手てのしていることを左ひだりの手てに知しらせてはならない。

4 それは，あなたのする施ほどこしが隠かくれているためである。そうすれば，ひそかに見みておられるあなたの父ちちは，公おおやけに報むくいてくださるであろう。

5 また，①祈いのるときには，偽ぎ善ぜん者しゃたちのようにしてはならない。彼かれらは人ひとに見みせようとして，会かい堂どうや大おお通どおりのつじに立たって祈いのることを好このむ。まことに，あなたがたに言いう。彼かれらはその報むくいを受うけてしまっている。

6 あなたは祈いのるとき，自じ分ぶんの部へ屋やに入はいり，戸とを閉とじて，隠かくれた所ところにおられるあなたの父ちちに祈いのりなさい。すると，ひそかに見みておられるあなたの父ちちは，公おおやけに報むくいてくださるであろう。

7 また，祈いのるとき，異い教きょう徒とのように無む益えきに繰くり返かえすことはやめなさい。彼かれらは，言こと葉ば数かずが多おおければ聞きき入いれられると思おもっている。

8 だから，彼かれらのまねをしてはならない。あなたがたの父ちちは，求もとめない先さきから，あなたがたに必ひつ要ようなものを①御ご存ぞんじだからである。

9 だから，あなたがたは①こう②祈いのりなさい。『天てんにおられるわたしたちの③父ちちよ，御み名ながあがめられますように。

10 御み心こころが天てんで行おこなわれるように，地ちでも行おこなわれますように。

11 わたしたちが自じ分ぶんに負ふ債さいのある者ものを赦ゆるしていますように，わたしたちの負ふ債さいをお赦ゆるしください。

12 わたしたちを誘ゆう惑わくに①陥おちいらせることのないようにし，悪あくからお救すくいください。

13 王おう国こくと力ちからと栄えい光こうはとこしえにあなたのものです。アーメン。』

14 もしあなたがたが人ひとの過あやまちを①赦ゆるすならば，あなたがたの天てんの父ちちもあなたがたを赦ゆるしてくださるであろう。

15 もし人ひとを赦ゆるさないならば，あなたがたの父ちちも，あなたがたの過あやまちを赦ゆるしてくださらないであろう。

16 さらにあなたがたは，①断だん食じきをするときには，偽ぎ善ぜん者しゃのように悲かなしげな顔かおつきをしてはならない。彼かれらは断だん食じきをしていることを人ひとに知しらせようとして，自じ分ぶんの顔かおを見み苦ぐるしくする。まことに，あなたがたに言いう。彼かれらはその報むくいを受うけてしまっている。

17 あなたがたは断だん食じきをするときには，頭あたまに油あぶらを塗ぬり，顔かおを洗あらいなさい。

18 それは，断だん食じきをしていることを人ひとに知しられないで，①隠かくれた所ところにおられるあなたの父ちちに知しっていただくためである。そうすれば，ひそかに見みておられるあなたの父ちちは，公おおやけに報むくいてくださるであろう。

19 あなたがたは自じ分ぶんのために，虫むしが食くい，さびがつき，また，盗ぬす人びとらが押おし入いって盗ぬすみ出だすような地ち上じょうに，宝たからを蓄たくわえてはならない。

20 むしろ自じ分ぶんのため，虫むしも食くわず，さびもつかず，また，盗ぬす人びとらが押おし入いって盗ぬすみ出だすこともない天てんに，①宝たからを蓄たくわえなさい。

21 あなたの宝たからのある所ところには，心こころもあるからである。

22 体からだの①明あかりは目めである。だから，あなたの目めが正ただしく見みていれば，あなたの全ぜん身しんに光ひかりが満みちるであろう。

23 しかし，あなたの目めが悪あくを見みていれば，全ぜん身しんに暗くら闇やみが及およぶであろう。だから，もしあなたの内うちにある光ひかりが暗くら闇やみになるならば，その暗くらさはどんなに深ふかいことか。

24 だれも，二人ふたりの主しゅ人じんに①兼かね仕つかえることはできない。一いっ方ぽうを憎にくんで他た方ほうを愛あいし，あるいは，一いっ方ぽうに親したしんで他た方ほうをうとんじるからである。あなたがたは，神かみと富とみとに兼かね仕つかえることはできない。」

25 さて，イエスはこれらの御み言こと葉ばを語かたり終おえると，御ご自じ分ぶんが選えらんだ十二人にんを見みて言いわれた。「わたしが語かたった言こと葉ばを覚おぼえておきなさい。見みよ，あなたがたはこの民たみに①仕つかえるようにわたしが選えらんだ者ものだからである。あなたがたに言いう。何なにを食たべようか，何なにを飲のもうかと，自じ分ぶんの命いのちのことで思おもい煩わずらい，何なにを着きようかと自じ分ぶんの体からだのことで②思おもい煩わずらってはならない。命いのちは食しょく物もつに勝まさり，体からだは衣い服ふくに勝まさっていないだろうか。

26 空そらの鳥とりを見みなさい。まくことも刈かることもせず，倉くらに納おさめることもしない。それでも，あなたがたの天てんの父ちちは鳥とりを養やしなっておられる。あなたがたは，鳥とりよりもはるかに優すぐれた者ものではないか。

27 あなたがたの中なかのだれが，思おもい煩わずらったからといって，自じ分ぶんの背せ丈たけを一キュビト伸のばすことができようか。

28 また，なぜ衣い服ふくのことで思おもい煩わずらうのか。野ののゆりがどのように育そだっているか考かんがえてみなさい。野ののゆりは働はたらきもせず，紡つむぎもしない。

29 しかし，あなたがたに言いうが，栄えい華がを極きわめたときのソロモンでさえ，この花はなの一つほどにも着き飾かざってはいなかった。

30 だから，今日きょうはあって，明あ日すは炉ろに投なげ込こまれる野のの草くさでさえ，神かみがこのように装よそおってくださるとすれば，あなたがたの信しん仰こうが薄うすくないかぎり，神かみはあなたがたにも同おなじように装よそおわせてくださるであろう。

31 だから，『何なにを食たべようか』『何なにを飲のもうか』『何なにを着きようか』と言いって思おもい煩わずらってはならない。

32 あなたがたの天てんの父ちちは，これらのものがすべてあなたがたに必ひつ要ようであることを御ご存ぞんじだからである。

33 まず神かみの①王おう国こくと神かみの義ぎを求もとめなさい。そうすれば，これらのものはすべて添そえて与あたえられるであろう。

34 だから，明あ日すのことを思おもい煩わずらってはならない。明あ日すのことは明あ日す自じ身しんが思おもい煩わずらうであろう。その日ひはその日ひの苦く労ろうだけで十じゅう分ぶんである。」



第14章

イエス，裁さばかないように，神かみを求もとめるように，偽にせ預よ言げん者しゃに気きをつけるようにと命めいじられる。イエス，御おん父ちちの御み心こころを行おこなう者ものに救すくいを約やく束そくされる。マタイによる福ふく音いん書しょ第だい七章しょうと比ひ較かく。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 さて，イエスはこれらの御み言こと葉ばを語かたり終おえると，もう一いち度ど群ぐん衆しゅうの方ほうに向むき直なおって，再ふたたび彼かれらに口くちを開ひらかれた。「まことに，まことに，あなたがたに言いう。①裁さばいてはならない。自じ分ぶんが裁さばかれないためである。

2 あなたがたが裁さばくその裁さばきで，自じ分ぶんも①裁さばかれ，あなたがたが量はかるそのはかりで，あなたがたも量はかられるからである。

3 なぜ兄きょう弟だいの目めにあるちりを見みながら，自じ分ぶんの目めにある梁はりを認みとめないのか。

4 自じ分ぶんの目めには梁はりがあるのに，どうして兄きょう弟だいに向むかって，『あなたの目めからちりを取とらせてください』と言いえようか。見みよ，自じ分ぶんの目めの中なかに梁はりがあるではないか。

5 偽ぎ善ぜん者しゃよ，まず自じ分ぶんの目めから①梁はりを取とりのけなさい。そうすれば，はっきり見みえるようになって，兄きょう弟だいの目めからちりを取とりのけることができるであろう。

6 ①聖せいなるものを犬いぬに与あたえてはならない。また豚ぶたの前まえに真しん珠じゅを投なげてはならない。彼かれらはそれらを足あしで踏ふみつけ，向むき直なおって，あなたがたを引ひき裂さくであろう。

7 ①求もとめなさい。そうすれば，与あたえられるであろう。捜さがしなさい。そうすれば，見みいだすであろう。たたきなさい。そうすれば，開ひらかれるであろう。

8 すべて求もとめる者ものは与あたえられ，捜さがす者ものは見みいだし，たたく者ものには開ひらかれるからである。

9 あなたがたの中なかに，自じ分ぶんの子こがパンを求もとめるのに，石いしを与あたえる者ものがあろうか。

10 魚うおを求もとめるのに，蛇へびを与あたえる者ものがあろうか。

11 このように，あなたがたは悪わるい者ものであっても，自じ分ぶんの子こ供どもには，良よい贈おくり物ものをすることを知しっているとすれば，天てんにおられるあなたがたの父ちちはなおさら，求もとめてくる者ものに良よいものを下くださらないことがあろうか。

12 だから，何なに事ごとでも人ひとからしてほしいと望のぞむことは，①人ひと々びとにもそのとおりにしなさい。これが律りっ法ぽうであり，預よ言げん者しゃである。

13 ①狭せまい門もんから入はいりなさい。滅ほろびに至いたる門もんは大おおきく，その道みちも②広ひろい。そして，そこから入はいって行いく者ものが多おおい。

14 命いのちに至いたる①門もんは狭せまく，その道みちは②細ほそい。そして，それを見みいだす者ものが③少すくない。

15 ①偽にせ預よ言げん者しゃに気きをつけなさい。彼かれらは羊ひつじの衣ころもを着きてあなたがたのところに来くるが，その内うち側がわは強ごう欲よくなおおかみである。

16 あなたがたは，その実みによって彼かれらを見み分わけるであろう。いばらからぶどうを，あざみからいちじくを集あつめる者ものがあろうか。

17 そのように，すべて良よい木きは良よい実みを結むすび，悪わるい木きは悪わるい実みを結むすぶ。

18 良よい木きが悪わるい実みを結むすぶことはないし，悪わるい木きが良よい実みを結むすぶこともあり得えない。

19 良よい実みを①結むすばない木きはことごとく切きり倒たおされて，火ひの中なかに投なげ込こまれる。

20 このように，あなたがたはその①実みによって彼かれらを見み分わけるのである。

21 わたしに向むかって，『主しゅよ，主しゅよ』と言いう者ものが皆みな，天てんの王おう国こくに入はいるのではなく，ただ，天てんにおられるわたしの父ちちの御み心こころを行おこなう者ものだけが入はいるのである。

22 その日ひには，多おおくの者ものがわたしに向むかって，『主しゅよ，主しゅよ，わたしたちはあなたの御み名なによって預よ言げんしたではありませんか。あなたの御み名なによって悪あく霊れいを追おい出だし，あなたの御み名なによって多おおくの驚おどろくべき業わざを行おこなったではありませんか』と①言いうであろう。

23 そのとき，わたしは彼かれらにはっきりこう言いおう。『わたしはあなたがたをまったく①知しらない。罪ざい悪あくを行おこなう者ものたちよ，わたしのもとから②去さりなさい。』

24 それで，わたしのこれらの言こと葉ばを聞きいて行おこなう者ものを，わたしは①岩いわの上うえに家いえを建たてた賢かしこい人ひとにたとえよう。

25 ①雨あめが降ふり，洪こう水ずいが押おし寄よせ，風かぜが吹ふいてその家いえに打うちつけたが，それは②倒たおれなかった。岩いわを土ど台だいとしていたからである。

26 また，わたしのこれらの言こと葉ばを聞きいて行おこなわない者ものは皆みな，①砂すなの上うえに家いえを建たてた愚おろかな人ひとにたとえられる。

27 雨あめが降ふり，洪こう水ずいが起おこり，風かぜが吹ふいてその家いえに打うちつけると，それは倒たおれてしまった。そして，その倒たおれ方かたはひどかった。」



第15章

イエス，モーセの律りっ法ぽうが御ご自じ分ぶんによって成じょう就じゅしたことを告つげられる。イエスがエルサレムで言いわれた他たの羊ひつじとは，ニーファイ人じんのことである。エルサレムにいる主しゅの民たみは，罪ざい悪あくのために，イスラエルの散ちらされた羊ひつじのことを知しらない。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 さて，イエスはこれらの御み言こと葉ばを語かたり終おえると，群ぐん衆しゅうを見み回まわして，「見みよ，あなたがたは，わたしが父ちちのみもとに昇のぼって行いく前まえに教おしえたことを聞きいた。だから，わたしのこれらの言こと葉ばを覚おぼえていて①行おこなう者ものを，わたしは終おわりの日ひに②よみがえらせよう」と言いわれた。

2 そしてイエスは，これらの御み言こと葉ばを述のべると，彼かれらの中なかに，イエスはモーセの①律りっ法ぽうをどうするおつもりかと驚おどろき怪あやしんでいる人ひと々びとがいるのに気きづかれた。これらの人ひと々びとは，古ふるいものは過すぎ去さって，すべてのものが新あたらしくなったという御み言こと葉ばの意い味みを，理り解かいしていなかったからである。

3 そこでイエスは，彼かれらに言いわれた。「わたしが，古ふるいものは過すぎ去さって，すべてのものが新あたらしくなったとあなたがたに言いったことを，不ふ思し議ぎに思おもってはならない。

4 見みよ，あなたがたに言いう。モーセに与あたえられた①律りっ法ぽうはもう成じょう就じゅしている。

5 見みよ，その律りっ法ぽうを与あたえたのはこの①わたしであり，わたしの民たみイスラエルと聖せい約やくした者ものはわたしである。律りっ法ぽうはわたしによって成じょう就じゅしている。わたしは律りっ法ぽうを②成じょう就じゅするために来きたからである。したがって，律りっ法ぽうは終おわった。

6 見みよ，わたしは，預よ言げん者しゃを廃はい止しすることは①しない。まことに，わたしはあなたがたに言いう。まだわたしによって成じょう就じゅしていないことはすべて，これから成じょう就じゅするであろう。

7 わたしは，古ふるいものは過すぎ去さったとあなたがたに言いった。ということは，将しょう来らいのものについて告つげられてきたことを，廃はいしていないということである。

8 見みよ，わたしが民たみと交かわした①聖せい約やくは，まだすべては成じょう就じゅしていないからである。しかし，モーセに与あたえられた律りっ法ぽうは，わたしによって成じょう就じゅしている。

9 見みよ，わたしは①律りっ法ぽうであり，②光ひかりである。わたしに頼たより，最さい後ごまで堪たえ忍しのびなさい。そうすれば，あなたがたは③生いきるであろう。最さい後ごまで④堪たえ忍しのぶ者ものに，わたしは永えい遠えんの命いのちを与あたえるからである。

10 見みよ，わたしはあなたがたに①戒いましめを与あたえたので，わたしの戒いましめを守まもりなさい。これは律りっ法ぽうであり，預よ言げん者しゃである。律りっ法ぽうと預よ言げん者しゃは，実じっ際さいにわたしについて②証あかししたからである。」

11 さて，イエスはこれらの御み言こと葉ばを語かたり終おえると，御ご自じ分ぶんが選えらんだあの十二人にんに向むかって言いわれた。

12 「あなたがたはわたしの弟で子しである。またあなたがたは，①ヨセフの家いえの残のこりの者ものであるこの民たみにとって光ひかりである。

13 見みよ，この地ちはあなたがたの受うけ継つぎの①地ちである。父ちちはこれをあなたがたに与あたえてくださった。

14 このことを，エルサレムにいるあなたがたの同胞はらからに①告つげるように，父ちちは一いち度どもわたしに命めいじられなかった。

15 また父ちちが，その地ちから導みちびき出だされたイスラエルの家いえの①ほかの部ぶ族ぞくについて，彼かれらに告つげるようにわたしに命めいじられたことも，これまでに一いち度どもない。

16 彼かれらに告つげるようにと，父ちちがわたしに命めいじられたことはただ，

17 『わたしにはまた，この囲かこいにいない他たの羊ひつじがある。わたしは彼かれらをも導みちびかねばならない。彼かれらもわたしの声こえに聞きき従したがうであろう。そして，ついに一つの群むれ，一人ひとりの①羊ひつじ飼かいとなるであろう』ということだけである。

18 ところが，彼かれらは強ごう情じょうであり，不ふ信しん仰こうであったので，わたしの言こと葉ばを①理り解かいしなかった。そこで，このことについてそれ以い上じょう彼かれらに言いわないように，わたしは父ちちから命めいじられた。

19 しかしまことに，わたしはあなたがたに言いう。父ちちから命めいじられたので，わたしはあなたがたに告つげる。彼かれらが罪ざい悪あくを犯おかしたために，あなたがたは彼かれらから分わけられた。だから，彼かれらがあなたがたのことを知しらないのは，彼かれらの罪ざい悪あくのためである。

20 まことに，もう一いち度どあなたがたに言いう。父ちちはほかにも彼かれらから幾いくつかの部ぶ族ぞくを分わけられた。彼かれらがそれらの部ぶ族ぞくのことを知しらないのは，彼かれらの罪ざい悪あくのためである。

21 まことに，あなたがたに言いう。『わたしには，この囲かこいにいない①他たの羊ひつじがある。わたしは彼かれらをも導みちびかねばならない。彼かれらもわたしの声こえに聞きき従したがうであろう。そして，ついに一つの群むれ，一人ひとりの羊ひつじ飼かいとなるであろう』とわたしが言いったその羊ひつじとは，あなたがたのことである。

22 しかし，彼かれらはわたしの言いったことを理り解かいしなかった。それは①異い邦ほう人じんのことであると，彼かれらは思おもった。異い邦ほう人じんは彼かれらの宣せん教きょうによって②改かい宗しゅうするということを，彼かれらは理り解かいしていなかったからである。

23 また，『彼かれらもわたしの声こえに聞きき従したがうであろう』とわたしが言いった意い味みを，彼かれらは理り解かいしなかった。①異い邦ほう人じんは決けっしてわたしの声こえを聞きかないということ，すなわち，②聖せい霊れいによる以い外がいにわたしは異い邦ほう人じんに自じ分ぶん自じ身しんを現あらわさないということを，彼かれらは理り解かいしなかった。

24 しかし見みよ，あなたがたは①わたしの声こえを聞きき，わたしを見みた。あなたがたはわたしの羊ひつじである。そしてあなたがたは，父ちちがわたしに②与あたえてくださった者ものの中なかに数かぞえられている。」



第16章

イエスはこの後のち，行ゆく方えの知しれないイスラエルの他たの羊ひつじを訪おとずれられる。末まつ日じつに，福ふく音いんは異い邦ほう人じんに伝つたわり，次ついでイスラエルの家いえに伝つたわる。主しゅがシオンを再ふたたび元もとに戻もどされるとき，主しゅの民たみはそれを目まの当あたりに見みるであろう。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 「まことに，まことに，あなたがたに言いう。わたしには，この地ちにおらず，エルサレムの地ちにもおらず，またわたしがこれまでに行いって教おしえ導みちびいた周しゅう囲いの地ちのどこにもいない①他たの羊ひつじがいる。

2 わたしの言いうその羊ひつじは，まだわたしの声こえを聞きいたことがなく，またわたしも彼かれらに自じ分ぶん自じ身しんを現あらわしたことはない。

3 しかし，わたしは①彼かれらのところへ行いって，彼かれらがわたしの声こえを聞きいて，わたしの羊ひつじの中なかに数かぞえられるようにし，一つの群むれ，一人ひとりの羊ひつじ飼かいとなるようにすることを，父ちちから命めいじられた。だから，わたしは行いって彼かれらにわたし自じ身しんを現あらわす。

4 また，わたしはあなたがたに，わたしが去さった後のちにこれらの①言こと葉ばを書かき記しるすように命めいじる。エルサレムにいるわたしの民たみ，すなわち，わたしを目めにし，わたしが務つとめを果はたしている間あいだわたしとともにいた民たみが，聖せい霊れいによってあなたがたについて知しることができるように，また彼かれらの知しらないほかの部ぶ族ぞくについても知しることができるように，わたしの名なによって父ちちに求もとめなければ，あなたがたがこれから書かき記しるすこれらの言こと葉ばは，書かき継つがれて②異い邦ほう人じんに明あきらかにされるであろう。それは，エルサレムにいるわたしの民たみの不ふ信しん仰こうのために，地ちの面おもてに散ちらされる彼かれらの子し孫そんの残のこりの者ものが，異い邦ほう人じんが満みちみちた恵めぐみにあずかることによって導みちびかれるためである。すなわち，彼かれらの贖あがない主ぬしであるわたしについて③知しるようになるためである。

5 そのとき，わたしは彼かれらを地ちの四し方ほうから①集あつめよう。またそのとき，わたしは父ちちが②イスラエルの家いえのすべての民たみに立たてられた③聖せい約やくを果はたそう。

6 ①異い邦ほう人じんは，わたしと父ちちについて証あかしする②聖せい霊れいによってわたしを信しんじるので，幸さいわいである。

7 見みよ，父ちちが言いわれるには，彼かれらはわたしを信しんじ，おお，イスラエルの家いえよ，あなたがたは信しんじないので，①末まつ日じつには異い邦ほう人じんに真しん理りが明あきらかにされて，これらのことがことごとく彼かれらに知しらされるであろう。

8 しかし，異い邦ほう人じんの中なかの信しん仰こう心しんのない者ものは災わざわいであると，父ちちは言いわれる。彼かれらはこの地ちの面おもてにやって来くるにもかかわらず，イスラエルの家いえに属ぞくするわたしの民たみを①散ちらすからである。そして，イスラエルの家いえに属ぞくするわたしの民たみは，彼かれらの中なかから②追おい出だされ，彼かれらに足あしで踏ふみつけられる。

9 父ちちは異い邦ほう人じんを憐あわれみ，イスラエルの家いえに属ぞくするわたしの民たみを裁さばかれるので，まことに，まことに，あなたがたに言いうが，これらの後のち，わたしはイスラエルの家いえに属ぞくするわたしの民たみが打うたれ，苦くるしめられ，①殺ころされ，異い邦ほう人じんの中なかから追おい出だされ，彼かれらに憎にくまれ，軽けい蔑べつの的まととなり，笑わらいぐさとなるようにする。

10 また父ちちは，あなたがたに次つぎのことを言いうように，わたしに命めいじられた。『異い邦ほう人じんがわたしの福ふく音いんに背そむいて罪つみを犯おかし，わたしの完かん全ぜんな福ふく音いんを受うけ入いれず，あらゆる国こく民みん，全ぜん地ちのあらゆる民たみにも増まして高こう慢まんな心こころで①高たかぶり，あらゆる偽いつわりと欺あざむき，悪あく事じ，あらゆる偽ぎ善ぜんと殺さつ人じん，②偽ぎ善ぜん売ばい教きょう，みだらな行おこない，秘ひ密みつの忌いまわしい行おこないにふけるその日ひ，もし彼かれらがそのようなことをすべて行おこない，わたしの完かん全ぜんな福ふく音いんを受うけ入いれなければ，見みよ，わたしは彼かれらの中なかからわたしの完かん全ぜんな福ふく音いんを取とり去さろう』と，父ちちは言いわれる。

11 『そのとき，わたしはかつてわたしの民たみ，イスラエルの家いえに立たてたわたしの聖せい約やくを①思おもい出だし，彼かれらにわたしの福ふく音いんを伝つたえよう。

12 そして，おお，イスラエルの家いえよ，異い邦ほう人じんにはあなたがたを支し配はいする権けん力りょくがないことを，わたしはあなたがたに示しめそう。おお，イスラエルの家いえよ，わたしはあなたがたに立たてたわたしの聖せい約やくを思おもい出だそう。そしてあなたがたは，わたしの完かん全ぜんな福ふく音いんを①知しるようになるであろう。

13 しかし，もし異い邦ほう人じんが悔くい改あらためて，わたしに立たち返かえるならば，見みよ，彼かれらはわたしの民たみ，イスラエルの家いえの中なかに①数かぞえられる』と，父ちちは言いわれる。

14 『また，わたしはイスラエルの家いえに属ぞくするわたしの民たみが彼かれらの中なかを通とおり過すぎて，彼かれらを踏ふみにじることを許ゆるさない』と，父ちちは言いわれる。

15 『しかし，もし彼かれらがわたしに立たち返かえらず，わたしの声こえに聞きき従したがおうとしなければ，わたしは彼かれらが，すなわちわたしの民たみイスラエルの家いえが彼かれらの中なかを通とおり過すぎて，彼かれらを①踏ふみにじることを許ゆるそう。彼かれらは塩しお気けを失うしなった塩しおのようで，もう何なんの役やくにも立たたず，捨すてられて，わたしの民たみイスラエルの家いえの足あしの下したに踏ふみつけられるだけである。』

16 まことに，まことに，あなたがたに言いう。父ちちはわたしに，この地ちを受うけ継つぎとしてこの民たみに与あたえるようにと命めいじられた。

17 そのとき，預よ言げん者しゃイザヤの①言こと葉ばが成じょう就じゅするであろう。イザヤは言いった。

18 ①『あなたの②見み張はり人にんは声こえを上あげ，声こえを合あわせて彼かれらは歌うたう。主しゅがシオンを元もとに戻もどされるとき，彼かれらはそれを目まの当あたりに見みるからである。

19 エルサレムの荒あれた所ところよ，喜よろこびの声こえを上あげ，ともに歌うたえ。主しゅが御ご自じ分ぶんの民たみを慰なぐさめ，エルサレムを贖あがなわれたからである。

20 主しゅはその聖せいなる腕うでを，すべての国こく民みんの目めの前まえに現あらわされた。地ちの果はてに至いたるすべての人ひとは，わたしたちの神かみの救すくいを見みるであろう。』」



第17章

イエス，民たみに御ご自じ分ぶんの言こと葉ばについて深ふかく考かんがえ，理り解かい力りょくを祈いのり願ねがうように指し示じされる。イエス，民たみの病びょう気きを癒いやされる。イエス，書かき記しるせない言こと葉ばで民たみのために祈いのられる。天てん使したちは幼おさない子こ供どもたちに恵めぐみを施ほどこし，幼おさない子こ供どもたちは火ひに包つつまれる。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 さて見みよ，イエスはこれらの御み言こと葉ばを語かたり終おえると，再ふたたび群ぐん衆しゅうを見み回まわして言いわれた。「見みよ，わたしの①時ときは近ちかづいた。

2 あなたがたは弱よわく，あなたがたに今いま告つげるようにと父ちちから命めいじられているわたしの言こと葉ばを，すべては①理り解かいできないことを，わたしは知しっている。

3 だから，自じ分ぶんの家いえに帰かえり，わたしが述のべたことを①深ふかく考かんがえなさい。そして，理り解かいできるように，また②明あ日すのために心こころが③備そなえられるように，わたしの名なによって父ちちに願ねがいなさい。わたしはもう一いち度どあなたがたのところに来くるであろう。

4 しかし，わたしは今いまは父ちちのみもとに①帰かえり，またイスラエルの②行ゆく方えの知しれない部ぶ族ぞくにもわたし自じ身しんを③現あらわそう。彼かれらは父ちちにとっては行ゆく方え知しれずではない。父ちちは彼かれらを導みちびいた先さきを御ご存ぞんじだからである。」

5 さて，イエスはこのように言いうと，もう一いち度ど群ぐん衆しゅうを見み回まわして，彼かれらが涙なみだを流ながしながら，もうしばらくとどまっていてほしいと願ねがうかのように，イエスをじっと見み詰つめているのを御ご覧らんになった。

6 そこで，イエスは彼かれらに言いわれた。「見みよ，わたしの心こころは，あなたがたに対たいする①哀あわれみに満みたされている。

7 あなたがたの中なかに病びょう気きの者ものがいるか。彼かれらをここに連つれて来きなさい。足あしの不ふ自じ由ゆうな者もの，目めの見みえない者もの，足あしの悪わるい者もの，手ての不ふ自じ由ゆうな者もの，重おもい皮ひ膚ふ病びょうにかかっている者もの，体からだのまひしている者もの，耳みみの聞きこえない者もの，あるいはどんなことでも苦くるしんでいる者ものがいるか。彼かれらをここに連つれて来きなさい。癒いやしてあげよう。わたしはあなたがたのことを哀あわれに思おもい，わたしの心こころは憐あわれみに満みたされている。

8 あなたがたは，わたしがエルサレムにいるあなたがたの同胞はらからに示しめしたことを，自じ分ぶんたちにも示しめしてほしいと思おもっている。わたしはそのことを知しっている。また，あなたがたの①信しん仰こうがわたしから癒いやしを受うけるのに②十じゅう分ぶんであることも，わたしは知しっている。」

9 さて，イエスがこのように言いわれると，群ぐん衆しゅうはこぞって，病びょう気きの者もの，苦くるしんでいる者もの，足あしの不ふ自じ由ゆうな者もの，目めの見みえない者もの，口くちの利きけない者もの，そのほかどんなことでも苦くるしんでいる者ものたちを伴ともなって前まえに進すすみ出でた。するとイエスは，御ご自じ分ぶんのところに連つれて来こられた者ものをことごとく①癒いやされた。

10 そこで，彼かれらは皆みな，癒いやされた者ものも健けん康こうな者ものも，イエスの足あしもとにひれ伏ふして，イエスを拝はいした。また，群ぐん衆しゅうの中なかを近ちかづくことのできた者ものはイエスの足あしに①口くちづけし，涙なみだでイエスの足あしをぬらした。

11 さて，イエスは，①幼おさない子こ供どもたちを連つれて来くるように命めいじられた。

12 そこで，彼かれらは幼おさない子こ供どもたちを連つれて来きて，イエスの傍かたわらに降おろした。イエスはその真まん中なかに立たっておられた。また，群ぐん衆しゅうは道みちを譲ゆずって，幼おさない子こ供どもたちが皆みな，イエスのもとに来こられるようにした。

13 さて，幼おさない子こ供どもたちが皆みな連つれて来こられると，イエスはその真まん中なかに立たち，地ちに①ひざまずくように群ぐん衆しゅうに命めいじられた。

14 そして，彼かれらが地ちにひざまずくと，イエスは心こころの中なかで苦く悩のうされ，「父ちちよ，イスラエルの家いえに属ぞくする民たみの悪あく事じのために，今いまわたしは①心こころが騒さわいでいます」と言いわれた。

15 そして，イエスはこのように言いわれると，御ご自じ分ぶんも地ちにひざまずき，見みよ，御おん父ちちに祈いのられた。イエスが祈いのられた事こと柄がらを書かき記しるすことはできないが，イエスの祈いのりを聞きいた群ぐん衆しゅうはそのことを証あかしした。

16 彼かれらは次つぎのように証あかしした。「わたしたちはイエスが御おん父ちちに話はなされるのを見み聞ききしたが，それは①目めがまだ見みたこともなく，耳みみがまだ聞きいたこともないほど，大おおいなる驚おどろくべきことであった。

17 わたしたちはイエスが話はなされるのを見み聞ききしたが，それはどんな①舌したも語かたることができず，どんな人ひとも書かき記しるすことができず，人ひと々びとの心こころが想そう像ぞうできないほど，大おおいなる驚おどろくべきことであった。またわたしたちは，イエスがわたしたちのために御おん父ちちに祈いのってくださるのを聞きいたが，そのときにわたしたちの心こころに満みちた喜よろこびは，だれも想そう像ぞうすることができない。」

18 さて，イエスは御おん父ちちに祈いのり終おえると，立たち上あがられた。しかし，群ぐん衆しゅうは①喜よろこびが非ひ常じょうに大おおきかったので力ちからを失うしなっていた。

19 そこで，イエスは彼かれらに語かたり，立たち上あがるように命めいじられた。

20 そこで，彼かれらは地ちから立たち上あがった。すると，イエスは彼かれらに，「あなたがたは信しん仰こうがあるので，幸さいわいである。見みよ，わたしの喜よろこびは満みちている」と言いわれた。

21 そして，イエスはこれらの御み言こと葉ばを語かたると，①涙なみだを流ながされた。群ぐん衆しゅうはそのことを証あかしした。また，イエスは幼おさない子こ供どもたちを一人ひとり一人ひとり抱だいて②祝しゅく福ふくし，彼かれらのために御おん父ちちに祈いのられた。

22 そして，イエスはこれを終おえると，また涙なみだを流ながされた。

23 また，イエスは群ぐん衆しゅうに語かたって，「あなたがたの幼おさない子こ供どもたちを見みなさい」と言いわれた。

24 そこで彼かれらは，見みようとして天てんに目めを向むけたとき，天てんが開ひらくのを見みた。そして，天てん使しがまるで火ひの中なかにいるかのような有あり様さまで天てんから降くだって来くるのを見みた。天てん使しは降くだって来くると，幼おさない子こ供どもたちを①取とり囲かこみ，幼おさない子こ供どもたちも火ひに包つつまれた。そして，天てん使しは幼おさない子こ供どもたちに恵めぐみを施ほどこした。

25 群ぐん衆しゅうはそれを見み聞ききして，証あかしした。彼かれらは皆みな，自じ分ぶん自じ身しんで見み聞ききしたので，その証あかしが真しん実じつであることを知しっている。群ぐん衆しゅうの人にん数ずうはおよそ二千五百人にんであり，男おとこと女おんなと子こ供どもから成なっていた。



第18章

イエス，ニーファイ人じんの中なかに聖せい餐さんを定さだめられる。ニーファイ人じん，イエスの名なによって常つねに祈いのるように命めいじられる。ふさわしくないままでイエスの肉にくを食たべ，イエスの血ちを飲のむ者ものは，罰ばつの定さだめを受うける。弟で子したち，聖せい霊れいを授さずける力ちからを与あたえられる。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 さて，イエスは弟で子したちに，幾いくらかの①パンとぶどう酒しゅを持もって来くるように命めいじられた。

2 そして，彼かれらがパンとぶどう酒しゅを取とりに行いっている間あいだに，イエスは群ぐん衆しゅうに，地ちに腰こしを下おろすよう命めいじられた。

3 そして，弟で子したちが①パンとぶどう酒しゅを持もって来くると，イエスはパンを取とり，それを裂さいて祝しゅく福ふくされた。それからイエスは，弟で子したちに与あたえて，食たべるように命めいじられた。

4 彼かれらが食たべて満みたされると，イエスは群ぐん衆しゅうにも与あたえるように命めいじられた。

5 そして，群ぐん衆しゅうが食たべて満みたされると，イエスは弟で子したちに言いわれた。「見みよ，あなたがたの中なかの一人ひとりを聖せい任にんしよう。わたしはその人ひとに力ちからを授さずけ，彼かれがパンを①裂さいて祝しゅく福ふくし，わたしの教きょう会かいの人ひと々びと，すなわち信しんじてわたしの名なによってバプテスマを受うけるすべての人ひとに，それを与あたえることができるようにしよう。

6 またあなたがたは，わたしがしたように，すなわち，わたしがパンを裂さいて祝しゅく福ふくし，それをあなたがたに与あたえたように，いつもこれを行おこなうように努つとめなさい。

7 あなたがたは，わたしがあなたがたに示しめしたわたしの体からだを①記き念ねんして，これを行おこないなさい。それは，あなたがたがいつもわたしを覚おぼえているということを，父ちちに示しめす証あかしとなるであろう。そして，あなたがたは，いつもわたしを覚おぼえているならば，わたしの御み霊たまを受うけるであろう。」

8 さて，イエスはこれらの御み言こと葉ばを語かたると，弟で子したちに，器うつわのぶどう酒しゅを取とって飲のむように告つげ，さらに群ぐん衆しゅうにも与あたえて飲のませるように命めいじられた。

9 そこで，弟で子したちはそのようにして，飲のんで満みたされた。また，彼かれらは群ぐん衆しゅうにも与あたえ，群ぐん衆しゅうも飲のんで満みたされた。

10 弟で子したちがこれをなし終おえると，イエスは彼かれらに言いわれた。「あなたがたはこれを行おこなったので，幸さいわいである。これはわたしの戒いましめを守まもることである。またこれは，わたしの命めいじたことをあなたがたが喜よろこんで行おこなうということを，父ちちに証しょう明めいするものである。

11 これをあなたがたは，悔くい改あらためてわたしの名なによってバプテスマを受うける人ひと々びとのためにいつも行おこないなさい。あなたがたは，わたしがあなたがたのために流ながしたわたしの血ちの記き念ねんとして，それを行おこないなさい。そうすれば，あなたがたはいつもわたしを覚おぼえているということを，父ちちに証しょう明めいすることができる。そして，あなたがたは，いつもわたしを覚おぼえているならば，わたしの御み霊たまを受うけるであろう。

12 わたしはあなたがたに，これらのことを行おこなうようにという戒いましめを与あたえる。あなたがたはいつもこれらのことを行おこなうならば，わたしの①岩いわの上うえに建たてられているので，幸さいわいである。

13 しかし，あなたがたの中なかで，これ以い上じょうのこと，あるいはこれに及およばないことを行おこなう者ものは，わたしの岩いわの上うえに建たてられておらず，砂すなの土ど台だいの上うえに建たてられているのである。雨あめが降ふり，洪こう水ずいが起おこり，風かぜが吹ふいてこれらの者ものに打うちつけると，彼かれらは①倒たおれてしまう。また地じ獄ごくの②門もんは，彼かれらを受うけ入いれるためにいつでも開ひらかれている。

14 だから，あなたがたに与あたえるように父ちちがわたしに命めいじられたわたしの戒いましめを守まもるならば，あなたがたは幸さいわいである。

15 まことに，まことに，わたしはあなたがたに言いう。あなたがたは悪あく魔まに誘ゆう惑わくされないように，また悪あく魔まに捕とらえられないように，常つねに目めを覚さましていて①祈いのらなくてはならない。

16 わたしがあなたがたの中なかで祈いのったように，あなたがたもわたしの教きょう会かいで，悔くい改あらためてわたしの名なによってバプテスマを受うけるわたしの民たみの中なかで祈いのりなさい。見みよ，わたしは①光ひかりである。わたしはあなたがたのために②模も範はんを示しめした。」

17 さて，イエスはこれらの御み言こと葉ばを弟で子したちに語かたり終おえると，再ふたたび群ぐん衆しゅうの方ほうに向むき直なおって，言いわれた。

18 「見みよ，まことに，まことに，あなたがたに言いう。あなたがたは誘ゆう惑わくに陥おちいらないように，常つねに目めを覚さましていて祈いのらなければならない。①サタンはあなたがたを小こ麦むぎのようにふるいにかけることを願ねがっているからである。

19 だからあなたがたは，わたしの名なによって常つねに父ちちに祈いのらなければならない。

20 与あたえられると信しんじて，わたしの名なによって父ちちに求もとめるものは，正せい当とうであれば，見みよ，①何なんでもあなたがたに与あたえられる。

21 あなたがたの妻さい子しが祝しゅく福ふくを受うけるように，あなたがたの家か族ぞくの中なかで，わたしの名なによって常つねに父ちちに①祈いのりなさい。

22 見みよ，あなたがたはしばしばともに集つどいなさい。また，ともに集つどうときには，どんな人ひともあなたがたのところに来くるのを禁きんじてはならない。彼かれらがあなたがたのところに来くるのを許ゆるしなさい。禁きんじてはならない。

23 むしろあなたがたは彼かれらのために①祈いのりなさい。彼かれらを追おい出だしてはならない。もし彼かれらがしばしばあなたがたのところに来くるならば，彼かれらのためにわたしの名なによって父ちちに祈いのりなさい。

24 あなたがたの①光ひかりを掲かかげて，世よの人ひと々びとに輝かがやき渡わたるようにしなさい。見みよ，あなたがたの掲かかげる②光ひかりとは，わたしである。すなわち，わたしが行おこなうのをあなたがたが見みた，その行おこないである。見みよ，あなたがたはわたしが父ちちに祈いのるのを見みた。皆みな，目まの当あたりに見みている。

25 また，あなたがたが見みたように，わたしはあなたがたの①だれにも立たち去さるように命めいじることなく，むしろわたしのもとに来きて，②触ふれるように，また見みるように命めいじた。あなたがたも世よの人ひと々びとにそのようにしなさい。この戒いましめを破やぶる者ものはだれでも，誘ゆう惑わくに陥おちいることを自みずから許ゆるす者ものである。」

26 さて，イエスはこれらの御み言こと葉ばを語かたり終おえると，御ご自じ分ぶんが選えらばれた弟で子したちにもう一いち度ど目めを向むけて言いわれた。

27 「見みよ，まことに，まことに，あなたがたに言いう。わたしはあなたがたにもう一つの戒いましめを与あたえる。その後のち，わたしは①父ちちのみもとに帰かえり，父ちちから与あたえられている②ほかの命めい令れいを果はたさなければならない。

28 さて見みよ，わたしがあなたがたに与あたえる戒いましめはこれである。すなわち，あなたがたは，わたしの肉にくと血ちを分わけ与あたえるとき，だれであっても①ふさわしくないままでわたしの肉にくと血ちに②あずかることを，承しょう知ちのうえで許ゆるしてはならないということである。

29 ①ふさわしくないままでわたしの肉にくを食たべ，②血ちを飲のむ者ものは，そうすることで自じ分ぶんに罰ばつの定さだめを招まねくからである。だから，ある人ひとがわたしの肉にくを食たべ，血ちを飲のむのにふさわしくないと分わかったならば，あなたがたはその人ひとに禁きんじなさい。

30 それでもあなたがたは，その人ひとをあなたがたの中なかから①追おい出だすことなく，その人ひとに仕つかえ，またその人ひとのためにわたしの名なによって父ちちに祈いのりなさい。もしその人ひとが悔くい改あらためて，わたしの名なによってバプテスマを受うけるならば，あなたがたはその人ひとを受うけ入いれて，わたしの肉にくと血ちを分わけ与あたえなさい。

31 しかし，悔くい改あらためなければ，その人ひとがわたしの民たみを滅ほろぼすことのないように，あなたがたはその人ひとをわたしの民たみの中なかに数かぞえてはならない。見みよ，わたしは①自じ分ぶんの羊ひつじを知しっており，わたしの羊ひつじは数かぞえられているからである。

32 それでも，あなたがたは引ひき続つづき仕つかえることができるように，その人ひとを会かい堂どうや礼れい拝はいの場ば所しょから追おい出だしてはならない。彼かれらが立たち返かえって悔くい改あらため，十じゅう分ぶんに固かたい決けつ意いをもってわたしのもとに戻もどって来くるようにならないとは言いい切きれないからである。彼かれらがそうするならば，わたしは彼かれらを①癒いやそう。だからあなたがたは，彼かれらに救すくいをもたらす者ものになりなさい。

33 ①罪つみの宣せん告こくを受うけることのないように，あなたがたはわたしが命めいじたこれらの言こと葉ばを守まもりなさい。なぜなら，父ちちから罪つみに定さだめられる者ものは災わざわいだからである。

34 わたしがあなたがたにこれらの戒いましめを与あたえるのは，これまであなたがたの中なかに論ろん争そうがあったからである。あなたがたの中なかにこれから①論ろん争そうがなければ，あなたがたは幸さいわいである。

35 今いま，わたしは父ちちのみもとに行いく。①あなたがたのために父ちちのみもとに行いくことが必ひつ要ようだからである。」

36 さて，イエスはこれらの御み言こと葉ばを語かたり終おえると，以い前ぜんに御ご自じ分ぶんが選えらばれた①弟で子したち全ぜん員いんに一人ひとりずつ②手てで触ふれ，触ふれながら彼かれらに何なに事ごとかを言いわれた。

37 群ぐん衆しゅうはイエスの言いわれた御み言こと葉ばを聞きかなかったので，彼かれらは証あかししなかった。しかし弟で子したちは，①聖せい霊れいを授さずける②力ちからをイエスから授さずけられたと証あかしした。わたしはこの証あかしが真しん実じつであることを，後のちにあなたがたに示しめそう。

38 さて，イエスが彼かれら全ぜん員いんに手てで触ふれられると，①雲くもが現あらわれて群ぐん衆しゅうを覆おおったので，彼かれらはイエスを見みることができなかった。

39 そして，群ぐん衆しゅうが覆おおわれている間あいだに，イエスは彼かれらのもとを去さり，天てんに昇のぼられた。弟で子したちはイエスが再ふたたび天てんに昇のぼって行いかれたのを見みて，そのことを証あかしした。



第19章

十二人にんの弟で子し，民たみを教おしえ，聖せい霊れいを求もとめて祈いのる。十二人にんの弟で子し，バプテスマを受うけ，聖せい霊れいを授さずかり，天てん使したちから仕つかえられる。イエス，書かき記しるせない言こと葉ばで祈いのられる。イエス，これらのニーファイ人じんの信しん仰こうが非ひ常じょうに深ふかいことを認みとめられる。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 さて，イエスが天てんに昇のぼって行いかれると，群ぐん衆しゅうは解かい散さんし，男おとこたちは各おの々おの妻さい子しを連つれて家いえに帰かえった。

2 そして，群ぐん衆しゅうがイエスにお会あいしたことと，イエスが彼かれらを教おしえ導みちびかれたことと，イエスが翌よく日じつも群ぐん衆しゅうに御ご自じ身しんを現あらわされることが，暗くらくなる前まえに，すぐに民たみの中なかに広ひろく告つげ知しらされた。

3 まことに，一ひと晩ばん中じゅうイエスのことが広ひろく告つげ知しらされた。そして彼かれらは，民たみに使つかいを出だして，多おおくの者もの，まことに非ひ常じょうに大おお勢ぜいの者ものが一ひと晩ばん中じゅう大おおいに働はたらき，イエスが群ぐん衆しゅうに御ご自じ身しんを現あらわされる場ば所しょに，翌よく日じつ人ひと々びとが集あつまることができるようにした。

4 そしてその翌よく日じつ，群ぐん衆しゅうが集あつまったときに，見みよ，ニーファイと，ニーファイが死し者しゃの中なかからよみがえらせた彼かれの兄きょう弟だいテモテと，ヨナという名なのニーファイの息むす子こと，マソーナイと，その兄きょう弟だいマソーナイハと，クメンと，クメノンハイと，エレミヤと，シェムノンと，ヨナと，ゼデキヤと，イザヤ，以い上じょうはイエスが選えらばれた弟で子したちの名なであるが，さて，彼かれらは進すすみ出でると，群ぐん衆しゅうの中なかに立たった。

5 そして見みよ，群ぐん衆しゅうが非ひ常じょうに大おお勢ぜいであったため，彼かれらは群ぐん衆しゅうを十二組くみに分わけた。

6 十二人にんはその群ぐん衆しゅうを教おしえ，また見みよ，彼かれらは群ぐん衆しゅうを地ちの面おもてにひざまずかせ，イエスの名なによって御おん父ちちに祈いのらせた。

7 また弟で子したちもイエスの名なによって御おん父ちちに祈いのった。そして，彼かれらは立たち上あがり，民たみを教おしえた。

8 彼かれらは，イエスが言いわれたとおりの御み言こと葉ばを，イエスが言いわれた御み言こと葉ばと少すこしも異ことなることなく教おしえると，見みよ，再ふたたびひざまずいて，イエスの名なによって御おん父ちちに祈いのった。

9 彼かれらは，自じ分ぶんたちが最もっとも望のぞんでいるものを求もとめて祈いのった。①聖せい霊れいが授さずけられるようにと望のぞんでいたのである。

10 彼かれらはこのように祈いのり終おえると，水みず際ぎわに下おりて行いき，群ぐん衆しゅうも彼かれらに続つづいた。

11 そして，ニーファイが①水みずの中なかに入はいって行いき，バプテスマを受うけた。

12 そして彼かれは，水みずの中なかから出でて来くると，バプテスマを施ほどこし始はじめ，イエスが選えらばれた者ものたち全ぜん員いんにバプテスマを施ほどこした。

13 そして，彼かれらが皆みな①バプテスマを受うけて，水みずから上あがると，聖せい霊れいが彼かれらに降くだられた。そして，彼かれらは②聖せい霊れいと火ひに満みたされた。

14 見みよ，彼かれらは火ひのようなものに①包つつまれた。それは天てんから降くだって来きたものである。群ぐん衆しゅうはそれを見みて証あかしした。また，天てん使したちが天てんから降くだって来きて，彼かれらに仕つかえた。

15 さて，天てん使したちが弟で子したちに仕つかえていたときに，見みよ，イエスが来こられ，彼かれらの中なかに立たって教おしえ導みちびかれた。

16 そして，イエスは群ぐん衆しゅうに語かたりかけ，もう一いち度ど地ちにひざまずくように命めいじ，弟で子したちにも地ちにひざまずくように言いわれた。

17 そして，彼かれらが皆みな，地ちにひざまずくと，イエスは弟で子したちに，祈いのるように命めいじられた。

18 見みよ，彼かれらは祈いのり始はじめ，イエスを自じ分ぶんたちの主しゅ，自じ分ぶんたちの神かみととなえて，イエスに向むかって祈いのった。

19 そこでイエスは，彼かれらの中なかから去さり，少すこし離はなれた所ところに行いって御ご自じ分ぶんも地ちに伏ふして，言いわれた。

20 「父ちちよ，わたしが選えらんだこれらの者ものに聖せい霊れいを与あたえてくださり，感かん謝しゃいたします。彼かれらがわたしを信しんじたので，わたしは彼かれらを世よから選えらび出だしました。

21 父ちちよ，どうか彼かれらの言こと葉ばを信しんじるすべての者ものに聖せい霊れいをお与あたえください。

22 父ちちよ，あなたは彼かれらがわたしを信しんじているので，彼かれらに聖せい霊れいを与あたえてくださいました。彼かれらが祈いのるのをお聞ききになってお分わかりのように，彼かれらはわたしを信しんじています。彼かれらはわたしに祈いのっています。わたしが彼かれらとともにいるので，彼かれらはわたしに祈いのっています。

23 さて，父ちちよ，わたしは彼かれらのために，また彼かれらの言こと葉ばを信しんじるすべての者もののためにお願ねがいします。彼かれらがわたしを信しんじることができるようにしてください。父ちちよ，①あなたがわたしにおられるように，わたしが彼かれらにいることができ，わたしたちが②一つとなれるようにしてください。」

24 さて，イエスはこのように御おん父ちちに祈いのり終おえると，弟で子したちのところに来こられた。ところが見みよ，彼かれらは，絶たえ間まなくなおもイエスに向むかって祈いのり続つづけていた。彼かれらは①言こと葉ば数かずを多おおくしたのではない。②祈いのるべき事こと柄がらが彼かれらに示しめされ，また彼かれらには，願ねがい事ごとがいっぱいあったからである。

25 そこで，弟で子したちがイエスに祈いのっている間あいだに，イエスは彼かれらを祝しゅく福ふくされた。また，イエスは彼かれらにほほえみかけ，イエスの①顔かおの光ひかりが彼かれらを照てらした。すると見みよ，彼かれらも，イエスの顔かおのように，またイエスの衣ころものように②白しろくなった。そして見みよ，その白しろさはあらゆる白しろさに勝まさっており，まことに，地ち上じょうのものでこれほど白しろいものはあり得えないほどであった。

26 また，イエスは彼かれらに，「祈いのり続つづけなさい」と言いわれた。しかし，実じつは彼かれらはまだ祈いのるのをやめていなかった。

27 イエスは彼かれらからまた向むき直なおり，少すこし離はなれた所ところに行いって地ちに伏ふされた。そして，再ふたたび御おん父ちちに祈いのって言いわれた。

28 「父ちちよ，わたしが選えらんだ者ものたちを，彼かれらの信しん仰こうのゆえに①清きよめてくださり感かん謝しゃします。わたしは彼かれらのために，また彼かれらの言こと葉ばを信しんじる者ものたちのためにもお願ねがいします。彼かれらがわたしによって清きよめられているように，彼かれらの言こと葉ばを信しんじる者ものたちも，彼かれらの言こと葉ばを信しんじることでわたしによって清きよめられるようにしてください。

29 父ちちよ，わたしは世よのためではなく，信しん仰こうがあるということであなたが①世よから選えらんで，わたしに与あたえてくださった者ものたちのためにお願ねがいします。彼かれらがわたしによって清きよめられるようにしてください。父ちちよ，あなたがわたしのうちにおられるように，わたしが彼かれらのうちにいることができ，わたしたちが一つとなり，わたしが彼かれらによって栄えい光こうを受うけることができるようにしてください。」

30 イエスはこれらの御み言こと葉ばを語かたると，また弟で子したちのところに来こられた。すると見みよ，彼かれらは絶たえ間まなく続つづけてイエスに向むかって祈いのっていた。そこでイエスは，また彼かれらにほほえみかけられた。見みよ，彼かれらはイエスのように①白しろかった。

31 さて，イエスはまた少すこし離はなれた所ところに行いって，御おん父ちちに祈いのられた。

32 イエスが祈いのられた御み言こと葉ばを舌したは語かたることができないし，イエスが祈いのられた御み言こと葉ばを人ひとは①書かき記しるすことができない。

33 群ぐん衆しゅうは聞きいて，証あかししている。彼かれらの心こころは開ひらかれ，彼かれらはイエスが祈いのられた御み言こと葉ばを心こころの中なかで理り解かいした。

34 しかし，イエスが祈いのられた御み言こと葉ばは，まことに大おおいなる驚おどろくべきものであったので，人ひとはそれを書かき記しるすこともできなければ，①言いい表あらわすこともできない。

35 さて，イエスは祈いのり終おえると，また弟で子したちのところに来きて彼かれらに言いわれた。「わたしはすべてのユダヤ人じんの中なかで，これほどの深ふかい①信しん仰こうを見みたことがない。わたしは，彼かれらの②不ふ信しん仰こうのゆえに，このように大おおきな奇き跡せきを彼かれらに現あらわすことができなかった。

36 まことに，あなたがたに言いう。彼かれらの中なかには，あなたがたが見みたような大おおいなることを見みた者もの，またあなたがたが聞きいたような大おおいなることを聞きいた者ものは一人ひとりもいない。」



第20章

イエス，不ふ思し議ぎな力ちからでパンとぶどう酒しゅを用よう意いし，再ふたたび聖せい餐さんを執しっ行こうされる。ヤコブの残のこりの者ものは将しょう来らい，主しゅなる彼かれらの神かみを知しるようになり，アメリカ大たい陸りくを受うけ継つぐ。イエスはモーセのような預よ言げん者しゃである。ニーファイ人じんは預よ言げん者しゃたちの子し孫そんである。主しゅの民たみに属ぞくするほかの者ものたち，将しょう来らいエルサレムに集あつめられる。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 さて，イエスは群ぐん衆しゅうと弟で子したちに，祈いのるのをやめるように，しかし心こころの中なかで①祈いのることはやめないようにと命めいじられた。

2 また，イエスは彼かれらに，体からだを起おこして立たち上あがるように命めいじられた。そこで，彼かれらは体からだを起おこして立たち上あがった。

3 そして，イエスは再ふたたびパンを裂さいて，それを祝しゅく福ふくし，弟で子したちに食たべるようにとお与あたえになった。

4 そして，彼かれらが食たべ終おえると，イエスは彼かれらに，パンを裂さいて群ぐん衆しゅうに与あたえるように命めいじられた。

5 彼かれらが群ぐん衆しゅうに与あたえ終おえると，イエスは彼かれらにぶどう酒しゅも与あたえて飲のませ，また群ぐん衆しゅうにも与あたえるように命めいじられた。

6 ところで，弟で子したちと群ぐん衆しゅうは，①パンもぶどう酒しゅも持もって来きていなかった。

7 しかしイエスは，実じっ際さいに彼かれらにパンを①与あたえて食たべさせ，ぶどう酒しゅを与あたえて飲のませられたのであった。

8 そして，イエスは彼かれらに言いわれた。「このパンを①食たべる者ものは，自じ分ぶんのためにわたしの体からだを食たべるのであり，このぶどう酒しゅを飲のむ者ものは，自じ分ぶんのためにわたしの血ちを飲のむのである。その者ものは決けっして飢うえることも渇かわくこともなく，満みたされるであろう。」

9 さて，群ぐん衆しゅうは皆みな食たべ終おえ，飲のみ終おえると，見みよ，彼かれらは御み霊たまに満みたされた。そして，彼かれらは声こえを合あわせて叫さけび，自じ分ぶんたちが見みたり聞きいたりしたイエスに栄えい光こうを帰きした。

10 そして，彼かれらが皆みな，イエスに栄えい光こうを帰きすると，イエスは彼かれらに言いわれた。「見みよ，今いま，わたしはイスラエルの家いえの残のこりの者ものであるこの民たみについて，父ちちから命めいじられたことを果はたそう。

11 あなたがたが覚おぼえているように，わたしはあなたがたに，①イザヤの②言こと葉ばが成じょう就じゅするときのことを語かたった。見みよ，イザヤの言こと葉ばは書かき記しるされてあなたがたの前まえにあるので，それを調しらべなさい。

12 まことに，まことに，あなたがたに言いう。イザヤの言こと葉ばが成じょう就じゅするのは，父ちちが御ご自じ分ぶんの民たみ，イスラエルの家いえに立たてられた①聖せい約やくが果はたされるときである。

13 そのとき，地ちの面おもてに広ひろく①散ちらされる②残のこりの者ものたちが，東ひがしから西にしから，南みなみから北きたから③集あつめられる。そして，彼かれらを贖あがなわれた主しゅなる彼かれらの神かみを④知しるようになる。

14 また父ちちは，受うけ継つぎとしてこの①地ちをあなたがたに与あたえるように，わたしに命めいじられた。

15 あなたがたに言いう。異い邦ほう人じんがわたしの民たみを散ちらした後のち，祝しゅく福ふくを受うけてから，もし①悔くい改あらためなければ，

16 そのとき，ヤコブの家いえの残のこりの者ものであるあなたがたは，彼かれらの中なかに出でて行いくであろう。異い邦ほう人じんの数かずは多おおいが，あなたがたは彼かれらの中なかにいる。あなたがたは彼かれらの中なかで，森もりの獣けものの中なかのライオンのようであり，羊ひつじの群むれの中なかの若わかい①ライオンのようである。若わかいライオンは通とおり過すぎるときに②踏ふみにじり，引ひき裂さいて，だれも救すくうことができない。

17 あなたの手てはあなたに敵てき意いを抱いだいている者もののうえに振ふり上あげられ，あなたの敵てきはことごとく絶たたれる。

18 人ひとが刈かり束たばを床ゆかに集あつめるように，わたしは自じ分ぶんの民たみを①集あつめよう。

19 父ちちが聖せい約やくを交かわされたわたしの民たみ，わたしはあなたの①角つのを鉄てつとし，またあなたのひづめを真しん鍮ちゅうとしよう。あなたは多おおくの民たみを打うち砕くだくであろう。わたしは彼かれらの利り得とくを主しゅのために聖せい別べつし，彼かれらの所しょ有ゆう物ぶつを全ぜん地ちの主しゅのために聖せい別べつしよう。見みよ，それを行おこなうのはわたしである。

20 さて，わたしの罰ばつの①剣つるぎはその日ひ彼かれらのうえに迫せまると，父ちちは言いわれる。彼かれらが悔くい改あらためなければ，それは彼かれらに，すなわち異い邦ほう人じんのすべての国こく民みんに下くだる，と父ちちは言いわれる。

21 そしてわたしは，自じ分ぶんの①民たみ，イスラエルの家いえを築きずき上あげよう。

22 見みよ，わたしはこの民たみをこの地ちに立たてて，わたしがかつてあなたがたの先せん祖ぞヤコブと交かわした①聖せい約やくを果はたそう。この地ちは②新しんエルサレムとなるであろう。天てんの力ちからはこの民たみの中なかにあり，まことに，③わたしはあなたがたの中なかにいるであろう。

23 見みよ，モーセが語かたったのはわたしのことである。モーセは言いった。『主しゅなるあなたがたの神かみは，あなたがたのために，あなたがたの同胞はらからの中なかからわたしのような①預よ言げん者しゃを一人ひとりお立たてになる。その預よ言げん者しゃがあなたがたに語かたるすべてのことに耳みみを傾かたむけなさい。そして，その預よ言げん者しゃに耳みみを傾かたむけない者ものはすべて，民たみの中なかから絶たたれるであろう。』

24 まことに，あなたがたに言いう。サムエルをはじめとして，彼かれに続つづいて語かたった①預よ言げん者しゃは皆みな，わたしについて証あかしした。

25 見みよ，あなたがたは預よ言げん者しゃたちの子し孫そんであり，イスラエルの家いえに属ぞくする者ものであり，父ちちがあなたがたの先せん祖ぞと交かわされた①聖せい約やくを受うけている者ものである。父ちちはアブラハムに，『②あなたの子し孫そんにより，地ちのすべての部ぶ族ぞくは祝しゅく福ふくを受うけるであろう』と言いわれた。

26 父ちちはわたしをよみがえらせ，まずあなたがたに遣つかわされた。あなたがた一人ひとり一人ひとりを罪ざい悪あくから①遠とおざけて祝しゅく福ふくにあずからせるためである。これは，あなたがたが聖せい約やくの子し孫そんだからである。

27 あなたがたが祝しゅく福ふくにあずかった後のち，父ちちは，①『あなたの子し孫そんにより，地ちのすべての部ぶ族ぞくが祝しゅく福ふくを受うけるであろう』と言いってアブラハムと交かわした聖せい約やくを果はたされる。それは，わたしを通つうじて，異い邦ほう人じんに聖せい霊れいが注そそがれるためである。②異い邦ほう人じんはこの祝しゅく福ふくを与あたえられて，何なに者ものにも増まして強つよくなり，わたしの民たみ，イスラエルの家いえを散ちらすであろう。

28 そして異い邦ほう人じんは，この地ちの民たみにとって①鞭むちとなるであろう。それでも，彼かれらがわたしの完かん全ぜんな福ふく音いんを受うけ入いれたとき，『もしもわたしに対たいして心こころをかたくなにするならば，わたしは彼かれらの罪ざい悪あくを彼かれら自じ身しんの頭こうべに戻もどそう』と，父ちちは言いわれる。

29 『またわたしは，自じ分ぶんの民たみと交かわした聖せい約やくを①思おもい起おこそう。わたしは自じ分ぶんがふさわしいと思おもうときに彼かれらを②集あつめ，彼かれらの先せん祖ぞの③地ちを受うけ継つぎとして再ふたたび彼かれらに与あたえると聖せい約やくした。その先せん祖ぞの地ちとは④エルサレムの地ち，彼かれらのためのとこしえの約やく束そくの地ちである』と，父ちちは言いわれる。

30 そして将しょう来らい，わたしの完かん全ぜんな福ふく音いんが彼かれらに宣のべ伝つたえられる時ときが来くる。

31 そして彼かれらはわたしを①信しんじ，わたしが神かみの子こイエス・キリストであることを認みとめ，わたしの名なによって父ちちに祈いのるようになるであろう。

32 そのとき，彼かれらの①見み張はり人にんたちは声こえを上あげ，彼かれらは声こえを合あわせて歌うたう。彼かれらは目まの当あたりに見みるからである。

33 そのとき，父ちちは再ふたたび彼かれらを集あつめ，彼かれらの受うけ継つぎの地ちとしてエルサレムを彼かれらに与あたえられる。

34 そのとき，彼かれらは喜よろこびの声こえを上あげる。①『エルサレムの荒あれた所ところよ，ともに歌うたえ。父ちちが御ご自じ分ぶんの民たみを慰なぐさめ，エルサレムを贖あがなわれたからである。』

35 父ちちはその聖せいなる御み腕うでを，すべての国こく民みんの目めの前まえに現あらわされた。地ちの果はてに至いたるすべての人ひとは，父ちちの救すくいを見みるであろう。父ちちとわたしは一つである。

36 そのとき，書かき記しるされていることが成じょう就じゅするであろう。①『おお，シオンよ，目め覚ざめよ，再ふたたび目め覚ざめよ，力ちからを着きよ。おお，聖せいなる都みやこエルサレムよ，美うつくしい衣ころもを着きよ。これからはもう，割かつ礼れいを受うけていない者ものと清きよくない者ものは，あなたの中なかに入はいって来くることはないからである。

37 あなたの身みからちりを振ふり落おとせ。おお，エルサレムよ，立たち上あがって座ざせ。おお，囚とらわれたシオンの娘むすめよ，あなたの首くびの縄なわを解とき捨すてよ。

38 主しゅはこう言いわれる。「あなたがたは自じ分ぶん自じ身しんをただで売うり渡わたした。あなたがたは金かねを払はらわずに贖あがなわれるであろう。」』

39 まことに，まことに，あなたがたに言いう。わたしの民たみはわたしの名なを知しるであろう。まことに，その日ひ，彼かれらは語かたっている者ものがわたしであることを知しるであろう。

40 そのとき，彼かれらは言いう。①『よきおとずれを伝つたえ，平へい和わを②告つげて広ひろめ，善ぜんのよきおとずれを伝つたえ，救すくいを告つげて広ひろめ，シオンに向むかって「あなたの神かみが統とう治ちしておられる」と言いう者ものの足あしは，山やまの上うえにあって何なんと麗うるわしいことであろう。』

41 またそのとき，叫さけび声ごえが起おこる。①『去され，去され，そこを出でよ。②清きよくないものに触ふれるな。その中なかを出でよ。主しゅの器うつわを担になう者ものたちよ，③清きよくあれ。

42 あなたがたは①慌あわてて出でる必ひつ要ようもなければ，逃にげるようにして去さる必ひつ要ようもない。主しゅがあなたがたの前まえを行いき，イスラエルの神かみがあなたがたのしんがりとなられるからである。

43 見みよ，わたしの僕しもべは賢かしこく振ふる舞まう。彼かれはあがめられ，たたえられ，非ひ常じょうに高たかくなる。

44 多おおくの人ひとがあなたに驚おどろいたように—彼かれの顔かおつきはほかのだれよりも損そこなわれて，また彼かれの姿すがたも，人ひとの子こらのようではなかった—

45 彼かれは多おおくの国こく民みんを清きよめる。王おうたちは彼かれを見みて口くちをつぐむ。彼かれらはまだ告つげられたことのないことを見み，まだ聞きいたことのないことを悟さとるからである。』

46 まことに，まことに，あなたがたに言いう。これらのことはすべて，父ちちがわたしに命めいじられたように必かならず起おこる。そのとき，父ちちが御ご自じ分ぶんの民たみと交かわされた聖せい約やくが果はたされる。そのとき，①エルサレムは再ふたたびわたしの民たみの住すむ所ところとなり，彼かれらの受うけ継つぎの地ちとなるであろう。」



第21章

『モルモン書しょ』が出でるときに，イスラエルは集あつめられる。異い邦ほう人じん，自じ由ゆうな民たみとしてアメリカ大たい陸りくに住すむ。異い邦ほう人じん，信しんじて従したがうならば救すくわれる。そうでなければ，絶たたれて滅ほろぼされる。イスラエルは新しんエルサレムを築きずき，行ゆく方えの知しれない部ぶ族ぞくは戻もどって来くる。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 「まことに，あなたがたに言いう。これらのことが起おこる①時とき，すなわち，わたしが自じ分ぶんの民たみ，イスラエルの家いえを長なが年ねんの離り散さんした状じょう態たいから集あつめて，彼かれらの中なかに再ふたたびわたしのシオンを設もうける時ときを，あなたがたが知しることのできるように，一つのしるしをあなたがたに示しめそう。

2 見みよ，わたしが一つのしるしとしてあなたがたに示しめすのは，次つぎのことである。まことに，あなたがたに言いう。今いまあなたがたに告つげるこれらのこと，またわたし自じ身しんと，父ちちがあなたがたに授さずけられる聖せい霊れいの力ちからとによって，わたしがこの後のちあなたがたに告つげるこれらのことは，将しょう来らい異い邦ほう人じんに知しらされるであろう。異い邦ほう人じんがヤコブの家いえの残のこりの者ものであるこの民たみについて，また彼かれらによって散ちらされるこのわたしの民たみについて，知しるようにするためである。

3 まことに，まことに，あなたがたに言いう。①これらのことは父ちちによって彼かれらに知しらされ，父ちちから出でて彼かれらからあなたがたに伝つたわる。

4 彼かれらがこの地ちに定てい住じゅうし，父ちちの力ちからによって①自じ由ゆうな民たみとされて，これらのことが彼かれらからあなたがたの子し孫そんの残のこりの者ものに伝つたわり，父ちちが御ご自じ分ぶんの民たみ，イスラエルの家いえと交かわされた父ちちの②聖せい約やくが果はたされるようになることは，父ちちの知ち恵えにかなうことである。

5 これらの業わざと，この後のちあなたがたの中なかで行おこなわれる業わざは，罪ざい悪あくのために不ふ信しん仰こうに陥おちいるあなたがたの①子し孫そんに，②異い邦ほう人じんから伝つたわるであろう。

6 このようにして，父ちちが望のぞんでおられるように，それは①異い邦ほう人じんから伝つたわって，父ちちが御ご自じ分ぶんの力ちからを異い邦ほう人じんに示しめされるようになり，またその結けっ果か，異い邦ほう人じんは心こころをかたくなにしなければ，悔くい改あらためてわたしのもとに来きて，わたしの名なによってバプテスマを受うけ，わたしの教きょう義ぎの真しんの要よう点てんを知しって，わたしの民たみ，イスラエルの家いえの中なかに②数かぞえられるようになるであろう。

7 これらのことが起おこって，あなたがたの①子し孫そんがこれらのことを知しるようになるとき，それは彼かれらにとって一つのしるしとなって，彼かれらは，父ちちがイスラエルの家いえに属ぞくする人ひと々びとに立たてられた聖せい約やくを果はたすために業わざを始はじめられた，ということを知しるのである。

8 その日ひが来くると，そこで王おうたちは口くちをつぐむようになる。王おうたちはまだ告つげられたことのないことを見み，まだ聞きいたことのないことを悟さとるからである。

9 その日ひ，わたしのために父ちちは異い邦ほう人じんの中なかで一つの業わざを，すなわち大おおいなる①驚おどろくべき業わざを行おこなわれる。一人ひとりの男おとこが彼かれらにその業わざについて告つげるが，彼かれらの中なかにはそれを信しんじない者ものたちがいる。

10 しかし見みよ，わたしの僕しもべの命いのちはわたしの手ての内うちにあるので，彼かれは彼かれらによって①損そこなわれることはあっても，害がいは受うけない。損そこなわれても，わたしは彼かれを癒いやそう。②わたしの知ち恵えが悪あく魔まの悪わる知ぢ恵えよりも深ふかいことを，わたしは彼かれらに示しめそう。

11 さて，父ちちはこの僕しもべがイエス・キリストであるわたしの言こと葉ばを異い邦ほう人じんにもたらすことを許ゆるし，また異い邦ほう人じんにわたしの言こと葉ばをもたらす力ちからを①彼かれに与あたえられる。わたしの言こと葉ばを信しんじない者ものはだれであろうと，聖せい約やくを受うけているわたしの民たみの中なかから②絶たたれるであろう。（それは，モーセの言いったとおりになる。）

12 ヤコブの残のこりの者ものであるわたしの民たみは，異い邦ほう人じんの中なかで，彼かれらのただ中なかで，森もりの獣けものの中なかの①ライオンのように，羊ひつじの群むれの中なかの若わかいライオンのようになるであろう。若わかいライオンは通とおり過すぎるときに②踏ふみにじり，引ひき裂さいて，だれも救すくうことができない。

13 彼かれらの手ては彼かれらに敵てき意いを抱いだいている者もののうえに振ふり上あげられ，彼かれらの敵てきはことごとく絶たたれるであろう。

14 まことに，異い邦ほう人じんは①悔くい改あらためなければ災わざわいである。父ちちは言いわれる。『そしてその日ひには，わたしはあなたのうちから馬うまを絶たやし，戦せん車しゃを壊こわし，

15 あなたの国くにのもろもろの町まちを絶たやし，あなたの城しろをことごとく覆くつがえす。

16 また，あなたの国くにから魔ま術じゅつを絶たやす。あなたのうちには占うらない師しがないようになる。

17 また，あなたのうちから①彫ちょう像ぞうと石いしの柱はしらを絶たやす。あなたは重かさねて手てで造つくったものを拝おがむことはない。

18 また，あなたのうちからアシラ像ぞうを抜ぬき倒たおし，あなたのもろもろの町まちを滅ほろぼす。

19 そして，①偽いつわりや欺あざむきやねたみ，また争あらそいや偽ぎ善ぜん売ばい教きょう，みだらな行おこないはすべて廃はいされる。』

20 そして，父ちちは言いわれる。『その日ひ，悔くい改あらためてわたしの愛あい子しのもとに来こない者ものを，わたしは自じ分ぶんの民たみ，イスラエルの家いえの中なかから絶たとう。

21 わたしは異い教きょう徒とに及およぼすように，彼かれらが聞きいたこともないほどの報ほう復ふくと怒いかりを彼かれらに及およぼそう。』

22 しかし，彼かれらが悔くい改あらためてわたしの言こと葉ばに聞きき従したがい，心こころをかたくなにしなければ，わたしは彼かれらの中なかにわたしの①教きょう会かいを設もうけよう。彼かれらは聖せい約やくを交かわし，わたしがこの地ちを彼かれらの受うけ継つぎとして与あたえた，このヤコブの残のこりの者ものの中なかに②数かぞえられるであろう。

23 そして，わたしの民たみであるヤコブの残のこりの者ものと，将しょう来らいやって来くるイスラエルの家いえのすべての者ものが，①新しんエルサレムと呼よばれる一つの都みやこを築きずくのを，彼かれらは助たすけるであろう。

24 そのとき，地ちの全ぜん面めんに散ちらされているわたしの民たみが新しんエルサレムに集あつまるのを，彼かれらは助たすけるであろう。

25 そのとき，天てんの①力ちからが彼かれらの中なかに下くだり，②わたしも彼かれらの中なかにいるであろう。

26 またその日ひ，すなわちこの福ふく音いんがこの民たみの残のこりの者ものの中なかで宣のべ伝つたえられるとき，父ちちの業わざが始はじまるであろう。まことに，あなたがたに言いう。その日ひ，父ちちの業わざは，わたしの民たみのすべての散ちらされた者ものの中なかで，すなわち，父ちちがエルサレムから連つれ出だされた①行ゆく方えの知しれない部ぶ族ぞくの中なかで②始はじまるであろう。

27 まことに父ちちは，わたしの民たみのすべての①散ちらされた者ものがわたしのもとに来きて，わたしの名なによって父ちちに請こい願ねがうことができるように，道みちを備そなえるために彼かれらの中なかでその業わざを始はじめられる。

28 そのとき，父ちちは，御ご自じ分ぶんの民たみが彼かれらの受うけ継つぎの地ちに①戻もどされるように，道みちを備そなえるためにすべての国こく民みんの中なかで業わざを始はじめられる。

29 『そして，彼かれらはあらゆる国こく民みんの中なかから出でて来くる。彼かれらは①慌あわてて出でる必ひつ要ようもなければ，逃にげるようにして去さる必ひつ要ようもない。わたしが彼かれらの前まえを行いき，またわたしが彼かれらのしんがりとなるからである』と，父ちちは言いわれる。」



第22章

終おわりの時ときに，シオンとシオンのステークが確かく立りつされ，イスラエルは憐あわれみと慈いつくしみをもって集あつめられる。イスラエルは勝しょう利りを得える。イザヤ書しょ第だい五十四章しょうと比ひ較かく。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 「書かき記しるされていることは，そのときに起おこる。『「おお，子こを生うまなかった不ふ妊にんの女おんなよ，①歌うたいなさい。産うみの苦くるしみを味あじわわなかった者ものよ，声こえを放はなって歌うたい，声こえ高たからかに叫さけびなさい。見み捨すてられた者ものの子こ供どもは，夫おっとのある者ものの子こ供どもよりも多おおいからである」と，主しゅは言いわれる。

2 「あなたの天てん幕まくの場ば所しょを広ひろくし，あなたの住すまいの幕まくを張はって広ひろげなさい。惜おしむことなく，あなたの綱つなを長ながくし，あなたの①杭くいを強きょう固こにしなさい。

3 あなたは右みぎにも左ひだりにも広ひろがり，あなたの子し孫そんは①異い邦ほう人じんから受うけ継ついで，荒あれ果はてたもろもろの町まちを人ひとの住すむ所ところとするからである。

4 あなたは恥はじることはないので，恐おそれてはならない。あなたは①辱はずかしめられることはないので，うろたえてはならない。あなたは若わかいときの恥はじを忘わすれ，若わかいときの恥ち辱じょくを思おもい出ださず，寡か婦ふであったときの恥ち辱じょくを決けっして思おもい出だすことはない。

5 あなたを造つくった者ものがあなたの夫おっとであり，その名なは万ばん軍ぐんの主しゅである。あなたの贖あがない主ぬしはイスラエルの聖せい者じゃであり，全ぜん地ちの神かみととなえられる。

6 主しゅはあなたを，見み捨すてられて心こころに痛いた手でを負おっている女おんなのように，また若わかいときに拒こばまれた妻つまのように招まねかれたからである」と，あなたの神かみは言いわれる。

7 「わたしは少すこしの間あいだあなたを捨すてたが，深ふかい憐あわれみをもってあなたを集あつめよう。

8 わたしはいささか怒いかって，少すこしの間あいだあなたから顔かおを隠かくしたが，永えい遠えんの慈いつくしみをもってあなたを①憐あわれもう」と，あなたの贖あがない主ぬしである主しゅは言いわれる。

9 「①このことは，わたしには②ノアの洪こう水ずいのようである。わたしはかつてノアの洪こう水ずいが二に度どと地ちを覆おおうことはないと誓ちかったが，そのように，わたしはあなたを怒いからないと誓ちかった。

10 ①山やま々やまが去さり，丘おかが動うごいても，わたしの慈いつくしみはあなたから②去さることなく，わたしの平へい和わの聖せい約やくは動うごくことがない」と，あなたを憐あわれむ主しゅは言いわれる。

11 「おお，苦くるしめられ，嵐あらしにもてあそばれ，慰なぐさめを得えない者ものよ。見みよ，わたしは麗うるわしい色いろであなたの①石いしを敷しき，サファイヤであなたの基もといを据すえよう。

12 また，めのうであなたの窓まどを造つくり，紅こう玉ぎょくであなたの門もんを造つくり，あなたの境さかいをすべて宝ほう石せきで造つくろう。

13 あなたの①子し孫そんは皆みな，主しゅによって教おしえを受うけ，あなたの子し孫そんの平へい安あんは深ふかい。

14 あなたは①義ぎをもって堅かたく立たてられる。あなたは恐おそれないので，虐しいたげられることはない。また，恐きょう怖ふから遠とおざかる。それはあなたに近ちかづくことがないからである。

15 見みよ，彼かれらは必かならずあなたに敵てき対たいして集あつまるが，それはわたしによるのではない。あなたに敵てき対たいして集あつまる者ものはだれであろうと，あなたのゆえに倒たおれる。

16 見みよ，わたしは炭すみ火びを吹ふきおこして，自じ分ぶんの仕し事ごとのために道どう具ぐを造つくる鍛か冶じを造つくった。また，わたしは荒あらし滅ほろぼす者ものも造つくった。

17 あなたを攻せめるために造つくられる武ぶ器きは，まったく役やくに立たたない。また，裁さばきの時ときにあなたに向むかってののしる舌したはことごとく，あなたがそれを罪つみに定さだめる。これが主しゅの僕しもべたちの受うけ継つぐものであって，彼かれらの義ぎはわたしから出でる」と，主しゅは言いわれる。』」



第23章

イエス，イザヤの言こと葉ばを是ぜ認にんされる。イエス，預よ言げん者しゃの書しょを調しらべるように民たみに命めいじられる。復ふっ活かつについてのレーマン人じんサムエルの言こと葉ばが記き録ろくに加くわえられる。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 「さて見みよ，わたしはあなたがたに言いう。あなたがたはこれらのことを①調しらべなさい。まことにわたしは，これらのことを熱ねっ心しんに調しらべるようにという戒いましめを，あなたがたに与あたえる。②イザヤの言こと葉ばはまことに偉い大だいだからである。

2 確たしかにイザヤは，イスラエルの家いえに属ぞくするわたしの民たみについて，すべてのことを述のべた。そこで，どうしても彼かれは異い邦ほう人じんにも語かたる必ひつ要ようがあった。

3 彼かれの語かたったことはすべて，彼かれの語かたった言こと葉ばのとおりにこれまで起おこっており，また①これからも起おこるであろう。

4 したがって，わたしの言こと葉ばを心こころに留とめ，わたしがあなたがたに告つげたことを書かき記しるしなさい。これらの言こと葉ばは，父ちちの定さだめられたときに，父ちちの御み心こころのままに異い邦ほう人じんに伝つたわるであろう。

5 わたしの言こと葉ばに聞きき従したがい，悔くい改あらためてバプテスマを受うける者ものは，だれであろうと救すくわれる。①預よ言げん者しゃの書しょを調しらべなさい。これらのことについて，証あかししている預よ言げん者しゃが多おおいからである。」

6 さて，イエスはこれらの御み言こと葉ばを語かたり終おえると，再ふたたび彼かれらに語かたり，彼かれらに与あたえられている聖せい文ぶんをすべて説とき明あかした後のち，「見みよ，あなたがたが書かいていない別べつの聖せい文ぶんを書かき記しるすことを，あなたがたに望のぞむ」と，彼かれらに言いわれた。

7 そして，イエスはニーファイに，「あなたがたが書かき継ついできた記き録ろくを持もって来きなさい」と言いわれた。

8 そこでニーファイが記き録ろくを持もって来きてイエスの前まえに置おくと，イエスはそれらの記き録ろくに目めをやって言いわれた。

9 「まことに，あなたがたに言いう。わたしはレーマン人じんであるわたしの僕しもべ①サムエルに，この民たみに証あかしするようにと命めいじた。その証あかしとは，父ちちがわたしによって御み名なに栄えい光こうを受うけられる日ひに，②多おおくの③聖せい徒とが死し者しゃの中なかから④よみがえって，多おおくの者ものに現あらわれ，彼かれらに仕つかえるであろうということである。」そして，イエスは彼かれらに，「そのとおりではなかったか」と言いわれた。

10 そこでイエスの弟で子したちは，イエスに答こたえ，「はい，主しゅよ，サムエルはあなたの御み言こと葉ばのとおりに預よ言げんし，それはすべて成じょう就じゅしました」と言いった。

11 するとイエスは彼かれらに，「多おおくの聖せい徒とがよみがえって多おおくの者ものに現あらわれ，彼かれらに仕つかえたことを書かき記しるしていないのはどうしてか」と言いわれた。

12 そこでニーファイは，このことがまだ書かき記しるされていないのを思おもい出だした。

13 そして，イエスがそれを書かき記しるすように命めいじられたので，イエスが命めいじられたとおりにそのことが書かき記しるされた。

14 さて，弟で子したちが書かき記しるしてきたすべての聖せい文ぶんをまとめて①説とき明あかした後のち，イエスは，御ご自じ分ぶんが説とき明あかした事こと柄がらを教おしえるように，彼かれらに命めいじられた。



第24章

主しゅの使し者しゃが再さい臨りんのために道みちを備そなえる。キリスト，裁さばきの座ざに着つかれる。イスラエル，什じゅう分ぶんの一いちを納おさめ，ささげ物ものをするように命めいじられる。覚おぼえの書しょが記しるされる。マラキ書しょ第だい三章しょうと比ひ較かく。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 さて，イエスは，御ご自じ分ぶんがこれから告つげる御み言こと葉ばを書かき記しるすように，彼かれらに命めいじられた。それは，御おん父ちちがマラキに与あたえられた御み言こと葉ばである。そして，それらの御み言こと葉ばが書かき記しるされた後のち，イエスはそれを説とき明あかされた。イエスが彼かれらに告つげられた御み言こと葉ばは次つぎのとおりである。「父ちちはマラキに次つぎのように言いわれた。『「見みよ，わたしは①使し者しゃを遣つかわす。彼かれはわたしの前まえに道みちを備そなえる。あなたがたの求もとめる主しゅ，すなわちあなたがたの喜よろこぶ聖せい約やくの使し者しゃは，突とつ如じょ主しゅの神しん殿でんに来くる。見みよ，主しゅは来くる」と，万ばん軍ぐんの主しゅは言いう。

2 しかし，主しゅの来くる日ひには，だれが①堪たえ得えよう。主しゅの現あらわれるときには，だれが立たち得えよう。主しゅは②精せい錬れんする者ものの火ひのようであり，布ぬのさらしの灰あ汁くのようである。

3 主しゅは銀ぎんを精せい錬れんし清きよめる者ものとして座ざに着つき，①レビの子こらを清きよめ，金きん銀ぎんのように彼かれらを清きよめて，彼かれらが義ぎをもってささげ物ものを主しゅに②ささげられるようにされる。

4 そのとき，ユダとエルサレムのささげ物ものは，昔むかしの日ひのように，また先さきの年としのように主しゅに喜よろこばれる。

5 「そして，わたしはあなたがたに近ちかづいて，裁さばきをなし，魔ま法ほうを使つかう者もの，姦かん淫いんを行おこなう者もの，偽いつわりの誓ちかいを立たてる者もの，賃ちん金ぎんについて雇やとい人にんを虐しいたげる者もの，やもめと①父ちちのいない子こ供どもを虐しいたげる者もの，外がい来らい者しゃを退しりぞける者もの，わたしを畏おそれない者ものに対たいして速すみやかに証あかしを立たてる」と，万ばん軍ぐんの主しゅは言いう。

6 「わたしは主しゅであるので，変かわることがない。それゆえ，ヤコブの子こらよ，あなたがたは焼やき尽つくされることがない。

7 あなたがたは，先せん祖ぞの時じ代だいからわたしの定さだめを①離はなれて，それを守まもらなかった。②わたしに帰かえりなさい。そうすれば，わたしはあなたがたに帰かえろう」と，万ばん軍ぐんの主しゅは言いう。「ところが，あなたがたは，『どのようにして帰かえりましょうか』と言いう。

8 人ひとは神かみから盗ぬすむだろうか。ところが，あなたがたはわたしから盗ぬすんでいる。しかし，あなたがたは，『わたしたちはどのようにしてあなたから盗ぬすんでいるのでしょうか』と言いう。①什じゅう分ぶんの一いちと②ささげ物ものによってである。

9 あなたがたはのろいをもってのろわれる。あなたがた，まことに民たみのすべてがわたしから盗ぬすんでいるからである。

10 わたしの家いえに食しょく物もつがあるように，①什じゅう分ぶんの一いちをすべてわたしの倉くらに携たずさえて来きなさい。これをもってわたしを試こころみ，わたしが天てんの窓まどを開ひらいて，受うけ入いれる余よ地ちがないほどの②祝しゅく福ふくを，あなたがたに注そそぐかどうかを見みなさい」と，万ばん軍ぐんの主しゅは言いう。

11 「わたしは食くい荒あらすものをあなたがたのために抑おさえて，あなたがたの地ちの産さん物ぶつが荒あらされないようにしよう。また，あなたがたのぶどうの木きが熟じゅくす前まえに，その実みを畑はたけに落おとすことのないようにしよう」と，万ばん軍ぐんの主しゅは言いう。

12 「諸しょ国こくの民たみは皆みな，あなたがたを祝しゅく福ふくされた者ものと言いうであろう。あなたがたは喜よろこばしい国くにとなるからである」と，万ばん軍ぐんの主しゅは言いう。

13 「あなたがたは言こと葉ばを激はげしくしてわたしに逆さからった」と，主しゅは言いう。ところが，あなたがたは，「わたしたちはあなたに逆さからって何なにを言いいましたか」と言いう。

14 あなたがたは言いった。「神かみに仕つかえることは無む益えきだ。神かみの定さだめを守まもってきたことが，また万ばん軍ぐんの主しゅの前まえを悲かなしんで歩あゆんできたことが，どんな益えきになっているか。

15 今いまわたしたちは，高たかぶる者ものは幸しあわせであると言いう。まことに，悪あくを行おこなう者ものは高たかく上あげられ，まことに，神かみを試こころみる者ものでさえも救すくわれる」と。

16 そのとき，主しゅを畏おそれる者ものたちはしばしば互たがいに①語かたり合あい，主しゅは耳みみを傾かたむけてこれを聞きかれた。そして，主しゅを畏おそれ，主しゅの名なを尊とうとんだ者ものたちのために，主しゅの前まえで一つの②覚おぼえの書しょが書かき記しるされた。

17 万ばん軍ぐんの主しゅは言いう。「わたしがわたしの宝ほう石せきを①集あつめる日ひに，彼かれらはわたしのものとなる。人ひとが自じ分ぶんに仕つかえる息むす子こを憐あわれむように，わたしは彼かれらを憐あわれもう。

18 そのとき，あなたがたは帰かえり，義ぎ人じんと悪あく人にん，神かみに仕つかえる者ものと神かみに仕つかえない者ものとの①区く別べつを知しるようになる。」』」



第25章

再さい臨りんの時ときには，高たかぶる者ものと悪あく人にんはわらのように焼やかれる。エリヤは大おおいなる恐おそるべき日ひの前まえに戻もどって来くる。マラキ書しょ第だい四章しょうと比ひ較かく。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 「『「見みよ，炉ろのように①燃もえる日ひが来くる。すべて②高たかぶる者ものと悪あくを行おこなう者ものは，わらのようになる。やがて来くる日ひが彼かれらを焼やき尽つくして，根ねも枝えだも残のこさない」と，万ばん軍ぐんの主しゅは言いう。

2 「しかし，わたしの名なを畏おそれるあなたがたのために，①義ぎの御おん子こは翼つばさに癒いやしを携たずさえて現あらわれる。あなたがたは出でて行いって，牛ぎゅう舎しゃの中なかの②子こ牛うしのように③育そだつ。

3 そしてあなたがたは，悪あく人にんを①踏ふみつける。わたしがこれを行おこなう日ひに，彼かれらはあなたがたの足あしもとで灰はいとなる」と，万ばん軍ぐんの主しゅは言いう。

4 「あなたがたは，わたしが全ぜんイスラエルのために①ホレブでわたしの僕しもべモーセに命めいじたモーセの律りっ法ぽうと，掟おきてと裁さい決けつを思おもい出だしなさい。

5 見みよ，①主しゅの大おおいなる恐おそるべき日ひが来くる前まえに，わたしは預よ言げん者しゃ②エリヤをあなたがたに遣つかわす。

6 彼かれは先せん祖ぞの心こころを子し孫そんに①向むけさせ，子し孫そんの心こころをその先せん祖ぞに向むけさせる。これは，わたしが来きて，のろいをもって地ちを打うつことのないようにするためである。」』」



第26章

イエス，初はじめから終おわりに至いたるまでのすべてのことについて説とき明あかされる。乳ち飲のみ子ごと小しょう児にたち，書かき記しるせない驚おどろくべき事こと柄がらを述のべる。キリストの教きょう会かいの人ひと々びと，すべてのものを共きょう有ゆうする。紀き元げん約やく三十四年ねん。

1 さて，イエスはこれらのことを語かたり終おえると，群ぐん衆しゅうにそれを説とき明あかし，また大だい小しょうを問とわず，あらゆることを彼かれらに説とき明あかされた。

2 そしてイエスは，「あなたがたの持もっていない①これらの聖せい文ぶんが，後のちの時じ代だいの人ひと々びとに伝つたえられることは，父ちちの知ち恵えにかなっていたので，父ちちは，これらの聖せい文ぶんをあなたがたに伝つたえるようにわたしに命めいじられた」と言いわれた。

3 そして，イエスは世よの初はじめから将しょう来らい御ご自じ分ぶんが①栄えい光こうのうちに来こられるときまでのすべてのこと，すなわち，②諸しょ元げん素そが酷こく熱ねつに溶とけ，大だい地ちが巻まき物もののように③巻まかれ，天てん地ちが過すぎ去さるときまでに地ちの面おもてに起おこるすべてのことについて説とき明あかされた。

4 すべての民みん族ぞく，すべての部ぶ族ぞく，すべての国こく民みんおよび国こく語ごの民たみが，彼かれらの行おこないが善よいか悪わるいか，行おこないに応おうじて裁さばかれるために神かみの前まえに①立たつ，②大おおいなる終おわりの日ひに至いたるまでのことを，イエスは説とき明あかされたのであった。

5 行おこないが善よければ永えい遠えんの命いのちの①復ふっ活かつにあずかり，悪わるければ罰ばつの定さだめの復ふっ活かつを受うける。すなわち，世よの始はじまる②前まえからすでにおられたキリストの内うちにある憐あわれみと③公こう正せいと神しん聖せいさによって，前ぜん者しゃは一いっ方ぽうにあり，後こう者しゃは他た方ほうにあって，互たがいに平へい行こうしている。

6 ところで，イエスが実じっ際さいに民たみに教おしえられたことは，その①百分ぶんの一もこの書しょに書かき記しるせない。

7 しかし見みよ，①ニーファイの版はんには，イエスが民たみに教おしえられたことの大だい部ぶ分ぶんが載のせられている。

8 わたしがこれまで書かき記しるしたこれらのことは，イエスが民たみに教おしえられたことのほんの一いち部ぶでしかない。わたしが書かき記しるしてきたのは，これらのことがイエスの言いわれた御み言こと葉ばのように，①異い邦ほう人じんからこの民たみに再ふたたび伝つたえられるためである。

9 彼かれらがまずこれを持もつことは，彼かれらの信しん仰こうを試ためすのに必ひつ要ようである。彼かれらはこれを与あたえられたとき，これらのことを信しんじるならば，そのときには①もっと大おおいなることが彼かれらに明あきらかにされる。

10 しかし，彼かれらがこれらのことを信しんじなければ，そのときにはそれより大おおいなることは彼かれらに①与あたえられることなく，彼かれらは罪つみの宣せん告こくを受うけるであろう。

11 見みよ，わたしがニーファイの版はんに刻きざまれているすべてのことを書かき記しるそうとしたところ，主しゅはそれを禁きんじて，「わたしは自じ分ぶんの民たみの信しん仰こうを①試こころみよう」と言いわれた。

12 そこでわたしモルモンは，主しゅから命めいじられたことを書かく。わたしモルモンは，これでわたしの言こと葉ばを終おえ，命めいじられたことを書かき進すすめよう。

13 したがって，わたしは，あなたがたに知しってもらいたい。主しゅは実じっ際さいに三みっ日か間かん民たみを教おしえられた。その後のち，主しゅはしばしば彼かれらに御ご自じ身しんを①現あらわし，しばしば②パンを裂さいて祝しゅく福ふくし，彼かれらに与あたえられた。

14 そしてイエスは，前まえに述のべた群ぐん衆しゅうの①子こ供どもたちをも教おしえ，恵めぐみを施ほどこし，彼かれらの舌したを②緩ゆるめられた。そこで子こ供どもたちは，大おおいなる驚おどろくべきことを，実じつに，イエスがかつて民たみに明あきらかにされたことよりも大おおいなることを，自じ分ぶんたちの父ちち親おやに語かたった。イエスが子こ供どもたちの舌したを緩ゆるめられたので，彼かれらは語かたることができたのであった。

15 そして，イエスが天てんに昇のぼって行いかれた後のち，すなわち，イエスが二度ど目めに群ぐん衆しゅうに御ご自じ身しんを現あらわし，彼かれらの中なかの病びょう気きの者ものも，足あしの不ふ自じ由ゆうな者ものもすべて①癒いやし，目めの見みえない者ものの目めを開あけ，耳みみの聞きこえない者ものの耳みみを開ひらき，そのほか彼かれらの中なかであらゆる癒いやしを与あたえ，一人ひとりの男おとこを死し者しゃの中なかからよみがえらせ，彼かれらに御ご自じ分ぶんの力ちからを示しめして，御おん父ちちのもとに昇のぼって行いかれた後のちの，

16 見みよ，その翌よく日じつ，群ぐん衆しゅうは集あつまり，これらの子こ供どもたちが語かたるのを，まことに①乳ち飲のみ子ごでさえも口くちを開ひらいて驚おどろくべきことを語かたるのを見み聞ききした。しかし，彼かれらの語かたったことはだれも書かき記しるしてはならないと止とめられた。

17 さて，イエスから選えらばれた①弟で子したちは，そのときから，彼かれらのもとに来くるすべての者ものに②バプテスマを施ほどこし，彼かれらを教おしえ始はじめた。そして，イエスの名なによってバプテスマを受うけた者ものは皆みな，聖せい霊れいに満みたされた。

18 また，彼かれらの多おおくは，語かたってはならない様さま々ざまなことを見みたり聞きいたりした。今いま，それを書かき記しるすことは①許ゆるされていない。

19 また彼かれらは，互たがいに教おしえ，互たがいに仕つかえ合あった。そして，彼かれらは①すべてのものを②共きょう有ゆうし，皆みな，互たがいに公こう正せいに振ふる舞まった。

20 そして彼かれらは，イエスから命めいじられたとおりにすべてのことを行おこなった。

21 そして，イエスの名なによってバプテスマを受うけた人ひと々びとは，キリストの①教きょう会かいと呼よばれた。



第27章

イエス，御ご自じ分ぶんの名なによって教きょう会かいを呼よぶように命めいじられる。イエスの使し命めいと贖あがないの犠ぎ牲せいがイエスの福ふく音いんを構こう成せいする。人ひと々びとは聖せい霊れいによって聖きよめられるために，悔くい改あらためてバプテスマを受うけるように命めいじられる。人ひとはイエスのようにならなければならない。紀き元げん約やく三十四年ねんから三十五年ねんに至いたる。

1 さて，イエスの弟で子したちは旅たびをしながら，自じ分ぶんたちがそれまで聞きいたり見みたりしたことを宣のべ伝つたえ，イエスの名なによってバプテスマを施ほどこしていた。また，弟で子したちは集あつまり，①一つになって熱ねつ烈れつに祈いのり，②断だん食じきをした。

2 そして，彼かれらがイエスの名なによって御おん父ちちに祈いのっていると，イエスが再ふたたび彼かれらに御ご自じ身しんを①現あらわされた。イエスは来きて彼かれらの中なかに立たつと，「あなたがたはわたしから何なにを与あたえられたいのか」と彼かれらに言いわれた。

3 そこで彼かれらはイエスに，「主しゅよ，この教きょう会かいをどのような名なで呼よぶべきか，わたしたちにお教おしえいただきたいと存ぞんじます。この件けんについて民たみの中なかに論ろん争そうがございますから」と言いった。

4 すると主しゅは，彼かれらに言いわれた。「まことに，まことに，あなたがたに言いう。民たみがこのことについてつぶやき，論ろんじ合あうのはなぜか。

5 彼かれらは，『①キリストの名なを受うけなければならない』という聖せい文ぶんを読よんだことがないのか。キリストとはわたしの名なである。終おわりの日ひにあなたがたは，この名なによって呼よばれるのである。

6 わたしの名なを受うけ，最さい後ごまで①堪たえ忍しのぶ者ものは，終おわりの日ひに救すくわれるであろう。

7 だから，あなたがたが行おこなうことは何なに事ごとでも，わたしの名なによって行おこないなさい。あなたがたは教きょう会かいをわたしの名なで呼よびなさい。また，父ちちがわたしのために教きょう会かいを祝しゅく福ふくしてくださるように，わたしの名なによって父ちちに呼よび求もとめなさい。

8 わたしの名なで呼よばれなければ，どうして①わたしの②教きょう会かいであろうか。ある教きょう会かいがモーセの名なで呼よばれれば，それはモーセの教きょう会かいである。あるいは，ある人ひとの名なで呼よばれれば，それはその人ひとの教きょう会かいである。しかし，わたしの名なで呼よばれ，人ひと々びとがわたしの福ふく音いんの上うえに築きずかれていれば，それはわたしの教きょう会かいである。

9 まことに，あなたがたに言いう。あなたがたはわたしの福ふく音いんの上うえに築きずかれている。だから，あなたがたが呼よぶものは何なんであろうと，わたしの名なによって呼よびなさい。あなたがたが教きょう会かいのために，わたしの名なによって父ちちに呼よび求もとめるならば，父ちちはあなたがたの祈いのりを聞きいてくださる。

10 また，教きょう会かいがわたしの福ふく音いんの上うえに築きずかれていれば，父ちちは教きょう会かいの中なかで御ご自じ分ぶんの業わざを示しめされるであろう。

11 しかし，教きょう会かいがわたしの福ふく音いんの上うえに築きずかれておらず，人ひとの業わざの上うえに，あるいは悪あく魔まの業わざの上うえに築きずかれていれば，まことにあなたがたに言いう，彼かれらはしばらくの間あいだは自じ分ぶんたちの業わざを楽たのしむが，やがて最さい後ごが来きて，彼かれらは①切きり倒たおされて火ひの中なかに投なげ込こまれ，そこから二に度どと戻もどることができない。

12 彼かれらの①業わざは彼かれらにつき従したがい，彼かれらはその業わざのために切きり倒たおされる。だから，わたしがあなたがたに告つげたことを覚おぼえておきなさい。

13 見みよ，わたしはあなたがたに，わたしの①福ふく音いんについて告つげた。わたしがあなたがたに告つげた福ふく音いんとは，次つぎのとおりである。すなわち，父ちちがわたしを遣つかわされたので，わたしは父ちちの②御み心こころを行おこなうために世よに来きた。

14 父ちちは，わたしが十じゅう字じ架かに①上あげられるようにと，わたしを遣つかわされた。十じゅう字じ架かに上あげられた後あとで，わたしはすべての人ひとをわたしのもとに②引ひき寄よせた。わたしは人ひと々びとによって上あげられたが，そのように人ひと々びとは，父ちちによって上あげられてわたしの前まえに立たち，自じ分ぶんの行おこないが善よいか悪わるいかによって，行おこないを③裁さばかれるのである。

15 このために，わたしは①上あげられたのである。それで，父ちちの力ちからによってすべての人ひとをわたしのもとに引ひき寄よせ，彼かれらが各おの々おのの行おこないに応おうじて裁さばかれるようにするのである。

16 さて，①悔くい改あらためて，わたしの名なによって②バプテスマを受うける者ものはだれであろうと，満みたされるであろう。そして，最さい後ごまで③堪たえ忍しのぶならば，見みよ，わたしはその者ものを，わたしが立たって世よの人ひと々びとを裁さばくその日ひに，わたしの父ちちの御み前まえで罪つみのない者ものとしよう。

17 また，最さい後ごまで堪たえ忍しのばない者ものは，切きり倒たおされて火ひの中なかに投なげ込こまれ，父ちちの①正せい義ぎのゆえに，そこから二に度どと戻もどることができない。

18 これは父ちちが人ひとの子こらに告つげられた御み言こと葉ばである。父ちちは御ご自じ分ぶんの正せい義ぎのゆえに，御ご自じ分ぶんが告つげられた御み言こと葉ばをことごとく成じょう就じゅされる。父ちちは偽いつわらず，御ご自じ分ぶんの御み言こと葉ばをことごとく成じょう就じゅされる。

19 ①清きよくない者ものは，決けっして父ちちの王おう国こくに入はいることができない。したがって，信しん仰こうを持もち，罪つみをすべて悔くい改あらため，最さい後ごまで忠ちゅう実じつであることによって，わたしの血ちにより②衣ころもを洗あらわれた者もののほかには，父ちちの③安あん息そくに入はいる者ものはいない。

20 さて，戒いましめは次つぎのとおりである。地ちの果はてに至いたるすべての者ものよ，①悔くい改あらためて，わたしのもとに来きて，わたしの名なによって②バプテスマを受うけなさい。そうすれば，あなたがたは聖せい霊れいを受うけて③聖きよめられ，終おわりの日ひにわたしの前まえに④染しみのない状じょう態たいで立たてるであろう。

21 まことに，まことに，あなたがたに言いう。以い上じょうがわたしの福ふく音いんである。あなたがたは，わたしの教きょう会かいで行おこなわなければならないことを知しっている。わたしがするのを見みたその行おこないを，あなたがたもしなさい。わたしが行おこなうのを見みたそのとおりのことを，あなたがたも行おこないなさい。

22 あなたがたは，これらのことを行おこなうならば，幸さいわいである。終おわりの日ひに高たかく上あげられるからである。

23 あなたがたが見みたこと，聞きいたことを，①禁きんじられているものを除のぞいてすべて書かき記しるしなさい。

24 これまで書かき記しるされてきたように，これからもこの民たみの行おこないを書かき記しるしなさい。

25 見みよ，これまで書かき記しるされてきた数かず々かずの書しょと，これから書かき記しるされる数かず々かずの書しょによって，この民たみは①裁さばかれるであろう。これらの書しょによって彼かれらの②行おこないが人ひと々びとに知しられるからである。

26 また見みよ，すべてのことは父ちちによって①書かき記しるされている。したがって，これから書かき記しるされる数かず々かずの書しょによって，世よの人ひと々びとは裁さばかれるであろう。

27 あなたがたが知しっているように，将しょう来らい①あなたがたは，わたしがあなたがたに与あたえる公こう正せいな判はん断だん力りょくによって，この民たみを裁さばく者ものとなるであろう。したがって，あなたがたは②どのような人じん物ぶつであるべきか。まことに，あなたがたに言いう。③わたしのようでなければならない。

28 さて，わたしは①父ちちのみもとに行いくが，まことに，あなたがたに言いっておく。あなたがたがわたしの名なによって父ちちに求もとめるものは何なんであろうと，あなたがたに与あたえられる。

29 だから，①求もとめなさい。そうすれば与あたえられるであろう。たたきなさい。そうすれば開ひらかれるであろう。求もとめる者ものには与あたえられ，たたく者ものには開ひらかれるからである。

30 さて見みよ，あなたがたとこの時じ代だいの人ひと々びとについてのわたしの喜よろこびは，大おおきくて限かぎりがない。また父ちちも，あなたがたとこの時じ代だいの人ひと々びとのことを喜よろこんでおられ，すべての聖せいなる天てん使したちも喜よろこんでいる。①だれ一人ひとり，失うしなわれていないからである。

31 見みよ，あなたがたに理り解かいしてもらいたい。わたしが言いっているのは，①今いま②この時じ代だいに生いきている人ひと々びとのことである。彼かれらはだれ一人ひとり，失うしなわれていない。そして，彼かれらのことでわたしは満みちみちる③喜よろこびを得えている。

32 しかし見みよ，この時じ代だいから①四代だい目めの人ひと々びとについて，わたしは悲かなしむ。彼かれらは滅ほろびの子こが捕とらえられたように，悪あく魔まに捕とらえられるからである。彼かれらは銀ぎんや金きん，また②虫むしのつくものや盗ぬす人びとが押おし入いって盗ぬすむもののためにわたしを売うるであろう。その日ひ，わたしは彼かれらに報むくいを下くだし，彼かれらの業わざを彼かれら自じ身しんの頭ず上じょうに浴あびせよう。」

33 さて，イエスはこれらの御み言こと葉ばを語かたり終おえると，弟で子したちに言いわれた。「①狭せまい門もんから入はいりなさい。命いのちに至いたる門もんは狭せまく，その道みちは細ほそい。そして，それを見みいだす者ものが少すくない。しかし，死しに至いたる門もんは広ひろく，その道みちも広ひろい。そして，だれも働はたらくことのできない夜よるが来くるまで，そこから入はいって行いく者ものが多おおい。」



第28章

十じゅう二に弟で子しのうち九人にんは，死し後ごにキリストの王おう国こくで受うけ継つぎを得えることを望のぞみ，そのことを約やく束そくされる。三人にんのニーファイ人じんは，イエスが再ふたたび来こられるときまで地ち上じょうにとどまることを望のぞみ，とどまるために死しを制せいする力ちからを与あたえられる。彼かれらは身みを変かえられ，語かたるのを許ゆるされていない数かず々かずのことを見みる。彼かれらが現げん在ざいも人ひと々びとの中なかで仕つかえている。紀き元げん約やく三十四年ねんから三十五年ねんに至いたる。

1 さて，イエスはこれらの御み言こと葉ばを語かたり終おえると，御ご自じ分ぶんの弟で子したち一人ひとり一人ひとりに，「わたしが父ちちのみもとに行いった後のち，あなたがたはわたしに何なにを願ねがうか」と言いわれた。

2 すると弟で子したちは，三人にんを除のぞいて皆みな，「わたしたちは人ひとの寿じゅ命みょうまで生いき長ながらえたら，あなたから召めされたわたしたちの務つとめを終おえ，速すみやかにあなたの王おう国こくであなたのみもとに行いけるように願ねがっています」と答こたえた。

3 そこで，イエスは彼かれらに，「あなたがたは，わたしにこのことを願ねがったので，幸さいわいである。あなたがたは七十二歳さいになると，わたしの王おう国こくでわたしのもとに来きて，わたしとともに①安あん息そくを得えるであろう」と言いわれた。

4 イエスは彼かれらに語かたり終おえると，三人にんの方ほうを向むき，「わたしが父ちちのみもとに行いったら，あなたがたはわたしに何なにをしてもらいたいか」と言いわれた。

5 すると彼かれらは，自じ分ぶんたちの望のぞんでいることをイエスに思おもい切きって言いえなかったので，心こころの中なかでつらく思おもっていた。

6 するとイエスは，彼かれらに言いわれた。「見みよ，わたしはあなたがたの①思おもいを知しっている。あなたがたは，愛あいする②ヨハネがわたしに願ねがったことを願ねがっている。ヨハネとは，わたしがユダヤ人じんによって上あげられる前まえに，わたしとともに務つとめに携たずさわっていた者ものである。

7 したがって，あなたがたはさらに幸さいわいである。あなたがたは①決けっして②死しを味あじわうことがない。わたしが天てんの③力ちからをもってわたしの栄えい光こうのうちに来くるときまで，すなわち父ちちの御み心こころのとおりにすべてのことが成じょう就じゅするそのときまで，あなたがたは生いき長ながらえて，父ちちが人ひとの子こらのために行おこなわれるすべてのことを見みるであろう。

8 また，あなたがたは決けっして死しの苦くるしみを受うけることなく，わたしがわたしの栄えい光こうのうちに来くるとき，一いっ瞬しゅんのうちに①死しすべき状じょう態たいから②不ふ死しの状じょう態たいに変かえられる。その後のち，あなたがたは父ちちの王おう国こくで祝しゅく福ふくを受うけるであろう。

9 またあなたがたは，肉にく体たいに宿やどっている間あいだ，苦くるしみを感かんじることなく，また世よの罪つみに対たいする以い外がいに悲かなしみを感かんじることもない。わたしがすべてこのように行おこなうのは，あなたがたがわたしに願ねがったためである。あなたがたは世せ界かいが存そん在ざいする間あいだ，人ひと々びとをわたしのもとに①導みちびきたいと願ねがったからである。

10 このために，あなたがたは①満みちみちる喜よろこびを得え，父ちちの王おう国こくで座ざに着つくであろう。父ちちが満みちみちる喜よろこびをわたしに与あたえてくださったように，まことに，あなたがたの喜よろこびは満みちるであろう。そして，あなたがたはわたしのようになる。わたしは父ちちのようであり，父ちちとわたしは②一つである。

11 ①聖せい霊れいは父ちちとわたしのことを証あかしする。そして父ちちは，わたしのゆえに人ひとの子こらに聖せい霊れいを与あたえられる。」

12 さて，イエスはこれらの御み言こと葉ばを語かたり終おえると，とどまることになった三人にんを除のぞいて，ほかの全ぜん員いんに一人ひとり一人ひとり指ゆびで触ふれ，その後のち去さって行いかれた。

13 すると見みよ，天てんが開ひらかれ，三人にんの者ものは天てんに①引ひき上あげられて，言いい表あらわすことのできない様さま々ざまなことを見み聞ききした。

14 彼かれらはそれらのことについて語かたるのを①禁きんじられ，また見み聞ききしたことについて語かたる力ちからも与あたえられなかった。

15 それが体からだのままであったか，体からだを離はなれてであったか，彼かれらには分わからなかった。彼かれらには，神かみのものを見みることができるように，自じ分ぶんたちがこの肉にくの体からだから不ふ死しの状じょう態たいに変かえられ，①変へん貌ぼうしたように思おもわれたからである。

16 さて，彼かれらは再ふたたび地ちの面おもてで教おしえを説といたが，天てんで与あたえられた戒いましめがあったので，自じ分ぶんたちが見み聞ききしたことについては教おしえなかった。

17 ところで，彼かれらが変へん貌ぼうした日ひ以い来らい，死しすべき状じょう態たいにあったのか不ふ死しの状じょう態たいにあったのか，わたしは知しらない。

18 しかし，これまで記しるされてきた記き録ろくによってわたしが知しっていることは次つぎのとおりである。すなわち，彼かれらは地ちの面おもてに出でて行いき，すべての民たみに仕つかえ，彼かれらの説とき教おしえたことを信しんじる者ものを皆みな，教きょう会かいに加くわえた。彼かれらにバプテスマを施ほどこしたのである。そして，バプテスマを受うけた者ものは皆みな，聖せい霊れいを受うけた。

19 また彼かれらは，教きょう会かいに属ぞくしていない者ものたちによって牢ろうに入いれられた。しかし，①牢ろうは二つに裂さけ，彼かれらを閉とじ込こめておくことができなかった。

20 また彼かれらは，地ちの中なかに投なげ込こまれた。しかし彼かれらは，神かみの言こと葉ばで地ちを打うったので，神かみの①力ちからによって地ちの深ふかみから救すくい出だされた。そのため人ひと々びとは，彼かれらを閉とじ込こめておけるほどの穴あなを掘ほることはできなかった。

21 また，彼かれらは三度ど，①炉ろの中なかに投なげ込こまれたが，何なんの害がいも受うけなかった。

22 また二度ど，猛もう獣じゅうの①穴あなの中なかに投なげ込こまれたが，見みよ，子こ供どもが乳ち離ばなれしていない子こ羊ひつじと遊あそぶように猛もう獣じゅうたちと戯たわむれ，何なんの害がいも受うけなかった。

23 そして，彼かれらはすべてのニーファイの民たみの中なかに出でて行いって，地ちの面おもてのすべての人ひとに，キリストの①福ふく音いんを宣のべ伝つたえた。すると人ひと々びとは，主しゅに帰き依えし，キリストの教きょう会かいに加くわわった。このように，②その時じ代だいの人ひと々びとはイエスの言こと葉ばのとおりに祝しゅく福ふくを受うけた。

24 さて，わたしモルモンは，これらのことについて述のべるのを少すこしの間あいだやめよう。

25 見みよ，わたしは，決けっして死しを味あじわうことのない人ひと々びとの①名なを書かき記しるそうとしたが，主しゅから禁きんじられた。したがって，その名なが世よから隠かくされているので，わたしはそれを書かき記しるさない。

26 しかし見みよ，わたしはかつて彼かれらに会あい，彼かれらはわたしを教おしえ導みちびいてくれた。

27 見みよ，彼かれらは将しょう来らい異い邦ほう人じんの中なかに行いくが，異い邦ほう人じんは彼かれらに気きづかないであろう。

28 彼かれらはユダヤ人じんの中なかにも行いくが，ユダヤ人じんも彼かれらに気きづかないであろう。

29 そして，主しゅが御ご自じ分ぶんの知ち恵えでふさわしいと見みなされるときに，彼かれらは自じ分ぶんたちの望のぞみが果はたされるように，また彼かれらの内うちに神かみの説せっ得とく力りょくがあるために，イスラエルのすべての①散ちらされた部ぶ族ぞく，およびすべての国こく民みん，部ぶ族ぞく，国こく語ごの民たみ，民みん族ぞくに仕つかえ，彼かれらの中なかから多おおくの人ひとをイエスのもとに導みちびくであろう。

30 彼かれらは神かみの①天てん使しのようであり，イエスの名なによって御おん父ちちに祈いのるならば，彼かれらはふさわしいと思おもう人ひとにはだれにでも，自じ分ぶん自じ身しんを現あらわすことができる。

31 それであるから，①大おおいなる来きたるべき日ひの前まえに，大おおいなる驚おどろくべき業わざが彼かれらによって行おこなわれるので，すべての人ひとは，必かならずキリストの裁さばきの座ざの前まえに立たたなければならない。

32 まことに，あの裁さばきの日ひに先さき立だって，異い邦ほう人じんの中なかで一つの①大おおいなる驚おどろくべき業わざが彼かれらによって行おこなわれる。

33 あなたがたは，キリストの驚おどろくべき業わざの一いっ切さいを記しるしているすべての聖せい文ぶんを持もっているならば，キリストの言こと葉ばのとおりに，これらのことが必かならず起おこることが分わかるであろう。

34 イエスの言こと葉ばと，イエスが選えらんで民たみの中なかに遣つかわされた①人ひと々びとの言こと葉ばに②聞きき従したがわない者ものは，災わざわいである。イエスの言こと葉ばと，イエスが遣つかわされた人ひと々びとの言こと葉ばを受うけ入いれない者ものは，イエスをも受うけ入いれないからである。イエスは終おわりの日ひに，彼かれらを受うけ入いれることはなさらないであろう。

35 彼かれらは生うまれない方ほうが，彼かれらのためによかったであろう。あなたがたは不ふ当とうな扱あつかいを受うけた神かみの正せい義ぎから逃のがれることができると思おもうか。神かみはかつて人ひと々びとに足あしの下したに①踏ふみつけられ，そのために救すくいがもたらされたのではなかったか。

36 さて見みよ，わたしは主しゅが選えらばれた人ひと々びと，すなわち天てんに引ひき上あげられた三人にんについて，死しすべき状じょう態たいから不ふ死しの状じょう態たいに清きよめられたかどうか知しらないと前まえに述のべたが，

37 しかし見みよ，わたしはそう書かき記しるした後のち，主しゅに尋たずねた。すると主しゅはわたしに，ある変へん化かが彼かれらの体からだに生しょうじなければならない，そうでなければ，彼かれらは必かならず死しを味あじわうということを明あきらかにしてくださった。

38 彼かれらが死しを味あじわわないように，ある①変へん化かが彼かれらの体からだに生しょうじ，彼かれらは世よの罪つみに対たいする以い外がいに苦くるしみも悲かなしみも受うけないようになったのである。

39 ところで，この変へん化かは終おわりの日ひに起おこる変へん化かと同どう様ようのものではなかったが，彼かれらに変へん化かが生しょうじたので，サタンは彼かれらを支し配はいする力ちからをまったく持もてず，彼かれらを①誘ゆう惑わくできなかった。そして，彼かれらは肉にくにあって②聖きよめられ，③聖せいなる者ものとなり，地ちの力ちからも彼かれらを閉とじ込こめておくことができなかった。

40 この状じょう態たいで，彼かれらはキリストの裁さばきの日ひまでとどまることになった。そして，その日ひ，彼かれらはさらに大おおきな変へん化かを受うけて，御おん父ちちの王おう国こくに受うけ入いれられ，二に度どとそこを去さることがなく，永えい遠えんに神かみとともに天てんに住すむことになるのである。



第29章

『モルモン書しょ』が出でることは，主しゅがイスラエルを集あつめ，御ご自じ分ぶんの聖せい約やくを果はたし始はじめられたことのしるしである。末まつ日じつの主しゅの啓けい示じと賜たま物ものを拒こばむ者ものはのろわれる。紀き元げん約やく三十四年ねんから三十五年ねんに至いたる。

1 さて見みよ，わたしはあなたがたに言いう。主しゅが御ご自じ分ぶんの知ち恵えで，これらの御み言こと葉ばを御ご自じ分ぶんの言こと葉ばのとおりに異い邦ほう人じんに①明あきらかにするのがふさわしいと見みなされるときに，あなたがたは，御おん父ちちがイスラエルの子こらと交かわされた②聖せい約やく，すなわち彼かれらが自じ分ぶんたちの受うけ継つぎの地ちへ回かい復ふくされることについての聖せい約やくが，すでに果はたされ始はじめていることを知しるであろう。

2 また，聖せいなる預よ言げん者しゃたちによって述のべられた主しゅの言こと葉ばがすべて成じょう就じゅするということも，あなたがたは知しるであろう。あなたがたは，主しゅがイスラエルの子こらのもとに来くるのを①遅おくらせておられると言いってはならない。

3 またあなたがたは，述のべられてきた御み言こと葉ばがむなしいと，心こころの中なかで思おもってはならない。見みよ，主しゅは，イスラエルの家いえに属ぞくする御ご自じ分ぶんの民たみに立たてられた御ご自じ分ぶんの聖せい約やくを思おもい起おこされるからである。

4 あなたがたは，これらの御み言こと葉ばがあなたがたの中なかで事じ実じつとなるのを見みるときに，主しゅの行おこなわれることを，もはやはねつけてはならない。主しゅの①罰ばつの②剣つるぎは主しゅの右みぎ手てにあり，見みよ，その日ひ，あなたがたが主しゅの行おこなわれることをはねつけるならば，主しゅはその剣つるぎをすぐにあなたがたに下くだされるであろう。

5 主しゅの行おこなわれることを①はねつける者ものは，②災わざわいである。まことに，キリストとキリストの業わざを③否ひ定ていする者ものは，災わざわいである。

6 まことに，主しゅの啓けい示じを否ひ定ていし，主しゅはもはや啓けい示じや預よ言げん，①賜たま物もの，異い言げん，癒いやし，聖せい霊れいの力ちからによって業わざを行おこなわれることはないと言いう者ものは，②災わざわいである。

7 またその日ひ，①利り益えきを得えるために，イエス・キリストによって行おこなわれる②奇き跡せきなどないと言いう者ものは，災わざわいである。このように言いう者ものは，キリストの言こと葉ばのとおりに，まったく憐あわれみを受うけなかった③滅ほろびの子このようになるからである。

8 そして，あなたがたは，もはや①ユダヤ人じんについても，イスラエルの家いえのどの残のこりの者ものについても，②あざけったり，③はねつけたり，嘲ちょう笑しょうしたりしてはならない。見みよ，主しゅは彼かれらに対たいする聖せい約やくを思おもい起おこし，誓ちかわれたことをそのとおりに彼かれらに行おこなわれる。

9 それであるから，あなたがたは，主しゅがイスラエルの家いえに立たてられた聖せい約やくを果はたすための裁さばきを行おこなえないように，あなたがたの手てで主しゅの右みぎ手てを左ひだり手てに変かえることができると思おもってはならない。



第30章

末まつ日じつの異い邦ほう人じんは，悔くい改あらため，キリストのもとに来きて，イスラエルの家いえとともに数かぞえられるように命めいじられている。紀き元げん約やく三十四年ねんから三十五年ねんに至いたる。

1 聴ききなさい，おお，あなたがた異い邦ほう人じんよ。生いける神かみの御おん子こイエス・キリストの言こと葉ば，すなわち，イエス・キリストがあなたがたについて述のべるようにとわたしに①命めいじられた御み言こと葉ばに耳みみを傾かたむけなさい。そのために見みよ，イエス・キリストは，次つぎの御み言こと葉ばを書かき記しるすようにわたしに命めいじられた。

2 「あなたがたすべての①異い邦ほう人じんよ，あなたがたの悪わるい道みちを離はなれなさい。あなたの悪あく事じ，偽いつわり，欺あざむき，みだらな行おこない，秘ひ密みつの忌いまわしい行おこない，偶ぐう像ぞう礼れい拝はい，殺さつ人じん，偽ぎ善ぜん売ばい教きょう，ねたみ，争あらそい，あらゆる悪あく事じと忌いまわしい行おこないを②悔くい改あらため，わたしのもとに来きて，わたしの名なによってバプテスマを受うけなさい。そうすれば，あなたがたは罪つみの赦ゆるしを受うけ，聖せい霊れいに満みたされて，イスラエルの家いえに属ぞくするわたしの民たみとともに③数かぞえられるであろう。」



第1章

1 ① 2ニフ25：19

2 ① アル37：3－5

② GS「ニーファイ（ニーファイの息子，ヒラマンの孫）」

3 ① 3ニフ2：9

5 ① ヒラ14：2－4

9 ① GS「殉教者，殉教」

12 ① エノ1：4；アル5：46

13 ① ルカ2：10－11

② GS「イエス・キリスト—降誕と死に関する預言」

14 ① アル42：26

② マタ5：17－18

③ 教義93：3－4

④ ヨハ1：11

15 ① ヒラ14：3

16 ① ヒラ14：7

② 3ニフ1：9

19 ① ルカ2：1－7

21 ① マタ2：1－2；ヒラ14：5

23 ① GS「罪の赦し」

24 ① アル34：13

25 ① マタ5：17－18

② モサ26：29

27 ① GS「ガデアントンの強盗団」

29 ① アル30：59

第2章

2 ① GS「欺き」

3 ① 教義10：27

5 ① モサ29：46－47

9 ① 3ニフ1：2－3

12 ① GS「自由」

15 ① アル17：15；23：18

② 2ニフ5：21；30：6；ヤコ3：8

19 ① アル60：29

第3章

7 ① ヒラ6：22－26

8 ① エテ8：13－14

9 ① GS「秘密結社」

② アル30：53

③ ヒラ6：26－30；モセ5：29，49－52

11 ① ヒラ14：30

12 ① アル54：5－11；3ニフ4：7－10

18 ① 3ニフ6：6

19 ① GS「預言」

21 ① アル48：14

② サ上14：12

24 ① アル22：31

25 ① GS「信頼」

26 ① 2ニフ5：14

第4章

1 ① 3ニフ3：13－14，22

10 ① GS「畏れ，恐れ」

12 ① 3ニフ3：1－10

13 ① 3ニフ3：18

20 ① 1ニフ18：25

30 ① アル29：11

② エテ4：15

31 ① アル26：8；GS「感謝」

32 ① GS「ホサナ」

② 1ニフ1：14；GS「神，神会」

第5章

4 ① GS「自由」

7 ① 3ニフ2：8

8 ① 3ニフ26：6－12

9 ① ヒラ3：13－15

12 ① モル1：1－5

② モサ18：4；アル5：3

14 ① エノ1：13－18；教義3：19－20

17 ① モル1：1

18 ① エテ12：25

20 ① 1ニフ4：36

21 ① 創世32：28

② GS「イスラエル」

③ 申命33：13－17

22 ① 2ニフ1：20

23 ① アル46：24

② 2ニフ3：12

24 ① GS「イスラエル—イスラエルの集合」

25 ① 3ニフ16：5

26 ① 2ニフ30：5－8；3ニフ20：29－34

第6章

10 ① GS「高慢」

12 ① 1テモ6：17－19；ヒラ4：12

13 ① GS「迫害」

② マタ5：39；4ニフ1：34；教義98：23－25

14 ① GS「熱心」

17 ① GS「誘惑」

18 ① モサ3：11

② GS「背く」

20 ① GS「預言者」「霊感」

② GS「十字架の刑」「贖罪」

21 ① 教義121：36－37；GS「背教，背信」

26 ① モサ29：25；アル1：14

28 ① GS「秘密結社」

② ヒラ6：26－30

30 ① サ上8：5－7；アル51：5

第7章

5 ① ロマ6：13－16；アル10：25

6 ① 2ニフ9：9

8 ① 箴言26：11；2ペテ2：22

12 ① 3ニフ6：30

15 ① 3ニフ1：2

17 ① GS「力」

18 ① 2ニフ33：1；アル4：19

19 ① GS「霊—悪霊」

20 ① 3ニフ8：1

24 ① GS「バプテスマ」

25 ① 教義20：37；GS「罪の赦し」

第8章

1 ① 使徒3：6；ヤコ4：6

② 3ニフ7：19－20；モル9：18－19

2 ① 3ニフ2：8

3 ① 1ニフ19：10；ヒラ14：20，27；3ニフ10：9

4 ① GS「十字架の刑」

6 ① 1ニフ19：11；ヒラ14：21

② マタ27：45，50－51

8 ① 4ニフ1：7－8

13 ① ヒラ14：24；3ニフ6：8

14 ① 1ニフ12：4

18 ① ヒラ14：21－22

19 ① ルカ23：44

20 ① 1ニフ12：5；19：11

② 出エ10：21－22

23 ① 1ニフ19：10

24 ① ヒラ13：12

第9章

1 ① 1ニフ19：11；3ニフ11：10

2 ① マタ11：20－21

② モセ7：26

7 ① エゼ26：19

8 ① 1ニフ19：11

9 ① ヒラ6：17－18，21

② モサ12：8

11 ① 列下1：9－16；ヒラ13：13

② 創世4：10

12 ① 3ニフ8：8－10，14

13 ① 3ニフ10：12

② エレ3：22；3ニフ18：32

14 ① 2ニフ26：24－28；アル5：33－36

② ヨハ3：16

③ アル19：36

15 ① ヨハ1：1－3；コロ1：16；ヒラ14：12；エテ4：7；教義14：9

② ヨハ17：20－22；3ニフ11：27；19：23，29

16 ① ヨハ1：11；教義6：21

17 ① ヨハ1：12；GS「神の息子，娘」「人—天の御父のようになる可能性を持った人間」

② GS「贖い，贖う」

③ 3ニフ12：19，46－47；15：2－9

18 ① GS「光，キリストの光」

② 黙示1：8；GS「アルパとオメガ」

19 ① アル34：13

20 ① 3ニフ12：19；教義20：37

② 2ニフ31：13－14

22 ① GS「悔い改め」

② マコ10：15；モサ3：19；3ニフ11：37－38

③ ヨハ10：15－18

第10章

4 ① 3ニフ8：14

② 1ニフ17：3

5 ① マタ23：37；教義43：24－25

6 ① 3ニフ9：13

② サ上7：3；ヒラ13：11；3ニフ24：7

7 ① GS「聖約（契約）」

9 ① 3ニフ8：19

11 ① 使徒3：18－20

12 ① 2ニフ26：8；3ニフ9：13

14 ① GS「聖文—聖文の価値」

② 1ニフ19：11；2ニフ26：5

15 ① GS「殉教者，殉教」

16 ① ヒラ8：19－20

17 ① 2ニフ3：4－5；アル46：24；3ニフ5：23－24

18 ① 使徒1：9－11

19 ① 3ニフ11：12－15

第11章

1 ① 3ニフ8：11－14

2 ① ヒラ14：20－27

3 ① 申命4：33－36；ヒラ5：29－33

② 列上19：11－13；教義85：6

7 ① マタ3：17；17：5；ジ—歴史1：17

② 3ニフ9：15

8 ① 1ニフ12：6；2ニフ26：1

11 ① GS「光，キリストの光」

② マタ26：39，42

③ ヨハ1：29；教義19：18－19

④ マコ14：36；ヨハ6：38；教義19：2

12 ① アル16：20

14 ① ヨハ20：27

② ルカ24：36－39；教義129：2

③ イザ45：3；3ニフ15：5

④ 1ニフ11：6

15 ① GS「イエス・キリスト—死後の現れ」

17 ① GS「礼拝」

18 ① 3ニフ1：2，10

21 ① GS「力」

② GS「バプテスマ」

22 ① 1ニフ12：7；3ニフ12：1

② 3ニフ18：34

23 ① 3ニフ12：2

② GS「バプテスマ—資格」

③ 3ニフ19：10－13

25 ① モサ18：13；教義20：73；GS「バプテスマ—正当な権能」

② GS「神，神会」

26 ① GS「バプテスマ—全身を水に沈める」

27 ① ヨハ17：20－22；3ニフ28：10；モル7：7；教義20：28

28 ① 1コリ1：10；エペ4：11－14；教義38：27

29 ① JSエペ4：26（付録）；モサ2：32－33

② 2テモ2：23－24；モサ23：15；GS「争い」

31 ① 2ニフ31：2－21

32 ① GS「キリストの教義」

② 1ヨハ5：7

③ 3ニフ28：11；エテ5：4

33 ① マコ16：16；GS「バプテスマ—必要不可欠な条件」

② GS「救い」

③ GS「日の栄え」

35 ① エテ4：12

② 3ニフ9：20；12：2

③ GS「聖霊」

37 ① マコ10：15；ルカ18：17；モサ3：19；3ニフ9：22

39 ① マタ7：24－29；ヒラ5：12；GS「岩」

② 3ニフ18：12－13

40 ① 3ニフ14：24－27

第12章

1 ① 3ニフ13：25

② GS「召し，神の召し」

③ GS「祝福」

2 ① 教義46：13－14；GS「信じる」

② エテ4：13－15

③ 3ニフ11：35；19：13

3 ① マタ11：28－30

② 教義56：17－18；GS「謙遜」

5 ① ロマ12：16；モサ3：19；GS「柔和」

② GS「地球（地）」

6 ① 箴言21：21

② 2ニフ9：51；エノ1：4

③ エレ29：13

7 ① GS「憐れみ」

8 ① GS「清さ」

② 教義93：1

9 ① GS「平和をつくり出す人」

② GS「神の息子，娘」

10 ① 教義122：5－9；GS「迫害」

12 ① エテ12：4

13 ① 教義101：39－40；GS「塩」

15 ① ルカ8：16

16 ① 3ニフ18：24

18 ① GS「モーセの律法」

19 ① 3ニフ9：20；GS「打ち砕かれた心」

② 3ニフ9：17

21 ① 出エ20：13；モサ13：21；教義42：18

24 ① GS「赦し」

26 ① アル11：3

27 ① 2ニフ9：36；教義59：6

28 ① 教義42：23；GS「欲望」

29 ① 使徒8：22

30 ① マタ10：38；16：24；ルカ9：23

31 ① GS「離婚」

32 ① GS「不貞」

② マコ10：11－12

③ GS「姦淫」

33 ① GS「誓い」

34 ① GS「不敬」

38 ① レビ24：20

39 ① 3ニフ6：13；4ニフ1：34；教義98：23－32

② GS「忍耐」

42 ① ヤコ2：17－19；モサ4：22－26

44 ① 箴言24：17；アル48：23

② 使徒7：59－60

47 ① 3ニフ15：2，7；教義22：1

48 ① マタ5：48；3ニフ27：27；GS「完全」

第13章

1 ① GS「施し」

2 ① 教義121：34－35

5 ① GS「祈り」

8 ① 教義84：83

9 ① マタ6：9－13

② GS「祈り」

③ GS「神，神会—父なる神」

12 ① JSマタ6：14（付録）

14 ① モサ26：30－31；教義64：9；GS「赦し」

16 ① イザ58：5－7；GS「断食」

18 ① 教義38：7

20 ① ヒラ5：8；8：25

22 ① 教義88：67

24 ① サ上7：3

25 ① GS「仕える」

② アル31：37－38；教義84：79－85

33 ① ルカ12：31

第14章

1 ① JSマタ7：1－2（付録）；ヨハ7：24

2 ① モル8：19

5 ① ヨハ8：3－11

6 ① GS「聖い」

7 ① 3ニフ27：29；GS「祈り」

12 ① GS「哀れみ」

13 ① ルカ13：24；3ニフ27：33

② 教義132：25

14 ① 2ニフ9：41；31：9，17－18；教義22章

② 1ニフ8：20

③ 1ニフ14：12

15 ① エレ23：21－32；2ニフ28：9，12，15

19 ① マタ3：10；アル5：36－41；教義97：7

20 ① ルカ6：43－45；モロ7：5

22 ① アル5：17

23 ① モサ5：13；26：24－27

② ルカ13：27

24 ① GS「岩」

25 ① アル26：6；ヒラ5：12

② 箴言12：7

26 ① 3ニフ11：40

第15章

1 ① 新ヤコ1：22

② 1ニフ13：37；教義5：35

2 ① GS「モーセの律法」

4 ① モサ13：27－31；3ニフ9：17－20

5 ① 1コリ10：1－4；3ニフ11：14；GS「エホバ」

② アル34：13

6 ① 3ニフ23：1－5

8 ① 3ニフ5：24－26

9 ① 2ニフ26：1

② GS「光，キリストの光」

③ ヨハ11：25；教義84：44

④ GS「堪え忍ぶ」

10 ① 3ニフ12：20

② モサ13：33

12 ① GS「ヨセフ（ヤコブの息子）」

13 ① 1ニフ18：22－23

14 ① 3ニフ5：20

15 ① 3ニフ16：1－4；GS「イスラエル—行方の知れない十部族」

17 ① GS「良い羊飼い」

18 ① 教義10：59

21 ① ヨハ10：14－16

22 ① GS「異邦人」

② 使徒10：34－48

23 ① マタ15：24

② 1ニフ10：11；GS「聖霊」

24 ① アル5：38；3ニフ16：1－5

② ヨハ6：37；教義27：14

第16章

1 ① 3ニフ15：15；GS「イスラエル—行方の知れない十部族」

3 ① 3ニフ17：4

4 ① GS「聖文」

② 1ニフ10：14；3ニフ21：6

③ エゼ20：42－44；3ニフ20：13

5 ① GS「イスラエル—イスラエルの集合」

② 1ニフ22：9；3ニフ21：26－29

③ 3ニフ5：24－26

6 ① 1ニフ13：30－42；2ニフ30：3

② 2ニフ32：5；3ニフ11：32，35－36；GS「聖霊」

7 ① GS「福音の回復」

8 ① 1ニフ13：14；モル5：9，15

② 3ニフ20：27－29

9 ① アモ9：1－4

10 ① モル8：35－41

② 2ニフ26：29

11 ① 3ニフ21：1－11；モル5：20

12 ① ヒラ15：12－13

13 ① ガラ3：7，29；1ニフ15：13－17；2ニフ10：18；3ニフ30：2；アブ2：9－11

15 ① ミカ5：8－15；3ニフ20：16－19；21：12－21；教義87：5

17 ① 3ニフ20：11－12

18 ① イザ52：8－10

② エゼ33：1－7；GS「見守る，見守る者」

第17章

1 ① 御父のもとに帰る時のこと。第4節参照

2 ① ヨハ16：12；教義78：17－18

3 ① GS「深く考える」

② 3ニフ19：2

③ 教義132：3

4 ① 3ニフ18：39

② GS「イスラエル—行方の知れない十部族」

③ 3ニフ16：1－3

6 ① GS「哀れみ」

8 ① ルカ18：42

② 2ニフ27：23；エテ12：12

9 ① モサ3：5；3ニフ26：15

10 ① ルカ7：38

11 ① マタ19：13－14；3ニフ26：14，16

13 ① ルカ22：41；使徒20：36

14 ① モセ7：41

16 ① イザ64：4；1コリ2：9；教義76：10，114－119

17 ① 2コリ12：4

18 ① GS「喜び」

21 ① ヨハ11：35

② マコ10：14－16

24 ① ヒラ5：23－24，43－45

第18章

1 ① マタ26：26－28

3 ① GS「聖餐」

5 ① モロ4章

7 ① モロ4：3

12 ① GS「岩」

13 ① GS「背教，背信」

② 3ニフ11：39

15 ① アル34：17－27；GS「祈り」

16 ① GS「光，キリストの光」

② GS「イエス・キリスト—模範」

18 ① ルカ22：31；2ニフ2：17－18；教義10：22－27

20 ① マタ21：22；ヒラ10：5；モロ7：26；教義88：63－65

21 ① アル34：21

23 ① 3ニフ18：30

24 ① マタ5：16

② モサ16：9

25 ① アル5：33

② 3ニフ11：14－17

27 ① GS「神，神会—父なる神」

② 3ニフ16：1－3

28 ① モル9：29

② 1コリ11：27－30

29 ① 教義46：4

② GS「聖餐」「血」

30 ① 教義46：3

31 ① ヨハ10：14；アル5：38；3ニフ15：24

32 ① 3ニフ9：13－14；教義112：13

33 ① GS「罪の宣告」

34 ① 3ニフ11：28－30

35 ① 1ヨハ2：1；2ニフ2：9；モロ7：27－28；教義29：5

36 ① 1ニフ12：7；3ニフ19：4

② GS「按手」

37 ① GS「聖霊の賜物」

② GS「力」

38 ① 出エ19：9，16

第19章

9 ① 3ニフ9：20

11 ① 3ニフ11：23

13 ① GS「バプテスマ」

② 3ニフ12：2；モル7：10；GS「聖霊の賜物」

14 ① ヒラ5：23－24，43－45；3ニフ17：24

23 ① 3ニフ9：15

② ヨハ17：21－23；GS「一致」

24 ① マタ6：7

② 教義46：30

25 ① 民数6：23－27

② GS「変貌—変貌した人」

28 ① モロ7：48；教義50：28－29；88：74－75；GS「清さ」

29 ① ヨハ17：6

30 ① マタ17：2

32 ① 教義76：116

34 ① 2コリ12：4；3ニフ17：17

35 ① GS「信仰」

② マタ13：58；GS「不信仰」

第20章

1 ① 2ニフ32：9；モサ24：12

6 ① マタ14：19－21

7 ① ヨハ6：9－14

8 ① ヨハ6：50－58；3ニフ18：7；GS「聖餐」

11 ① 2ニフ25：1－5；モル8：23

② 3ニフ16：17－20；23：1－3

12 ① 3ニフ15：7－8

13 ① GS「イスラエル—イスラエルの散乱」

② 3ニフ16：11－12；21：2－7

③ GS「イスラエル—イスラエルの集合」

④ 3ニフ16：4－5

14 ① GS「約束の地」

15 ① 3ニフ16：10－14

16 ① モル5：24；教義19：27

② ミカ5：8－9；3ニフ16：14－15；21：12

18 ① ミカ4：12

19 ① ミカ4：13

20 ① 3ニフ29：4

21 ① 3ニフ16：8－15

22 ① 創世49：22－26；教義57：2－3

② イザ2：2－5；3ニフ21：23－24；エテ13：1－12；教義84：2－4；GS「新エルサレム」

③ イザ59：20－21；マラ3：1；3ニフ24：1

23 ① 申命18：15－19；使徒3：22－23；1ニフ22：20－21

24 ① 使徒3：24－26；1ニフ10：5；ヤコ7：11

25 ① GS「アブラハムの聖約（契約）」

② 創世12：1－3；22：18

26 ① 箴言16：6

27 ① ガラ3：8；2ニフ29：14；アブ2：9

② 3ニフ16：6－7

28 ① 3ニフ16：8－9

29 ① イザ44：21；3ニフ16：11－12

② GS「イスラエル—イスラエルの集合」

③ アモ9：14－15

④ GS「エルサレム」

31 ① 3ニフ5：21－26；21：26－29

32 ① イザ52：8；3ニフ16：18－20；GS「見守る，見守る者」

34 ① イザ52：9

36 ① イザ52：1－3；教義113：7－10；GS「シオン」

40 ① イザ52：7；ナホ1：15；モサ15：13－18；教義128：19

② マコ13：10；1ニフ13：37

41 ① イザ52：11－15

② GS「清いものと清くないもの」

③ 教義133：5

42 ① 3ニフ21：29

46 ① エテ13：5，11

第21章

1 ① GS「終わりの時，末日」

3 ① エテ4：17；ジ—歴史1：34－36

4 ① 1ニフ13：17－19；教義101：77－80

② モル5：20；GS「アブラハムの聖約（契約）」

5 ① 2ニフ30：4－5；モル5：15；教義3：18－19

② 3ニフ26：8

6 ① 1ニフ10：14；ヤコ5：54；3ニフ16：4－7

② ガラ3：7，29；3ニフ16：13；アブ2：9－11

7 ① 3ニフ5：21－26

9 ① イザ29：14；使徒13：41；1ニフ22：8；GS「福音の回復」

10 ① 教義135：1－3

② 教義10：43

11 ① 2ニフ3：6－15；モル8：16，25

② 教義1：14

12 ① ミカ5：8－15；3ニフ20：16

② 3ニフ16：13－15

14 ① 2ニフ10：18；33：9

17 ① 出エ20：3－4；モサ13：12－13；教義1：16；GS「偶像礼拝」

19 ① 3ニフ30：2

22 ① GS「神権時代」

② 2ニフ10：18－19；3ニフ16：13

23 ① 3ニフ20：22；エテ13：1－12；GS「新エルサレム」

25 ① 1ニフ13：37

② イザ2：2－4；3ニフ24：1

26 ① GS「イスラエル—行方の知れない十部族」

② 1ニフ14：17；3ニフ21：6－7

27 ① 3ニフ16：4－5

28 ① GS「イスラエル—イスラエルの集合」

29 ① イザ52：12；3ニフ20：42

第22章

1 ① GS「歌う」

2 ① GS「ステーク」

3 ① GS「異邦人」

4 ① 2ニフ6：7，13

8 ① GS「憐れみ」

9 ① イザ54：9

② GS「ノアの時代の洪水」

10 ① イザ40：4

② 詩篇94：14；教義35：25

11 ① 黙示21：18－21

13 ① エレ31：33－34

14 ① GS「義」

第23章

1 ① GS「聖文」

② 2ニフ25：1－5；モル8：23；GS「イザヤ」

3 ① 3ニフ20：11－12

5 ① ルカ24：25－27

9 ① ヒラ13：2

② ヒラ14：25

③ GS「聖徒」

④ マタ27：52－53；GS「復活」

14 ① ルカ24：44－46

第24章

1 ① 教義45：9

2 ① 3ニフ25：1

② ゼカ13：9；教義128：24；GS「イエス・キリストの再臨」「地球（地）—地球の清め」

3 ① 申命10：8；教義84：31－34

② 教義13章

5 ① 新ヤコ1：27

7 ① GS「背教，背信」

② ヒラ13：11；3ニフ10：6；モロ9：22

8 ① GS「什分の一」

② GS「ささげ物」

10 ① 教義64：23；119章

② GS「祝福」

16 ① モロ6：5

② 教義85：9；モセ6：5；GS「覚えの書」

17 ① 教義101：3

18 ① GS「識別の賜物」

第25章

1 ① イザ24：6；1ニフ22：15；3ニフ24：2；教義29：9；64：23－24；133：64；ジ—歴史1：37；GS「地球（地）—地球の清め」

② 2ニフ20：33；GS「高慢」

2 ① エテ9：22

② アモ6：4；1ニフ22：24

③ 教義45：58

3 ① 3ニフ21：12

4 ① 出エ3：1－6

5 ① GS「イエス・キリストの再臨」

② 列下2：1－2；教義2：1；110：13－16；128：17－18；GS「エリヤ」「死者の救い」「結び固め」

6 ① 教義2：2

第26章

2 ① マラ3－4章が，3ニフ24－25章に引用されている

3 ① GS「イエス・キリスト—栄光」

② アモ9：13；2ペテ3：10，12；モル9：2；GS「地球（地）—地球の清め」「世—世の終わり」

③ モル5：23

4 ① モサ16：10－11；GS「最後の裁き」

② ヒラ12：25；3ニフ28：31

5 ① ダニ12：2；ヨハ5：29

② エテ3：14；GS「イエス・キリスト—前世におけるキリスト」

③ GS「正義」

6 ① ヨハ21：25；3ニフ5：8

7 ① GS「版」

8 ① 3ニフ21：5－6

9 ① エテ4：4－10

10 ① アル12：9－11

11 ① エテ12：6

13 ① ヨハ21：14

② 3ニフ20：3－9；GS「聖餐」

14 ① 3ニフ17：11－12

② アル32：23；3ニフ26：16

15 ① 3ニフ17：9；GS「癒し」「奇跡」

16 ① マタ11：25

17 ① 3ニフ19：4－13

② 4ニフ1：1

18 ① 3ニフ26：11

19 ① 4ニフ1：3

② GS「奉献，奉献の律法」

21 ① モサ18：17；GS「イエス・キリストの教会」

第27章

1 ① 教義29：6

② アル6：6；GS「断食」

2 ① 3ニフ26：13；GS「イエス・キリスト—死後の現れ」

5 ① GS「イエス・キリスト—御名を受ける」

6 ① 3ニフ15：9

8 ① 教義115：4

② GS「イエス・キリスト—教会の頭」

11 ① アル5：52

12 ① 黙示14：13；教義59：2

13 ① 教義76：40－42；GS「福音」

② ヨハ6：38－39

14 ① 1ニフ11：32－33；モセ7：55

② ヨハ6：44；2ニフ9：5；教義27：18

③ GS「イエス・キリスト—裁き」

15 ① GS「贖罪」

16 ① GS「悔い改め」

② GS「バプテスマ」

③ 1ニフ13：37；GS「堪え忍ぶ」

17 ① GS「正義」

19 ① アル11：37

② 黙示1：5；7：14；アル5：21，27；13：11－13

③ 教義84：24；GS「安息」

20 ① エテ4：18

② GS「バプテスマ—必要不可欠な条件」

③ GS「聖め」

④ 教義4：2

23 ① 3ニフ26：16

25 ① 2ニフ33：10－15；モ言1：11

② 1ニフ15：32－33

26 ① 3ニフ24：16；GS「命の書」

27 ① 1ニフ12：9－10；モル3：19

② GS「イエス・キリスト—模範」

③ マタ5：48；3ニフ12：48

28 ① ヨハ20：17

29 ① マタ7：7；3ニフ14：7

30 ① ヨハ17：12

31 ① 3ニフ9：11－13；10：12

② 3ニフ28：23

③ GS「喜び」

32 ① 2ニフ26：9－10；アル45：10，12

② マタ6：19－21；3ニフ13：19－21

33 ① マタ7：13－14；3ニフ14：13－14；教義22章

第28章

3 ① GS「安息」

6 ① アモ4：13；アル18：32

② ヨハ21：21－23；教義7：1－4

7 ① 4ニフ1：14；モル8：10－11；エテ12：17

② GS「身を変えられた人」

③ 3ニフ20：22

8 ① 3ニフ28：36－40；GS「死すべき状態」

② GS「不死不滅」

9 ① ピリ1：23－24；教義7：5－6

10 ① 教義84：36－38

② ヨハ17：20－23

11 ① 2ニフ31：17－21；3ニフ11：32

13 ① 2コリ12：2－4

14 ① 教義76：114－116

15 ① モセ1：11；GS「変貌」

19 ① 使徒16：26；アル14：26－28

20 ① モル8：24

21 ① ダニ3：22－27；4ニフ1：32

22 ① ダニ6：16－23；4ニフ1：33

23 ① GS「福音」

② 3ニフ27：30－31

25 ① 3ニフ19：4

29 ① GS「イスラエル—イスラエルの散乱」「イスラエル—行方の知れない十部族」

30 ① GS「天使」

31 ① ヒラ12：25；3ニフ26：4－5

32 ① 2ニフ25：17

34 ① GS「預言者」

② エテ4：8－12

35 ① ヒラ12：2

38 ① GS「身を変えられた人」

39 ① GS「誘惑」

② GS「聖め」

③ GS「聖さ，聖く」

第29章

1 ① 2ニフ30：3－8

② モル5：14，20

2 ① ルカ12：45－48

4 ① GS「正義」

② 3ニフ20：20

5 ① モル8：17；エテ4：8－10

② 2ニフ28：15－16

③ マタ10：32－33

6 ① GS「御霊の賜物」

② モル9：7－11，15

7 ① GS「偽善売教」

② 2ニフ28：4－6；モル9：15－26

③ GS「滅びの子」

8 ① GS「ユダヤ人」

② 1ニフ19：14

③ 2ニフ29：4－5

第30章

1 ① 3ニフ5：12－13

2 ① GS「異邦人」

② GS「悔い改め」

③ ガラ3：27－29；2ニフ10：18－19；3ニフ16：10－13；21：22－25；アブ2：10









ヤコブ書しょ ニーファイの弟おとうとヤコブの書しょ

同胞はらからに説とき教おしえるヤコブの言こと葉ば。ヤコブ，キリストの教きょう義ぎを覆くつがえそうとする男おとこを言いい伏ふせる。ニーファイの民たみの歴れき史しについての言こと葉ば。


第1章

ヤコブとヨセフ，キリストを信しんじてキリストの戒いましめを守まもるように人ひと々びとに説とき勧すすめる。ニーファイの死し。ニーファイ人じんの中なかに悪あく事じが広ひろがる。紀き元げん前ぜん約やく五百四十四年ねんから四百二十一年ねんに至いたる。

1 さて見みよ，リーハイがエルサレムを去さったときからもはや五十五年ねんが過すぎ去さった。そして，ニーファイはわたし①ヤコブに，これらの事こと柄がらが刻きざまれている②小ちいさい版はんについて③指し示じを与あたえた。

2 彼かれはまたわたしヤコブに，いちばん貴とうといと思おもうわずかなことだけをこの版はんに書かき記しるすこと，またニーファイの民たみと呼よばれるこの民たみの歴れき史しについては，少すこししか触ふれてはならないことを命めいじた。

3 ニーファイは，彼かれの民たみの歴れき史しは彼かれのほかの版はんに刻きざまなければならないこと，そしてこの小ちいさい版はんはわたしが保ほ存ぞんして，代よ々よわたしの子し孫そんに伝つたえなければならないことを告つげた。

4 また神しん聖せいな説せっ教きょうや重じゅう要ような啓けい示じ，あるいは預よ言げんがあれば，それらの①要よう点てんをこの版はんに刻きざむように，そしてキリストのため，またわたしたちの民たみのためにできるだけ多おおく書かき記しるすようにと言いった。

5 わたしたちは信しん仰こうを持もち，また民たみのことを大おおいに心しん配ぱいしていたので，将しょう来らい彼かれらに何なにが①起おこるかが，すでに明あきらかにされていた。

6 また，わたしたちは多おおくの啓けい示じを受うけ，十じゅう分ぶんな預よ言げんの霊れいを授さずかっていたので，将しょう来らい来こられる①キリストのことも，将しょう来らい築きずかれるキリストの王おう国こくのことも知しっていた。

7 それゆえ，わたしたちは，民たみが神かみの①安あん息そくに入はいるようにするために，民たみの中なかで熱ねっ心しんに働はたらいて，②キリストのもとに来きて神かみの慈いつくしみにあずかるように彼かれらに説とき勧すすめた。もし民たみがそうしなければ，かつてイスラエルの子こらが③荒あれ野のにいた④試し練れんの日ひ々びに神かみの怒いかりを引ひき起おこしたときのように，神かみが激はげしい怒いかりを示しめして，わたしたちの民たみも安あん息そくに⑤入はいってはならないと誓ちかいをされる恐おそれがあったからである。

8 それで，わたしたちが神かみに願ねがったのは，すべての人ひとが神かみに①背そむくことや神かみを②怒いからせることをせず，キリストを信しんじ，キリストの死しについて考かんがえ，キリストの③十じゅう字じ架かを負おい，世よの辱はずかしめを忍にん耐たいするよう，わたしたちが彼かれらを説せっ得とくできるようにということであった。それゆえ，わたしヤコブは，兄あにニーファイから命めいじられたことを果はたす責せき任にんを引ひき受うけるのである。

9 ところで，ニーファイは年としを取とってきて，自じ分ぶんの①死しが近ちかいことを知しった。それで彼かれは一人ひとりの男おとこに②油あぶらを注そそぎ，彼かれを③王おうたちの統とう治ちに従したがってその民たみを治おさめる王おうとし，統とう治ち者しゃとした。

10 民たみはニーファイを非ひ常じょうに愛あいしていた。ニーファイは彼かれらの偉い大だいな守まもり手てであり，彼かれらを守まもるために①ラバンの剣つるぎを振ふるい，生しょう涯がい民たみの幸さいわいのために働はたらいてきたからである。

11 そのために，民たみは彼かれの名なを記き憶おくにとどめておきたいと願ねがった。それで民たみは，ニーファイに代かわって治おさめる者ものを，それがだれであろうと，王おうたちの統とう治ちに従したがって，ニーファイ二世せい，ニーファイ三世せいなどと呼よんだ。彼かれらの実じっ際さいの名ながどうであろうと，民たみはこのように呼よんだのである。

12 そして，ニーファイは死しんだ。

13 さて，①レーマン人じんでない民たみは②ニーファイ人じんであったが，民たみはそれぞれニーファイ人じん，ヤコブ人じん，ヨセフ人じん，③ゾーラム人じん，レーマン人じん，レムエル人じん，イシマエル人じんと呼よばれた。

14 しかし，わたしヤコブは，今こん後ごこのような名なで民たみを区く別べつしない。ニーファイの民たみを滅ほろぼそうとする者ものをレーマン人じんと①呼よび，ニーファイに好こう意いを持もっている者ものを②ニーファイ人じん，すなわち，王おうたちの統とう治ちに従したがって③ニーファイの民たみと呼よぶ。

15 さて，二代だい目めの王おうの治ち世せいになって，ニーファイの民たみは次し第だいに心こころをかたくなにし始はじめ，多た少しょう悪あく習しゅうにふけるようになった。その悪あく習しゅうとは，昔むかしダビデと息むす子こソロモンが，多おおくの①妻つまとそばめを好このんだようなことである。

16 そのうえ彼かれらは，多おおくの金きんと銀ぎんを探さがし求もとめるようになり，また多た少しょう高こう慢まんになり始はじめた。

17 それで，わたしヤコブは，すでに主しゅから①務つとめを託たくされていたので，②神しん殿でんで教おしえを説といたときに次つぎの言こと葉ばを彼かれらに告つげた。

18 わたしヤコブと弟おとうとヨセフは，ニーファイの手てによってこの民たみの祭さい司しと教きょう師しに①任にんじられていたからである。

19 そしてわたしたちは，もし自じ分ぶんたちが力ちからの限かぎり神かみの言こと葉ばを民たみに教おしえなければ，民たみの罪つみを自じ分ぶんたちの頭こうべに受うけるという覚かく悟ごで①責せき任にんを受うけたので，主しゅに対たいして自じ分ぶんたちの②務つとめを尊とうとんで大おおいなるものとした。そしてわたしたちは，民たみの血ちがわたしたちの衣ころもにかかることのないように，力ちからの限かぎり働はたらいた。そうしなければ，彼かれらの③血ちがわたしたちの衣ころもにかかって，わたしたちは終おわりの日ひに染しみのない者ものとは認みとめられないであろう。
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ヤコブ，富とみを愛あいすることや高こう慢まん，不ふ貞ていを非ひ難なんする。同はら胞からを助たすけるためであれば，富とみを求もとめることができる。主しゅは，ニーファイ人じんの中なかの男おとこはだれも二人ふたり以い上じょうの妻つまを持もってはならないと命めいじられる。主しゅは婦ふ人じんたちの貞てい節せつを喜よろこばれる。紀き元げん前ぜん約やく五百四十四年ねんから四百二十一年ねんに至いたる。

1 ニーファイの死し後ご，ニーファイの弟おとうとヤコブがニーファイの民たみに語かたった言こと葉ば。

2 「さて，わたしの愛あいする同胞はらからよ，わたしヤコブは，まじめに自じ分ぶんの務つとめを尊とうとんで大おおいなるものとするという責せき任にんを神かみから受うけており，また，わたしの衣ころもからあなたがたの罪つみを取とり除のぞきたいので，今日きょうこうして神しん殿でんに来きて，あなたがたに神かみの御み言こと葉ばを告つげる。

3 あなたがたも知しっているように，わたしは召めされた職しょく務むにこれまで努つとめ励はげんできた。しかし今日きょうのわたしは，あなたがたの幸さいわいを願ねがう気き持もちと心しん配ぱいがこれまでよりも大おおきいので，心こころが沈しずんでいる。

4 見みよ，あなたがたは，今いままでわたしが宣のべてきた主しゅの御み言こと葉ばに従したがってきた。

5 しかし見みよ，わたしの言いうことをよく聴ききなさい。そして，わたしが天てん地ちの全ぜん能のうの創そう造ぞう主ぬしの助たすけによって，あなたがたの①思おもいについて告つげることができるということを知しりなさい。それはどういうことかといえば，あなたがたが，わたしにとって非ひ常じょうに忌いまわしく，また神かみにとっても忌いまわしく思おもわれる罪つみを犯おかし始はじめていることである。

6 まことに，あなたがたの心こころが邪じゃ悪あくであることをあなたがたに証しょう言げんしなければならないのは，わたしにとって悲かなしいことであり，またわたしはこのために，造つくり主ぬしの御み前まえで恥はじて縮ちぢみ上あがる思おもいである。

7 また，あなたがたの妻さい子しの前まえで，あなたがたのことをひどく①あからさまに話はなさなければならないのは，わたしにとって悲かなしいことである。あなたがたの妻さい子しの多おおくは，神かみの御み前まえにあって非ひ常じょうに感かんじやすく，②清きよく，繊せん細さいである。これは神かみにとって喜よろこばしいことである。

8 そしてあなたがたの妻さい子しは，喜よろこびをもたらす①神かみの御み言こと葉ば，まことに傷きずついた心こころを癒いやす御み言こと葉ばを聞きこうとして，ここに来きたことと思おもう。

9 それゆえ，わたしの心こころは重おもい。というのは，神かみから受うけた厳きびしい命めい令れいがあるので，どうしてもあなたがたの罪ざい悪あくについてあなたがたを戒いましめなければならず，そのようにすることで，すでに傷きずを負おっている者ものたちを慰なぐさめ，その傷きずを癒いやす代かわりに，ますますその傷きずを深ふかくすることになってしまうからである。また，傷きずを負おっていない者ものたちに対たいしても，喜よろこびをもたらす神かみの御み言こと葉ばを味あじわわせる代かわりに，短たん刀とうで彼かれらの心こころを刺さし貫つらぬき，繊せん細さいな心こころを傷きずつけることになってしまうからである。

10 しかし，この務つとめが大たい変へんであっても，わたしは神かみの厳きびしい①命めい令れいに従したがってこれを果はたし，心こころの清きよい者ものと打うち砕くだかれた心こころを持もつ者ものの前まえで，また全ぜん能のうの神かみが②鋭するどい目めで御ご覧らんになる所ところで，あなたがたの悪あく事じと忌いまわしい行おこないについて，あなたがたに告つげなければならない。

11 したがって，わたしは神かみの御み言こと葉ばの①率そっ直ちょくさのまま，あなたがたに事じ実じつを告つげなければならない。見みよ，わたしが主しゅに尋たずねたところ，主しゅの御み言こと葉ばがわたしに下くだって，『ヤコブよ，明あ日す神しん殿でんに行いき，わたしがあなたに授さずける言こと葉ばをこの民たみに告つげ知しらせなさい』と言いわれた。

12 さて見みよ，わたしの同胞はらからよ，わたしがあなたがたに告つげ知しらせる言こと葉ばは次つぎのとおりである。あなたがたと子し孫そんのための①約やく束そくの地ちであるこの地ちに非ひ常じょうに豊ほう富ふにある金きんや銀ぎん，そのほかあらゆる貴き重ちょうな②あらがねを，あなたがたの多おおくは探さがし求もとめるようになってきた。

13 このようにしてあなたがたは，神かみの御み心こころの御み手てがあなたがたにほほえんで，たくさんの富とみを手てに入いれた。ところがある者ものたちは，ほかの者ものより豊ゆたかに富とみを得えたことで心こころが①高こう慢まんになり，また自じ分ぶんの衣い服ふくが高こう価かなことで強ごう情じょうになって高たかぶり，さらに，自じ分ぶんはほかの者ものよりも優すぐれていると思おもって同胞はらからを苦くるしめている。

14 さて，わたしの同胞はらからよ，あなたがたはこのようなことを行おこなっていて，神かみから義ぎとされると思おもうか。見みよ，わたしはあなたがたに言いう。そうではない。かえって神かみはあなたがたを罪つみに定さだめられる。このようなことを続つづけるならば，神かみの裁さばきが速すみやかに下くだるに違ちがいない。

15 おお，神かみがあなたがたを刺さし貫つらぬき，一ひと目めであなたがたを地ちに打うち倒たおすこともおできになることを，あなたがたに示しめされるように。

16 おお，神かみがあなたがたを，この罪ざい悪あくと忌いまわしい行おこないから解とき放はなしてくださるように。おお，あなたがたが神かみの命めいじられる御み言こと葉ばを聴きき，心こころの①高こう慢まんによって霊れいに滅ほろびを招まねかないように。

17 同胞はらからを自じ分ぶん自じ身しんのように思おもいなさい。そして，すべての人ひとと親したしくし，あなたがたのように①彼かれらも豊ゆたかになれるよう，②所しょ有ゆう物ぶつを惜おしみなく与あたえなさい。

18 しかし，①富とみを求もとめる前まえに②神かみの王おう国こくを求もとめなさい。

19 キリストに望のぞみを抱いだいてから富とみを求もとめるならば，富とみは得えられるであろう。しかし，富とみを求もとめる目もく的てきは，裸はだかでいる者ものに着きせ，飢うえている者ものに食しょく物もつを与あたえ，束そく縛ばくされている者ものを自じ由ゆうにし，病びょう人にんや苦くるしんでいる者ものを救すくうなど，①善ぜんを行おこなうことである。

20 さて，わたしの同胞はらからよ，わたしは高こう慢まんについてあなたがたに語かたった。神かみから与あたえられたものを心こころの中なかで誇ほこって，隣りん人じんを苦くるしめ悩なやまし，虐しいたげてきた者ものよ，あなたがたは今いまそのことをどのように考かんがえているか。

21 このようなことは，すべての人ひとを造つくられた御お方かたにとって忌いまわしいことであるとは思おもわないか。神かみの目めには，人ひとは皆みな等ひとしく貴とうとい存そん在ざいである。すべての人ひとはちりから造つくられている。そして，神かみの①戒いましめを守まもり，とこしえに神かみをあがめるという同どう一いつの目もく的てきをもって，神かみにより造つくられたのである。

22 わたしはこれで，高こう慢まんについてあなたがたに語かたることを終おわりにするが，もっとひどい罪ざい悪あくについて話はなさなくてよかったならば，あなたがたのことで心こころに非ひ常じょうに大おおきな喜よろこびを感かんじたであろう。

23 しかし，あなたがたのもっとひどい罪ざい悪あくのために，神かみの御み言こと葉ばがわたしに重おもくのしかかっている。見みよ，主しゅはこう言いわれる。『この民たみの罪ざい悪あくはますますひどくなっている。彼かれらは聖せい文ぶんを理り解かいしておらず，ダビデとその息むす子こソロモンについて書かき記しるされていることをもって，自じ分ぶんたちがみだらな行おこないをしていることの言いい訳わけにしようとしている。

24 見みよ，ダビデと①ソロモンは事じ実じつ，多おおくの②妻つまとそばめを持もったが，それは，わたしの目めに忌いまわしいことであった。』

25 そして，主しゅは言いわれる。『それゆえわたしは，わたしの腕うでの力ちからによってこの民たみをエルサレムの地ちから連つれ出だし，ヨセフの腰こしから出でた者ものの中なかから一本ぽんの①義ぎにかなった枝えだをわたしのために起おこせるようにした。

26 それゆえ主しゅなる神かみであるわたしは，この民たみが昔むかしの者ものたちのような行おこないをするのを許ゆるさない。』

27 したがって，わたしの同胞はらからよ，わたしの言いうことを聞きき，主しゅの御み言こと葉ばに耳みみを傾かたむけなさい。万ばん軍ぐんの主しゅはこう言いわれる。『あなたがたの中なかのどの男おとこも，妻つまは①一人ひとりしか持もってはならない。また，そばめは一人ひとりも持もってはならない。

28 主しゅなる神かみであるわたしは，婦ふ人じんたちの①貞てい節せつを喜よろこばしく思おもう。みだらな行おこないは，わたしの目めに忌いまわしいことである。

29 さて，この民たみは，わたしの戒いましめを守まもらなければならない。さもなければ，地ちは民たみのために①のろわれるであろう。』

30 万ばん軍ぐんの主しゅは言いわれる。『将しょう来らいわたしのために①子し孫そんを起おこしたいと思おもう時ときが来くれば，わたしは民たみに命めいじよう。その命めい令れいがない間あいだは，民たみはこれらのことに聞きき従したがわなければならない。

31 見みよ，主しゅなるわたしは，エルサレムの地ちに住すむわたしの民たみの娘むすめたちと，わたしの民たみが住すむ全ぜん地ちの娘むすめたちが，夫おっとの悪あく事じと忌いまわしい行おこないのために悲かなしむのを見み，嘆なげくのを聞きいた。

32 わたしがエルサレムから導みちびき出だしたこの民たみの美うつくしい娘むすめたちの叫さけびが，わたしの民たみの男おとこたちのことをわたしに訴うったえるのを，わたしはほうっておくことはできない。

33 男おとこたちは，わたしの民たみの娘むすめたちを，彼かの女じょたちの優やさしさに付つけ込こんで奴ど隷れいのようにしてはならない。さもなければ，わたしは男おとこたちにひどいのろいを下くだし，彼かれらを滅ほろぼしてしまうであろう。男おとこたちは昔むかしの者もののように①みだらな行おこないをしてはならない。』万ばん軍ぐんの主しゅはこのように言いわれる。

34 さて見みよ，わたしの同胞はらからよ，あなたがたは父ちちリーハイにもこの戒いましめが与あたえられたことを知しっている。したがって，あなたがたは以い前ぜんからこの戒いましめを知しっていた。にもかかわらず，あなたがたは，行おこなってはならないこれらのことを行おこなったので，重おもい罪つみの宣せん告こくを受うけたのである。

35 見みよ，あなたがたは，同胞はらからであるレーマン人じんよりも①ひどい罪ざい悪あくを犯おかした。あなたがたは妻さい子しの前まえに良よくない手て本ほんを示しめして，感かんじやすい妻つまの胸むねを張はり裂さけさせ，子こ供どもたちの信しん頼らいを失うしなった。彼かれらの心こころのむせび泣なきが神かみのみもとに上のぼって，あなたがたを訴うったえている。また，あなたがたを責せめる神かみの御み言こと葉ばが厳きびしいために，多おおくの心こころが深ふかい傷きずを負おって死しんでしまった。」
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心こころの清きよい者ものは，喜よろこびをもたらす神かみの言こと葉ばを受うけ入いれる。レーマン人じんの義ぎがニーファイ人じんの義ぎをしのぐ。ヤコブ，不ふ貞ていや好こう色しょく，そのほかあらゆる罪つみを遠とおざけるように戒いましめる。紀き元げん前ぜん約やく五百四十四年ねんから四百二十一年ねんに至いたる。

1 「しかし見みよ，わたしヤコブは，心こころの清きよいあなたがたに述のべたい。確かっ固ことした思おもいをもって神かみに頼たより，篤あつい信しん仰こうをもって祈いのりなさい。そうすれば，神かみは苦く難なんのときにあなたがたを慰なぐさめてくださる。また，あなたがたのことを弁べん護ごしてくださり，あなたがたを滅ほろぼそうとする者ものたちに罰ばつを下くだされる。

2 おお，あなたがた，心こころの清きよいすべての人ひとよ，頭あたまを上あげて，喜よろこびをもたらす神かみの御み言こと葉ばを受うけ入いれ，神かみの愛あいをよく味あじわいなさい。あなたがたの思おもいが①確かっ固ことしていれば，とこしえにそうすることができるからである。

3 しかし，心こころが清きよくなく，今日きょう，神かみの御み前まえに①汚けがれている者ものは災わざわいである。災わざわいである。悔くい改あらためなければ，地ちはあなたがたのためにのろわれるからである。レーマン人じんはひどいのろいをもって②のろわれているが，あなたがたのように汚けがれてはいない。そのレーマン人じんがあなたがたをひどく苦くるしめ，滅ほろぼすであろう。

4 また，あなたがたが悔くい改あらためなければ，レーマン人じんがあなたがたの受うけ継つぎの地ちを所しょ有ゆうし，さらに主しゅなる神かみがあなたがたの中なかから義ぎ人じんを①連つれ出だされる時ときが速すみやかに来くる。

5 見みよ，あなたがたは，自じ分ぶんたちの同胞はらからであるレーマン人じんを，彼かれらが汚きたなく，またのろいをその肌はだに受うけていることで嫌きらうけれども，彼かれらはあなたがたよりも義ぎにかなっている。彼かれらは，わたしたちの父ちちに与あたえられた主しゅの戒いましめ，すなわち，妻つまは一人ひとりしか持もってはならない，そばめは一人ひとりも持もってはならない，民たみの中なかにみだらな行おこないがあってはならない，という戒いましめを今いまでも①忘わすれていないからである。

6 彼かれらは今いまも，この戒いましめを守まもるように努つとめている。したがって，この戒いましめを守まもろうとこのように努つとめているので，主しゅなる神かみは彼かれらを滅ほろぼすことなく，彼かれらに①憐あわれみを示しめされる。そして，彼かれらはいつの日ひか，祝しゅく福ふくされた民たみになるであろう。

7 見みよ，レーマン人じんの夫おっとは妻つまを①愛あいし，妻つまは夫おっとを愛あいし，夫おっとと妻つまは子こ供どもたちを愛あいしている。彼かれらの不ふ信しん仰こうとあなたがたに対たいする憎にくしみは，彼かれらの先せん祖ぞの罪ざい悪あくのためである。そうであるとすれば，大おおいなる創そう造ぞう主ぬしの目めから見みて，あなたがたは彼かれらよりどれほど立りっ派ぱだと言いえるだろうか。

8 おお，わたしの同胞はらからよ，あなたがたが罪つみを悔くい改あらためなければ，彼かれらとともに神かみの御み座ざの前まえに連つれ出だされるとき，彼かれらの肌はだはあなたがたの肌はだよりも白しろいであろう。

9 さて，わたしは戒いましめをあなたがたに与あたえる。これは神かみの御み言こと葉ばである。あなたがたは彼かれらの肌はだが黒くろずんでいるからといって，彼かれらを二に度どとののしってはならない。汚きたないからといって彼かれらをののしってはならない。むしろ，あなたがた自じ身しんの汚けがれを思おもい起おこし，彼かれらが汚きたないのは彼かれらの先せん祖ぞのためであることを覚おぼえておきなさい。

10 そして，あなたがたは自じ分ぶんの①子こ供どもたちのことを思おもい起おこし，自じ分ぶんが彼かれらの前まえに示しめした手て本ほんで，どれほど彼かれらの心こころを悲かなしませてきたかを考かんがえなさい。また，あなたがたは自じ分ぶんの汚けがれのために子こ供どもたちを滅ほろびに至いたらせる恐おそれがあり，そうなれば彼かれらの罪つみが，終おわりの日ひにあなたがたの頭こうべに積つみ上あげられるということを覚おぼえておきなさい。

11 おお，わたしの同胞はらからよ，わたしの言こと葉ばを聴ききなさい。あなたの精せい神しんに宿やどる能のう力りょくを奮ふるい立たたせなさい。身みを震ふるわせて死しの眠ねむりから①目め覚ざめなさい。悪あく魔まの②使つかいとなって③第だい二の死しであるあの火ひと硫い黄おうの池いけに投なげ込こまれることのないように，④地じ獄ごくの苦くるしみから自じ分ぶん自じ身しんを解とき放はなしなさい。」

12 さて，わたしヤコブはこのほかにも多おおくのことをニーファイの民たみに語かたり，①不ふ貞ていや②好こう色しょく，そのほかあらゆる罪つみを遠とおざけるように戒いましめ，これらの罪つみがもたらす恐おそろしい結けっ果かを告つげた。

13 今いまやおびただしい数かずになり始はじめたこの民たみの行おこないは，百分ぶんの一も①この版はんに書かき記しるせない。しかし，大おおきい版はんには民たみの行おこないの多おおくが書かき記しるされており，戦せん争そうと争あらそい，王おうたちの統とう治ちのことも書かき記しるされている。

14 この版はんはヤコブの版はんと呼よばれているが，ニーファイの手てで造つくられたものである。ここでこれらのことを述のべるのを終おわりにする。



第4章

預よ言げん者しゃはすべて，キリストの名なによって御おん父ちちを拝はいした。アブラハムがイサクをささげようとしたことは，神かみと神かみの独ひとり子ごの相そう似じであった。人ひとは贖しょく罪ざいを通つうじて神かみと和わ解かいしなければならない。ユダヤ人じんは土ど台だい石いしを拒こばむ。紀き元げん前ぜん約やく五百四十四年ねんから四百二十一年ねんに至いたる。

1 さて見みよ，わたしは，言こと葉ばで民たみに多おおくのことを教おしえてきた。（しかし，わたしたちの言こと葉ばを版はんに刻きざむのは難むずかしいので，わたしは自じ分ぶんの言こと葉ばを少すこししか書かき記しるすことができない。）わたしたちは，版はんに書かき記しるすことは必かならず残のこることを知しっている。

2 しかしながら，版はんでないほかのものに書かき記しるすことは，すべて朽くちて消きえ去さってしまうに違ちがいない。しかし，わたしたちは子し孫そんと愛あいする同胞はらからに，わたしたちについて，すなわち彼かれらの先せん祖ぞについて少しょう々しょう知しらせるために，版はんにわずかばかりの言こと葉ばを書かき記しるすことができる。

3 さて，このことをわたしたちは喜よろこんでいる。わたしたちは，愛あいする同胞はらからとわたしたちの子し孫そんが感かん謝しゃの心こころをもってこれらを受うけ，またこれらを見みて，自じ分ぶんたちの最さい初しょの先せん祖ぞのことを悲かなしみや侮あなどりではなく，喜よろこびをもって知しるようになることを望のぞみながら，これらの言こと葉ばを版はんに刻きざむことに励はげんでいる。

4 わたしたちがこれらのことを書かき記しるしてきたのは，わたしたちが①キリストのことを知しっていたということと，キリストの来らい臨りんの何なん百びゃく年ねんも前まえにキリストの栄えい光こうを待まち望のぞんでいたこと，また，わたしたちばかりでなく，前まえの時じ代だいの聖せいなる②預よ言げん者しゃもすべてキリストの栄えい光こうを待まち望のぞんでいたことを，彼かれらが知しることができるようにするためである。

5 見みよ，預よ言げん者しゃたちはキリストを信しんじ，キリストの名なによって御おん父ちちを①拝はいした。また，わたしたちも，キリストの名なによって御おん父ちちを拝はいしている。モーセの②律りっ法ぽうは，わたしたちの心こころをキリストへ③向むけるものであるから，わたしたちは今いまそれを守まもっている。そして，そのためにわたしたちは聖きよめられ，義ぎとされているのである。それはまさに，息むす子こイサクをささげるようにとの神かみの命めい令れいに従じゅう順じゅんであった，荒あれ野ののアブラハムが義ぎとされたのと同どう様ようである。アブラハムがイサクをささげようとしたことは，神かみと神かみの④独ひとり子ごの相そう似じであった。

6 それゆえ，わたしたちは預よ言げん者しゃの書しょを調しらべている。また，わたしたちには多おおくの啓けい示じがあり，また①預よ言げんの霊れいがある。このように②証あかしするものが数かず々かずあるので，わたしたちは希き望ぼうを抱いだいており，わたしたちの信しん仰こうは揺ゆるぎないものになっている。実じっ際さいに③イエスの名なによって④命めいじれば，木き々ぎも山やま々やまも海うみの波なみも従したがうほどである。

7 にもかかわらず，主しゅなる神かみはわたしたちの①弱じゃく点てんを示しめされる。それは，このようなことを行おこなう力ちからがわたしたちにあるのは，神かみの恵めぐみと人ひとの子こらに対たいする神かみの大おおいなるへりくだりによるということを，わたしたちに分わからせるためである。

8 見みよ，主しゅの業わざは大おおいなる驚おどろくべきものである。主しゅの①奥おく義ぎの深ふかさは何なんと②計はかり知しれないことか。主しゅの道みちを知しり尽つくすことは，とても人ひとにできることではない。③主しゅの道みちは，啓けい示じされないかぎりだれも④知しることはできない。それゆえ同胞はらからよ，神かみの啓けい示じを侮あなどってはならない。

9 見みよ，神かみの①言こと葉ばの力ちからによって②人ひとは大だい地ちの面おもてに現あらわれ，その大だい地ちも神かみの言こと葉ばの力ちからによって創そう造ぞうされた。したがって，神かみが御み言こと葉ばを発はっして世せ界かいが存そん在ざいするようになり，また，御み言こと葉ばを発はっして人ひとが造つくられたとするならば，おお，どうして神かみは御ご自じ分ぶんの意いのまま，思おもいのままに，③大だい地ちやその面おもてにある神かみの手てにより造つくられたものに，命めい令れいをお下くだしになれないことがあろうか。

10 それゆえ，同胞はらからよ，主しゅに①助じょ言げんしようとしないで，主しゅの手てから助じょ言げんを受うけるようにしなさい。見みよ，あなたがたは，主しゅが，造つくられたすべてのものに②知ち恵えと公こう正せいと深ふかい憐あわれみをもって助じょ言げんを与あたえられることを知しっているからである。

11 それゆえ，愛あいする同胞はらからよ，神かみの①独ひとり子ごキリストの②贖しょく罪ざいを通つうじて神かみと和わ解かいしなさい。そうすれば，あなたがたはキリストの内うちにある③復ふっ活かつの力ちからによって復ふっ活かつすることができる。またあなたがたは信しん仰こうを持もち，キリストが肉にくにあって御ご自じ身しんを現あらわされる前まえに，キリストにある栄えい光こうを確かっ固ことして待まち望のぞんでいたので，キリストの④初はつ穂ほとして神かみのためにささげられるのである。

12 さて，愛あいする人ひと々びとよ，わたしがこれらのことをあなたがたに述のべているのを驚おどろいてはならない。キリストの贖しょく罪ざいについて①語かたるのに，また復ふっ活かつと来きたるべき世よについての知ち識しきを得えるのと同おなじように，キリストについて完かん全ぜんな知ち識しきを得えるのに，何なんの差さし支つかえがあろうか。

13 見みよ，わたしの同胞はらからよ，預よ言げんする者ものには，人ひと々びとが理り解かいできるように預よ言げんさせなさい。①御み霊たまは真しん実じつを語かたり，偽いつわりを言いわれることがない。したがって，御み霊たまは②現げん在ざいのことをありのままに示しめし，未み来らいのこともまた，ありのままに述のべられる。それゆえ，これらのことはわたしたちの救すくいのために，わたしたちに③分わかりやすく示しめされているのである。しかし見みよ，これらのことについての証しょう人にんは，わたしたちだけではない。神かみは昔むかしの預よ言げん者しゃにもこれらのことを語かたっておられる。

14 しかし見みよ，ユダヤ人じんは①強ごう情じょうな民たみであって，彼かれらは分わかりやすい言こと葉ばを②侮あなどり，預よ言げん者しゃたちを殺ころし，自じ分ぶんたちの理り解かいできないものを求もとめた。それゆえ，彼かれらは的まとのかなたに目めを向むけたために③盲もう目もくとなり，盲もう目もくのために堕だ落らくしなければならなかった。神かみが分わかりやすいことを彼かれらから取とり去さり，彼かれらが④理り解かいできないことを多おおく伝つたえられたからであり，彼かれらがそれを望のぞんだためである。彼かれらが望のぞんだので，神かみはそのように行おこなわれ，彼かれらはつまずいた。

15 そして今いま，わたしヤコブは，預よ言げんするように御み霊たまに促うながされている。わたしは，わたしの内うちにある御み霊たまの働はたらきによって，ユダヤ人じんが，自じ分ぶんたちが①つまずいたためにそのつまずいた②石いしを③拒こばむことを知しっている。その石いしは，その上うえに建たて物ものを建たてることのできる安あん全ぜんな土ど台だいであった。

16 しかしながら見みよ，聖せい文ぶんによると，その①石いしは，ユダヤ人じんがその上うえに建たて物ものを建たてることのできる，偉い大だいな，最さい後ごの，しかも唯ゆい一いつの堅けん固ごな②土ど台だいとなるものである。

17 さて，わたしの愛あいする人ひと々びとよ，これらの者ものがその堅けん固ごな土ど台だいを拒こばんだ後のちに，①どうしてそれを隅すみのかしら石いしとして，その上うえに建たて物ものを建たてることができるであろうか。

18 見みよ，わたしの愛あいする同胞はらからよ，もしわたしが何なにかによって強つよい御み霊たまを失うしなったり，あなたがたを心しん配ぱいするあまり口くちごもったりするようなことがなければ，わたしはあなたがたにこの奥おく義ぎを明あきらかにしよう。



第5章

ヤコブ，栽さい培ばいされたオリーブの木きと野や生せいのオリーブの木きの比ひ喩ゆについて述のべたゼノスの言こと葉ばを引いん用ようする。それらのオリーブの木きは，それぞれイスラエルと異い邦ほう人じんとをたとえたものである。イスラエルの散さん乱らんと集しゅう合ごうがあらかじめ示しめされる。ニーファイ人じんとレーマン人じん，およびイスラエルの家いえに属ぞくするすべての者ものについて示しめされる。異い邦ほう人じんはイスラエルに接つがれる。果か樹じゅ園えんは最さい後ごに焼やかれる。紀き元げん前ぜん約やく五百四十四年ねんから四百二十一年ねんに至いたる。

1 見みよ，わたしの同胞はらからよ，あなたがたは，預よ言げん者しゃ①ゼノスがイスラエルの家いえに語かたった彼かれの言こと葉ばを読よんだのを覚おぼえていないか。その言こと葉ばは次つぎのとおりである。

2 「聴ききなさい，おお，あなたがたイスラエルの家いえよ。主しゅの預よ言げん者しゃであるわたしの言こと葉ばを聞ききなさい。

3 見みよ，主しゅはこう言いわれる。『おお，①イスラエルの家いえよ，わたしはあなたを，人ひとが自じ分ぶんの②果か樹じゅ園えんに植うえて養やしないを与あたえた，一本ぽんの栽さい培ばいされた③オリーブの木きにたとえよう。その木きは生せい長ちょうし，やがて老おい，④朽くち始はじめた。

4 そして，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんがやって来きて，オリーブの木きが朽くち始はじめたのを見みて言いった。「この木きを刈かり込こみ，木きの周まわりを掘ほり，養やしないを与あたえよう。そうすれば，恐おそらくこの木きは柔やわらかい若わか枝えだを出だし，枯かれないであろう。」

5 さて，主しゅ人じんはその言こと葉ばのとおりにその木きを刈かり込こみ，木きの周まわりを掘ほって養やしないを与あたえた。

6 そして，多おおくの日ひの後のちに，その木きは柔やわらかい若わか枝えだを少すこし出だし始はじめた。ところが見みよ，その木きの中ちゅう心しんの先さきの方ほうが枯かれ始はじめた。

7 そこで，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんはそれを見みて僕しもべに言いった。「この木きを失うしなうのは悲かなしい。だから，①野や生せいのオリーブの木きから何なん本ぼんか枝えだを切きり取とって，わたしのところに持もって来きなさい。わたしたちは枯かれ始はじめた大おお枝えだを切きり落おとし，それらを火ひの中なかに投なげ込こんで燃もやしてしまおう。」

8 また見みよ，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは言いった。「わたしはこの木きの柔やわらかい若わか枝えだをたくさん取とって，わたしが良よいと思おもう所ところで接つぎ木きをしよう。この木きの根ねが枯かれても，わたしのためにこの木きの実みを保ほ存ぞんできればよい。だから，これらの柔やわらかい若わか枝えだを取とって，わたしが良よいと思おもう所ところで接つぎ木きをしよう。

9 あなたは野や生せいのオリーブの木きの枝えだを何なん本ぼんか取とって，枯かれた枝えだの①代かわりにそれらの枝えだを接つぎなさい。わたしは切きり落おとしたこれらの枝えだを，果か樹じゅ園えんの土と地ちをふさがないように，火ひの中なかに投なげ込こんで燃もやしてしまおう。」

10 そこで，僕しもべは果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんの言こと葉ばのとおりにし，①野や生せいのオリーブの木きの枝えだを接ついだ。

11 また，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは僕しもべにその木きの周まわりを掘ほらせ，木きを刈かり込こませ，養やしないを与あたえさせて言いった。「この木きを失うしなうのは悲かなしい。それで，根ねを枯からさずに残のこしておくことができると思おもい，また，わたし自じ身しんのために残のこしておくことができると思おもってこうしたのである。

12 さあ，仕し事ごとにかかり，わたしの言こと葉ばのとおりに木きを見み守まもり，養やしないを与あたえなさい。

13 わたしはこれらの若わか枝えだを，果か樹じゅ園えんのいちばん低ひくい場ば所しょで，わたしが良よいと思おもう所ところに①置おこう。それがどこか，あなたは知しらなくてよい。こうするのは，わたし自じ身しんのためにこの木きの自し然ぜんの枝えだを残のこし，また実みのとれない時じ節せつに備そなえてわたし自じ身しんのために実みを蓄たくわえられるようにするためである。この木きと実みの両りょう方ほうを失うしなうのは悲かなしいことだからである。」

14 そして，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは仕し事ごとにかかり，栽さい培ばいしたオリーブの木きの自し然ぜんの枝えだを，果か樹じゅ園えんのいちばん低ひくい場ば所しょで，自じ分ぶんの意いのまま，思おもいのままに，ある枝えだはあちらに，ある枝えだはこちらにと隠かくした。

15 さて，久ひさしく時ときがたって，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは僕しもべに，「さあ，一いっ緒しょに果か樹じゅ園えんに行いって働はたらこう」と言いった。

16 そして，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんと僕しもべは，働はたらくために果か樹じゅ園えんに行いった。そのとき，僕しもべは主しゅ人じんに，「御ご覧らんください。ここです。この木きを御ご覧らんください」と言いった。

17 そこで，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんがそちらを向むいて，野や生せいのオリーブの枝えだを接ついだ木きを見みると，その木きはすでに枝えだを伸のばし，①実みを結むすび始はじめていた。見みると，それは良よく，その実みは自し然ぜんの実みのようであった。

18 主しゅ人じんは僕しもべに言いった。「見みよ，野や生せいの木きの枝えだはこの木きの根ねから養よう分ぶんを吸すい上あげ，根ねは十じゅう分ぶんな力ちからを与あたえている。そして，根ねに十じゅう分ぶんな力ちからがあるので，野や生せいの枝えだは，栽さい培ばいした木きが結むすぶような実みを結むすんだ。これらの枝えだを接つがなかったならば，この木きは枯かれていたであろう。さて見みよ，この木きが結むすんだたくさんの実みを蓄たくわえよう。実みのとれない時じ節せつに備そなえて，わたし自じ身しんのためにこの木きの実みを蓄たくわえることにしよう。」

19 そして，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは僕しもべに言いった。「さあ，一いっ緒しょに果か樹じゅ園えんのいちばん低ひくい場ば所しょへ行いき，その木きの自し然ぜんの枝えだもたくさん実みを結むすんでいるかどうか見みよう。実みを結むすんでいれば，実みのとれない時じ節せつに備そなえて，わたし自じ身しんのためにその実みを蓄たくわえることができる。」

20 そして二人ふたりは，前まえに主しゅ人じんがその木きの自し然ぜんの枝えだを隠かくした所ところへ行いった。そして，主しゅ人じんは僕しもべに，「これらの枝えだを見みなさい」と言いった。僕しもべが①最さい初しょの枝えだを見みると，それはたくさんの実みを結むすんでいた。僕しもべには，それが良よいものであることが分わかった。また，主しゅ人じんは僕しもべに言いった。「この実みをとり入いれ，わたし自じ身しんのために保ほ存ぞんできるように，実みのとれない時じ節せつに備そなえてこれを蓄たくわえなさい。見みよ，わたしがこれまで長ながい間あいだ養やしないを与あたえてきたので，これはたくさんの実みを結むすんだ。」

21 そこで僕しもべは主しゅ人じんに言いった。「この木きを，いや，木きのこの枝えだを植うえるために，どうしてここにおいでになったのですか。まことに，ここはあなたの果か樹じゅ園えんのすべての土と地ちの中なかでいちばんやせた場ば所しょです。」

22 果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは僕しもべに言いった。「わたしに助じょ言げんは要いらない。わたしはここがやせ地ちであることを知しっていた。わたしが前まえにあなたに言いったように，わたしはこれまで長ながい間あいだこれに養やしないを与あたえてきた。それであなたの見みるとおり，これはたくさんの実みを結むすんだのである。」

23 さて，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは僕しもべに言いった。「こちらを見みなさい。わたしはもう一本ぽん，木きの枝えだを植うえておいた。あなたの知しっているように，この土と地ちは最さい初しょの土と地ちよりもやせていた。しかし，この木きを見みなさい。わたしはこれまで長ながい間あいだこれに養やしないを与あたえてきたので，これはたくさんの実みを結むすんだ。だから，実みを集あつめ，わたし自じ身しんのために保ほ存ぞんできるように，実みのとれない時じ節せつに備そなえてそれを蓄たくわえなさい。」

24 そして，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは再ふたたび僕しもべに言いった。「こちらも見みなさい。わたしが前まえに植うえたもう一本ぽんの①枝えだを見みなさい。これにも養やしないを与あたえてきたので，実みを結むすんだ。」

25 また，主しゅ人じんは僕しもべに言いった。「こちらを向むいて，最さい後ごの枝えだを見みなさい。見みよ，わたしはこれを①良よい土と地ちに植うえ，これまで長ながい間あいだ養やしないを与あたえてきたが，この木きは一いち部ぶ分ぶんだけが，栽さい培ばいした木きが結むすぶような実みを結むすび，②ほかの部ぶ分ぶんは野や生せいの実みを結むすんだ。見みよ，わたしは，この木きにもほかの木きと同おなじように養やしないを与あたえてきた。」

26 そして，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは僕しもべに言いった。「良よい①実みを結むすばなかった枝えだは切きり落おとして，火ひの中なかに投なげ込こみなさい。」

27 しかし見みよ，僕しもべは主しゅ人じんに言いった。「木きを刈かり込こみ，木きの周まわりを掘ほって，もうしばらく養やしないを与あたえましょう。そうすれば，恐おそらくこの木きはあなたのために良よい実みを結むすび，実みのとれない時じ節せつに備そなえて実みを蓄たくわえられることでしょう。」

28 そして，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんと僕しもべは，果か樹じゅ園えんのすべての実みに養やしないを与あたえた。

29 さて，久ひさしく時ときがたって，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは①僕しもべに言いった。「さあ，一いっ緒しょに果か樹じゅ園えんに行いって，また果か樹じゅ園えんで働はたらこう。見みよ，②時ときが近ちかづいており，③終おわりはすぐに来くる。だから実みのとれない時じ節せつに備そなえて，わたし自じ身しんのために実みを蓄たくわえなければならない。」

30 そして，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんと僕しもべは果か樹じゅ園えんへ行いき，自し然ぜんの枝えだを折おり取とって野や生せいの枝えだを接ついだ木きの所ところへ行いってみた。すると見みよ，いろいろな①種しゅ類るいの実みを木きいっぱいに結むすんでいた。

31 そこで，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは，その実みを種しゅ類るいごとにすべて味あじ見みして言いった。「見みよ，わたしたちは，これまで長ながい間あいだこの木きに養やしないを与あたえ，実みのとれない時じ節せつに備そなえてわたし自じ身しんのためにたくさんの実みを蓄たくわえてきた。

32 ところが見みよ，この度たびはたくさんの実みを結むすんだけれども，①一つとして良よい実みはない。見みよ，あるのはすべて悪わるい種しゅ類るいの実みであり，わたしたちのあらゆる骨ほね折おりにもかかわらず，まったくわたしの利り益えきにならない。しかし，この木きを失うしなうのは悲かなしい。」

33 そして，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは僕しもべに，「もう一いち度どわたし自じ身しんのためにこの木きの良よい実みを保ほ存ぞんできるようにするには，どうすればよいだろうか」と言いった。

34 すると僕しもべは，主しゅ人じんに言いった。「まことにあなたが野や生せいのオリーブの木きの枝えだを接つがれたので，枝えだが根ねを養やしない，根ねは今いまも枯かれずに生いきています。ですから御ご覧らんのとおり，根ねはまだ大だい丈じょう夫ぶです。」

35 そこで，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは僕しもべに言いった。「この木きが悪わるい実みを結むすぶかぎり，これはわたしにとって何なんの利り益えきにもならないし，またこの根ねも何なんの役やくにも立たたない。

36 それでもわたしは，この根ねが良よいことを知しっており，わたし自じ身しんのためにこれを残のこしてきた。この根ねは十じゅう分ぶんな力ちからがあったので，これまで野や生せいの枝えだに良よい実みを結むすばせてきた。

37 ところが見みよ，野や生せいの枝えだが生せい長ちょうして根ねを①負まかしてしまった。野や生せいの枝えだが根ねを負まかしてしまったために，この木きは悪わるい実みをたくさん結むすんだ。そして，この木きは悪わるい実みをたくさん結むすんだために，あなたの見みるとおり枯かれ始はじめている。だから，わたしたちがこれを残のこすために何なにかしなければ，これはすぐだめになってしまい，火ひの中なかに投なげ込こまれることになる。」

38 さて，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは僕しもべに言いった。「さあ，果か樹じゅ園えんのいちばん低ひくい場ば所しょへ行いき，元もとの自し然ぜんの枝えだも悪わるい実みを結むすんでいないかどうか，見みることにしよう。」

39 そして，二人ふたりが果か樹じゅ園えんのいちばん低ひくい場ば所しょへ行いってみると，元もとの自し然ぜんの枝えだの実みも悪わるくなっていた。まことに，①最さい初しょの枝えだも，第だい二の枝えだも，また最さい後ごの枝えだも，実みがすべて悪わるくなっていた。

40 また，最さい後ごの枝えだの①野や生せいの実みは，木きの良よい実みを結むすんだ部ぶ分ぶんを負まかしてしまい，枝えだは弱よわり果はてて枯かれていた。

41 そこで，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは涙なみだを流ながし，僕しもべに言いった。「わたしの果か樹じゅ園えんのために，これ以い上じょう①何なにができたであろうか。

42 見みよ，果か樹じゅ園えんの実みが，これらのものを除のぞいてすべて悪わるくなっていたことは分わかっていた。ところが，かつて良よい実みを結むすんでいたこれらの枝えだも悪わるくなっている。わたしの果か樹じゅ園えんの木きはどれもこれも役やくに立たたないので，切きり倒たおして火ひの中なかに投なげ込こむしかない。

43 見みよ，もう枝えだが枯かれてしまったこの最さい後ごの木きは，わたしが①良よい土と地ちに植うえたものである。まことに，ここはわたしの果か樹じゅ園えんの中なかで，ほかのあらゆる土と地ちに勝まさったえり抜ぬきの土と地ちであった。

44 しかも，あなたの見みたとおり，わたしは，この土と地ちを①ふさいでいたものを切きり払はらって，その代かわりにこの木きを植うえた。

45 また，あなたの見みたとおり，この木きの一いち部ぶ分ぶんは良よい実みを結むすび，また一いち部ぶ分ぶんは野や生せいの実みを結むすんだ。しかし，わたしが野や生せいの実みを結むすんだ枝えだを切きり落おとして火ひの中なかに投なげ込こまなかったので，見みよ，その枝えだは良よい枝えだを負まかして枯からしてしまった。

46 さて見みよ，わたしたちが果か樹じゅ園えんでできるだけの世せ話わをしたにもかかわらず，果か樹じゅ園えんの木きはだめになってしまい，少すこしも良よい実みを結むすばない。わたしはこれらの木きを残のこしておいて，実みのとれない時じ節せつに備そなえて，わたし自じ身しんのために実みを蓄たくわえようとしてきた。ところが，見みよ，これらの木きは野や生せいのオリーブの木きのようになってしまった。これらの木きはもう何なんの価か値ちもないので，①切きり倒たおして火ひの中なかに投なげ込こんでしまうしかない。これらの木きを失うしなうのは，わたしには悲かなしいことである。

47 しかしわたしは，果か樹じゅ園えんでこれ以い上じょう何なにができたであろうか。わたしは怠なまけて養やしないを与あたえなかったであろうか。いや，わたしは養やしないを与あたえてきた。果か樹じゅ園えんを掘ほり起おこし，刈かり込こみ，肥ひ料りょうもやった。ほとんど一日いちにち中じゅう，手てを①差さし伸のべてきた。しかし，②終おわりが近ちかづいている。果か樹じゅ園えんの木きをすべて切きり倒たおし，火ひの中なかに投なげ込こんで燃もやしてしまわなければならないのは，わたしには悲かなしいことである。わたしの果か樹じゅ園えんをだめにしたのは何なに者ものであろうか。」

48 そこで，僕しもべは主しゅ人じんに言いった。「それは果か樹じゅ園えんの木きが高たかくそびえているからではありませんか。そのために，木きの枝えだが良よい根ねを負まかしたのではありませんか。枝えだが根ねを負まかしたために，まことに，枝えだが根ねの力ちから以い上じょうに生せい長ちょうし，勢せい力りょくを奪うばったのです。まことに，果か樹じゅ園えんの木きがだめになった原げん因いんはこれであると，わたしは申もうし上あげます。」

49 そこで，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは僕しもべに言いった。「行いって果か樹じゅ園えんの木きを切きり倒たおし，火ひの中なかに投なげ込こみ，それらの木きが果か樹じゅ園えんの土と地ちをふさがないようにしよう。わたしは手てを尽つくしてきた。果か樹じゅ園えんのためにこれ以い上じょう何なにができたであろうか。」

50 しかし見みよ，僕しもべは果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんに，「もう①しばらくお待まちください」と言いった。

51 すると主しゅ人じんは言いった。「よろしい。果か樹じゅ園えんの木きを失うしなうのは悲かなしいので，もうしばらく待まつことにしよう。

52 そして，わたしが果か樹じゅ園えんのいちばん低ひくい場ば所しょに植うえておいたこれらの木きの①枝えだを取とり，親おや木きに接つぎ返かえそう。いちばん渋しぶい実みのなる枝えだを何なん本ぼんか親おや木きから切きり落おとし，代かわりに親おや木きの元もとの自し然ぜんの枝えだを接つぐことにしよう。

53 わたしがこうするのは，親おや木きを枯からさないためである。こうすれば，わたし自じ身しんのためにその根ねを残のこせるかもしれない。

54 また見みよ，わたしが良よいと思おもう所ところに植うえた親おや木きの自し然ぜんの枝えだの根ねは，まだ生いきている。これらの根ねもわたし自じ身しんのために残のこせるように，この親おや木きの枝えだを取とって，これらの根ねに①接つごう。まことに，これらの根ねにその親おや木きの枝えだを接つげば，わたし自じ身しんのためにそれらの根ねも残のこすことができ，根ねが十じゅう分ぶんに強つよくなると恐おそらくわたしのために良よい実みを結むすべるようになる。そうすれば，わたしは果か樹じゅ園えんの実みによって，まだ栄さかえを得えることができる。」

55 そして二人ふたりは，すでに野や生せいのようになった自し然ぜんの親おや木きから枝えだを取とり，これまたすでに野や生せいのようになった自し然ぜんの木きにそれらを接ついだ。

56 また二人ふたりは，すでに野や生せいのようになった自し然ぜんの木きの枝えだを取とり，それらを親おや木きに接ついだ。

57 果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは僕しもべに言いった。「いちばん渋しぶい実みを結むすぶ枝えだのほかは，野や生せいの枝えだを木きから切きり落おとしてはならない。また，切きり落おとした木きには，わたしが言いったように接つぎ木きをしなさい。

58 わたしたちは，もう一いち度ど果か樹じゅ園えんの木きに養やしないを与あたえよう。そして，枝えだを刈かり込こもう。また，もう実みを結むすばず，枯かれることが分わかっている枝えだは，木きから切きり落おとして，火ひの中なかに投なげ込こんでしまおう。

59 わたしがこうするのは，根ねがまだ良よいので，枝えだを取とり換かえることで根ねがまた強つよくなり，良よい枝えだが悪わるい枝えだを負まかしてしまうのではないかと思おもうからである。

60 わたしは元もとの自し然ぜんの枝えだと根ねを残のこし，また自し然ぜんの枝えだをもう一いち度ど親おや木きに接つぎ返かえして親おや木きの根ねも残のこしたので，わたしの果か樹じゅ園えんの木きは恐おそらくまた良よい①実みを結むすぶであろう。そして，わたしは果か樹じゅ園えんの実みによって再ふたたび喜よろこびを得えられるであろう。また恐おそらく，最さい初しょの実みを結むすんだ根ねと枝えだを残のこしたことを非ひ常じょうに喜よろこびに感かんじるであろう。

61 だから，行いって①僕しもべたちを呼よび集あつめなさい。わたしたちは果か樹じゅ園えんで力ちからを尽つくして熱ねっ心しんに②働はたらき，もう一いち度ど自し然ぜんの実みを結むすばせる準じゅん備びをしよう。自し然ぜんの実みは良よい実みであり，ほかのどんな実みよりも価か値ちのあるものである。

62 だから，行いって，この最さい後ごの時ときに当あたって，わたしたちの力ちからを尽つくして働はたらこう。見みよ，終おわりは近ちかづいている。これはわたしが果か樹じゅ園えんで刈かり込こみをする最さい後ごの時ときである。

63 枝えだを接つぎなさい。①最さい後ごの枝えだが最さい初しょとなり，最さい初しょの枝えだが最さい後ごとなるように，最さい後ごの枝えだから始はじめなさい。そして，古ふるい木きも新あたらしい木きも，最さい初しょの木きも最さい後ごの木きも，その周まわりを掘ほって，最さい後ごの木きから最さい初しょの木きまでのすべてが，最さい後ごにもう一いち度ど養やしないを与あたえられるようにしなさい。

64 終おわりが近ちかづいているので，最さい後ごにもう一いち度ど木きの周まわりを掘ほり，刈かり込こみ，肥ひ料りょうをやりなさい。そして，これらの最さい後ごの接つぎ穂ほが生せい長ちょうして自し然ぜんの実みを結むすぶようであれば，生せい長ちょうできるように必ひつ要ような準じゅん備びをしなさい。

65 そして，接つぎ穂ほが生せい長ちょうし始はじめたら，良よい枝えだの力ちからとその大おおきさに応おうじて，渋しぶい実みを結むすぶ枝えだを取とり除のぞきなさい。しかし，悪わるい枝えだを一いち度どにすべて①取とり除のぞいてはならない。そのようなことをすれば，接つぎ穂ほに対たいして根ねの方ほうが強つよくなりすぎて，接つぎ穂ほが枯かれてしまい，果か樹じゅ園えんの木きを失うしなってしまうことになる。

66 果か樹じゅ園えんの木きを失うしなうのは悲かなしいことである。だからあなたがたは，根ねとこずえの力ちからの釣つり合あいを取とりながら，良よい枝えだが生せい長ちょうするに応おうじて悪わるい枝えだを取とり除のぞき，良よい枝えだが悪わるい枝えだを負まかすようにしなさい。それから，悪わるい枝えだを切きり取とって火ひの中なかに投なげ込こみ，悪わるいものが果か樹じゅ園えんの土と地ちをふさがないようにしなさい。このようにして，わたしは自じ分ぶんの果か樹じゅ園えんから悪わるいものを一いっ掃そうしてしまおう。

67 わたしは，元もとの自し然ぜんの木きの枝えだを，もう一いち度ど自し然ぜんの親おや木きに接つぎ返かえそう。

68 また，自し然ぜんの親おや木きの枝えだを，親おや木きの自し然ぜんの枝えだに接つごう。こうしてわたしは，再ふたたびそれらのものを組くみ合あわせて，それらの木きが自し然ぜんの実みを結むすび，一つとなるようにしよう。

69 そして，悪わるいものをわたしの果か樹じゅ園えんの全ぜん体たいから①捨すて去さる。そのために，見みよ，わたしはもう一いち度どだけ，わたしの果か樹じゅ園えんの刈かり込こみをしよう。」

70 そして，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは①僕しもべを遣つかわした。それで僕しもべは行いって，主しゅ人じんから命めいじられたとおりにし，ほかの僕しもべたちを連つれて来きた。その数かずは②少すくなかった。

71 それで果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは僕しもべたちに言いった。「行いって，果か樹じゅ園えんで力ちからを尽つくして①働はたらきなさい。見みよ，これが，わたしが果か樹じゅ園えんに養やしないを与あたえる②最さい後ごの時ときである。終おわりはすでに近ちかく，時じ節せつはすぐに来くる。しかし，あなたがたがわたしと一いっ緒しょに力ちからを尽つくして働はたらくならば，わたしがもうすぐやって来くる時じ節せつに備そなえてわたし自じ身しんのために実みを蓄たくわえる，その実みによってあなたがたは③喜よろこびを得えるであろう。」

72 そこで，僕しもべたちは行いって，力ちからを尽つくして働はたらいた。果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんも彼かれらと一いっ緒しょに働はたらいた。僕しもべたちは何なに事ごともすべて果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんの命めい令れいに従したがった。

73 すると，自し然ぜんの実みがまた果か樹じゅ園えんで結むすび始はじめ，自し然ぜんの枝えだも生せい長ちょうしてよく生おい茂しげり始はじめた。それで，野や生せいの枝えだを切きり落おとし，捨すて始はじめた。僕しもべたちは，木きの根ねとこずえの力ちからに応おうじて，それらの釣つり合あいを保たもつようにした。

74 こうして，僕しもべたちは果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんの命めいじたとおりに，力ちからの限かぎり働はたらき，とうとう悪わるい枝えだを果か樹じゅ園えんから捨すててしまった。そして，主しゅ人じんは自じ分ぶん自じ身しんのために木きを保ほ存ぞんし，これらの木きは再ふたたび自し然ぜんの実みを結むすんだ。また，これらの木きは①一つの体からだのようになり，実みはすべて同おなじであった。こうして，果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは，初はじめから自じ分ぶんにとって最もっとも価か値ちがあると考かんがえていた自し然ぜんの実みを，自じ分ぶん自じ身しんのために保ほ存ぞんできたのである。

75 そして果か樹じゅ園えんの主しゅ人じんは，その実みが良よく，また自じ分ぶんの果か樹じゅ園えんがもはや悪わるい状じょう態たいにないことを知しると，僕しもべたちを呼よび集あつめて，彼かれらに言いった。「見みよ，この最さい後ごの時ときに，わたしたちは果か樹じゅ園えんに養やしないを与あたえてきた。あなたがたの見みるとおり，わたしは自じ分ぶんの望のぞむままに行おこない，自し然ぜんの実みを保ほ存ぞんした。その実みは最さい初しょの時ときと同おなじように良よい実みである。あなたがたは①幸さいわいである。あなたがたは，わたしの果か樹じゅ園えんでわたしと一いっ緒しょに熱ねっ心しんに働はたらき，わたしの命めいじたことを守まもり，わたしのために再ふたたび②自し然ぜんの実みが得えられるようにしてくれたからである。わたしの果か樹じゅ園えんはもはや悪わるくない。悪わるい枝えだは捨すててしまった。見みよ，あなたがたはわたしの果か樹じゅ園えんの実みのことで，わたしと一いっ緒しょに喜よろこびを得えるであろう。

76 さて見みよ，わたしは①しばらくの間あいだ，もうすぐやって来くる実みのとれない時じ節せつに備そなえて，わたし自じ身しんのために果か樹じゅ園えんの実みを蓄たくわえよう。わたしはこれを最さい後ごとして，果か樹じゅ園えんに養やしないを与あたえてきた。刈かり込こみ，周まわりを掘ほり，肥ひ料りょうをやってきた。わたしはすでに言いったように，しばらくの間あいだ自じ分ぶん自じ身しんのために実みを蓄たくわえることにしよう。

77 そして，将しょう来らい再ふたたびわたしの果か樹じゅ園えんに悪わるい実みが生しょうじる時ときが来くれば，わたしはそのときに良よい実みと悪わるい実みを集あつめさせ，良よい実みはわたし自じ身しんのために保ほ存ぞんし，悪わるい実みはそれ相そう応おうの場ば所しょに捨すててしまおう。その後のち，実みを結むすべない①時じ節せつ，すなわち終おわりが来くる。そうすれば，わたしは自じ分ぶんの果か樹じゅ園えんを火ひで②焼やかせよう。」』」



第6章

主しゅは終おわりの時ときにイスラエルを回かい復ふくされる。世せ界かいは火ひで焼やかれる。人ひとは火ひと硫い黄おうの池いけを避さけるには，キリストに従したがわなければならない。紀き元げん前ぜん約やく五百四十四年ねんから四百二十一年ねんに至いたる。

1 さて見みよ，わたしの同胞はらからよ，わたしは前まえにあなたがたに預よ言げんをすると言いったが，見みよ，わたしの預よ言げんは次つぎのとおりである。すなわち，この預よ言げん者しゃ①ゼノスがイスラエルの家いえを栽さい培ばいされたオリーブの木きにたとえて語かたったことは，必かならず起おこるに違ちがいない。

2 主しゅなる神かみが主しゅの民たみを①元もとに戻もどす業わざに再ふたたび着ちゃく手しゅされるのは，主しゅの②僕しもべたちが主しゅの③果か樹じゅ園えんに④養やしないを与あたえ，刈かり込こみを行おこなうために主しゅの⑤力ちからをもって出でて行いく日ひ，すなわち最さい後ごの時ときである。そして，その後のちすぐに⑥終おわりが来くる。

3 主しゅの果か樹じゅ園えんで熱ねっ心しんに働はたらいてきた人ひと々びとは，何なんと幸さいわいであろうか。また，自じ分ぶんの定さだめられた場ば所しょに投なげ込こまれる者ものたちは，何なんと災わざわいであろう。世せ界かいは火ひで①焼やかれるであろう。

4 神かみはわたしたちに対たいして何なんと憐あわれみ深ぶかいことか。神かみは①イスラエルの家いえを根ねも枝えだもともに覚おぼえて，終しゅう日じつ彼かれらに②手てを差さし伸のべておられる。ところが，彼かれらは③強ごう情じょうで反はん抗こう的てきな民たみである。しかし，心こころをかたくなにしない者ものたちは皆みな，神かみの王おう国こくに救すくわれる。

5 だから，わたしの愛あいする同胞はらからよ，あなたがたが悔くい改あらためて，十じゅう分ぶんに固かたい決けつ意いをもって神かみのもとに来きて，神かみがあなたがたを心こころにかけてこられたと同おなじように，あなたがたも神かみに①堅かたくついて離はなれないように，わたしはまじめな言こと葉ばであなたがたに勧すすめる。神かみの②憐あわれみの腕うでが，昼ひるの光ひかりの中なかであなたがたに伸のべられている間あいだ，あなたがたの心こころをかたくなにしてはならない。

6 まことに今日きょう，神かみの声こえを聞きこうとするならば，あなたがたの心こころをかたくなにしてはならない。なぜあなたがたは①死しのうとするのか。

7 見みよ，あなたがたは，終しゅう日じつ神かみの善よい言こと葉ばによって養やしなわれてきた後のちに悪わるい実みを結むすび，そのため①切きり倒たおされて，火ひの中なかに投なげ込こまれなければならないようなことをするのだろうか。

8 見みよ，あなたがたはこれらの言こと葉ばを拒こばむのだろうか。預よ言げん者しゃたちの言こと葉ばを拒こばむのだろうか。非ひ常じょうに多おおくの人ひとがキリストについて語かたった後のちに，あなたがたはキリストについて語かたられた言こと葉ばをすべて拒こばむのだろうか。またあなたがたは，キリストの善よい言こと葉ばと，神かみの力ちからと，①聖せい霊れいの賜たま物ものを否ひ定ていし，聖せいなる御み霊たまを退しりぞけて，あなたがたのために備そなえられた偉い大だいな贖あがないの計けい画かくをあざけるのだろうか。

9 もしもあなたがたがこれらのことを行おこなうならば，キリストの内うちにある贖あがないと復ふっ活かつの力ちからが，あなたがたを恥はじとひどい①罪ざい悪あく感かんをもって②神かみの法ほう廷ていに立たたせる。あなたがたはこのことを知しらないのか。

10 ①正せい義ぎの要よう求きゅうは拒こばめないので，正せい義ぎの力ちからによって，あなたがたは，炎ほのおが消きえることなく上のぼり，煙けむりがとこしえにいつまでも立たち上のぼるあの火ひと硫い黄おうの②池いけに，必かならず投なげ込こまれることになる。その火ひと硫い黄おうの池いけは，③無む窮きゅうの④苦く痛つうである。

11 おお，わたしの愛あいする同胞はらからよ，悔くい改あらためなさい。そして，①狭せまい門もんから入はいり，永えい遠えんの命いのちを得えるまで細ほそい道みちを歩あゆみ続つづけなさい。

12 おお，①賢かしこくありなさい。わたしはこのうえ，何なにを言いえようか。

13 最さい後ごに，悪あく人にんを非ひ常じょうに①恐おそれおののかせる神かみの楽たのしい法ほう廷ていであなたがたに会あうまで，わたしはあなたがたに別わかれを告つげる。アーメン。



第7章

シーレム，キリストを否ひ定ていし，ヤコブと議ぎ論ろんしてしるしを求もとめ，神かみによって打うたれる。預よ言げん者しゃはすべてキリストとキリストの贖しょく罪ざいについて語かたる。ニーファイ人じんは流る浪ろうの民たみとして生しょう涯がいを過すごし，艱かん難なんの中なかで生うまれ，レーマン人じんに憎にくまれる。紀き元げん前ぜん約やく五百四十四年ねんから四百二十一年ねんに至いたる。

1 さて，それから何なん年ねんかたって，シーレムという名なの男おとこがニーファイの民たみの中なかにやって来きた。

2 そしてこの男おとこは，民たみの中なかで教おしえを説とき，キリストなどというものは存そん在ざいするはずがないと，民たみに宣のべ始はじめた。また彼かれは，民たみにへつらう事こと柄がらをたくさん説といた。これは彼かれが，キリストの教きょう義ぎを覆くつがえそうとして行おこなったことである。

3 彼かれは，民たみの心こころを惑まどわそうと熱ねっ心しんに努つとめたので，多おおくの人ひとを迷まよわすのに成せい功こうした。また彼かれは，わたしヤコブが将しょう来らい来こられるキリストを信しんじているのを知しっていたので，わたしのもとに来くる機き会かいをしきりに求もとめていた。

4 彼かれは博はく学がくで，民たみの言こと葉ばに完かん全ぜんに通つうじていたので，悪あく魔まの力ちからによって多おおくの甘かん言げんと十じゅう分ぶんな弁べん舌ぜつの力ちからを用もちいることができた。

5 そして，彼かれはわたしの信しん仰こうを動どう揺ようさせることができると思おもっていた。それでも，わたしはこれらの事こと柄がらについて多おおくの①啓けい示じを受うけ，またたくさんのことをすでに見みていた。わたしは実じっ際さいに天てん使したちに会あい，その天てん使したちがわたしに仕つかえてくれたからである。また主しゅの声こえがまことにわたしに言こと葉ばをかけてくださるのを時とき折おり聞きいていた。そのために，わたしは動どう揺ようすることはなかった。

6 さて，彼かれはわたしのところに来くると，このように言いった。「ヤコブ兄きょう弟だい，わたしはあなたと話はなしができるように，度たび々たび機き会かいを求もとめてきました。あなたが方ほう々ぼうを巡めぐって，あなたが福ふく音いんと呼よんでいるもの，すなわちキリストの教きょう義ぎを宣のべ伝つたえていることをわたしは耳みみにし，知しっているからです。

7 あなたがこの民たみの多おおくの者ものを惑まどわしたので，彼かれらは神かみの正ただしい道みちを曲まげ，正ただしい道みちであるモーセの律りっ法ぽうを①守まもっていません。また，モーセの律りっ法ぽうを変かえて，あなたがたの言いう，何なん百びゃく年ねんか後のちに来くる一人ひとりの人ひとを礼れい拝はいしています。さてまことに，わたしシーレムはあなたに言げん明めいします。これは神かみへの冒ぼう瀆とくです。だれにもそのようなことは分わからないからです。だれも②将しょう来らいのことを告つげることはできません。」このようにして，シーレムはわたしに論ろん争そうを仕し掛かけた。

8 しかし見みよ，主しゅなる神かみがわたしに神かみの①御み霊たまを注そそいでくださったので，わたしは彼かれのすべての言こと葉ばについて彼かれを説とき破やぶった。

9 わたしは彼かれに言いった。「あなたは将しょう来らい来こられるキリストを否ひ定ていするのですか。」すると彼かれは言いった。「キリストが必かならず存そん在ざいするのであれば，わたしは否ひ定ていしません。しかし，キリストなどというものが，現げん在ざいにも，過か去こにも，未み来らいにも存そん在ざいしないことを，わたしは知しっています。」

10 次つぎにわたしが，「あなたは聖せい文ぶんを信しんじていますか」と言いうと，彼かれは，「はい」と言いった。

11 それでわたしは彼かれに言いった。「それならば，あなたは聖せい文ぶんを理り解かいしていません。聖せい文ぶんはまことにキリストについて証あかししているからです。見みよ，わたしはあなたに言いいますが，このキリストについて述のべることなしに書かき記しるしたり①預よ言げんしたりした預よ言げん者しゃは一人ひとりもいません。

12 それだけではない。キリストのことは，わたしにも示しめされました。わたしは目めで見み，耳みみで聞きいたからです。また，①聖せい霊れいの力ちからによってもわたしに明あきらかにされました。ですから，贖しょく罪ざいが行おこなわれなければ，全ぜん人じん類るいが必かならず②失うしなわれた状じょう態たいになることを，わたしは知しっています。」

13 そこで，彼かれはわたしに，「それでは，そのように多おおくのことをあなたに教おしえる聖せい霊れいのその力ちからによって，わたしに①しるしを見みせてください」と言いった。

14 それで，わたしは彼かれに言いった。「わたしは何なに者ものなので，あなたがすでに①真しん実じつであると知しっていることについて，しるしをあなたに見みせるために神かみを試こころみることができましょうか。あなたはしるしを見みても否ひ定ていするでしょう。あなたは②悪あく魔まに従したがう者ものだからです。しかしながら，わたしの思おもいが行おこなわれるのではなく，神かみがあなたを打うたれるならば，それがすなわち，神かみが天てんと地ちの両りょう方ほうで力ちからを持もっておられることと，キリストが将しょう来らい来こられることをあなたに示しめすしるしとなるでしょう。おお，主しゅよ，わたしの思おもいではなく，あなたの御み心こころが行おこなわれますように。」

15 さて，わたしヤコブがこれらの言こと葉ばを語かたり終おえると，主しゅの力ちからが彼かれに下くだり，彼かれは地ちに倒たおれた。その後のち，彼かれは何なん日にちもの間あいだ，介かい抱ほうを受うける身みとなった。

16 そこで，彼かれは民たみに言いった。「明あ日す集あつまってほしい。わたしはもう死しぬ。だから死しぬ前まえに民たみに話はなしておきたい。」

17 さて，翌よく日じつ，大おお勢ぜいの人ひとが集あつまった。すると，シーレムは彼かれらにはっきり語かたって，自じ分ぶんがこれまで彼かれらに教おしえてきたことを取とり消けし，キリストと，聖せい霊れいの力ちからの実じつ在ざいと，天てん使しの働はたらきを告こく白はくした。

18 また彼かれは，彼かれらにはっきりと，自じ分ぶんが①悪あく魔まの力ちからによって②欺あざむかれていたことを語かたり，地じ獄ごくと永えい遠えんと永えい遠えんの罰ばつについても語かたった。

19 また，彼かれは言いった。「わたしは①赦ゆるされない罪つみを犯おかしたのではないかと恐おそれています。神かみに偽いつわりを言いったからです。また，聖せい文ぶんを信しんじていると言いいながら，キリストを否ひ定ていしたからです。聖せい文ぶんは確たしかにキリストのことを証あかししています。わたしはこのように神かみに偽いつわりを言いったので，わたしの境きょう涯がいが②恐おそろしいものになるのではないかと非ひ常じょうに恐おそれています。しかし，わたしは神かみに告こく白はくします。」

20 そして，彼かれはこれらの言こと葉ばを語かたり終おえると，何なにも言いえなくなって①息いき絶たえた。

21 群ぐん衆しゅうは，シーレムがまさに息いきを引ひき取とろうとするときにこれらのことを語かたったのを見みて，非ひ常じょうに驚おどろいた。そのために，神かみの力ちからが彼かれらに及および，彼かれらは①圧あっ倒とうされて地ちに倒たおれた。

22 ところで，これはわたしヤコブにとってうれしいことであった。わたしはこのことを前まえもって天てんにおられる御おん父ちちにお願ねがいし，御おん父ちちはわたしの嘆たん願がんに耳みみを傾かたむけて，祈いのりにこたえてくださったからである。

23 そして，平へい和わと神かみの愛あいが再ふたたび民たみの中なかに回かい復ふくされた。民たみは聖せい文ぶんを①詳くわしく調しらべ，二に度どとこの邪じゃ悪あくな男おとこの言こと葉ばに聞きき従したがわなかった。

24 さて，レーマン人じんを①再ふたたび正ただして真しん理りの知ち識しきのもとに連つれ戻もどすために，多おおくの手しゅ段だんが講こうじられたが，いずれも②無む駄だに終おわった。彼かれらは③戦せん争そうと④流りゅう血けつを喜よろこびとし，また，彼かれらの同胞はらからであるわたしたちに対たいして，永えい遠えんの⑤憎にくしみを抱いだいていたからである。そして彼かれらは，武ぶ力りょくで絶たえずわたしたちを滅ほろぼそうとした。

25 それゆえ，ニーファイの民たみは自じ分ぶんたちの救すくいの①岩いわである神かみに頼たよりながら，武ぶ器きとあらんかぎりの力ちからをもって，レーマン人じんに対たいする防ぼう備びを固かためた。そのため，この当とう時じまでは敵てきに勝しょう利りを収おさめていた。

26 さて，わたしヤコブは年としを取とってきた。この民たみの記き録ろくはニーファイの①ほかの版はんに書かき継つがれるので，わたしは自じ分ぶんの知しっているかぎりの事こと柄がらを書かき記しるしてきたことを宣せん言げんし，この記き録ろくを終おえることにする。わたしたちの時ときはもう過すぎ去さった。②一いっ生しょうはあたかも夢ゆめのように過すぎてしまった。わたしたちは孤こ独どくでまじめな民たみであり，流る浪ろうの民たみであって，エルサレムから追おい出だされ，艱かん難なんのただ中なかに荒あれ野ので生うまれ，わたしたちの同胞はらからに憎にくまれてきた。そして，その憎にくしみが戦せん争そうと争あらそいを引ひき起おこし，わたしたちは生しょう涯がいを嘆なげき悲かなしんで送おくってきたのである。

27 わたしヤコブは，間まもなく墓はかに入はいらなければならないことを知しった。それで息むす子この①エノスに，「この版はんを受うけ継つぎなさい」と言いい，また兄あにニーファイから②命めいじられたことを告つげたところ，息むす子こはその命めい令れいに従したがうことを約やく束そくしてくれた。これまで書かき記しるしてきたことはわずかであるが，わたしはこの版はんに書かき記しるすのをこれで終おえる。そして，わたしの同胞はらからの多おおくがわたしの言こと葉ばを読よめるように期き待たいしながら，わたしは読よむ者ものに別わかれを告つげる。同胞はらからよ，さらば。



第1章

1 ① GS「ヤコブ（リーハイの息子）」

② 2ニフ5：28－33；ヤコ3：13－14；GS「版」

③ ヤコ7：27

4 ① 主要で大切な事柄

5 ① 1ニフ12章

6 ① 1ニフ10：4－11；19：8－14

7 ① GS「安息」

② 2ニフ9：41；オム1：26；モロ10：32

③ 民数26：65；1ニフ17：23－31

④ ヘブ3：8

⑤ 民数14：23；申命1：35－37；教義84：23－25

8 ① GS「背く」

② 1ニフ17：30；アル12：36－37；ヒラ7：18

③ JSマタ16：25－26（付録）；ルカ14：27

9 ① 2ニフ1：14

② GS「油注ぎ」

③ 2ニフ6：2；ジェロ1：7

10 ① 1ニフ4：9；2ニフ5：14；モ言1：13；モサ1：16；教義17：1

13 ① エノ1：13；教義3：18

② GS「ニーファイ人」

③ 1ニフ4：35；4ニフ1：36－37

14 ① モサ25：12；アル2：11

② 2ニフ4：11

③ 2ニフ5：9

15 ① 教義132：38－39

17 ① GS「召し，神の召し」

② 2ニフ5：16；GS「神殿，主の宮」

18 ① 2ニフ5：26

19 ① 教義107：99－100；GS「管理人，管理人の職」

② GS「職」

③ 2ニフ9：44

第2章

5 ① アル12：3；教義6：16；GS「神，神会」

7 ① 教義121：43

② GS「徳」

8 ① アル31：5

10 ① GS「戒め（神の）」

② 2ニフ9：44

11 ① 2ニフ25：4；31：2－3

12 ① 1ニフ2：20；GS「約束の地」

② 1ニフ18：25；ヒラ6：9－11；エテ10：23

13 ① モル8：35－39

16 ① GS「高慢」

17 ① 4ニフ1：3

② GS「福祉」「施し」

18 ① 列上3：11－13；マコ10：17－27；2ニフ26：31；教義6：7；GS「富」

② ルカ12：22－31

19 ① モサ4：26

21 ① 教義11：20；アブ3：25－26

24 ① 列上11：1；ネヘ13：25－27

② 列上11：1－3；エズ9：1－2；教義132：38－39

25 ① 創世49：22－26；アモ5：15；2ニフ3：5；アル26：36；GS「リーハイ（ニーファイの父）」

27 ① 教義42：22；49：16；GS「結婚」

28 ① GS「純潔」

29 ① エテ2：8－12

30 ① マラ2：15；教義132：61－66

33 ① GS「性的不道徳」「肉欲」

35 ① ヤコ3：5－7

第3章

2 ① アル57：26－27

3 ① GS「汚れ」

② 1ニフ12：23

4 ① オム1：5－7，12－13

5 ① ヤコ2：35

6 ① 2ニフ4：3，6－7；ヒラ15：10－13

7 ① GS「愛」「家族」

10 ① GS「子供」

11 ① アル5：6－9

② 2ニフ9：8－9

③ GS「死（霊の）」

④ GS「地獄」

12 ① GS「不貞」

② GS「邪悪」「欲望」

13 ① 1ニフ19：1－4；ヤコ1：1－4

第4章

4 ① GS「イエス・キリスト」

② ルカ24：25－27；ヤコ7：11；モサ13：33－35；教義20：26

5 ① モセ5：8

② 2ニフ25：24；ジェロ1：11；モサ13：27，30；アル25：15－16；GS「モーセの律法」

③ ガラ3：24

④ 創世22：1－14；ヨハ3：16－18；GS「独り子」

6 ① GS「預言」

② GS「証人，証」

③ 使徒3：6－16；3ニフ8：1

④ GS「力」

7 ① エテ12：27

8 ① 教義19：10；76：114；GS「神の奥義」

② ロマ11：33－36

③ イザ55：8－9

④ 1コリ2：9－16；アル26：21－22；GS「知識」

9 ① モル9：17；モセ1：32

② GS「人」「創造，創造する」

③ ヒラ12：8－17

10 ① 2ニフ9：28－29；アル37：12，37；教義3：4，13

② GS「全知」「知恵」

11 ① ヘブ5：9

② GS「贖罪」

③ GS「復活」

④ モサ15：21－23；18：9；アル40：16－21

12 ① 2ニフ25：26

13 ① GS「真理」「聖霊」

② 教義93：24

③ アル13：23

14 ① マタ23：37－38；2ニフ25：2

② 1ニフ19：7；2ニフ33：2

③ イザ44：18；ロマ11：25

④ 2ニフ25：1－2

15 ① イザ8：13－15；1コリ1：23；2ニフ18：13－15

② GS「岩」「隅の石」

③ 1ニフ10：11

16 ① 詩篇118：22－23

② イザ28：16；ヒラ5：12

17 ① マタ19：30；教義29：30

第5章

1 ① GS「ゼノス」

3 ① エゼ36：8；GS「イスラエル」

② 教義101：44；GS「ぶどう園（果樹園）（主の）」

③ ロマ11：17－24；GS「オリーブの木」

④ GS「背教，背信」

7 ① ロマ11：17，24

9 ① ロマ1：13

10 ① GS「異邦人」

13 ① 1ニフ10：12

17 ① ヨハ15：16

20 ① ヤコ5：39

24 ① エゼ17：22－24；アル16：17；3ニフ15：21－24

25 ① 1ニフ2：20

② 3ニフ10：12－13

26 ① マタ7：15－20；アル5：36；教義97：7

29 ① 教義101：55；103：21

② GS「終わりの時，末日」

③ 2ニフ30：10；ヤコ6：2

30 ① GS「背教，背信」

32 ① ジ—歴史1：19

37 ① 教義45：28－30

39 ① ヤコ5：20，23，25

40 ① モル6：6－18

41 ① 2ニフ26：24

43 ① 2ニフ1：5

44 ① エテ13：20－21

46 ① 3ニフ27：11

47 ① 2ニフ28：32；ヤコ6：4

② GS「世—世の終わり」

50 ① ヤコ5：27

52 ① GS「イスラエル—イスラエルの集合」

54 ① 1ニフ15：12－16

60 ① イザ27：6

61 ① ヤコ6：2；教義24：19

② 教義39：11，13，17

63 ① 1ニフ13：42；エテ13：10－12

65 ① 教義86：6－7

69 ① 1ニフ22：15－17，23；2ニフ30：9－10

70 ① 教義101：55；103：21

② 1ニフ14：12

71 ① マタ21：28；ヤコ6：2－3；教義33：3－4

② 教義39：17；43：28－30

③ 教義18：10－16

74 ① 教義38：27

75 ① 1ニフ13：37

② GS「イスラエル」

76 ① 1ニフ22：24－26；GS「福千年」

77 ① 黙示20：2－10；教義29：22－24；43：29－33；88：110－116

② GS「世—世の終わり」

第6章

1 ① ヤコ5：1

2 ① 1ニフ22：10－12；教義110：11；GS「福音の回復」

② ヤコ5：61

③ GS「ぶどう園（果樹園）（主の）」

④ ヤコ5：71

⑤ 1ニフ14：14

⑥ 2ニフ30：10

3 ① 2ニフ27：2；ヤコ5：77；3ニフ25：1

4 ① サ下7：24

② ヤコ5：47

③ モサ13：29

5 ① GS「一致」

② アル5：33－34；3ニフ9：14

6 ① エゼ18：21－23

7 ① アル5：51－52；3ニフ27：11－12

8 ① GS「聖霊の賜物」

9 ① モサ15：26；GS「罪悪感」

② GS「最後の裁き」

10 ① GS「正義」

② 2ニフ28：23；GS「地獄」

③ 教義19：10－12

④ GS「罰の定め」

11 ① 2ニフ9：41

12 ① モル9：28

13 ① アル40：14

第7章

5 ① 2ニフ11：3；ヤコ2：11

7 ① ヤコ4：5

② アル30：13

8 ① GS「霊感」

11 ① 黙示19：10；1ニフ10：5；ヤコ4：4；モサ13：33－35；教義20：26；GS「イエス・キリスト」

12 ① GS「神，神会—聖霊なる神」「聖霊」

② 2ニフ2：21

13 ① マタ16：1－4；アル30：43－60；GS「しるし」

14 ① アル30：41－42

② アル30：53

18 ① GS「悪魔」

② アル30：53；GS「欺き」

19 ① GS「赦されない罪」

② モサ15：26

20 ① エレ28：15－17

21 ① アル19：6

23 ① アル17：2

24 ① エノ1：20

② エノ1：14

③ モサ10：11－18

④ ジェロ1：6；アル26：23－25

⑤ 2ニフ5：1－3；モサ28：2

25 ① GS「岩」

26 ① 1ニフ19：1－6；ジェロ1：14－15；GS「版」

② 新ヤコ4：14

27 ① エノ1：1

② ヤコ1：1－4








八人にんの証しょう人にんの証あかし

この書しょ物もつを手てにするすべての国こく民みん，部ぶ族ぞく，国こく語ごの民たみ，民みん族ぞくにこのことをお知しらせする。わたしたちは，この書しょ物もつの翻ほん訳やく者しゃジョセフ・スミス・ジュニアから，前ぜん述じゅつの金きんに見みえる版はんを見みせてもらい，またスミス氏しが翻ほん訳やくを終おえた部ぶ分ぶんを手てで触ふれてみた。また，その版はんに刻きざまれている文も字じも見みたが，それらはすべて，昔むかしのもののようで，入にゅう念ねんな造つくりに見みえた。わたしたちは実じっ際さいに目めで見み，手てで持もち上あげ，今いま語かたっている版はんをスミス氏しが所しょ有ゆうしていたことを確たしかに知しっているので，スミス氏しがわたしたちに見みせてくれたことを謹つつしんで証あかしするものである。そしてわたしたちは，自じ分ぶんたちが見みたことを世よの人ひと々びとに証あかしするために，各おの々おのの名なを公おおやけにする。わたしたちは偽いつわりを言いわない。神かみがそのことを証あかしされる。

クリスチャン・ホイットマー

ジェイコブ・ホイットマー

ピーター・ホイットマー・ジュニア

ジョン・ホイットマー

ハイラム・ページ

ジョセフ・スミス・シニア

ハイラム・スミス

サミュエル・H・スミス
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第33章

ニーファイの言こと葉ばは真しん実じつであり，キリストについて証あかしする。キリストを信しんじる者ものはニーファイの言こと葉ばを信しんじる。彼かれの言こと葉ばは裁さばきの法ほう廷ていで証しょう言げんとなる。紀き元げん前ぜん約やく五百五十九年ねんから五百四十五年ねんに至いたる。

1 さて，わたしニーファイは，民たみの中なかで教おしえられたことをすべて書かき記しるすことはできない。また書かくときには話はなすときほどの①力ちからもない。人ひとが聖せい霊れいの力ちからによって②語かたるときには，聖せい霊れいの力ちからがそれを人ひとの子こらの心こころに伝つたえるからである。

2 しかし見みよ，聖せいなる御み霊たまに対たいして心こころを①かたくなにする人ひとが大おお勢ぜいいる。彼かれらには聖せいなる御み霊たまは宿やどりたまわない。そのために，これらの人ひと々びとは，書かき記しるされている多おおくのことを捨すてて，これらを価か値ちのないものと見みなす。

3 しかし，わたしニーファイは，これまで書かき記しるしてきたものを大おおいに①価か値ちがあると考かんがえ，特とくにわたしの民たみにとってそうであると考かんがえている。わたしは昼ひるは絶たえず民たみのために②祈いのり，夜よるは彼かれらのことを心しん配ぱいして涙なみだで枕まくらをぬらしている。そしてわたしは，信しん仰こうをもって神かみに叫さけび求もとめている。わたしは，神かみがわたしの嘆たん願がんを聞きき届とどけてくださることを知しっている。

4 また，主しゅなる神かみがわたしの祈いのりを民たみの益えきとなるように神しん聖せいなものとしてくださることを，わたしは知しっている。また，弱じゃく点てんがありながらも書かき記しるしてきた言こと葉ばは，わたしの民たみのために①力ちから強づよいものとなるであろう。それは，この言こと葉ばが善ぜんを行おこなうように②説とき勧すすめ，また彼かれらに先せん祖ぞのことを知しらせ，イエスについて述のべ，イエスを信しんじて最さい後ごまで堪たえ忍しのぶように彼かれらに説とき勧すすめるものだからである。イエスを信しんじて最さい後ごまで堪たえ忍しのぶならば，③永えい遠えんの命いのちを授さずかるのである。

5 また，真しん理りが①率そっ直ちょくであることから，わたしが書かき記しるしてきた言こと葉ばは，罪つみに対たいして②厳きびしく語かたる。それゆえ，悪あく魔まの霊れいを宿やどしている者ものでないかぎり，だれもわたしが書かき記しるしてきた言こと葉ばに腹はらを立たてないであろう。

6 わたしは率そっ直ちょくさに誇ほこりを感かんじ，真しん理りに誇ほこりを感かんじる。また，イエスがわたしを地じ獄ごくから①贖あがなってくださったので，わたしはイエスを誇ほこりとする。

7 わたしは自じ分ぶんの民たみに①慈じ愛あいを抱いだいており，また，キリストの裁さばきの座ざでまったく染しみのない多おおくの人ひとに会あえるであろうと，キリストに深ふかい信しん仰こうを抱いだいている。

8 わたしは①ユダヤ人じんに対たいしても慈じ愛あいを抱いだいている。ここでいうユダヤ人じんとは，わたしが出でて来きた地ちの民たみのことである。

9 わたしはまた①異い邦ほう人じんに対たいしても慈じ愛あいを抱いだいている。しかし見みよ，これらの人ひと々びとはだれであっても，キリストとの②和わ解かいを得え，③狭せまい門もんを入はいって命いのちに至いたる④細ほそい道みちを⑤歩あゆみ，試ためしの生しょう涯がいの最さい後ごまでその道みちを歩あゆみ続つづけないかぎり，わたしはその人ひとのために何なにも望のぞむことができない。

10 さて，わたしの愛あいする同胞はらからよ，ユダヤ人じんよ，地ちの果はてに至いたるすべての人ひとよ，これらの言こと葉ばを聴きき，キリストを①信しんじなさい。また，これらの言こと葉ばを信しんじなくても，キリストを信しんじなさい。キリストを信しんじれば，これらの②言こと葉ばを信しんじるようになるであろう。これらの言こと葉ばは③キリストの言こと葉ばであり，キリストがわたしに授さずけてくださったものだからである。そして，これらの言こと葉ばは，善ぜんを行おこなわなければならないことをすべての人ひとに④教おしえている。

11 これらがキリストの言こと葉ばでないかどうか，判はん断だんしてもらいたい。キリストは終おわりの日ひに，①力ちからと大おおいなる栄えい光こうとをもって，これらが御ご自じ分ぶんの言こと葉ばであることをあなたがたに示しめされるであろう。そして，あなたがたとわたしとはキリストの②法ほう廷ていで対たい面めんする。そうすればあなたがたは，わたしが，弱じゃく点てんがあるにもかかわらず，これらのことを書かき記しるすようにキリストから命めいじられたことを知しるであろう。

12 わたしは，あの大おおいなる終おわりの日ひに，たとえすべてではなくても，わたしたちの多おおくの者ものが御おん父ちちの①王おう国こくに救すくわれるように，キリストの名なによって御おん父ちちに祈いのる。

13 さて，わたしの愛あいする同胞はらからよ，すなわち，イスラエルの家いえに属ぞくするすべての人ひとよ，地ちの果はてに至いたるすべての人ひとよ，わたしは地ちから①叫さけぶ者ものの声こえのようにあなたがたに告つげる。「あの大おおいなる日ひが来くるまで，さらば。」

14 神かみの慈いつくしみにあずかろうとせず，①ユダヤ人じんの言こと葉ばも，わたしの②言こと葉ばも，神かみの小こ羊ひつじの口くちから出でる御み言こと葉ばも心こころに留とめようとしない者ものたちよ，これらの言こと葉ばは終おわりの日ひにあなたがたを③罪つみに定さだめるので，見みよ，わたしはあなたがたに永えい遠えんの別わかれを告つげる。

15 なぜなら，わたしが地ち上じょうで結むすぶことは，①裁さばきの法ほう廷ていに持もち出だされ，あなたがたに対たいして不ふ利りに働はたらくからである。主しゅがわたしにこのように命めいじられたので，わたしは従したがわなければならない。アーメン。



第1章

1 ① GS「族長」

2 ① 1ニフ18：9－20

4 ① GS「示現」

② 列下24：14－15；エレ44：2；1ニフ1：4；ヒラ8：20

③ アル9：22

5 ① GS「約束の地」

② エテ2：9－10

③ GS「聖約（契約）」

6 ① 2ニフ10：22

7 ① モサ29：32；アル46：10，20

② 2ニフ10：11；GS「自由」

③ アル45：10－14，16；モル1：17；エテ2：8－12

9 ① 2ニフ4：4；アル9：13

② 申命29：9

③ GS「従順，従う」

10 ① GS「メシヤ」

11 ① 1ニフ13：12－20；モル5：19－20

② 1ニフ22：7

12 ① モル1：11－19；4：11

13 ① GS「地獄」

② アル12：9－11

③ 1ニフ15：28－30；ヒラ3：29－30

14 ① GS「親」

② GS「死（肉体の）」

③ ヨシ23：14

15 ① アル36：28；GS「贖罪」

② ロマ8：39；GS「愛」

③ ヤコ6：5；アル5：33；3ニフ9：14

16 ① 申命4：5－8；2ニフ5：10－11

17 ① 2ニフ5：21－24；アル3：6－19

② モサ12：8

18 ① 1ニフ12：20－23

② GS「悪魔」

19 ① GS「選ばれた者」

② ホセ14：9

20 ① レビ26：3－14；ヨエ2：23－26

② ジェロ1：9；モサ1：6－7；アル9：13－14

③ 詩篇67：6；モサ2：21－25

21 ① サ上4：9；列上2：2

② モセ7：18

22 ① 教義3：4

23 ① エペ6：11－17

24 ① 1ニフ16：32

② 1ニフ16：37

25 ① 創世37：9－11

26 ① 箴言15：10；1ニフ16：2；モロ9：4；教義121：41－43

27 ① 1ニフ17：48

② 教義33：8

③ 教義121：43

28 ① GS「長子の特権，生得権」

29 ① アブ1：3

30 ① 1ニフ4：20，35

31 ① 2ニフ5：6

第2章

1 ① 1ニフ18：7

4 ① 2ニフ11：3；ヤコ7：5

② GS「恵み」

5 ① モロ7：16

② ロマ3：20；2ニフ25：23；アル42：12－16；GS「義認，義とされる」

③ 1ニフ10：6；2ニフ9：6－38；アル11：40－45；12：16，24；42：6－11；ヒラ14：15－18

6 ① 1ニフ10：6；2ニフ25：20；アル12：22－25；GS「贖いの計画」

② GS「メシヤ」

③ ヨハ1：14，17；モセ1：6

7 ① GS「贖罪」

② ロマ10：4

8 ① 2ニフ25：20；31：21；モサ4：8；5：8；アル38：9

② 1コリ15：20；アル7：12；12：24－25；42：23；GS「復活」

9 ① イザ53章；モサ14：12；15：8－9

10 ① GS「贖い主」

② GS「聖さ，聖く」

③ GS「最後の裁き」

④ 2ニフ9：7，21－22，26；アル22：14；33：22；34：9

11 ① 教義29：39；122：5－9；GS「逆境」

12 ① 教義88：25－26；GS「地球（地）—人のために創造された」

② GS「正義」

13 ① 2ニフ9：25

② アル42：13

14 ① 教義93：30

② GS「創造，創造する」

15 ① イザ45：18；アル42：26；モセ1：31，39

② 創世2：16－17；モセ3：17

③ 創世3：6；アル12：21－23

④ 創世2：9；1ニフ15：22，36；アル32：40

16 ① 2ニフ10：23；アル12：31；GS「選択の自由」

② 教義29：39－40

17 ① GS「悪魔」

② イザ14：12；2ニフ9：8；モセ4：3－4；アブ3：27－28

18 ① 2ニフ28：19－23；3ニフ18：18；教義10：22－27

② 2ニフ28：8；モセ4：4

③ GS「エバ」

④ 創世3：5；アル29：5；モロ7：15－19

19 ① アル12：31；GS「堕落（アダムとエバの）」

② GS「エデン」

20 ① 教義138：38－39

21 ① アル12：24；モセ4：23－25

② アル34：32；GS「悔い改め」

③ GS「死すべき状態」

④ ヤコ7：12

23 ① モセ5：11

24 ① GS「神，神会」

25 ① GS「アダム」

② モセ6：48；GS「堕落（アダムとエバの）」

③ GS「死すべき状態」

④ モセ5：10；GS「人」「喜び」

26 ① GS「贖いの計画」

② GS「メシヤ」

③ アル42：27；ヒラ14：30

④ GS「律法」

27 ① ガラ5：1；モセ6：56

② GS「永遠の命」

③ GS「選択の自由」

28 ① GS「仲保者」

29 ① ロマ6：16－18；アル12：11

② GS「地獄」

第3章

1 ① 1ニフ18：7

2 ① 1ニフ2：20；GS「約束の地」

3 ① 2ニフ9：53

4 ① 創世37：29－36

② 創世39：1－2；45：4；49：22－26；1ニフ5：14－16

5 ① JS創世50：24－38（付録）；2ニフ4：1－2

② ヤコ2：25

③ 創世49：22－26；1ニフ15：12；19：24；GS「ぶどう園（果樹園）（主の）」

④ イザ42：16

⑤ 2ニフ6：14；教義3：16－20

6 ① 3ニフ21：8－11；モル8：16；GS「聖見者」

② 教義132：30

7 ① GS「スミス，ジョセフ，ジュニア」

8 ① 教義24：7，9

9 ① モセ1：41

② 出エ3：7－10；1ニフ17：24

11 ① 教義5：3－4

12 ① GS「モルモン書」

② 1ニフ13：23－29

③ GS「聖書」

④ エゼ37：15－20；1ニフ13：38－41；2ニフ29：8；33：10－11

⑤ 1ニフ15：14；2ニフ30：5；モル7：1，5，9－10

⑥ モロ1：4

15 ① 教義18：8

② ジ—歴史1：3

16 ① 創世45：1－8

17 ① 申命10：2，4；モセ2：1

② 出エ4：16

19 ① 教義28：8

② イザ29：4；2ニフ27：13；33：13；モル9：30；モロ10：27

20 ① 2ニフ26：16；モル8：23

21 ① 2ニフ29：2

22 ① 2ニフ3：5

第4章

1 ① 創世39：1－2

2 ① 2ニフ3：5

3 ① GS「長子，初子」

4 ① 2ニフ1：9

5 ① GS「祝福師の祝福」

② 箴言22：6

6 ① 教義68：25－29

7 ① 2ニフ30：3－6；教義3：17－18

② 1ニフ13：31；2ニフ10：18－19；ヤコ3：5－9；ヒラ15：12－13

10 ① 1ニフ7：6

14 ① 1ニフ1：16－17；9：4

15 ① 1ニフ6：4－6

② GS「聖文」「深く考える」

③ 1ニフ19：23

16 ① GS「感謝」

② GS「心」

17 ① 2ニフ9：10；教義86：11

② ロマ7：24

18 ① ロマ7：21－23；ヘブ12：1；アル7：15

21 ① GS「愛」

22 ① 1ニフ17：52

23 ① GS「示現」

24 ① 新ヤコ5：16；1ニフ2：16

25 ① 1ニフ11：1；モセ1：1－2

26 ① 詩篇43：5

27 ① ロマ6：13

② GS「誘惑」

③ GS「平安，平和」

28 ① GS「悪魔」

30 ① 1コリ3：11；GS「岩」

31 ① ロマ12：9；アル13：12

32 ① GS「打ち砕かれた心」

② GS「歩む（神とともに）」

34 ① GS「信頼」

② エレ17：5；モル3：9；4：8

③ 詩篇44：6－8

35 ① 新ヤコ1：5

② ヒラ10：5

③ GS「祈り」

④ 申命32：4

第5章

1 ① 2ニフ4：13－14

3 ① 1ニフ16：37－38；モサ10：14－15

5 ① モサ10：13

② GS「霊感」

6 ① 1ニフ4：35；16：7；2ニフ1：30－32

② GS「警告」

8 ① オム1：12，27；モサ9：1－4；28：1

9 ① ヤコ1：13－14

10 ① 2ニフ11：4；GS「モーセの律法」

12 ① モサ1：3－4；GS「版」

② モサ1：16

③ 1ニフ16：10，16，26；18：12，21；アル37：38－47；教義17：1

14 ① 1ニフ4：9；ヤコ1：10；モ言1：13

② GS「レーマン人」

15 ① エテ10：23

16 ① GS「神殿，主の宮」

② 列上6章；歴下3章

③ 教義124：26－27

17 ① 創世3：19；教義42：42

18 ① ヤコ1：9，11

19 ① 1ニフ2：22

② GS「教える，教師」

20 ① 2ニフ2：21

② アル9：14

21 ① GS「のろい」

② 4ニフ1：10

③ 2ニフ26：33；3ニフ2：14－16

22 ① 1ニフ12：23

23 ① GS「結婚—異なった信仰を持つ人との結婚」

24 ① GS「怠惰」

26 ① ヤコ1：18－19；モサ23：17

30 ① 1ニフ19：1－6

31 ① GS「版」

第6章

2 ① ヤコ1：9，11

4 ① 3ニフ23：1

6 ① イザ49：22－23

② GS「旗」

7 ① 教義133：45；モセ1：6

8 ① エス2：6；1ニフ7：13；2ニフ25：10；オム1：15；ヒラ8：20－21

② 列下24：10－16；25：1－12；GS「イスラエル—イスラエルの散乱」

9 ① 1ニフ10：3

② 1ニフ19：10，13；モサ3：9；3ニフ11：14－15；GS「十字架の刑」

10 ① マタ27：24－25

11 ① 1ニフ22：11－12；2ニフ9：2

② ホセ3：5

③ GS「イスラエル—イスラエルの集合」

12 ① 1ニフ14：1－2；2ニフ10：9－10

② GS「悪魔—悪魔の教会」

③ GS「アブラハムの聖約（契約）」

13 ① 3ニフ22：4

② イザ40：31；1ニフ21：23；教義133：45

14 ① イザ11：11；2ニフ25：17；29：1

② 2ニフ3：5

③ 1ニフ22：13－14

15 ① ヤコ6：3

② 教義97：22－26

③ 2ニフ10：16；28：15；3ニフ16：8；GS「終わりの時，末日」

16 ① イザ49：24－26

② 17節の主の聖約の民のこと

17 ① 1ニフ21：25

② GS「エホバ」

③ 列下17：39

18 ① GS「贖い主」

② 創世49：24；イザ60：16

第7章

1 ① GS「背教，背信」

2 ① 箴言1：24－25；イザ65：12；アル5：37

② 出エ14：21；詩篇106：9；教義133：68－69

③ ヨシ3：15－16

④ 出エ7：21

3 ① 出エ10：21

② 黙示6：12

4 ① ルカ2：46－47

5 ① 教義58：1

6 ① マタ27：26；2ニフ9：5

9 ① ロマ8：31

10 ① 教義1：38

11 ① 士師17：6

第8章

1 ① GS「岩」

2 ① 創世17：1－8；教義132：49

② 創世24：36

3 ① GS「シオン」

② イザ35：1－2，6－7

4 ① あるいは「教え」「教義」。イザ2：3；GS「福音」

② GS「光，キリストの光」

5 ① GS「救い」

② 2ニフ10：20

6 ① 2ペテ3：10

② ヘブライ語で「散らされる」の意。詩篇102：25－27

③ ヘブライ語で「朽ちる」の意

7 ① 詩篇56：4，11；教義122：9

9 ① 教義113：7－8

10 ① イザ35：8

11 ① GS「贖い，贖う」

② イザ35：10

③ 黙示21：4

12 ① 教義133：47；136：22

② イザ40：6－8；1ペテ1：24

③ エレ1：8

13 ① エレ23：27

15 ① 1ニフ4：2

16 ① 2ニフ3：9；29：14

17 ① ルカ21：24

② イザ29：9；エレ25：15

19 ① 黙示11：3

21 ① 2ニフ27：4

22 ① エレ50：34

23 ① ゼカ12：9

24 ① GS「シオン」

② イザ52：1－2

③ 教義113：7－8

④ ヨエ3：17

25 ① ちりから立ち上がって威厳をもって座せ。そうすれば，終わりには贖われる，の意

② 教義113：9－10

第9章

1 ① GS「アブラハムの聖約（契約）」

2 ① 2ニフ6：11；GS「福音の回復」

② 2ニフ10：7－8；GS「約束の地」

③ GS「イスラエル—イスラエルの集合」

3 ① JS詩篇24：7－10（付録）

4 ① ヨブ19：26；アル11：41－45；42：23；ヒラ14：15；モル9：13

5 ① GS「創造，創造する」

② ヨハ12：32；2ニフ26：24；3ニフ27：14－15

6 ① GS「贖いの計画」

② GS「復活」

③ GS「堕落（アダムとエバの）」

④ 2ニフ2：5

7 ① GS「贖罪」

② アル34：10

③ モサ16：4－5；アル42：6，9，14

④ モサ15：19

8 ① ヨブ12：13；アブ3：21；GS「知恵」

② GS「憐れみ」

③ GS「恵み」

④ 教義93：33－34

⑤ イザ14：12；2ニフ2：17－18；モセ4：3－4；アブ3：27－28

⑥ GS「悪魔」

9 ① ヤコ3：11；アル5：25，39

② 黙示12：7－9

③ GS「偽り」

④ 創世3：1－13；モサ16：3；モセ4：5－19

⑤ 教義129：8

⑥ 2コリ11：14；アル30：53

⑦ GS「秘密結社」

10 ① モサ16：7－8；アル42：6－15

② GS「地獄」

11 ① GS「解放者」

② GS「死（肉体の）」

12 ① GS「死（霊の）」

② 教義76：81－85

③ GS「霊」

④ GS「復活」

13 ① GS「贖いの計画」

② 教義138：14－19；GS「パラダイス」

③ アル11：43

④ GS「不死不滅」

⑤ GS「完全」

⑥ 教義130：18－19

14 ① GS「罪悪感」

② モル9：5

③ モサ3：25；アル5：18

④ GS「義」

⑤ GS「清さ」

⑥ 教義109：76

⑦ 箴言31：25

15 ① GS「最後の裁き」

② 詩篇19：9；2ニフ30：9

16 ① GS「汚れ」

② 1ニフ15：33－35；アル7：21；モル9：14；教義88：35

③ 教義56：11

④ 列上8：56；教義1：38；モセ1：4

⑤ GS「悪魔」

⑥ モサ27：28

⑦ 黙示21：8；2ニフ28：23；教義63：17

17 ① GS「正義」

18 ① GS「聖徒」

② ルカ14：27

③ アル13：3

④ GS「昇栄」

⑤ 教義45：58；84：38

⑥ GS「永遠の命」

19 ① 1ニフ15：35

② GS「地獄」

③ 教義108：8

20 ① GS「聖さ，聖く」

② アル26：35；教義38：2

21 ① GS「救い」

② GS「アダム」

③ 教義18：11；19：18

23 ① GS「悔い改め」

② GS「バプテスマ」

24 ① GS「イエス・キリスト—御名を受ける」

② GS「堪え忍ぶ」

③ GS「罰の定め」

25 ① 新ヤコ4：17；GS「律法」

② ロマ4：15；2ニフ2：13；アル42：12－24；GS「責任を負う」

26 ① 2ニフ2：10；アル34：15－16；GS「贖罪」

② モサ15：24；教義137：7

③ モサ3：11

④ GS「正義」

⑤ 創世2：7；教義93：33；アブ5：7

27 ① ルカ12：47－48

28 ① アル28：13

② GS「うぬぼれ」

③ ルカ16：15；2ニフ26：20；28：4，15

④ 箴言14：6；エレ8：8－9；ロマ1：22；GS「高慢」「知恵」

⑤ アル37：12；GS「勧告，勧め」

29 ① ヤコ4：10

② 2ニフ28：26

30 ① ルカ12：34；1テモ6：10；教義56：16

② GS「貧しい」

31 ① エゼ33：30－33；マタ11：15；モサ26：28；教義1：2，11，14；モセ6：27

34 ① 箴言19：9；GS「偽り」「正直」

② GS「地獄」

35 ① 出エ20：13；モサ13：21

② GS「死刑」

36 ① 3ニフ12：27－29；GS「純潔」

37 ① GS「偶像礼拝」

38 ① アル40：11，13

39 ① 2ニフ28：20－22；32：8；モサ2：32；4：14；アル30：53

② ロマ8：6；GS「現世的」

③ GS「死（霊の）」

④ GS「永遠の命」

⑤ 箴言11：19

40 ① GS「真理」

② 1ニフ16：2；2ニフ28：28；33：5

41 ① 1ニフ6：4；ヤコ1：7；オム1：26；モロ10：30－32

② 2ニフ31：17－21；アル37：46；教義132：22，25

③ ルカ13：24；2ニフ33：9；ヒラ3：29－30

④ 2ニフ31：9，17－18；3ニフ14：13－14；教義43：7；137：2

42 ① GS「高慢」

② マタ11：25

③ 1コリ3：18－21

④ GS「謙遜」

43 ① 1コリ2：9－16

44 ① ヤコ2：10

② ヤコ1：19

③ ヤコ2：2；モサ2：28

45 ① 2ニフ28：22；アル36：18

② GS「岩」

46 ① GS「正義」

② GS「最後の裁き」

③ モサ3：25

④ 1ニフ1：14；モセ2：1

48 ① GS「罪」

② アル37：32

49 ① 1ニフ18：16

50 ① GS「生ける水」

② アル42：27

51 ① イザ55：1－2

② 2ニフ31：20；32：3；3ニフ12：6

52 ① GS「感謝」

53 ① GS「聖約（契約）」

② GS「憐れみ」

③ GS「ぶどう園（果樹園）（主の）」

第10章

1 ① 1ニフ15：12－16；2ニフ3：5；ヤコ5：43－45

2 ① 1ニフ22：8；3ニフ5：21－26；21：4－7

3 ① 2ニフ25：19；ヤコ7：5；モロ7：22

② GS「イエス・キリスト—降誕と死に関する預言」

③ 1ニフ11：33；モサ3：9；教義45：52－53

④ 1ニフ19：10

⑤ ルカ23：20－24

4 ① GS「奇跡」

5 ① ルカ22：2；GS「偽善売教」

6 ① 1ニフ19：13－14；GS「イスラエル—イスラエルの散乱」

7 ① GS「主」

② 2ニフ25：16－17

8 ① 1ニフ22：4；2ニフ10：20－22；教義133：8

② GS「イスラエル—イスラエルの集合」

③ 1ニフ22：8

9 ① イザ49：22－23

② 1ニフ22：8－9；教義3：19－20

10 ① 2ニフ6：12

11 ① GS「自由」

② モサ29：31－32

13 ① 1ニフ22：14，19

② イザ60：12

14 ① アル5：50；教義38：21－22；128：22－23；モセ7：53

② GS「光，キリストの光」

15 ① GS「聖約（契約）」

② ヒラ3：23；GS「秘密結社」

③ GS「暗闇（霊的な）」

16 ① GS「シオン」

② 1ニフ13：4－5

③ 1ニフ22：13－23；2ニフ28：15－32；3ニフ16：8－15；エテ2：9

④ 1ニフ14：10

⑤ マタ12：30

17 ① 教義1：38

18 ① ルカ13：28－30；教義45：7－30

② エペ3：6

③ ガラ3：7，29；1ニフ14：1－2；3ニフ16：13；21：6，22；30：2；アブ2：9－11

19 ① 2ニフ3：2

20 ① 1ニフ2：1－4

② 1ニフ18：5－23

③ 1ニフ2：20；GS「約束の地」

④ イザ11：10－12

21 ① 1ニフ19：15－16；22：4

22 ① 1ニフ22：4

23 ① GS「選択の自由」

② 2ニフ2：16

③ 申命30：19

24 ① GS「救い」

② GS「恵み」

25 ① GS「贖罪」

第11章

1 ① 2ニフ6：1－10

② 2ニフ31：1

2 ① 3ニフ23：1

② GS「贖い主」

3 ① 2ニフ2：3；ヤコ7：5

② 2ニフ27：12；エテ5：2－4；教義5：11

4 ① ヤコ4：5；ジェロ1：11；アル25：15－16；エテ12：19

② 2ニフ31：2

③ 2ニフ5：10

5 ① GS「アブラハムの聖約（契約）」

6 ① モサ3：15

7 ① 2ニフ2：13

② GS「創造，創造する」

第12章

1 ① 2ニフ12－24章は，ニーファイが真鍮版からイザ2－14章を引用したものであるが，多少言い回しに違いが見受けられる

② ヘブライ語は「カザ」で「示現で見る」の意。イザヤは主からの示現によって御告げを受けたということ

2 ① GS「神殿，主の宮」

② ヨエ3：17；GS「シオン」

③ 教義49：25

3 ① GS「歩む（神とともに）」

② ヘブライ語で「教え」「教義」の意。GS「福音」

4 ① 2ニフ21：2－9

5 ① 2ニフ28：14；モサ14：6；アル5：37

6 ① 様々な教えや異国の信仰を持ち込むこと。詩篇106：35

② GS「ペリシテ人」

③ ヘブライ語で「手を打ち合う」「契約を結ぶ」の意

8 ① GS「偶像礼拝」

9 ① 神に対して。それどころか，偶像を拝むこと

10 ① アル12：14

12 ① GS「イエス・キリストの再臨」

② マラ4：1；2ニフ23：11；教義64：24

16 ① ギリシャ語版（七十人訳）とヘブライ語版にはそれぞれお互いにない句があるが，2ニフ12：16にはその両方が含まれている。詩篇48：7；エゼ27：25

17 ① 主が栄光のうちに来臨される日

22 ① 死すべき人間に頼るのをやめること。死すべき人間は神に比べれば取るに足りない。モセ1：10

第13章

6 ① イザ3：6

7 ① ヘブライ語で「（傷を）縛る者」の意。わたしはあなたの問題を解決できないということ

8 ① エレ9：11

② 哀歌1：3

9 ① 創世19：1，4－7，24－25；GS「同性愛行為」

10 ① 申命12：28

12 ① イザ9：16

13 ① ヘブライ語で「論争する」の意。ミカ6：2；教義45：3－5

14 ① ヘブライ語で「統治者」「指導者」の意

② イザ5：7

③ ヘブライ語で「焼く」の意

④ 2ニフ28：12－13

⑤ 横領したもの

16 ① 気取った様子で小またで歩くこと

17 ① ヘブライ語で「露出させる」の意。恥をかかせるということ

18 ① 18－23節に挙げられている女性の装身具が具体的に何を指すかは，学者の間で意見が分かれる

② 三日月の形をした飾り物のこと

19 ① ヘブライ語で「かぶり物」の意

22 ① ヘブライ語で「きらびやかな衣服」の意

23 ① あるいは「薄織りの衣」

24 ① ヘブライ語で「ぼろ」の意

② 髪の毛がないこと

③ あるいは「衣」

④ あるいは「焼き印」（奴隷のしるし）

第14章

1 ① 未婚で子供がいないという汚名

2 ① イザ60：21；2ニフ3：5；ヤコ2：25

4 ① 主が地球を清められるとき

② マラ3：2－3；4：1

③ GS「洗い」

5 ① 出エ13：21

6 ① イザ25：4；教義115：6

第15章

1 ① 預言者がぶどう園についての歌もしくは寓話詩を作ること。それには，神の憐れみとイスラエルの民のかたくなな様子が表現されている

2 ① エレ2：21

5 ① 詩篇80：12

6 ① イザ7：23；32：13

② エレ3：3

7 ① GS「ぶどう園（果樹園）（主の）」

8 ① ミカ2：1－2

② 自分だけが住むこと。裕福な地主が貧しい者の狭い農地を買い占めてしまうこと

10 ① エゼ45：10－11

11 ① 箴言23：30－32

② GS「知恵の言葉」

12 ① 詩篇28：5

13 ① ホセ4：6；GS「知識」

16 ① GS「イエス・キリスト—裁き」

18 ① GS「うぬぼれ」

② 家畜が荷に縛られるように罪につながれている，の意

19 ① 見るまではメシヤを信じないこと

② エレ17：15

20 ① モロ7：14，18；教義64：16；121：16

② 1ヨハ1：6

21 ① 箴言3：5－7；2ニフ28：15

23 ① 法的な権限を奪うこと

24 ① オバ1：18；マラ4：1－2；2ニフ20：17

② ヨエ2：5；1ニフ22：15，23；2ニフ26：4，6；教義64：23－24；133：64

③ ルカ3：17；モサ7：29－31

④ サ下12：7－9

25 ① 教義63：32；モセ6：27

26 ① GS「旗」

② あるいは「口笛で呼ばれる」。集合のための合図をする，の意。イザ7：18；2ニフ29：2

③ GS「イスラエル—イスラエルの集合」

29 ① 3ニフ21：12－13

第16章

1 ① 紀元前約七百五十年

2 ① GS「ケルビム」

4 ① ヘブライ語で「入り口の土台が揺れた」の意

5 ① ヘブライ語で「断ち切られる」の意。自分と民の罪に気づき，それに圧倒されるということ

6 ① 清めの象徴

7 ① GS「罪の赦し」

10 ① マタ13：14－15

12 ① 列下17：18，20

13 ① 木のように，葉は落ちても命と種を生じさせる力はその中にある，の意

第17章

2 ① イスラエルの北王国は，指導的な部族であるエフライムの名で呼ばれた

3 ① ヘブライ語で「残りの者は帰る」の意

4 ① 攻撃を恐れるな。その二人の王には戦意がない，の意

6 ① ヘブライ語で「分割する」の意

9 ① 歴下20：20

11 ① GS「しるし」

14 ① GS「おとめ」

② ヘブライ語で「神はわたしたちとともにおられる」の意。GS「インマヌエル」

16 ① 2ニフ18：4

② 列下15：30；16：9

17 ① 列上12：16－19

② 歴下28：19－21

18 ① あるいは「口笛で呼ばれる」。合図する，呼び出す，の意。イザ5：26

20 ① 列下16：5－9

② 外国からの侵入者によって住民が少なくなるということ

21 ① わずかな者だけが自力で生き残るということ

25 ① 羊，あるいは，やぎ

第18章

1 ① ヘブライ語で「急いで略奪しようと，速やかに獲物にする」の意

2 ① GS「証人，証」

3 ① イザヤの妻のこと

4 ① 2ニフ17：16

② イザ8：4

③ 列下15：29

6 ① イザ7：1

7 ① まず北のイスラエルに

8 ① アッスリヤはユダにも進攻する

② GS「インマヌエル」

9 ① 同盟を結ぶこと

10 ① ユダ（インマヌエルの地）は守られる。詩篇46：7

12 ① ユダは自らの安全を得るために他国との密約に頼ってはならないということ

13 ① 神の前に敬虔であり謙遜であること

14 ① エゼ11：15－21

② 1ペテ2：4－8；ヤコ4：14－15

15 ① マタ21：42－44

16 ① ヘブライ語で「教え」「教義」の意。GS「福音」

17 ① イザ54：8

18 ① イザヤと息子たちの名前には，「エホバは救いたもう」「残りの者は帰る」「急いで略奪しようと，速やかに獲物にする」という意味がある。2ニフ17：3；18：3

19 ① レビ20：6

② 魔術師，占い師のこと

③ あるいは「死者に代わって」

④ サ上28：6－20

20 ① 霊媒や口寄せのこと（第21－22節も同じ）

21 ① イスラエルは聞き従わないので囚われの身となる，の意

第19章

1 ① マタ4：12－16

2 ① 「闇」と「暗闇」は背教と捕囚を指す。「大きな光」とはキリストのこと

3 ① イザ9：3

6 ① イザ7：14；ルカ2：11

② マタ28：18

③ テト2：13－14

④ アル11：38－39，44

⑤ ヨハ14：27

7 ① GS「政府」

② ダニ2：44

8 ① 次に続く預言の言葉（第8－21節）は，イスラエルと呼ばれた北の十部族への警告であった

11 ① 列下16：5－9

12 ① 列下17：6，18

② イザ5：25；10：4

13 ① アモ4：6－12

17 ① GS「憐れみ」

② 2ニフ9：28－29

③ ヤコ5：47；6：4

19 ① ミカ7：2－6

20 ① 申命28：53－57

21 ① GS「マナセ」

② GS「エフライム」

③ GS「ユダ」

第20章

2 ① GS「やもめ」

3 ① 罰のこと

5 ① イザ10：5

6 ① イスラエルのこと

10 ① アッスリヤの王の手のこと（第10－11節）

12 ① ゼパ2：13

② 誇り高ぶること

13 ① アッスリヤの王（第13－14節）

15 ① 「王は神に背いて栄えるだろうか」の意

② この節の隠喩はすべて同じことを問いかけている。すなわち「人（例えば，アッスリヤの王）は神に背いて栄えるだろうか」というのがその問いである

16 ① アッスリヤの王（第17－19節も同じ）

18 ① アッスリヤは完全に消滅する，の意

19 ① アッスリヤの軍隊の残りの者のこと

20 ① 末の日のこと

② アモ9：8－9

21 ① イザ11：11－12

22 ① 教義63：34；GS「世—世の終わり」

② 罰が来ようとも，憐れみもある，の意

23 ① 宣言された滅びをもたらす，の意

24 ① エジプト人がかつて行ったように，の意。出エ1：13－14

26 ① 創世25：1－2；士師7：25

27 ① イザ14：25

② GS「油注がれた者」

28 ① アッスリヤの軍隊のエルサレムへの行程が述べられ，次いで（第33－34節）彼らに対する主の業が比喩的に述べられている

33 ① ヒラ4：12－13

第21章

1 ① エッサイはダビデの父である。やがてイエスの誕生を迎えることになるダビデの血統のことが紹介されている。ミカ5：2；ヘブ7：14；GS「エッサイ」

② 教義113：1－2

③ 教義113：3－4

2 ① イザ61：1－3

3 ① ヨハ7：24

4 ① 詩篇72：2－4；モサ29：12

② GS「柔和」

③ ヘブライ語で「判決を下す」の意

8 ① エジプトにいる小さな毒蛇

② 別の種類の毒蛇

9 ① イザ2：4；GS「福千年」

② 教義101：32－33；130：9

10 ① 末日のこと。ジ—歴史1：40

② ロマ15：12；教義113：5－6

③ 教義45：9－10

④ あるいは「彼に」

11 ① 2ニフ6：14；25：17；29：1

12 ① GS「旗」

② 3ニフ15：15；16：1－4

③ ネヘ1：9；1ニフ22：10－12；教義45：24－25；GS「イスラエル—イスラエルの集合」

13 ① エレ3：18

② （列上12：16－20の出来事の後）ユダとエフライムによって導かれたそれぞれの部族は，歴史上敵対する者となった。末日に，この敵意は解消する。エゼ37：16－22；GS「ねたみ」

③ GS「ユダ」

14 ① ペリシテ人の領土であった西側の傾斜地を攻撃すること

15 ① ゼカ10：11

16 ① イザ35：8；教義133：27

第22章

2 ① モサ4：6；ヒラ12：1

② 出エ15：2；KJ詩篇83：18；GS「エホバ」

3 ① GS「生ける水」

4 ① GS「感謝」

5 ① 教義136：28

6 ① イザ54：1；ゼパ3：14

第23章

1 ① イザ13；14章に預言された邪悪なバビロンの歴史的な滅亡は，邪悪な世が最後には滅びることを示すものである。教義133：5，7，14；GS「バビロン，バベル」

② 滅亡を告げる言葉

2 ① GS「旗」

② 合図を送ること

3 ① 聖徒のこと

4 ① ゼカ12：3

② ゼカ14：2－3

9 ① GS「地球（地）—地球の清め」

10 ① GS「世—世の終わり」

11 ① マラ4：1

② 教義64：24

12 ① イザ4：1－4

13 ① GS「地球（地）—最終的な状態」

19 ① 虚栄のこと

② 創世19：24－25；申命29：23；2ニフ13：9

20 ① エレ50：3，39－40

21 ① イザ34：14－15

② ヘブライ語で「雄やぎ」「魔神」の意

22 ① ヘブライ語で「館」の意

② ヘブライ語で（恐らく）「ジャッカル」「野犬」の意

第24章

1 ① ゼカ1：17

② イザ60：3－5，10

2 ① 他の国々がイスラエルを助けること

② GS「約束の地」

③ イザ60：14

3 ① ヨシ1：13；教義84：24

4 ① GS「バビロン，バベル」

7 ① イザ55：12

8 ① ヘブライ語で「糸杉」の意

② 死ぬこと

③ ヘブライ語で「（木を）切る者はわたしたちを攻めて来なかった」の意

9 ① GS「地獄」

② 肉体から分離した霊たちのこと

12 ① ヘブライ語で「明けの明星」「暁の子」の意。邪悪な世（バビロン）の支配者がすべての悪の支配者であるルシフェルとして述べられている。GS「悪魔」「ルシフェル」

② 教義76：26

13 ① モセ4：1－4

② バビロニアの信仰による神々の住む所。詩篇48：2

15 ① 1ニフ14：3

16 ① ヘブライ語で「横目で見て非難する」の意

18 ① 自分の家族の墓のこと

19 ① 切られ，捨てられる枝

20 ① GS「邪悪」

② 詩篇21：10－11；37：28

21 ① 出エ20：5

22 ① 箴言10：7

② ヨブ18：19

23 ① イザ34：11－15

25 ① 主題が紀元前七百一年のユダにおけるアッスリヤの攻撃と衰退に移っている（第24－27節）。列下19：32－37；イザ37：33－38

② ユダとイスラエルの山々

③ イザ10：27

26 ① やがてこのように，この世の国々は覆される

28 ① 列下16：20

② 紀元前約七百二十年に出されたこの託宣は，ペリシテ人についての預言であり，ユダが守られるというものである

32 ① GS「シオン」

② ゼパ3：12

③ あるいは「その中に避け所を得ようとする」

第25章

1 ① 2ニフ25：5－6

2 ① 列下17：13－20

4 ① GS「預言」

② GS「聖霊」

③ 2ニフ31：3；33：5－6；ヤコ4：13

5 ① GS「ユダヤ人」

② 1ニフ19：23；3ニフ23：1

6 ① 2ニフ6：8；ヒラ8：20－21

7 ① 2ニフ32：7；アル13：23

8 ① GS「聖文—聖文の価値」

② エノ1：13－16；モル5：12－15；教義3：16－20

③ GS「終わりの時，末日」

9 ① エレ39：4－10；マタ23：37－38

② アモ3：7；1ニフ1：13

10 ① 列下24：14；エレ52：3－16

② 1ニフ7：13；2ニフ6：8；オム1：15；ヒラ8：20－21

11 ① エズ1：1－4；エレ24：5－7

12 ① GS「独り子」

13 ① ルカ23：33

② ルカ24：6－7；モサ3：10

③ ヨハ19：41－42；1ニフ19：10

④ GS「復活」

⑤ 1ニフ11：13－34

14 ① GS「メシヤ」

② ルカ21：24；ジ—マタ1：1－18

15 ① GS「ユダヤ人」

② ネヘ1：8－9；2ニフ10：6

③ GS「バビロン，バベル」

16 ① 2ニフ10：6－9；30：7；モル5：14

17 ① 2ニフ21：11－12；29：1；GS「福音の回復」

② イザ29：14；2ニフ27：26；3ニフ28：31－33

18 ① 2ニフ29：11－12；33：11，14－15

② 2ニフ26：12－13

③ GS「最後の裁き」

④ GS「反キリスト」

19 ① GS「イエス・キリスト—降誕と死に関する預言」

② 1ニフ10：4；3ニフ1：1，13

③ 2ニフ10：3

20 ① 出エ3：7－10；1ニフ17：24，31；19：10

② 民数21：8－9；アル33：19；ヒラ8：14－15

③ ヨハ3：14；1ニフ17：41

④ 出エ17：6；民数20：11；1ニフ17：29；20：21

⑤ ホセ13：4；使徒4：10－12；モサ5：8；モセ6：52；GS「救い主」

21 ① 2ニフ27：6－14

② アモ5：15；2ニフ3：16；アル46：24－27

22 ① 2ニフ29：11；33：10－15；3ニフ27：23－27

23 ① GS「子供」

② 新ヤコ2：14－26；GS「行い」

③ ロマ3：23－24；2ニフ2：4－10；モサ13：32；アル42：12－16；教義138：4；GS「恵み」

24 ① ヤコ4：4－5

25 ① GS「モーセの律法」

② ロマ7：4－6

26 ① ヤコ4：12；ジェロ1：11；モサ3：13

② ルカ10：23－24

③ GS「罪の赦し」

④ GS「子供」

28 ① モサ3：14

② 2ニフ33：10

③ GS「証」

29 ① 申命6：5；マコ12：29－31

30 ① GS「儀式」

第26章

1 ① 3ニフ11：1－12

② 1ニフ11：7；12：6

③ 3ニフ15：2－10

3 ① GS「イエス・キリスト—降誕と死に関する預言」

② 1ニフ12：4－6；GS「しるし」

③ 創世4：10；2ニフ28：10；モル8：27

4 ① 3ニフ8：14－24；9：3，9

5 ① 1ニフ19：11；3ニフ10：14

② 3ニフ8：10；9：5－8

7 ① GS「正義」

8 ① GS「迫害」

② 3ニフ10：12－13

9 ① 3ニフ11：8－15

② 3ニフ17：7－9

③ 1ニフ12：11－12；3ニフ27：30－32

④ アル45：10－12；ヒラ13：9－10

⑤ 4ニフ1：1－4

10 ① アル45：9－14；モル8：1－9

② GS「地獄」

11 ① エテ2：15

12 ① モル3：21

② 2ニフ30：7；モル5：14；GS「ユダヤ人」

③ 2ニフ25：18

13 ① GS「聖霊」

14 ① GS「終わりの時，末日」

② GS「福音の回復」

16 ① イザ29：4；モロ10：27；モセ7：62；GS「モルモン書」

17 ① 2ニフ29：12

② エノ1：14

18 ① モル5：16－18

19 ① 3ニフ16：8－9；20：27－28

20 ① GS「高慢」

② エゼ14：4

③ 1ニフ13：29，34；GS「背教，背信」

④ 1ニフ14：10；22：23；モル8：28

⑤ 2ニフ9：28；モル9：7－8

⑥ イザ3：15；2ニフ13：15

21 ① GS「ねたみ」

22 ① GS「秘密結社」

24 ① 3ニフ27：14－15

② ヨハ3：16

25 ① アル5：33－35；3ニフ9：13－14

② イザ55：1－2

27 ① GS「救い」

② エペ2：8；2ニフ25：23

③ GS「悔い改め」

28 ① ロマ2：11；1ニフ17：33－35

29 ① GS「偽善売教」

② 教義121：34－37

30 ① モロ7：47－48；GS「慈愛」

② GS「愛」

31 ① GS「シオン」

② ヤコ2：17－19；教義11：7；38：39

32 ① GS「不敬」

② GS「戒め（神の）」

33 ① 使徒10：9－35，44－45

② アル26：37

③ ロマ2：11；1ニフ17：35

第27章

1 ① GS「終わりの時，末日」

2 ① イザ24：6；66：15－16；ヤコ6：3；3ニフ25：1

3 ① 1ニフ22：14

② イザ29：7－8

6 ① 2ニフ26：16－17；29：12；GS「モルモン書」

② ジェロ1：2；モル5：12－13

7 ① イザ29：11－12；エテ3：25－27；4：4－7

② エテ13：1－12

③ モサ8：19

8 ① エテ5：1

② 3ニフ26：9－12；エテ4：5－6

9 ① 教義17：5－6

② ジ—歴史1：64－65

11 ① ルカ12：3；モル5：8；教義121：26－31

12 ① 2ニフ11：3；エテ5：2－4；教義5：11，15；17：1

② 申命19：15

13 ① 2ニフ3：19－20；33：13－15；モロ10：27

14 ① 2ニフ28：29－30；エテ4：8

15 ① イザ29：11－12；ジ—歴史1：65

16 ① GS「偽善売教」

21 ① エテ5：1

22 ① GS「証人（モルモン書の）」

23 ① GS「奇跡」

② ヘブ13：8

③ ヘブ11章；エテ12：7－22

25 ① イザ29：13

② マタ15：8

③ 2ニフ28：31

26 ① 1ニフ22：8；2ニフ29：1－2；GS「福音の回復」

② イザ29：14；2ニフ25：17

27 ① イザ29：15

② エレ18：6

29 ① イザ29：18

30 ① GS「柔和」

② 教義101：36

31 ① イザ29：20

32 ① ルカ11：54

② アモ5：10

③ 2ニフ28：16

34 ① イザ29：23－24

35 ① 2ニフ28：14；教義33：4

② ダニ12：4

第28章

2 ① GS「モルモン書」

② 1ニフ13：34－42；22：9；3ニフ21：6

3 ① 1コリ1：10－13；1ニフ22：23；4ニフ1：25－29；モル8：28，32－38

4 ① 2ニフ9：28

5 ① 2ニフ26：20

② アル30：28

6 ① モル8：26；9：15－26

7 ① 1コリ15：32；アル30：17－18

8 ① モル8：31

② 教義10：25；モセ4：4；GS「偽り」

③ 箴言26：27；1ニフ14：3

9 ① エゼ13：3；ヒラ13：29

② マタ15：9

10 ① 黙示6：9－11；2ニフ26：3；モル8：27；エテ8：22－24；教義87：7

11 ① ヒラ6：31

② モル8：28－41；教義33：4

13 ① ヒラ4：12

② エゼ34：8

③ アル5：53

14 ① 箴言21：4

② イザ53：6

15 ① GS「高慢」

② 箴言3：5－7

③ 3ニフ29：5

16 ① イザ29：21

② エテ2：9－10

18 ① 黙示19：2

② 1ニフ14：3，17

19 ① 1ニフ22：23

② アル34：35

③ アル12：11

20 ① 教義10：20－27

21 ① モル8：31

② 2ニフ9：39

22 ① GS「地獄」

② アル36：18

23 ① GS「イエス・キリスト—裁き」「最後の裁き」

② 2ニフ9：16，19，26

26 ① 2ニフ9：29

27 ① アル12：10－11

28 ① 2ニフ9：40；33：5；GS「背く」

② マタ7：24－27；GS「岩」

29 ① 2ニフ29：3－10

② 2ニフ27：14；エテ4：8

30 ① イザ28：9－13；教義98：12

② GS「知恵」

③ ルカ8：18

④ アル12：10；教義50：24

31 ① 教義1：19－20

32 ① 1ニフ14：6

② ヤコ5：47；6：4

第29章

1 ① 2ニフ27：26；GS「福音の回復」

② GS「アブラハムの聖約（契約）」

③ 2ニフ6：14；21：11－12；25：17；GS「イスラエル—イスラエルの集合」

2 ① 2ニフ3：18－21

② イザ5：26；2ニフ15：26；モロ10：28

③ 1ニフ21：22；GS「旗」

3 ① 1ニフ13：23－25；GS「聖書」「モルモン書」

4 ① 教義3：16；GS「ユダヤ人」

② GS「ユダ—ユダの木」

5 ① 3ニフ29：8

6 ① 1ニフ13：38

7 ① GS「創造，創造する」

② 1ニフ22：4

8 ① エゼ37：15－20；1ニフ13：38－41；2ニフ3：12

② マタ18：16；GS「証人，証」

③ ホセ1：11

9 ① ヘブ13：8

② GS「啓示」

10 ① GS「聖文—出現を預言された聖文」

11 ① アル29：8

② 2テモ3：16

③ GS「命の書」

④ 2ニフ25：22；33：11，14－15；GS「最後の裁き」

12 ① 1ニフ13：23－29

② 1ニフ13：38－42；2ニフ26：17

③ 2ニフ26：33

13 ① モル5：12－14

② GS「イスラエル—行方の知れない十部族」

14 ① エレ3：17－18

② エゼ37：16－17

③ 教義132：30

④ 創世17：7

⑤ 創世12：1－3；1ニフ17：40；3ニフ20：27；アブ2：9；GS「アブラハムの聖約（契約）」

⑥ 1ニフ22：8－9

第30章

2 ① ガラ3：26－29

② マタ8：10－13；GS「ユダヤ人」

③ GS「悔い改め」

3 ① 3ニフ16：6－7

② 1ニフ22：8－9

5 ① 3ニフ21：3－7，24－26

② 教義3：20

③ 1ニフ15：14；2ニフ3：12；モル7：1，9－10

6 ① 教義49：24；109：65

7 ① 2ニフ29：13－14

② 2ニフ25：16－17

9 ① イザ11：4－9

② 2ニフ9：15

③ GS「柔和」

10 ① 教義63：53－54

② GS「終わりの時，末日」

③ モセ7：61

④ 1ニフ22：15－17，23；GS「地球（地）—地球の清め」

11 ① イザ11：5－9

12 ① イザ65：25；GS「福千年」

16 ① 教義101：32－35；121：28－29

② エテ4：6－7

17 ① 教義1：2－3

18 ① 黙示20：1－3；エテ8：26

第31章

1 ① 2ニフ25：1－4

2 ① 2ニフ11：6－7

3 ① GS「光，キリストの光」

② 教義1：24

4 ① 1ニフ10：7；11：27；GS「ヨハネ（バプテスマの）」

② GS「神の小羊」

5 ① マタ3：11－17；GS「バプテスマ」

7 ① ヨハ5：30；GS「従順，従う」

8 ① GS「鳩のしるし」

② 1ニフ11：27

9 ① 2ニフ9：41；3ニフ14：13－14；教義22：4

10 ① マタ4：19；8：22；9：9

② モロ7：11；教義56：2

12 ① GS「聖霊の賜物」

② ルカ9：57－62；ヨハ12：26

13 ① ガラ3：26－27

② GS「聖霊の賜物」「火」

③ 2ニフ32：2－3

14 ① マタ10：32－33；アル24：30；教義101：1－5；GS「赦されない罪」

② 2ペテ2：21

16 ① GS「イエス・キリスト—模範」

② アル5：13；38：2；教義20：29

17 ① モサ18：10；GS「バプテスマ」

② GS「罪の赦し」

18 ① 1ニフ8：20

② 箴言4：18；GS「道」

③ 使徒5：29－32

19 ① モサ4：10

② GS「信仰」

③ 教義3：20

20 ① GS「希望」

② GS「愛」

③ GS「歩む（神とともに）」

④ GS「堪え忍ぶ」

21 ① 使徒4：10－12；2ニフ9：41；アル37：46；教義132：22，25

② モサ3：17

③ GS「イエス・キリスト—御名を受ける」

④ マタ7：28；ヨハ7：16－17

⑤ 3ニフ11：27，35－36；GS「一致」

⑥ GS「神，神会」

第32章

2 ① 3ニフ9：20

② 2ニフ31：13

3 ① GS「天使」

② エレ15：16

4 ① GS「求める」

6 ① 3ニフ11：8

7 ① GS「不信仰」

② 2ニフ31：2－3；ヤコ4：13

8 ① GS「祈り」

② モサ4：14；GS「悪魔」

9 ① 3ニフ20：1；教義75：11

② アル34：27

③ モセ5：8

第33章

1 ① エテ12：23－24

② 教義100：7－8

2 ① ヒラ6：35－36

3 ① GS「聖文—聖文の価値」

② エノ1：9－12；モ言1：8

4 ① エテ12：26－27

② モロ7：13

③ GS「永遠の命」

5 ① 2ニフ31：3；ヤコ4：13

② 1ニフ16：1－3；2ニフ9：40

6 ① GS「贖い，贖う」

7 ① GS「慈愛」

8 ① GS「ユダヤ人」

9 ① GS「異邦人」

② GS「贖罪」

③ 2ニフ9：41

④ ヒラ3：29－30；教義132：22

⑤ GS「歩む（神とともに）」

10 ① GS「信じる」

② GS「モルモン書」

③ モロ10：27－29

④ 2ニフ25：28

11 ① エテ5：4；モロ7：35

② 黙示20：12；モロ10：34

12 ① GS「日の栄え」

13 ① イザ29：4；2ニフ26：16

14 ① GS「聖書」

② GS「モルモン書」

③ 2ニフ29：11；エテ4：8－10

15 ① モ言1：11








三人にんの証しょう人にんの証あかし

この書しょ物もつを手てにするすべての国こく民みん，部ぶ族ぞく，国こく語ごの民たみ，民みん族ぞくにこのことをお知しらせする。わたしたちは，父ちちなる神かみと主しゅイエス・キリストの恵めぐみによって，この記き録ろくが記しるされている版はんを見みた。これはニーファイの民たみと，その同胞はらからであるレーマン人じんと，聖せい典てんに述のべられているあの塔とうから来きたヤレドの民たみについての記き録ろくである。また，その版はんが神かみの賜たま物ものと力ちからによって翻ほん訳やくされたことも知しっている。神かみの声こえがわたしたちにそのことを宣せん言げんされたからである。したがって，わたしたちはこの書しょ物もつが真しん実じつであることを確たしかに知しっている。また，その版はんに刻きざまれている文も字じを見みたことと，それがわたしたちに示しめされたのは人ひとの力ちからではなく神かみの力ちからによることを証あかしする。また，一人ひとりの天てん使しが天てんから降くだって来きて，携たずさえて来きたその版はんを目めの前まえに置おいたので，わたしたちはその版はんとそれに刻きざまれている文も字じを見みたことを謹つつしんで言げん明めいする。目めで見みて，これらのものが真しん実じつであると証あかしするのは，父ちちなる神かみと主しゅイエス・キリストの恵めぐみによるものであることを知しっている。これはわたしたちの目めに驚おどろくべきことではあるが，主しゅの声こえがこのことを証あかしするようにわたしたちに命めいじられたので，わたしたちは神しん命めいに従したがってこのことを証あかしする。わたしたちは，キリストにあって忠ちゅう実じつであれば，すべての人ひとの血ちをわたしたちの衣ころもから取とり除のぞいて，キリストの裁さばきの座ざで染しみがないと認みとめられ，キリストとともに天てんに永えい遠えんに住すめることを知しっている。一つの神かみである御おん父ちちと御おん子こと聖せい霊れいに誉ほまれがあるように。アーメン。
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